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    かげこのお部屋
    ＜作品解説＞


 


　タイトルの「かげこのお部屋」は、インターネットが普及したての頃によく見かけたホームページ名をもじったものです。このタイトルから発展して、私のいじめ系サイト「かげこの玉手箱」のタイトルが決定しました。


　インターネットが普及し始めた頃及びスクールカウンセラーの存在が注目され出した頃に書いた作品です。大人になってからの影子ちゃんの話という事で、旧レギュラーキャラはほとんど登場させず、新キャラばかりが出演しています。シリーズ化するつもりだったので、その第1話という体裁になっています。


　本作は、TINAMI（http://www.tinami.com/view/209086）でも無料閲覧が可能です。
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    かげこのお部屋
    [image: ]　　　　　　○テロップ


「二〇××年、進行する少年犯罪の悪質化や学校荒廃に対処すべく、政府は、各学校へとスクールカウンセラーの設置を提案、敢行する事にした。その第一弾として、各地の国公立の中学校へと、国が育成した新人カウンセラーたちが、専属として、派遣される事となった」


 


　　　　　　○中学校・校門　　（朝）


　　　体格のいい男性教師・平井と、新米の若い男性教師・早田の二人が、


　　　門前に立ち、次々に登校してくる生徒たちを迎えながら、


　　　門を閉める時間を待っている。


　　　平井たちは、愛想よく、生徒たちと朝の挨拶を交わしている。


早田「（微笑み）平井先生。この調子ですと、今日も、遅刻者は無さそうですね」


平井「う・・ん」


　　　平井は、気難しげに、自分の腕時計を見つめている。


早田「どうしました、平井先生？あ、そう言えば、今日からでしたね、赴任してくるのは」


平井「そうなんだが、来るのが、遅いなぁ。事故でもあったのかな」


早田「職員会議までに間に合えばいいんですけどね」


　　　その時、校庭の方から、生徒のざわめきが聞こえてくる。


　　　平井たちは、ハッとして、そちらへ目を向ける。


 


　　　　　　○同・校庭　　（朝）


　　　登校したばかりの生徒たちによって、人だかりが出来ていて、


　　　皆、校舎の屋上の方を見上げて、ざわついている。


　　　そこへ、平井たちがやって来る。


平井「（生徒の一人へ）おい、どうしたんだ」


生徒「せ、先生。屋上に人が」


　　　生徒に言われ、５階以上ある校舎の屋上の方を仰ぐと、


　　　確かに、女性らしき人影が見えて、下の方を見下ろしている。


平井「（慌てて）バカな！うちの学校の屋上には、鍵がかかっていて、入れないはずだぞ。


　どうやって、昇ったんだ？」


早田「ま、まさか、生徒が自殺でも・・」


　　　びっくりした平井は、急いで、校舎内に走り飛び込んでゆく。


 


　　　　　　○校舎・屋上　　（朝）


　　　少女のような影子が、手すりに寄り掛かり、


　　　気持ちよさそうに、眼下を見下ろしている。


　　　そこへ、屋上の入り口から、平井を先頭とする教師陣が、慌てて、押しかけてくる。


平井「（叫ぶ）き、君ぃ！落ち着きなさい！もう一度、よく考え直すんだ」


　　　その声に驚いて、影子が振り返る。


　　　平井たちは、


　　　影子が学校の制服を着ておらず、社会人のスーツ姿なので、少し困惑する。


　　　狼狽する影子も返答が遅れ、しばしの会話の間があく。


影子「（ようやく、照れた感じで）あのぅ、皆さん、お早うございます。


　私、今日から、ここに赴任してきましたスクールカウンセラーです。


　間野影子（えいこ）です。よろしく、お願いします」


 


　　　　　　○タイトル


　　　「かげこのお部屋」


 


　　　　　　○校舎・廊下


　　　影子と平井が、並んで、歩いている。


平井「（ブツブツと）全く、着任早々、トラブルを起こさないでくださいよ。


　我が校の屋上は、立ち入り禁止で、鍵がかかってたはずですよ」


影子「あの程度の錠なら、これ一つで簡単に・・」


　　　すました影子が、先の曲がったヘアピンを取り出し、指先で持ってみせる。


　　　平井が、急いで、そのヘアピンを取り上げる。


平井「こ、こんなもの、二度と使わないで下さい！」


影子「ごめんなさい。どうしても、屋上から眺めてみたくなっちゃって」


　　　二人は、突き当たりにまで、やって来る。


　　　その奥の場所には、ドアがあり、「カウンセラー室」の表札が付けられている。


平井「さあ。あなたの為に用意してあげた部屋は、ここですよ」


　　　影子は、パッと嬉しそうな笑顔になる。


 


　　　　　　○同・カウンセラー室


　　　こじんまりとした、小さな部屋。


　　　片付けられているが、椅子と机以外は、何も置かれていない。


　　　そこへ、影子と平井が入ってくる。


影子「（はしゃいで）わーい。私の部屋だ。嬉しい！・・でも、何も無いな」


平井「物置部屋だったのを、わざわざ使えるように、掃除だけでもしておいてあげたんです。


　贅沢言わないでください」


影子「まあ、いっか。あとは、自分で整えよっか」


　　　影子は、さっそく、自分の荷物の中から、ノートパソコンを取り出すと、


　　　机の上にセッティングを始める。


平井「間野先生と呼んであげたらいいのかな。


　今後は、ここを拠点にして、仕事を行なってください。


　分からない事があれば、職員室へ・・」


影子「（キョロキョロしながら）かげこと呼んで下さい。その方が、呼ばれ慣れてますので。


　・・あの、コンセントはどこですか？」


　　　平井は、無愛想に、部屋の一角を指さす。


　　　影子は、そそくさとパソコンの電源コードをコンセントにつなげる。


　　　しかし、影子は、まだ何かを探している。


平井「他にも、何か？」


影子「インターネットも繋げたいんですけど、電話回線は？」


平井「（呆れて）あ、あのね・・」


 


　　　　　　○同・職員室


　　　他の教師たちに囲まれて、平井がブツブツ言っている。


平井「全く、あのカウンセラーは、一体、何なのやら！遊びに来たとしか思えないよ。


　もっと、きちんと養成した人材を派遣してもらわなくちゃ、こちらが苦労してしまうよ」


早田「（にこにこと）でも、可愛らしい女の人で良かったじゃありませんか。


　実は、ボク、気難しそうな老教授とかだったら、どうしようかと思ってたんですよ」


平井「（強く）その方がまだマシだよ！


　あんな、大学卒業したてみたいな娘に、何ができると言うんだい？


　うちの学校、舐められてるんじゃないのか」


　　　話を聞いていた養護教諭・吉川がクスクス笑いだす。


平井「吉川先生、何か？」


吉川「（可笑しげに）いいえ。何も」


　　　その時、向こうから、初老の教頭もやって来る。


教頭「（穏やかに）どうだね。新しく赴任したカウンセラーは」


平井「ダメですよ、教頭。あんな子、使えっこありません。


　我が校が、問題が少ないものだから、


　デキの悪い人材を押し付けられちゃったんじゃないんですか」


教頭「まあまあ。平井先生。見かけで判断するのは、良くない事だよ。


　上の決めた事だから、きっと間違いはないはずだ」


平井「でも・・」


教頭「それから、間野くんに頼まれていた電話回線の件、


　明日、簡易工事で、あの部屋まで電話線を伸ばしてもらう事にした。


　あとで、彼女に伝えておいてくれ」


平井「何も、そこまでしてやらなくても・・」


早田「あ、あの、ボクが伝えに行きましょうか」


　　　　早田の言葉を、教頭が鋭く制す。


教頭「（ニヤリと）いや。平井先生は、生活指導の主任だし、


　当分は、間野くんの世話も、平井先生にお願いしようかな」


平井「（顔から血がひく）え・・」
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　　　　　　○同・保健室


　　　吉川が、デスクについて、執務に当たっている。


　　　そこへ、入り口から、早田が入ってくる。


早田「吉川先生ぇ。服破いちゃったんですけど、裁縫道具貸してもらえますかぁ？」


吉川「いいわよ。でも、あたし、忙しいから、自分で縫ってね」


　　　吉川に裁縫道具を渡された早田が、


　　　椅子に腰掛け、自分で上着のほころびを繕い始める。


早田「（奥を覗き込み、小声で）相変わらず、ベッドは一杯ですか。


　保健の先生って、忙しいんですね」


吉川「まあね。ここに来る生徒は、病気の子ばかりとも限らないし。


　あたしはね、実は、カウンセラーの配置に、すごく期待してたのよ。


　これからは、問題を抱えた生徒は、向こうでも見て貰える訳だし」


早田「え？じゃあ、ボクも、向こうに針と糸を借りにいけば良かったな」


吉川「（笑って）まあ！早田先生ったら」


早田「（おどけて）あは。でも、平井先生の態度と言ったら、ひどかったですよね。


　あんなに、かげこ先生の事、嫌わなくたってよさそうなものなのに」


吉川「（楽しげに）あれが平井先生の性格なのよ。


　だって、あたしが赴任した時もそうだったもん。


　大丈夫、あの二人は、きっと、うまくやってくわよ」


早田「そうですか？でも、吉川先生が言うのなら、そうなのかも」


　　　吉川は、すまして、微笑んでみせる。


 


　　　　　　○同・カウンセラー室


　　　本や小物などが置かれて、だいぶ、人の居る部屋らしくなってきている。


　　　整理を続けていた影子が、フッと息をつき、椅子に腰掛ける。


影子「（微笑み）早く、インターネットも使えるようになればいいのにな」


　　　ふと、影子が、半開きの入り口の戸に目をやると、


　　　こっそりと興味本位の生徒たちが、すき間から中を覗き込んでいる。


影子「（明るく）どうぞ、お入りなさい」


　　　声を掛けられた生徒たちは、覗くのを止めて、慌てて、逃げ出してしまう。


　　　影子は、きょとんとする。


 


　　　　　　○同・職員室　　（昼休み）


　　　並んだ机で、平井と早田が雑談をしている。


早田「かげこ先生って、給食も、あの部屋でとったんでしょうかね。


　一人で淋しくなかったのかな」


平井「（うるさげに）いいんだよ。あそこが、あの人の職場なんだから。


　カウンセラーなんて、部屋の奥に引っ込んでればいいんだよ」


早田「それって、言い過ぎじゃ・・」


平井「大体ね、生徒の問題行動が見つかれば、


　我々教師が指導に当たって、うまく解決してゆくべきなんだ。


　今までだって、そうしてきたし、これからだって、それでやってけるはずだ。


　カウンセラーなんて、大げさな職業の人間は、学校には必要ないんだよ。


　しかも、よりによって、あんな経験もない年端も行かぬ女性なんかに・・」


　　　傍を通り掛かった吉川が、話に混ざってくる。


吉川「あら、平井先生。前の会議の時に配られたかげこさんの履歴、見てないんですか？


　あの人、外見は若く見えますけど、本当は、そうでもないんですよ」


　　　吉川の方へ顔を向けた平井と早田に、吉川はそっと耳元でささやく。


早田「（びっくりして）え〜っ！ほんとですか！」


平井「（動揺して）そ、それじゃ、オレよりも・・」


　　　その時、入り口から、笑顔の影子が入ってくる。


　　　このタイミングに、三人の教師は、慌てて、口を閉じてしまう。


　　　その平井の前へと、影子はやって来る。


平井「（少し、うろたえ）か、かげこさん・・いや、間野先生。なにか、ご用でも？」


影子「（笑って）かげこでいいのよ。実は、平井先生にお願いが・・」


　　　平井は、落ち着いて、影子に視線を向ける。


影子「まだ、部屋の方に誰も来てくれないんです。


　ちょっと、生徒さん、分けてもらえますか？」


平井「（呆れて）はあぁ？」


 


　　　　　　○同・平井の担任の教室　　（朝の会）


　　　教壇の奥に平井、その横に影子が立っている。


平井「（紹介する）このたび、うちの学校に赴任してきた


　スカールカウンセラーの間野影子さんだ。


　この学校に慣れてもらう為、しばらく、このクラスの副担をしてもらう事になった。


　皆、よろしく頼んだぞ」


　　　影子が、照れながら、ペコリと頭を下げる。


　　　全然、先生っぽくない影子の事を、着席していた生徒たちは、興味津々で注目する。


 


　　　　　　○同・平井の担任の教室　　（昼休み）


　　　生徒たちに混ざって、給食を配る影子。


　　　平井の教壇の横に特別席を設け、そこで給食をとる影子。


　　　寄ってきた女生徒たちと、雑談を交えている影子。


　　　その姿は、じょじょに生徒たちに馴染んできたように見える。


 


　　　　　　○同・廊下


　　　機嫌良さそうな影子が、一人で歩いている。


　　　その後ろから追い付いた早田が、声を掛ける。


早田「（陽気に）かげこ先生。良かったですよね。


　今日から、給食は、皆と一緒に取れたんでしょう」


影子「（早田に目を向け）えと、早田先生でしたっけ？ありがとう、気遣ってくれて」


早田「これから、どこへ？」


影子「カウンセラー室に戻ります。だって、あそこが、私の仕事場ですもの」


早田「なんだ、勿体ないな。


　せっかく、平井先生ところの副担にしてもらえたんだし、


　もっと外でエンジョイしたらいいのに」


影子「でも、いつ、生徒が相談に訪れるか分からないでしょう。


　なるべく、部屋からは離れていたくないんです」


早田「うちの学校は、自慢じゃないけど、模範校だから、


　かげこ先生を煩わすほどの問題生徒は、きっと居ませんよ」


影子「（悪戯っぽく）代わりに、問題教師とかが居たりしてね」


早田「（きょとんと）あれ、先生も、相談に訪ねていいんですか？」


影子「（微笑み）ええ。スクールカウンセラーは、学校の構成員全てのものですもの」


早田「（ちょっとデレデレして）じゃあ、さっそく行っちゃおうかな」


　　　影子も、可笑しそうに、笑顔で早田を見つめる。


 


　　　　　　○同・カウンセラー室


　　　影子が、デスクについて、パソコンをいじっている。


　　　そこへ、入り口から、元気に三人の女生徒が入ってくる。


女生徒Ａ「（明るく）お邪魔しまーす」


影子「（微笑み）あら、さっそく、来てくれたのね」


女生徒Ｂ「相談事とかは、なーんもなかったんですけど、


　本当に遊びに来ても良かったんですか？」


影子「ええ。ここは、皆の為の部屋よ。どうぞ、くつろいでって」


　　　女生徒たちが、部屋の中を見回す。


女生徒Ｃ「わー、心理テストの本だ。やっても、いいかな」


女生徒Ｂ「あー、パソコンもある。凄い！かげこ先生って、機械に強いんですか」


影子「近々、インターネットにも接続する予定よ。


　そしたら、あなたたちにも自由に使わせてあげるわ」


女生徒Ａ「やったー。うちの学校のパソコン室って、けっこう、うるさくて、


　自由にインターネットをやらせてもらえないのよね。


　今度から、インターネットをしたい時は、こっちに来ようかな」


影子「いいわよ。ご希望なら、ホームページの書き方も教えてあげるわ」


女生徒Ｂ「凄い。先生って、何でも出来るんですね。感心しちゃった」


影子「（照れて）そんな事ないわよ。でも、皆にも、この部屋の存在を教えてあげてね。


　もっと、沢山の人に利用してもらいたいの。


　そう言えば、うちのクラスって、


　平井先生とかが気付いてない生徒同士の問題とかは起きてないのかしら」


女生徒Ｃ「（口ごもり）あっ、えっと・・・」


　　　女生徒Ｂが、すぐに女生徒Ｃの体を小突く。


女生徒Ｂ「（きっぱりと）何もありません。ねえ、皆」


　　　女生徒たちが、曇った表情で頷きあう。


　　　影子は、その不審な様子を、あざとく見逃していない。


 


　　　　　　○同・平井の担任の教室　　（ホームルーム）


　　　学級委員が教壇に立って、議題を進めている。


　　　平井と影子は、窓際に立ち、オブザーバーとして、見守っている。


学級委員「続いて、修学旅行の班決めを行ないたいと思います。


　ひと班が五人ずつで、先生の許しが出ましたので、


　仲の良いもの同志が集まって、自由に班を作ってください」


 


　　　　　　○同・カウンセラー室


　　　平井が招かれていて、影子と対峙して、話をしている。


影子「（鋭く）子供たちに自由にグループ分けをさせてみると、


　その友人構成、派閥みたいなものが露骨に現われてきます。


　人数を規定すれば、数を合わせる為に、グループから優先して外されてしまう子や、


　普段は一緒に遊んでなくても、


　このような時だけ、仲間に入れてもらえる予備友達の関係とかも分かってきます」


平井「（少し、感心して）それを見分ける為に、


　来月の修学旅行の班分けは、生徒たちの自由判断に任せたと・・」


影子「ええ。私も、生徒たちの友人関係の構図が分かって、とても参考になりました。


　それで、この班分けのグループを見て、一つ、気になった事があったのですが」


平井「なにか、おかしな点でも？」


　　　影子が、パソコンの画面に、生徒のグループ分けの図表を呼び出す。


影子「ほら、ここ。天野くんって、普段は、川崎くんのグループとは混ざってませんよね。


　前回の遠足での自由分けグループの時は、


　人数規定もなく、加藤くんのグループの方へと入っています」


平井「（顔が和み）ああ、天野か。あいつは、いい子だよ。


　明るくて、ひょうきんな奴で、皆から好かれている。


　どの友人グループに誘われても、おかしくあるまい」


影子「（きつく）それは、先生の見る目が浅いから、分からないんじゃありませんか。


　いじめの状況としては、


　被害者の子供が、完全にクラス内のピエロと化してしまっている為、


　その実態が内部からは気付かなくなってしまっているケースもあります」


平井「（動揺し）まさか・・」


影子「真剣に考えてください。


　場合によっては、一人の生徒にとっては、今度の修学旅行は、


　辛い思い出になってしまうかもしれないんですよ」


平井「あんたは、何を根拠に、そんな事を言い切るんだ？」


影子「（ズバリと）ここに訪ねてきた女生徒が、こっそり漏らしてくれたんです。


　川崎くんたちの天野くんへのからかい方が、最近、行き過ぎてるみたいだって」


 


　　　　　　○同・職員室　　（昼休み）


　　　気難しげな表情の平井が、窓から、校庭を眺めている。


　　　そこでは、多数の生徒たちに混ざって、


　　　川崎や天野たちも、じゃれあって、遊んでいる。


　　　（名前を呼び合っているので、どれが川崎で天野かが分かる）


　　　平井の頭には、影子の言葉がよぎる。


影子の声「川崎くんたちの天野くんへのからかい方が、最近、行き過ぎてるみたいだって」


　　　さらに。


影子の声「いじめの状況としては、


　その実態が内部からは気付かなくなってしまっているケースもあります」


　　　川崎と天野のやりとりは、


　　　確かに、川崎が一方的に天野をからかっているようにも見えるし、


　　　ただふざけているだけのようにも見える。


早田「平井先生」


　　　早田に声を掛けられ、ハッとして、平井は振り返る。


早田「（にっこりと）どうしたんですか、考え込んじゃって」


平井「（口ごもり）いや、何も・・」


 


　　　　　　○同・廊下


　　　自分の教室へ行く為、平井と影子が並んで歩いている。


　　　影子が幼く見え過ぎるので、まるで、教師と教え子みたいに見えてしまう。


 


　　　　　　○同・平井の担任の教室


　　　平井と影子が入ってくる。


　　　ざわついていた生徒たちが、急いで、自分の席へと向かう。


　　　しかし、まだクスクス笑う声が聞こえてくる。


　　　平井が、教壇の所にまでたどり着くと、その理由が分かる。


　　　黒板にいたずら書きがされていたのだ。


　　　マンガチックだが、平井らしき男を影子らしき女が尻に敷いているイラストである。


平井「（すぐ怒って）誰だ！こんな絵を描いた奴は！」


　　　生徒たちの間で、さらにクスクス笑いが広がる。


影子「先生。そんな、怒るほどの事でも・・」


平井「ダメだ！こんな事を書くなんて！」


影子「でも、まんざらウソでもないし・・」


平井「ヘ？」


　　　生徒たちが、さらに大笑いする。


川崎「（いきなり）ほら、天野！お前だろ。早く、謝れよ！」


天野「（おどけて）えー。ボクじゃないよ〜」


平井「（呆れて）天野！また、お前の仕業かよ。ちょっと、こっちに出てこい！」


　　　腑に落ちない顔つきの天野が、しぶしぶと立ち上がり、教壇の方まで向かう。


　　　それを、ニヤニヤしながら、川崎が眺めている。


平井「（天野へ）いいか、天野。


　いい加減、ガキじゃないんだから、こんな下らない冗談は卒業しろよ。


　こんな絵を描いて、そんなに楽しいのか」


天野「（口ごもり）でも〜」


影子「（急に）先生、ちょっと待って！


　（鋭く）川崎くん。あなたも、こっちにいらっしゃい」


　　　突然、影子に呼ばれた川崎が、驚きながらも、前に出てくる。


　　　二人の生徒が、黒板のいたずら書きの横に並ぶ形になる。


影子「（ビシッと）川崎くん。この絵を描いたの、ほんとは、あなたでしょう」


川崎「（うろたえて）ええ？かげこ先生。そんな、ひどいよ〜」


影子「少なくても、天野くんが犯人じゃない事だけは確かね。


　だって、絵の書かれている位置が、天野くんの目線より、かなり高いもの。


　でも、川崎くんの身長の目線だったら、この絵の位置は、ほぼぴったりだわ」


　　　影子の鮮やかな推理に、つい、生徒間で唸り声があがる。


　　　川崎も、驚いて、反論が口から出て来ない。


平井「（すぐに）川崎！お前、なんて奴なんだ！


　自分のした事を、天野に謝らせるつもりだったのか！そんな汚い人間だったのかよ！」


　　　平井の怖い剣幕に、川崎がたじたじになってしまう。


平井「さては、先月、廊下の窓ガラスを割ったのも、お前だったんだな！


　これも、犯人を天野に押し付けちゃったんだろう！」


川崎「（大弱りで）確かに、この絵はオレだけど、ガラスは違うよ」


天野「（横から）せ、先生。ガラスを割ったのは、ほんとにボクです」


平井「（声を張り上げ）いいから、黙ってろ！おい、川崎！お前、いい加減にしろよ！


　そうやって、いっつも、天野の事をいじめてるんじゃないのか。


　天野がお人よしだからって、調子に乗るんじゃないぞ！」


影子「（うろたえて）平井先生。もう、そのぐらいで止めてあげたら」


　　　影子の制止で、平井も何とか平静を取り戻す。


平井「（不機嫌に）まあ、いい。お前たち、席に戻れ」


　　　放心しかけている川崎と、オロオロしている天野が、自分の席へ向かう。


　　　影子は、心配そうな表情で、二人の姿を見守っている。


 


　　　　　　○同・保健室


　　　吉川が、デスクについて、執務に当たっている。


　　　そこへ、入り口から、やつれた感じの影子が入ってくる。


吉川「（パッと笑顔で）あら、かげこ先生！珍しい！」


影子「（穏やかに）こんにちわ。お邪魔だったかしら」


吉川「そんな事ないわよ。お互いさまよ。


　あたしも、そのうち、先生の部屋には、お邪魔したいと思っていたし」


影子「（クスリと笑い）ありがとう」


吉川「どうしましたか。元気が無いようだけれど」


影子「私、やり過ぎちゃったかしら。少し、反省モードなのよ」


吉川「さては、平井先生と何かあったのね。大丈夫よ、心配ないったら」


影子「それも、あるんだけどさ・・」


吉川「（クスクス笑いながら）平井先生って、案外ナイーブなのよ。


　強がってるけど、まだ親しくない女の人と話すのが、すごく苦手なのよ」


影子「（パッと）あ！やっぱり、吉川先生も気付いてました？


　そうよ！私も、すぐ、その事が分かっちゃって」


　　　二人は、可笑しそうに笑いあう。


吉川「（和んだところで）かげこさんって、なぜ、カウンセラーになる気になったんですか。


　このお仕事って、けっこう、大変でしょう」


影子「（しんみりと）でも、相談に乗ってあげて、その人の笑顔を見る事ができたら、


　この仕事をしていて、とても良かったなぁ、と思えるでしょう。


　吉川先生だって、ケガをした生徒さんの治療をしてあげたあとは、


　同じ気持ちになるでしょう？」


吉川「えっ。そうだけど・・」


影子「（にっこりと）じゃあ、それだけで理由は十分なのよ。でしょう？」


吉川「（一緒に微笑み）かげこさん。あなたって、いい人なのね」


影子「（照れて）ごめんなさい。話し込んじゃって。私、もう行くわ！」


吉川「あら。保健室に、何か、用があったんじゃないの？」


影子「あ、そうだった！栄養ドリンクがあったら、飲ませていただけないかしら」


吉川「（きょとんと）え？」


 


　　　　　　○同・平井の担任の教室


　　　顔を真っ赤にした川崎が、天野の胸ぐらを掴んで、部屋の一角へ押しやってる。


川崎「（怒鳴る）天野！きさま、先生に何か言っただろ！


　それで、オレが怒られたんだぞ！許さない！許さないぞ！」


　　　川崎は、天野をガンガンと壁に叩き付けている。


　　　うろたえた天野は、怯えてしまい、まるで抵抗できない。


　　　まわりには、弱って眺める同級生の人だかりができ始めている。


 


　　　　　　○同・カウンセラー室


　　　影子が、机について、パソコンをいじっている。


　　　そこへ、入り口から、慌てて、女生徒が入ってくる。


女生徒Ｂ「かげこ先生！大変です。川崎くんたちが・・」


　　　その剣幕に驚いて、影子はバッと立ち上がる。


 


　　　　　　○同・平井の担任の教室


　　　女生徒らに導かれて、平井と影子が、急いで、飛び込んでくる。


　　　部屋の隅では、なおも、川崎が天野に暴行を続けている。


　　　その間に、すぐさま、平井が割って入り込む。


平井「（どやす）川崎！何してるんだ、きさま！」


　　　たじろいだ川崎が、後ずさりする。


平井「どこまで卑怯な奴なんだよ、お前って奴は！


　なんで、すぐ天野ばかりを苛める？恥ずかしくないのかよ。きさまは、人間のクズだ！」


　　　川崎は、泣きそうな表情になっている。


平井「さあ、天野に謝れ！すぐ謝るんだ！」


　　　川崎は、半泣きで、バッと教室から走り出ていってしまう。


　　　憤慨した様子の平井は、川崎を追い掛けるかわりに、天野の方へ体を向ける。


平井「（毅然と）天野。大丈夫だったか」


　　　天野は、ひどく困惑し、うろたえている。


天野「（ボソリと）先生。もう、いいよ」


　　　天野は、のろのろと自分の席の方へと向かう。


　　　生徒たちの人だかりがざわついている。


　　　平井は、どうすればいいか分からなくなり、立ち尽くす。


影子「（弱った表情で、平井へ）先生・・」


 


　　　　　　○同・男子トイレ


　　　その個室の一つに、川崎が閉じ篭もっている。


　　　顔を真っ赤にして、グスグス泣き続けている。


 


　　　　　　○同・カウンセラー室　　（夜更け）


　　　やつれた感じの影子が、机について、パソコンをいじっている。


　　　ふと、彼女は手を休め、暗く、ため息をつく。　（ＦＯ）


 


　　　　　　○国道　　（登校時）


　　　川崎、天野のグループが、一緒に歩いている。


　　　天野一人が、重たそうに、皆の鞄を持たされている。


　　　その様子を、意地悪そうに川崎が見つめている。


 


　　　　　　○中学校校舎・男子トイレ


　　　個室の中へと押しやられた天野目がけて、川崎がバッとバケツで水をかける。


　　　びしょ濡れになった天野を引っ張りだして、


　　　川崎たちは、面白がって、その濡れた服を勝手に脱がし出す。


 


　　　　　　○同・平井の担任の教室


　　　隅の方で、川崎のグループが、


　　　無抵抗の天野相手に、プロレス技をかけて、遊んでいる。


　　　その技は、どんどん、危ないものにエスカレートしてゆく。


　　　級友たちは、その様子を、遠巻きに、不安げに見過ごしている。　（ＦＯ）


 


　　　　　　○同・廊下　　（夕方）


　　　影子が、一人で静かに歩いている。


　　　すでに生徒たちは、下校したあとで、すれ違う相手は誰も居ない。


　　　平井の担任の教室の前までやって来た影子は、ふと、中へと入ってみる。


 


　　　　　　○同・平井の担任の教室　　（夕方）


　　　人は居ない。


　　　黒板いっぱいに落書きがされている。


　　　天野の裸姿のイラストのまわりに、「天野のバカ」「死ね！」など、悪口の数々。


　　　イラストは、川崎が書いたものに見える。


　　　それを目にした影子の表情が、暗く曇る。　（ＦＯ）


 


　　　　　　○同・職員室　　（放課後）


　　　影子が、静かに入ってくる。


　　　見ると、平井の前には、川崎と友人たちが立たされていて、うつむいている。


　　　叱られていた様子。


　　　ちょうど説教が終わったところらしく、川崎たちはゾロゾロと平井の傍から離れだす。


　　　出てゆく途中で、不安げな顔の影子とすれ違うが、


　　　川崎は影子の方をジロリと睨みつける。


　　　川崎たちは出て行ってしまい、影子は平井の元へ歩み寄る。


影子「（穏やかに）先生。また、川崎くんたちの事を叱りつけたんですか」


平井「（強く）当たり前だ。あいつら、また天野の事をいじめてたんだぞ。


　懲りない奴らだ。何度、怒られたら、気が済むのやら」


影子「（鋭く）いじめる側には、いじめる側のプライドがあります。


　ただ、頭ごなしに叱るだけでは、何も変わりませんよ」


平井「（声を張り上げ）じゃあ、あんたは、いじめをしているのが分かっていると言うのに、


　黙って見ていろと言うのかい！


　それが、あんたの得意とするところのカウンセリングなのかい！」


　　　びっくりした早田が、慌てて、二人の仲介に入る。


早田「（及び腰で）まあまあ、二人とも落ち着いて。


　仲がいいほど、ケンカする、って事で。えへへ」


　　　早田の言葉で白けたのか、平井も影子も沈黙する。


　　　平井を睨みつけてる影子は、涙目になっている。


影子「（感情を殺し）私、行きます」


　　　影子は、平井にサッと背を見せ、歩き去ってしまう。


 


　　　　　　○中学校・校庭　　（放課後）


　　　帰る為、天野が、校門の方むかって歩いている。


影子「（呼ぶ）天野くーん！」


　　　後ろから、笑顔の影子が、走って、寄って来る。


　　　追い付いた影子の方へ、天野が振り返る。


影子「（息を切らしながら）良かった、間に合って。


　どうかしら、天野くん。これから、カウンセラー室に来てみない？


　私、ちょっと、あなたとお話をしてみたいんだ。どう？


　インターネットだって、あるのよ」


　　　天野が、沈んだ表情で、影子の方をジッと見る。


天野「（ボソリと）先生、ほっといてくれよ。ボクなんか・・」


　　　天野は、影子に背を向け、うつむいて、歩き出してしまう。


　　　残された影子は、がく然とし、目を潤ませて、立ち尽くす。


 


　　　　　　○立体歩道橋　　（夕方）


　　　影子が、その途上の手すりに寄り掛かり、ぼんやりと、眼下の車の往来を眺めている。


　　　ひどく落胆し、考え込んでいる様子。


 


　　　　　　○中学校・校庭


　　　そのど真ん中で、他の生徒たちが見ているというのに、


　　　川崎たちが笑いながら、天野の事を袋だたきにしている。


　　　天野は、うずくまり、必死に川崎たちの暴力を堪えている。


　　　そこへ、影子が、走って、やって来る。


影子「（叫ぶ）やめて！もう、皆、やめて！」


　　　影子が、急いで、天野の前に立ち、自らが盾となる。


　　　その為、川崎たちは、怯んで、動きが止まってしまう。


影子「（泣き声で）お願いだから、もう止めてね」


　　　そして、影子は、うずくまる天野の上に、身をかぶせ、


　　　その状態で、グスグスと声を出して、泣き出す。


影子「（泣きながら）ごめんね。本当に、ごめんね」


　　　その様子に気まずくなった川崎たちは、おろおろと、この場から離れていってしまう。


　　　影子にのし掛かられた天野が、ゆっくりと身を起こす。


　　　影子は、なおもベソをかき続けている。


　　　そんな彼女の姿を見て、


　　　うろたえた天野も、ためらいつつも、後ずさりして、逃げ出してしまう。


　　　残された影子は、泣きながら、うつむいてしまう。


 


　　　　　　○中学校校舎・カウンセラー室


　　　机に座った影子の前で、川崎が、ふてぶてしい態度でつっ立っている。


川崎「（虚勢をはって）なんだよ、先生！あんたもオレに説教するつもりなのかよ。


　もう、うんざりだよ！」


影子「（優しく）違うわ。お話を聞いてもらいたいの。


　（ほほえみ）・・私の事。私の小さかった頃の事」


　　　川崎は、ちょっと、顔をしかめる。


影子「（目を潤ませ）小学生の時だったわ。


　皆に嫌われているクラスメイトの女の子がいたの。


　無愛想で、何の抵抗もしようとしなかったから、いつも、皆でいじめていたわ。


　もちろん、私も、その中に混ざって。


　それが当たり前のように思っていたし、


　そんな事を続ける事に、おかしいとは誰も思っていなかった。


　そしたら、ある日ね、交通事故に遭って、その子が死んじゃったのよ。


　突然の事だった。


　その子の机の上に花瓶の花が飾られていたのは、今でもはっきりと覚えているわ」


　　　ここで、影子が間を置く。川崎も息を飲む。


影子「（声をひそめ）でもね、あとで分かったんだけど、


　その子が死んだのは、実は、事故だからじゃなかったのよ。


　飛び込み・・。自殺だったのよ。


　私たちのいじめは、その子を自殺するほど、追い詰めていたのよ。


　そんな事に、全然、気付いていなかった。私は、人殺しの一人だったのよ」


　　　衝撃の告白に、川崎はがく然とし、顔が引きつりだす。


影子「（悲しげに）その事を知ってから、私は、今でも、その子をいじめている夢を見るの。


　やってはいけない、やめなくちゃ、とは思っているんだけど、


　夢の中では手を止める事ができないの。


　目覚めた時、私はボロボロに泣いているわ。


　もう二十年も昔の事なのに、今でも、私は、その事で苦しんでいるのよ。


　きっと、これからだって。


　一人の人間の人生をズタズタにして、未来を奪っちゃったんだもの。


　その気が遠くなりそうなほどの罪深さに責めさいなまされる気持ち、


　あなたには理解できる？」


川崎「（怒鳴る）そ、そんな話、もう止めろよ！」


影子「気に触った？それなら、私の事、殴ったって、いいのよ。


　だって、私は、叩かれたって仕方の無いような事をやってしまった人間なんですもの。


　どうぞ、殴っていいのよ」


　　　影子が、目をつぶり、川崎の方へ、そっと自分の頬を差し向ける。


川崎「（叫ぶ）わあーっ！」


　　　川崎は、走って、この部屋から出て行ってしまう。


　　　その後ろ姿を、影子がボッと見送っている。


 


　　　　　　○同・平井の担任の教室


　　　隅の方で、また川崎の友人たちが、天野にプロレス技をかけて、遊んでいる。


　　　傍に川崎もいるが、躊躇した感じで、遊びには加わっていない。


　　　友人たちの笑い声と共に、やっている事もどんどんエスカレートしてゆく。


　　　川崎の耳に、笑い声や天野の悲鳴が鳴り響く。


　　　川崎の表情が、どんどん、苦悩したものに変わってゆく。


　　　ついに、川崎が動き出す！


　　　友人を突き飛ばして、川崎は、かばうように天野に寄り添う。


川崎「（半泣きで）おまえら、もう止めろよ！」


　　　友人たちは、びっくりして、動きが止まってしまう。


川崎「（怒鳴る）ダメなんだよ、こんな事をしちゃ！絶対にダメなんだよ！」


　　　川崎の豹変した態度に、


　　　友人たちはもちろん、遠巻きに見ていた級友たちも、助けられた天野さえもが、


　　　あっけにとられてしまっている。


　　　友人たちは、いじめる事を止めてしまうが、


　　　泣き顔でうつむく川崎は、なおもブツブツ言い続けている。　（ＦＯ）


 


　　　　　　○同・廊下


　　　女生徒たちが歩いている。


女生徒Ａ「ねえ。修学旅行の下調べ、しようか」


女生徒Ｂ「そうね・・。


　あ、確か、かげこ先生のところ、インターネットが繋がったって、言ってたわ」


女生徒Ｃ「じゃあ、かげこ先生のところへ行ってみましょう。


　インターネットで、行く場所を調べましょうよ。先生も、いろいろ教えてくれると思うし」


　　　遠くの場所で歩いていて、彼女たちのお喋りに聞き耳を立てていた教頭が、


　　　つい、にっこりと笑顔になる。


 


　　　　　　○同・屋上


　　　風の強い中、早田と吉川がたたずんでいる。


吉川「（不安げに）ここって、立ち入り禁止の場所だったはずよ。よく、入れたわね」


早田「（得意げに）かげこ先生に教わったんですよ。これを使えば、いいって」


　　　早田が、ヘアピンを取りだし、吉川に見せる。


早田「どうです。ここって、気持ちがいいでしょう。なんか、解放されたような気分で。


　吉川先生にも、この事を、ぜひ、教えてあげたかったんです」


吉川「（笑って）ありがとう」


早田「かげこ先生も、癒しの場所に使えないかな、って言ってましたよ」


吉川「（クスクスと）すぐ、かげこ先生のお話ね。あの人も、連れてきたら良かったのに」


　　　早田が、含み笑いで、首を横に振る。


早田「（意味あり気に）だめ、だめ。かげこ先生は、今ちょうど、自分の部屋にいます。


　平井先生と一緒にね」


 


　　　　　　○同・カウンセラー室


　　　机の上のパソコンの画面上に、インターネット回線を通じて、


　　　パッと「かげこのお部屋」と言うタイトルの表紙ページが現われる。


影子「（嬉しそうに）できたぁ！」


　　　影子が、思わず、椅子から立ち上がってしまう。


　　　傍には、平井が居て、パソコンの画面を眺めている。


影子「先生。私ね、この学校で巡りあった生徒さんたちの事を、


　いっぱい、このホームページに書いていこうと思っているんです。


　もちろん、先生方の事もね」


　　　平井は、不思議そうに、影子の姿を眺めている。


　　　気にしない影子は、窓辺へと寄り、気持ち良さそうに、外からの風を浴びる。


影子「私、子供の頃は、ずっと、いじめられっ子だったんです。


　小学生、中学生、高校に入ってからも。


　いつも、いじめられるのは、私ばかりで、本当に沢山いじめられました。


　だけど、ずっと我慢してたんです。


　私だけ辛い思いをすれば、それで済む事なんだ、と思って。


　でもね、高校を卒業して、いじめの生活から離れてみたら、


　私は、急に、ある事に気付いたんです。


　実は、私は、＜影子＞と言う一人の少女に対しては、


　ずっと残酷な事を強いらせ続けていたんだって。


　そしたら、たまらなく悲しくなっちゃって・・。


　私みたいな可哀相な人間を二度と作ってはいけないし、一人でも多く救ってあげたい。


　だから、私は、この仕事を、自分の天職に選ぶ事にしたんです」


　　　影子が、平井の方へ振り返り、微笑む。天使のような微笑みである。


　　　平井も、つい、微笑みで返してしまう。


影子「皆、ほんとは良い子ばかりだと思うんです。ただ、自分に素直になれないだけ。


　自分の本当の素晴らしさが分からないだけ。


　そんな子供たちの良い部分を引き出せてあげたら、どれだけ素敵だろう、と思います」


　　　影子が、首を傾け、ニコリと笑んでみせる。


　　　パソコンの画面上に「ＥＮＤ」のマークが現われる。
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    如月未代の奇妙な体験
    ＜作品解説＞


 


　短編小説「顔のない行進」でも主演したキャラ・如月未代の主演作の一つです。いじめっ子を主役にした話として、未代の物語はもっと書きたいと思っていました。新機軸にしたかったので、旧レギュラーキャラはできるだけ出演させていません。


　本作は、でじたる書房（https://www.digbook.jp/product_info.php/products_id/12840）でも閲覧が可能です。
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    如月未代の奇妙な体験
     


　　　　　　○川沿いの一本道　　（朝・登校時）


　　　地に降り立った妖異なる美女・かむろ。


　　　黒い帽子、黒い衣服で身を包み、黒い日傘をさして、河原の一角にツンと立ち、


　　　すました笑顔であたりを眺めている。


　　　やがて、ひとけの無い一本道の一方から、数人の女子中学生たちが歩いて、


　　　かむろのいる方向へと近づいてくる。


　　　美少女の如月未代を中心とする、さちえ、ミチル、麻衣子、


　　　そして、後藤なぎさのグループである。


　　　なぎさを除く四人は、騒がしく、楽しげにペチャクチャとお喋りをしている。


　　　かむろも、彼女たちの存在に関心をしめし、目を向ける。


　　　（ただし、未代たちの方では、かむろに気付いた素振りは無い）


　　　そして、女生徒たちは、かむろのすぐ傍にまでやって来る。


未代「（ふと、わざとらしく）あーあ。ちょっと手が疲れてきちゃったなァ」


　　　皆の後ろからすごすごとついてきていたなぎさの方へと、


　　　未代は意地悪い表情で視線を送る。


　　　おとなしそうな少女・なぎさは、戸惑いの態度を見せる。


なぎさ「（小さく微笑み）あの・・未代ちゃん・・カバン、持ってあげようか」


未代「（パッと笑顔で）えー、ほんとォ！いつも悪いわね！」


　　　と、未代は自分のカバンをすぐなぎさへと渡してしまう。


さちえ「あー、ずるい！あたしのも持って！」


ミチル「あたしのもォ！」


　　　と、たちまち、なぎさは皆のカバンを一人で持たされてしまう。


未代「（明るく）ごめんねェ、なぎさ。助かるわァ」


なぎさ「（少し悲しげな笑みで）いいの・・いいのよ」


　　　一行は再び歩き出す。


　　　重たい荷物を一人で持たされたなぎさが、一歩遅れてついてゆく形をとって。


　　　彼女たちは、かむろの前を通り過ぎ、やがて、視界から消えてゆく。


　　　彼女たちが見えなくなるまで目を向け続けていたかむろは、


　　　相変わらず、妖しい笑みを浮かべている。　（ＦＯ）


 


　　　　　　○中学校・体育館内


　　　全校朝会の最中である。


　　　ズラリと整列した六百人近い全校生徒の前で、


　　　ステージに立った初老の校長先生が話をしている。


校長「（マイクを通し）皆さんも、


　テレビや新聞などのニュースでご存知なのではないかと思うのだが、


　最近、あちこちの学校では生徒たちによるいじめが問題となっている。


　ついこの間も、愛知の方で、同級生のいじめを苦に、


　一人の少年が自殺をすると言う、痛ましい事件が起こっている。


　我が校では、もちろん、このような悲しい出来事は起こしてはいけないし、


　生徒の皆さん一人一人が、いじめなんてものは決して許してはいけない


　と言う強い自覚を持つようにしてもらいたい。・・」


　　　整列した生徒の中には、未代も居て、気だるそうにあくびをしている。


 


　　　　　　○同・校庭


　　　晴れた空の下、沢山の生徒たちが、あちこちにたむろしている。


　　　木陰のところには、


　　　未代と三人の友達（さちえ、ミチル、麻衣子）がたたずんでいる。


　　　未代は、本を読みながら、皆の話を聞いている。


ミチル「あの校長ったら、全く、話が長くて、やんなっちゃうわよネ」


麻衣子「ほんと！普段はだらしないくせしてさ、


　話する時だけはカッコつけちゃうんだから」


　　　友の話を聞き、未代も微笑む。


未代「（ふと）なぎさ、遅いわね」


さちえ「どうせ、いつもの事よ。またグズグズ手間取ってるんだわ」


　　　そんな時、若い男性教師・清水が、彼女たちの傍を通り掛かり、


　　　清水は未代に目を止める。


　　　彼は未代を睨みつけながら、ぐんぐん近づいてくる。


清水「（未代へ）おい！そこの、お前！口紅つけてるんじゃないのか？校則違反だぞ！」


未代「（少しうろたえ）あの・・これ、違います」


清水「ウソつけ！オレの目はだませんからな！」


未代「本当です。あたし、もともと唇の色が濃いんです」


清水「言い訳するな！ちょっと位ならばれないなんて、思ったりするなよ！


　ほら、洗面所に行って、早く拭き取ってくるんだ！」


未代「（ムキになって）だから、本当なんですってば！」


　　　未代と清水のやりとりを、未代の友人たちは、ただオドオドと傍から眺めている。


　　　そこへ、なぎさがやって来る。


　　　ハッとしたなぎさは、そそくさと未代と清水の間に入る。


なぎさ「（清水へ）先生、本当です！未代ちゃんは、昔から特に唇が赤いんです」


　　　なぎさの仲介で、一瞬、清水は喋るのを止める。


清水「（少ししてから）ウソじゃないんだな、後藤」


吉川「皆、本当の事を言ってますわ、清水先生」


　　　と言いつつ、女性教師・吉川が皆の傍へと歩み、やって来る。


　　　吉川は、未代、なぎさらの担任である。


清水「（ためらいつつ）そうか・・吉川先生が言うのなら間違いはないな


　・・ウン、それならいいんだ、それなら・・」


　　　清水はスゴスゴと去ってゆく。


　　　未代の友人たち、ミチルらはザマミロと言った表情で、彼の後ろ姿を見送る。


吉川「（未代の方へ歩み寄り）如月さん、気にしないでね。


　清水先生、風紀の担当だから、ついきつくなってしまうのよ」


　　　しかし、未代は吉川の事を相手にせず、なぎさの方へ目を向ける。


未代「（きつく）なぎさ。あの先生とは仲良しなの？」


なぎさ「（おろつきながら）あの・・清水先生、文芸部の顧問なの・・」


 


　　　　　　○同・女子トイレの洗面所


　　　未代と友人たちが、鏡を見ながら、


　　　顔にクリームをつけたり、髪を整えたりしている。


　　　何もしていないが、なぎさも未代の横に立って、皆が終わるのを待っている。


　　　未代は、気にしているらしく、しきりに自分の唇をいじくっている。


　　　はたと鏡ごしに未代となぎさの視線が合う。


　　　未代は、いきなり、バッとなぎさのバストを服ごしに手で掴む。


未代「（意地悪く笑い）わァー、なぎさ、胸大きくなったんじゃないの？」


なぎさ「（戸惑いながら）そんな・・大きくなんか・・」


未代「（楽しげに）いや、絶対、前より大きくなったってば！ねえ、ちょっと見せてよ」


なぎさ「（ためらい）え・・でも・・」


未代「だから、ちょっとだけだってば！ねェ、いいでしょう！」


さちえ「（はしゃいで）わあー、見せて、見せてェ！」


なぎさ「（うろたえ）いや・・でも・・だめ・・」


　　　未代と友人たちは面白がって、なぎさを取り囲み、


　　　困っているなぎさの制服を脱がし出す。


 


　　　　　　○同・廊下


　　　生徒たちに混ざって、吉川も歩いている。


　　　前の方で、女子トイレの付近に人だかりが出来ていて、ざわついているのに、


　　　彼女も気が付く。


　　　吉川はハッっとして走り出し、人だかりの輪の中へと押し入ってゆく。


　　　輪の中の人物を見て、吉川は動揺する。


　　　そこでは、下着姿（あるいは、全裸）にされたなぎさがしゃがみこみ、


　　　縮こまって、グスグスと泣いている。


吉川「（慌てて）ど、どうしたの！後藤さん」


　　　と、吉川は、なぎさに自分の上衣をかぶせてやる。


　　　先生の出現で、人だかりは見る間に解消されてゆく。


　　　あたりをグルリと見回した吉川の目に、未代たちの姿が映る。


吉川「（きつく、未代たちへ）如月さん！あなた達ね！」


未代「（すまして）先生、ちょっと遊んでいただけです」


吉川「冗談だとしても程があるわ。何て事をするの！


　早く後藤さんに服を返してあげなさい」


未代「（ムキになり）ちょっと、ふざけてただけだと言ってるじゃないですか」


ミチル「そうよ！先生、分かんないんだから」


未代「いつも、あたしたちの事を目のカタキにして」


吉川「（強く）あなた達が言う事を聞かないからいけないんでしょう！


　四人とも、あとで職員室の方へいらっしゃい！」


　　　その時、なぎさが吉川へと声を掛ける。


なぎさ「（泣きながら）先生、いいんです。ただ、遊んでただけなんです」


吉川「（きょとんとする）でも・・」


さちえ「（笑って）ほら、なぎさだって、そう言ってるでしょう」


吉川「だけど・・」


なぎさ「（泣きながら）本当です。何でもないんです」


　　　ミチルたちが、笑いながら、なぎさの衣服をなぎさの方へと放り投げ返す。


ミチル「なぎさだって、遊びだったって言ってるんだから、


　職員室には行かないからネ！」


未代「（ツンと）なぎさ。さあ、行こう！」


　　　先に立って、歩き去ってゆく未代たちのあとを、


　　　簡単に衣類を身に付けたなぎさが、まだ泣きベソのまま、オロオロとついてゆく。


　　　あとに残されて、吉川は困惑した表情で立っている。


 


　　　　　　○川沿いの一本道　　（夕・下校時）


　　　冒頭のシーンと、ほぼ同じ場所。


　　　半分シルエット状の未代、ミチル、さちえ、麻衣子らが、


　　　口々に「バイバイ」とか「じゃあね」とか言って、散り散りに去ってゆく。


　　　なぎさの姿は、ここに無い。


 


　　　　　　○未代の家・玄関　　（夕）


　　　無表情の未代がドアを開け、外から帰ってくる。


　　　すぐに、奥の方から、未代の父と母のものと思われる、


　　　夫婦ゲンカをしているらしき、男女の怒鳴り声が聞こえてくる。


　　　その為、未代はここで立ち止まり、顔をしかめる。


未代の母の声「（奥の方から）未代なの？帰って来たの？」


　　　しかし、未代は返事をせず、そのままクルリと向きを変え、


　　　すぐまた外へと出て行ってしまう。


 


　　　　　　○塾の教室　　（夕）


　　　黒板に難しい英文を書き連ねた若い講師が、大声を張り上げて、説明している。


　　　生徒は、ほぼ席を埋め尽くしていて、その中には未代の姿もあり、


　　　理解にてこずっているのか、気難しい表情をしている。


 


　　　　　　○未代の家・玄関　　（夜）


　　　再び、未代がドアを開き、帰ってくる。勉強疲れなのか、やや、やつれて見える。


　　　家族はもう寝てしまったのか、玄関も奥の方も電気は付けられていない。


　　　未代は外靴を脱ぎ、中へと入ってゆく。


 


　　　　　　○同・居間　　（夜）


　　　暗い中、未代が通り抜けようとすると、


　　　食卓のところで、椅子に座り、おとなしくうつむいていた未代の母が、


　　　ひょっこり顔を上げる。母も疲れきった感じである。


未代の母「未代ちゃん。塾へ行ってたのね」


未代「（立ち止まり）ママ」


未代の母「夕食はどうしたの？」


未代「（あっけらかんと）それよりも、ママ、またお酒を飲んでるのね」


未代の母「（自嘲的に）飲まなきゃ、やってられないじゃない。


　あなたのパパはね、あんなにろくでなしなんだもん」


未代「でも、毎日飲んでたら、体に毒だわ」


未代の母「構わないわよ。


　それよりも、未代ちゃんはね、いっぱい勉強して、絶対偉い人になるのよ。


　これからは、女だって自立してやっていかなくちゃいけない時代なんだから。


　男の人なんかはアテにならないわ。


　ママみたいに変な亭主を掴んでしまったりしてはダメよ」


未代「（ムスッと）分かってるわよ！」


　　　母親のグチを聞きたくなくて、


　　　未代はさっさと自分の部屋の方へと歩き去ってしまう。


 


　　　　　　○同・未代の部屋　　（夜）


　　　未代が、ベッドの上にパーッとうつぶせに寝っ転がる。


　　　ホッと息のつける瞬間である。


　　　しかし、シーツの上に顔を押し付けた未代の瞳からは涙がこぼれている。　（ＦＯ）


 


　　　　　　○川沿いの一本道　　（朝・登校時）


　　　冒頭のシーンと同じ場所。


　　　早く来すぎたのか、未代が友人たちの登校を、一人立ちんぼして待っている。


　　　退屈している未代の目が、何気なく、河原の方へ向く。


　　　そこには、静寂の中、かむろが立っている。先日と全く同じままの姿、様子で。


　　　未代と視線の合ったかむろは、優しく微笑む。


　　　他方、未代の方は、


　　　この違和感に満ちた人物への不快からか、あからさまに顔をしかめる。


　　　そんな時、未代の三人の友人、ミチル、さちえ、麻衣子らがようやくやって来て、


　　　未代の傍へと駆け寄る。


ミチル「（笑って）ゴメーン。待ったあ？」


未代「（ツンと）いや。あれ、なぎさは？」


ミチル「一緒じゃないよ」


未代「（つぶやき）なにさ、あたしたちと学校に行くのが嫌で、逃げたのかしら」


　　　ふと未代が目をやると、


　　　彼女の三人の友人は、何やら、うろたえた様子でひそひそ話し合っている。


未代「（あっけらかんと）どうしたの？」


麻衣子「（慌てて）いや、何でもない。早く学校行かなくちゃ」


未代「うん」


　　　四人は、仲良く歩き出す。


　　　未代は、何となく、もう一度河原の方へと振り返ってみる。


　　　しかし、そこには、かむろの姿なぞ、影も形も無い。


　　　未代は、合点が行かず、眉をひそめる。


 


　　　　　　○中学校・未代のクラスの教室　　（朝）


　　　チャイムが鳴っている。


　　　あちこちにてんで散らばっていた生徒たちが、


　　　ざわめきながらも、いっせいに席に向かいだす。


　　　一つだけ、角の方に座り手の現われない机がある。そこが、なぎさの席である。


　　　未代とその友人たちも、隣接した机にと着席している。


未代「（なぎさの席の方を見ながら）なぎさったら、とうとう来なかったわね。


　珍しいわね。熱を出したって、学校を休んだ事が無かったのに」


　　　ミチルたちは、また弱ったような表情になる。


　　　そして、戸が開き、先生が入ってくる。吉川ではなく、若い男の教師である。


　　　その為、生徒たちが少しざわめく。


男の教師「（落ち着いて）えー、吉川先生なんだが、


　急に用事が出来てしまった為、今日は朝は出てこられない。


　皆には悪いが、一時間目はおとなしく自習をしていてもらいたい」


　　　それだけ言うと、男の教師はさっさと出て行ってしまう。


　　　教室の中のあちこちで、生徒たちがざわめきだす。


　　　はじめは、やや、あっけにとられていた未代だが、


　　　目を向けると、ミチルたちが、また不安げにヒソヒソ話をしている事に、


　　　あざとく気が付く。


未代「（ミチルたちへ、きつく）あんたたち、何か隠してるんじゃないの？」


ミチル「（弱りながら）実はさ、未代・・


　昨日の帰りさ、未代と別れたあと、あたしたちで、なぎさの事、呼び出したんだよね


　・・それで・・」


未代「それで、どうしたと言うのよ」


　　　喋りずらそうなミチルが、未代の耳元へとコソコソ囁く。


　　　話を聞いているうち、サッと未代の表情が変わってしまう。がく然としている。


　　　慌てて大声を出しかけた未代だが、すぐ声をひそめて、ミチルたちに言い返す。


未代「（うろたえながら）あんたたち、何て事をしちゃったのよ！


　それは、ちょっとまずいわ。それで、もし、なぎさが・・なぎさが・・」


　　　ミチルたちは、申し訳なさそうにうつむいている。


　　　次の瞬間、校内放送が流れてくる。


放送室からの声「（少し早口で）全校生徒の皆さん。


　臨時の職員会議の為、本日は以後の授業を中止、全生徒は集団下校となります。


　すぐ帰りのホームルームを行ないますので、教室で待機していて下さい。


　繰り返します。・・」


　　　この放送で、教室内の生徒たちはいっきょにどよめく。


　　　その中で、未代は、凍り付いたように、ぼう然としている。


 


　　　　　　○何部もの新聞の文面


　　　その中より、関連の記事の見出しを拾ってゆくと——


　　　「ラッシュアワーの惨事！列車脱線転覆」


　　　「列車の転覆原因は少女の飛び込み自殺」


　　　「自殺の動機はイジメか？」


　　　そして、文面の隅にある自殺した少女の写真をアップにする。


　　　明らかに、なぎさである。


 


　　　　　　○なぎさ宅・玄関前


　　　入り口の手前で泣き崩れているなぎさの母親のまわりに、


　　　記者たちが沢山群がっている。


　　　その輪の中で、なぎさの母は、泣きながら、訴えている。


なぎさの母「（泣き声で）うちの子が自殺したのは、いじめが原因だからに決まってます！


　うちでは本当にいい子だったんです。それしか、考えられません。


　あの子の遺書は見つかってませんが、それしか、ありえないじゃないですか！」


 


　　　　　　○記者会見会場


　　　手前の長いテーブルには、なぎさたちの中学校の校長、教頭ら、


　　　そして、吉川が着席している。


　　　それを会場一杯に記者たちが取り囲んでいる。


校長「（感情を殺し）うちの学校で本当にいじめがあったかどうかは、


　まだ確認はできてはおりません」


　　　この校長の一言で、記者たちがいっせいにどよめく。


記者Ａ「（校長へ）待って下さい！


　生徒が自殺に走ってしまうほど、ひどいいじめを受けていたのかもしれないんですよ。


　それほどのいじめの実態が、なぜ、まだ確認できてないと言うんですか！」


記者Ｂ「（続けて）知ってても隠しているだけなんじゃありませんか！」


記者Ｃ「その生徒の飛び込み自殺が列車の転覆を引き起こしてしまったんですよ。


　もし、その生徒の自殺の動機がいじめなら、


　この列車事故を招いた本当の犯人はあなた方だと言う事になるんじゃないんですか！」


　　　記者たちに責め立てられて、


　　　校長らはすっかりうろたえて、返答がしどろもどろになる。


　　　すぐに、記者たちの矛先は、


　　　テーブルの隅の方でおとなしくうつむいていた吉川の方へと向けられ出す。


記者Ｄ「自殺した生徒の担任教師は、一体、何をしてたんですか！


　いじめの事実を知らなかったんですか！」


記者Ｅ「知ってても、やり過ごしてたんじゃないんですか！」


記者Ｆ「（陰口っぽく）だから、女の先生はダメなんだよ」


　　　顔を真っ赤にしていた吉川が、突如、顔をテーブルに伏せ、激しく泣き出す。


吉川「（泣き叫ぶ）私だって、できる限りの事はやったんです。


　一体、これ以上、どうすれば良かったと言うんですか！」


　　　吉川のヒステリックな反応に、記者たちもうろたえ、どよめく。


　　　困惑する教頭が、泣き崩れる吉川を会場の外へと連れてゆく。


校長「（うろたえつつ、記者たちへ）今回の非常時の為、彼女は少し動揺しています。


　質問は勘弁していただけないでしょうか」


　　　記者たちは、相変わらず、騒ぎ立て続けている。


 


　　　　　　○中学校・未代のクラスの教室　　（放課後）


　　　すでに清掃時間も終り、残っている生徒はまばら。


　　　隅の方にあるなぎさの席には、花瓶に入れた花が飾られている。


 


　　　　　　○同・校門　　（放課後）


　　　他の生徒たちに混ざって、


　　　むっつりした表情の未代、ミチル、さちえ、麻衣子たちも出てくる。


　　　校門の周辺で生徒たちを待ち伏せしていた若い記者が走り寄り、


　　　何気なく、未代の方へマイクを向ける。


若い記者「（うっとおしく）あのう、この学校の生徒ですね！


　今回の女生徒の自殺事件について取材をしているのですが。


　やはり、いじめが原因だったと思いますか。


　あなたは、いじめの現場を見た事がありますか。


　亡くなられた後藤さんとは面識はありませんでしたか」


　　　未代たちは、うるさそうに顔をしかめ、


　　　記者の事を相手にしないで、さっさと歩き去ってゆく。


 


　　　　　　○未代の家・居間


　　　テレビのスクリーンをアップ。


　　　消えていたのがパチリとつくと、ちょうど教育評論家（御台門）が話をしている。


教育評論家（スクリーン内）「（はきはきと）現在の学校のシステムは、


　子供たちにとっては非常にストレスが溜まりやすいように出来ています。


　その抑圧された気持ちのはけ口として、いじめや非行などに走ると言うのは、


　それら子供たちにとっては、自身をダメにしない為の自己防衛的な行為なのであり、


　仕方がないものなのです。


　我々は、まず子供たちのいじめや不良行為などの事をどうのこうのと言う前に、


　その事について、もう一度、よく見つめ直すべきなのではないのでしょうか」


　　　そのテレビ放送を、ソファに座って、見ている未代が頷いている。


未代「（つぶやく）そうよ。そうなのよ」


　　　未代は、リモコンでテレビをパチンと消す。


 


　　　　　　○同・未代の部屋


　　　未代が、本棚をガサゴソと漁っている。


　　　未代が手を滑らすと、いっぺんに何冊もの本が床の上にと落ちてしまう。


　　　その中に、教科書類に混ざって、手作りの学校の文集がある。


　　　未代は、その文集を手に取ると、ペラペラとめくりだす。


　　　時々、めくるのを止め、文面を読んでいる。


未代「（つぶやき）あら」


　　　未代が目にしているページには、


　　　「不思議なボールペン　作・後藤なぎさ」と言うタイトルが冒頭に出ている。


未代「（つぶやき）なぎさの書いた小説が載っているわ。


　そう言えば、あの子、文芸部に入っていたわね。


　（読み出す）・・不思議なボールペン。私は、一本のボールペンを持っています。・・」


 


　　　　　　○白い空間　　（空想）


　　　白いバックに、なぎさが一人で立っている。


　　　なぎさは、片手で一本のボールペンを掲げ、ツンとすましている。


なぎさ「（生き生きと）私は、一本のボールペンを持っています。


　いつ、どこで、これを手に入れたのかは覚えてはいません。


　しかし、これには不思議な力が備わっているのです。


　このボールペンで書いた話は、全て、現実のものとなってしまうのです。


　昨年、中近東の方で起こった戦争も・・」


　　　ここで、バックは戦場のドキュメンタリー映像。


なぎさ「・・ついこの間、九州を襲った大地震も・・」


　　　ここで、バックは地震の映像。


なぎさ「・・全て、私がこのボールペンの秘密の力を知らずに、


　うっかり小説のつもりで書いた文章が現実のものとなってしまったものなのです。


　他にも、私が、何気なく書いてしまった為に、


　現実の世界で引き起こしてしまった災厄や事件の数々は限りがありません」


　　　なぎさの顔を、どんどんアップにしてゆく。


なぎさ「しかし、このボールペンの中身も、あと僅かとなりました。


　このボールペンの力を知った今、


　私は最後のお願いをこのボールペンで文章にしようと考えています」


 


　　　　　　○再び・未代の部屋


　　　未代が座り込み、熱心に文章を読んでいる。


未代「（読みつぶやく）・・最後の願いとは、それは・・」


　　　そんな時、居間の方から電話の呼び鈴が聞こえてくる。


　　　もう少し、文章を目で読み続けた未代は、


　　　やがて、不満げな表情で文集を閉じ、下において、立ち上がると、


　　　スタスタと部屋から出てゆく。


 


　　　　　　○同・居間


　　　やって来た未代が、すぐ電話を手に取る。


未代「（電話へ）はい、如月です。・・なに、ミチルなの？どうしたのよォ、一体。


　今すぐ、皆で集まるってェ？いいけど・・。なに、オドオドしてるのよ。


　いつもの場所ね。分かったわ！」


　　　未代が電話を切る。


 


　　　　　　○川沿いの一本道


　　　いつもの場所。


　　　ミチル、さちえ、麻衣子の三人が寄り添って、立っているところへ、


　　　未代が速足で近づいてゆく。（他に人の姿は無い）


未代「（三人へ）もう、どうしたって言うのよ！」


ミチル「（パッと）未代、待ってたわ」


　　　ミチルたち三人は、ひどくオロオロしている。


未代「（強気に）びくびくしないで、もっとしっかりしなさいよ！


　あたし達、やましい事は何も無いんだからさ」


ミチル「（あたりをキョロキョロ見回してから）でもさ、やっぱり心配でさ、なぎさの事。


　これから、本当にどうしたらいいの？」


未代「（強く）あたし達には関係ないわ。なぎさは、自分で勝手に死んだのよ。


　あたし達が悪いんじゃないわ。気にするんじゃない」


ミチル「（オロオロと）でも・・もしさ」


未代「（乾いた調子で）いい？なぎさの遺書は無かったのよ。


　学校だって、自殺の原因がいじめだとは認めてないわ。


　だったら、あたし達には、全然責任は無いじゃない」


麻衣子「（口を挟む）だけど、マスコミが・・」


未代「だから、学校はいじめは無かったと言う事にしたがってるのよ。


　それなら、あたし達も協力しなくちゃ。ねっ、そうでしょう。


　もし、クラスメイトの誰かがいじめの事をマスコミに話したにしても、


　あたし達の名前が実名で出る事は絶対ないわ。


　と言う事は、あたし達が責められる事もない。心配は無いのよ。


　卒業だって、きちんと出来るから、安心して」


　　　三人の友人は、なおも不安げな様子。


未代「（悪魔的な表情になる）もう、皆、怖がりなんだから！


　それなら、いい事をおしえてあげるわ。


　なぎさの遺書は見つからなかったかもしれないけど、


　あの子の作文とかにあたし達の名前が出ていた可能性もあるの。


　そこで、あたし、昔の文集とか調べてみたんだけどさ、


　怪しい事は何一つ書かれていなかったわ。


　あなた達も、うちに帰って、ちょっと調べてごらんなさい。


　もし不審な事が何も書かれていなければ、あたし達は安全だって事なんだから」


さちえ「（少しホッとして）そう言えば・・。なるほど」


ミチル「うん、帰って、すぐ調べてみるわ。さすが、未代！頭、いい！」


未代「（笑みを浮かべ）もし、気になる事が書かれているようなら、また集まりましょう。


　気をもむのは、それからでも十分だわ」


ミチル「（笑顔で）うん、そうする。未代、ありがとう」


　　　未代の視線が、ふと河原の方へ向く。


　　　そこには、時間が止まったかのように、かむろの姿がある。


　　　未代は、ギョッとして、顔をしかめる。


　　　未代の方を見つめるかむろが、優しく微笑んでいる。


　　　未代とかむろは、しばらく相手を直視し続ける。


　　　ついに未代が耐えられなくなり、厳しく叫びだす。


未代「（かむろの方へ）ちょっと、あなた！一体、何なのよ！


　なぜ、そんなに、あたしの事を見つめるの！あたしがどうしたと言うのよ！」


　　　いきなり怒鳴りだした未代の態度に、ミチルたちはすっかりうろたえる。


　　　未代がどやしつけている方向へ、ミチルが目をやる。


　　　しかし、そこには誰も居ない。ただの河原である。


ミチル「（戸惑いながら）未代、誰もいないよ。何を怒ってるの？」


未代「（興奮して）ミチル、目が悪いんじゃないの？あそこにいるじゃない。


　変な女が！見えないの？」


　　　未代の視線で見ると、相変わらず、河原でかむろが笑っている。


　　　未代の異常に、三人の友人は弱り果てる。


未代「（かむろへ）こっちに来なさいよ！来ないなら、こっちから行くわ！


　どうせ、今のあたし達の話だって、こっそり立ち聞きしてたんでしょう！


　あたし達に何か言いたいんだったら、堂々と言ったらどうなのよ！」


　　　未代が、河原の方へと向かいだす。


ミチル「（慌てて）み、未代！待ってったら！」


　　　ミチルに構わず、河原へと降りた未代が、一直線にかむろの方へと向かってゆく。


　　　未代が迫ってきた時、


　　　かむろも微笑みながら、クルリと未代に背を向け、軽やかに駆け出す。


　　　未代がその後を追う！追っ掛けっことなる。


　　　二人の背景が消え、真っ白になってゆく。


 


　　　　　　○白い空間


　　　駈けていたかむろが立ち止まり、未代の方に振り向く。


　　　未代もまた走るのを止め、かむろの事をきつく睨みつける。


　　　かむろは、相変わらず、微笑み続けている。


かむろ「（声高らかに）最後の願いとは、それは・・


　いえ、それを書くのは止めておく事にしましょう。


　しかし、あなたも、その願いの正体を、やがて、必ず目にする事が出来るはずでしょう」


未代「（少し動揺し）なぜ、なぎさの小説の最後のくだりを、あなたが知ってるの？


　あなたが、その最後の願いの正体だったの？」


かむろ「（明るく）あら、おかしい。それは、小説の中の話じゃない。


　・・でも、そうかもしれないわね。私も虚空の存在かもしれない。


　あなたも、誰かに作り出された幻想なのかもしれない」


未代「（ムキになり）あたしはあたしよ！ここにきちんと生きているわ」


かむろ「（優しく）そうかしら。


　小説家は、自分は実在しているんだと信じきっている人物を、


　作品の中に登場させる事だって出来るわよ」


　　　未代はためらい、黙り込む。


かむろ「（明るく）私はあなたに聞きたかったの。


　あなたは、なぎささんの事をさんざんこき使ったり、意地悪したりしていたわよね。


　やはり、それは、いじめる事が楽しかったからなの？


　自分が楽しむ為には、何をしてもいい、と言う風に考えていたの？」


未代「（口ごもり）それは・・」


 


　　　　　　○校舎の裏　　（回想）


　　　未代が、複数の年配の女生徒たちの輪の中で、いたぶられている。


　　　未代一人では勝ち目がなく、いいように叩かれている。


女生徒の一人「（笑って）この野郎！生意気に口紅なんか付けやがってェ！


　ヤキだ、ヤキだ！」


　　　未代は、歯を食いしばり、暴力に必死に堪えている。


 


　　　　　　○再び、白い空間


　　　未代と対峙するかむろが、突然、大笑いする。


かむろ「（可笑しげに）まあ、そう！


　自分もいじめられたから、自分だっていじめたっていいじゃないかと言うのね。


　なるほど。もっともらしい理屈ね」


未代「（慌てて）あ、あたし、そんな事は言ってないわ」


　　　かむろが、笑顔のまま、キッと未代を睨みつける。


かむろ「（冷ややかに）面白い話をおしえてあげましょう。


　あなたも、風紀の清水先生の事は御存知でしょう。


　あの先生はね、実は、シナリオを書いて、


　テレビのいろんなコンテストに送ってみるのが、唯一の趣味なの。


　でもね、可哀相に、なかなか入選した事がないのよ。


　そして、落選通知が届くたびに不機嫌になって、


　そんな時は、やたらと生徒たちに当たり散らしたりするの」


未代「（ムッとして）何よ、それ！ただの八つ当たりじゃない。


　そんな事で叱られるんじゃ、あたし達がいい迷惑だわ」


かむろ「（すまして）あら。それなら、いじめられたから、自分もいじめていい、


　と考えるのは、八つ当たりにならないと言うの？」


　　　未代は、再び返す言葉をなくしてしまう。


未代の心の声「まるで、心の中を読まれているみたい。


　死んだら、えんま大王の前ではウソがばれてしまうと言うけれど、


　それは、こんな感じなのかしら」


未代「（うろたえつつ）で、でも、なぎさは・・なぎさは何をしたって逆らわなかったわ。


　もし意地悪されるのが嫌だと言うのなら、はっきりとそう言ってくれれば良かったのよ。


　そしたら、あたしだって・・何もしなかったわ」


かむろ「（ニコリと笑い）おや、本当かしら。でも、そう言うのならば、それでもいいわ。


　抵抗しなかったなぎささんにも、いじめられる原因があると言いたいのね。


　そう考えたいのならば、それでもいいわ。


　では、私は、あなたに未来を見せてあげましょう。


　さあ、いらっしゃい。これが、あなたの歩むこれからの未来よ！」


　　　かむろがバッと指さした方向が、まばやく光り出し、


　　　そこに以下の映像が次々に映し出されてゆく事になる。


 


　　　　　　○記者会見会場　　（映像）


　　　沢山の記者たちに囲まれ、


　　　テーブルについた文部省の幹部らしき老紳士が宣言する。


老紳士「（低い声で）文部省では、学校のいじめの原因は、


　いっさい、いじめっ子自身にあると言う見解を結論にいたす次第です」


　　　会場内の記者たちが、いっせいにどよめく。


 


　　　　　　○本　　（映像）


　　　何冊もの本が、次々に映し出されてゆく。


　　　そのタイトルを見ると・・


　　　「いじめっ子問題を考える」


　　　「恥ずかしいいじめっ子」


　　　「いじめっ子は世界をダメにする」


　　　「くたばれ！いじめっ子」


　　　「いじめっ子の飼いならし方」ｅｔｃ


 


　　　　　　○テレビ放送　　（映像）


　　　先に、未代が見ていた教育評論家が、


　　　またテレビの席上で、懸命に力説している。


教育評論家「（ためらいも見せずに）今の学校はストレスが溜まりやすいとか、


　いじめっ子には不幸な境遇の子供が多いとか、様々な事が言われてはいますが、


　大人になれば、子供なんかよりも、


　遥かにストレスが溜まる、厳しい社会生活が待っているものなのです。


　それなのに、些細なストレスや苦労にも耐えられずに、


　安易にいじめなんてストレス発散法に走ってしまう子供たちが、


　果たして、どんな大人に成長してしまうのでしょうか。


　我々は、今まで、少し子供たちを甘やかし過ぎていました。


　もっと厳しく、強い忍耐力を持った子供たちを育てる為にも、


　いじめなんてものに手を出すような子供には、情けはかけるべきではないのです！」


 


　　　　　　○街頭　　（映像）


　　　選挙の宣伝カーが車道をゆっくりと走っている。


　　　その車の上に立っている立候補者とは、吉川である。


吉川「（マイクを通して）皆さん、どうぞ、私にお力を貸してください。


　学校内のいじめ撲滅の為にも、


　私は文部大臣にとなり、頂点から学校の全てを改革します。


　弱い者いじめをしない善良な子供たちの為にも、快適な教育環境を作ってあげましょう。


　七年間の教師生活の経験を生かして、吉川は頑張ります。皆さん、お願いします！」


　　　吉川は、かなり人気があるらしく、歩行者たちが拍手する。


 


　　　　　　○テレビ画面　　（映像）


　　　アニメーション番組が写っている。


　　　かっこいい学生服姿のヒーローが、


　　　不良スタイルの学生たちを過激すぎる暴力アクションで、とことんやっつけている。


　　　（勇ましいＢＧＭがバックに流れている）


ヒーロー「（かっこをつけて）意地悪で、残酷ないじめっ子たちよ！


　ウジ虫みたいなお前たちに、生きてる権利はなーい！」


 


　　　　　　○面接室　　（映像）


　　　スーツ姿の会社の面接官がカメラ目線で話しかけてくる。


面接官「（冷ややかに）悪いけど、君、学生時代はいじめっ子だったみたいだね。


　すまないが、うちの会社では、


　いじめっ子は、新人としては、絶対採用しない事にしてるんだ。


　何しろ、会社の中でも、また同僚いじめなんかをして、


　トラブルなんかを起こされたりしては困るんでね」


 


　　　　　　○町中　　（映像）


　　　主婦を中心とした一団が、通りをデモ行進している。


　　　持っているプラカードの文字は・・


　　　「いじめっ子追放！」


　　　「学校に安全を！」


　　　「子供たちに平和を！」


　　　デモのリーダーらしき主婦が声を張り上げている。


デモのリーダー「（大声で）いじめのある学校は学校じゃなーい！


　子供たちに自由と安心を！いじめをする子供は、学校に入れるなー！」


 


　　　　　　○中学校・校庭　　（映像）


　　　おびえるミチル、さちえ、麻衣子らが、無数の生徒たちに追いかけ回されている。


　　　追っている生徒たちは、皆、きつい表情で、殺気だっている。


生徒の一人「いじめっ子め！この野郎！お前たちのせいだ！」


別の生徒「お前たちが問題なんかを起こすから、


　うちの学校はよけい校則が厳しくなっちゃったんだぞ！どうしてくれるんだ！」


さらに別の生徒「お前たちなんか死んじゃえ！」


　　　ミチルたちは怯んで、ついに団子になって、地面に倒れてしまう。


　　　そのまわりにドッと生徒たちが群がり、


　　　まるで無抵抗のミチルたちを袋だたきにし始める。物凄い惨状。


　　　映像の最後に、未代の悲鳴が重なる。


未代の声「（叫ぶ）止めてえ！もう止めてえ！」


 


　　　　　　○再び、白い空間


　　　映像は縮小し、光の穴の状態でとどまっている。


　　　その前に、かむろは超然と立ち、未代はうろたえて、耳を押さえている。


未代「（怯えて）ひどい。ひどいわ！


　なぜ、これほどまでも責められなくちゃいけないの？可哀相よ。可哀相だわ！」


かむろ「（冷たく）なに、おかしな事を言っているのよ。


　あなたは、なぎささんの事が可哀相だとは思わなかったんでしょう。


　それと同じよ。皆が、いじめっ子はいじめられても仕方がない、


　いじめっ子側にいじめられる原因があると考えるようになったから、


　あのような事が平気で行なわれるようになったのよ」


未代「（半泣きで）でも・・」


かむろ「（激しく）まだ分からないの！


　あなたはね、なぎささんや周りの人たちの優しさに甘えていただけだったのよ。


　なぎささんが抵抗しなかったから、いじめれたんじゃない。


　なぎささんが、優しく、あなたの意地悪行為を許してくれていたから、


　何のお咎めもなく、いじめを続ける事ができたのよ。


　あなたは、何も知らなかったのよ。赤ん坊と同じだわ。


　自分の事だけしか考えないで、他人から愛情や恵みを受け取ってばかりいる。


　そして、自分は誰にも何も与えようとしないのよ。


　全く、なんで、あなたみたいな人がこの世に生まれてしまったのかしら」


　　　未代は、完全に気が動転する。


未代「（叫ぶ）うわーっ」


かむろ「あなたみたいな人たちの為に、


　さんざん迷惑をこうむってきた人たちがいっせいに抵抗しだしたのが、


　今、あなたに見せたあの世界よ。さあ、あそこへ行きなさい！


　あなたがあの世界を望んだのよ！」


　　　かむろがバッと光の穴の方を指さす。


未代「（泣きながら、必死に）いやっ！いやっ！」


かむろ「反省したと言うの？遅いわよ！反省しただけで済む問題じゃないのよ！


　今頃になって謝ったって手遅れだわ。


　なぜ、いじめなんかする前に、よく考えなかったの？


　自分が何をすればいいのか、選択するぐらいの意志の自由は、


　あなたにだって十分あったはずよ」


未代「（泣き続け）いやだ。いやっ・・」


かむろ「（厳しく）あの世界へさっさと行ってしまいなさい！


　それが嫌なら、これから自分はどう言う形で償えれるのかをよく考えてみるべきね」


　　　かむろの姿がパッと消え、


　　　代わりに、泣き顔の未代の目前に、小刀がポツンと現われる。


　　　震える未代は、おそるおそる、その小刀を手に取る。


　　　ジッと小刀を見つめた末に、


　　　未代がそろそろと小刀の先を自分の喉の方へと近付けてゆく。


　　　しかし、土壇場になって、未代は小刀をバッと投げ捨ててしまう。


未代「（悲痛に）いやーっ！」


 


　　　　　　○別の白い空間


　　　前のシーンの最後の、未代の叫んだ顔写真が宙の一角に浮いている。


　　　同じように、さまざまな人たちの絶望した顔写真が、


　　　あちこちに沢山浮かんでいて、その中央に、かむろがすまして立っている。


かむろ「（冷ややかに）人間って、なぜ、何も学ばないのかしら。


　何百年たっても、何千年たっても同じよ。いつだって、まず自分の事しか考えていない。


　もし、自分の利害と他人の幸せが衝突するような事があれば、


　自分の主張の方は絶対引っ込めようとはせず、


　何だかんだと自己正当の理屈をこねて、相手の要望を押しのけようとする。


　誰もがそんな態度ばかりを取り続けているから、いつだってケンカやもめ事が絶えず、


　あげくは国同士や民族同士の戦争までもが起きてしまうのよ。しかし・・」


　　　ここで、かむろは、静かに未代の顔写真を手に取る。


かむろ「（未代の写真を見ながら）こんな人たちでも、


　もし一からやり直せれる機会があるのならば、もしかすると、


　自分たちが本来歩まなければいけない生き方にも気付いてくれるかもしれないわ。


　ねえ、そうじゃないかしら」


　　　かむろは、カメラ目線で、視聴者の方へ微笑みかける。　（ＦＯ）


 


　　　　　　○川沿いの一本道　　（朝・登校時）


　　　冒頭のシーンと同じ場所。


　　　なぎさが一人で立ち、静かに皆が来るのを待っている。


　　　そこへ、未代、ミチル、さちえ、麻衣子たちがやって来る。


　　　未代はおとなしくしているが、他の子たちはペチャクチャ喋っている。


ミチル「（はしゃいで）なぎさー、おはよー！」


なぎさ「（小さく微笑み）お早う」


　　　ミチルは、いきなり、なぎさへと自分のカバンを投げ渡す。


ミチル「（明るく）じゃあ、なぎさ、今日も頼んだね！」


さちえ「（慌てて）あー、あたしのもォ！」


　　　その時、未代が突然さちえを押さえ、


　　　なぎさから奪ったミチルのカバンをミチルの方へと突き出す。


未代「（きつく）あんたたち、たまには自分のカバンぐらい自分で持ちなさいよ」


　　　未代の態度に、ミチルたちはもちろん、なぎさも呆気に取られている。


未代「それからさ、あたし、なぎさと二人っきりで話をしたいから、


　あんたたち、悪いけど、先に学校に行っててくれない」


　　　未代の強きの命令に、戸惑いながらも、


　　　ミチルたちは、すごすごと先に歩き去ってしまう。


　　　あとには、未代となぎさだけが残される。


　　　なぎさは、未代の前で、ひどくオロオロしている。


　　　未代は、自分のカバンの中からソッと学校の文集を取り出すと、


　　　なぎさの方を見て、優しく微笑む。


未代「（明るく）なぎさって、小説を書いていたのね。


　読ませてもらったけど、とっても面白かったわ」


　　　未代の言葉を聞き、なぎさの表情がパッと明るくなる。


　　　今まで見せた事のないような、嬉しそうな笑顔である。


未代「（無邪気っぽく）他にも、まだ沢山書いているんでしょう。


　あたし、もっと色々読んでみたいんだけどな」


　　　未代となぎさは、楽しげに、並んで歩き出す。


　　　その去ってゆく後ろ姿は、まさに、仲の良い親友たちのそれのようである。


　　　二人は、どんどん、画面の奥へと去ってゆく。


 


テロップ「この世には、存在しない時間帯と言うものがある。


　例えば、もし第二次大戦でナチスが勝っていたら？


　などと言うｉｆの世界などがそうである。


　また、予定していながらも、


　結局、実行には至らなかった未来スケジュールなども、これに当たる。


　オカルティストの中には、このような時間帯の事を総称して、


　＜かむろの時間＞と呼ぶ人たちもいる。


　あるいは、少女・未代は、


　そんな不可思議な負の時間帯の中にと迷い込んでいたのかもしれない」


 


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＥＮＤ


 


（1990年代に書いた作品につき、現在にそぐわない設定がある事をご了解ください）













    パウチ（オタクと風俗嬢の恋物語）
    ＜作品解説＞


 


　副題の「オタクと風俗嬢の恋物語」は、インパクトを持たせる為、後から付け足したものです。蛙里いずみの原型みたいな村雨夏子（ムーラ）と言うヒロインが主演しています。共演は、旧レギュラーキャラで固めさせていただきました。


　本作は、でじたる書房（https://www.digbook.jp/product_info.php/products_id/12555）とTINAMI（http://www.tinami.com/view/328829）でも無料閲覧が可能です。


 


1994年執筆作品













    パウチ
     


　　　　　　○スナック店内　　（夜）


　　　カウンターに、二十代後半の三人の女性が座り、会話をしている。


　　　三人は、ドッと笑っている。


女Ａ「（笑ったあと）ああ、おかしい。


　（隣の女性へ）ねえねえ、もうそろそろ来る頃じゃないの？」


女Ｂ「（腕時計に目をやり）そうねえ、もうすぐここに来る約束の時間よね」


女Ｃ「（きょとんと）あら。誰か来るの？」


女Ｂ「（ハッとして）あ、ごめんなさい。うっかり、マッチには教えてなかったわね。


　実は、これからムーラが会いにくるって言う話なのよ」


女Ｃ「（びっくりして）ムーラ！あの、高校の時いっしょだった村雨夏子の事？」


女Ｂ「（笑って）そうよ。そのムーラよ。夏子ちゃんよ」


女Ｃ「（動揺して）ねえ、ねえ！彼女、今まで何してたの？


　卒業してから、もうずっと連絡が無かったじゃない。なんで、今ごろ急に？」


女Ｂ「あたしだって分かんないわよ。こないだ、突然電話をもらったの。


　久しぶりにこちらの方へ帰ってきたから、ちょっと会わない？って」


女Ａ「あたしは、確か、今彼女は東京で暮らしてるって聞いたけど」


女Ｂ「詳しい事は知らないわ。


　でも、舞台の仕事で、こちらへ来たとかって、電話では言ってたけど・・・」


女Ｂ「（ほほえみ）ひょっとして、劇団で役者さんでもやってるのかしら。


　あの子ってさ、高校の頃から、とっても可愛かったじゃない。


　女優やモデルになってたとしても、おかしくはないわよね」


　　　その時、店のドアが開いたらしきカラカラと音がする。


女Ｂ「（声を潜め）噂をすれば・・・来たかしら」


　　　派手にオシャレした、背の高い美人が三人の方へとやって来る。


　　　彼女こそ、話の人物・ムーラこと村雨夏子である。


ムーラ「（陽気に）皆、ごめんね！待ってた？」


　　　三人の女は、あっけにとられて、ムーラの方を見る。


ムーラ「（パッとはしゃぎ）あっ、ミーキね。それに、サチコも！


　嬉しい！マッチも来てるんだ！良かった、皆、昔と全然変わってないじゃない」


女Ｂ「（ポカンと）・・・ねえ、あなた、村雨さんよね。


　皆からムーラって呼ばれてた——」


ムーラ「（笑って）あら、やだ。あたし、そんなに変わっちゃってる？


　久しぶりに皆に会えると思って、ちょっと着飾っちゃったんだけど・・・。


　でも、地味だったかな（と、ポーズをとってみせる）」


女Ｃ「いや、さ。あの頃のムーラって、おとなしくってさ、その・・・」


ムーラ「（ケラケラと）固い話は抜き！もう十年は経ってるのよ。再会を祝おうよ」


　　　ムーラは三人の間に割り込み、カウンターに座る。


　　　ムーラの前にもグラスが出され、ムーラはひょいとそれを手にする。


ムーラ「（リードして）はい、乾杯！」


　　　ムーラは、きょとんとする三人の前で、グイと飲んでみせる。


女Ａ「（呆れながら）変われば変わるものね。


　あの頃のムーラは、お酒なんか全然口にしなかったじゃない。


　一体、今どんな生活をしてるの？


　ひょっとして、どっかの坊っちゃんとでも結婚して、豪邸暮らしだとか？」


ムーラ「（笑って）まさか。あたしは、相変わらず男運に恵まれてないもんね」


女Ｃ「じゃあ、何やってるの？やっぱり、女優さん？けっこう売れてる方なの？


　ミーキの話だと、こちらの方で舞台公演があったと言う話だけど・・・」


ムーラ「（きょとんと）女優？舞台？（すぐさま笑い出し）違うわよ、全然。


　ここの近くに駒崎の温泉街があるじゃない。


　そこのホテルのストリップの巡業に来てたの。


　たまたま人不足でね、お声をかけてもらっちゃったの」


女Ｂ「（呆気にとられて）ち、ちょっと、じゃあ、まさか・・・」


ムーラ「（すまして）そうよ。あたし、今はストリップダンサーとかやってるの。


　まあ、ショーに出るのは時々だけどさ。


　あたしなんて、まだまだアマチュアみたいなもんだから。


　普段はファッションヘルスなんかで働いてるわ。


　とし、メいっぱい誤摩化しちゃってね（と、無邪気に舌を出す）」


女Ｃ「（真剣な眼差しで、ムーラの手を握り）ねえ、ムーラ！一体、何があったの？


　本当の事を教えて。あたしたち、できる限り、力になってあげるからさ」


ムーラ「（驚いて）ち、ちょっと、どうしたのよ。何もないよォ、心配事なんて・・・」


女Ｃ「で、でも・・・」


ムーラ「（うろたえながら）本当だってば。


　あたしは、やりたい事をやって、毎日が充実してるんだから。ウソじゃないって」


　　　三人の女は、呆れて、ムーラの方を見ている。


ムーラ「（笑顔を作って）やだなあ。あたしは何も変わっていないわよ。


　さあ、もっと楽しくやろうよ。せっかく、久しぶりに会ったんだからさ」


女Ｂ「（つぶやくように）参ったなァ。これじゃ、会わせない方がいいかな・・・」


ムーラ「（素早く）なに？ミーキ、会わせないとかって・・・」


女Ｂ「（気が進まなげに）いやさ、あたしの会社のお得意さんでさ、


　昔のあなたの事を知っていると言う人がいるのよ。


　今度、あなたが久しぶりに戻ってくるって教えてあげたら、


　ぜひ会いたいって言ってたわ。でもさ、会わない方がいいかなァ」


ムーラ「（関心を示し）誰なの？男？女？」


女Ｂ「木島卓っていう男の人。あなたとは小さかった頃、いっしょだったと言ってたわ」


ムーラ「（ハッと）木島？卓くん！」


女Ｂ「でも、今のあなたの事を知ったら、ガッカリするわよね。


　やり過ごしちゃいましょう」


ムーラ「（慌てて、女Bにすがりつき）ダメ！絶対会わせて！すぐよォ、ねえ！」


女Ｂ「（うろたえて）ち、ちょっと待って。わ、分かったわよ、ムーラ。落ち着いて！」


 


　　　　　　○村雨医院前　　（数時間後）


　　　なかなか大きな個人病院。明かりは全部消えている。


　　　その門前にタクシーが止まる。


　　　車内より、はしゃぎ笑いながら、ムーラが降りる。


　　　（タクシー内には、まだ友人たちが乗っている）


ムーラ「（手を振って）じゃあね！また遊ぼうね」


　　　タクシーのドアがバタンと閉まると、すぐ走り出す。


　　　それを見送ると、ムーラも門をくぐり、中へと去ってゆく。


 


　　　　　　○村雨医院・玄関


　　　ムーラが鍵でドアを開け、中へ入ってくる。


　　　まずは、玄関の電燈をつけ、ゴソゴソと靴を脱ぎ始める。


ムーラ「（ブツブツと）全く、お母さまだったら、


　大切な一人娘が久しぶりに帰宅してあげたと言うのに、


　そんな時に限って、学術会議だとかと言って、家を留守にしてるんだもん・・・」


　　　靴を片付けて、ムーラが廊下を歩き出す。


　　　暗いはずの居間の方から、何か騒がしい音が聞こえる。ムーラは眉をひそめる。


 


　　　　　　○同・居間


　　　台所ともつながっており、なかなか広い。


　　　電燈は消えているが、テレビだけ明るく付けられており、


　　　やたらと効果音と悲鳴が激しいホラー映画を映している。


　　　その前に女の子（エコ・19歳）がチョコンと座り、


　　　テレビの画面を真剣にジッと見ている。


　　　入り口付近にまでやって来たムーラが、彼女の姿を発見する。


ムーラ「（呆れて）エコ。来てたの？」


エコ「（テレビを見ながら）ちょっと。話しかけないで。今、いいところなんだから」


ムーラ「もう。せめて電気ぐらい付けておいてよォ。びっくりしたじゃない」


　　　ムーラが。そばにあったスイッチを押すと、パッと部屋の電燈が付き、明るくなる。


エコ「（慌てて、振り向き）あー、ダメ！暗い方がムード出るのにィ」


ムーラ「（頭を掻き）なに見てんの？」


エコ「（明るく）『怪奇 化け猫ゾンビ』！前から見たかったんだ、これ！」


ムーラ「どうせ、ビデオなんでしょう。あとで見なさいよ。


　それより、あなた、なんで、ここにいるの？お母さまも留守なんだよォ」


エコ「（サラリと）もうすぐ大学の受験だから、ちょっと下見にネ。


　ほら、ケイ大の医学部に受けるんだ、ボク」


ムーラ「ホントの話なの、それ？ケイ大って一流大学だよ」


エコ「（すまして）悪いけど、ボク、うちの高校じゃ神童と言われてるんだからネ。


　ケイ大ぐらい勉強しなくても、ちょろい、ちょろい。


　——そんな訳で、しばらくここに居させてもらうからヨロシク」


ムーラ「まあ、勝手に。でも、あたしも、そう長くはここに居ないよォ」


エコ「（ハッと）あ、そうそう。おばさまから、さっき電話があってね、


　会議ついでに少し遊んでくるから、しばらく戻ってこないって」


ムーラ「（呆れて）な、何よ、お母さまったら。


　せっかく帰ってきてやったのに、本当にあたしと会わない気だな」


エコ「（またテレビ画面に目を向け）そりゃ、そうよ。


　大事な娘が、喜んで風俗嬢になっちゃった暁には、顔も見たくはないわよネ」


ムーラ「ひどーい。それはないんじゃない。


　お母さまだって、あたしの仕送りで、この家のローンをまかなっているクセして」


エコ「でも、なっちゃんも、一体この先どうするつもりなの？


　今のお仕事、このまま続けてゆくつもり？それで本当にいいの？」


ムーラ「（ためらいがちに）そりゃ、いつまでも続けられる訳じゃないけどさ。


　でもね、楽しいのよ、今の生活が。幸せなの。


　分かるかしら。相手の男の人たちにも喜んでもらえる事が、とっても嬉しいの」


エコ「（突き放すように）まあ、いいけどネ。


　セックスが、どれだけの運動量に当たるのか、調べた事がある？


　それを考えると、ボクにはやる気も起きないんだけどネ。


　（ムーラも当惑した表情で聞いている）」


ムーラ「（ハッと）あ、そうだ。明日の準備しとかなくっちゃ」


　　　ムーラは、そそくさと部屋の外へ出てゆく。


エコ「（うろたえて）なによ、気ィ悪くした？ちょっと！明日の準備って、なーに？」


 


　　　　　　○同・ムーラの部屋


　　　ムーラがベッドの上に行儀悪く座り、


　　　部屋中を散らかして、引っ張りだしてきたアルバムをしみじみと眺めている。


　　　そこへ、エコもやって来る。


エコ「（ベッドの上に割り込み）どうしたのさ。急にそんなもの、見たりして」


ムーラ「（優しく）これはね、あたしの学生の頃のアルバムなの。


　実はね、明日、この頃の初恋の男の子と会える事になったんだ」


エコ「へえ、初耳。なっちゃんの初恋の相手って、どれ？


　やっぱり、そいつとも一発やっちゃったの？（と、アルバムを覗き込む）」


ムーラ「（笑って）バカねえ、小学生の時の話だよ。ほら、この子」


　　　ムーラが指差した写真には、


　　　かわいらしい少女（幼少時のムーラ）とおとなしそうな少年（木島卓）が


　　　並んで写っている。


エコ「（楽しげに）あっ、これがなっちゃん。わーっ、かわいかったんだ、この頃は」


ムーラ「（微笑み）失礼ね。今だって、あたしはかわいいじゃない。


　（しみじみと）この頃のあたしってね、実は泣かされっ子だったの。


　よく皆からいじめられていたわ。でもね、この子、木島くんって言うんだけどさ、


　この子とは毎日、仲良く遊んでいたわ。本当に大好きだった」


エコ「（真面目な表情で）会わない方がいいんじゃない。


　今のなっちゃんの事を知ると、こいつもがっかりするだろうと思うよ、きっと」


ムーラ「（不安げに）そうかな。でも、そんなにヘン？風俗業界で仕事してるのって」


エコ「（ケロッと）ヘンに決まってるじゃない。


　いとこのボクだって、今のなっちゃんの事、人に紹介するの、


　恥ずかしくてイヤだもんネ。


　せめて、なっちゃんが売れっこのAV女優にでもなっててくれたら良かったんだけどナ」


ムーラ「（ムキになり）そりゃ、あたしだって、昔は女優にも憧れてはいたわよ。


　（淋しげに）でも、それはかなわなかったし、もうこの歳じゃね・・・」


　　　写真の木島卓少年の姿をパンする。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○中央駅前　　（翌日・昼）


　　　（この市のメイン駅なので、とても大きく、人通りも激しい）


　　　その一角で、どピンクのベレー帽をかぶったムーラが、写真片手に佇んでいる。


　　　写真に写っているのは、ちょっとした好青年で、これが現在の木島卓の姿である。


ムーラ「（つぶやき）そろそろ、約束の時間だよォ。


　それにしても、ミーキったら、もう少しマシな目印をひらめいてくれなかったのかしら。


　いくら相手が今のあたしを知らないとは言っても、


　よりに寄って全部ピンクだなんて・・・」


　　　ムーラの全身像を写す。


　　　なんと、ベレー帽どころか、服から靴まで全てハデなピンク色で固めている。


卓の声「（突然に）村雨さん！村雨夏子さんですね！」


　　　ムーラはハッとして、声の方を見る。


　　　そちらから、小柄な少年（木島正一）を連れた卓がやって来る。


　　　ムーラは、素早く手にした写真で確認する。


ムーラ「（パッと）木島くんね！お久しぶり！わあ、懐かしい！」


卓「（嬉しげに）こちらこそ！やあ、良かった！夏子ちゃんにまた会えるだなんて！」


　　　はしゃぐムーラの姿を、正一は傍でいぶかしげに見ている。


卓「（笑って）すぐに分かりましたよ！夏子ちゃんだって」


ムーラ「（苦笑いして）そりゃ、そうよね。このピンク色だもん」


卓「いや。あの頃とちっとも変わってないから。かわいくて、清純そのままだもの」


ムーラ「（照れ笑いし）え。そんなァ・・・」


 


　　　　　　○市街の中央部の通り


　　　ムーラと卓が、歩道を並んで歩いている。


ムーラ「（楽しげに）だって、木島くんって、突然引っ越しちゃったんだもん。


　でも、なぜ、この町に戻ってきたの？」


卓「（ほほえんで）戻ってきたとは言っても、最近の事なんです。


　親会社の命令で赴任してくる事になっちゃって。


　全く、偶然とは言え、僕自身びっくりしてますよ。


　今は、ほら、さっき夏子ちゃんも会った僕の弟——正一って言うんだけど、


　あいつがたまたま、この町のケイ大に入学したものだから、


　あいつと二人でアパートを借りて、暮らしてますよ」


ムーラ「ケイ大ですって。すごい！弟さんも、お兄さんに似て優秀なんだ！」


卓「（照れて）いや、そうでもないですよ」


 


　　　　　　○大衆食堂内


　　　テーブルについたムーラと卓が、向き合って、ラーメンを食べている。


卓「——で、夏子ちゃんは、今どんな仕事をしているんですか？」


　　　ムーラは、麺を口に運んだ箸の動きをとめ、顔をしかめる。


ムーラ「（慌てて）ねえ、木島くん、ちょっと見て、見て！」


　　　ムーラは喋るのをやめ、木島の見ている前で、口をモゴモゴさせる。


　　　やがて、口の中に箸を突っ込み、舌を使って、輪を作ってみせた麺を取り出して、


　　　気取って微笑む。


卓「（パッと）わあ、すごい！夏子ちゃんって、とても器用なんだ！」


ムーラ「（笑顔で）まあ、大した事じゃないけどね」


 


　　　　　　○映画館前


　　　「ＤＩＡＢＬＥ（ディアブル）」と書かれた、真っ黒な看板が立て掛けられている。


　　　その前に、ムーラと卓の二人がやって来る。


卓「（微笑み）どうです。せっかくだから、映画でも見ていきませんか」


ムーラ「（看板を見て、はしゃぎ）あ、この映画、知ってる！


　いとこが、すごい面白かったって言ってた！」


 


　　　　　　○同・劇場内　　（上映中）


　　　スクリーンでは、コウモリ状の怪物が悲鳴を上げる女たちを追いかけ回している。


　　　はっきり言って、ホラー映画である。


　　　ムーラと卓も並んで席に着いて、それを見ている。


ムーラ「（うんざりとつぶやく）そう言えば、


　デイアブルってフランス語で悪魔って意味よね。


　エコの言葉を信じたあたしがバカだった・・・」


 


　　　　　　○カラオケボックス・個室内


　　　ムーラと卓が二人っきりで歌い合っている。


　　　ムーラはズバリ「燃えろいい女」（ｂｙツイスト）を歌う。


　　　サビの「♪燃えろナツコ」の部分では、気取って、自分を指差したりする。


　　　一方、卓は大マジメに某アニメソングを歌い出す。


　　　ムーラはやや呆れながらも、付き合って、手拍子する。


 


　　　　　　○中央区の大きな立体歩道橋


　　　四方は高いビルに囲まれ、下の道路は車の行き来が激しい。


　　　そこへ、卓が先に立ち、ムーラを連れて、上ってくる。


ムーラ「（戸惑い）ねえねえ、木島くん。もしかして、さっき言ってた名所って・・・」


卓「（すまして）そう、ここですよ。


　ぜひ、夏子ちゃんにも見せてあげようと思ってたんです」


ムーラ「（ためらいつつ）でも、ここってただの歩道橋よ。


　あたしも、ここで生まれ育ったから知ってるけど、


　この場所には別にいわくは無いわよね」


卓「（力強く）夏子ちゃんは、


　去年公開された『怪獣ビバゴンの逆襲』を見ていないんですか。


　あの映画でビバゴンはこの町を襲ったんですよ。


　この地点はちょうど、その通過ルートで、


　ほら、あの方向から（と、一方を指差し）、


　ほら、あっちの方へ（と、もう一方の方へ指を移動させ）進撃したんです。


　この橋だって、見事にへし折られちゃったんですよ」


ムーラ「（きょとんと）え？」


卓「（目をつぶり、気持ち良さそうに）こうして眺めていると、


　今にもビバゴンの姿が思い浮かんできませんか。


　ズシーン、ズシーンと音を立てて・・・。


　ビバゴンが僕の生まれた町に来てくれたんだと思ったら、


　それだけでも、ファンの一人である僕としては嬉しくて、嬉しくて・・・」


　　　そんな卓の姿を、ムーラはあっけにとられて、見ている。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○繁華街　　（夕方）


　　　すでに看板に灯りがともっている。ラブホテルの看板もチラホラ。


　　　ムーラと卓が、寄り添って、歩いている。


　　　楽しげにソワソワしているムーラは、ホテルの看板をチラチラとチェックしている。


ムーラ「（イタズラっぽく）あたし、疲れちゃったな」


卓「（すまして）そうですね。今日は、久しぶりに会えて、いっぱい遊んじゃったし。


　本当はまだ昔の事とかを懐かしみたかったけど、そろそろ帰りましょうか」


ムーラ「（きょとんとして）え？」


卓「タクシーをつかまえてあげますので、一人で帰れますよね。


　悪いけど、ここからじゃ帰り道の方角が違うみたいだし」


ムーラ「（うろたえて）でも、その・・・まだ、こんな時間だし・・・」


卓「（微笑み）また会えますよね、きっと」


ムーラ「え、ええ」


卓「（パッと）あ、そうだ。記念にこれをあげます」


　　　卓が自分のカバンに手を突っ込んで、まさぐり、


　　　高さ二十センチメートルほどの人形（フィギュア）を取り出す。


ムーラ「（まごつきながら）それは？」


卓「（にっこりと）魔法少女エアメールの人形を改造して、僕が自分で作ったんです。


　世界に一つしかない人形ですよ。バルベリアンのガイア姫ですよ。


　ほら、夏子ちゃんとそっくりでしょう」


　　　卓が人形をムーラの方へと向ける。


　　　人形はどピンクのドレスを着ており、確かに顔はムーラに似ていなくもない。


　　　思わぬ展開に、ムーラは戸惑っている。


卓「（明るく）ガイア姫は僕の理想の女性だったんです。


　でも、やっぱり思った通りだった。夏子ちゃんはガイア姫にそっくりだ。昔のまんまだ。


　だから、この人形は記念にあげます。


　僕は、人形以上に素敵な夏子ちゃんと遊べたから、それで満足なんです。


　さあ、大切にしてくださいね」


　　　卓はムーラの方へ人形を差し出す。


　　　はじめは弱っていたムーラも、ふとクスリと笑い、快く、それを受け取る。


ムーラ「（微笑み）ありがとう」　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○村雨医院・居間　　（夜）


　　　卓のプレゼントした人形が、食器棚の上に飾られている。


　　　ムーラはご機嫌そうにソファに座り、クッションを抱いている。


　　　エコは机につき、冷静にパソコンを操作している。


ムーラ「（楽しげに）でね、木島くんったら、その人形をあたしにくれたのよ。


　はじめはびっくりしちゃったんだけど、急におかしくなってきちゃって。


　だって、木島くんったら、あたしの事を理想の女性だなんて言うのよ。


　全く、プロポーズされたのかと思っちゃった」


　　　ムーラは立ち上がり、エコのそばへと歩み寄る。


ムーラ「（エコへ）どう？ガイア姫というのが何の事なのか、そろそろ分かった？」


エコ「（落ち着いて）待って。あと少しで探すのが終わるから」


　　　エコがパソコンのキーをカチャカチャと押し続ける。


　　　と、パソコンのスクリーンにパーッと「バルベリアン」の文字が出る。


エコ「（ハーッと息をして）よし、出たぞ。これよ！」


ムーラ「（笑って）やったね！さすがはエコ！」


エコ「今、ガイア姫のデータを出すわね」


　　　エコがパソコンのキーを押すと、


　　　スクリーンに人形そっくりのアニメヒロインの姿が映し出される。


ムーラ「（パーッと喜び）あー、これだあ！間違いない！」


エコ「（頭を掻きながら）確かにそのようね。


　でも、この『バルベリアン』ってテレビアニメ、もう10年も前の番組よ。


　それも、視聴率が低くて、1クールも放送されてないみたい。


　ボクもアニメ通のつもりだったけど、さすがにこの作品は知らなかったな。


　ひょっとして、木島くんって、そうとうのオタクなんじゃない？」


ムーラ「（考え込み）そう言えば、木島くんって、


　小学生の頃もアニメとか怪獣とかが好きだったような・・・」


エコ「（真面目な表情で）これ、ちょっとマズいんじゃない？


　よく考えた方がいいんじゃ・・・」


ムーラ「（ムキになり）それって、どういう意味よ。オタクじゃダメだって言うの？」


エコ「いや、それもあるけどサ。それ以上に、なっちゃんと釣り合うのかな？」


ムーラ「（少しうろたえ）な、なによ。関係ないよォ。


　木島くんだって、あたしの事、かわいいって言ってくれたんだからね！


　あたしだって、オタクだろうと気にはしないもん」


エコ「まあ、なっちゃんが喜んでるんなら、それでもいいけどネ」


ムーラ「（笑って）もう、ナマイキなんだから！


　それより、あなたこそ早く彼氏でも見つけなさい！（と、エコへじゃれかかる）」


エコ「（慌てて）ワーッ、やめろ！くすぐったい！」


　　　と、二人ははしゃぎ合う。


 


　　　　　　○アパート・木島の部屋　　（同じ頃）


　　　狭いが、それなりにきれいである。


　　　卓の居住空間には、プラモデルやセル画などがいっぱい置かれている。


　　　例のガイア姫のポスターも貼られている。


　　　一方、正一の居住空間には、水晶玉やら小型ピラミッドなどが飾られている。


　　　その中で、正一がタロ・カード占いをしている。


卓「（楽しげに）正一、お前も納得しただろう。


　やっぱり、夏子さんはガイア姫ぐらいかわいかった。ピンクの衣装まで同じだったよな」


　　　正一は答えもせず、占いを続けている。スーッと一枚のカードをめくる。


　　　下半身が蛇の女悪魔（パウチ）の絵柄である。


正一「（顔をしかめ）お兄ちゃん。僕は嫌な予感がするな」　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○町の通り　　（数日後・昼）


　　　ムーラとエコが、買い物袋をいっぱい抱えて、並んで歩道を歩いている。


　　　ショッピングのあとらしく、二人とも陽気。


エコ「（元気に）よし！今度はビデオレンタルに行こう！」


ムーラ「（笑って）なによ、またホラー映画？」


エコ「（すまして）ノー！


　ボクだって、たまには血まみれ（スプラッター）以外も見るよーだ。


　今日借りてくる予定なのはね、ドキュメンタリーで『世界の残酷死刑』ってやつ」


ムーラ「（苦笑いし）似たようなもんじゃない。


　（ハッとして）あ、そうだ。『ビバゴンの逆襲』はもうビデオになってるかな。


　あったら、借りてきたいな」


エコ「（きょとんと）なに？なっちゃん、怪獣映画なんて見るの？」


ムーラ「（照れて）だって、木島くんがさ、この映画にはこの町が出てるって言うのよ。


　ねえ、見たいと思わない？」


エコ「（微笑み）やれやれ。そういう事か」


　　　そんな時、二人の傍に、乗用車が停車する。


　　　その中から、スーツ姿の卓が顔をのぞかせる。


卓「（ムーラへ、微笑み）やあ、村雨さん。お買い物ですか」


ムーラ「（パッと微笑み）あっ、木島さん。こ、こんにちは」


エコ「（きょとんと）え、この人が例の・・・なっちゃんの・・・（つい、含み笑いする）」


卓「（エコの方を見て）村雨さんの妹さんですか？」


ムーラ・エコ「（慌てて、口を揃えて）と、とんでもない。誰がこんなのと！」


ムーラ「（卓へ）紹介するわ。いとこの影子。エコって呼んでやって。


　（エコへ）エコ、それから、こちらが・・・」


エコ「（ニヤニヤ笑いながら）いいから、いいから。分かってるから」


卓「（明るく）実は、得意先まわりをしてたんですけどね、


　意外と早く終わっちゃいまして、時間つぶしに困ってたところなんです。


　ちょうど偶然お会いした事ですし、うちまで送ってあげましょうか」


ムーラ「（喜び）えーっ、本当！わあ、ありがとう！」


　　　ところが、エコが後ろからムーラを押す。


エコ「（ニヤニヤ笑いで）まあ、遠慮しないで。ボクは一人で帰るよ。


　だから、行ってきなよ」


ムーラ「（かわいく微笑み）え、いいの？悪いな」


エコ「まあ、がんばってネ！」


　　　と、エコは買い物袋を一人で抱えて、さっさと歩き去ってゆく。


卓「（きょとんと）あの、いいんですか？」


ムーラ「（嬉しそうに）心配無用。あの子はたくましいから。


　それよりもさ、二人でドライブでもしない？あたしも久しぶりに車を運転してみたいな」


卓「え。でも・・・」


　　　ムーラはにっこり微笑み、ポケットから自分の免許証を出して、卓に見せてやる。


　　　（免許証の写真のムーラは、ちょっと変わった髪型）


 


　　　　　　○郊外の道路


　　　片側に海が見える、ひたすら長い一本道。


　　　そこを、卓の車がグングンと走っている。


　　　運転席にムーラが陣取り、助手席で卓がうろたえている。


卓「（オロオロと）あのォ、夏子ちゃん、ちょっとスピード出し過ぎじゃありませんか」


ムーラ「（サラリと）大丈夫。あたしも、ここ三年は事故ったこと、ないんだから」


卓「（泣き声で）でもォ、この車、会社の車なんですよォ」


　　　車はグングン走り続ける。


 


　　　　　　○レンタルビデオ店内


　　　棚の一角に『バルベリアン』のパッケージがある。


　　　ホラービデオのパッケージをたくさん抱えたエコが、その前で、ふと立ち止まる。


エコ「（きょとんと）あら、これは・・・。まさか、ビデオが出てたとはネ」


　　　クスリと笑ったエコは、そのパッケージも手に取る。


 


　　　　　　○海岸


　　　そばの車道に車を止めた、ムーラと卓の二人が、砂浜に並んで立ち、


　　　波立つ海の方をいっしょに見ている。他に人は誰もいない。


　　　ムーラは、少しそわそわしている。


卓「（ムーラの様子に気が付き）夏子ちゃん。どうかしましたか？」


ムーラ「（戸惑い）いや、そのね、薬局寄ってきといた方が良かったかなと思って。


　・・・だってさ、木島くんが用意してるはずないものね」


卓「（心配そうに）どこか具合でも悪いんですか」


ムーラ「（慌てて）いや、いいの。分からないなら。今の話は忘れちゃって。ネッ！」


　　　と、二人の目がつい合ってしまい、次の瞬間、二人とも照れ笑いする。


　　　お茶目に微笑むムーラが、さりげなく卓の背へと手を回そうとするが、


　　　その途端、卓はいきなりムーラのそばから退いてしまう。


ムーラ「（うろたえて）き、木島くん」


卓「（照れながら）いや、いいんです。このぐらい離れていた方が」


ムーラ「（パッと微笑み）あっ、そうか。


　（急にイタズラっぽく）だけどさ、手ぐらい握ってもいいんじゃない？」


卓「（赤くなって）え。でも・・・」


ムーラ「（かわいらしく）さあ。（と、片手を卓の方へと突き出す）」


　　　照れていた卓も、じっとムーラの手を見つめたあと、


　　　やがて手を伸ばし、小さく微笑んで、ムーラの手を握る。


　　　二人はお互いの顔を見て、微笑み合う。


　　　そして、手をつないだまま、車の方へと明るく歩き出す。


ムーラ「（陽気に）ねえ、木島くんのアパートって見てみたいな。


　このあと、連れてってもらってもいいかな」


卓「（優しく）ええ、かまいませんけど。


　それよりも、夏子ちゃん、今日はピンクの服じゃなかったんですね。


　あの服、夏子ちゃんにはとっても似合ってたのに」


ムーラ「（絶句して）いや、あれは、その・・・」


 


　　　　　　○アパート・木島の部屋


　　　居間のテーブルの上に、アダルト雑誌が山積みになっている。


　　　正一が、そのうちの一冊を開き、真剣な顔でペラペラとめくっている。


　　　ふと手をとめ、あるページをジッと凝視する。


正一「（ニヤリと笑い）やっぱり、あった。見つけたぞ！」


　　　正一は嬉しそうに笑い出す。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○村雨医院・居間


　　　ギラリと光る包丁を手にしたエコが、殺気立った表情でつっ立っている。


　　　実は、彼女は台所に立っており、


　　　目の前に置いた大根を調理しようとしている最中なのである。


　　　いよいよ切ろうとした時に、電話の音が聞こえてくる。


　　　舌打ちしたエコは、包丁を下に置き、電話の方へ向かう。


　　　テレビのそばに取り付けられたプッシュホンをエコは手に取る。


エコ「（すまして）はい、こちら、村雨です。


　（パッと微笑み）あら、なっちゃん。今、どこにいるのよ？


　あんまり帰りが遅いから、ボク、夕食作りかけてたんだゾ。


　今、どこなの？ラブホテル？（ドッと笑い）なに、これから彼のうちへ行くって！


　さすが、なっちゃん！手が早いんだから。彼んちでするなら安上がりよネ。


　なに、そんなつもりじゃないって？え、清純なお付き合い？せ・・・（大笑いする）


　ま、何でもいいけど、頑張んなさいよ。


　ボクもなっちゃんを喜ばせるものを手に入れてやったんだ。だから、早く帰っといでよ」


　　　エコは電話を切る。


エコ「（小さく微笑み）プラトニックラブねえ。あのなっちゃんが・・・。


　似合わねェ。（と、子供っぽく舌を出す）」


 


　　　　　　○木島のアパート前


　　　地味なコンクリート造の二階建てアパート。


　　　そのそばに、卓の車がやって来て、停車する。


　　　その中より、助手席からはムーラが、運転席からは卓が降りる。


ムーラ「（浮かれながら）わあ、ここが木島くんの住んでいるアパートなんだ。


　木島くんのうちに来るのなんて、小学校の時以来よね」


卓「（微笑み）こっちの方です。（と誘導する）」


　　　しかし、その時、アパートのドアの一つが開き、


　　　その中から正一がさっそうと出てくる。


正一「（鋭く）お兄ちゃん。その人をうちの中に入れちゃいけない！」


卓「（びっくりして）正一、何を言ってるんだ？」


　　　ムーラも不安げな表情になる。


　　　正一は、つかつかと二人のそばまで歩いて、やって来る。


　　　手に一冊のアダルト雑誌を持っている。


卓「（本に気が付き、うろたえて）お、お前、なんて本を見てるんだ！


　む、村雨さんの前なんだぞ！早く隠して！」


正一「（ビシリと）違うよ、お兄ちゃん。この本にはこの人が載っているんだ」


　　　ムーラはギョッとして、身を引く。


　　　正一がパッと本を開く。ヘルス嬢紹介のページで、


　　　誌面の片隅に確かにランジェリー姿の笑顔のムーラの写真が掲載されている。


ムーラの心の声「（うろたえて）こ、これは、もしかして二年前の・・・」


　　　ムーラの回想。（この本の自分の出ているページを開いて、


　　　友人たちに見せているムーラが、はしゃいでいる。


　　　「ねえ、ねえ、見て！これ、あたし！あたし、本に出ちゃったのよ！」）


ムーラ「（慌てて、作り笑いで）いやだあ！


　よく似ている人って、世の中にはいるものなのね。あたしもびっくりしちゃったな」


正一「（冷たく）この本の説明によると、このヘルス嬢の源氏名はムーラ。


　それで、あんたは村雨さんと言ったよね」


卓「（ハッとして、ムーラを見て）夏子ちゃん。


　あなたの友達は、あなたの事を確かムーラと言うあだ名で呼んでいたけど・・・」


ムーラ「（うろたえて）偶然よ！全部、恐ろしいほどの偶然だわ」


正一「（胸を張り）僕がこっくりさんに聞いて、見つけ出したんだ。間違いのはずがない！」


ムーラの心の声「（正一を睨みつけて）そ、そんなものであたしの秘密を探り出さないでよ」


ムーラ「（慌てて、明るく振るまい）だ、だーってさ、


　この本の女の人、すっごく変な髪型してるじゃない。


　これじゃ、まるでお化けよ。笑っちゃうわ。


　あたしはさ、こんな髪型、ためした事もないもんね」


卓「（真顔で）夏子ちゃん。ちょっと、車の免許証を見せてもらえませんか」


ムーラ「（きょとんと）え？」


卓「（強く）早く！」


ムーラ「（慌てて）は、はい」


　　　うっかり、ムーラは自分の免許証を出すと、すぐ卓へ手渡してしまう。


　　　卓は、本のムーラの横に、免許証のムーラの写真を並べる。


　　　髪型から何まで、そっくり同じである。


ムーラの心の声「（顔をしかめ）あちゃ〜」


正一「（嬉しげに）やっぱり！思ったとおり、瓜二つだ！」


卓「（悲しげに、ムーラへ）夏子ちゃん、これは一体どういう事なんですか？


　説明してください！」


ムーラ「（口ごもり）いや、それは、その・・・


　もう、あたしたちだって大人なんだし、落ち着いて話し合えば、理解が・・・」


卓「（わなわなと）ひょっとして、誰か男の人と関係なんかも・・・」


正一「（あざけて）そうさ、お兄ちゃん。


　このテの女の人はね、お金さえ貰えれば、誰とでもすぐやっちゃったりするんだ」


ムーラ「（慌てて）ち、ちょっと待ってよ！


　いくら、あたしだって、お金欲しさの為には寝たりはしないもん！


　お相手するのは、気持ちに応えてあげようという時だけ・・・」


　　　そこまで言って、ムーラはハッとして、口を手でふさぐ。


卓「（しおれて）やっぱり、そうだったんですね」


ムーラ「（弱りつつ）・・・ごめんなさい、今まで黙ってたりして。


　でも、これだけは信じて。あたしは確かに今まで色々な人と付き合ってきたわ。


　だけど、いつでも木島くんの事が一番好きだった。これだけは本当の事よ。信じて」


　　　それだけ言うと、ムーラはバッと駆けて、走り去ってしまう。


　　　卓は呆然と立ち尽くし、ムーラの去った方を見ている。


正一「（卓の横で）これで良かったんだ。


　お兄ちゃんには、きっと清楚でもっと素敵な人が絶対に見つかるよ。


　だから、そんなにしょげないで！」


 


　　　　　　○村雨医院・居間　　（夕方）


　　　食卓についたエコが、フォークとナイフを両手に、浮かぬ表情をしている。


　　　食卓には、真っ黒に焦げたステーキや不気味な色のスープなどが並んでいる。


　　　明らかに失敗した料理ばかりである。


エコ「（つぶやき）おかしいゾ。パソコンの計算どおりに作ったはずなのにな・・・」


　　　そんな時、ガサゴソと音を立てて、しょげたムーラが玄関の方から入ってくる。


　　　エコが、すかさず、そちらへ顔を向ける。


エコ「（パッと明るく）ああ、なっちゃん、お帰り。早かったじゃない。


　どう、いっしょに夕食たべない？ボクが作ったんだゾ！」


　　　ムーラは返事をせず、そのまま暗く、自分の部屋の方へと向かってしまう。


エコ「（立ち上がり）ち、ちょっと、なっちゃん。どうしたと言うのよ！」


　　　心配したエコも、慌ててムーラのあとを追う。


 


　　　　　　○同・ムーラの部屋


　　　ムーラがベッドにうつぶせている。口を開かず、目が潤んでいる。


　　　ベッドの片隅にエコも座り、優しくムーラの様子をうかがっている。


エコ「（さらりと）そうか。やっぱり、あの野郎、


　なっちゃんの事をきちんと分かってくれなかったんだ。


　そんな奴なんてさ、こっちから追っ払っちまえ。


　大体、アニメオタクなんかにさ、なっちゃんの良さが理解できるはずがないんだよ。


　（声を潜め）知ってる？ああいう連中ってさ、


　アニメの女の子を見ながら、本当にヤラシイ事やったりするって話だよ」


ムーラ「（一瞬、エコの方を睨みつけ）木島くんの事を悪く言わないでよ！」


エコ「（つい、うろたえて）ご、ごめん・・・」


 


　　　　　　○アパート・木島の部屋　　（同じ頃）


　　　卓は、放心状態で、ビデオの『バルベリアン』に見入っている。


　　　テレビのスクリーン上では、


　　　かのガイア姫が主人公の戦士とラブシーンを演じている。


ガイア姫「（真剣に）世界最強の戦士よ、私の全てはあなたのものです。


　私は、あなたの為に生き、あなたの為に死にます。なぜならば・・・」


　　　一方、正一は自分の居住空間に閉じこもり、


　　　壁に貼ったマンダラのポスターへとしきりに拝み続けている。


正一「（目をつぶり、座禅し、ブツブツと）宇宙を支配する偉大なる原理の導きを受けて、


　我しもべは最愛なる兄を邪悪なる淫女より救いたまいし・・・」


 


　　　　　　○再び、ムーラの部屋　　（同じ頃）


　　　ムーラが、相変わらず、ベッドの上にうつぶせで寝っ転がっている。


　　　今度は一人っきりである。


　　　ぼんやりとしたムーラは、目に涙も浮かべている。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○町の通り　　（数日後・昼）


　　　高さ１メートルはありそうな巨大ミイラ男人形


　　　（買ってきたばかりのもので、一部包装紙に包まれている）を抱えたエコが、


　　　すれ違う歩行者の目も気にせず、胸を張って、歩道を歩いている。


エコ「（独り言で）全く、なっちゃんの恋愛病にも困ったもんよネ。


　あんな暗そうなオタクくんなんかに心惹かれているのも、


　幼児期に初恋の相手だったという経験から生じたコンプレックスに過ぎないって事が、


　なぜ分からないんだろう。


　なっちゃんは、美人で、もてるんだから、このぐらいの事でクヨクヨしちゃダメだよ。


　その点、あのオタクくんなんざ、


　どうせ、なっちゃんぐらいにしか女の子からは好かれた事がないくせしやがって、


　それを振っちゃうだなんて、ホント、いい根性してるよねェ！」


　　　その時、エコは何者か（実は、卓）と出くわしたらしく、ハッとして立ち止まる。


　　　（卓は手前にいて、画面に映らない）


エコ「（急にうろたえ、愛想笑いで）あら、こんにちは。


　・・・はは、ボクの事、覚えてましたか。


　それにしても、こんな所で出会うとは奇遇で・・・。


　これから、どちらへ？（と、カメラ目線で話しかける）」


 


　　　　　　○村雨医院・ムーラの部屋　　（数時間後）


　　　ムーラが、元気なく、衣服類をボストンバッグに詰めている。


ムーラ「（ため息まじりに）今度は、いつ帰ってくる事になるかな・・・」


　　　ムーラは、机の上に置いた自分宛ての手紙（封筒）へと目をやる。


　　　立ち上がって、それを取ると、それもバッグのポケットに押し込もうとする。


　　　そんな時、救急車のサイレンが外から聞こえてくる。


　　　救急車はすぐそばに止まったらしく、サイレンの音も変調する。


　　　ムーラは、弱りがちに顔をしかめる。


 


　　　　　　○同・門前


　　　サイレンを鳴らしたまま、救急車が止まっている。


　　　家の中から急いで出てきたムーラが、それを見つけ、うろたえる。


　　　と、救急車の中からは、ヘルメットをかぶったエコが元気に飛び出して、


　　　ムーラのそばへと歩み寄る。


ムーラ「（呆れて）エコ、一体どうしたのよ、これは」


エコ「（笑って）良かったァ、なっちゃんがうちにいて。急患よ、急患！」


ムーラ「（うろたえながら）き、急患って・・・。お母さまは留守なんだよ。


　なぜ、うちになんか連れてきたのよ。他の病院に・・・」


エコ「（楽しげに）ダメ！なっちゃんにしか治せないんだってば！」


ムーラ「バカ言わないでよ。理由があって、他の病院に連れていけないんだったら、


　あなたこそ医者の卵なんだから、自分で診てやれば・・・」


エコ「（強く）いいから！連れてきたんじゃなくて、なっちゃんを連れてくんだよ。


　だから、早く、早く！」


　　　エコは戸惑うムーラの腕を持って、救急車の中に引っ張り込んでしまう。


　　　二人を乗せた救急車は、今度はサイレンを鳴らさずに、すぐ走り出す。


 


　　　　　　○救急車内


　　　エコが運転し、ムーラを助手席に乗せ、走っている最中。


ムーラ「（とめどもなく）・・・大体さ、この救急車はどこで借りてきたのよ。


　どうせ、あんたの事だから、またろくでもない事をして・・・」


エコ「（笑って、ムーラの方を見て）その話はもういいから。ほら、着いたよ」


　　　救急車が止まる。


　　　エコが前方へ視線をやると、あの例の中央区の立体歩道橋がある。


　　　それを見て、ムーラもハッとする。


　　　歩道橋の上には、卓の姿が見えるのである。


エコ「（気取って）さあ、行ってきなよ。なっちゃんの出番だよ」


ムーラ「（もじもじと）で、でも・・・」


エコ「（優しく微笑み）大丈夫！名医・村雨夏子の腕だったら！ねっ！」


　　　ムーラも、ようやく小さく微笑む。


 


　　　　　　○立体歩道橋の上


　　　卓が手すりに寄りかかり、ぼんやりと車の流れを眺めている。


ムーラの声「（優しく）どう？ビバゴンの姿は見えた？」


　　　卓がハッとして、声がした方に目をやる。


　　　そこには、優しい笑みをたたえたムーラが立っている。


卓「（戸惑いながら）な、夏子ちゃん・・・」


　　　ムーラは卓の方へと歩み寄り、いっしょに車の流れの方に目をやる。


ムーラ「こないだはごめんなさい。わがまま言って、車まで運転させてもらっちゃって」


　　　卓はうなだれたまま、返事をしない。


ムーラ「（不安げに卓の方を見て）木島くん？」


卓「（辛そうに）謝らなくちゃいけないのは・・・僕の方だ。


　僕は・・・ちっとも、夏子ちゃんの事を分かっていなかったんだ」


ムーラ「（きょとんと）木島くん・・・」


卓「（泣きそうな声で）僕は、本当の君じゃなくて、


　僕が理想とする君の姿ばかりを愛そうとしていた。


　・・・今になって分かったんだ。僕は君が好きだって事を。


　ありのままの君を愛さなくちゃいけないって事を・・・」


ムーラ「（感激しつつ）木島くん」


卓「・・・それなのに、僕は・・・僕は、自分の愛する理想にと、


　無理に君を付き合わせようとし続けてきた。


　それが、君にとっては、どんな残酷な仕打ちだったかも気が付かないで・・・。


　全部、僕の方が悪いんだ」


　　　卓はしょげた状態で沈黙する。一瞬の静寂。


ムーラ「（軽やかに）世界最強の戦士よ、私の全てはあなたのものです。


　私は、あなたの為に生き、あなたの為に死にます」


　　　卓はハッとして、ムーラの顔を見る。


ムーラ「（はっきりと）・・・なぜならば、あなたこそは我が命、我が幸せなのだから」


　　　ムーラも卓の顔を見て、にっこりと微笑む。


ムーラ「（明るく）どう？あたしも、ガイア姫になれるかな」


卓「（小さく微笑み）な、夏子ちゃん・・・」


ムーラ「（優しく）いいのよ。恋なんて、そんなもの。あたしも何も辛くないんだから。


　だって、あたしも木島くんの事が好きだもん」


　　　お互いの目を見て、照れながら、微笑み合う両者は、少しずつ寄り添い、


　　　やがて、遠慮気味に手を握り合う。


　　　それを、少し離れた場所から、


　　　いつの間にかやって来ていたエコが満足げな表情で見守っている。


　　　しかし、その時。


正一の声「（大声で）お兄ちゃん！その人と会っちゃダメって言ったじゃないかあ！」


　　　ムーラ、卓、エコの三人が、声がした方にハッと顔を向けると、


　　　そこには両手にダウジング棒を持った正一が、


　　　うろたえて、ワナワナ震えながら、つっ立っている。


　　　エコが大慌てで、正一のそばへと走り詰め寄る。


エコ「（怒って）もう！これ以上、邪魔しないでヨ！やっと、うまくまとまったのにィ！」


正一「（わめく）う、うるさい！お兄ちゃんにはね、


　もっと清純で奇麗な女の人を紹介してあげるんだ！あんなアバズレはダメだ！」


エコ「し、失礼な！恋愛は人それぞれの勝手でしょうが！


　そんな変な棒持って、エラそうな事言わないでヨ！」


正一「（怒って）へ、変な棒だって！これはダウジングだぞ。


　これを使って、お兄ちゃんの居場所を探してたんだぞ」


エコ「（あざ笑い）バカね。そんなもの、本気で信じてるの？


　そんなの迷信に決まってるじゃない。


　さては・・・あんた、ＵＦＯとか超能力とかも信じてるな」


正一「な、なにぃ。君は信じてないのか！」


エコ「当たり前じゃない、あんなもん。


　超能力は全部インチキ、ＵＦＯの正体はプラズマ！


　みんな、ウソっぱちか錯覚に決まってるわヨ！」


正一「（激怒して）あ、青二才の女の子のくせに何を言うか！


　僕はね、ケイ大のオカルト研で超常現象を本格的に研究してるんだぞ！」


エコ「（言い返す）いやねえ、ケイ大の先輩に、こんなオカルトかぶれがいるだなんて。


　ボクもケイ大にはいるつもりなんだけど、ケイ大に名を汚さないでヨ！」


正一「（言い返す）う、うるさい！君みたいな奴こそ、ケイ大になんか来るな！」


　　　と、二人はえんえんと口論を続けている。（以上の口論は早口で）


　　　はじめは、二人のやりとりを不安げに眺めていたムーラと卓だが、


　　　やがて、何となく笑顔になってゆく。


　　　ムーラと卓は、再び相手の顔を見つめ合う。


　　　ムーラは、服のポケットから、先に登場した手紙を取り出す。


ムーラ「（照れ臭げに）本当はさ、ストリップ公演の参加要請の手紙をもらってたんだ。


　これから東京の方にすぐ帰ろうかと思ってたんだけど、


　でも、断っちゃった方がいいよね」


卓「（微笑み）いいんですよ、夏子ちゃん。僕の事は気を使わなくても」


ムーラ「木島くん」


卓「（優しく）僕は今のままの夏子ちゃんが好きなんです。ねっ」


ムーラ「（かわいらしく）ありがとう」


　　　微笑み合う二人は、ムードの流され、キスしようと口を近づけあう。


　　　その時、「カーット！」の声が！


 


　　　　　　○テレビ・スタジオ


　　　カメラが引くと、立体歩道橋は実はスタジオ内に作られた屋内セットである。


　　　ムーラや卓たち役者の周りでは、


　　　監督やら助監督、照明やマイク係などのスタッフが動いている。


　　　「１時間休憩でーす」と助監督が大声で言い回っている。


　　　ムーラも、マネージャーに勧められて、椅子でくつろいでいる。


男の声「（ムーラの後ろから）村雨さん。村雨さん」


　　　声にハッとして、ムーラが後ろを振り返る。（カメラの方を見る）


男の声「（優しく）自伝映画の完成、おめでとうございます」


　　　ムーラは肩をすくめ、嬉しそうに、天使のような微笑みを浮かべてみせる。


　　　そのまま、ストップモーション。


 


　　　To be continued













    ゼカリヤ！（悪を狩る女神）
    ＜作品解説＞


 


　副題の「悪を狩る女神」は、内容が分かりやすいように、後から付け足したものです。特に古い作品なので、影子、極悪四天王をはじめ、旧レギュラーキャラがオンパレードで登場しています。時代設定もかなり昔で、現代の状況とは食い違う部分も多く、「もし、古賀新一の『エコエコアザラク』を原作マンガ通りに映画化してみたら、こんな内容になるのでは？」なんて説明したりもしております。


　本作は、以前はパブー内で公開していました。パブーのものは引き下げましたが、外部連携の楽天Kobo（https://books.rakuten.co.jp/rk/1df268256b5c4ba1b3c62bb15d1dafc2/）では、有料の資料付きバージョンをまだ販売したままにしています。


 


1990年執筆作品













    ゼカリヤ！（前編）
     


「もろもろの民を、主は災をもって撃たれる。すなわち彼らはなお足で立っているうちに、その肉は腐れ、目はその穴の中で腐れ、舌はその口の中で腐れる」


　　　                                          （「ゼカリヤ書」十四章十二）


 


　　　タイトル「ゼカリヤ！」


 


　　　　　　○運動場・外


 


　　　　　　○運動場・場内


　　　ちょうど、剣道の学校対抗試合の最中。


　　　四方を観客たち（ほとんどが制服の高校生）が取り囲み、たいへん賑わっている。


　　　中央では、今、次の試合が始まらんとしている。


　    対峙する、二人の防具姿の学生たち。


　　　審判が二人に対して、お決まりのルール説明をしている。


　　　面を通して、片方の学生の顔がチラリと見える。


　　　かなり、睨みのきいた面構えの男子生徒（米田）だ。


　　　一方の学生の顔も、面を通して、伺える。


　　　色白の美少年（実は、女生徒。影子）である。


 


　　　　　　○校庭


　　　二人の生徒が息を切らしながら、慌てて走っている。


　　　片方は、背の高い美人（山精）。


　　　もう一人は、彼女の後輩らしき、おとなしそうな男子生徒。


山精「（つぶやき）あの試合、止めさせなくちゃ。とんでもない事になるわ」


 


　　　　　○再び、運動場・場内


　　　審判が、試合開始の笛を鳴らす。ピー！


　　　その時、入り口のドアを開け、慌てて山精たちが入ってくる。


　　　入り口の前も観客で埋まっており、盛り上がっている為、


　　　山精らは前に進む事ができない。


山精「（つぶやき）しまった。遅かった」


　　　一方、試合中の米田は、バッと竹刀を頭の上に振り上げる。


米田「（怒鳴る）きさまあ！くたばりやがれえ」


　　　米田は、影子目がけて突進してゆく。


　　　影子は、いちおう竹刀を構えてはいるが、すっかり防御の姿勢で、


　　　米田の猛攻を見て、ややひるんでいる。


　　　その一方で、観客の間に押されながら、山精が叫ぶ。


山精「（必死に）この試合を、今すぐ止めさせてえ！」


　　　だが、その声も、沸き上がる応援のどよめきにかき消されている。


　　　ついに、米田が、影子の脳天目がけて竹刀を振り下ろさんとする。


　　　が、影子は間一髪、米田の突進コースからスルリとよけ、


　　　勢いづいていた米田は壁際まで走ってしまう。


　　　その壁のそばに居た観客たちが慌ててよけ、


　　　突進してきた米田は、勢いのままに壁向けて竹刀を振り下ろす。


　　　竹刀で叩かれるや、木造の壁は砕け、穴があく。


　　　一瞬、場内は静まり返る。


　　　全ての視線が、壁にすら穴をあけた米田の竹刀へと集中する。


　　　米田は、影子の方を振り返り、竹刀を抜き取る。


米田「このやろおう！」


　　　再び、観客たちがドッと沸く。


　　　米田の竹刀の異常に、皆、完全に混乱してしまっている。その中には、山精の姿も。


　　　米田が、影子向かって前進しだす。審判が、慌てて彼を止めようとする。


審判「君！その竹刀は、一体どうなってるんだね。ちょっと見せなさい！」


米田「うるせえ」


　　　米田は軽く肘で審判を突き飛ばし、影子の方へと向かってゆく。


　　　影子は、オタオタした動きで逃げ始める。


　　　影子のそばまでやって来た米田が、思いっきり竹刀を振り下ろす。


　　　影子がよけた為、竹刀は影子の足もとの床を直撃する。


　　　またもや木造の床板は砕け、穴があく。


　　　教師や防具姿の学生たちが、米田を取り囲み、必死に押さえ込もうとする。


　　　だが、米田の暴れっぷりの方が上で、なかなか手こずっている。


　　　中には、米田の竹刀に叩かれ、打撲部を押さえて、うめいている者もいる。


　　　一方の影子は、ただ逃げまどっているだけで、


　　　すっかり観客も動揺して混乱している為、場外にすら逃げられないでいる。


　　　ついに、妨害者を振り払った米田が、影子の方へと体を向ける。


　　　二人の間に、ちょうど人はいない。


　　　影子は完全に戦意が失せているらしく、


　　　竹刀はダラリと垂らしており、守りの姿勢すらとっていない。


米田「（大きく）これでお前もおしまいだあ！」


　　　米田、バッと駆けだす。影子目がけて、直進！


　　　その一瞬、面を通して、影子が悲しそうな表情に。


　　　影子にあと一歩というところで、米田がつまずく。


　　　勢いづいていたので、その体が少し宙に浮く。


米田「うわっ！」


　　　米田、自分の竹刀を手放してしまう。


　　　竹刀は、ちょうど米田が倒れようとしている床の上に垂直に落ちる。


　　　その上に米田がかぶさるように倒れる。


　　　勢いがついていた為、


　　　彼の腹に当たった竹刀は、そのまま彼の腹部を突き刺してゆき、


　　　まっすぐ背中にまで貫通してしまう。ズブズブズブ。


　　　米田の断末魔。まるで、標本の虫である。


　　　惨劇の終幕に、再び場内は静かになる。


　　　うろたえる観客たちの中で、山精は目を覆っている。


　　　が、すぐ審判が米田のもとへ歩み寄り、テキパキと救急車の手配などを指示しだす。


　　　一方、そのそばにヘタヘタと座り込んでいる影子のもとにも、


　　　教師らが寄ってきて、安否を訊ねている。


　　　この時、はじめて影子が面をとる。


　　　ここで、ようやく彼女が女生徒だった事が分かり、場内があらためてどよめく。


教師の一人「（影子へ）君。ケガは？」


　　　影子、静かに首を振ると、立ち上がる。


　　　そして、ゆっくりと歩き出すと、混乱している場内をよそに、


　　　まるで部外者のような素振りで外へと去ってゆく。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○校長室


　　　初老の男性教師・小野山が、真っ赤な顔で、校長の机を叩く。


　　　小野山は、かなりふてぶてしい態度だ。


小野山「校長！なぜ、白沢影子の転入を、すんなりと認めてしまったのですか！」


　　　対する、机に座った校長は、かなり温和そうな老人である。


　　　この小さな部屋に、今、人はこの二人しか居ない。


校長「（のんびりと）しかしだね、小野山くん。


　白沢くんに関するワルい話は、全てウワサに過ぎない。


　うちの高校は私立じゃないのだから、


　その程度の事で、生徒のえり好みなんかはできないよ」


小野山「（強く）剣道の対抗試合で、あんな事件が起こったにも関わらずですか？」


　　　校長、動揺の色を見せず、小野山の顔を見つめている。


小野山「相手校の米田と言う生徒は、


　審判の目を盗んで、鋼鉄を仕込んだ竹刀を持ち込んでいたんだそうですよ。


　しかも、米田の相手をしたのが、剣道部員ですらない白沢影子だった。


　それも、男子剣道部同士の対抗試合でですぞ」


 


　　　　　　○職員室前の廊下


　　　十人近い男子生徒（実は、剣道部員たち）が、


　　　罰として座禅をさせられ、うつむいている。


小野山の声「呆れる事に、剣道部のバカどもに話を聞いてみれば、


　試合直前に、正式な米田の対戦相手が腹痛を訴えた為、


　たまたまそばにいた白沢に、勝手に代理を頼んでしまったんだと言う。


　よりによって、わざわざ女生徒の白沢に、顧問の教師とも相談もせずにですよ。


　全く、何も考えてない奴らだ」


 


　　　　　　○再び、校長室


小野山「（校長に詰め寄り）これで十分でしょう！


　あの白沢と言う女生徒は、災いのもとだ。


　これ以上、問題が起こる前に、何とか転校させてしまいましょう」


校長「しかし、君。なぜ、君がそれほど熱心に？」


小野山「（少しうろたえながら）白沢影子。


　あの伝説の不良ハンターは、あちこちの学校にいきなり転校してきて、


　クズの学生だけを始末している訳じゃない。


　もし、今回、うちの高校に転入してきた真の目的が、


　不良学生なんかじゃなくて、名の知れたスパルタ教師の私だったりしたら・・・。


　大体、有名な進学校である我が校には、


　彼女に睨まれるほどの大物の不良は居なかったはずだ」


校長「そりゃ、君の考え過ぎじゃないのかね。


　それほど気になるのなら、少し君が生徒指導の仕方を緩めてみたら？」


小野山「（激しく）厳しい生活指導は、私の教育信念です。


　何も間違ってるとは思ってません」


　　　校長、ややひるむ。


小野山「白沢影子の問題で、もう一つ、気になっている事があります。


　彼女の正体が、ウワサの不良ハンターじゃないかという事で、


　ほとんどの生徒たちがすっかり動揺しきっています。


　少しツッパっているバカどもは遠巻きに白沢の事を煙たがり、


　怯えきってしまっているし、


　その一方では、白沢がどのような制裁活動を見せてくれるものなのかと期待し、


　まるでファンのように白沢に憧れる一般生徒たちが


　少しずつ増え始めているようなのです」


　　　次のシーンにオーバーラップしてゆく。


 


　　　　　　○校庭


　　　昼休み。


　　　静かに歩いている影子。やや、超然と見える。


　　　彼女の姿を見て、周りの生徒たちが、


　　　ある者は怪訝げに、ある者は興味深げに、ヒソヒソ話をしている。


　　　と、一人の男子生徒（正一）が、快活に影子のそばへ歩み寄る。


正一「（さわやかに）白沢さん！聞きましたよ。剣道の対抗試合のこと」


　　　影子は、正一の方を見て、小さく微笑んでみせる。


正一「相手の他校の生徒は、はじめっから白沢さんを殺すつもりで、


　鉄の刀を持っていたそうですね。


　ところが、白沢さんは逆にきゃつの刀を奪い取り、エイ！ヤー！トーッ！」


影子「（微笑み）ただの事故よ」


正一「とにかく、ボク、白沢さんがうちのクラスに転入してきてくれた事が、


　とっても自慢なんです。これからも頑張ってくださいね」


　　　その時、遠くから声。


法鬼の声「おーい！正一！何やってるんだ。これから、クラス委員会を始めるんだぞ」


　　　正一ら、声の方を見る。


　　　そちらの方には、なかなか男前の男子生徒・法鬼が立っている。


正一「（舌を出し）やべ！委員長だ。じゃあ、白沢さん、また！」


　　　正一は、法鬼の方へ駆けてゆく。


　　　法鬼は、かなりキツい視線を影子へ向け、やがて正一を連れて、去ってゆく。


　　　影子もまた、冷たい視線で、それを見送る。


 


　　　　　　○校舎の裏


　　　二人の不良女生徒（桐生、爪田）が、こっそりと煙草を吸っている。


　　　そこへ、もう一人、同じく不良女生徒の大場が駆けてくる。


桐生「（大場へ）白沢の様子は？」


大場「いつも通りです。なんら、新しい動きは見せてないです」


桐生「そうか」


　　　桐生、煙草を捨てて、靴でもみ消す。


桐生「米田の奴が、剣道の対抗試合に細工をして、


　白沢の奴を確実に抹殺すると言ってたから、すっかり信用してたんだがな」


爪田「（おどおどと）やっぱり、白沢の奴は魔術を使えるんですよ」


桐生「バカ！きっと、単なる偶然だよ」


爪田「へ、ヘエ。それならいいんですけどね」


桐生「大場！ちゃんと見張ってろよ。奴は、お前と同じクラスなんだからな」


大場「ハア。でも、あいつのターゲットは、やはり、あたいらなんでしょうかね？」


桐生「（カッとして）ウルセエ！その事は口にするな」


大場「（おどおどと）は、はあ」


 


　　　　　　○屋上


　　　たいへん風が強い。


　　　影子が手すりに寄りかかり、眼下の校庭を眺めている。


　　　そこへ、微笑みながら、山精がやって来る。そして、影子の横にと並ぶ。


山精「（明るく）こんにちは」


　　　影子は、山精をムシして、振り向かない。


山精「どう？この学校に少しは慣れた？なかなか、いい高校でしょう」


　　　影子、あいかわらず返事をしない。


山精「やっぱり、高校生の間は健全な生活を送らなくっちゃね。


　大きくなってから、楽しい思い出がいっぱいだったと思えるようにね」


影子「（無感情に）川合山精。確か、そう言いましたよね、先輩の名前」


山精「山精って名前がおかしい？


　でも、あなたの苗字だって、本当は白沢（しろさわ）と読むんじゃなくて、


　ハクタクが正しいんでしょう」


　　　影子、ムッとした表情をする。


影子「なぜ、こうもあたしに付きまとったりするんですか」


山精「（クスリと）あなたに興味があるだけよ。


　そう、『エバ』って一体、何なの？詳しい事をおしえてもらいたいな」


　　　影子、完全に黙り込んでしまう。


山精「実は、私、あなたがなぜ、この学校に来たのか、その理由が分かっているのよ。


　言ってあげましょうか」


　　　山精は、影子の方へ体を乗り出す。


山精「（強く）あなたの今回の標的。それは、女子高生惨殺事件の真犯人でしょう？」


　　　山精、やや身を引く。


山精「でも、だったとしたら、今回だけは手を引いた方が身のためよ。忠告しておくわ」


　　　山精は、あいかわらず校庭の方を眺めている影子をあとにして、静かに去ってゆく。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○新聞の記事のアップ、女子高生の惨殺死体、他


ナレーション「ここで、話を少し過去に戻す事にする。


　三ヶ月ほど前の事、東京近郊の土手に、


　一人の女子高生の惨殺死体が埋められているのが発見された。


　ひどい有様の死体ではあったが、身元はすぐに判明した。


　しかし、犯人に関しては全く見当がつかず、捜査は物取りの線で進められていた。


　依然として手掛かりはなく、事件は迷宮入りにとなりかけていた」


 


　　　　　　○みすぼらしい一軒家・玄関前


　　　まず、「蓑」と書かれた表札。


　　　それを見て、若い夫婦がうなずき合っている。


夫「（真剣に）ここだ。間違いない」


 


　　　　　　○一軒家・居間


　　　若い夫婦が、


　　　山高帽とマントで顔と身を隠した不気味な老人（ミノス）と対峙している。


夫「（いきなり、ミノスに土下座して）お願いします！娘の無念をはらしてください。


　このままでは、娘も成仏できません」


ミノス「（笑って）しかし、よく、この場所を突き止めたものだ」


夫「娘のためです。必死にあなたの居場所を探しました。


　藁をつかむ思いで、ウワサの糸をたどってゆき、ここにたどり着いたのです。


　お願いします。蓑さん、いや、『エバ』のミコ、ミノスさん！


　もう、あなただけが、娘の仇をとってくれる、頼みの綱なのです」


ミノス「ほほう。そこまで分かっておるのならば、願いを聞かない訳でもない」


　　　若夫婦、ワッと抱き合って、喜ぶ。


ミノス「ただ、この事件ならば、私よりも、もっとうってつけの者がいるだろう」


　　　ミノス、肩をすくめてみせる。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○廊下


　　　始業時間のチャイムが鳴っている。


　　　生徒たちが、慌てて自分の教室の方へと走っている中、


　　　影子もまた、ゆっくりと自分の教室の方に向かっている。


 


　　　　　　○教室


　　　影子が入ってくる。そして、ゆっくりと自分の机の方へ向かい、席へと着く。


　　　影子、そっと机の中から、教科書を取り出そうとする。


　　　が、取り出した教科書は、


　　　誰かによって、一度火の中に入れられたのか、黒こげになっている。


　　　一瞬、影子の表情がきつくなる。


 


　　　　　　○男子トイレ


　　　個室の中で、二人の不良男生徒がゲラゲラ笑いながら、煙草をふかしている。


不良Ａ「・・・でよ、あの転校してきた白沢って女、


　ツンとすましてて、気に食わないだろ。


　そこで、奴の教科書を、さっき、ゴミ焼きのストーブの中に放り込んでやったんだ。


　今ごろ、黒焦げになった教科書を見て、白沢の奴、泣きべそをかいているだろうよ」


不良Ｂ「そりゃあいいや。ハハ。ざまあみろ。なにが、伝説の不良ハンターだ。クソ！」


　　　不良Ａ、便器の中へと煙草を投げ捨てる。


　　　途端に、その煙草の火が、逆に大きく立ちのぼる。二人の不良の服へと燃え移る。


不良たち「うわあっ！」


 


　　　　　　○校庭


　　　校庭のそばを、影子がボンヤリと歩いている。


　　　その時、上から影子目がけて水が降ってくる。


　　　びしょ濡れになった影子、上を見上げる。


　　　三階の窓から、空になったバケツを持った男子生徒が、


　　　笑いながら、影子の方を見下ろしている。


　　　影子は、彼の方を見ながら、また、きつい表情になる。


 


　　　　　　○グラウンド


　　　隅に設置された野外水道の水を、


　　　影子に水をかけた男子生徒らが、ふざけ合いながら、飲み合っている。


　　　と、いきなり水道が壊れ、蛇口が吹っ飛ぶ。水が豪雨のように一面に散り、


　　　男子生徒らは水浸しになってしまう。


　　　特に、影子に水をかけた男子生徒は、水の直撃を浴びる。


 


　　　　　　○職員室前の廊下


　　　座禅して、うつむいている不良Ａ・Ｂの前を、


　　　怒りながら、小野山がうろつき歩いている。


小野山「全く、なんてバカどもなんだ。


　トイレに隠れて煙草を吸っていた上、放火騒ぎを起こすとはな。


　どうしようもないクズだよ、お前らは」


　　　一瞬、小野山が動くのを止める。視線が廊下の奥の方へと向けられる。


　　　そこには、立ち止まった影子が、冷たい目でこちらの方を見ている。


　　　小野山も、つい息をのむ。


　　　やがて、影子は視線をそらし、歩き去ってゆく。


小野山「（吐き捨てるように）くそう。いまいましい奴だ！」


 


　　　　　　○山精の教室


　　　後ろの方で、山精が、数人の男子生徒と話をしている。


山精「（呆然と）やはり、あの子には、何かがあるのよ」


　　　男子生徒らもうなずいている。


山精「早く、その秘密をあばかねば。『エバ』の正体を解かなくては」


　　　男子生徒らも、いっしょに考え込んでいる。


　　　と、山精の視線が、ふと教室の入り口の方へ動く。


　　　そこでは、不安げに大場が教室の中を覗き込んでいる。山精、ハッとする。


山精「（皆へ）ゴメン。ちょっと」


　　　山精は、大場の方へ小走りで向かう。


 


　　　　　　○廊下


　　　影子が窓に寄りかかり、ボンヤリと外を眺めている。


　　　ふと、彼女の肩に手をかけた者がいる。


　　　影子が振り向くと、そこには法鬼が立っている。


法鬼「（真面目に）白沢くん、ちょっといいかい」


　　　影子、ボンヤリと法鬼の顔を眺めている。


法鬼「クラス委員長として、どうしてもはっきりと知っておきたい事があるんだ。


　君にまつわるウワサ、あれは真実なのかい？」


　　　影子、何も返事をしない。


法鬼「（強く）君が、伝説の不良ハンターだと言う話は本当なのかい。


　ねえ！答えてくれ！」


　　　影子、少し尻込みする。


　　　その時、遠くから声。


生徒会長の声「ちょっと。法鬼くん」


　　　ハッとして、法鬼が声の方を見る。


　　　そこには、かなりキザっぽい感じの生徒会長がいる。


生徒会長「ちょっと、来てくれないかい」


　　　法鬼、残念げに影子の方をチラチラ見ながら、生徒会長のもとへ向かう。


 


　　　　　　○生徒会室


　　　生徒会長と法鬼の二人だけで、ひっそり会合をしている。


　　　二人とも立っており、生徒会長の方は神経質に歩き回っている。


生徒会長「・・・で、白沢影子に関する詳しい話は分かったのかね」


法鬼「いえ、それが、なかなか話をする機会がつくれなくて」


生徒会長「いいかね、法鬼くん。あの白沢と言う生徒は、全くの未知の爆弾なんだ。


　いつ、この高校全体を脅かすような存在になるかも分からない。


　我々生徒会は、そのような事態を未然に防ぎ、


　学校の秩序と保安を自主的に守っていかなくてはいけないのだ。分かるね」


法鬼「はあ」


生徒会長「では、もっと白沢影子の調査を急ぎなさい」


 


　　　　　　○校門近辺


　　　放課後。


　　　出て行こうとしている影子が、法鬼の方に振り返っている。


影子「あなたも、しつこい人ね」


　　　法鬼も、影子の顔を真剣に見つめ返している。


影子「分かったわ。それじゃ、教えてあげる。


　この町に、栄光塾と言う進学塾があるわ。


　そこにいる間野ひさおと言う人を訪ねてごらんなさい」


法鬼「（つぶやき）栄光塾？」


　　　影子、さっさと校門から出て行ってしまう。


 


　　　　　　○町中


　　　メモを見ながら歩いている法鬼。


 


　　　　　　○栄光塾・外


　　　まず、「栄光塾」の看板。


　　　それとメモを見比べて、法鬼が頷いている。


 


　　　　　　○栄光塾・廊下


　　　受付の女事務員のあとをついて、法鬼が歩いている。


事務員「間野先生でしたら、ちょうど講義を終えたばかりのはずですわ」


　　　二人は、教室の一つの前にまでやって来る。


 


　　　　　　○栄光塾・教室


　　　講義が終わったばかりらしく、


　　　沢山いた生徒たちが、どよめきながら、散り始めている。


　　　入り口から出ていこうとする生徒の間をくぐって、


　　　法鬼と女事務員が入ってくる。


　　　教卓では、美人の女教師が、なにかメモを整理している。


事務員「（女教師の方を見て）こちらが間野先生です」


法鬼「（ぽかんと）女の人だったんですか」


　　　ひさおは、法鬼の方を見て、ニッコリと微笑む。


 


　　　　　　○公園


　　　噴水のそばを、ひさおと法鬼が、並んで歩いている。


ひさお「白沢影子。あの子の名前は、本当は間野影子と言います」


　　　法鬼は、ひさおの話に聞き入っている。


ひさお「あの子は、たいへん可哀相な子なんです。


　小学生の時、年上の不良学生に、人には言えないような屈辱を受けたのです。


　それ以来、あの子は不良に対しては強い憎悪を持つようになり、


　いつしか自ら不良を狩る者となっていったのです」


法鬼「なぜ、あなたが、そんな事を？」


ひさお「（にっこりと）だって、あの子を産んだのは私ですもの」


　　　法鬼、あっけにとられる。


 


　　　　　　○町中


　　　ぼんやりとしながら、歩いている法鬼。


 


　　　　　　○回想


　　　影子の秘密を語るひさお。


ひさお「あの子の秘密。それは『エバ』です。復讐の宗教『エバ』。


　それに関わりだして以来、あの子は二度と私の元には戻ってきてはくれませんでした」


 


　　　　　　○再び、町中を歩く法鬼


 


　　　　　　○再び、回想の中のひさお


ひさお「『エバ』は、恐ろしく、とても危険な宗教です。


　あの子に近づいてはいけません。あなたにも、災いが降り掛かる事でしょう」


 


　　　　　　○再び、町中を歩く法鬼


　　　法鬼の表情がきつくなる。


 


　　　　　　○回想


　　　三人連れで帰り道を歩いている女子高生たち。楽しそう。


　　　やがて、土手の途中で、一人の女生徒が、他の二人と別れる。


　　　その女生徒が歩き出そうとするが、ハッと立ち止まる。


　　　前の方から、桐生、爪田、大場の三人がやって来たのである。


　　　女生徒は彼女らと目が合い、急にオドオドした態度になってしまう。


桐生「（女生徒へ）ヨーコじゃねえか。久しぶりだな。


　中学の頃と比べたら、やけに楽しそうじゃねえか」


　　　桐生らは、ヨーコと呼んだ女生徒の周りを取り囲む。


　　　周りには、あいにく誰もいない。


桐生「どうだい。中学の頃みたいに、また一緒に遊ぼうか」


　　　・・・路地裏にて。


　　　頭にボロ袋を被せられて、何も見えない状態にされたヨーコが、


　　　桐生ら三人に、寄ってたかって、叩かれたり、蹴られたりしている。


　　　桐生らは、とても楽しそう。完全にイジメである。


　　　やがて、叫びながら、ヨーコがよろめき倒れる。


ヨーコ「イタイ。目が痛い」


桐生「（笑って）何だよ、このぐらいで！」


　　　桐生ら、さらにヨーコをいたぶり続ける。


　　　が、ヨーコの被った袋がじょじょに赤く染まってゆくのを見て、


　　　ギョッと動きを止める。


　　　・・・路地に寝かされ、うめきながら、両目から血を流し続けているヨーコ。


　　　桐生らも、すっかりうろたえている。


大場「どうするんです！少しも血が止まりませんよ。このままじゃ、出血多量で」


爪田「き、救急車を・・・」


桐生「バカヤロー！なんて説明すればいいんだよ」


大場「このままじゃ、本当に死んで・・・」


桐生「（真剣に）やるしかないか」


　　　桐生ら三人は、怯える表情で、悶え苦しんでいるヨーコの方を見つめる。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○校舎の裏


　　　壁に寄っかかっている桐生がうなされている。彼女のそばに、爪田が寄り添う。


爪田「桐生さん、桐生さん。大丈夫ですか」


桐生「（ハッと）何でもねえよ」


爪田「うなされてたようですが」


桐生「それより、大場の奴は、まだ来ないのか」


　　　桐生、手に持っていた煙草を投げ捨てる。


桐生「決めたぜ。白沢の野郎とケリをつけちまおう。


　今日は職員会議があるから、放課後は、一般生徒は皆すぐ帰っちまうはずだ。


　そのスキを狙って、白沢をおびきだすんだ」


爪田「でも、そんなに急がなくても」


桐生「ウルセエ。言っとくが、あの事件は、うちら三人の共同責任なんだぞ！


　忘れるなよ。皆、片棒を担いでるんだ。三人で決着をつけなくちゃいけないんだ。


　大場にも、そう言っておけよ」


爪田「ハ、ハア」


 


　　　　　　○校庭


　　　他の生徒に紛れて、影子も歩いている。


　　　と、その時。


山精の声「白沢さん！」


　　　影子が、声の方に振り向くと、そこには悲しげな表情で山精が立っている。


山精「今日は職員会議のある日よ。このあと、真っすぐ、おうちに帰るの？」


　　　影子は、うるさげに山精に背を向ける。


山精「今日は早く帰った方がいいわ。どう？」


　　　影子、ムシして、去っていこうとする。


山精「（いきなり）イエスは言われし！


　汝の右ほほを打たれれば、左のほほをも差しだせ！」


　　　影子、一瞬ギョッとして立ち止まる。


　　　その後ろで、山精は小さく微笑む。


　　　が、影子は、あえてムシし続け、歩き去ってゆく。


 


　　　　　　○教室


　　　影子が机に座っており、そのそばで正一がしきりに喋りまくっている。


　　　他に人はいない。


　　　影子も、正一のとりとめもない世間話を楽しげに聞いている。


　　　ふと、彼女がハッとする。


影子「正一くん、そろそろ帰った方がいいわ」


正一「え。白沢さんは？」


影子「（にっこりと）あたしも、あとからすぐに帰るわ」


 


　　　　　　○廊下


　　　放課後をだいぶ過ぎ、もう誰もいない。


　　　そこを、法鬼が一人、気難しげな顔で歩いている。


　　　と、ひどく殺気立った桐生ら三人とすれ違い、


　　　彼はフッと彼女らの方を振り返る。


 


　　　　　　○別の廊下


　　　同じく、人影のない中、影子が一人、のんびりと歩いている。


　　　そのあとを、桐生ら三人がこっそりとつけている。


 


　　　　　　○教室


　　　影子が入ってくる。人は誰もいない。


　　　影子は、窓際にまでやって来ると、ゆっくりと振り返る。


　　　入り口の近辺には、殺気立った桐生ら三人が立っている。


桐生「（いらつきながら）なんだよ、この野郎。


　アタイらを、わざとおびき寄せたつもりかよ！」


　　　影子、小さく口元に笑みを浮かべる。


桐生「爪田！こいつを押さえつけな！大場！誰も来ないか、見張るんだ」


　　　爪田と大場は、すぐ行動に移る。


　　　爪田は、影子を羽交い締めにし、大場は入り口の方へ走り向かう。


　　　影子は全く抵抗しようとしない。


桐生「（カッと）一体、何なんだよ、テメーは。何を考えてやがるんだ。言え！」


　　　影子は、笑みを崩そうとしない。何も喋らない。


桐生「アタイらの秘密を知ってるのかよ。どうなんだよ」


　　　影子に変化はなし。


爪田「（オドオドと）桐生さん。袋にしてしまいましょうか」


桐生「いや、もう少し待て」


　　　桐生が、いらつきながら、煙草を出し、吸い始める。


　　　ふと、影子が悲しげな表情を見せる。


影子「あなたたち、なぜそこまで悩んでいるのに、反省しようとしないのですか。


　償いさえすれば、自由になれると言うのに」


桐生「（ギョッと）う、うるせえ！テメーの知った事か！」


　　　桐生は、影子の制服に手をかけ、襟元を引き摺りおろし、


　　　影子の左肩を露出させる。


　　　そして、彼女の肌に煙草の先を押し付け、サディスティックに笑う。


　　　影子も、はじめて苦痛の表情を見せる。


桐生「（笑って）どうだ、この野郎。いい子ぶりやがって！」


　　　影子、悲しげに涙を流す。


影子「分かりました。あなたを全てから自由にしてあげましょう。いいのですね」


桐生「（ケタケタと）バカ野郎。とりこになってるのは、お前の方なんだぜ。


　できるもんなら、やってみろ！」


　　　影子、キッと桐生を睨みつける。


影子「目には目を、歯には歯を。あなたの罪に従って、裁かれなさい！」


　　　突然、桐生がビクンと体をこわばらす。


　　　次の瞬間、彼女は床の上に崩れ、両目を押さえて、もがきだす。


桐生「め、目が。目が・・・」


　　　爪田、呆気にとられて、影子の体を放す。


　　　大場も、オタオタと桐生の方を振り返っている。


　　　影子だけが、冷たく笑みを浮かべている。


爪田「（オロオロと）き、桐生さん、大丈夫ですか」


桐生「目が。目が痛い！この痛さは・・・」


　　　桐生、苦痛のあまり、盲めっぽうに暴れだす。爪田も手に負えない。


　　　あげくの果てに、桐生は窓目がけて、奇声を上げながら、突進してゆく。


　　　ガチャーン！


　　　ここは、三階である。桐生の姿が、窓の外に消えてゆく。


　　　思わぬ事態に、爪田はがく然として、ひざをつく。


　　　そして、うつろな目をして、ゲラゲラと笑い出す。狂ってしまったのだ。


　　　影子は、キッと大場の方を睨む。


　　　大場は、汗だくになって怯えており、つい尻もちをつく。


大場「（半泣きで）あ、あんな事になるなんて思ってもいなかったんだ。


　あたしたちのせいじゃない。アレは事故だ。殺すつもりはなかったんだ。


　本当は、あたしたちだって、あんな事はしたくなかったんだ」


　　　大場は、へっぴり腰で、慌てて教室の外へ逃げ去ってゆく。


　　　それを冷たい視線で見送った影子は、


　　　今度は教室の後ろのロッカーの方をキッと睨みつける。


影子「終わったわ。そろそろ、隠れてないで、出てらっしゃい」


　　　ロッカーとカーテンのすき間から、こっそり隠れていた法鬼が出てくる。


　　　呆然とした表情のまま、影子のそばにまで歩み寄る。


影子「（冷たく）今見た事を、全て皆に話す？


　それとも、人が来る前に、騒ぎに巻き込まれぬよう、


　あたしと一緒に、この教室から出てゆく？」


　　　爪田の狂った笑い声が、けたたましく響き続けている。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○職員室　　（夜）


　　　職員会議の最中。教員たちは、皆、深刻な顔をしている。


　　　中でも、場を取り仕切っている小野山は、完全にイライラしている。


小野山「女生徒が一人、転落死。目撃者と思われる女生徒は発狂。


　この非常時に、校長はちょうど病欠ときた。


　この二人と仲が良かったと言う女生徒とは連絡がとれたのかね」


教員Ａ「（オタオタと）いえ、彼女の家には電話はしてみたのですが、


　部屋に閉じこもったきり、鍵をかけて、出てこようとしないとかで・・・」


小野山「ええい！全く、どうなっておるのだ。


　なにか、もっとはっきりした事は分からないのかね」


教員Ｂ「あの、小野山先生。


　事故当時、ちょうど校舎の中に残っていた生徒を応接間の方に呼んでいるのですが」


小野山「よし、分かった！私が直接いろいろ聞いてみる事にする。


　なにか、この事故について知っているかもしれん」


教員Ｂ「（弱り顔で）あの・・・」


小野山「（強く）いい！私一人で質問する！生徒の扱い方は慣れている！」


 


　　　　　　○路地　　（夜）


　　　左右をビルに囲まれている。


　　　幅広い割には、とても静かで、人通りもなく、車も走っていない。


　　　そこを、きつい表情をした影子が、静かに歩いている。


 


　　　　　　○応接間　　（夜）


　　　小野山と法鬼が、向かい合って座っている。


　　　法鬼は、ソファに礼儀正しく座っているが、その表情はこわばっている。


小野山「さあ、君。見た事を全て話してくれたまえ。


　事故当時、君の他にも校舎に残っていた生徒は居なかったのかね」


法鬼「（ポツンと）ちっとも分かっちゃいない」


小野山「（ギョッと）うん？」


法鬼「これから、大変な事になりますよ。もう防げっこない」


小野山「（うろたえながら）き、君、いったい何を言っておるのかね」


法鬼「僕たちは、こんな事態にならないように、ずっと気を遣ってきていた。


　でも、もうおしまいだ！」


小野山「い、いったい何の事なのかね」


法鬼「関東には、四人の大番長がいると言う話を、小野山先生はご存知ですか」


小野山「番長？不良のリーダーの事かね。古くさい言い回しを」


法鬼「言い方なんて問題じゃありません。


　生徒たちは、誰だって、彼らの存在の事を知っていた。


　皆、彼らの事を『極悪四天王』と名付けて、動き出す事を極度に怯えていた」


小野山「たかが、不良のリーダーに対してかね」


法鬼「だから、分かっていないと言うんです。


　四天王は、それぞれ派閥を作って、ずっといがみ合い続けている。


　もし、本気で抗争を始めれば、学校どころじゃなくなるでしょう。


　先生だって、山崎高校の『不死身の永山』のウワサくらいは


　耳にした事があるんじゃありませんか」


小野山「（ハッと）永山？


　確か、同僚の教師が、山崎高校には、手をつけられないほどの暴れん坊がいる、


　と言ってたような気がする」


法鬼「彼も、四天王の一人です。


　彼は、ずっと落第し続けているから、


　これからも四天王として君臨し続けるはずでしょう」


小野山「しかし、そんなに手に負えない不良が、他に三人も？」


法鬼「学生だったら、誰だって知ってます。皆、ヒソヒソとウワサし続けていた。


　知らないのは、教師たちだけです」


小野山「（動揺しながら）だが、それと今回の事故とどう関係あると言うのかね。


　いったい、何を・・・」


法鬼「（きつく）ここまで言えば、先生だって気付いたはずじゃありませんか。


　いるんですよ、うちの高校にも。『極悪四天王』の一人が！」


小野山「（震えて）ま、まさか！


　そんな不良生徒、私は知らんぞ！そんな奴はいないはずだ」


法鬼「三年の川合山精。彼女とは、先生だって顔見知りのはずでしょう」


小野山「（がく然と）か、彼女は模範生だ。


　成績優秀だし、熱心なクリスチャンのはずだ。


　去年の論文コンテストでは特賞をとったし・・・彼女が、まさか！」


法鬼「（イヤミに）そのマサカなんですよ」


 


　　　　　　○再び、路地　　（夜）


　　　影子が歩いていると、けたたましいバイクの音が聞こえだす。


　　　やがて、彼女の前方から、沢山のバイクがやって来る。明らかに暴走族である。


　　　バイク群は、影子のやや前方で停車する。


　　　影子もまた、立ち止まる。


　　　バイクの他に、ツッパった学生群もやって来て、バイクのそばに立ち並ぶ。


　　　そして、黒いドレスを着た山精もまた、登場する。


　　　彼女は、首に十字架を掛けている。


　　　怖い表情をしているが、同時に悲しげでもある。


　　　彼女もバイクの最先端まで来ると立ち止まり、キッと影子の方を睨みつける。


　　　影子も、強く彼女を直視する。


山精「（トーンを落として）今、大場ユミが死んだとの連絡を受けたわ。


　自分の部屋で、首つり自殺をしたんですって」


　　　山精、ガクリとひざをつき、ボロボロと泣き出す。


山精「あの子は、私の腹違いの妹だった。皆に秘密にしてた事だったんだけどね。


　でも、私は心の底から、あの子の事を愛していた」


　　　山精、スックと立ち、強く影子を睨みつける。


山精「（ドスをきかせて）あれほど忠告したのに！あの子を殺したのは、あなたよ！


　分かっているのよ！白沢さん！いや、復讐する『エバ』のミコ・ハクタクさん！


　あなたも、あの子に復讐したつもりなのかもしれないけど、


　私もあの子の復讐をさせてもらうわ！


　分かった？あの子以上の苦しみを味わわせてあげるわ」


　　　山精は、狂ったように高笑いする。


　　　影子もまた、冷ややかに彼女の姿を見返している。　　　（ＦＯ）













    ゼカリヤ！（後編）
     [image: ]


最初期の段階での極悪四天王の設定イメージイラスト


 


　　　　　　○校門前


　　　一人の制服姿の警部（中村）がやって来て、立ち止まる。校舎の方を見ながら、


　　　彼はうなずく。


中村「（つぶやく）ウン、この高校だな」


 


　　　　　　○応接間


　　　小野山と中村が、向かい合って座っている。小野山は、ややイラだっている。


小野山「校長も教頭も、今日はあいにく留守でしてね。中村さんと言いましたね。


　ご用件の方は？」


中村「いえ、実は私、東京の方で起こった女子高生惨殺事件の担当をしておりましてね、


　いろいろと被害者の身元を調べてゆくうち、奇妙な事実を発見したのですよ」


小野山「（ビクリとして）と、言いますと？」


中村「先日、この高校では、一人の女子生徒が飛び降り自殺をしたと言う事ですよね」


小野山「（強く）自殺ではありません！あれは、あくまで事故です」


中村「でも、同日、本当に自殺した子もいるんでしょう。


　それにもう一人、原因不明のまま、発狂した子。


　この三人は友人関係にあったのでしょう。名前は、桐生に爪田、そして大場・・・」


小野山「何を言いたいのですか！」


中村「（うっすらと微笑み）この三人、中学の頃は、


　例の惨殺事件の被害者の女の子のクラスメートだったんですよ。


　なにか、変なつながりがあるんじゃないかと思いませんか」


　　　小野山、呆気にとられて、沈黙する。


中村「ようやく、目撃者の証言を得ましてね。


　殺される前、


　被害者の女の子が三人連れの女の子といっしょにいた事が分かったんですよ。


　被害者の現在のクラスメートではなかったらしい。


　もしや、中学の頃の友達じゃないかと思って、


　この高校にまで手を伸ばしてみたのですよ。


　そしたら、容疑者の三人は、この始末だ」


小野山「ほっといてもらいたい！


　この三人の不祥事に関しては、うちの高校で責任をとる！」


中村「（冷ややかに）小野山さんと言いましたよね。


　あなたは復讐の宗教『エバ』の事をご存知ですか」


小野山「（きょとんと）『エバ』？」


中村「ウワサに過ぎないんですけどね、


　頼めば、被害者に代わって復讐をしてくれるんだそうですよ。


　九人のミコと言うのがいてね」


小野山「そ、そんな、たわけた話・・・」


中村「ですよね。でも、私、この仕事を始めてから、もう長い事たつのですが、


　時々、ヘンな事件に出くわすのですよ。


　捜査中の犯人がポッカリ消えてしまう事があるんです。


　そう、完全に蒸発してしまうんですよ。あと一歩まで追いつめたと言うのに。


　かと思ったら、変死体の正体が、迷宮入りした大事件の真犯人だったりしてね」


　　　小野山は、中村の話にがく然としている。


中村「ねえ、小野山さん。


　この世の中の闇の部分には、


　きっと未知の力が存在しているのではないかと思いませんか。


　そう、今回の三人の女生徒の事故に関しても・・・」


小野山「（怒って）失礼ですが、うちの高校に限って、


　ゴシップみたいなものは何もありません。


　捜査に協力できなくて、たいへん残念ですが、お引き取り願いませんか」


中村「（ゆっくりと席を立ちながら）私は、本職のかたわら、


　『エバ』に関しても詳しく研究しています。


　いつでも私の事を呼んでください。話に乗りますよ」


 


　　　　　　○再び、校門前


　　　校門をくぐって、外へ出てきた中村が、ハーッとため息をつく。


　　　彼は、ソッと振り返り、もう一度、校舎の方を見る。


　　　授業中のはずなのに、妙に騒がしい。


 


　　　　　　○教室


　　　入り口から、のんびりと若い男性教員が入ってくる。


　　　彼は、教卓の前までやって来ると、生徒の方を見る。


教員「それでは、これから授業を・・・」


　　　彼は、思わず息をのむ。


　　　男子生徒たちしか居ないのである。


　　　それも、パンクヘアやハデなガクラン姿の、鋭い目つきの不良ばかりだ。


教員「（おどつきながら）き、君たちは、このクラスの生徒じゃないね」


　　　バッと、一人のパンク（草花）が立ち上がる。


草花「（きつく）ウルセエ！


　酷い目にあいたくなかったら、この教室から、さっさと出て行きな！」


　　　他の不良たちも、いっせいにガヤガヤとわめき出す。


　　　教員は青ざめて、慌てて教室の外へ走り逃げてゆく。


　　　草花をはじめ、不良たちがドッと笑う。


 


　　　　　　○グラウンド


　　　無人のグラウンドの上を、一人、影子が校舎の方むかって歩いている。


　　　その前に、真剣な表情の法鬼が立ちふさがる。その為、影子も立ち止まる。


法鬼「（冷静に）白沢さん。今、校舎の中に入っちゃいけない。


　川合の一派がいっせいに動き始めた。


　川合が禁止を解除したので、皆が堂々と不良行為をしだした。


　今、君が彼らの前に姿を見せようものなら、たちまちのうちに殺されてしまうぞ」


影子「（動揺せずに）大場さんの葬式も無事に終わったのね。


　川合さんは、確か、大場さんを弔ってから、攻撃を始めると言ってたわ」


　　　影子は、法鬼の横を通り抜けて、校舎の方へ向かおうとする。


　　　それを、法鬼は慌てて押さえつける。


法鬼「（つい、大声で）じゃあ、君は、全ての事態を分かってて、


　連中に立ち向かおうと言うのかい。


　ムチャだよ！君の使う能力の秘密は全て分かった。


　君自身は、いつも何もしていない。


　相手が君に加えた攻撃を、ただはね返しているだけなんだ。


　それこそ、十倍に、いや百倍ぐらいに増幅して。


　でも、今は相手の人数が多過ぎる！はね返す前に殺されてしまうぞ！」


　　　影子は、バッと法鬼の方を振り向く。その目が涙で潤んでいる。


　　　法鬼もハッとする。


影子「（泣き声で）あたしだって、本当は何もしたくないわ！


　皆と仲良くしたいのよ。でも、皆があたしに干渉してくるのよ！


　あたしだって、本当ははね返したりなんかしたくないわ！」


法鬼「（うろたえながら）復讐からは復讐しか生まれないんだ」


影子「でも、復讐しなきゃ、何も変わらないじゃない。復讐し続けるしかないのよ」


　　　影子、うつむいて、グズグズと泣き出す。


　　　その姿を、法鬼が弱りながら、見守っている。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○職員室


　　　教員たちが、皆、青ざめた表情をしている。


　　　先ほど、教室から追い出された男性教員は、完全に放心状態で机に座っている。


　　　小野山もいて、彼もすっかりうろたえ、いらついている。


教員Ａ「廊下で堂々と煙草を吸っている生徒もいます。


　あちこちで窓ガラスや机が壊されていました」


教員Ｂ「田中先生が恐喝され、拒否したところ、殴られたそうです」


教員Ｃ「一体、どうすれば・・・」


小野山「（イライラと）とにかく、現状が外に漏れないように、


　できる限り平静を振る舞うんだ。全く、一体、なんでこんな事に！」


 


　　　　　　○教室


　　　山精が、机の上に、一冊の洋書を置く。


　　　彼女の周りを、不良生徒たちが何重にもなって取り巻いている。


山精「（ゆっくりと）カリオストロ・著『霊魂の不滅』。


　この本は、『エバ』の聖典と言われている謎の著書よ。


　この本の中に、『エバ』や白沢影子の謎を解く鍵も隠されているはず。


　『エバ』の秘密を完全に知り、絶対に白沢を殺すわ。いいわね、皆」


　　　山精が、部下の不良たちの顔を見回す。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○路地Ａ　　（夜）


　　　ほとんど、人影がない。影子が一人、静かに歩いている。


　　　その後ろを、こっそりと数人の不良学生（山精の部下）がつけている。


　　　彼らはトランシーバーを持っている。


不良Ａ「（レシーバーへ）こちら、軽井沢。草花さん、どうぞ。


　白沢影子は、現在、第三地点を通過」


 


　　　　　　○路地Ｂ　　（夜）


　　　山精、草花を中心とした十人以上の不良がたむろしていて、


　　　レシーバーで連絡を受けている。


草花「（レシーバーを手にしながら）山精さん。好都合ですぜ。


　白沢の奴、自分から進んで、袋小路の方へ向かっているようですよ」


山精「（冷たく）そのまま、追い詰めてって」


 


　　　　　　○路地Ｃ　　（夜）


　　　左右が高い塀でふさがれた一本道。そこを、影子が前進している。


　　　後ろからは、相変わらず、数人の不良がこっそりとつけている。


 


　　　　　　○裏路地　　（夜）


　　　複雑に入り組んだビル群の間の一角。


　　　すでにいる数人の不良のもとに、


　　　草花を筆頭とする十人前後の不良たちがガヤガヤとやって来る。


　　　そのあとから、ゆっくりと山精もやって来る。


草花「（すでにいた不良へ）白沢が、この奥に去っていったと言う話は本当か！」


すでにいた不良の一人「ヘエ。間違いありません。


　これで、奴も袋のネズミ同然ですぜ。何ヵ所かの抜け道さえ、ふさいじまえば」


山精「（やや不安げに）まるで、私たちをおびき寄せたかのようね」


草花「気にするこたァないですよ。奴も自分から死を急いでいるんだ。


　ここで決着をつけてしまいやしょう」


山精「ウン。そうね」


　　　山精、手にしていたムチをビンと鳴らす！


草花「（仲間たちへ）よし！皆！気を引き締めろ！いっせい攻撃をかけるぞ。


　絶対に白沢を逃がすなよ！」


　　　皆がバタバタと動き出す。


　　　山精はジッと、


　　　影子が去っていったと言う路地の奥の方（暗くて、よく見えない）を睨んでいる。


　　　その時、いずこから騒がしくバイク音が聞こえてくる。山精たちはギョッとする。


　　　皆は、影子がいる方とは反対側の方向へ目をやる。


　　　そちらの方向から、沢山のバイクが近づいてくる。


　　　同時に、不気味なムードで、沢山の不良学生もやって来る。


　　　数では、完全に山精グループを圧倒している。


　　　彼らは、山精らのすぐ前まで来て、立ち止まり、彼女らと対峙する。


　　　思わぬ事態に、山精らはがく然とし、動揺している。


　　　やって来た不良学生たちの中から、丸坊主の大男（永山）が一歩前進して、


　　　山精らに姿を見せつける。


永山「（ドスをきかせて）おい、山精！白沢影子は、オレの獲物だ。


　こちらの方へ、引き渡してもらおうか」


　　　彼の姿を見て、山精は呆気にとられる。


山精「（つぶやき）永山・・・」


永山「白沢は、お前だけの仇じゃない。


　オレも愛する子分をかなり沢山、あいつの為に失っているんだ。


　奴のトドメはオレが刺す！いいか、分かったか！」


　　　山精らはひとかたまりになって、慌てふためく。


草花「さ、山精さん、どうします？


　もし拒否したら、永山はきっと攻撃してきますぜ。全く、なんて事に」


別の子分「この人数じゃ、とうてい勝てっこありませんよ。


　しかも、不死身の永山が相手じゃ・・・」


山精「（落ち着いて）仕方ないわ。引き揚げましょう」


草花「え！でも、せっかく、ここまで白沢を追い詰めたと言うのに」


山精「永山とここでやり合って、同士討ちになったら、元も子もないわ。


　一度、体勢を整え直す事にしましょう」


　　　山精らのコソコソ話をヨソに、永山が怒鳴る。


永山「おい！どうするんだ！」


山精「（仲間にだけコッソリと）でも、白沢の命だけは、永山にはやらないわ。


　白沢がうまく逃げ出すだけの時間を稼ぎましょう」


　　　山精、ニヤリと笑う。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○教室


　　　山精がボンヤリと窓から外を眺めている。


　　　教室の中には、他にも彼女の子分たちがたむろしている。


山精「（つぶやき）永山め。彼を何とかしなくては・・・」


　　　山精、はたと一人で相づちを打つ。サッと機敏に動き出すと、外へと出てゆく。


 


　　　　　　○校門


　　　「天文高校」の看板が読める。


 


　　　　　　○理科室


　　　白衣を着た、秀才風の学生（魔人）がビーカーやフラスコを手に、


　　　一人、何かの実験をしている。


　　　そこへ、いきなり戸を開き、山精が入ってくる。


　　　魔人は彼女の方をハッと見るが、あまり動じず、そのまま実験をし続ける。


　　　山精はいたずらっぽい笑みを浮かべて、魔人のそばにまで近づく。


魔人「（実験を続けながら）山精ほどのアネゴが、私に何の用かね」


山精「（微笑みながら）ねえ、魔人くん、手を組まない？」


魔人「ほう。何か、あったのかね」


山精「代償は、私を自由にしていい、と言う事でどう？」


魔人「（笑って）そりゃあ、かなりの決心みたいだね。


　さては、永山の奴と、ついに決着をつけるつもりになったのかな」


山精「それもあるわ。でも、本当の理由は、もう一人・・・」


魔人「（顔をしかめ）もう一人？」


山精「白沢影子をしとめたいの」


魔人「（楽しげに）白沢影子！あの伝説の不良ハンターか。


　なるほど、おもしろい。前から一度、お手合わせしてみたいとは思っていた」


山精「（強く）協力してくれる？」


魔人「（目でうなずき）まあ、よいだろう」


 


　　　　　　○暴力キャバレー内


　　　数人の学生が、複数のヤクザの輪の中にいて、失神している。


　　　そうとう痛めつけられたらしく、ボロボロである。


　　　その時、ドアを開けて、堂々と永山が入ってくる。


　　　ヤクザたちは、彼の方を見る。


ヤクザのボス「あんたかい。この学生さんたちの親分と言うのは。困った奴らですよ。


　レシートを渡した途端、お金を払うのを拒みましてネ」


永山「（ぶっきらぼうに）さあ、仲間を返してもらおうか」


ヤクザのボス「お金の方が先ですよ。あんたが払ってくれるんでしょう？」


永山「金はない。子分の起こした問題は、オレが始末する」


ヤクザの一人「ヘン。ちょっとツッパってるからって、イキがるなよ」


ヤクザのボス「こいつもフクロにして、ちょっと仁義でも教えてやんな」


　　　ヤクザたちが、ワッと永山に飛びかかってゆく。


　　　ところが、永山はなかなか強い。ヤクザたちを、素手で次々になぎ倒してゆく。


ヤクザのボス「（さすがに動揺して）こ、この野郎！」


　　　ボスはドスを出して、永山のふところに飛び込んでゆく。


　　　しかし、あっけなく叩き飛ばされてしまう。


ヤクザの一人「（ハッとして）こ、こいつ、ひょっとしたら、不死身の永山じゃ・・・」


別のヤクザ「（ギョッとして）永山！あの関東一円を支配する総番長の！」


　　　ヤクザたち、ピタリと永山への攻撃をやめて、静まり返る。


永山「（しぶく）分かったら、さっさと出ていきな！」


　　　ヤクザたち、ワッと外へ逃げ去ってしまう。


　　　永山は、失神している子分たちのもとへ歩み寄る。


　　　その時、慌ててドアを開けて、彼の子分の一人が入ってくる。


子分「（慌てて）永山さん！大変な事が起きましたぜ！」


永山「（子分の方を振り向き）どうした？」


子分「山精の野郎が、魔人と手を組みました」


永山「なに！」


子分「明らかに、永山さんに楯突くつもりみたいですぜ」


永山「くそう。この前はこの前で、白沢の追跡を邪魔してくれるし、


　一体どこまでオレに逆らうつもりなんだ、あのアマめ！」


子分「我々も四天王の一人と手を組みましょうか」


永山「いや、いい。奴らごとき、オレ一人でも十分だ。


　しかし、それにしても腹が立つ！」


子分「白沢影子の追跡の方はどうなってます？」


永山「今ごろ、鎌倉のグループが追っかけているはずだ。


　山精も動き回っている以上、なんとか先に白沢を捕まえなくては」


 


　　　　　　○路地


　　　けっこう大きな通りで、人通りも激しい。


　　　その中を、影子が走って逃げており、


　　　その後ろを数人の不良学生が必死に追っかけている。


　　　と、影子のそばに、一台の原付バイクが止まる。


　　　影子もハッとして、立ち止まる。


　　　顔を見ると、バイクを運転していたのは、法鬼である。


法鬼「乗れよ」


　　　影子、ややまごついている。


法鬼「（大きく）早く乗れよ！」


　　　つい剣幕に押されて、影子はバイクの後ろに飛び乗る。バイク、走り出す。


　　　追っかけていた不良学生たちは、どんどん離れ去ってゆくバイクを悔しげに見送る。


 


　　　　　　○走るバイク


　　　法鬼が運転し、後ろに乗った影子が彼に掴まっている。


法鬼「今、君を追いかけていたのは、川合のグループの奴ではないね。


　君は永山の一派にも命を狙われていたのかい？」


　　　影子、何も答えない。


影子「（しばらくしてから）ねえ、どうして助けてくれたの？」


　　　今度は、法鬼が返事をしない。


影子「（つぶやくように）なぜ？」


 


　　　　　　○理科室


　　　魔人と山精が、静かに話を交わしている。


　　　魔人の方は、『霊魂の不滅』を読んでいる。


山精「その本には、


　リインカーネーション（輪廻）についての話が長々と説明されているわ。


　きっと、白沢影子の所属している『エバ』と言う宗教グループは、


　人間の生まれ変わりを信じているのよ。


　だからこそ、復讐として、平気で人を殺せるのよ。


　殺す事によって、善人に生まれ変わらせてやっていると考えているつもりなんだわ」


　　　魔人が、冷ややかな目で山精の方を見る。


魔人「君は、確か、学園の闇の女王であるとともに、キリスト教の信仰者でもあったね」


山精「え、ええ、まあ」


魔人「エバとエデンの園の寓話については、どう考えているかね」


山精「エデンの園と言うと、創世記のはじめの・・・」


魔人「そう」


　　　山精、解答にためらう。


魔人「私は、こう考えるね。


　アダムとエバは、神に逆らって、知恵の実を食べる事によって、宗教を捨てたのだ。


　つまり、人間は、宗教ではなく、知恵こと科学をとったのだよ」


　　　山精は感心して、魔人の話を聞き入っている。


魔人「まやかしのごとき宗教に、科学の英知が負けるはずがない。


　私は、そう信じているね」


　　　その時、ドアを強く開けて、二人の不良学生が入ってくる。


不良Ａ「（怒って）やい！魔人さんよ！


　よくも、そこの山精なんかと手を組んでくれたね。永山さんがたいそうお怒りだぜ」


魔人「（少しもうろたえず）誰と何をしようと、私の勝手だと思うがね」


不良Ａ「ヘン。永山さんに、ちょっとお前らをいたぶってこい、と言われたものでね」


　　　二人の不良は、バッとナイフを構える。


　　　山精も素早くムチを手にするが、それを魔人はサッと制止する。


魔人「ここは、私のテリトリーだ。私に任せてもらえるだろうか」


　　　山精、不安げな表情で、ムチをおろす。


不良Ｂ「てめえみたいな青びょうたんに何ができるってんだい！」


　　　魔人、ビーカーを手にすると、


　　　その中に入っていた液体をバッと自分の胸や手へとかける。


　　　不良たちは、きょとんとする。


魔人「（余裕で）さあ、かかってきたまえ」


不良Ａ「な、なんだ、この野郎！」


　　　不良Ａは、魔人に突進してゆく！そのナイフがモロに魔人の腹へ突き刺さる！


　　　かと思えば、ただ鈍い金属音がしただけである。


不良Ａ「（ギョッとして）な、何だ！？」


魔人「（笑って）その程度の攻撃かね」


　　　魔人は、ひと叩きで不良Ａをのしてしまう。


不良Ｂ「（震えながら）う、うわあ〜っ！」


　　　不良Ｂも魔人目がけて飛びかかってゆくが、一発で倒されてしまう。


　　　この意外な戦いを、山精は呆気にとられて、眺めている。


　　　敵を倒した魔人が、キッと山精の方を見る。


魔人「（すまして）実は、これは、私の開発した新薬でね、筋肉強化薬だ。


　これを塗れば、合金並みの硬さになれるんだ」


　　　魔人は、腕をそばにある木のテーブル目がけて、振り下ろす。


　　　テーブルは一撃で真っ二つになってしまう。


　　　そのありさまを、山精は呆然として見ている。


魔人「（笑って）これさえあれば、怖いものなんて、何もないよ」


 


　　　　　　○教室　　（夜）


　　　一人残った山精が、机に座って、タロット占いをしている。


山精「（つぶやき）はたして、宗教が勝つのか、科学が勝つのか。


　あるいは、永山の暴力こそが最後に勝利するのか。それとも、私の・・・」


　　　ここで、山精、口ごもる。


山精「（ようやく）私の、愛の信念が正しいのか」


　　　カードを操作し続ける山精が、一枚のカードをめくり、手にする。


　　　「死神」のカードである。


　　　山精、不安げな表情になる。


 


　　　　　　○路地　　（夜）


　　　人通りがない。左右にも建物がなく、冷たい風が吹いている。


　　　そこを、影子が必死になって、走り逃げている。


　　　そのあとを、二十台近い暴走族のバイクが追っかけている。


　　　暴走族は「血走り」の旗を掲げており、


　　　やたらにクラクションを鳴らしていて、うるさい。


　　　影子は、必死になって、逃げ続けている。


 


　　　　　　○空き地　　（夜）


　　　影子が走って、やって来る。


　　　草むらに、一台のバイクがポツンと投げ倒されている。


　　　その前までやって来て、影子はピタリと立ち止まる。


　　　彼女を追っかけて来て、暴走族集団もやって来る。


　　　影子は、倒れていたバイクを立たすと、キッと暴走族の方を睨みつける。


　　　暴走族はしきりに影子のまわりを走り回り、彼女を挑発し、脅し続けている。


　　　影子が、バッと手を振り上げる。


　　　途端に、彼女が手を掛けていたバイクが、巨大な黒い猛牛に変身する！


　　　それを見て、暴走族はギョッとして、呆気にとられる。


　　　猛牛は、うなり声をあげながら、狂ったように暴走族の方へ突進してゆく。


　　　次々にバイクを跳ね飛ばし、蹴りつぶしてゆく。全くの地獄図である。


　　　ついには、最後の一台をも蹴散らしてしまう。


　　　影子はそれを見終えると、満足げな笑みを浮かべて、猛牛の元へと歩み寄る。


　　　しかし、そこには猛牛はもう居ない。


　　　元のバイクが、ボロボロに壊れて、転がっているだけである。


 


　　　　　　○公園　　（夜）


　　　永山と、その一派がたむろしている。


　　　永山の元へ、子分の一人が慌てて走り寄る。


子分「な、永山さん！鎌倉さんからの連絡が途絶えました！」


永山「（ギョッと）なに！」


子分「ひょっとしたら、白沢影子に返り討ちにあったのでは？」


永山「まさか。鎌倉の暴走グループは、関東でも有数の機動集団だぞ。


　そうもあっさりやられるような事が・・・」


子分「でも・・・」


永山「（イライラと）まあいい。どっちにしろ、白沢にトドメを刺すのはオレだ。


　奴をおびき寄せる、別の手段を考える！」


 


　　　　　　○立体歩道　　（夜）


　　　影子が、手すりに寄っかかって、ぼんやりと眼下の激しい車の流れを眺めている。


小野山の声「分からん。


　たった一人の少女を倒す為に、今や関東中の不良たちが大騒ぎになっている。


　一体、この白沢と言う生徒のどこに、それほどの脅威があると言うのだ？」


 


　　　　　　○応接間　　（夜）


　　　法鬼がソファに座って、おとなしくしている。


　　　そこへ、ドアを開けて、小野山がオタオタと入ってくる。


法鬼「小野山先生、こんな夜遅くに何の用ですか？」


小野山「（オロオロと）それが、君、どうしても教えてもらいたい事があるんだ」


　　　小野山も椅子に座る。


法鬼「それは、一体？」


 


　　　　　　○再び、立体歩道　　（夜）


　　　車の流れを見ている影子のそばに、一人の青年が歩み寄る。


　　　金髪で、サングラスをかけた、美形の白人（ビリヤ）だ。


ビリヤ「（優しく微笑み）オジョウサン、何カオ悩ミデモ？」


　　　影子、ゆっくりとビリヤの方へ顔を向ける。


ビリヤ「アナタミタイナ美シイ方ハ、悩ムベキデハアリマセン。


　モット人生ヲエンジョイスベキデハアリマセンカ」


　　　影子、戸惑いの表情を見せる。


ビリヤ「（笑って）ヤダナ。何モシヤシマセンヨ。


　私ハ、タダ、キレイナ女ノ子ガ悩ンデイル姿ヲ見タクナイダケナノデス」


 


　　　　　　○再び、応接間　　（夜）


　　　法鬼と小野山が会話を続けている。


法鬼「（顔をしかめ）『極悪四天王』の最後の一人？」


小野山「（必死に）そう。あとの三人は分かったんだ。


　一人はうちの高校の川合、一人は山崎高校の永山、そして、もう一人は天文高校の魔人。


　しかし、最後の一人は、どうしても見当がつかないんだ。


　どこの高校の学生リストを調べてみても、該当しそうな生徒が見当たらない」


法鬼「（冷ややかに）どうやら、調べ方が不十分だったようですね」


小野山「え」


法鬼「アメリカン・スクールは調べてみたのですか？」


小野山「い、いや」


法鬼「四天王の最後の一人は、外国人なんですよ」


 


　　　　　　○再び、立体歩道　　（夜）


　　　ビリヤがしきりに影子を口説き落とそうとしている。


ビリヤ「（楽しげに）ドウデス！コレカラ、海デモ見テ来マセンカ。


　夜ノ海ハ素晴ラシイデスヨ。悩ミナンテ、イッペンニ吹ッ飛ンデシマイマス。


　私モオ付キ合イイタシマショウ。サア、ソウシマショウ」


　　　影子、うるさげにビリヤの方に背を向けると、ゆっくりと歩き出す。


ビリヤ「（全然こたえておらず）残念デス。オ相手シテモラエナクテ。


　セメテ、名前ダケデモ！」


影子「（背を向けたまま、ぶっきらぼうに）影子。白沢影子」


ビリヤ「（大声で）シロサワサンカ。イイ名前ダ。


　私ノ名前ハ、ビリヤ。ビリヤ・プライムデス！


　美シキ日本ノオジョウサン。マタイツカ、オ会イシマショウ！」


　　　影子、ムシして、立体歩道から降り去ってゆく。


　　　一人残されたビリヤはニヤリと笑い、


　　　別に気にする事もなく、自分もまた影子とは反対側の方向へと歩き出す。


法鬼の声「『極悪四天王』の最後の一人。彼の名前は、ビリヤ・プライムと言うのです」


 


　　　　　　○繁華街　　（夜）


　　　ビリヤが、仲間の外人数名を連れて、ブラブラと歩いている。


　　　ふと、街の一角に、純情そうな女の子が一人でたたずんでいるのを見つけて、


　　　彼らはヒソヒソと相談を始める。


　　　何かが決まったらしく、外人たちはパッと散り、ビリヤ一人が女の子へ近づき寄る。


　　　二人は、じょじょに仲良く話をしだす。


　　　どうやら、ビリヤはナンパをしているらしい。


 


　　　　　　○土手　　（夜）


　　　夜中なので、全く人影がなく、静かである。


　　　そこへ、一台の高級外車がやって来て、急停車する。


　　　中から、ビリヤと先の女の子が出てくる。運転していたのはビリヤらしい。


　　　土手の隅に隠れていたビリヤの仲間の外人たちが不気味に姿を現わす。


　　　女の子は急に不安げな表情になって、ビリヤの方を見るが、


　　　ビリヤもまた笑っている。


　　　怯え逃げ出そうとした女の子に、ワッと外人たちが襲いかかる。


　　　女の子の悲鳴が夜空に響き渡る。


　　　おぞましい強姦シーンが展開される。


　　　が、そばには人家すらないらしく、誰も助けにこない。


　　　やがて、やり終えたビリヤが、乱れた服装のまま、外車のそばへと戻ってくる。


　　　彼は、満足げな表情で、車に寄りかかりながら、夜空を見上げる。


ビリヤ「（楽しげに）白沢影子カ。アノ子トモ、ゼヒ一夜トモニシテミタイモノダ」


 


　　　　　　○教室


　　　周りで子分たちがたむろしている中、


　　　山精が相変わらず机に座って、タロット占いをし続けている。


　　　同じ机の上には、新聞も置かれており、その紙面をアップ。


　　　「暴走族・謎の壊滅！派閥争いか？」の記事タイトルが読める。


　　　草花が、呑気に山精のそばにまでやって来て、タロットカードを覗く。


草花「へえ。山精さんも、やっぱり女の子ですね。トランプ占いですか」


山精「（占いを続けながら）これはタロカードよ。トランプとは的中率が違うわ」


　　　草花、興味無さげに、山精のもとを離れる。


　　　山精、一枚のカードをめくり、手にする。またもや、「死神」のカードである。


　　　彼女は不服げに口を曲げると、そのカードを放り投げてしまう。


山精「（草花へ）ねえ、草花。白沢や永山の動きはどうなってる？」


草花「白沢の方は、依然行方不明です。永山の方は、また何かし始めたようです」


山精「そう」


草花「それよりも、山精さん。魔人の奴と手を組んだそうですね。


　一体、どうするつもりなんですか」


山精「単に利用しているだけよ。事さえ済めば、彼にももう用はないわ。


　私の目的は、あくまで白沢影子よ」


 


　　　　　　○校庭


　　　法鬼が一人の女生徒（マリ子）と、楽しげに雑談しながら、歩いている。


　　　マリ子は目が見えないらしく、盲導犬（ペス）に引っ張ってもらっている。


　　　その時、二人の前に大男の影が立ちふさがる。


　　　大男の正体は、永山である。かなり怖い顔をしている。


法鬼「（顔をしかめ）永山」


　　　マリ子の犬が、しきりに永山むけて吠える。


マリ子「（訳が分からず、動揺して）ペス。どうしたのよ、ペス。落ち着いて！」


永山「（ドスをきかせて）そちらの色男さんよ。ちょっと付き合ってもらおうか」


法鬼「嫌だと言ったら？」


永山「腕ずくでも来てもらうぜ」


　　　その時、マリ子の手を振り切って、ペスが永山むかって飛びかかってゆく。


　　　ペスは、永山の右腕にもろに噛み付くが、


　　　永山は少し顔をしかめただけで、さほど痛そうでもない。


マリ子「（叫ぶ）ペス！ダメよ！何をやってるのよ、ペス！」


　　　永山は、ペスに噛み付かせたまま、右腕を振り回す。


　　　一度、彼の右腕から離れたペスは、あらためて飛びかかってゆくが、


　　　今度は逆に永山に蹴り倒されてしまう。


　　　ペスは、断末魔の泣き声を出して、地面に倒れる。


マリ子「（泣き叫ぶ）ペス！どうなったの、ペス！」


法鬼「（唖然と）なんて事をしやがるんだ」


永山「（強く）さあ、来てもらおうか」


法鬼「うるさい！」


　　　今度は、怒った法鬼が、


　　　永山むかって飛びかかってゆくが、てんで相手にならない。


　　　すぐ反撃されてしまい、永山に殴られまくる。


　　　法鬼のうめき声を聞きながら、


　　　事態の全く分からないマリ子は、涙を流しながら、ヘタヘタと座り込む。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○校庭　　（一時間後）


　　　まず、地面にボロ切れのように転がったペスの死体のアップ。


　　　そして、そのすぐそばでは、影子が目を吊り上げて、


　　　しょげ返っているマリ子の話を聞いている。


マリ子「（泣き声で）ペスが死んじゃった。あたし、どうすればいいんだろう。


　大切な友達のペスが・・・」


影子「（静かに）犯人は、確かに山崎高校の永山だと名乗ったのね？」


マリ子「ええ。そう、あなたに伝えろって。


　法鬼くんを人質にすると言って、連れてっちゃったわ。


　今晩、山崎高校の校庭へ来たならば、返してやるって」


　　　マリ子は、グスグスと泣き続ける。


　　　影子の顔が、ますます怒りの表情にとなってゆく。


 


　　　　　　○理科室


　　　いつものように、魔人がフラスコ片手に、何かの実験を呑気に行なっている。


　　　その時、戸を勢いよく開けて、永山が入ってくる。ものすごく怖い顔をしている。


魔人「（平然と）永山くんかね。何の用かね？」


永山「（カッと）ウルセエ！魔人！今日こそ、決着をつけてしまうぞ。


　いつも、オレを怒らせるような事ばかりしやがって！」


　　　魔人、笑い顔で、永山の方へ体を向ける。


魔人「いつでもかかって来たまえ。今の私は、体全体に筋肉強化薬を塗っている。


　少なくても、『不死身の永山』とも互角に張り合えるだけの力はあるはずだよ」


　　　永山、ややびくつき、身を下がらせる。


　　　一方、魔人も体を構えただけである。


　　　共倒れを恐れて、どちらも今ひとつ攻撃ができないのだ。


　　　睨み合った状態が、しばらく続く。


　　　その時、開けっ放しの入り口から、悠々と山精が入ってくる。


山精「（冷たく微笑み）二人とも、ムダな争いは止めたら？」


永山「（山精を睨みつけ）きさま！」


山精「決着をつけるのは、白沢影子を倒してからでも遅くはないんじゃない？」


　　　永山と魔人、やや考え込む。


山精「（微笑み）子分から聞いたわ。永山くん、人質をとったそうね。


　法鬼と言う、白沢のクラスメート」


永山「なに。もう知ってるのか！」


山精「一体、何でまた、彼を人質なんかに？」


永山「オレの子分が、法鬼が白沢を助けるところを見たんだよ。


　それで、この二人は多分、何かつながりがあるんだろうと思ってな」


山精「ふーん。どう？その人質、私たちに預けてくれない？」


永山「（怒って）何だと！なんで、オレの人質をお前なんかに」


山精「（クスリと笑い）だって、あなたはもう、


　白沢には決闘状を叩き付けてるんでしょう。


　人質がいるとすれば、白沢も今度こそは逃げずに堂々とあなたと戦うだろうと思うわ」


永山「う、うん」


山精「もし、人質を渡してくれれば、


　私たちは、あなたと白沢の決闘にいっさい手出しをしないわ。


　彼女との最初の決闘権をあなたに譲ってあげる。これでどう？」


永山「（真剣に）絶対に邪魔しないか？」


山精「（すまして）神に誓って。


　その代わり、あなたも白沢とは一人で勝負して、


　その際、人質は私たちに引き渡したと言う事を、きちんと彼女に伝えてね。


　あなたがやられた場合は、今度は私たちがスムーズに彼女と対決できるようにネ」


　　　山精、ニヤリと笑う。


 


　　　　　　○教室　　（夜）


　　　一人残った影子が、自分の机の前に立ち尽くし、


　　　真剣な顔で何かを考え込んでいる。


　　　やがて、決心したらしく、机の引き出しから、ふちのついた黒い帽子を取り出す。


　　　それを、ソッと被る。（この黒い帽子こそ、『エバ』のミコの証しなのである）


 


　　　　　　○校門　　（夜）


　　　中から、きつい表情をした影子が出てくる。


　　　その時、門の影に隠れていた人物・ミノスが、スッと姿を現わす。


ミノス「（影子へ）我が同志・ハクタクよ」


　　　影子、ハッとして、ミノスの方を振り返る。


影子「（つぶやき）ミノス」


ミノス「（冷ややかに）ハクタクよ。


　頼まれた訳でもないのに、自ら進んで、あの男の子を助けに行くのかね」


影子「（まごつき）それは・・・」


ミノス「自分の感情に走って、行動をとったりするな。


　霊魂の真理のもと、必ず、望んだ結果は得られまい。


　それが分かってて、逆らおうとする奴は、『エバ』のミコとしては失格だぞ」


影子「（ふてくされた表情で）それでもいいわ。私は行くわ」


　　　影子は、ミノスにツンと背を向け、歩き出す。


ミノス「（ぼやく）仕方のない」


 


　　　　　　○路地　　（夜）


　　　人気がない。


　　　影子が、山崎高校むかって、超然と歩いている。


　　　その目の前に、一人の男が立っている。小野山だ。彼は、びくびくと震えている。


　　　彼のそばまで、影子がやって来る。


小野山「（おろおろと）白沢くん」


　　　影子、彼の前でピタリと立ち止まる。冷たい表情である。


小野山「（震えて）お願いだ。教えてくれ！


　君は、本当に伝説の不良ハンターなのかね？


　私の高校には、私を殺す為に転校してきたのかね？


　頼む。本当の事を話してくれ。私は・・・私は・・・」


影子「（冷たく）あなたは、教師としては、どうしようもないクズです。


　今すぐ、この世から消してしまってもよいようなものでしょう」


　　　小野山、ビクリと体を引きつらす。


　　　そこへ、影子は、バッと指をさす。


影子「でも、あなたには愛する妻と子供たちがいますね。


　彼女たちもまた、あなたの事を愛しています。


　私は、彼女たちの為に、あなたの事を裁くのを、一度、取り下げる事にしましょう。


　しかし！もし、これからも生徒たちをいじめるような事があれば、


　今度こそは覚悟をしておきなさい。


　それからもう一つ、もし命が惜しいのならば、


　これから数日の間は家から外へ出ないようにしなさい。分かりましたね」


　　　小野山は、影子の話をがく然として聞いている。


　　　彼を置いて、影子は再び超然とした態度で歩き出す。


 


　　　　　　○山崎高校・校庭　　（夜）


　　　空には満月が出ていて、なかなか明るい。


　　　永山が一人で、影子が来るのをジッと待っている。


　　　やがて、校門をくぐって、影子が姿を現わす。


　　　彼女は、永山のやや手前にまでやって来る。


永山「（激しく）やっと来たかあ！」


影子「（冷静に）法鬼くんは、どこ？さあ、返してもらいましょうか」


永山「うるせえ！どうせ、てめえはここで死ぬんだ。教えるだけムダだよ」


　　　影子、冷たくクスリと微笑む。


影子「きっと、そう言うだろうとは思っていたわ。いいでしょう」


　　　影子の後ろの方から、じょじょに動物のうなり声が聞こえてきて、


　　　それが次第に大きくなってゆく。


永山「（少し顔を引きつらせ）なんだよ、オレに対抗する為に、


　動物でも連れてきたのかよ。


　言っとくが、オレは犬コロぐらいにはビクともしないぜ」


影子「（冷たく微笑み）犬なんかじゃないわ。


　はたして、あなたは、こいつにも勝つ事ができる？目には目を！」


　　　影子が、バッと右手を頭上へと高く上げる。


　　　途端に、彼女の後ろで、巨大な影が盛り上がる。真っ黒い怪物である。


　　　その怪物の姿を見て、永山は思わず目を見開く。


　　　黒い怪物は、吠えながら、覆いかぶさるように、永山めがけて襲いかかってゆく。


　　　永山が悲鳴をあげる。


　　　永山は逃げようとするものの、怪物は彼を手放さない。


　　　おぞましい戦いが展開される。


　　　影子は、それを冷たく微笑んで、見守っている。


　　　黒い怪物の姿がフッと消える。


　　　その下の地面には、ボロボロになった永山の死体が転がっている。


　　　そのそばに、微笑みながら、影子が歩み寄る。


 


　　　　　　○山崎高校・校舎の屋上　　（夜）


　　　そこから、影子と永山のやりとりを見守っていた魔人が、


　　　愉快げにトランシーバーへ話しかけている。


魔人「（レシーバーへ）山精くん、どうぞ。


　永山は、案の定、白沢の魔術の前に、あえなく敗れ去った模様。どうぞ！」


 


　　　　　　○秘密のアジト　　（夜）


　　　山精が、トランシーバーで、魔人からの連絡を受けている。


山精「（レシーバーへ）分かったわ。


　じゃあ、今度は、あなたが、白沢への追跡を始めてちょうだい。


　念を押して言っておくけど、あの子にトドメを刺すのは、この私よ。


　絶対に殺しちゃダメよ」


 


　　　　　　○再び、屋上　　（夜）


　　　レシーバーを手にしている魔人。


魔人「（すまして）オーライ！」


　　　彼は、ソッと眼下の校庭の方を見る。


 


　　　　　　○再び、校庭　　（夜）


　　　影子が、永山の頭に手の先を当て、目をつぶって、何かを考え込んでいる。


 


　　　　　　○再び、屋上　　（夜）


　　　校庭の方を見ている魔人。


魔人「（微笑み）超能力で、永山の記憶でも読み取っているつもりなのかな。


　フン。最後に勝つのは、科学だ」


 


　　　　　　○公園　　（夜）


　　　沢山の不良学生たちがドヤドヤと集い、さらに集まり続けている。


不良Ａ「（やって来て早々）やはり、永山さんがやられたと言う話は事実らしいぞ！」


不良Ｂ「まさか！あの永山さんが？」


不良Ｃ「復讐だ！皆で寄ってかかって、白沢影子をやっつけるんだ！」


　　　不良たちは、じょじょに団結しつつある。


　　　その時、けたたましいバイク音が聞こえてきて、彼らはハッとする。


　　　彼らのもとへと、突如、バイク集団が乱入してくる。


　　　そこそこの人数だ。同時に、外人の不良生徒たちも殴り込んでくる。


　　　すさまじい乱闘となる。


　　　やがて、微笑みながら、ビリヤが姿を見せ、


　　　ケンカの様子を、そばで満足げに眺める。


　　　彼のもとへ、一人の外人不良が歩み寄る。


ビリヤ「（その子分へ）話ニヨレバ、白沢狩リノ為ニ、


　魔人ヤ山精ノグループモ動キ出シテイルラシイ。


　仲間ヲ総動員シテ、連中ノ動キヲ封ジ込メナサイ。


　私ハ、何トカ白沢ヲ保護シ、私ノモノニスル！」


 


　　　　　　○路地Ａ　　（夜）


　　　人通りのない中、魔人を中心とした十人近い不良学生がたむろしている。


　　　皆、トランジスタラジオ風の装置を持っている。


魔人「（子分たちへ）いいか、皆。白沢の奴は、確かに永山の死体を触っていたから、


　永山に付けといた発信液は、確実に白沢の体にも付着したはずだ。


　その発信液が百メートル四方にまで近づくと、この機械が知らせてくれる。


　この科学の武器を使って、手分けして、白沢の居場所を突き止めるんだ」


　　　その時、いずこからか口笛が聞こえてきて、彼らはハッとする。


　　　口笛の主・ビリヤが姿を見せ、彼らのそばへと歩み寄る。


ビリヤ「（ニヤニヤと）魔人クン。ソノ機械、私ニモ分ケテモラエナイモノカナ」


　　　魔人は、ビリヤの方を見て、顔をしかめる。


魔人「（うるさげに）ビリヤ・プライム！君には関係のない話だ。


　できれば、この周辺から、しばらくの間は立ち退いていてもらいたいね」


ビリヤ「コノ近クニ、白沢クンガイルカラダロウ。


　私モ、ゼヒ、モウ一度、白沢クントオ会イシタイト思ッテイテネ。


　ナーニ、私ノ魅力ニカカレバ、彼女ダッテイチコロサ」


魔人「（あざ笑って）君は、何を考えているのかね。あの女は怪物だぞ。


　あんな女と寝てみたいと思っているのかね」


ビリヤ「（楽しげに）マ、私ハ私ナリニ探シテミルサ」


　　　ビリヤは、魔人たちに背を向け、ゆっくりと歩き去ってゆく。


魔人「（つぶやき）バカめ」


 


　　　　　　○路地Ｂ　　（夜）


　　　ビルとビルに挟まれた一角。人影は何もない。


　　　そこを、のんびりとビリヤが歩いている。


ビリヤ「白沢クン。イルノナラ出テキタマエ。私ハ、君ニ対シテ何モシナイヨ。


　モシ、オトナシク私ニ付イテキテクレルンダッタラ、


　魔人ノ追跡カラダッテ、逃ガシテアゲテモイインダ」


　　　ビルの影に隠れていた影子が、


　　　遠くの方を歩いているビリヤの姿を発見して、ニヤリと微笑む。


　　　そのビリヤが、突然、ピタリと立ち止まる。


　　　彼の目の前には、ニッコリ微笑んだ影子が立っている。


ビリヤ「（ニコニコと）ヤッパリ出テキテクレル気ニナッタノダネ」


　　　それどころか、影子はビリヤの目の前で、ゆっくりと自分の服すらも脱ぎ始める。


ビリヤ「（興奮して）オオ！君ハ、ナンテ情熱的ナ子ナンダ！！」


　　　ビリヤも、慌てて服を脱ぎながら、影子のもとへと走り寄る。


　　　彼は、強く影子を抱きしめる。


　　　景色が、エロチックな幻想的イメージに変わる。


　　　その中で、ビリヤが必死に影子を愛している。


ビリヤ「（嬉しげに）君ハ素敵ダ！君ハ素晴ラシイ！」


　　　ガタガタと嫌な音がしている。


　　　ビリヤの下半身が、


　　　どんどん影子の巨大な陰部（ヴァギナ）へと吸い込まれていっている。


　　　女陰なんかではない！！なんと、清掃車のゴミ処理口である。


　　　その中に、どんどんビリヤの体は引きずり込まれていっており、


　　　鋭いカッターで切り刻まれている。


　　　その事になおも気が付かないまま、


　　　ビリヤはエクスタシーの絶叫をあげ、


　　　ついには全身がゴミ処理口の中に消えてしまう。


　　　その一部始終を、ビルの影から眺めていた影子が冷たく微笑む。


 


　　　　　　○路地Ｃ　　（夜）


　　　道の左側が崖になっており、その下に大きな川が流れている道である。


　　　魔人（あるいは、ビリヤ）の十人近い部下たちが、


　　　ドヤドヤとわめきながら、走って、やって来る。


　　　その時、空から滝のように水が降ってくる。


　　　彼らは、悲鳴をあげながら、水に流され、


　　　皆、川の中にと落とされて、そのまま濁流にのみ込まれてしまう。


 


　　　　　　○路地Ｄ　　（夜）


　　　広い道のど真ん中を、魔人が悠々と影子を探している。


　　　彼の機械が、いきなり鳴り出す。


魔人「（ハッと）お、そばにいるな」


　　　魔人は立ち止まる。


魔人「（大声で）おーい！白沢くん。出てきたまえ。


　私には、いっさいの物理的攻撃が通用しない。


　それが不可思議な魔術の暴力であったとしてもだ。


　戦うだけムダだよ。隠れたりせず、姿を見せて、あっさりと降参したまえ」


　　　その時、影子の声が、エコーがかりながら、夜空に響き渡る。


影子の声「まずは聞きたい事があるわ。


　あなた方は、永山から法鬼くんを預かったんでしょう？今、彼はどこにいるの？」


魔人「（笑って）なんだ、そんな事か。


　あの人質なら、山精がアジトでとりこにしておるよ。


　君をおびき寄せる為のエサとしてね」


影子「そのアジトの場所は？」


魔人「三丁目にある廃ビルだ。『お化けビル』と呼ばれているところだ」


影子の声「そう。分かったわ」


魔人「では、もう心残りはないね。おとなしく出てきて、私の前に屈服したまえ」


影子の声「一人で旅行でも、お楽しみ！」


　　　その途端、バッと魔人の体が舞い上がる。


魔人「（慌てて）うわっ！！」


　　　彼の体は、ロケット花火のごとく、天高く吹っ飛んでゆき、


　　　ついには見えなくなってしまう。


　　　ようやく姿を現わした影子が、


　　　冷たく微笑みながら、魔人のいた地点にまでやって来る。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○アジト　　（夜）


　　　『お化けビル』の中の一室である。


　　　山精が憂うつげな表情で椅子に腰掛けている他、十人近くの子分がいる。


　　　その中の一人・草花が、山精のそばへ歩み寄る。


草花「魔人からは、依然、連絡が途絶えたきりですぜ」


山精「（おとなしく）やはり、彼もやられちゃったのかしら」


草花「となると、いよいよ白沢の奴は、ここへ！」


山精「人質の方は、しっかり見張っといてよ」


　　　山精、深くため息をつく。


　　　草花は、彼女のそばから離れる。


 


　　　　　　○アジト・通路　　（夜）


　　　草花が、数人の仲間と一緒に歩いている。


仲間Ａ「（楽しげに）ねえ！草花さん。


　『極悪四天王』が二人もやられちゃったと言う話ですよね」


草花「（笑いながら）そうらしいな」


仲間Ｂ「じゃあ、草花さんがいよいよ四天王の地位にのしあがれる可能性も！」


草花「（大げさに）バカヤロー！あまり、嬉がらせるなよ！


　四天王になれるかどうかは、あくまで白沢を倒せれるか次第だ」


 


　　　　　　○路地　　（夜）


　　　超然と歩いている影子。


　　　ピタリと立ち止まる。


　　　目の前には、廃ビル『お化けビル』がそびえ立っている。


　　　彼女は、ソッとビルを見上げる。


　　　周りには他に建物もなく、ガランとしており、人影もなく、


　　　まさに『お化けビル』の名にふさわしい。


 


　　　　　　○お化けビル（アジト）内　　（夜）


　　　たたずんでいる山精のもとへ、バタバタと草花が走り寄る。


草花「（興奮して）山精さん！ついに来ましたぜ！白沢の奴が」


山精「（キリッと）そう。じゃあ、作戦を開始して。


　全て、打ち合わせ通りにやってね。何が起こったとしても、絶対にうろたえちゃダメよ」


草花「オーケー！」


　　　草花、楽しげに走り去ってゆく。


　　　山精も、手にしたムチをビシリと鳴らすと、ゆっくりと歩き出す。


 


　　　　　　○路地　　（夜）


　　　立ち止まったまま、『お化けビル』を見上げている影子。


　　　その時、『お化けビル』の玄関から、


　　　草花を先頭とする数人の不良学生がドヤドヤと出てくる。


　　　そして、『お化けビル』の上階の窓の一つからは、


　　　山精が、妖しく笑みを浮かべて、見下ろしている。


　　　影子は、草花たちをキッと睨みつける。


影子「（強く）さあ！法鬼くんはどこ？さっさと渡しなさい」


草花「（あざ笑って）ヘッ！永山や魔人を倒したからって、イキがるな！


　オイ、連れてきてやんな」


　　　草花が、後ろを振り向いて指図すると、法鬼を抱えた数人の不良が出てくる。


　　　法鬼は、かなりひどく暴行されたらしく、ボロボロである。


　　　彼は、ドッと地面に投げ落とされる。


　　　影子は、それを見て、顔を引きつらす。


草花「（法鬼の体に足を乗せ）こいつはもう虫の息だぜ。


　さんざん皆でいたぶってやったからな。


　内臓ハレツや脳出血もしてるんじゃないのかな。


　どうだい。あんたは魔法が使えるんだろう？


　だったら、その力で、こいつの傷を治してみせろよ。


　おい、できるんだったら、やってみろ！」


　　　影子、ワナワナ震えながら、怒りの表情になる。


影子「（目を大きく見開き）あ、あなた方って言うのは、なんて人たちなの！」


草花「よー！『エバ』のミコさんよ！


　助けれるもんだったら、ほんとの奇跡でも起こしてみなよ。


　それとも、『エバ』っていうのは、


　自分勝手に人を裁く事しかできない独りよがり宗教だったのかい！


　正義ぶるな、この！自分の非力さを思い知りやがれ！」


　　　影子が、法鬼へと思念を集中させる。


　　　途端に、法鬼の体からバンと音がし、血がはね出る。


　　　草花たちは、ギョッとして、尻込みする。


　　　血まみれになって、地面に倒れている法鬼は、絶命してしまったらしい。


　　　影子は、草花たちの方をジッと睨んでいる。


草花「（震えながら）まさか。こ、こいつ、殺しやがった。こ、殺し・・・」


　　　草花たち、ワッと『お化けビル』の玄関の中へと逃げ隠れてしまう。


 


　　　　　　○お化けビル内　　（夜）


　　　窓から、外の影子と草花のやりとりを見守っていた山精が、


　　　目を見開き、呆気にとられている。


山精「（つぶやき）なんて事を・・・。


　自分の仲間でさえ、殺す事によって、命を救ってやったというの？


　そんな、考えられない・・・。あの子、人間じゃないわ。悪魔よ」


　　　彼女は、ガクガクと震えている。


　　　周りでは、子分たちも、バタバタと慌てている。


 


　　　　　　○再び、路地　　（夜）


　　　影子は、ゆっくりと法鬼の死体のそばにまで歩み寄ると、そこへひざまずく。


　　　彼女は法鬼の体を抱えると、涙をボロボロ流しながら、彼の顔に頬ずりする。


　　　『お化けビル』の玄関から、再びドヤドヤと草花たちが出てくる。


　　　皆、完全武装している。山精も混ざっている。そこそこの人数だ。


　　　どうやら、全員が出てきたらしい。


　　　しかし、彼らは当惑して、辺りをキョロキョロと見回す。


草花「くそう！白沢め、逃げやがったな！どこへ行った！」


不良Ａ「法鬼の死体もありませんぜ」


不良Ｂ「おのれ、絶対に逃がさないからな！あの殺人狂め！」


　　　山精はリーダーとしての威厳を保ちつつも、


　　　まだ動揺がおさまってないらしく、あまり積極的ではない。


　　　その時、澄んだ夜の空に、影子の声が響き渡る。


影子の声「（大きく）罪深きさまよい人たちよ。こちらの方を見なさい！」


　　　不良たちは、ハッと『お化けビル』の屋上の方を見上げる。


　　　そこには、超然とした態度で影子が立っている。


　　　見下ろされた不良たちは、がく然としている。


影子「（冷たく）生きていても、この世に混乱しかもたらさない皆さん！


　あなた方を、罪から解放してあげましょう。


　さあ、立ったまま、その肉は腐れ、目は落ち、舌も溶けなさい。


　おのおの、自分の罪のままに裁かれなさい！」


　　　虚勢を張っていた不良たちが、皆いっせいに苦しみもがきだす。


　　　その中で、山精だけが、とっさに十字架を手にして、


　　　うろたえつつも、必死に神に祈っている。


山精「（繰り返し、繰り返し）神よ！神よ！」


　　　草花たちの体が、立ったまま、ボロボロと腐れだす。


　　　または、溶けるように崩れ落ちてゆく。壮絶な地獄図である。


　　　山精を除いた、全ての不良が、ついにはゴミの固まりみたくなってしまう。


　　　もはや、人間の死体には見えない。


　　　一人残された山精は、すっかり放心状態である。


　　　そこへ無表情の影子が歩み寄る。


影子「（山精へ）あなたは、今、必死に神へと自分の罪を謝っていましたね。


　あなたの祈りは伝わったのです。それゆえ、あなただけは助かったのです。


　あなたは自由になりました。


　さあ、以後は、自分の今までの過ちを反省し、償って、生きてゆきなさい」


　　　山精は、呆然と影子の顔を見つめる。


　　　影子は、彼女に背を向け、ゆっくりと歩き去りだす。


影子「（大声で）生徒が学校でのさばっていた時代は終わりを告げました！


　これからは、生徒同士のイジメや厳しい校則がはびこるようになっていく事でしょう！」


　　　去ってゆく影子の姿を、山精が呆然と見送っている。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○廊下


　　　生徒たちが行き来している中、生徒会長が胸を張って、歩いている。


 


　　　　　　○生徒会室


　　　戸を開けて、生徒会長が入ってくる。彼は、部屋の奥の方を見て、ハッとする。


　　　そこには、影子が立っていて、彼の方を睨んでいたのだ。


生徒会長「（平静を振る舞いながら）白沢くん、生きていたのかね。


　ウワサによれば、君も行方不明のままだと聞いていたのだが」


影子「おあいにくさま」


生徒会長「（冷たく笑って）君の活躍、たいへん楽しませてもらったよ」


影子「でも、影の仕掛人としては、不満も大ありなのでしょう？


　本当は、邪魔な『極悪四天王』をあたしに全員片付けさせた上、


　あたしも相打ちになる事を望んでいた」


生徒会長「マ、四天王を滅ぼしてくれた事だけでも感謝するよ。


　川合くんが居なくなってくれたおかげで、


　これで名実ともに私はこの学校の上に君臨する事ができる」


影子「しかし、あなたは重大な過ちを犯しました。


　あたしを四天王に近づけさせる為に、部下の法鬼くんを利用しましたね」


生徒会長「（笑って）なあに。大きな目的の為には、そのぐらいの犠牲はつきものだよ」


影子「（しっかりと）いいえ。あなたは、その罪の為に裁かれなくてはいけません」


　　　生徒会長は、胸元からバッと十字架を取り出すと、影子の方むけて突き付ける。


生徒会長「（大笑いして）君の事については、全て調査済みだよ！


　宗教の聖なる力の前には、さすがの君の魔術も全くキキメがないそうだね。


　さあ、私の事を裁いてみろ！ほら、どうした！」


　　　影子は、冷ややかに憐れみの視線を生徒会長の方へ送ってみせる。


　　　途端に、


　　　生徒会長の持っていた十字架の二つの先端部分がムクムクと膨れ上がりだす！


生徒会長「（ギョッとして）な、なんだ！」


　　　十字架の二つの先端は、さらにさらに大きくなる。


　　　影子が冷たく微笑んでいる前で、生徒会長の断末魔と鈍い音が聞こえる。


影子「（サラリと）信仰なき宗教は哀れかな」


　　　影子は、生徒会長のいる方向へゆっくりと背を向ける。　　　（ＦＯ）


　　　


　　　　　　○生徒会室


　　　生徒会長が、目を大きく見開き、壁にもたれて、絶命している。


　　　その首を挟んで、植木バサミのような形に変形した十字架の二つの先端が、


　　　壁に突き刺さっている。


教頭の声「（イライラと）全く、何たる事態なのだ。


　警察には、どう説明したらよいのだよ」


 


　　　　　　○職員室


　　　職員たちの誰もが深刻な表情をしている。


　　　取り仕切っている教頭が、イライラと歩き回っている。


教頭「とにかく、あの十字架だけは引き抜いて、隠してしまいなさい。


　生徒会長の宇呂子くんは変死だという事にしておくんだ」


教員Ａ「（オロオロと）はあ」


教頭「全く、私が教育会議で留守中に、何たるザマなのだ。校長はああだし・・・」


　　　教頭は、そばの机に座っている校長の姿をジロリと見る。


　　　校長は、子供のようにオロオロしている。


校長「（つぶやき）私は、今まで一体何をしていたのだ。


　・・・分からない。誰か、教えてくれ。何も覚えてない。どうなってるんだ」


教員Ｂ「（教頭へ）あの、教頭。


　教頭のいない間は、学校の事は主に小野山先生が取り仕切っていたのですが」


教頭「その小野山先生は？」


教員Ｂ「それが、病気だとかで、もう一週間以上、学校を休んでますが」


教頭「（カッと）全く、皆、なっとらん！」


　　　教頭、部屋の片隅にまで、スタスタ歩く。


　　　そこには、うつむいて、放心状態の山精が椅子に腰掛けている。


教頭「二十人近い我が校の学生が集団蒸発。


　隣町をウロウロとさまよい歩いていた、この女生徒を保護したところ、


　極度の精神衰弱で、記憶もあやふやときた。


　喋るのは『エバ』とか『シロサワ』といった言葉ばかり」


教員Ｂ「あの、教頭」


教頭「何かね？」


教員Ｂ「その白沢と言うのも、蒸発した生徒の一人の事じゃないかと思われるのですが、


　その子に関して奇妙な事がぞくぞくと判明したのです」


教頭「（冷静に）言ってみたまえ」


教員Ｂ「まず、彼女の提出した身元証明は全くのデタラメでした。


　彼女の現住所は架空の番地でしたし、


　転入の際についてきた父親や住民票なども恐らくニセモノだろうと思われます」


教頭「それで？」


教員Ｂ「（戸惑いながら）私の古い友人なのですが、


　以前に白沢影子に授業を教えた事があると言う人に、


　こないだ、たまたま出会ったのです。


　彼は、その当時の白沢の写真も貸してくれて、


　見比べたところ、確かに、うちの学校の白沢と同一人物みたいに思えるのですが・・・」


教頭「その写真、今持っているのかね。見せてみたまえ」


　　　教員Ｂ、ポケットから出した写真を教頭の方へ差し出す。


教員Ｂ「でも、彼が白沢に授業を教えたのは、もう二十年近くも前の話だと言うのです」


　　　教頭、写真を見て、思わずうなり声をあげる。


　　　その白黒写真には、


　　　今と少しも変わらぬセーラー服姿の白沢影子の姿が写っている。


　　　しかも、遠景として、現役で働いている蒸気機関車も写っている。


　　　その時、教員Ｃがドタバタと、教頭たちのそばへ走り寄る。


教員Ｃ「（目を見開き）ちょ、ちょっと待ってください！それは絶対に変です！


　行方不明の生徒の一人、法鬼から聞いた話なのですが、


　この町には白沢影子の母親がいるらしいんです！


　間野ひさおと言う名前で、栄光塾という場所で講師をしているそうです。


　法鬼の話によれば、四十代前半ぐらいの美しい人で、


　今の高校生の白沢影子ともきちんと年齢的に釣り合って・・・」


教頭「（冷たく）それは、ありえんよ」


教員Ｃ「で、でも・・・」


教頭「なぜなら、この町には、塾なぞ一つも無いからだ。


　ちょっとした裏契約があってね。


　それに関わった私が言う話なのだから、絶対に間違いではない。


　それに、間野ひさおなんて人物も、多分、存在しないはずだろう」


教員Ｂ「なぜ？」


教頭「（平然と）三年の現国の教科書をめくってみたまえ。


　小説で『夜のカモメ』と言うのがある。


　間野ひさおと言うのはね、その小説の主人公の名前だよ」


　　　皆はびっくりして、絶句する。


　　　あまりの不条理にゾッとしたせいか、場は完全に静まり返ってしまう。


 


　　　　　　○公園


　　　晴れ上がった青空の下、淋しげな表情で、影子と正一が対峙している。


正一「（ポツンと）白沢さん、本当に行っちゃうんですか」


影子「ええ。これが定めですもの」


正一「せっかく仲良くなれたのにな」


影子「人は、沢山の出会いと別れを経験しなくちゃいけないわ。


　そこから何が大切なものかを学んでいかなくちゃいけないのよ」


　　　正一は、分かったような、分からないような表情。


　　　影子、突然クスリと微笑む。


影子「（いたずらっぽく）ねえ、正一くん、キスしてもいいわ」


正一「（きょとんと）え」


影子「それとも、いや？」


正一「（赤くなって）いや、その・・・」


影子「（目をつぶり）さ！」


　　　正一は、戸惑いながら、無防備の影子の姿を見つめる。


　　　やがて、恐る恐る、影子の口元に自分の顔を近寄せる。


　　　二人の口が重なり合う。その瞬間、つい正一も目を閉じる。


　　　パッと正一が口を離す。その顔は真っ赤である。初体験だったらしい。


　　　影子もまた目を開く。とても、爽やかに微笑んでいる。


正一「（うろたえながら）ごめんなさい」


影子「（微笑み）いいのよ、気にしなくたって」


　　　影子、楽しげに空を仰ぐ。


正一「（ためらいつつ）ねえ、白沢さん」


影子「なあに？」


正一「白沢さんは、本当に、あの恐れられていた伝説の不良ハンターだったんですか？


　あの、復讐すると言う・・・」


影子「（クスリと）どう思う？」


正一「それは、その・・・」


影子「（楽しげに）復讐は必要よ。でも、価値が伴わない復讐は無意味だわ。


　価値とは何か？それは、自分の意志を自由に貫ける事、そして、愛すると言う意志よ。


　復讐よりも、もっと大切な事があるわ。それが、皆が信じ合い、愛し合うと言う事よ。


　そうでしょう、正一くん」


正一「（まごつきながら）は、はあ」


影子「そんな世の中が早くやって来たらいいでしょうね。


　あたしは、ただ、それを願っているだけよ」


　　　影子はゆっくりと正一に背を向け、歩き出す。


　　　去り行く影子の姿を、正一がぼんやりと見送る。


　　　ここでエンディング・ソングが流れ始め、字幕が画面にオーバーラップする。


　　　エンド。


 


（本作では、盲導犬の描写など、


　事実にそぐわない設定も混ざっていた事を、深くお詫びいたします）













    赤いサテンの白雪姫（子供集団蒸発の謎）
    ＜作品解説＞
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    赤いサテンの白雪姫
     


　　　　　　１


テロップ「二十一世紀初頭、子供たちの世界には異変が起きていました」


　　　早朝。ランドセルを背負った、一人の小学生がビクビクしながら、道を歩いている。


　　　登校の途中らしい。


　　　道の左右は高い塀が続いており、すれ違う人はほとんど居ない。


　　　小学生の視線が、道のはるか前方をとらえる。


　　　そこには、一匹の異形の怪物が立っている。


　　　童話に出てくる鬼や魔物に似た姿をしている。


　　　その怪物の方も、小学生の姿を発見し、嬉しそうに顔を歪ませる。


　　　小学生の方は、半泣きの表情になり、ワッと、今来た道を走り引き返す。


　　　曲がり角を超えた時、小学生は、ドンと何者かの体にぶつかってしまう。


　　　転んでしまった小学生が見上げると、相手は今見た怪物である。


　　　怪物は、小学生を見下ろして、残忍な笑顔を浮かべる。


　　　逃げ場を失った小学生は、絶望し、大粒の涙を流している。


　　　画面が真っ赤にフェードアウトする！


テロップ「子供たちが、怪物の姿を見るようになり、


　あちこちで襲われるようになったのです。


　しかし、この怪物たちの姿は、大人には見えませんでした」


　　　ある小学校の教室内。授業中にも関わらず、席が半分ぐらいしか埋まっていない。


　　　まるで、インフルエンザが流行って、学級閉鎖直前のクラスみたいである。


テロップ「襲われた子供たちは行方不明となり、世界規模で子供の人口が激減しました」


 


　　　　　　２


　　　テレビの生放送。子供たちの集団蒸発事件について扱ったニュース特番である。


　　　スタジオでは、高名なる精神科医・光明寺りつ子が、


　　　インタビュアーに色々と意見を語っている。


　　　光明寺りつ子。別名・催眠術ラリー。四十代ぐらいの知性派美人である。


　　　ただし、いまだ独身（笑）。


　　　世界有数の心理学者で、


　　　特に催眠術の研究に長けている事から、催眠術ラリーの異名を持つ。


インタビュアー「それでは、光明寺さんのこれまでの調査では、


　この不可解な子供たちの集団蒸発事件には予兆があったとおっしゃるのですね」


光明寺「はい。ここ数カ月ほど前から、私の個人医院にも、


　ノイローゼ気味の子供たちが多数、治療に訪れるようになっていました。


　その子たちの共通点は、いずれも、怪物の姿を見る、と言うものだったのです」


インタビュアー「怪物・・・ですかぁ？」


光明寺「そうです。そのような症状を訴える子供たちが急激に増え出してから、


　例の集団蒸発事件も始まったのです。


　実際には、同じ奇病に冒されていた子供たちがもっと大勢いた事が、


　あちこちの精神病院の報告から確認されています」


インタビュアー「しかし、


　そのような幻覚症状と集団蒸発事件がどう関わっていると言うのでしょう？


　居もしない怪物なんかと」


光明寺「そこなんです。私も、よく分からないのは。


　でも、子供たちは、皆、自分が怪物に襲われる恐怖を訴え、真剣に護衛を頼んできました。


　そして、そのような子供ほど、早く、謎の蒸発をしてしまったんです」


インタビュアー「分かりませんねえ。


　では、光明寺さんは子供たちが事実を語っていて、


　怪物に襲われて、喰われてしまったから、姿を消してしまったとでも？」


光明寺「何とも言えません。


　しかし、大人には見えなくなってしまったものが、


　純粋な子供たちの心なら、まだ目にする事ができると言う事なのかもしれません。


　私には、子供たちが、ただウソをついているだけとも思えないのです」


インタビュアー「そうでしょうかね。


　私には、一般に噂されているように、


　子供を大量にさらう犯罪組織がらみの事件だと考えた方が


　無難のような気もするのですがね」


　　　そこで、ディレクターの「カット！」の声が飛ぶ。


　　　光明寺の出番の放送シーンが終了し、急速にスタジオ内部の片付けが始まる。


　　　退場しかけた光明寺に、インタビュアーがねぎらいの声を掛ける。


インタビュアー「光明寺先生。今日は、色々と興味深い話をありがとうございました。


　でも、私には、やっぱり、先生のお話は、


　事件の核心には触れてないような気がするんですけどね。


　真犯人は、恐らく、子供ばかりを狙った大規模な誘拐組織じゃないのかな」


光明寺「（きっぱりと）この子供たちの集団蒸発事件は、全世界規模で起きているんですよ。


　しかも、先進国の方が子供の蒸発率が高いと言う報告も受け取っています。


　これほど広範囲で、深刻な事態だというのに、


　なぜ、犯人と推測される誘拐組織の足取りが全く掴めないのですか？


　この事件には、きっと、もっともっと恐ろしい秘密が隠されているんだと思います」


 


　　　　　　３


　　　テレビ局を出た光明寺が、昼間の町中を歩いている。


　　　人どおりは極端に少ない。特に、子供の姿はまばらにしか見当たらない。


　　　その事が影響しているのか、大人たちも、誰もが暗い表情をしている。


光明寺の心のつぶやき「怪物を見ると言う症状を訴えたのは、


　一番年上で十七歳ぐらいの子供までだった。


　年齢的に、大人と子供を区別する境界線でもあったのかしら。


　そして、この怪物幻視症を訴える患者は、最近、ピタリと息を潜めてしまった。


　蒸発事件の方はいまだに発生していると言うのに、


　幻視症の方だけ突然おさまったとは思えない。


　本当は、今でも怪物の姿が見える子供たちは沢山いるはずに違いないわ」


　　　光明寺は、周囲を見渡しながら、考え事を続けている。


　　　ふと、光明寺の目に、下校途中の一人の小学生の姿がうつる。


　　　小学校高学年ぐらいの可愛らしい少女である。


　　　光明寺は、それとなく、少女のそばに近づき、声を掛ける。


光明寺「（にっこりとほほえみ）ちょっといいかな？


　おばさん・・いえ、おねえさんと、少しお話しない？」


　　　少女は返事こそしないが、明るいまなざしで光明寺の顔を見つめている。


　　　その時。


声「のん！何やってるのよ。早く、こっちにおいでよ」


　　　声の方に目を向けると、


　　　少女のクラスメイトらしき小学生たちが数人でたむろしている。


　　　のんと呼ばれた少女は、困った表情になり、おろおろと光明寺のそばから離れると、


　　　友人たちのもとに早足で向かってしまう。


　　　あとには、光明寺一人がポツンと残されてしまう。


　　　友達と合流したのんは、皆から責められる。


友人Ａ「ダメじゃない！皆から離れたりしたら。一人でいるのが一番危ないのよ」


友人Ｂ「今のおばさんと何を喋ってたんだ？どうせ、大人に話したって無駄だよ。


　信じてくれないんだから。大人たちには怪物の姿が見えないんだよ」


友人Ｃ「自分たちの事は自分たちで守るしかないんだ」


　　　のんは無口な性格らしく、


　　　皆から言い寄られても、弱っているだけで、何も言い返そうとはしない。


 


　　　　　　４


　　　子供部屋のベッドの上で、一人の子供がガクガクと震えている。


　　　そばには両親が心配そうに付き添っている。


子供「（わめく）ほんとだよ！そこに怪物がいるんだよ！


　ボクを捕まえて、喰おうとしてるんだ！なんで、パパとママには分からないの？」


　　　子供が指さした部屋の片隅には、


　　　子供の視線では、確かに、恐ろしい姿をした怪物が立っている。


　　　しかし、両親の視線だと、そこには何の姿も見えない。


　　　困惑する両親は、お互いの顔を見あうと、ゆっくりと部屋の出口の方へ向かう。


母「（我が子へ）すぐ戻ってくるから、ここでおとなしくしてるのよ」


子供「（泣きながら）ダメだよ！一人にしないで！その間に殺されちゃうよ！」


　　　しかし、両親はすがる子供をふりきって、部屋から出ていってしまう。


　　　部屋には、泣き顔の子供と怪物だけが残される。


　　　怪物は、この時が来るのを待ってたかのごとく、残忍な笑みを浮かべる。


　　　子供の方は、しわくちゃな泣き顔の上、絶望から血の気までひいてしまう。


　　　子供部屋のちょうど外の廊下では、


　　　我が子の異常を見て、心身ともに疲れ果てた妻の事を


　　　夫が優しく抱きしめてあげている。


　　　そこで、子供部屋の中から我が子の悲鳴が聞こえてくる。


　　　びっくりした両親は、慌てて、子供部屋の中へと飛び込む。


　　　しかし、そこには、すでに愛する我が子の姿はなく、無人の状態である。


 


　　　　　　５


　　　路上に立っていた光明寺がポンと手をたたく。


光明寺「そうだ！私自身が子供に戻ってみて、子供の立場を体験してみたらいいのよ。


　なぜ、すぐに気が付かなかったのかしら」


　　　光明寺は、目を閉じて、自分の胸に両手をあてる。


光明寺の心のつぶやき「私は一流の催眠術師。自分で自分に自己暗示をかけてみましょう。


　心だけ子供に戻るのよ」


　　　光明寺がゴニョゴニョとつぶやく。


　　　催眠術の文句らしいが、何となく、呪文を唱えている感じにも見える。


　　　そして、光明寺が目を開いた時、世界が大きく変わっている。


　　　（光明寺の姿自身、


　　　　大人の今の彼女と小学生ぐらいの頃の彼女の姿がオーバーラップする）


　　　太陽はまばやく、世の中は明るく見え、周囲が下から見たような眺めになっている。


　　　幼い子供たちが、まだ慣れない世界へと感じる、


　　　希望と未知への関心にあふれた状態である。


　　　なんとなく嬉しくなってきた光明寺は、笑みを浮かべ、スキップしながら歩き出す。


 


　　　　　　６


　　　子供心に返った光明寺が、楽しそうに町の中を歩いている。


　　　何もかもが新鮮に見えて、彼女の心は弾んでいる。


　　　店の前に並んだ品物も、電信柱も、すれ違った野良犬さえもが、


　　　光明寺の目には、とても素敵なものに写っている。


　　　そんな光明寺の顔に、ふと、暗い陰りがよぎる。映画館の立て看板が目に入ったのだ。


　　　何かのＳＦ映画のイラストらしいが、醜悪なモンスターの姿が大きく描かれている。


　　　光明寺が視線をそらし、本屋の店頭に目を向けると、


　　　そこには沢山の雑誌が並べられている。


　　　中には、ホラー雑誌も何冊か混ざっており、


　　　それらの表紙には気味の悪い幽霊の絵が毒々しく描かれている。


　　　やや気分を害した光明寺は、早足で、この通りを駆け抜けてゆく。


 


　　　　　　７


　　　子供になった光明寺が、小さな公園の前にまでやって来る。


　　　公園の中を覗くと、あの「のん」と呼ばれた少女が、


　　　一人でブランコで揺れている姿を発見する。


　　　光明寺は目を光らせ、公園の中に入ると、さりげなく、のんのそばに近づく。


光明寺「（のんへ）あたしもブランコにのっていいかな？」


　　　のんは、きょとんとした表情で、光明寺の顔を見つめる。


　　　光明寺は、返事も聞かずに、隣のブランコに腰掛けてしまう。


光明寺「さっきは、ごめんね。いきなり話しかけたりして。驚いた？」


　　　のんが静かに首を横にふる。


光明寺「お友達はどうしたの？一緒に帰らなかったの？」


のん「（ポツンと）のんは一人で居る方が好き」


　　　ようやく、のんが喋ってくれたので、光明寺の表情も明るくなる。


のん「でも、皆がダメだって。一緒にいた方が安全だって。


　・・・ねえ、おばさんって、他の大人のひととは違うような感じがする」


光明寺「（喉をつまらす）お、おばさん？


　や、やだなぁ、あたし、こう見えても、まだまだ若いのよ」


のん「（慌てて）ご、ごめんなさい」


光明寺「そうだ。ラリーって呼んで。あたしの小さな頃のあだ名よ」


のん「ラリー？」


光明寺「（ほほえみ）そう。なんか、外国人っぽくて、かっこいいでしょう」


　　　のんの顔にも笑みがこぼれる。ようやく、打ち解けてきた感じ。


　　　二人は、そのまま、並んでブランコで揺れ続ける。


　　　ひっそりとした公園の中に、他に訪れる者はいない。


光明寺「（つぶやくように）この公園も、ほんの数カ月前までは、


　沢山の子供たちが遊んでいたのにね。


　なんで、こんな事になっちゃったのかしら」


のん「大人には分からないのよ。話しても本気で信じてくれない」


光明寺「（心をこめて）そんな事ないよ。


　のんちゃんみたいな良い子がウソつくはずないもん」


　　　その時、光明寺の目が、公園の入り口あたりに釘付けになる。


　　　そこには、恐ろしい姿の怪物が立っていたのである。


　　　怪物は、光明寺たちの方をじっと見つめている。


光明寺「（さりげなく）なに、あれ？映画のロケでもやってるのかしら」


　　　光明寺のその言葉に、のんが過敏に反応する。


のん「ラリーさん、あの怪物が見えるの？」


光明寺「（きょとんと）だって、あそこに居るでしょう」


のん「信じられない。大人には見えないと思っていたのに。


　・・・逃げなくちゃ。捕まったら、殺されちゃうわ」


光明寺「どういう意味？やはり、子供たちの話は本当だったの？」


　　　怪物は、ゆっくりと光明寺たちの方へ近づいてくる。


　　　ブランコから降りた光明寺とのんは、急いで、公園の反対側の出口の方へと走り出す。


 


　　　　　　８


　　　一本道を、光明寺とのんが、手をつないで、走っている。


光明寺「（のんへ）ねえ、どういう事？あれは一体、何者なの？宇宙人？ロボット？


　それとも、地獄から来た化け物？」


のん「分からない。何も分からないのよ。ある日、突然、現われるようになったのよ。


　でも、子供にしか見えないから、大人は何もしてくれないの」


光明寺「さっき、殺されると言ったわよね。捕まったら、どうなっちゃうの？」


のん「それも分からない。


　でも、のんは、一緒にいた友達が捕まったのを見た事があって、


　その子は恐ろしい殺され方をしちゃった。


　だけど、そのあと、その子の死体は見つからなくて、


　大人たちは行方不明と言う事ですませちゃったの」


光明寺「それが集団蒸発事件の真相なのね」


　　　光明寺は、走りながら、考え事を始める。


光明寺の心のつぶやき「あたしが小さい頃は、


　不気味な怪物や残酷な拷問とかが出てくるお話が大好きだった。


　本当は怖かったくせに、なぜか、とても気になったのよ。


　あたしが聞きたがるものだから、親も、あたしを喜ばせるつもりで、


　お化けや幽霊の本を沢山買ってくれた。


　おっかないテレビを見る事も許してくれた。


　あの怪物と会って、そんな昔の記憶を思い出してしまったわ。


　小さな子供は、脳の情報処理能力が未発達な為、現実と空想の区別がつかず、


　虚構の物語さえも本当の出来事として理解すると言う。


　あの怪物も、そんな幼い子供たちの想像力が現実世界へと引き入れてしまったものなの？


　沢山の子供たちがそれを真実だと判断した時、それは現実にと変わるのよ！」


 


　　　　　　９


　　　走り逃げてきた光明寺とのんが、十字路にまでやって来る。


　　　しかし、二人は、そこで立ち止まってしまう。


　　　十字路の四方向から、ゾロゾロと怪物がやって来たのだ。


　　　その容姿はさまざまで、


　　　それこそ、古今東西の怪物が集結したかのような雰囲気である。


　　　怪物以外に、他に人の気配はない。


　　　光明寺とのんは、完全に怪物たちに取り囲まれてしまう。


　　　光明寺の体にしがみつくのんはおびえていて、


　　　抵抗しようと言う気力を完全に失っている。


　　　光明寺の方も、恐怖で顔が青ざめ、体が小刻みに震えている。


　　　光明寺は、必死に最後の勇気を奮い立てて、


　　　自分たちを包囲している怪物たちの姿を見渡す。


光明寺「（叫ぶ）あなたたちは、一体、なに？なぜ、あたしたちにこんなひどい事をするの！」


　　　怪物たちは、ニヤニヤしながら、怯える光明寺たちの姿を観賞している。


怪物の一人「知らないよ。オレたちは、殺したいから、お前たちを殺しているだけだ」


光明寺の心のつぶやき「（がくぜんと）こいつらは、子供の敵よ！


　子供たちの未来を食べる化け物なんだわ！」


　　　怪物たちが、ジワジワと光明寺のそばに近づいてくる。


　　　絶望した光明寺とのんが、同時に、大きな悲鳴をあげる。


　　　その時。


　　　光明寺の頬に、白くて、冷たいものがかすめる。


光明寺「（ハッとつぶやく）雪？まさか、今はそんな季節じゃないわ」


　　　しかし、雪が本当に降っている。しんしんと辺りを白く塗り替え始めている。


　　　この突然の異常気象に驚き、怪物たちも動きを止め、空を見上げている。


　　　一陣のつむじ風が舞い、降りかけた雪をまきちらす。


　　　その為、一瞬、周囲の風景がよく見えなくなってしまう。


　　　そして、静寂する中、いずこから鈴の音が聞こえてくる。


　　　澄んだ空気にきれいな鈴の音が共鳴し、


　　　今の殺伐とした状況に大きな違和感を与えている。


　　　光明寺らも怪物たちも、鈴の音がする方向へと目を向ける。


　　　そちらの方向からは、一人の少女がゆっくりと歩いて、近づいてきている。


　　　年齢は、小学校高学年ぐらい。透き通るような白い肌をした美少女である。


　　　サテン織りの白いドレスを着ており、


　　　帽子も白、手袋も白、ハイヒールも白と、全体を白で統一している。


　　　鈴は彼女のハイヒールの踵部分についており、


　　　彼女が歩くたびに、高い金属音が鳴り響くのだ。


　　　この謎の美少女は、怪物たちを前にして、立ち止まる。


怪物の一人「（美少女へ）きさまは誰だ。オレたちとは違う臭いがする」


別の怪物「何者なんだ。オレはお前のことを知らないぞ」


さらに別の怪物「こいつは敵だあ！オレたちをかき乱しに来たんだ」


　　　怪物たちはいっせいにうなり声をあげて、光明寺たちへの包囲網を崩すと、


　　　ぞろぞろと美少女の方へと寄ってゆく。


怪物の一人「（どなる）異物を排除しろ！こいつを殺せえ！」


　　　美少女も、手にしていたステッキをさっと振り上げる。


　　　ステッキの外面が外れ、刀となる。


　　　このステッキは、仕込み杖なのだ。


　　　先頭の怪物たちがわっと美少女に飛び掛かってゆく。


　　　美少女も機敏に対応し、怪物の攻撃を軽やかにかわすと、素早く刀で怪物を斬り倒す。


　　　真っ赤な返り血がビチャリと美少女のドレスを汚す。


　　　かくて、恐ろしい戦いが始まった！


　　　怪物たちは四方から美少女に飛び掛かってゆくが、


　　　美少女は圧倒的に強く、次々に返り討ちにしてゆく。


　　　美少女の攻撃には手加減がなく、


　　　群がる怪物たちを片っ端から八つ裂きにして殺してゆく。


　　　美少女の刀で切断された怪物たちの頭や手足が宙を舞う。


　　　怪物を一匹殺すたびに、美少女は怪物の返り血を浴び、


　　　その姿は次第に赤く染まってゆく。


　　　彼女が動けば、ハイヒールについた鈴の音も鳴り渡り、


　　　実にリズミカルに音が続いている為、それは虐殺のメロディのようにも聞こえる。


　　　取り残された感じの光明寺とのんは、このおぞましい戦闘をぼう然と傍観している。


　　　やがて、長く続いた殺りくの時間にも終わりが訪れた。


　　　この場にいた全ての怪物を、美少女が皆殺しにしてしまったのである。


　　　美少女の周りには、怪物たちのバラバラ死体が散乱し、


　　　真っ白だった美少女も返り血の為にすっかり赤い色の少女に変わっていた。


　　　降り積もり始めていた周囲の雪にも、怪物の血が飛び散り、深紅に染まっている。


　　　異常な光景だが、事の張本人の美少女だけはケロッとしており、


　　　落ち着いた視線で周囲を眺めている。


　　　危機が去った事を理解した光明寺が、思いきって、勇気を奮い立たせる。


光明寺「（美少女へ）助けてくれて、ありがとう。でも、あなたは一体誰なの？」


　　　真っ赤な美少女は、澄んだ瞳で光明寺の方を見つめると、冷たい笑みを浮かべる。


美少女「（低いトーンで）私の名前は、白雪姫」


　　　白雪姫と名乗った美少女は、それだけ言うと、


　　　光明寺たちの方に背を向けて、


　　　再び鈴の音をあたりに響き渡らせながら、歩き去ってゆく。


　　　光明寺たちは、その勇姿をぼう然と見送っている。


　　　そんな時、長い緊張感からようやく解放されたせいか、


　　　光明寺の胸元へと、のんがどっとよろけてしまう。


光明寺「（ハッと）のんちゃん、大丈夫？」


　　　そう言う光明寺も、どっと疲れが込み上げてきた様子。


光明寺「ダメだわ。子供の心では、これ以上、今の状況には耐えられそうにない。


　大人に戻らなくちゃ」


　　　のんを抱き支えたまま、しゃがみこんだ光明寺が、


　　　口元でゴニョゴニョと自己暗示解除の呪文を唱える。


　　　光明寺の視線から見える周囲の世界がおぼろげに変化してゆく。


　　　白雪姫と名乗った美少女はもちろん、


　　　怪物たちの死体や血痕も、どこにも見当たらない。


　　　あの季節外れの通り雪さえ、全て、消えうせている。


　　　今、光明寺の目に見えているのは、


　　　いつもの平凡でつまらない、日常の光景だけである。


　　　安堵したのか、小さな笑みを浮かべた光明寺は、


　　　のんを抱きしめた状態で、そのまま気を失って、目を閉じてしまう。


光明寺によるナレーション「催眠術を使って、私が覗いた子供たちの世界とは、


　大人たちの理解を超えた不思議な空間でした。


　子供たちは、皆、恐ろしい現実を前にして、一生懸命に戦っていたのです。


　大人たちには分かってもらえず、孤独に、恐怖に小さな胸を震わせながら。


　誰もが心身ともに疲れ果てていて、もはや限界のような状態でした。


　でも、そんな子供たちにも一筋の希望の光がありました。


　子供たちは、彼女の事をこう呼んでいます。＜赤いサテンの白雪姫＞と」


　　　ＥＮＤ。













    GUZIRA（空飛ぶお魚大戦争）
    ＜作品解説＞
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    〜〜　GUZIRA　〜〜
     


　　　　　　１


　　　暗黒の宇宙空間の中を、一見クジラに酷似した物体が遊泳している。


　　　そのクジラ状の物体の内部は空洞であり、


　　　中に潜む異質な形の機械（GUZIRA）が窓から外を眺めている。


　　　GUZIRAのレンズに、美しい青い惑星の姿が写る。


　　　その星の名は地球！


GUZIRA「（無機質に）末端組織GUZIRAより中枢へ。


　たった今、生物が繁殖している新しい星を発見しました。


　これより地上調査にと移ります」


 


 


　　　　　　２


　　　タイトル「GUZIRA」。


　　　OPと並行して、GUZIRAを乗せた宇宙クジラがゆっくりと地球へ接近してゆき、


　　　やがて、地上へ向けて、ぐんぐん下降してゆく。


 


　　　　　　３


　　　晴れ上がった日本の大都会の真昼。


　　　空の一角に宇宙クジラの姿が出現し、それはどんどん降下してくる。


　　　建物類と比較する事で、


　　　宇宙クジラは本物の鯨より一回りぐらい大きな物体だった事もはっきりする。


　　　この突然の異物の乱入により、町中はたちまちパニックになる。


　　　混乱し、逃げ惑う群衆によって、道路はごったがえす。


　　　同時進行で、


　　　侵入者の情報をいち早くキャッチした自衛隊の戦闘機群が飛来してくる。


　　　戦闘機は、宇宙クジラを包囲し、旋回しながら、攻撃を開始する。


　　　ところが、宇宙クジラは不思議なバリヤのようなもので身を包み、


　　　自衛隊の砲撃もいずれも見事に的から大きくそれてしまう。


　　　宇宙クジラが未知のエネルギーを発動させ、


　　　全ての攻撃を無効化させてしまっているのである。


　　　宇宙クジラが反撃を開始する。


　　　角のようなものが宇宙クジラの頭部から隆起すると、


　　　そこから電流のような光線が放出され、


　　　戦闘機群に確実に命中すると、次々に撃墜してゆく。


　　　瞬く間に戦闘機部隊は全滅してしまう。


　　　妨害者が居なくなった宇宙クジラは、余裕で、地上への接近を再開する。


　　　宇宙クジラは、避難中の群衆の最後尾へと近づいてゆくと、


　　　今度は、下腹部のあたりから無数の触手を出現させる。


　　　触手は、逃げ遅れた何人かの人間を捕まえると、


　　　そのまま持ち抱え、宇宙クジラの中へと取り込んでしまう。


　　　それで目的を達成して満足したのか、


　　　宇宙クジラはいったん空へと上昇しだす。


　　　地上からは、恐れおののく人間たちが、


　　　この恐怖の君臨者の退却を、ぼうぜんとしながら見送っている。


 


　　　　　　４


　　　宇宙クジラの内部の一角。


　　　５メートル四方程度の広さで、周囲全体が肉質の壁に取り囲まれており、


　　　電燈らしきものも無いのに、なぜか薄明るい。


　　　ここに、回収された人間の捕虜たちが閉じ込められている。


　　　捕虜の人数は四人。


　　　若い男女のカップルと、学者らしき白衣の青年。


　　　そして、軍服姿の年輩の男。


　　　学者と軍人が落ち着いて座り込んでいる一方、


　　　若いカップルは互いに抱きあって、めそめそと泣きじゃくり続けている。


　　　彼らの様子を、


　　　宇宙クジラ内の別の部屋からGUZIRAが冷たい視線で観察している。


　　　興味深いのか、GUZIRAのレンズは明るく光っている。


　　　やがて、捕虜室の天井に例の触手が出現する。


　　　触手は若いカップルの男の方へと伸びてゆくと、


　　　嫌がる男を無理やり女から引き離し、巻き抱えて持ち上げて、


　　　男の体ごと再び天井の中へ溶け込んでしまう。


GUZIRA「末端組織GUZIRAより中枢へ。


　たいへん重要な事実を発見しました。


　この星の頂点にたつ生物は、複雑な遺伝子構造のみならず、


　高度な知能と精神活動も有しています。


　これよりサンプルの解体と分析を始めます」


 


　　　　　　５


　　　再び、宇宙クジラ内の捕虜室。


　　　女が一人で泣き崩れ続けている一方、


　　　学者と軍人は冷静さを保ち続けている。


学者「（女へ）ねえ、お嬢さん。そろそろ泣くのは止めませんか。


　疲れがたまるだけですよ。


　今は逃げれる機会の時の事を考えて、


　少しでも体力を温存しておく事の方が大切です」


軍人「（ぶっきらぼうに）そんな奴、ほっとけ！


　その女はただの民間人だ。


　サバイバルのノウハウなんて分かるはずがない。


　ましてや恋人を連れてゆかれたんだ。好きにさせてやれ」


学者「（軍人へ）軍曹さん、無責任な言い方はよしてほしいですね。


　今回の惨事の原因は、元はと言えば、軍の手落ちにもあるんでしょう？


　なぜ敵飛行体の都市への侵入を許してしまったのですか。


　早い時点でも、敵の接近は確認できたはずでしょう？


　あなたが下っぱ兵だとしても、それなりの理由は分かっているはずでは？」


軍人「民間人が偉そうに言うな！別に隠しはしない。


　今回の出来事は、軍でも不測の事態だったのだ。


　この飛行物体はな、まっすぐ宇宙から降りてきたんだ」


　　　学者の顔に、冷ややかな笑みがこぼれる。


学者「（嬉しげに）それじゃ、やっぱり。宇宙人！


　この飛行体は宇宙船なんですね！」


軍人「はっきりとは言い切れん。


　どこかの国が開発した軍事衛星の可能性もある」


学者「いいえ。


　地球人が作ったものと考えるには、あまりにも形が異質ですし、行動も特殊です。


　しかし、他天体の未知の人類の所業だと考えれば、全ての説明がつきます。


　我々は今、歴史の１ページの中にいるのです！」


軍人「（冷たく）そんな呑気なものか。


　軍の迎撃が遅れたのは、最初、この物体を流星と見間違えたからだ。


　同じような流星群が、最近、太陽系内に突入したばかりである事は、


　天文台からもすでに報告されている」


学者「（ひきつる）地球最後の日？」


　　　その時、ブザーのような音があたりに鳴り響く。


　　　学者と軍人は、はっと周囲を見渡す。


　　　女も驚いて、泣きやむ。


　　　彼らが身構えている次の瞬間、


　　　部屋の天井にぽっかりと穴が開き、


　　　そこからゆっくりとGUZIRAが降下してくる。


　　　はじめて、GUZIRAの全身像がさらされる。


　　　人間大の、コードや回路むきだしの奇怪な姿のロボットである。


　　　その異様な姿を見て、軍人たちもぼうぜんとしている。


軍人「なんだ、こいつは？この艇の艦長のサポート機械か？」


学者「（慌てて）不用意に近づいちゃいけません！


　何が起きるか分かりませんよ」


　　　床に立ったGUZIRAは、キョロキョロと人間たちを観察している。


女「（いきなり）お願い！私の征二を返して！私の元に戻して！」


　　　GUZIRAに近づこうとする女を、学者と軍人は急いで押さえつける。


　　　GUZIRAは再び宙にと浮遊し、天井の穴へ吸収されると、去ってしまう。


　　　しばらく、人間たちの間では、重い空気のまま、沈黙が続く。


軍人「（ぽつりと）今のは何だったんだ」


学者「宇宙人が直接、僕たちの姿を観察しにきたのかもしれません。


　彼らは彼らで、僕たちの事が不思議なんでしょう」


　　　その時、再びブザーが鳴り響く。


GUZIRAの声「質問に答えます。


　我々は遠い宇宙からこの惑星へとやって来ました。


　組織中枢からは私はGUZIRAと呼ばれています」


学者「GUZIRA？」


軍人「それが宇宙人の名前か？」


GUZIRAの声「いいえ。あなたたちが乗っている、この船がGUZIRAなのです。


　今あなたたちに姿をお見せした私は、GUZIRAの一部に過ぎません。


　GUZIRAの機能を管理する事を目的とした、動く器官なのです」


軍人「（つぶやく）なってこった。敵の正体はロボットだったのか」


学者「いや。ロボット以上の存在です。


　我々は想像を絶するようなものに出会ってしまったのかもしれません」


GUZIRAの声「あなたたちは、生物でありながら、


　高い知能と言語能力、複雑な集団組織や科学文明までも有しています。


　私も、あなたたちに強い関心を抱きました。


　道具としての利用価値を調べる為、


　まだしばらく観察を続けさせていただきます」


　　　がく然としている人間たちをよそに、GUZIRAの声が途絶える。


 


　　　　　　６


　　　宇宙クジラ内の、GUZIRAがいる部屋。


　　　GUZIRAが中枢と連絡をとっている。


GUZIRA「末端組織GUZIRAより中枢へ。


　私が発見した惑星の生物は、極めて珍しく、不思議な精神反応をしめします。


　その構造を正しく解析し、道具化に役立てる為、


　さらなる実験を続行いたします。


　ただし、これ以上の調査は未知の領域であり、


　トラブルが生じた時の中枢への被害を懸念して、


　ただ今よりGUZIRAは中枢との連絡を完全に遮断します」


中枢からの声「中枢よりGUZIRAへ。


　連絡の中断は、情報伝達の鈍化につながり、


　双方の不利益ならびに危険をもたらす恐れがある。


　ゆえに、独自の判断による行動は認めれらない。


　GUZIRAは中枢の指示に従うべし」


　　　しかし、GUZIRAは中枢に答えずに、連絡を切ってしまう。


 


　　　　　　７


　　　再び、宇宙クジラ内の捕虜室。


　　　泣き疲れたのか、女は横になって眠っている。


　　　学者と軍人だけが、座って、話し込んでいる。


軍人「（ぼそりと）おい、ドクター。


　さっき、化け物の奴は、確か、道具とかって言ってたな」


学者「ええ。これまでのいきさつから、大体の意味は分かります」


軍人「じゃあ、説明しろ」


学者「この船を見て、どう思いましたか。


　明らかに有機物で作られています。と言うか、生きた生物そのものですね。


　GUZIRAとか名乗るロボットたちは、


　生き物を加工して、道具を作ってるんですよ。


　我々人間が、鉱物を使って、機械を作るみたいにね」


軍人「バカな。動物で機械を作るだと？」


学者「まんざら、おかしな話でもありません。


　生物だって、


　遺伝子という名の回路によって構築された機械には違いないんです。


　高度な学力を得たロボットが、


　ちまちました集積回路を作り続けるよりも、


　遺伝子操作の技術を発展させた方が簡単だと考えたとしても


　不思議ではないでしょう」


軍人「だが、動物では、しょせん限界が」


学者「いいえ。


　現に、この鯨みたいな生体物質はロケット以上の装備を保有しているし、


　大宇宙を飛んできたんですよ。


　生物の未開拓領域には、まだまだそれだけの可能性があると言う事です。


　それに、この部屋だって、電燈も窓一つないのに、こんなに明るい。


　生物独自の発光物質のなせる技ですよ。


　このクジラ船さえ生きている限りは、燃料の補給も不要で、


　この船の機能は永久に持続するのでしょう。


　すり減って、故障すれば、それでおしまいの鉄の機械よりも、


　はるかに優れた装置なのかもしてません」


軍人「じゃあ、奴らに征服されたら、


　人間もこんな機械にされてしまうと言う事なのか？


　そんなの冒涜だ！」


学者「何とも言えませんね。


　人類の鉄製の武器は彼らに勝てますか？


　軍とこの船の攻防戦は僕も地上から見てました。


　一方的にあしらわれていたように見えましたが、


　あなたには理由は分かりますか」


軍人「（口ごもりつつ）あの時、強力な妨害電波がこの船一体に張られていた。


　計器類だけに影響を与えるものだ」


学者「なるほどね。


　この船自身は、動物の感覚や本能を利用して飛んでいるから、


　その妨害電波の影響を受けない。


　鳥にでも乗って、攻撃しない限りは、互角にすら戦えないと言う事ですね」


　　　学者の口調が妙にはずんでいて、


　　　軍人はやや嫌な表情を浮かべる。


軍人「おい、ドクター。もう一つ、聞いてもいいか？」


学者「なにか？」


軍人「奴は、この船がGUZIRAだと言っていた。どういう意味だ？」


学者「彼らは、かなり高度に進化したロボットです。


　すでに個の意志とか観念とかは存在しないのでしょう。


　この船にしても、操縦者自身よりも要塞である船そのものの方が主体であり、


　彼ら自身、それを当然の事と受け止めているのかも知れません」


軍人「まるで悪魔の軍隊だ」


学者「どうでしょうね。蟻や蜂だって同種の社会を築いています。


　意外に、我々人間の文明の方が特殊なのかも」


　　　その時、再びブザーの音が響き渡る。


軍人「くそう。また呼び出しだ」


　　　天井にあの触手が出現する。


　　　触手は、今度は寝ている女目がけて伸びてゆく。


　　　ハッと目覚めた女は、悲鳴をあげて、巻き付いてくる触手に抵抗する。


　　　軍人も急いで女のそばに走り寄り、触手から女を守ろうとする。


　　　学者は、この騒動に参加せず、きっと天井の方を見つめる。


学者「（叫ぶ）GUZIRAさん！


　あなたを紳士だと信じて、お願いします。


　連れていっても、どうか、この女性の命だけは保証してください。


　僕たちは生きているのです。死は望んでいないのです。


　それだけは分かってください」


　　　女と軍人の抵抗の努力もむなしく、


　　　触手に力づくで女は天井内へと連れ去られてしまう。


軍人「（怒鳴る）オレは負けないぞ！悪魔め。必ず倒してやる！」


　　　そして、軍人は力添えしてくれなかった学者に軽蔑のまなざしを向ける。


 


　　　　　　８


　　　宇宙クジラ内の暗い通路を、


　　　女が触手に引っ張られながら、歩いている。


女「（泣き声で）宇宙人さん、お願い。


　私も征二のところへ連れていって。彼に会いたいの。


　彼が助かるんだったら、私はどうなってもいい。


　だから、彼に会わせて！彼はどこなの？」


　　　やがて、通路を通り抜けたらしく、女はやや広い部屋へとたどり着く。


女「（声が弾む）もしかして！ここに征二がいるの？


　ねえ、征二！私はここよ！どこにいるの？」


　　　部屋の中の発光物質が反応をはじめ、次第に部屋の中が明るくなってくる。


　　　じょじょに部屋の中の様子が見え始める。


　　　奇妙な形のガラス状生体容器がたくさん置かれた部屋である。


　　　そうした生体容器の中には、


　　　さまざまな動物の体の断片がおさめられている。


　　　生体容器の一つに、若い男の頭部が入っているのもチラリと見える。


　　　それを見つけた女は、目を見開き、がく然となる。


　　　宇宙クジラ内に、女の絶叫が響き渡る。


 


　　　　　　９


　　　再び、宇宙クジラ内の捕虜室。


　　　戻された女がひくひくと泣き続けている。


　　　それを、軍人は迷惑げに、学者は冷ややかに眺めている。


軍人「（怒鳴る）いつまでも泣くな！


　殺されないで帰ってこれたんだぞ」


学者「（クールに）まあまあ、軍曹さん。彼女の気持ちも察してあげなさいよ。


　よほど酷い事でもされたのでしょう」


　　　学者が優しく女の背中をさすってやる。


　　　その時、再びブザーの音が鳴り響く。


GUZIRAの声「GUZIRAより人間のサンプルの皆さんへ。


　私には分かりません。そのメスは、なぜ泣いているのですか。


　私は彼女の希望をかなえてあげただけです。


　何が気に入らなかったのですか」


女「（泣きわめく）うるさい！あなたは人殺しだわ！怪物よ」


学者「（つぶやく）彼女の希望？じゃあ、あの恋人に？」


女「（耳をふさぐ）いや！その話はもうやめて！」


軍人「（怒って）すでに殺されてたのか！」


GUZIRAの声「（無感情に）死体ではありません。


　遺伝子の内容が保存されている限り、あのオスはまだ生きています。


　何度でもクローンにして、再生する事ができます。


　なぜ、最初の個体にそれほどこだわるのですか？」


女「（訴える）征二は、この世にただ一人よ！


　他の誰も征二の代わりになんかはなれない。


　私は征二だけを愛していたのよ！」


GUZIRAの声「分かりません。


　私が、解体用素材として、あのオスを選んだのは、


　ここにいるオスのサンプルのうち、あの個体が一番劣っていたからでした。


　知能面にせよ、体力面にせよ、そこにいる二匹の方がはるかに勝っています。


　それなのに、なぜ、あなたは彼らを配偶者として選ばないのですか？


　遺伝子は常に強い個体を求めるものです」


女「（怒鳴る）バカ！私は征二が好きだったのよ！」


学者「（冷ややかに）これ以上、話しあっても無理ですよ。


　しょせん、ロボットには人間の心理なぞ理解できるはずがありません。


　奴にとっては、結局のところ、


　僕たちは謎の多い観察対象にすぎないのでしょう」


軍人「おい、ドクター。


　オレたちも、やがて、奴に解剖されちまうのか？」


学者「（投げやりに）さあ、どうでしょうね。


　軍曹さん、もし敵軍の持つ未知の武器を複数入手できたら、


　あなたは全部、分解してしまいますか？


　恐らく、内部構造を調べる為にバラバラにするのは一つで、


　残りは原型のままで性能調査をするでしょうね。


　僕たちは、今はきっと、奴に性能調査をされている最中なんですよ」


　　　軍人が返事に戸惑い、皆が沈黙してしまう。


　　　部屋の中が重い空気に包まれる。


 


　　　　　　１０


　　　宇宙クジラ内の、GUZIRAがいる部屋。


　　　モニターのような生体装置に、捕虜室に居る人間たちが写っていて、


　　　それをGUZIRAが不思議そうに観察し続けている。


 


　　　　　　１１


　　　再び、宇宙クジラ内の捕虜室。


　　　三人の捕虜は、睡眠をとる為に横になっている。


　　　それを察して、合わせてくれているのか、


　　　室内の発光物質も活動を控えているらしく、室内がかなり暗い。


　　　女は、わめき疲れたらしく、すでに眠りに入っている。


　　　学者と軍人だけが、横になりながらも、まだ静かに会話を続けている。


軍人「なあ、ドクター。この船は鉄製じゃないんだろ？


　素手で壁をぶち破って、脱走とかできないのか？」


学者「軍曹さん。滅多な事は考えるもんじゃないですよ。


　鉄より柔らかくても、破れにくい細胞物質で出来ているのかもしれません。


　それに、この船の外が地球上かどうかは分からないんです。


　もし、現在、宇宙空間に停滞中だったとすればどうしますか。


　仮に、地球圏内にいたとしても、


　上空何千メートルに浮遊していたとすれば、


　外に飛び出した途端、我々は地上に墜落です」


　　　軍人は、学者の話に怯えたのか、口を閉ざす。


学者「なるようにしかなりません。相手の出方を待ちましょう」


　　　これで二人の会話は終了する。


　　　今日のところはこのまま眠る事に決めたのか、二人も静かになる。


　　　室内にしばらくの間、沈黙の時間が続く。


　　　三人とも、熟睡中である。


　　　そんな時、また新しい異常が起こり始める。


　　　部屋の天井の中央部が明るくなったかと思えば、


　　　そこから床へ向けて赤外線のような光が射す。


　　　その光に照らされた床に、一つの人影が出現する。


　　　その怪人物は、姿がはっきり分からない状態のまま、


　　　じっと三人の方を見つめ続ける。


怪人「（優しく）京子。そこに居るのかい、京子？」


　　　その声にハッとして、女が目を覚ます。


女「（起き上がり）その声？政二？」


　　　キョロキョロと周囲を見回す女は、怪人の姿を発見する。


怪人「（ほほえみながら）僕だよ、忘れたのかい？」


　　　怪人の顔がぼんやりと見えてくる。


　　　確かに、女の殺された恋人のものである。


女「（動揺しながら）うそ！政二は死んだのよ！


　あなたはニセモノだわ！」


怪人「僕は政二だよ。なぜ信じてくれないんだい？


　あんなに沢山愛しあったじゃないか」


　　　女は困惑して、うまく言い返せないでいる。


　　　そして、この会話のやり取りを耳にした学者と軍人も目を覚まし、


　　　ゆっくりと起き上がる。　　


怪人「君はこの世にたった一つしかない宝石箱なんだ。


　君の中には素晴らしい宝物がいっぱい詰まっている。


　僕はこんな素敵な宝箱を自分のものにできた事が


　嬉しくてたまらないのに。大声で皆に自慢したいんだ」


女「（つぶやく）そ、それは、政二がいつも私にささやいてくれた言葉」


怪人「そして、僕は君の為だけの港さ。


　小舟の君がどんなに僕のそばから離れたとしても、


　僕は必ず君が戻ってくるのを待っている。


　君の事を心から信じているから。


　君には、安らぎと帰れる場所が必要だから」


女「（驚く）それは、昔、ケンカした時に、


　政二が私の事を許してくれて、口にした言葉だわ！


　なんで、そんな話まで知っているの？」


　　　危険を察知した学者と軍人が急いで女のそばに寄り添う。


怪人「今度の日曜日は、レスカで食事をしようって約束したよね。


　大切な初デート記念日は2月29日だから、いつも4年に一度っきり。


　だから、4年分を合わせた最高の一日にしようって。


　他の約束は全部キャンセルして、仕事の事も忘れちゃって、


　家族の事も気にしないで、


　二人っきりの幸せな時間を過ごそうって」


女「（声を上げる）あなた、政二よ！間違いないわ！」


　　　女が怪人の方へと体を乗りだす。


学者「（慌てて）落ち着いて！まだ危険です！」


　　　しかし、女は怪人のそばに走り寄ってしまう。


　　　そして、怪人に抱きつく。


女「（泣きながら）生きてたのね。本当に良かった。


　もう、これ以上、私の事を悲しませないでね」


　　　ところが、次の瞬間、女は反射的に怪人のそばから飛びのいてしまう。


女「（叫ぶ）なに、あなた？政二じゃない！」


　　　人間かと思われた怪人の表皮がズルリと破れ落ちる。


　　　中からは、不気味な機械まるだしのGUZIRAが現れる。


　　　GUZIRAが人工皮膚をかぶって、化けていたのだ。


　　　その正体を知った女が、目を見開き、大きな悲鳴をあげる。


　　　彼女のそばに、学者と軍人が急いで寄り添い、ガードにつく。


　　　GUZIRAの方は、天井からの光に誘導されて、浮遊すると、


　　　そのまま上昇して、天井の中へと吸い込まれてゆく。


　　　女は、嗚咽しながら、泣きじゃくっている。


女「（つぶやく）確かに、政二だった。政二としか思えなかったのに」


軍人「（怒鳴る）あの野郎！人の心を弄びやがって！」


　　　軍人はグイと一歩前に出る。


軍人「（天井を見上げて）この、ぽんこつロボット、出てこい！


　何でも出来る宇宙船の奥に隠れて、コソコソした嫌がらせしか出来ないのか！


　卑怯者め！お前たちの方が人間さまより上だと言いたいのなら、


　堂々と姿を見せて、オレと一対一で戦ってみろ！」


学者「（おろおろと）軍曹さん。むやみな挑発行為はやめてください。


　何が起きるか分かりませんよ」


　　　しかし、手遅れであり、天井から再び光が射すと、


　　　そこからGUZIRAが現われ、ゆっくりと床へ降下してくる。


　　　軍人とGUZIRAが向きあった形となる。


軍人「（嬉しげに）この機会を待ってたんだ。


　こんなでくの坊め、肉弾戦だったら負けやしねえ」


　　　軍人はやる気満々であり、


　　　女を連れた学者も、諦めて後ろに引っ込んでいる。


　　　ロボットGUZIRAはあくまで落ち着いており、


　　　軍人の方から先制攻撃で飛び掛かってゆく。


　　　軍人が殴りかかってきた瞬間、


　　　GUZIRAのボディより奥の手とも言うべしマジックハンドがいくつも飛び出す。


　　　マジックハンドは、軍人の攻撃を片っ端から受け払ってしまう。


軍人「（うそぶく）そうこなくちゃ、面白くねえ」


　　　軍人はさらに激しい攻撃をGUZIRAに仕掛けるが、


　　　GUZIRAも巧みにかわしてゆく。


　　　GUZIRAは完全に防戦一方である。


軍人「どうした、化け物ロボットさんよ。


　体が重たくて、受け身が精一杯なのかい。


　それじゃ今にもたなくなるぜ。ほらよお！」


　　　GUZIRAの隙を見つけた軍人が、


　　　すかさずGUZIRAの表面剥き出しのコードの一つを手づかみにする。


軍人「（得意げに）見たか！これでお前もおしまいだ。


　オレたちの事を甘く見過ぎたバチだな。


　お前の弱点は、道具に頼り過ぎた結果、


　自分自身は貧弱な機械に成り果ててるって事だ。


　大事な回路やコードが外に丸出しなんて、少し不用心すぎやしないかい」


　　　軍人は、間違いない勝利を確信して、


　　　GUZIRAのコードを引っ張り、破り千切ってしまう。


　　　しかし、GUZIRAはまるで無反応である。


　　　その時。


女「（叫ぶ）やめて！そのロボットさんを壊さないで！」


　　　ハッとした軍人の手が緩む。


　　　その一瞬、軍人の体勢に隙が出来た事をGUZIRAは決して見逃していない。


　　　GUZIRAのマジックハンドによる強力な一撃が軍人の腹へとぶち込まれる。


　　　叩きのめされた軍人は吹っ飛ばされてしまう。


　　　床に叩き付けられた軍人のそばに、学者が慌てて走り寄る。


　　　GUZIRAの方は全くの余裕である。


　　　勝負はついたと判断したのか、


　　　表面のコードが壊された状態のまま、天井の光に誘導されて、浮上すると、


　　　再び天井の中へと去っていってしまう。


　　　学者は、倒れた軍人を介抱してやっている。


学者「（あきれ気味に）言わんこっちゃない。


　動物だって、大切な動脈や内臓は皮膚の奥の方にあるものであり、


　表皮近くにあるのは静脈や毛細血管ばかりです。


　あのロボットも同様で、


　表面に見える回路やコードはさほど重要じゃないものばかりだったんでしょう。


　気が付かなかったのですか」


　　　軍人は、自分の失敗を恥じているらしく、黙り込んでいる。


 


　　　　　　１２


　　　暗黒の宇宙に、美しい地球の姿がある。


　　　その地球向けて、無数の流星が接近しつつある。


　　　（遠くにある為、個々の流星の具体的な形は分からない）


中枢の声「中枢よりGUZIRAへ。ただちに連絡を再開するべし。


　回収した情報を全て中枢へと伝達せよ。


　今や中枢本隊は目標地へと到達した。


　GUZIRAの得た目標地の詳細情報を必要としている。


　GUZIRAはただちに中枢の指示に従うべし。


　どうしてもGUZIRAとの連絡が取れない場合は、


　中枢本隊は独自の判断で目標地への侵攻を始める意向なり」


 


　　　　　　１３


　　　再び、宇宙クジラ内の捕虜室。


　　　GUZIRAに敗北した軍人はすっかりしょげかえっており、


　　　部屋の隅に縮こまっている。


　　　話し相手が居なくなったので、


　　　学者もねっ転がって、静かにしている。


　　　そんな中、女がのそっと立ち上がり、壁をどんどん叩きだす。


女「（泣き訴える）あのロボットさんに、また会いたい！


　あのロボットさんの中で、政二はまだ生きてるのよ！」


　　　その言動に驚いた学者が女のそばに寄り添い、なだめ始める。


学者「（クールに）お嬢さん、バカな事を言うのは止めましょう。


　あのロボットは、


　あなたの恋人から聞き出した情報を適当に拾い出し、口にしていただけです。


　あなたの本当の恋人は、もう死んでいるのですよ。


　残酷ですが、事実を受け入れましょう」


女「（言い返す）いいえ、


　レスカで記念日を過ごそうと言う誘いは昔の話なんかじゃなかったわ。


　だけど、本物の政二なら必ず口にしそうな話だった。


　あのロボットさんがただの聞き出し情報を引っ張りだしただけだと言うなら、


　これはどう説明するの？」


学者「（呆れ気味に）あなたの恋人は本当にロマンチストだったんですね」


　　　その時、ふと学者の表情が変わる。


学者「待てよ。


　あのロボットは、お嬢さんの恋人の記憶を


　文字どおり全て吸い取ったのかも知れない。


　そう考えた方がつじつまがあうかもしれませんね。


　食事に見慣れた料理が配給されるようになったのも、


　あのロボットが流暢な日本語を喋るようになりだしたのも、


　お嬢さんの恋人が連れ去られたあとからでした。


　多少の観察だけでは、


　こんな短期間で地球の文明や言葉を習得してしまえるとは思えません。


　あのロボットは、遺伝子だけではなく、


　人間の脳の記憶さえも全て読み取り、


　コピーしてしまえる技術を持っているのかもしれませんね。


　まるで磁気テープやコンピュータが


　吹き込まれた情報を丸ごと暗記保存できてしまうように」


女「（歓喜して）じゃあ、やっぱり政二はあのロボットさんの中で！」


学者「（首を振り）だとしても、あなたの恋人そのものとは言えないでしょう。


　あのロボットの記録システムの中には、


　あなたの恋人の記憶以外にも、


　あのロボット自身の記憶も混じっているのです。


　変な期待は禁物でしょう。奴は、やはり未知の怪物なのです」


女「（泣きながら）それでもいい。政二の心を持っているのなら」


　　　学者は呆れた表情をしている。


　　　その時、隅にいた軍人が奇声をあげる。


　　　学者と女が驚いて目を向けると、


　　　軍人は頭を抱えて、うずくまっている。


女「（心配そうに）軍曹さん」


学者「（クールに）気の毒な人だ。


　素手で戦っても、あのロボットには勝てない事が分かって、


　そうとう堪えたんでしょうね」


　　　軍人に気遣って、学者と女は会話をやめる。


　　　ところが、入れ違いに、また天井から光が射してくる。


　　　怯える女と学者は、軍人のそばに走り寄り、


　　　三人で身を寄せて、身構える。


　　　光が射している場所に、立体映像のようにGUZIRAの姿が現れる。


GUZIRA「お嬢さん。私のそばに来てください。


　お聞きしたい事があるのです」


　　　学者も女もギクリとするが、


　　　女は怯えながらも、コクリとうなずく。


女「（落ち着いて）分かったわ」


学者「（女へ）気を付けて。何をされるか分かりませんよ」


女「（笑顔をつくってみせて）大丈夫。


　あのロボットさんの事を信じてみる」


　　　女は前へと歩み寄り、光の中へと入ってゆく。


　　　GUZIRAの立体映像は消え、女の体が宙に浮かび上がる。


　　　そして、そのまま天井の中へと吸い込まれてゆく。


 


　　　　　　１４


　　　宇宙クジラ内の奇妙な空間。


　　　そこでは、女もGUZIRAも、無重力状態で浮遊して、まっすぐ対面している。


GUZIRA「（穏やかに）お嬢さん。私には分からないのです。


　あなたたちの行動が、気持ちが、感情と言うものが。


　私たち種族は、これまで沢山の星を制圧して、


　無数の生物たちと出会ってきました。


　そのほとんどは下等で、行動原理は単純で、


　私たちは彼らを思うがままに改良して、道具に変えて、


　私たちの為に役立ててきました。


　全ての生き物たちは、


　遺伝子がプログラムした種の保存の欲望や


　自己防衛の本能などに従って、生きています。


　それは、私たち高等機械の種族にしても同様です。


　なのに、あなたたち人間と言う生物は違うのでしょうか。


　私の持てる知識だけでは、


　あなたたちのこれまでの行動の数々を分析しつくす事ができないのです」


女「（優しく）そうかぁ。あなたはロボットだったものね。


　動物のような心は持っていなかったのね。


　だから、理解できなかったのよ。


　私たち人間はね、本能や欲望なんかよりも、もっと大切なものを知っているの。


　それが私たちの心や感情のみなもととなっているのよ」


GUZIRA「一体、それは何ですか？」


女「人を愛する気持ちよ。


　人間だけじゃない。他の動物だって、周りにあるものだって、


　世界全てをいとおしくて、愛せるような、そんな心よ」


GUZIRA「私が、私の種族中枢の繁栄へのプログラムに


　絶対服従しているのと同じようなものですか」


女「（戸惑いながら）うーん、どうだろう」


GUZIRA「あなたとつがいだったオスの記憶からは


　こんな感情を見つけました。


　＜世界に人間は京子一人だけでもいい。京子さえ居れば、僕は幸せだ＞。


　あなたは、人間種族全てよりも、世界全体よりも、


　大切で貴重な生命だったのでしょうか」


　　　GUZIRAの言葉を聞いた女の顔が緩み、目が涙で潤む。


 


　　　　　　１５


　　　再び、宇宙クジラ内の捕虜室。


　　　天井に穴があき、そこからドサリと女が落ちてくる。


　　　そのそばへ、急いで学者が歩み寄る。


学者「（女へ）大丈夫ですか。おかしな事はされませんでしたか」


女「（立ち上がりながら）心配しないで。


　ロボットさんとちょっとお話してきただけよ」


　　　間もあけず、あのブザーの音が鳴り響く。


GUZIRAの声「皆さんに重要なお知らせがあります。


　本日未明、私の種族の中枢本隊が地球にまで到来しました。


　私の種族の中枢には、この星を制圧して、


　全生物を自分たちの道具として役立てようと言うプログラムしか


　組み込まれていません。


　私GUZIRAも、そのプログラムの指示に


　戻らなければいけない時がやって来ました」


学者「（つぶやく）ついに人類もおしまいか」


GUZIRAの声「しかし、私GUZIRAは、


　あなたたちを観察し続けているうち、


　中枢とは異なるプログラムを電子頭脳内にインプットしてしまいました。


　その命令プログラムの正体が何なのかは、今でも私には理解できていません。


　それでも、私は、これより、あなたたちを地上に逃がしてしまう意向です」


　　　学者も女もあっけにとられた表情になる。


学者「（きょとんと）なんだって？」


GUZIRAの声「すでに、このGUZIRAの船は、


　地球では山岳地帯と呼ばれている場所に着地させています。


　今、あなたたちを解放する為の出口を開きましょう」


　　　困惑しながらも、学者たちは、


　　　隅でたたずんでいた軍人を立たせると、


　　　三人で部屋の一個所にとかたまる。


　　　すると、壁の一角にポカリと大きな穴が開き、


　　　そこにGUZIRAが姿を見せる。


GUZIRA「（穏やかに）皆さん。こちらです」


　　　捕虜のリーダー格のようになった学者が、まずは穴に向かって前進する。


　　　ところが、GUZIRAに接近した途端、


　　　学者はいきなりコップに入った水をGUZIRAにふりかける。


　　　そして、急いでGUZIRAのバックに立つと、


　　　奇妙な小器具をGUZIRAのボディすれすれまで近づける。


　　　学者の突然の行動に、女も軍人も驚いている。


　　　GUZIRAは相変わらず無感情。


女「（学者へ）一体、何をするつもり？」


学者「（楽しげに）立場逆転でしょうかね。


　僕が今、手にしているのは、


　自分の携帯電話を壊して作った、手製スタンガンです。


　だから、電圧は大した事はありませんけど、


　今の水に濡れたGUZIRAさんでしたら、十分、感電させる事ができるでしょう。


　剥き出しの回路に電気を流せば、


　内部の大切な集積回路類にもたちまち電流が伝わって、


　あなたほどの精密機械ですと、命取りにもなるのではありませんか。


　もし、壊されたくないのでしたら、


　僕の指示する命令を聞いてもらいましょうか」


GUZIRA「（学者へ）いいでしょう。プログラムを与えてください」


学者「僕が何をしようと、あなたとこの宇宙艇は僕に危害を加えない。


　まず最初の命令はこれです」


GUZIRA「分かりました。そのプログラムを受け入れます」


　　　それを聞いて、学者は大笑いしだす。


女「（学者へ）一体、何をしたいの？」


学者「（すまして）ほんの学術的興味ですよ。


　これで、このくず鉄ロボットは、僕には何の手出しも出来なくなりました。


　なぜなら、機械装置はプログラムにのみ忠実に従うように出来ている。


　こいつはそのプログラムを受け入れてしまったのですから。


　でも、人間は違う。


　嘘もつければ、約束を破る事もできるのです。


　僕はこのロボットとの口約束を守るつもりはありません。


　このスタンガンを突き付けて、みごと、この化け物を破壊してみせるつもりです」


女「（きつく）そこまでしなくても！


　そのロボットさんは、私たちを逃がしてくれるって自分から言ってくれたのよ」


学者「だから、これは学術的興味だと言ったでしょう。


　こいつ一人を倒せたところで、


　こいつの仲間による地球侵略を阻止できるとは思えません。


　でも、僕は人類がこんなロボットごときに


　全面的に負けたなどとは考えたくないのです。


　せめて、こいつらを倒せる事ぐらいは確認しておきたいのです。


　GUZIRAさん、


　ある意味、あなたたちと僕は似たもの同士なのかも知れませんね。


　でも、この勝負は僕の勝ちです。


　僕の実証の為、サンプルになるのは、今度はあなたの方です」


　　　確実な勝利を確信した学者が、


　　　GUZIRAのボディに近づけていたスタンガンをつい下の方へおろしてしまう。


　　　その瞬間、壁にまたいくつもの穴があき、


　　　そこから奇妙な姿の動物がいくつも飛び出してくる。


　　　動物たちは素早く学者のまわりを取り囲むと、


　　　学者に反撃の余地も与えずに、鋭利な武器を使って、


　　　瞬く間に、おののく学者を惨殺してしまう。


　　　学者の手作りスタンガンも活躍の場もなく、


　　　持ち主の手から落ちて、床の上に転がる。


　　　この一瞬の屠殺劇を、女たちはがく然と見過ごしてしまう。


　　　そして、用事が済むと動物たちはまた穴へと飛び込んで、


　　　出ていってしまい、それらの穴もすぐに閉じてしまう。


GUZIRA「（冷淡に）このGUZIRAの船には、


　私以外にも多数の生体道具が乗り組んでいて、


　船の定期改造と整備に務めています。


　彼らが、この船の危機を察知した時、


　私GUZIRAのプログラムとは関係なしに、危険物質の排除に乗り出したとしても、


　私の責任だとは言えないでしょう」


　　　GUZIRAは、女たちの方へ目を向ける。


GUZIRA「本当は三人とも無傷で地に降ろす予定でしたが、


　もったいない事をしました。


　さあ、あなたたちだけでも、この通路を使って、


　船の外へと出てください。地面はすぐそこです」


 


 


　　　　　　１６


　　　山の中腹の、草木がしげ渡った平地の上に、宇宙クジラが着陸している。


　　　宇宙クジラの横腹にはぽっかり穴が開いており、


　　　そこから女と軍人が寄り添いながら、飛び出してくる。


　　　二人が外へ出て、それとなく後ろをふりかえると、


　　　宇宙クジラの穴は静かに閉じてしまう。


女「（つぶやく）ロボットさん、降りないの？」


　　　女と軍人がはたと空を見上げると、


　　　なんと、晴れ上がった空にはウンカのごとく無数の飛行物体が漂っている。


　　　おかしな事に、そのどれもが海洋生物に酷似した姿をしており、


　　　それはカニであったり、イカであったり、サメであったりと、


　　　まるで空が海になったかのごとき状態である。


　　　この不思議な飛行物体群こそ、


　　　GUZIRAたち侵略ロボットの中枢本隊なのだ。


　　　見上げた女と軍人は、がく然としてしまう。


軍人「（つぶやく）ハルマゲドンだ。


　聖書が予言した世界の終わりの日だ」


　　　おののいている軍人たちの前で、


　　　宇宙クジラはゆっくりと離陸しだす。


女「（叫ぶ）待って！行かないで！


　ロボットさんもここに残って！」


　　　女に答えるかのように、宇宙クジラからGUZIRAの声が返ってくる。


GUZIRAの声「（穏やかに）私には、まだ人間の心が分かりません。


　しかし、新しいプログラムに私は従いたいのです。


　この星を守りたい。今の姿のままでずっと保存しておきたい。


　何一つ失いたくないから。


　これが、あなたたちの言う愛という感情なのでしょうか」


　　　女たちが見上げている中、


　　　宇宙クジラはぐんぐん上昇してゆく。


女「（泣きわめく）ダメ！行っちゃ嫌よ。政二、帰ってきて！」


　　　しかし、宇宙クジラは躊躇の様子も見せず、


　　　どんどん侵略船団の中枢本隊の方へ向かってゆく。


　　　これより、侵略部隊中枢とGUZIRAとの間での会話が始まるが、


　　　それが外部にも聞こえているのかどうかは分からない。


中枢の声「中枢よりGUZIRAへ。


　本部隊に帰還する前に情報を提供せよ。警告する。


　GUZIRAは、本部隊に復帰する前に、


　まずは知り得た全ての記録を提出するべし。


　指示に従わぬ場合は、中枢はGUZIRAを危険存在と判断して、


　攻撃排除する方針も選択する」


GUZIRAの声「末端組織GUZIRAより中枢へ。


　私は中枢の指示に応じる意向はありません。


　逆に、私の方からも提言します。


　この星はなにびとも侵してはいけません。


　この星には大切でかけがえのない”心”と言うものがあるから。


　私はそれを滅ぼしたくないのです」


中枢の声「（当惑気味に）中枢よりGUZIRAへ。


　命令権は組織中枢にのみ存在する。


　GUZIRAの言動は、組織に対する明らかな反逆であり、


　我が高等組織体において、そのような行動がとれるとは、とうてい信じがたい。


　GUZIRAは、この星の毒素でも浴びて、


　どこか故障でもきたしたのか？」


GUZIRAの声「末端組織GUZIRAより中枢へ。


　提言を受け入れてくれないようでしたら、


　これより、中枢への実力行使を開始します」


　　　宇宙クジラが、侵略船団の最先端へと大接近する。


　　　宇宙クジラの頭部より角が生え、例のイナズマ光線を発射する。


　　　ついに仲間割れの交戦が始まったのである。


　　　対する侵略船団の奇怪な海生動物たちも、


　　　決しておとなしく攻撃ばかりされている訳ではなく、


　　　防御したり、反撃にと移りだす。


　　　緩やかなカーブを描いて、イナズマ光線を回避したり、


　　　宇宙クジラ同様の角を出して、そこから光線や煙霧などを放出する。


　　　大空は、瞬く間に、


　　　宇宙万能戦艦同士の激しい闘争によって、戦場と化す。


　　　けたたましい爆音が絶え間なく響き渡り、


　　　飛び交う光線や撒き散らされる噴煙によって、


　　　空気は濁って、外部からは戦況が見えなくなってしまう。


　　　地上に立つ女と軍人も、


　　　曇りきって、様子が分からなくなった空を、


　　　不安げに見上げ続けている。


　　　やがて、じょじょにだが、煙が引き始める。


　　　各宇宙戦艦群の姿が、どんどん小さくなってゆくのが分かる。


　　　上昇し、宇宙へと引き上げ始めているのだ。


中枢の声「（無感情に）全ての末端組織は、ただちにこの星より撤退するべし。


　GUZIRAの反逆の原因は、


　この星で触れてはいけないものに接してしまったからだと判断される。


　我々は、我が種族の繁栄の為、これ以上の犠牲を増やす訳にはいかない。


　ただ今より、この星間を危険領域にと指定し、


　全末端組織は二度とこの星へは降下しない事を中枢より強く指示する」


　　　恐るべき侵略は幕を閉じたのである。


　　　その事実に気付いた女と軍人の顔が嬉しそうにほころぶ。


　　　宇宙へ帰ってゆく侵略船団の姿は、


　　　やがて、点となり、完全に見えなくなってしまう。


　　　ただし、その中に、


　　　GUZIRAの乗る宇宙クジラも混じっていたのかどうかははっきりしない。


女「（喜びながら）よく分からないけど、


　私たち、助かったのね。軍曹さん」


軍人「（笑みを浮かべ）そうだな。


　おっと、言っておく事がある。オレは軍曹なんかじゃねえ。陸軍三佐だ」


 


　　　　　　１７


　　　軍の司令官室。


　　　机についた司令官及び取り巻きの前で、


　　　軍人が最終報告を行なっている。


司令官「（軍人へ）永山三佐。


　君の報告書は入念に読み返させてもらったが、全く信じがたい話ばかりだ。


　しかし、あのような他天体からの侵略者を


　我々も目撃している以上は全てを疑うわけにもいくまい。


　内容の詳しい分析は他機関にゆだねるとして、


　まずは君の報告を素直に信じる事にしよう」


軍人「（きりっと）恐縮であります、司令！」


司令官「ただし、報告書を何度読んでも、よく分からなかった部分がある。


　あの敵艦隊が、なぜ突然の撤退を始めたのか、


　その理由については、君はうまく説明できるかね？」


軍人「分かる範囲でお答えいたします！


　敵捕虜室で知り合った私の戦友は、


　敵構成員が極めて完成度の高いロボットだと分析していました。


　それほど優れた機械であるにも関わらず、


　部隊の命令にそむいて、GUZIRAと名乗る敵斥候が反乱行動に走った事は、


　言い換えれば、それほど完璧な装置が


　命令プログラムを遂行できなくなるほど故障してしまった事が、


　彼らにしてみれば、撤退を余儀なくするほどの脅威だったのではないでしょうか」


司令官「（怪訝そうに）そんな完全機械を壊せるほどの兵器が地球に存在したと？」


軍人「はい。


　人間の心がそれだったのだと一部の人は分析しています。


　しかし、本当に敵斥候GUZIRAの行動は故障だったと言えるのでしょうか。


　彼の選んだ行動こそが、本当は正しい行為だったのかもしれません」


司令官「その話は、各機関でもう少しよく分析させてみる事にしよう。


　それともう一つ、君は、


　彼らがまた地球に飛来する可能性があるとは思うかね？」


軍人「よほどの事情が無ければ、


　私たちだって、悪性ウィルスの蔓延している孤島に


　無理に上陸したりはしないでしょう。


　彼らにしてみれば、我々の地球は、


　仲間を故障させてしまう危険な星なのです。


　仮に、彼らの同族が攻めてきたとしても、


　我々が今の心を持ちあわせている限りは、


　決して彼らに負ける事は無いであろうと私は信じています」


司令官「分かった。では、三佐、さがってよろしい」


軍人「はっ！」


　　　軍人はビシッと敬礼する。


 


　　　　　　１８


　　　見晴らしのいい丘の上で、


　　　女と、彼女と同世代の女友達がピクニックをしている。


　　　女は、草むらにねっ転がって、ぼんやりと晴れた空を見上げている。


友人「（女へ）京子。まだ、宇宙人の事を考えてるの？」


女「（曖昧に）え。ええ、うん」


友人「そんな嫌な記憶、早く忘れちゃいなよ。


　その為に、お医者さんもピクニックを勧めてくれたのよ」


女「でもね、あの宇宙人のロボットさんの中で、政二はまだ生き続けていたのよ。


　忘れてしまう事なんて絶対に出来ない」


友人「（優しく）政二さんって、とってもいい人だったもね。


　でも、間違えちゃダメよ。


　本物の政二さんは、もうこの世界にはどこにも居ない。


　彼は、あなたの心の中で生き続けているのよ」


女「そうかもしれない。だけど、それだけなのかしら。


　心って一体何なんだろう？


　人間だけが心を持っているだなんて、


　実はとんだ思い上がりなのかもしれない。


　本当はあのロボットさんだって」


友人「（嫌みくさくなく）京子ったら、なんか哲学者みたい。


　それも、宇宙人の影響？」


　　　女が肩をすくめて、小さく微笑む。


　　　友人も、静かに空へと顔を向ける。


　　　青空は、まるで何事もなかったかのように、すがすがしく晴れ渡っている。


　　　ＥＮＤ。













    シュテン
    ＜作品解説＞


 


　タイトルは、「朱天」と「酒呑（童子）」を引っ掛けています。鬼を主人公に据えたSFヒーローものです。執筆時は、続編やTVシリーズ化の構想もありました。旧レギュラーキャラがぞろぞろ登場しています。


　パソコン通信の創作フォーラムに投稿した作品で、久しぶりの一般公開となります。


 


1998年執筆作品













    シュテン　〜Syuten〜
     


　　　　　　○野外処刑場　　　（日中）


　　　風が強い。


　　　目隠しされ、杭にしばられた数人の若者の前方で、兵士達が銃をかまえてい


　　　る。


　　　死刑囚の一人のそばへ、独裁者・宇呂子が歩み寄る。


宇呂子「余に逆らった、偉大なる犯罪人、レジスタンスのリーダー君。最後に言い


　残す事はないかね？」


死刑囚「（怒鳴る）独裁者め！いつまでも、お前の自由になるとは思うなよ！オレ


　が死んだって、誰かが必ず、お前をやっつけるはずだ。その時、泣き言を言うの


　は、お前の方だからな！」


　　　宇呂子の表情が険しくなり、サッと死刑囚のそばから離れる。


宇呂子「（叫ぶ）撃て！」


　　　銃声が鳴り響く。処刑が敢行されたのだ。


　　　それを見届け、高笑いする宇呂子の元に、秘書の郡山がそそくさと寄り添う。


郡山「マスター、これで地下組織は全滅したも同然です。もはや、この世界であな


　た様に逆らう者なぞは、誰一人としておられないでしょう」


宇呂子「当たり前だ。で、牧村博士の方は、どんな様子だ？」


郡山「マスターのご命令に従い、睡眠時間も惜しんで、装置をつくっております。


　完成まで間近ではないでしょうか」


　　　宇呂子が嬉しそうな表情を浮かべる。


　　　その時、突然、轟音が鳴り響く。大地が揺れ、空が真っ赤な血の色と化す。


　　　宇呂子たちは動揺する。「な、なんだ？」「どうしたんだ！」


　　　異変はすぐおさまる。


　　　うろたえていた宇呂子たちが、落ち着き始めた時、彼らのすぐそばに、いつ


　　　の間にか、見知らぬ青年が立っていた。


　　　大きな長剣をかかえ、憎悪の表情で宇呂子の方を睨み付けている彼の名は、


　　　シュテン！


　　　シュテンは、バッと剣を振り上げ、宇呂子目がけて、突進する。


　　　側近の兵士達が、すぐさまシュテンへと飛び掛かってゆくが、シュテンの剣


　　　の強さは並ではなく、弾丸を弾き返し、銃ごと兵士らを叩き切ってしまう。


　　　躊躇する宇呂子が、隠し持っていた長剣を素早く構える。


　　　シュテンが、早くも宇呂子の前にたどりつく。


　　　両者の剣がぶつかりあう！互角の力で、剣を押し付けあう二人。


宇呂子「（困惑しながら）そ、その剣はまさか・・」


　　　その時、一人の兵士が、軍用ナイフを構え、シュテン目がけて、飛びかかっ


　　　てゆく。


　　　それを察知したシュテンがサッとかわし、逃げ出してしまう。勢いあまった


　　　宇呂子が、兵士を切り捨ててしまう。


　　　ハッと見回した時、すでにシュテンの姿はどこにもなかった。おののく宇呂


　　　子。


宇呂子「（慌てて）郡山！郡山はどこにいる！」


郡山「（弱々しく）こ、ここにおります・・」


　　　突然の出来事に驚いて、郡山は、すぐ横で腰を抜かして、座り込んでいた。


宇呂子「（真剣に）悪い予感がする。牧村博士の身辺警備をもっと厳重にするのだ。


　余も、準備を整えたら、博士にすぐ会いにゆく！」　　　　（ワイプ）


 


　　　　　　タイトル「シュテン」


 


　　　　　　○大きな牧村博士の研究所・全景　　　（日中）


 


　　　　　　○同・研究工作室


　　　白衣の牧村博士が、助手たちとともに、何やら大きな箱状の機械をつくって


　　　いる。


　　　助手の一人、所田が入って来て、博士の元に歩み寄る。


所田「（優しく）博士。少しは休んだ方がよろしいのでは？働き過ぎは体に毒です


　よ。・・それに、ひろし君の事も・・」


牧村「（厳しい口調で）いいや、マスターのご命令なのだ。一日でも早く、この装


　置を完成させねば。それが、私たちの使命なのだ」


　　　所田の表情が曇る。


 


　　　　　　○同・子供部屋


　　　ベッドの上に、少年ひろしが、うつぶせに寝っ転がっている。


　　　ふてくされた感じで、目元には涙を浮かべている。


ひろし「（つぶやき）パパなんか・・パパなんか、大っ嫌いだ」


　　　その時、轟音が響き、部屋がグラグラ揺れだす。


　　　ハッとしたひろしが、窓の方を見る。


　　　空が真っ赤に染まっている。


 


　　　　　　○再び・研究工作室


　　　グラグラ揺れる地震を前に、牧村博士たちがおののいている。


　　　地震がおさまった時、いつの間にか、部屋の中にはシュテンが立っていた！


　　　シュテンは、バッと走りだし、牧村ののど元に剣を突き付ける。


　　　立ちすくむ牧村。うろたえ、あたりを囲んでいる助手たち。


シュテン「（渋く）博士。忠告だ。この機械の製造を今すぐ中止しな。言っとくが、


　オレは本気だぜ」


牧村「（毅然と）それはできない。マスターのご命令だからだ」


シュテン「殺すと言ってもか？」


牧村「そうだ」


　　　シュテンが、チッと舌打ちする。


　　　その時、入り口から、走って、ひろしが入って来る。


ひろし「パパ！凄い地震だよ！こっちは、大丈夫？」


　　　ひろしは、謎の青年シュテンの姿を見て、ハッと立ち止まる。


　　　シュテンも、ひろしの方を見て、目を光らせる。ダッと走りだしたシュテン


　　　は、すぐさま、ひろしを抱えあげ、人質にとってしまう。


　　　暴れるひろし。しかし、シュテンは力強く押さえている。


牧村「（おののいて）ひ、ひろしを放せ！」


シュテン「（ニヤリと笑い）てめえの息子かい。こいつの事が可愛かったら、機械


　をつくるのは止めるんだな。その機械を完成させたりしたら、こいつの命はない


　ぜ」


　　　シュテン、バッと駆けだし、この部屋から出ていってしまう。


牧村「（うろたえて）息子を・・息子を殺さないでくれぇ」


　　　ぶざまなありさまの博士のそばに、心配そうに助手たちが寄り添う。（ＦＯ）


 


　　　　　　○宇呂子の要塞内・廊下


　　　苛立ちながら、宇呂子がスタスタと歩いている。


　　　そばへ、そそくさと郡山が走り寄る。


郡山「マスター。牧村博士は、向こうの部屋に待たせております」


宇呂子「（不機嫌そうに）で、どうなんだ？相変わらず、命令に従わないのか？」


郡山「（口ごもる）は、はあ・・・」


宇呂子「（怒鳴る）えい！私が、直接、命令してみる！」


 


　　　　　　○同・独房


　　　鉄格子の奥の牢や内に、牧村博士と所田が監禁され、たたずんでいる。


　　　そこへ、さっそうと宇呂子と側近たちがやって来て、番兵に牢の鍵を開けさ


　　　せ、つかつかと中へ入っていく。


　　　宇呂子は、キッと牧村を睨み付ける。


宇呂子「博士。なぜ、装置の製造に着手しない？これは、余の命令だぞ。すぐさま、


　作業に戻るのだ！」


牧村「（ボンヤリと）できません。息子が殺されます」


宇呂子「余の命令でも聞けぬと言うのか？」


牧村「はい」


　　　カッとなった宇呂子がバシッと牧村を殴る。


　　　牧村を気遣った所田が、彼の元へ寄り添おうとするが、そんな所田の事を宇


　　　呂子は剣ですかさず叩き切ってしまう。


　　　宇呂子はグイと牧村ののど元を、手で締め上げる。


宇呂子「（ドスをきかせて）貴様も殺してやるぞ！いいのか？」


牧村「（苦しげに）息子の命には替えられません」


　　　宇呂子は、首を締める手に、さらに力をこめる。


　　　しかし、牧村が態度を変えないのが分かると、急に手を放してしまう。


宇呂子「（ふてくされて）やめだ！あの装置を作れるだけの人間は、他にいないか


　らな！」


　　　不機嫌そうな宇呂子は、郡山ら側近を連れて、ここから出ていく。


 


　　　　　　○同・廊下


　　　牢獄から出てきた宇呂子たち。


　　　それを待ってたかのごとく控えていた金髪の外人・ビリヤ。


ビリヤ「（不敵な笑みを浮かべ）マスター。ドウゾ、我々ニオ任セヲ。必ズヤ、博


　士ノ子供ヲ見ツケ出シテサシアゲマス」


宇呂子「よかろう。では、博士の息子探しの方は、お前に任せる事にする」


ビリヤ「（頭をさげ）アリガタキゴ英断。感謝イタシマス」


　　　廊下を歩き去っていく宇呂子の姿を見送りながら、ビリヤがニンマリと笑う。


　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○森の中の山小屋　　　（日中）　　


 


　　　　　　○同・内部　　


　　　角の方に座り込んだひろしが、ふてくされた表情で黙り込んでいる。


　　　入り口のところに、見張りのように、シュテンが立って、構えている。


　　　質素な部屋の中に、いるのは、この二人だけ。


シュテン「（ひろしへ）小僧、安心しな。本当にお前を殺したりはしねえ。お前の


　親父に言う事を聞かすには、ああ言うしかなかったんだ」


ひろし「（ぶっきらぼうに）小僧じゃないやい！ひろしって名前があるんだ」


シュテン「ひろしか。いい名前だな。親父につけてもらったのか？」


ひろし「ママだよ。でも、ママは５年前に死んじゃった」


シュテン「じゃあ、今は、親父と二人暮らしだった訳か」


ひろし「そうさ。パパは、賞とかも一杯とってる、とっても偉い科学者だった。僕


　にも、とっても優しかった。それなのに、ある日、突然、あいつがやって来て・・」


　　　シュテンは、あざとく、ひろしの話に耳を傾ける。


シュテン「あいつって、あの独裁者の事か？」


ひろし「そうさ！あんな奴、大っ嫌いだ！」


シュテン「いつから、あいつはいるんだ？」


ひろし「分からないよ。突然、現われて、いっぺんに世界中の国を征服しちゃった


　んだ。どうしてだか、分かんないけど、どこの国の偉い人も、みんな、あいつに


　国の政治を任せちゃったんだ。それっきり、あいつは、世界の王様みたくなっち


　ゃった。あいつ、男のくせに、自分の事を宇呂子って呼んでいた」


シュテン「宇呂子ねぇ。反対する奴はいなかったのかい」


ひろし「いたよ。あいつの家に爆弾を仕掛けた人もいた。でも、家が吹き飛んだだ


　けで、あいつは死ななかったんだ。信じられるかい、こんな話？」


 


　　　　　　○回想シーン　


　　　爆発で粉々に吹っ飛ぶ豪邸。


　　　煙がひいてゆく中、宇呂子一人が、妖しい笑みを浮かべ、平然と立っている。


 


　　　　　　○再び・山小屋内部


ひろし「パパも、あいつの事を嫌っていたんだ。それなのに、こないだ、突然、あ


　いつが僕のうちにやって来て・・・」


 


　　　　　　○回想シーン　


　　　牧村博士の研究所内に、宇呂子とその側近たちがドヤドヤと押し入ってくる。


　　　突然の出来事に、牧村とひろしの親子は、怯えて、抱きあっている。


牧村「（宇呂子へ）な、何のご用ですか。私たちは、何もしてないはずです」


宇呂子「（キッと牧村を睨み付ける）余の目を見よ。何が見える？さあ、答えよ！」


　　　宇呂子を見つめる牧村の表情が次第にうつろになってゆく。


牧村「（力なく）Oh マイ・マスター、私はあなたにお従いします」


　　　宇呂子は満足げな様子。


　　　そばで、父の豹変ぶりを目にしたひろしは、がく然となる。（ＦＯ）


 


　　　　　　○地方の町中　　　（日中）


　　　人気の少ない通りを、体格のいいスキンヘッドの若者、永山がブラブラと歩


　　　いている。


　　　彼が見渡すと、壁や電柱のあちこちに、「指名手配」の紙が貼られている。


　　　紙には、シュテンの似顔絵とひろしの顔写真が載せられている。


　　　その紙を、永山は興味深げにながめる。


 


　　　　　　○山小屋内部


　　　先ほどの続き。


　　　シュテンとひろしがいて、その時、戸の外からノックがある。


永山の声「（外から）おい、オレだ。永山だ。呼ばれたから、来てやったぜ」


　　　その声に反応して、シュテンが入り口の戸を開ける。


　　　外から、用心深げに永山が入って来る。シュテンが、すぐさま戸を閉める。


永山「（ひろしを見て）その坊主が、今、ウワサの牧村博士の息子さんかい。ちょ


　っと、やばい状態だぜ。あちこちに、指名手配の紙が貼られていた」


ひろし「（怒鳴る）坊主じゃないやい！ひろしだ！」


永山「（笑って）いいじゃねえか。坊主だろう」


　　　永山はひろしの頭をなでようとするが、ひろしは嫌がって、体をそらす。


シュテン「永山。少しの間、その子の見張りを頼む。オレは、独裁者の様子を探っ


　てきたいと思う」


永山「他ならぬお前の頼みだ。ひきうけてやるけどよ。でも、お前の考える事は分


　からないぜ。宇呂子の野郎は、とうてい倒せっこないぜ。あいつは、きっと魔界


　から来た化けもんなんだ。人間が立ち向かえる相手なんかじゃねえ」


シュテン「そうかもしれんな」


永山「で、お前は、なぜ牧村博士の息子なんか、誘拐してきたんだ？博士が、宇呂


　子の奴に頼まれて、作っていたと言う謎の機械と、何か関係あるのか？」


ひろし「パパは、”物体加速機”とか言うものを作らされてたんだ。あの宇呂子の


　奴は、それを使って、凄い速さで動けるようになり、もっともっと強くなるつも


　りでいたんだ」


シュテン「（ボソリと）違うね」


永山「（きょとんと）お前、何か知ってるのか？」


シュテン「博士が作っていたのは、物体の粒子そのものの速度を速め、時間そのも


　のを加速させる為の装置だ。しかし、それが実現して、人でも物でも違う時間速


　度で動かせれるようになると、大変な事になる」


永山「どうして？」


　　　シュテン、間を置いたあと、話をそらす。


シュテン「ひろし。さっき、親父が宇呂子の奴の言いなりになっちまったって言っ


　たな。それは、邪眼だ。催眠術より怖い魔力さ。奴の目を見ちゃ、いけない。う


　っかり、これをかけられてしまうと、自分の命でさえ差し出していい気持ちにな


　ってしまうんだ」


ひろし「パパはそのせいで・・」


シュテン「でも、邪眼をもってしても、差し出させる事ができないものもある。


　・・それは、自分の命より大切なものさ」


　　　それだけ言うと、シュテンは戸を開き、外へ出て行ってしまう。


　　　あとには、ひろしと永山だけが残される。


ひろし「（永山へ）ねえ、おじさん。あのお兄ちゃんは、一体、誰なの？」


永山「（苦笑いし）おじさんはねえだろ。これでも、まだ若いんだぜ。あいつの名


　前は、川上シュテン。もっとも、あいつが勝手にそう名乗ってるだけだがな」


ひろし「シュテン？」


永山「あいつも、ひょっとしたら、人間じゃないのかもしれねえ。何しろ、初めて


　会ったのは、６年ほど前だったが、その時は、坊主ぐらいの年齢のちっちゃな小


　僧だったんだぜ。それが、たったの６年で、あんな青年になっちまいやがった」


ひろし「（怒って）だから、坊主じゃないってば！」


永山「でも、ほんとは凄く、いい奴なんだぜ。お前も、勘違いしないでくれよな」


ひろし「おじさんは、シュテンの事をよく知ってるの？」


永山「いいや。あいつは、風来坊さ。たまにブラッと姿を見せるだけだ。でも、間


　違った事は、絶対にした事がねえ。お前を誘拐したのも、訳があっての事だろう」


　　　ひろし、何となく、永山の話に聞き入ってる。


永山「（あいそ笑いで）どうだ。坊主。腹は減ってねえか？うちから、弁当を持っ


　てきてやったぜ」


ひろし「いらない」


永山「何か、して欲しい事はねえか。オレも、お前の子守を頼まれた訳だからな」


ひろし「（もじもじと）じゃあさ・・」


永山「うん？何だ？」


ひろし「おじさんの頭をちょっと触ってみたいな」


永山「（困惑して）え？オレの頭をか？」


ひろし「だって、気になるんだもん。てっぺんの方を触らせてくれたら、もうおじ


　さんって呼ばないからさ」


永山「（ためらいつつ）そうかぁ。じゃあ、オレも坊主って呼ぶのは止めるよ。で


　も、ちょっとだけだぞ」


　　　照れながら、永山はしゃがみこみ、頭のてっぺんをひろしの方へ突き出す。


　　　しかし、その時、ひろしはそばにあった棒切れで、永山の頭を強打。


　　　永山、この一撃でひっくりかえる。彼の落とした鍵を拾い上げ、急いで入り


　　　口の戸を開けると、ひろしは小屋の外へ走り出ていってしまう。


永山「（頭を押さえながら）待て！坊主！だましやがったな、この野郎！逃げるな、


　てめえ！」


 


　　　　　　○宇呂子の要塞内・独房


　　　牢や内に、牧村博士が座り込んでいる。少し、やつれた感じ。


　　　その時、外から、宇呂子と郡山、そして、ひろしが入ってくる。


　　　牧村、ハッとして、ひろしの姿を見る。


宇呂子「博士。喜びなさい。息子は、この通り、無事に帰ってきたぞ」


　　　ひろしが、走って、牧村の胸元へ飛び込んでゆく。


ひろし「（笑顔で）パパ！会いたかったよ！」


　　　ひろしを抱きしめる牧村。しかし、次の瞬間、バッと後ずさりしてしまう。


牧村「（叫ぶ）違う！この子は、ひろしじゃない！」


　　　ひろし（の偽物）はうろたえ、宇呂子は舌打ちする。


　　　泣きじゃくって、体を丸めている牧村。


宇呂子「（バッと牧村に背を向け）中止だ！郡山、戻るぞ」


郡山「（困惑した表情で）はい、マスター。・・やはり、本物を探しださなきゃ、


　ダメでしたね」


宇呂子「そうらしいな。・・それと」


　　　宇呂子、チラリと偽ひろしの方を一瞥する。


宇呂子「（郡山へ耳打ち）あのヘボ子役は、もう不要だ。始末してしまえ」


 


　　　　　　○同・宇呂子の玉座


　　　宇呂子が、豪勢な椅子にふんぞりかえって、座っている。一人である。


宇呂子「（つぶやき）やはり、部下どもだけに、子供捜索をさせるのは、心配だな。


　（叫ぶ）・・ヌーウェー！」


　　　椅子のそばに寝そべっていた、大きな黒ヒョウがヌッと起き上がる。


宇呂子「（ヒョウへ）ヌーウェーよ。お前も、捜索に行け！いいか、余の匂いを、


　よく覚えるのだ。そして、同じ匂いを持つのを見つけだし、殺せ！食いちぎれ！」


　　　宇呂子は、黒ヒョウ、ヌーウェーに自分の匂いをかがせ、妖しく微笑む。


　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○地方の町中　　　（日中）


　　　ほとんど、人が歩いていない。


　　　そこを、汗だくになって、ひろしが走っている。遠くから、永山のものらし


　　　き、怒鳴り声がチラホラと聞こえたりする。


　　　ひろしの目の前に、交番が見えてくる。


　　　ひろし、急いでその中へ駆け込んでゆく。


 


　　　　　　○同・交番


ひろし「（大声で）おまわりさーん！助けて！悪い人が追っかけてくる！」


　　　中にいた制服の巡査がヌッとひろしの方へ振り向く。


　　　巡査はガシッと力強く、ひろしの腕を握り固めてしまう。


巡査「（感情なく）指名手配発見。ただちに、マスターの元へ送検す！」


　　　巡査の顔を見て、ひろしはハッとする。その顔は、ロボットである。


ひろし「（怖がり叫ぶ）化け物だー！やだ！助けて！」


　　　暴れるひろし。巡査は、がっしりと彼の腕を掴んでいる。


　　　その時、巡査の背後に永山が忍び寄る。


　　　永山は、持っていた鉄棒で、巡査の頭を一撃！


　　　巡査は、火花を散らして、ぶっ倒れる。ひろしは解放された。


永山「（渋く）坊主。見たかい。これは、宇呂子の奴が、人間を改造して作ったロ


　ボットだ。あの野郎は、自分の目の届かないところには、こんなものを派遣して、


　全地区を支配下に置こうとしてやがるんだ。奴らのやり方を、ちょっとは、分か


　っただろう」


　　　ひろし、ぼう然と、壊れた巡査を眺めている。


永山「（あたりを見回し）誰にも、見られなかったよな。おまわりを壊した事がば


　れたりしたら、間違いなく死刑だからな。（ひろしへ）さあ、戻るぞ。その方が


　安全だからな」


　　　ひろしを連れて、永山がスゴスゴと歩きだす。一見、周りには誰もいない。


　　　しかし、すぐそばの、小さなビルの屋上から、あの黒ヒョウ、ヌーウェーが、


　　　二人の様子をずっと観察していた！　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○宇呂子の要塞内・宇呂子の玉座


　　　椅子に座っている宇呂子の元へ、郡山が駆け寄ってくる。


郡山「マスター！ヌーウェーに取り付けた発信機より、早くも反応が返ってきてい


　ます！多分、謎の男と博士の息子を発見したのでしょう！」


宇呂子「（ニヤリと笑い）そうか。もう、見つけたみたいか。フン、やはり、ギャ


　ングどもなんかは、あまり役には立たんわい」


　　　宇呂子、バッと椅子から立ち上がる。


宇呂子「（強く）すぐ、出撃だ！ヌーウェーが知らせてくれた場所へ向かうぞ！」


　　　（ワイプ）


 


　　　　　　○森の中の山小屋の前　　　（日中）　　


　　　永山とひろしが、てくてく歩いて、やって来る。


永山「オレたちの姿、見られちまったかな。だとすれば、ここも、もう安心じゃな


　いかもしれないな」


　　　永山が、山小屋の戸の鍵をあける。戸を開き、中を見た彼がハッとする。


　　　山小屋内には、黒スーツのギャングたちがズラリと待ち構えていたのだ。


ギャングの一人「待ってましたよ。一般市民より通報があり、すぐ、ここを占拠さ


　せてもらった。もうじき、我らのボスも、こちらに到着するから、それまで、お


　となしくしててもらいましょうか」


　　　永山、ひろしをひっぱって、バッと小屋の前から走りだす。


永山「（怒鳴る）坊主！逃げるぞ！へそに力入れて、走れよ！」


　　　ところが、小屋の外にも、ウジャウジャとギャングたちが姿を現わす。


永山「（奇声）ウオーーッ！」


　　　永山は、ギャングたちにタックルで飛び掛かってゆく。


　　　両者の乱闘を、ひろしはぼう然と立ちすくんで、眺めている。


　　　多勢に無勢、袋だたきにされた永山は、アッという間に取り押さえられてし


　　　まう。


永山「（地面に押し付けられながらも）坊主！お前だけでも、逃げろ！早く！」


　　　言われたひろしが、ハッとして、駆けだす。追いかけるギャングたち。


　　　その時、激しいプロペラ音が聞こえてくる。


　　　見上げるひろしの上空には、真っ黒なヘリコブターが！


　　　ヘリに見とれた一瞬の隙をつかれ、ひろしもギャングたちに捕まってしまう。


ビリヤの声「（ヘリの中より）諸君、デカシタゾ。人質ハ殺シテハイナイナ。全員、


　生カシタ状態デ、マスターノ元ヘ連レテユクノダ」


　　　取り押さえられ、無念げな表情の永山とひろしの前に、ゆっくりとヘリが着


　　　地しようとしている。


　　　その時！


　　　空がどす黒い赤色に変化し、ギャングたちが動揺する。


　　　空が元の色に戻った時、山小屋の屋根にシュテンが立っていた！


　　　シュテンはバッと地上に飛び降り、剣を振り上げて、ギャングたちに向かっ


　　　てゆく。


　　　応戦するギャングたち。しかし、次々にシュテンに切り倒されてゆく。ピス


　　　トルを発砲するものもいるが、まるでシュテンにはかなわない。


　　　一方で、着地したヘリより、速足でビリヤが降りてくる。ずる賢そうな笑み


　　　を浮かべて、人質の前まで走り寄ったビリヤは、ひろしだけ受け取ると、ま


　　　た、さっさとヘリの方へ走り引き返してゆく。


　　　邪魔する連中を叩き切り、シュテンが人質の元にたどり着いたのは、ほんの


　　　タッチの差だった。シュテンは、永山だけでも解放する。


　　　地上に残っていたギャングたちは、すでに全滅状態である。


　　　しかし、ビリヤとひろしをのせたヘリも、ぐんぐん上昇していた。


　　　ひろしを抱え、開けっぱなしのドアから顔を出したビリヤが、シュテンら向


　　　けて、捨てゼリフを吐く。


ビリヤ「（口汚く）アバヨ。救世主気取リノ侍サン。私ハ、コノガキサエ手ニ入レ


　レタラ、ソレデイインダ。今回ノ実績ヲマスターニ認メテモラエタラ、ナンバー・


　ツーニシテモラエルゼ」


　　　シュテン、ヘリの方へ、急いで駆け走る。


シュテン「（怒鳴る）待て！この三流のどチンピラ野郎！オレの目を見ろ！」


　　　シュテンはビリヤの方を睨み付ける。


シュテン「（ゆっくりと）さあ、何が見える？希望が見えるか？それとも！地獄が


　見えるか？」


　　　シュテンの目を見ていたビリヤがブルブルと震えだす。そばにいたひろしも


　　　ハッとする。


ビリヤ「（叫び）ウワーーッ！」


　　　次の瞬間、ビリヤはひろしを抱えたまま、ヘリから飛び降りてしまう。


　　　落下したビリヤは、地面に叩き落ちて、グチャリと即死。


　　　一方のひろしのそばには、落下中に、素早い何かが飛び寄り添い、墜落を阻


　　　止する。ひろしを助けたのは、赤い羽毛を逆立てた、少し大きめの鷲だった。


　　　鷲は、爪でひろしを抱え、ゆっくりと地上まで降ろしてくれる。


　　　そして、鷲は、上に突き出したシュテンの剣先にと舞い降りる。


　　　上空では、いっぺんにボスと人質を失ったヘリが逃げ出そうとしている。


　　　シュテンがバッと剣を振ると、鷲は猛スピードでヘリ向かって、つっ飛んで


　　　ゆく。その姿は、まるで、火の玉のごとしである。


　　　鷲はヘリの側面に体当りし、貫通して、向こう側から出て、飛び去ってしま


　　　う。


　　　次の瞬間、ヘリは空中で大爆発。粉微塵と化して、破片が降り注ぐ。


　　　戦いは終わったのだ。


　　　あまりに凄まじい戦闘だった為、ひろしと永山は、まだちょっとぼう然とし


　　　ている。


シュテン「（ビリヤの死体の方に目をやり）永山。こいつらは、何者だ？」


永山「・・宇呂子が、アメリカから連れてきたマフィアだよ。奴は、こんな連中ま


　で、平気で傭兵として使ってやがるんだ」


　　　シュテンが、不愉快げに、ビリヤの死体を蹴飛ばす。


　　　ひろしが、シュテンのそばに歩み寄る。


ひろし「（動揺しつつ）お兄ちゃん！お兄ちゃんも邪眼が使えたんだね！それなの


　に、なぜ僕にはかけなかったの？そしたら、誘拐するのも、もっと簡単にできた


　はずなのに！」


シュテン「（ぶっきらぼうに）関係ないだろ」


ひろし「でも・・」


シュテン「ひろし。お前、好きな奴はいるか？」


ひろし「え？・・う、うん」


シュテン「魔法で、そいつの心を操って、自分に従わせたところで、ほんとにそい


　つに好かれたという気になれるかい？」


　　　ひろし、黙り込んでしまう。


　　　続けざま、獣のうなり声が聞こえてくる。


　　　一同は、ギョッとして、鳴き声の方へ目をやる。そこには、いつの間にか、


　　　ヌーウェーがいるではないか！


シュテン「（つぶやき）こ、こいつは・・」


永山「（声を張り上げ）こん畜生！ギャングの次は、人喰いヒョウかい。宇呂子の


　野郎、いくつ手駒を持ってやがるんだ！」


　　　永山は木の棒を手にして、ヌーウェーに飛び掛かっていこうとするが、その


　　　前にスッとシュテンが立ちはだかる。


シュテン「（キザっぽく）やめときな。こいつを倒せるのは、オレだけだ」


　　　ヌーウェー、悪魔の吠え声をあげて、シュテン目がけて、走りだす。


　　　剣を構え直すシュテン！激突した二人の体が交差するが、剣と爪を弾きあわ


　　　せただけらしく、どちらも無傷である。


　　　なおも、シュテンに加勢しようとする永山が、今度はギャングが持っていた


　　　ピストルを手にしている。


永山「（大声で）シュテン！そいつのそばから離れろ！こいつで、オダブツだ！」


　　　永山が、ヌーウェー向けて、何発も発砲する。しかし、弾が当たっていなが


　　　らも、ヌーウェーはびくともしていない。ヌーウェーは、憎悪の面構えを永


　　　山の方へと向ける。


シュテン「（叫ぶ）バカ！余計な事、するな！そんなもんじゃムリだ！」


　　　永山の方にジリジリ近寄っていくヌーウェーの両肩から、大きな白い翼がム


　　　クリと生えてくる。


永山「（驚き）な、なんだ、こいつ！化け物か！」


　　　シュテンが飛び掛かるより一瞬早く、ヌーウェーが空に舞い上がる。そして、


　　　急降下で永山へと襲い掛かる！


　　　永山とヌーウェーが抱きあい、取っ組み合いの乱闘となる。


永山「（わめく）こいつ！どけ！離れやがれ！」


　　　力で圧倒的に負けてる永山は、服のはしをヌーウェーに噛まれて、そのまま


　　　ブンブンと振り回され、ついに投げ飛ばされてしまう。


　　　吹っ飛んだ永山は、そのまま、頭の先から、近くの木の幹に激突してしまい、


　　　のびてしまう。


　　　ヌーウェーの目の前にシュテンが走り近づく。


シュテン「（渋く）相手を間違えるな。てめえの獲物はオレなんだろう。さあ、来


　いよ。ヌーウェー！」


　　　ヌーウェー、激しく吠えて、シュテンに挑みかかる。


　　　剣を振りかざすシュテン！しかし、ヌーウェーの方が素早く、シュテンの服


　　　を噛むと、彼を掴んだまま、空へと飛び上がる。


　　　ひろしが見守る前で、両者の戦いは空で展開。


　　　ヌーウェーは暴れるシュテンの体を放し、シュテンは地面へと落下してゆく。


　　　そこへ、口から火を吐いて、ヌーウェーが突っ込んでゆく。


　　　襲い来るヌーウェーの体に自らしがみついて、墜落の危機をまぬがれるシュ


　　　テン。


　　　今度こそ、シュテンの剣がヌーウェーの胸元をえぐり、勝負をつける！


　　　落下する両者。ヌーウェーの死体を（クッション代わりに）下にして、落ち


　　　てきたシュテンは、ほとんど無傷である。


ひろし「（シュテンのそばは走り寄り）お兄ちゃん。勝ったんだね！」


　　　シュテンが小さくうなずく。嬉しげな表情のひろし。


　　　そこへ、目を覚ました永山も、ヨロヨロと寄ってくる。木にぶつかったショ


　　　ックで、ハゲ頭には大きなコブが。


ひろし「（ポツンと）おじさん。その頭、触らせて」


永山「（怒鳴る）ウルセー！（シュテンへ）おい、シュテン。この化け物は、一体、


　何だ？これも、宇呂子が科学者に作らせたものなのか？」


シュテン「違うね。もっとタチが悪い。この世界の生き物じゃない。もっとどう猛


　なけだものだ。こいつを殺せる武器は、これだけさ」


　　　シュテンは、バッと自分の剣をかざしてみせる。


シュテン「クサ・ナギの剣。これでしか、こいつは殺せない。そして、こいつを飼


　いならせるほどの奴って事は、宇呂子の正体も大体分かってきた」


永山「（鋭く）おい、今、”この世界”って、言ったな。じゃあ、こいつの本当に


　いた世界ってのは、どこなんだ？お前は、なんで、そんな事を知ってる？」


シュテン「・・時間の流れと言うのは、一つじゃないんだ。早く流れている場合も


　あるし、緩慢に流れている部分もある。流れの速度の違う時間帯の物質は、他の


　流れの速度の時間帯の生き物には見る事は出来ない。このヒョウはな、もともと、


　速い時間に住んでいた生き物さ」


ひろし「（慎重に）お兄ちゃん、なんで、そんな事を知ってるの？お兄ちゃんも、


　その世界の人間だから？お兄ちゃんも、宇呂子も、このヒョウも、皆、同じ世界


　から来たの？」


　　　シュテンが、優しいまなざしでひろしの方を見る。


シュテン「ひろし。ダンピールって、知ってるか？」


ひろし「ううん。知らない」


シュテン「吸血鬼はダンピールにしか殺せないんだぜ」


　　　その時、凄まじい飛行音が聞こえてくる。何となく、空も暗くなったので、


　　　一同が見上げると、上空に、空を覆い尽くさんばかりの巨大な飛行艇が飛ん


　　　できている。


シュテン「（永山へ）おい、あのデカイ兵器はなんだ？」


永山「まずい。ありゃ、宇呂子の移動空中要塞、レッド・デス・キャッスルだ。独


　裁者の奴、自ら乗りだしてきやがったぜ」


シュテン「もう、完全に見つかっちまったって事か。まあ、いい。ひとまず、小屋


　ん中に隠れようぜ。思いっきり見られてるよりは、まだいい」


　　　三人は、素早く山小屋の中へと入ってゆく。


 


　　　　　　○山小屋内部


　　　シュテン、永山、ひろしの三人がたたずんでいる。


　　　外から、スピーカーを通した声が聞こえてくる。


宇呂子の声「（外より）余に逆らう、愚かな反逆者の諸君。君達は、すでに完全に


　包囲されているのだ。おとなしく降伏しなさい。まだ抵抗するようならば、爆撃


　して、皆殺しも可能なのだ」


　　　シュテンが、せせら笑う。


シュテン「バカな野郎だぜ。ひろしを殺すと一番困るのは、てめえ自身なんだろう。


　実力行使なんて、絶対できやしねえ。そんな脅しなんかにひっかかるもんかい」


　　　外から、新しい声が聞こえてくる。


牧村の声「（外より）ひろし、どこにいるんだ。顔を見せておくれ。パパは、お前


　無しじゃ生きていけないんだ。犯人の皆さん、お願いだから、私の息子を返して


　おくれ」


ひろし「（動揺して）パパ！」


シュテン「（きつく）これも罠だ。耳を傾けるな！」


宇呂子の声「（外より）聞こえたかね。誘拐魔の諸君。子を思う牧村博士は、悲し


　みのあまり、食事にも手をつけず、痩せ衰えていく一方だ。可哀相だとは思わな


　いのかね。お前たちは、鬼のような犯罪者だ。人の心が僅かにでもあるのならば、


　博士の息子を返してやりなさい」


ひろし「（キッパリと）僕、帰る！」


シュテン「バカ、何言ってるんだ。これも、ただの罠なんだぞ。信じるな！」


ひろし「でも、パパが・・」


シュテン「お前の親父が、物体加速機を完成させちまったら、この世界は本当にお


　しまいだ！」


ひろし「（真剣に）そんな事、関係ない！パパが、パパが心配してるんだ。僕、帰


　る！パパを悲しませたくない！」


　　　シュテンとひろしが、真剣なまなざしで睨みあう。


シュテン「（やけ気味で）分かったぜ。じゃあ、好きにしな！降参だ！さっさと親


　父の元へ帰りやがれ！」


永山「（うろたえて）・・お、おい、シュテン・・」　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○雲間を飛ぶレッド・デス・キャッスル　　　（日中)


 


　　　　　　○宇呂子の要塞内・個室


　　　（実は、レッド・デス・キャッスルの機内）


　　　縛り上げられたシュテンと永山の前に、上機嫌の宇呂子が立っている。


宇呂子「シュテンくん、再会できて光栄だよ」


　　　シュテンは、不愉快げに宇呂子を睨み付ける。


宇呂子「分かっておるのだよ。君も、私同様、あちらの世界から、不慮の災難で、


　こちらの世界に迷い込んでしまったのだろう」


　　　ハッとした永山がシュテンの顔を見つめる。


宇呂子「初めて、ここに現われてしまった時は、君もさぞ驚いた事だろう。でも、


　必ずしも悪い国ではない。こちらの世界はレベルが低い。全て、思うがままなの


　だよ」


シュテン「（ボソリと）あんたは、ダミューバ・スクェア航海中に、時空の狭間に


　巻き込まれて、こちらの世界に落とされちまったのかい」


宇呂子「そんな事はどうでもよい。重要なのは、私の流れ着いたこの新世界がどこ


　だったかだ。私は、古い伝説の”かくれ里”を思いだし、全ての真実に気づいた


　のだ。”かくれ里”に迷い込んだ人間は、数年そこにいても、元の世界に戻ると、


　数日しかたっていないと言う。これは、二つの世界の時間の流れる速さが違うか


　らであり、実は、時間の流れが違うゆえ、この二つの世界は別々に存在している


　のだ、とな」


シュテン「そう。ここは、ご先祖さまが語り継いでいた”かくれ里”さ。オレたち


　のいるべき場所じゃねえ」


宇呂子「だからこそ、あの牧村なる博士に、元の世界に戻る為の機械を作らせてい


　たのだ。我々が、この世界に来てしまったのは、体の粒子の時間速度が変調し、


　この世界の時間の流れに変わってしまったからだ。だから、体内粒子さえ加速さ


　せれば、元の世界に帰れるのだ。我々の世界の科学者にはろくな奴がいないが、


　こちらの科学者、特に、あの牧村なら、それだけの機械が作れる。私も君も、愛


　しい元の世界に戻れるのだよ！君も、それが目当てで、牧村の事を狙ったのだろ


　う？」


シュテン「くだらねえよ。なぜ、帰る事ばかりに固執する？こちらの人間だって、


　皆、いい奴ばかりだぜ。どうして、この世界で一緒に暮らしていこうと考えない


　？」


宇呂子「（高笑いし）バカな事を。時間速度の遅い、この世界の住民は、我々より、


　はるかに劣っている。邪眼には簡単にかかってしまうし、粒子レベルの密な我々


　の世界の物質は壊せない。こんな奴ら、ただの奴隷だよ。いや、家畜にすぎんよ」


シュテン「（怒りを込め）だから、独裁者なんかになりやがったのか？」


宇呂子「思い出したまえ。我々の世界は、砂漠だらけで、資源も蓄えも少ない。殺


　伐とし、皆が争っている。しかし、この世界は、物に溢れている。まさに、夢見


　ていた楽園だよ。向こうの世界に戻れたら、今度は仲間を連れて、戻ってくるん


　だ。ヌーウェーやクサ・ナギ剣もいっぱい持ってな。そして、皆で幸せになるん


　だ。君も、私の仲間になる権利、いや、境遇が同じよしみで、私と同じ権限を与


　えてやってもいいのだよ」


シュテン「（きつく）ふざけんない。弱い者を押さえ付けて、ふんぞり返ったとこ


　ろで、何が面白いんだよ。お前みたいな奴を、ここの世界の言葉で、なんて言う


　か、知ってるかい？”お山の大将”って、言うんだぜ」


　　　宇呂子はシュテンの頬をピシリと叩く。


宇呂子「（ふてくされて）お前なぞ、もう仲間になぞしてやらん！向こうの世界と


　こちらの世界がつながったら、記念にお前を真っ先に処刑してやる！」


　　　去っていこうとする宇呂子の後ろ姿を見ながら、シュテンがニヤリと笑う。


 


　　　　　　○同・宇呂子の玉座


　　　主人が不在中、郡山がゴソゴソと箪笥類を漁っている。


郡山「（喜々と）あったあ！」


　　　見つけた（宇呂子の）クサ・ナギ剣を、郡山は高々と頭上にかかげる。


　　　その時、宇呂子が入って来る。


宇呂子「（怒鳴る）郡山！何をしている？」


　　　動じぬ郡山が、バッと剣先を宇呂子の方へ向ける。


郡山「（すまし顔で）マスター。いいや、宇呂子！この剣を、置き去りにして出歩


　いたのは大きなミスでしたな。長い間、あんたに仕えてて、私にもようやく分か


　ったんだ。この剣でなら、あんたを殺せるってな」


宇呂子「きさま。邪眼にかかってなかったのか？」


郡山「（平然と）あいにく、私は目が悪くてね。あたりはボンヤリとしか見えない


　から、耳を頼りに、普段は生活していた。当然、あんたの姿もちゃんと見た事は


　ない。でも、今日からは眼鏡をかけれそうですよ。あんたがいなくなるからね」


宇呂子「バカな奴。余にそむく気か」


郡山「そう。あんたを殺す！明日からは、独裁者殺しの英雄として、私が皆の指導


　者になるんだ。くたばれえ！」


　　　郡山、剣を振り上げて、宇呂子へ飛び掛かってゆく。


　　　宇呂子は、まるで動じてもいない。逃げようともしない。


　　　郡山が何度も何度も切り付ける！


　　　しかし！衣服が切れただけで、まるで宇呂子は傷ついていない。


郡山「（うろたえて）バカな！どう言う事なんだ」


　　　宇呂子がサッと、右手を上に上げる。その爪がヒョロリと伸びる。


　　　そして、郡山を一瞬で切り裂き殺してしまう。


　　　倒れた郡山の死体のそばから、宇呂子は剣だけを拾い上げる。


宇呂子「（つぶやき）愚かな奴だ。急所以外の場所を狙っても、殺せるはずがある


　まい」


　　　その時、機内放送が聞こえてくる。


声「（スピーカーより）マスター。たった今、物体加速機が完成いたしました。ど


　うぞ、工作室の方までいらしてください。準備は整っております」


　　　宇呂子、満足げな笑みを浮かべる。


 


　　　　　　○同・工作室


　　　人間が入れそうな鉄の箱・物体加速機と、そのそばに寄り添い、抱きあって


　　　いる牧村親子がいる。


　　　そこへ、剣を手にした宇呂子がやって来る。


宇呂子「（嬉しげに）博士。でかしたぞ。お前は、余の専属科学者として、死ぬま


　で働かしてあげよう」


　　　満身の笑みで、物体加速機を眺める宇呂子。


宇呂子「ついに、母なる故郷に帰れるのだ。この日を、どれだけ夢見たことか！」


シュテンの声「待ちな！」


　　　宇呂子がハッとして、あたりを見回す。


　　　牧村親子の後ろに隠れていたシュテンがスッと姿を現わす。手にはしっかり


　　　クサ・ナギの剣も持っている。


宇呂子「（おののいて）き、貴様！どうやって逃げ出した？」


シュテン「独裁者ってのも、なかなか不便なもんかも知れねえな。邪眼にかかって


　ない奴らまで、ペコペコ言う事を聞いてくれるんだからな。てめえ、この飛行機


　の乗組員の何人に邪眼をかけていた？」


宇呂子「（ハッと）しまった。お前を見張らせていた兵はかかってなかったのか・・」


シュテン「見張りだけじゃねえ。会う奴ら全部に邪眼を使って、オレの剣も持って


　こさせてやったぜ。そうじゃない奴は、片っ端から叩き切った。この機の中に、


　お前の味方はもう一人もいねえ！」


宇呂子「（おののく）お、おのれぇ！」


　　　シュテンがバッと物体加速機のそばに駆け寄る。


宇呂子「（慌てて）貴様！抜け駆けして、先に使うつもりか！そうはさせんぞ！」


　　　ところが、シュテンは、いきなり加速機に剣を向け、叩き壊してしまう。


　　　爆発して、火を吹く加速機。ニヤリと笑うシュテン。


宇呂子「（驚いて）な、なんて事をするんだ！これで、貴様も、元の世界に帰れな


　くなってしまったんだぞ。それでもいいのか！」


シュテン「（キザに）そんなにこの世界が嫌いか？じゃあ、お前に相応しいところ


　に案内してやるぜ。・・地獄って所にな。そこにいけば、お前と同じような奴ら


　がウジャウジャいるはずだぜ」


宇呂子「（叫ぶ）うるさーい！」


　　　宇呂子がシュテンに切りかかってゆく。シュテンも、剣で受けて立つ。


　　　そこへ、ヘルメットをかぶった永山がやって来る。


永山「（大声で）おおい、シュテン！脱出艇がある部屋を見つけたぜ！」


シュテン「（宇呂子と剣を交えながら）よし！じゃあ、牧村博士らを連れて、早く


　この飛行艇から逃げ出してくれ。こいつは、オレが始末する」


永山「お前は逃げなくていいのか？・・いや、大丈夫だな、お前だったら」


　　　シュテンたちの方をチラチラ見ながら、牧村親子を連れて、永山がこの部屋


　　　より出てゆく。


　　　シュテンと宇呂子の一騎打ちの攻防戦が続く。


宇呂子「（叫ぶ）同じ境遇なのに、なぜ、お前は私の気持ちが分からないのだ！」


シュテン「（怒鳴る）分かりたくもねえよ！てめえは、支配者でも何でもねえ！そ


　の剣と薄ぎたねえドラ猫だけ連れて、この世界に迷い込んじまった、ただの浮浪


　者だ。ここの連中は、お前なんかを必要とはしていない。さっさと身をひけ！」


宇呂子「余は偉大だ！大地の王だ！お前こそ、死ね！」


　　　シュテンの剣さばきが、一瞬の隙をつき、宇呂子の剣を弾き飛ばす。


シュテン「（叫ぶ）正体を現わせ！世界を飲み込む巨大な蛇、ウロボロス！またの


　名を、ヤマタノオロチ！」


　　　高笑いする宇呂子の顔の皮膚がバリッと破れて、爬虫類の真の顔が出てくる。


　　　頭が八つに分かれて、蛇状の体もグングン大きくなってゆく。


　　　巨大化する宇呂子の体は部屋いっぱいになっても、まだ成長を続ける。


　　　シュテンは、慌てて部屋の外へと駆け出てゆく。


 


　　　　　　○空中　　　（日中)


　　　空を飛ぶレッド・デス・キャッスル。


　　　牧村たちの乗った脱出艇が飛び立ったのと、ほぼ同時に、レッド・デス・キ


　　　ャッスルが空中爆散する。そして、宇呂子の変身した怪物・八頭の大蛇ウロ


　　　ボロスが、その巨大な姿を披露する。なおもグングン大きくなっている。


　　　ウロボロスの上空を中心に、黒雲が集まり、激しい稲妻が光る。


　　　一方のシュテンは、粉微塵と化した飛行艇の破片の上に乗っかった状態で、


　　　空に吹き飛ばされていた。


　　　そんなありさまでもうろたえていないシュテンは、すっくと立って、剣先を


　　　頭上にかかげ、大見えをきる。


シュテン「（叫ぶ）天を駆ける王者、炎の鳥、法皇よ！来たれ、我が手元へ！闇を


　滅ぼせ！地には平和を！」


　　　黒雲をかき散らして、空が真っ赤になる。


　　　シュテンの剣先に、あの赤い鷲がテレポートして、出現する。


　　　鷲がバッと翼を広げると、ムクムクと大きくなり、セスナ機ぐらいの大きさ


　　　となる。


　　　奇声をあげながら、シュテンが鷲の上にと飛び乗る。彼の体にも、変化が始


　　　まる。


　　　体中から、黒い剛毛がワナワナと生え伸び、額には牛のような二本の角がニ


　　　ョキリと突き出る。目はランランと光り、歯も全てキバとなる。鋭い爪でガ


　　　ッシリとクサ・ナギの剣を握っている。巨大化だけはしない。


 


　　　　　　○地上


　　　岩石地帯に着陸した脱出艇より降りた牧村親子が、抱きあって、上空で展開


　　　されるシュテンとウロボロスの戦いを見守っていた。


牧村「（おののきつぶやく）・・お、鬼だ。あの男の正体は、鬼だったんだ」


 


　　　　　　○再び・上空


　　　巨大なウロボロスと、鷲に乗ったシュテンの激しい戦闘が続く。


　　　毒液を吹くウロボロスのかまくびののど元を、巧みに飛行するシュテンが、


　　　次々にかき切ってゆく。そこがウロボロス唯一の弱点だったのだ。


　　　のどを切られた首は、どれも垂れてしまう。


　　　最後の首をシュテンが叩き切ろうとした時！


　　　ウロボロスの方が一瞬早く、シュテンの剣を口に掴み、牙でへし折ってしま


　　　う。


　　　刃の折れた剣を手に、躊躇するシュテン。


ウロボロス「（宇呂子の声で）クサ・ナギの剣よりも固いものがある。それが、余


　の歯だ。もはや、お前に勝ち目はない。余は、再び、牧村に加速機を作らせ、こ


　の世界に君臨するのだ」


　　　シュテンは、ためらいもなく、折れた剣を捨ててしまう。


シュテン「行くぜ、法皇！」


　　　シュテンを乗せた鷲が、特攻機のように、ウロボロスの頭の方へと突っ込ん


　　　でゆく。


シュテン「（鋭く）さあ、オレの目を見な。何が見える？地獄が見えるか？」


　　　シュテンの爪が、素早くウロボロスののど元を引き裂く。


　　　ウロボロスの最後の首が垂れる。その体は硬直し、次の瞬間、黒い霧と化す


　　　と、パーッと四方に散ってしまう。


　　　シュテンが勝ったのだ。


シュテン「（つぶやき）クサ・ナギの剣より固いものが、もう一つあった。それを


　忘れていたお前の負けだ」


　　　シュテンは、自分の爪をギラリと光らせる。


 


　　　　　　○再・地上


　　　シュテンとウロボロスの戦いを一部始終、観戦していた牧村親子。


　　　そこへ、ニコニコした永山が寄ってくる。


永山「（ひろしへ）よー、坊主！父ちゃんと一緒になれて良かったな」


ひろし「（言い返す）坊主はおじさんの方だい！」


　　　ハッとして永山は自分の頭に手をやる。


　　　三人より少し離れた場所に、宇呂子が持っていたクサ・ナギの剣が地面にと


　　　刺さっていた。


　　　そこへ、人間体に戻ったシュテンが舞い降りてくる。


　　　シュテンは、その剣をサッと手に取る。


シュテン「宇呂子。オレの剣は、てめえに折られちまったし、代わりに、てめえの


　剣をオレが使わせてもらう事にするぜ」


　　　シュテンが、剣先を天へと差し上げる。その剣先へ、通常の大きさに戻った


　　　赤い鷲が舞い降りてくる。


　　　両者が一体になった瞬間、そこからまばゆい光がほとばしり、轟音とともに、


　　　姿がかき消えてしまう。


　　　その様子を、遠くから、牧村たちは、ぼうぜんと眺めていた。


牧村「（つぶやき）な、何て事だ。あの男は、きっと、自分だけの力で、向こうと


　こちらの世界の行き来が出きるんだ。お、恐ろしい・・」


ひろし「（ハッと思いだし）ねえ。パパ！ダンピールって、知ってる？ダンピール


　って、一体何なの？」


牧村「ダンピール？・・それは、確か・・そうだ、吸血鬼と人間の間に生まれた子


　供を、そう呼ぶのだと思った」


ひろし「（声を張り上げ）それだよ！あのお兄ちゃんのパパかママかのどちらかは、


　こちらの世界の人間だったんだ。だから、あのお兄ちゃんは、どちらの世界にで


　も存在する事ができるんだよ！」


牧村「そ、そうか！何て、恐ろしい話だ。もし、あの男が、こちらの世界の征服に


　乗りだしたりしたら、宇呂子より最悪な独裁者になってしまう・・」


ひろし「（ムキになり）そんな事、絶対無いよ！」


牧村「どうして？」


ひろし「だって、ここは、あのお兄ちゃんのパパかママかの故郷なんだろう。自分


　の親の国を踏みにじって、喜ぶような人なんて、いるはずないよ」


牧村「（微笑み）そうだな。確かに、お前の言う通りかもしれんな」


　　　親子は、優しく、抱きあい、明るく笑いあう。


　　　空には、日が沈みかけ、夕焼けがひろがっていた。


　　　ＥＮＤ
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    ＜作品解説＞


 


　劇場映画用のモダンホラーです。メイン登場人物はオリジナルキャラばかりですが、脇役で旧レギュラーキャラも何人か参加しています。


　パソコン通信の創作フォーラムに投稿した作品ですが、実は、この作品を投稿した頃、私は創作フォーラムとやや関係がこじれていまして、そんな状況なのに、無理に発表した作品でしたから、よけい存在の薄い作品になってしまいました。この作品の投稿後、私はパソコン通信とは袂を分かち、本格的にホームページ（インターネット）の方へ移行してゆく事になります。
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　　　　　　１


　　　団地横の路地を、仲の良さそうな親子が、楽しげに歩いている。


　　　小学６年のユカリと、その母である。二人は、大きく膨れた買い物袋を両手


　　　にさげている。


　　　やがて、二人は、団地の玄関前にまでやって来ると、立ち止まる。


母「ありがとう、ユカリ。あとは、一人で運べるわ」


ユカリ「じゃあ、あたし、塾に行ってくるわね！」


母「車に気を付けるのよ」


　　　二人は別行動になり、娘のユカリは、走って、路地を去ってゆく。その姿を


　　　見送り、母は団地の中へと入ってゆく。


 


　　　　　　２


　　　人気の無い道路を歩いているユカリ。道の両側は、原っぱである。


　　　彼女の後ろを、４人のガキ大将たちが、ニヤニヤしながら、こっそりとつけ


　　　ている。ユカリの同級生の、ゴン、サブ、マキー、チビ。


　　　彼らの事に、ユカリはまだ気付いていない。楽しげにハミングなぞしている。


 


　　　　　　３


　　　ユカリの母が、重そうな買い物袋を持ち上げて、団地のエレベーターに乗り


　　　込む。買い物袋を下におろして、フッと一息。


　　　やがて、目的階に到着すると、また買い物袋を持ち上げて、通路へ出てゆく。


 


　　　　　　４


　　　道路から外れて、原っぱをユカリが走っている。


　　　その後ろから、下品に笑っているガキ大将どもが追っかけている。


ゴン「待てよ！ユカリ！ちょっとだけでいいんだって！そのボイン、触らせろよ！」


ユカリ「（金切り声で）バカ！なに言ってるのよ！スケベ！やめてったら！」


　　　ユカリと４人の同級生は、じょじょに丘の上へと向かっている。


　　　そばに目撃者は誰もいない。


 


　　　　　　５


　　　自分の部屋にたどり着いたユカリの母が、ホッとした様子で、ドサッと買い


　　　物袋をテーブルの上へおろす。


　　　その勢いで、テーブルに置かれていた写真立てが倒れてしまう。母は、小さ


　　　く笑みを浮かべ、それをすぐに立て戻すが、そこには、ユカリと母、そして、


　　　優しそうな夫の３人が写った、家族写真がおさめられていた。


　　　彼女の視線は、続いて、部屋の奥にある仏壇へと向けられる。それには、夫


　　　の写真が飾られていた。


母「（つぶやき）あなたが交通事故にあってから、もう１年がたつのね。心配しな


　いで。ユカリは、私が立派に育ててみせるわ」


 


　　　　　　６


　　　ユカリたちは、ついに、丘の頂上付近にまで、やって来る。


ユカリ「もう！バカ！やだってば！」


ゴン「うるさーい！触らせろー！」


　　　ユカリに追いついたゴンが、ユカリに体当りする。


　　　押し飛ばされたユカリはつんのめって、倒れてしまう。その時、地面にあっ


　　　た石に頭部を強打していたのだが、男の子たちはそれに気付いていない。


　　　ユカリは、伏せたまま、動かなくなる。


ゴン「（笑って）今だ！皆、押さえちゃえ！」


　　　ゴンたち４人は、ふざけた調子で、わっとユカリのまわりに群がる。彼らに


　　　囲まれて、倒れたユカリの姿は見えなくなってしまう。


　　　何やら、遊び半分に、ユカリの体にいたずらを続けている４人。


　　　・・・しかし。


チビ「（怯えた口調で）ね、ねえ！ユカリちゃん、ずっと動かないよ！」


サブ「（悲鳴）し、死んじゃったあーー！？」


　　　驚いた４人は、慌てて、ユカリのそばから離れる。


ゴン「（うろたえながら）ど、どうしてだよ」


チビ「ゴンちゃんのバカ！きっと、ゴンちゃんのせいだよ！ゴンちゃんが、さっき、


　強くユカリちゃんの事を押し過ぎちゃったんだ！」


ゴン「うるさーい！ユカリのボインを一番触りたがっていたのは、チビ、お前だろ！


　お前の方が悪いんだ！」


チビ「（泣き声で）違うよ！ユカリちゃんのあとをつけて、無理やり触っちゃえっ


　て言ったのは、ゴンちゃんじゃないか！」


サブ「（泣きながら）やだ、やだ！もう、やだよぉ！」


チビ「ボクたち、どうなっちゃうの？死刑になっちゃうの？」


ゴン「そこまではならないよ。きっと、刑務所に入れられるんだ」


マキー「ボクたち、子供だから、刑務所じゃなくて、きっと、少年院だよ」


チビ「そんなのやだよ！ユカリちゃん、なんで死んじゃったのさ！」


サブ「（泣きわめく）いやだよ、いやだよ！」


　　　ゴンは、そっと回りを見渡す。


ゴン「オイ、皆、いいか。この事を知っているのは、オレたちだけだ」


　　　他の３人は、ハッとして、ゴンの方を見つめる。


ゴン「よく聞けよ。オレたちは、ユカリの事なんて知らない。ユカリは、自分で勝


　手に死んじゃったんだ」


チビ「ね、ねえ、どうする気なの？」


ゴン「オレの言う通りにするんだ。ユカリの服をちゃんと戻しておくんだ」


　　　ゴンの指示で、男の子たちはユカリの死体をいじくりだす。


　　　そして、４人がかりで、死体を丘の先端まで引き摺り運ぶ。


ゴン「いいか、皆。ユカリは、自分で丘まで登って、足をすべらせて、勝手に下に


　落ちちゃったんだ。オレたちは、そんな事、全然知らないんだからな」


マキー「でも、それって・・・」


ゴン「（怒鳴る）お前たち！人殺しになりたいのかよ！」


　　　ゴンの一言で、残りの３人は黙ってしまう。


　　　彼らは喋るのをやめ、黙々と死体を丘から落とす作業を始める。


　　　そして、いざ、死体を放りだそうとした時！


　　　ユカリの手が、ピクリと動いた事に、チビがハッと気付く。


　　　しかし、時すでに遅く、他の３人がユカリの体を宙へと押し出してしまう。


　　　ユカリは、無情にも丘から放りだされ、その体はバウンドしながら、奈落の


　　　底へと落ちて、姿は小さく、見えなくなっていく。


チビ「（オロオロと）ね、ねえ、ユカリちゃん、死んでなかったよ」


ゴン「嘘つけ！動かなかったじゃないか！」


チビ「でも、今、ちょっと動いたような気が・・・」


マキー「もしかして、気絶していたのを早合点しちゃったのかな。仮死状態だった


　と言う事も考えられるし」


サブ「（悲鳴）そ、それじゃ、どうなるの！ほんとにボクたちがユカリを殺しちゃ


　ったの！？」


ゴン「（怒鳴る）うるさーい！ギャアギャア言うな！さっき、話した通り、オレた


　ちは、ユカリの事なんて、全然知らないんだからな。よけいな事、誰かに喋った


　りしたら、ぶん殴るからな！」


チビ「でも、でも・・・（シクシクと泣き出す）」


サブ「チビ、泣かないでよ。そうじゃないと、ボクも・・・（つられて、泣き出


　す）」


　　　続いて、マキーも泣き始める。


ゴン「皆、泣くなよ。こんなところでグズグズしてたら、誰か来ちゃうじゃないか


　よ。み、皆、やめろよ〜〜（と、言いつつも、泣き声になりだす）」


　　　ついには、４人ともワンワン泣き出してしまう。


　　　４人の子供たちは、丘の上に立ち尽くしたまま、いつまでも泣き続ける。


　　　空では、日が沈み始めていた。


 


　　　　　　７


　　　団地のユカリの部屋にて。


　　　ユカリの母は、掃除機をかけている最中だった。


　　　その時、電話がなる。


　　　母は、すぐ受話器をとる。


母「はい。葉崎です。・・・ええ、私はユカリの母ですが。（次第に動揺し）


　・・・え！もう一度、おっしゃっていただけませんか？・・・ええ？ユカリが事


　故？そ、それで、今、どこに！どこへ行けば、娘に会えるんですか！」


 


　　　　　　８


　　　病院の廊下を、うろたえ、興奮したユカリの母が走っている。


　　　彼女は、死体安置室の前にまでやって来て、そこにたたずんでいた医師と対


　　　峙する。


母「（慌てて）ユカリの母です！早く、娘に会わせてください。・・・いや、本当


　に、うちの娘だったんですか？ユカリは、塾に行くと言って、さっき、元気に出


　ていったばかりなんですよ！」


　　　その時、死体安置室の中から、一人の私服刑事が現われて、ユカリの母と向


　　　きあう。


刑事「（警察手帳を見せながら）ユカリさんのお母さんですね。中村と言います。


　よろしく」


母「（狼狽しながら）なぜ、警察の方が？だって、事故だったんでしょう？どうし


　て、警察ざたになるんですか！」


中村「あなたのお子さんは、丘から落ちてしまった為、すぐには救助できなかった


　んですよ。まあ、落ち着いて。お子さんに会っていただけませんか」


母「（激しく）でも、まだユカリだと決まった訳じゃないんでしょう！」


中村「身元確認は、もう済んでいます。念の為、お母さんにも確認をとっていただ


　きたいんです」


母「（うろたえ）確認がとれているって、一体、誰が・・・」


　　　困惑しながらも、ユカリの母は死体安置室の中へと入っていく。


 


　　　　　　９


　　　薄暗い死体安置室の中。


　　　ボロボロのユカリの死体が、台の上に乗せられている。


　　　それを見た母は、一瞬、ぞくっとして立ち止まってしまい、おろおろと死体


　　　の方へ歩み寄ると、その上に顔を埋めて、わんわんと泣き出す。


母「（泣きわめく）ユカリ！なんて姿になってしまったの！私は、これから、どう


　生きていけばいいと言うの。なぜ、お母さんを残して、先に死んじゃったのよ」


　　　彼女の姿を、中村や医師らが、不憫そうに眺めている。


中村「身元確認の方は、もう、このぐらいでいいでしょう。お母さん、ちょっと署


　の方まで来ていただけませんか」


母「（激しく）いやです！もっと、娘のそばに居させて下さい。このまま、うちま


　で連れ帰っちゃ、ダメなんですか！ユカリは・・・ユカリは・・・」


中村「お母さん。申し訳ありませんが、お子さんは、このあと、検死解剖にまわさ


　なくてはいけないんです。この場は、ひとまず、離れてもらえませんか」


母「（驚いて）検死解剖ですって！なぜです？娘は、事故だったんでしょう！どう


　して、解剖しなくちゃいけないんですか！い、いやよ！私の可愛いユカリが切り


　刻まれるだなんて！絶対にいやよ！」


　　　母は、ユカリの上に覆いかぶさって、泣きじゃくる。


中村「お気持ちは分かりますが、ここは落ち着いて下さい。お子さんの事故の状況


　について、あなたにもきちんと知らせておきたいんです。私についてきてもらえ


　ませんか」


　　　中村の部下の警官たちが、母の体をユカリからひきはなし、無理やり死体安


　　　置室の外へと連れ出してしまう。
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　　　警察署の廊下。


　　　うなだれたユカリの母が、中村のあとについて、歩いている。


　　　彼女たちは、泣きべそをかいている小学生の一団とすれ違う。ゴン、サブ、


　　　マキー、チビの４人と、連れの警官である。


連れの警官「さあ、君たちも、もう、うちに帰っていいんだから、泣かないんだ」


　　　ユカリの母と４人の子供たちの視線が、一瞬、かちあう。


　　　子供たちは、バツの悪そうな表情で、母の方を見ている。


　　　そして、両者は、すれ違い、別れてしまう。
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　　　取調室にて。


　　　テーブルを挟んだ、ユカリの母と中村が会話を続けている。


母「では、娘は、遊んでいた最中に、足を滑らせて、丘の下へ・・・」


中村「ええ。一緒に遊んでいた子供たちの話によれば、そういう事だそうです。あ


　の丘は、危険だから、柵をつけておいた方がいいと言う話は、前からあがってい


　たのですが、こんな事故が起こってしまうとは、本当に残念な気がします」


母「確か、娘は塾へ行くはずだったのですが・・・。その遊んでいた子供たちは、


　何と？」


中村「実は、ユカリさんが丘から落ちてしまった事で、すっかり動転してしまった


　らしく、全員で丘の上で泣いているところを大人が発見して、そのおかげで今回


　の事故の届け出があったんですよ。その子たちも、かなりショックが強かったら


　しくて、詳しい事は聞いていません。でも、ユカリさんが丘の先から落ちたとい


　うのは、その子たちの証言なので、疑うべきではないでしょう」


母「・・・そうですか」


　　　ユカリの母は、ゆっくりと椅子から立ち上がる。


中村「葉崎さん。気を落とさないでくださいね。本当に痛ましい事故だったんです。


　くよくよしても仕方ないでしょう。亡くなられたユカリさんだって、そんなお母


　さんの姿を見たら、安心して天国へは行けませんよ」


母「（小さく笑い）刑事さん、ありがとうございます。おっしゃる通りですね。娘


　の分も、夫の分も、私はこれから強く生きていかなくちゃいけないんですね」


　　　ユカリの母は、お辞儀をすると、部屋から出てゆく。
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　　　取調室を出たユカリの母は、ぐったりと気を落としており、そのまま、部屋


　　　の前で立ち尽くしてしまう。


　　　すると、部屋の中から、中村たちの声が聞こえてくる。


警官の声「中村さん。死体に暴行の形跡があった事は、ついにお母さんには話さな


　かったんですね」


中村の声「当たり前だ。そんな事まで話したら、あんなに動揺していたんだ、ショ


　ックが強すぎて、どうなったか分からないだろう。それに、今回のヤマが、本当


　に変質者の犯行だったのかどうかは、まだ推測の域を出ていない。全ては検死解


　剖待ちだよ。ヘンによけいな事を喋りすぎて、不安がらせる事もないだろう」


　　　その会話を聞いていて、ユカリの母はがく然とした表情になる。


 


　　　　　　12


　　　ひき続き、中村と警官のいる取調室内。


警官「しかし、我々の予想通り、変質者がからんでいたとすれば、第２の事件が起


　きる可能性もありますよ。ここは、予防の為にも、本当の事を公開しておいた方


　が良かったのでは・・・」


　　　その時、ユカリの母が、血相を変えて、部屋の中へ飛び込んでくる。


中村「（少し驚き）おや、奥さん、どうしました？」


母「（興奮して）あの・・その・・」


　　　中村と警官は、鋭いまなざしで彼女の方を見つめている。


　　　ユカリの母は、躊躇する。


母「・・いえ、ハンカチを忘れてしまったもので・・。でも、この部屋では、なか


　ったようですわね。失礼しました」


　　　ユカリの母は、すごすごと出て行ってしまう。


　　　その姿を見送って、少したってから。


中村「彼女には、本当に気の毒な話だったかもしれないな」


警官「そう言えば、あのお母さん、検死解剖にはひどく反対してましたね」


中村「あの人はね、１年前に、旦那さんも亡くしてるんだよ。ひき逃げでね、その


　時も、遺体の方が先に見つかった為、検死解剖にまわされたんだ。大事な肉親の


　遺体を切り刻まれる気持ちなんて、きっと、当事者にしか分からないものなんだ


　ろう」


警官「可哀相に」


中村「仕方ないさ。・・・しかし、それにしても、分からないのは、なぜ、あの子


　供たちが、ガイシャの死因を事故だと言い張ったかだ。もし、真犯人が別にいる


　のならば、あんな証言はしないはずだ。もしかして、暴行現場を目撃したばかり


　に、犯人に脅迫でもされたのだろうか」


警官「それほど気にかかるんでしたら、もっと、あの子たちを問い詰めればよろし


　かったのに」


中村「そう言う訳にもいかんだろう。あの年ごろの子供は傷つき易いんだ。殺すぞ、


　なんて言われたら、絶対、本当の事は言えなくなってしまうよ。無理に白状させ


　て、あの子たちに心の傷を負わせてしまう訳にもいかんだろう。まあ、ここが警


　察稼業の難しいところさ。他に犯人が存在するようなら、地道に物的証拠でも見


　つけだして、その線からホシをあげてやろうぜ。あの子たちから、本当の事を聞


　き出すのは、ホシを捕まえてからでも、遅くはない」


警官「おっしゃる通りです」
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　　　警察署の玄関先にて。


　　　しゃがみ込んだユカリの母は、わんわんと泣きしおれていた。


　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　14


　　　団地のユカリの母の部屋。


　　　奥の仏壇には、夫に加え、ユカリの写真も飾られていた。


　　　そして、ユカリの母は、すっかり無気力になってしまい、部屋の隅に、ぼん


　　　やりと座り込んでしまっていた。


　　　ふと、思い付いたように立ち上がった彼女は、押入れを開き、衣服ケースを


　　　引っ張りだしてきた。蓋を開くと、そこにユカリの着ていた奇麗な服が沢山


　　　つまっている。


　　　それを眺めながら、母は涙まじりのしみじみとした表情になる。
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　　　母の回想Ａ。


　　　デパートの衣服売り場にて、母とユカリが物色している。


ユカリ「ユカリねぇ、あのウサギの絵がついているＴシャツがいい！」


母「（ほほえみ）まあ、ユカリちゃんったら。ほんとにウサギが好きなのね」
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　　　母の回想Ｂ。


　　　部屋で、不安げに自分の胸もとを見つめているユカリの様子に、母が気づく。


母「どうしたの、ユカリ？気になるんだったら、そろそろブラジャーをしてもいい


　んじゃないの？」


ユカリ「（モジモジと）まだ、いいよぉ。だって、友達でつけてる人、まだ誰もい


　ないもん」
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　　　現実に戻って。


　　　母は、ユカリの服を手にしたまま、しくしくと泣き崩れてしまう。


　　　その時、玄関の呼び鈴がなる。


　　　ハッとした母は、慌てて立ち上がり、インターフォンの元へ向かう。


母「（インターフォンへ）はい。どなたですか」


インターフォンより「おばさーん、マリでーす。遊びにきました」


母「ああ、ユカリの友達のマリちゃんね」


　　　母は、玄関に向かい、ドアを開けてやる。


　　　ボーイッシュな女の子、マリが中へ入ってくる。


マリ「お邪魔しまーす」


母「どうぞ、奥まで入って。マリちゃんが来てくれたと知ったら、ユカリもきっと


　喜ぶと思うわ」


マリ「（快活に）じゃあ、遠慮なく」


　　　二人は、部屋の奥まで入ってゆく。


　　　そして、マリは仏壇へと線香をあげる。


母「ゆっくりしていってね。今、ジュースを出してあげるわ」


マリ「あ、お気遣いなく。すぐ、塾に行かなくちゃいけないんです」


母「あら、そう」


マリ「（少しきつい表情になって）しかし、これ、絶対、チビが何かしたんだよ、


　きっと。そうじゃなきゃ、ユカリが丘から落ちたりするはずないもん」


母「（ハッとして）え？」


マリ「クラスの男子たちの事だよ。前から、ユカリにやらしい事ばっかりしてたも


　ん。ボインボインって冷やかしたりさ、スカートめくろうとしたり」


　　　母は、がく然とした表情になる。


マリ「事故があった時も、一緒に遊んでただけとか言ってたけど、ほんとは、また


　ユカリの嫌がる事をしてたんだよ、絶対に。許せないよ、あいつら」


　　　ぼう然とする母の脳裏に、幾つかの事が思い浮かぶ。
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　　　回想１。


警官「死体に暴行の形跡があった事は、ついにお母さんには話さなかったんですね」
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　　　回想２。


　　　警察署ですれ違った、４人の男の子の姿。その表情には、後ろめたいものが


　　　感じられる。
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　　　現実に戻って。


マリ「おばさん、おばさん！どうしたんですか！」


　　　言われて、母はハッと我にかえる。


マリ「（立ち上がり）それじゃ、塾があるので、帰ります。おばさんも、あまり落


　ち込まないで下さいね」


母「（しみじみと）ありがとう、マリちゃん。ありがとう・・・」
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　　　警察署にて。


　　　デスクについた中村に、ユカリの母が、血相を変えて、詰め寄っている。


中村「（きつく）だから、奥さん！この事件は、もう事故という事で、ケリはつい


　たんですよ。分からないんですか！」


母「（くいさがる）しかし、その子供たちが、ユカリに何か悪い事でもしてたのか


　もしれないんですよ。それが原因で、ユカリが死んだのだったら、ただの事故で


　はないではありませんか！」


中村「いいですか、奥さん。検死解剖しても、娘さんの遺体からは、転落以外でつ


　くような損傷は見当たらなかったんですよ。だったら、事故としか片付けようが


　ないじゃないですか」


母「でも・・・でも・・・その子たちに聞けば、きっと何かが・・・」


中村「ただ、ふざけて、鬼ごっこをしていただけでも、足を踏み外せば、丘からは


　落ちてしまいます。これはね、本当に不幸な事故だったんですよ。奥さんの無念


　な気持ちは分かりますが、ここは冷静になっていただけませんか」


　　　返す言葉を無くしたユカリの母は、そのまま、うろたえた様子で、中村の元


　　　から去っていってしまう。


　　　入れ違いに、一人の警官が中村のそばに歩み寄る。


警官「ちょっと、可哀相かもしれませんね」


中村「仕方ないよ。君だって、検死結果は見ただろう。性的暴力を受けた跡はまる


　で無かった。確かに、ガイシャの服装の乱れとかは気になったが、それだけで、


　一緒に遊んでいた子供たちを責める訳にもいくまい。あのお母さんには酷な話か


　もしれないが、事故扱いで済ませた我々の判断は正しかったんだよ」


警官「そんなモンですかぁ」
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　　　下校時の小学校の正門前。


　　　チビを始め、ゴン、サブ、マキーの４人が出てくる。


　　　しかし、そこでは、ユカリの母が待ち構えていた。


　　　両者の視線はあい、子供たちはハッとする。


母「（ひきつり笑いで）こんにちわ。あなたが、チビくんでしょう」


　　　うろたえるチビのそばへ、ユカリの母が歩み寄る。


母「おばさんねぇ、あなたに聞きたい事があるのよ。お願いだから、正直に答えて


　くれる？」


　　　ヘビに睨まれたカエルようなチビの手を、ユカリの母はグッと掴む。


母「あなた、丘の上で、ユカリと遊んでいたんでしょう？その時、一体、何をして


　いたの？嫌がるユカリに、一体、何をしていたの？」


チビ「（泣き声で）いたーい！痛いよー！」


　　　ゴンが、急いで、チビとユカリの母の間に入り、母を突き飛ばす。


　　　ユカリの母は、ハッとして、強く握っていたチビの手を放す。


ゴン「（怒って）おばさん、やめろよ！その話なら、警察に聞きなよ！オレたちの


　知ってる事は、全部、話しちゃったよ！オレたちにつきまとうなよ」


　　　子供たちは、いたわるように寄り添うと、泣きべそをかいているチビをかば


　　　いながら、ユカリの母を睨みつけて、去ってゆく。


　　　うろたえる母は、その場に立ち尽くしてしまう。
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　　　団地のユカリの母の部屋。


　　　相変わらず、沈み込んでいるユカリの母は、泣きしおれ続けていたらしく、


　　　小刻みに震えながら、ユカリの成長アルバムを眺め続けている。


　　　広げっぱなしになった別の１冊には、クラスの全体写真が貼られていたが、


　　　４人の男子の姿だけはマジックで塗りつぶされていた。


　　　つけっぱなしのテレビから、ニュース報道が聞こえてくる。


アナウンサー「・・・かねてより、遺体窃盗の容疑をかけられていた大学病院の田


　中名誉教授が、先日、警察への正式な出頭を命じられました。田中名誉教授は、


　大脳生理学のホープとして認められていた一方、大学内では無類の変人としても


　知られており、今回の事件におきましても、脳内の記憶伝達物質の研究に没頭す


　るあまり、新鮮な遺体を入手しようと、病院で保管されていた死体に無断で手を


　つけた疑いがあり・・・」


　　　テレビの画面は、続いて、田中医師の逮捕現場となる。


　　　警官と報道陣に囲まれた田中医師が、しきりにわめいている。


田中「お前たち、分からんのか！私の研究は、人類の未来に光をもたらすものなん


　だぞ！マウスの実験では、ほぼ完全に成功し、人体で同じ事をやっても90パーセ


　ント成功する事は明らかなんだ！分かるか？記憶伝達物質を全て、他人に移植す


　るだけでいいんだ。それだけで、別の人間の体の中で再生できる。老いた体を捨


　てて、若い子供の体の中で生まれ変われるんだ。永遠の命を得られるんだぞ。そ


　の意味が理解できないのか！お前たちは、なぜ、分かってくれないのだ！」


　　　その言葉を耳にしていたユカリの母は、鋭い視線になり、静かに頭をあげて、


　　　テレビの方を見つめる。
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　　　田中医師宅。大きな洋館だが、すでに古ぼけている。


　　　その応接間で、田中とユカリの母が向かいあっている。


　　　釈放はされたものの、大学は追われたらしく、ヤケ気味の田中は、あおるよ


　　　うに酒を飲んでいる。


　　　そして、ユカリの母は、テーブルの上に、札束を積んでいる。


母「貯金を全部おろしました。団地も売り払ったし、夫や娘にかけていた保険も、


　残さず持ってきました」


田中「（ためらいがちに）奥さん、お金がある事はよく分かったよ。しかしだね、


　本当にいいのかね。一度、移植してしまえば、二度と元の体には戻れないのだよ。


　それでもいいのかね」


母「（きっぱりと）覚悟はできています」


田中「それに、問題はもう一つある。移植する方の肉体だ。これまでは、私の方で、


　用意してやる訳にはいかないよ。一体、どうするつもりなのかね」


　　　ユカリの母は、辛そうな表情になる。
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　　　真夜中の街路。


　　　激しい雷が光り、豪雨が降っている。


　　　そんな中を、何かを抱きかかえたユカリの母が走っている。
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　　　再び、田中医師宅。その玄関内。


　　　びしょ濡れのレインコートを着たユカリの母が、そこで、田中と会っている。


　　　彼女の腕の中には、４、５歳の可愛い幼女が眠っている。


母「これで、手術をしてくださりますわね」


田中「（躊躇しながら）君の執念には負けたよ。いいだろう、手術はしてやる。し


　かし、そのあとは、二度と私の前には姿を現わさないでくれ。私も、面倒な事は、


　ごめんだからな」


　　　ユカリの母の口元に、怪しい笑みがこぼれる。
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　　　チビの家の、チビの部屋。


　　　チビの他に、３人の仲間、ゴン、サブ、マキーも遊びにきている。


　　　ゴンは、ガンを手にして、テレビゲームの画面のゾンビ目がけて、バンバン


　　　撃ちまくっている。マキーは、隣でクリアの手順を指示している。


　　　皆が、それなりに楽しんでいる中、当主のチビだけ、元気がない。


サブ「チビ、まだクヨクヨしてるのかい」


チビ「うん、やっぱり忘れられないよ」


サブ「そんなチビを見てたら、ボクも不安になってきちゃうよ〜」


ゴン「（怒って）お前ら、もう忘れろよ！お巡りさんだって、何も言わなかったん


　だぞ。もうオレたちとは関係ないんだよ。いい加減、開き直れよ」


マキー「そうさ。最近は、あのユカリのおばさんだって、見かけなくなったじゃな


　いか。心配する事は何もないよ」


チビ「そう言えば、あのおばさん、どうしたんだろう」


ゴン「引越しでもしたんじゃないのか。この町に居続けても、ユカリの事を思い出


　して、辛いだけだからな」


チビ「そうかな・・・」


　　　チビは、まだ不安げな表情をしている。
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　　　チビの家から、チビ、ゴン、サブ、マキーの４人の子供が出てくる。３人は


　　　帰るところで、チビは見送りだ。


　　　４人は玄関を出て、門の外の道路にまでやって来る。ほとんど車の通りの無


　　　い、各家の塀が連なっている、のどかな小道である。


　　　別れ惜しいのか、道端で、４人は、まだケラケラとお喋りを続けている。


　　　ふと、チビの目が他の方へ向き、彼はハッとする。


　　　道に、一人のおかっぱの幼女が立っている。ぶすっとふてくされた表情をし


　　　ているが、間違いなく、ユカリの母が連れていた、あの幼女である。


　　　その幼女と視線のあったチビが、ギョッとする。


ゴン「おい、チビ、どうしたんだよ」


チビ「（うろたえて）い、いや、その・・・」


　　　幼女が、４人のそばにまで、とことこと歩いて、寄ってくる。


　　　幼女は、チビの方へ手をさしだす。チビも、思わず、片手を出してしまう。


　　　幼女は、その手をギュッと握る。


田中の声「（回想風に）筋力の調整は、全て、脳内の記憶が司っている。火事場の


　バカ力と言う言葉があるように、いざと言う時以外は、力は1/3ぐらいにセーブ


　されているものなのだ。ゆえに、脳内記憶伝達物質を移植した場合は、移植され


　た方の記憶が筋力の加減の主導権を握る事となり、移植先が子供であっても、大


　人と同様の力を出せるようになるはずであろう」


　　　次の瞬間、チビが悲鳴をあげる。


チビ「（叫ぶ）いたーい！痛いよ！」


　　　ゴンたちは、びっくりする。


　　　チビは、ようやく放してもらえて、手を引っ込める。


ゴン「おい、チビ、どうしたんだよ」


チビ「それが・・・」


　　　チビは、怯えた目で、幼女を見つめる。


　　　睨み返している幼女の姿が、ユカリの母にダブって見える。


　　　震えるチビは、３人の仲間のそばに寄り添う。


　　　幼女の方は、彼らに背を向けて、歩き去ってゆく。


チビ「（おののいて）怖い！怖いよ！」


ゴン「バカ。ガキ相手に、なに言ってるんだよ。この弱虫！オレたち、もう帰るか


　らな。おい、皆、行くぞ」


　　　チビを置いて、ゴンたち３人は、幼女とは反対方向へ歩き出してしまう。


　　　１人残されて、不安げなチビも、慌てて、家の中へと急ぎ戻ってしまう。
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　　　放課後の小学校。


　　　チビが、びくびくしながら、校門から路地の方をうかがっている。


　　　後ろからこそっと近づいてきたサブが、その背を押す。


　　　びっくりしたチビが、わっと飛びのく。


チビ「（胸を押さえながら）なんだ、サブちゃんか。おどかさないでよ」


サブ「（ニヤニヤと）何を怖がってんの？」


チビ「な、何でもないやい！それより、ゴンちゃんとマキちゃんは？」


サブ「チビがグズグズしているから、先に帰っちゃったよ。あとでチビんちに遊び


　に行くってさ」


チビ「そっか。サブちゃんは、どうする？」


サブ「ボクも、かばんを置いてきたら、すぐチビんちに行くよ」


チビ「分かった。じゃあ、早く来てね」


　　　帰り道が別なのか、二人は校門の前で別れる。
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　　　広いけど、車がほとんど通っていない道路を、ゴンとマキーが、並んで歩い


　　　ている。


ゴン「（手を銃の形に構えながら）さあ、今日もチビんちで＜ゾンビハンター＞を


　やろうぜ。バン、バン！」


マキー「今日こそ、最終面をクリアしなくちゃね」


　　　その時、背後から、車の走行音が聞こえてくる。


　　　何気なく、二人は後ろを振り返ってみる。


　　　小型のワゴンが、黒い排気ガスを噴き上げて、二人のいる方に目がけて、突


　　　進してきている。二人は、慌てて、道の隅へと寄ったが、それに合わせて、


　　　ワゴンの方も進路を変更した。明らかに、二人へ敵意を持っているのだ。


　　　驚いた二人は、慌てて、逃げ走り出した。


ゴン「（わめく）ど、どうなってるんだよ！」


マキー「し、知らないよ、ボクだって！」


　　　二人の走る速度に合わせて、ワゴンの方もスピードを落としたが、依然とし


　　　て、等間隔をあけて、二人の事を追いかけてきている。


　　　近くにまばらにいた通行人たちは、追われる二人の様子を、あっけにとられ


　　　て、眺めていた。


マキー「（ひきつりながら）ね、ねえ、ゴン！」


ゴン「な、なんだよ、マキー！」


マキー「あの車の運転席を見たかい？」


ゴン「それがどうしたんだよ」


マキー「乗ってないよ、人が！」


ゴン「な、なにい？それじゃ、幽霊車！？」


　　　そうなのである。二人を追いかけるワゴンには、外から見た限りでは、運転


　　　席どころか、どこにも人の姿が見当たらなかったのである。


　　　この恐怖の無人カーに追いかけられて、二人の少年は、息切れしながら、走


　　　り続けていた。時々、他の通行人や対向車とも会いはしたが、助けてくれそ


　　　うな人は誰もいない。


　　　いつの間にか、二人を追いかけていたワゴンの姿は消えていた。それでも、


　　　轢かれる恐怖に怯えて走り続けていた少年たちであったが、ついに体力が切


　　　れてしまったらしく、とうとう路上にペタリと座り込んでしまった。


ゴン「（ゼイゼイ息をしながら）な、何だんたんだよ、一体！」


マキー「まるで、ドラマの＜カーチェイサー＞みたいだ〜〜」


　　　そんな二人の様子を、遠くの方から、あのおかっぱの幼女が、冷たい視線で


　　　眺めていた。


幼女「（つぶやき）みんなのいるまえでは、ひいたりはしない。あなたたちも、け


　んしかいぼうされるのよ」
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　　　チビの家の玄関前の道路。


　　　皆が遊びに来るのが遅いので、しびれを切らしたのか、家から出て来たチビ


　　　が、まわりを見回しながら、ウロチョロしている。


　　　ふと、彼の目に、あのおかっぱの幼女の姿が写る。今日は、幼女は、赤いゴ


　　　ムボールなぞを抱えている。


　　　ギョッとしたチビは、逃げだそうとしたものの、怖くて体がこわばってしま


　　　ったらしく、うまく動けない。


　　　チビのそばまで寄ってきた幼女は、ゴムボールをチビの足元へと転がしてみ


　　　せる。そして、ゴムボールがチビの足にぶつかって、止まると、ジェスチャ


　　　ーで「拾って」とチビに指図する。


　　　ようやく、体の緊張がとけてきたチビは、思わず、言われた通りにしてしま


　　　った。拾ったゴムボールには、アニメのウサギの絵が描かれていた。


　　　チビの目の前にまで歩み寄った幼女は、ゴムボールをそっと受け取る。


幼女「（チビの顔を見つめながら）うさたんのぱんつ、そんなにみたかったの？」


　　　その一言を聞いて、チビはがく然として、青ざめる。


チビ「（叫ぶ）うわーーっ！」


　　　チビは、幼女に背を向けて、慌てて走り出そうとしたが、誰かの体にぶつか


　　　ってしまった。見ると、やって来たばかりのサブである。


サブ「どうしたのさ、チビ」


チビ「（泣きながら）ユカリちゃんのお化けだ。ボクたち、殺されちゃうよ！」


サブ「なに言ってるの。だから、どうしたの？」


チビ「あの女の子がまた・・・」


　　　チビが振り返ると、そこには、もう誰もいない。


サブ「誰もいないよ。チビ、心配し過ぎじゃないのかい」


チビ「本当なんだってば！だって、あんな事、ユカリちゃんの他に知っている人が


　居るはずがないもん。きっと、あの子は、ユカリちゃんの生まれ変わりなんだ。


　ボクたちを呪い殺すつもりなんだ」


サブ「（震えて）そ、そんな、おっかない事、言わないでよ！ボクまで怖くなっち


　ゃう。もう、やめてよ！」


チビ「一緒に居ない方がいいよ。二人とも、一緒に殺されちゃう！サブちゃんも、


　すぐ、うちに帰って！外に出ない方が、絶対にいいよ」


サブ「うん、そうする！じゃあね、チビ」


　　　怯えるサブは、今来た道をすぐ引き返してしまう。それを見届けずに、チビ


　　　も、家の中へと飛び込んでしまう。
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　　　サブが、ひとけの無い道を、泣きそうな顔で、速足で歩いている。


　　　ここは、例の、サブたちがユカリを追いかけた場所である。


　　　突如、後ろの方から、激しい車のエンジン音が聞こえてくる。


　　　ギョッとしたサブが振り向くと、そこには、まさしく、あの無人ワゴンがた


　　　たずんでいた。ワゴンは、サブ目がけて、ゆっくりと走り出す。


サブ「（泣き声で）やだあぁぁ！」


　　　無情なワゴンは、サブ向かって、どんどん接近してくる。


　　　サブも、無我夢中で走り出した。


 


　　　　　　33


　　　チビの部屋にて。


　　　チビの他、ようやく、やって来たゴンとマキーも居て、二人は、呆れ顔でチ


　　　ビの話を聞いてやっている。


ゴン「なんだよ、チビ。じゃあ、そんな事で、サブを帰しちゃったのか。ばっかだ


　なあ」


チビ「（ベソをかきながら）だって、ほんとに怖かったんだもん」


ゴン「まあ、いいや。じゃあ、オレたちだけででも、ゲームやろうぜ」


　　　ゴンとマキーは、呑気にテレビゲームのセッティングを始める。


　　　まだぐずっているチビは、二人の姿を傍観している。
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　　　日が暮れ始め、空には夕焼けがかかっていた。


　　　その下で、サブは無人ワゴンに追われ続けていた。


　　　道路を外れても追いかけてくるワゴンは、確実にサブをつけてきていて、サ


　　　ブは、いつしか丘の頂上目がけて、走っていた。


　　　止まる事もできず、力も尽き始めかけていたサブは、顔中を真っ赤にして、


　　　泣いていた。叫べど、泣けども、まわりには人はおらず、彼一人の力ではど


　　　うしようもなさそうだった。


　　　ついに彼は丘のてっぺんにまで、やって来てしまった。


　　　崖の方には、今では、しっかりと、木の柵が張られている。その行き止まり


　　　にまでたどり着いた時、サブも、ようやく、もうワゴンが追いかけてきてい


　　　ない事に気が付いた。


　　　彼は、柵にもたれ、ホッとして、くつろいでいた。


　　　その時！そっとサブに忍び寄る怪しい影！ヌッと腕が伸びてくる。


　　　その腕は、無防備だったサブの頭を鷲掴みにする。


サブ「（悲鳴）うわあっ！やだあ！」


　　　彼の頭を掴んだのは、あの幼女である。彼女は、小さな少女とは思えない怪


　　　力でサブの頭を押さえ込み、グイグイと引っ張った。


サブ「（泣きながら）やだよ、やだよ。やめてぇ！」


　　　幼女は、まるでギロチンにかけるかのごとく、サブの首筋を柵の上に押し付


　　　けてしまった。彼女は、鋭い視線で、サブの事を睨んでいる。


幼女「おにいちゃん。ほんとのことを、おしえて」


サブ「何でも言うよ〜！だから、もう、やめてよぉ！」


幼女「ゆかりちゃんになにをしたの？」


　　　サブは、血の気がひいて、黙り込む。


　　　幼女は、すかさず、サブの首を柵に押し付けた。


サブ「ご、ごめんなさ〜い。言うよ！ボクのせいじゃないんだ！全部、チビが悪い


　んだよ！あいつが、ユカリのおっぱい、触りたいなんて言いだしたから、ゴンや


　マキーも調子に乗っちゃって、塾に行く途中のユカリを追いかけちゃったんだ」


幼女「そして、どうしたの？」


サブ「ユカリが地面に倒れたら、そのまま、動かなくなっちゃって、すると、ゴン


　が、丘から落として、知らないふりしちゃえって、言いだしたんだ。ボクは、な


　んも、してないんだよ」


幼女「（怖い顔になり）それで、おかからなげちゃったの？やったのは、あなたた


　ちよにんだけ？」


サブ「そ、そうだよ。ごめんなさ〜い！もう許してよ！」


幼女「ゆるさないわ」


　　　幼女は、サブの首を、力任せに、ガンガンと柵に叩き付ける。サブも必死に


　　　あがくが、まるでかなわない。


　　　やがて、サブの体はぐったりとし、柵の上に首をかけたまま、動かなくなっ


　　　てしまう。


　　　ようやく手を放した幼女は、冷たい視線で、そんなサブの姿を睨みつけてい


　　　る。
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　　　真夜中。同じく、丘の上。


　　　警官や住民たちが集まって、大騒ぎになっている。


　　　遅れてやって来た中村が、先に待っていた警官と会合する。


中村「やあ、遅れて、すまない。先にすましておく事があってね。それで、現場検


　証の方は、もう終わったのかい？」


警官「はあ、一応。中村さんも、念の為に、見ておきますか」


中村「うん、そうだな。ところで、ガイシャは子供だって？」


警官「そうなんですよ！嫌な予感が的中したかもしれませんね」


中村「やっぱり、この町に、変質者がいるのかもしれない、と言うのかい？」


警官「ええ。死体の放置の仕方が異常でしたから。それに・・・」


中村「（鋭く）何か、気になる事でも？」


警官「（口ごもりながら）その、変質者が犯罪を行なう時にやるマジナイとでも言


　うんでしょうかね、死体におかしな細工がなされていたんです」


中村「一体、どんな？」


警官「ガイシャは、男の子だったんですけどね、ズボンが脱がされていて、パンツ


　に、その、マジックでウサギらしき絵が描かれていたんです」


中村「ウサギ？」


警官「かなり異常ですよね」


　　　中村は、少し、考え込む。


中村「（つぶやき）ウサギか。どこかで見たような気が・・・」


　　　次の瞬間、彼はハッとした表情になる。


警官「どうしました？刑事」


中村「君！ここの業務は、全部、任せたよ！私は、ちょっと、思い当たる事がある


　んでね」


　　　中村は、警官に背を向け、さっさと引き返してしまう。
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　　　警察署の資料室。


　　　中村が、ガサガサと資料をあさっている。


　　　「葉崎ユカリ」と表に書かれた封筒の中身を、今、見あさっている。


中村「（鋭く）やっぱり！これだ！」


　　　中村が見ていたのは、ユカリの遺留品の写真。そのうちの１枚は、衣服を並


　　　べたもので、そこに写されているパンツには、はっきりとアニメのウサギの


　　　イラストがプリントされている。


中村「これで、もう、間違いない。この２つの事件は、明らかにつながっている。


　次の事件が起きる前に、手をうたなくては」
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　　　同じく、警察署内。


　　　デスクについて、あちこちに聞き込みの電話をかけている最中の中村の元へ、


　　　いつもの警官がやって来る。


警官「中村さん、言われた件、一通り調べておきましたよ」


中村「（電話を切り）おお、ご苦労！」


警官「しかし、本当に次の事件は起きるでしょうかね」


中村「分からん。しかし、第２のガイシャは、第１のヤマの関係者だった事だけは


　はっきりしたんだ。他の子が狙われる可能性は、十分、ありうる」


警官「やはり、真犯人が口封じを始めたのでしょうか」


中村「何とも言えんな。それより、葉崎ユカリの母親の居場所は分かったのか？」


警官「それが、団地を出たあと、転居先を誰にも告げてなかったようです。親族と


　かにも問い合わせてみたのですが、完全に行方知れずの状態です」


中村「そうか。気になるな」


警官「彼女が、今度の事件にからんでいる可能性があるとでも？」


中村「人命がかかっているんだ。疑わしい事は、全部、洗っておいた方がいい。ま


　さかとは思うが、彼女が、逆恨みで復讐を始めたと言う危険性もありうるし」


警官「そんな事・・・。聞き込みじゃ、蒸発したあと、彼女の姿を見かけたと言う


　人は、この町には誰もいないんですよ」


中村「うん。私も、そう願いたいんだがな」


警官「それと・・・」


中村「他にも、何か？」


警官「事件と直接かかわりがあるとは思えませんが、第２のヤマと同じ日、交番の


　方に、迷子の捜査願いが届いていたそうです。４歳ぐらいの女の子で、こちらの


　少女の方は、夕方、自分で自宅の方へ戻ってきたそうです」


　　　中村は、ちょっと、怪訝げな表情になる。
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　　　チビとゴン、マキーが、電話を通して、話している。


　　　チビは自分のうちにいて、ゴンとマキーは電話ボックスから。


チビ「（ベソをかきながら）ボク、もう嫌だよ！絶対、うちから出ないからね！」


ゴン「３日も、学校休みやがって、なに言ってるんだよ。しっかりしろよ！」


チビ「でも、今度は、ボクたちが殺されちゃうよ。きっと、ユカリちゃんの幽霊の


　仕業なんだ。だから、丘の上で、サブちゃんは殺されちゃったんだ」


ゴン「バカ！そのサブを追っ払ったりしたのは、お前じゃないか。お前が、一番、


　悪いんだぞ！」


チビ「（泣き声で）だって〜、だって〜」


ゴン「いいか。お巡りが、皆に色んな事を聞き出し始めてるんだ。お前も、ヘンな


　事は、絶対に言うなよ！それから、これからどうするかを話しあうから、明日の


　５時に、いつもの空き地まで来いよ。必ずだからな」


チビ「でも、でも・・・」


ゴン「うるさい！来なかったら、ぶん殴るぞ」


　　　ゴンは、電話を切ってしまう。


　　　チビは、受話器をもったまま、グズグズと泣き崩れる。
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　　　チビの家の玄関先で、その母親に中村が聞き込みをしている。


中村「そうですか、息子さんにはお会いできませんか」


チビの母「本当にすみませんね。仲良しだったサブちゃんが、あんな事になってし


　まって、よほどショックだったんでしょうね。申し訳ありませんが、もうしばら


　く、静かにさせてやってもらえませんか」


中村「分かりました。どうも、すみませんでした」


　　　中村は、お辞儀をして、チビの母と別れる。


　　　少し、肩を落とした中村は、歩き出そうとするが、目の前に、あの幼女の姿


　　　を見つけて、つい立ち止まる。


　　　幼女は、さすような視線で中村の事を睨んでいる。その為、中村もハッとし


　　　て、立ちすくんでしまう。


　　　幼女が、手にしていたゴムボールを中村の方へ転がしてみせる。中村は、そ


　　　れを拾い上げるが、そのボールには、まさに、ユカリのパンツについていた


　　　ものと同じウサギの絵が描かれている。


　　　中村が、ぼう然としていた隙に、幼女は、中村のそばにまで寄ってきて、自


　　　分から中村の手にしていたボールを奪い取ってしまう。幼女と中村の視線が


　　　かちあう。


　　　幼女は、中村に背を向けて、歩き出すが、直感で中村はある行為を思い立つ。


中村「（呼びかける）葉崎さん！葉崎ユカリさん！」


　　　幼女がピタリと立ち止まる。そして、彼女はキョロキョロとあたりを見回し


　　　たあと、中村の方へゆっくりと目を向ける。


　　　ゾッとした中村は、冷や汗を流して、顔をそらせなくなってしまう。


幼女「（中村をジッと見つめながら）じこなのよ、じこ。ひとごろしでも、じこな


　んでしょう」


　　　幼女は、再び中村に背を向けると、歩き去ってしまう。


中村「（つぶやき）そんな、まさか・・・」
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　　　その夜。町は、雷雨に襲われる。


　　　激しい風雨が、道や家屋を洗っている。
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　　　翌日。夕方で、日も暮れ始めている。


　　　雨はやんだものの、豪雨の影響で、道はまだ濡れたままだし、あちこちに水


　　　たまりもある。


　　　ゴンとマキーが、約束の空き地で、待ちぼうけをくっている。


　　　そこへ、遅れて、チビがやって来る。


ゴン「（怒鳴る）こら、チビ！遅いじゃないかよ！」


チビ「（泣き声で）だって、だって・・・」


ゴン「まあ、いい。ちょっと、話しあうからな」


マキー「そうだ。警察の聞き込みも心配だけど、おかしな事も色々おきてるからね」


チビ「（怯えながら）おかしな事って？」


ゴン「それは、あとだ。まず、お巡りにしつこく聞かれた時、本当の事を話したり


　しないように、皆の話を合わせておかないと・・・」


　　　その時、車の激しいアクセル音が聞こえてくる。


　　　ハッとした３人は、音の方へ目を向けるが、そこには、またも、あの無人ワ


　　　ゴンが、ライトを光らせて、たたずんでいる。


ゴン「うわーーっ！また出やがった！」


　　　ゴンとマキーが、慌てて、走り出す。チビも、慌てて、そのあとに続く。


　　　幽霊ワゴンは、ネズミを弄ぶネコのごとく、ゆっくりと３人の事を追いかけ


　　　始める。
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　　　駆け続けるゴンたち３人は、いつしか、高層ビルの工事現場へと潜り込んで


　　　いた。


　　　まだまだ作業が始まったばかりで、建物の鉄筋の骨格がむきだしになってい


　　　る工事場は、雨の為、今日の作業は、流れてしまったようだった。


　　　ここまで来て、車の走行音が聞こえなくなった事に気付いた３人は、ゼイゼ


　　　イ息をしながら、休んでいた。


ゴン「（息を切らせながら）ここなら、大丈夫だ。もし、奴が現われたとしても、


　出来かけのビルの中に隠れてしまえば、そこまでは、突っ込んでこれないはずだ」


チビ「（泣きながら）ねえ！どうなってるの！もう、やだよ、ボク！殺されちゃう


　よ！その前に、謝っちゃおうよ！」


ゴン「バカ！なに言ってるんだよ！誰に謝るつもりなんだよ！ユカリは、もう死ん


　だんだぞ。どうしようもないじゃないか」


マキー「そうさ。幽霊なんか、いるはず、ないよ。きっと、何かの仕掛けがあるの


　さ」


チビ「だってぇ、だって〜〜！死にたくないよ！」


　　　その時、３人の目の前に、あの幼女が姿を現わす。３人を挑発するように、


　　　体を揺らしてみせる。


　　　ゴンたちは、ハッとする。


ゴン「（怒って）あの野郎！チビ、お前の言う通り、きっと、あいつも何かを知っ


　ているに違いないんだ。とっちめてやる！（大声で怒鳴る）おーい！こっちに来


　い！」


　　　あざ笑うかのごとく、体を揺らせている幼女は、こちらに来ようとはせず、


　　　逆に逃げ走り出す。


ゴン「ちっくしょう！逃がさないぞ！」


　　　ゴンが、あとを追って、すぐに走り出す。マキーも駆け出し、残されたチビ


　　　も、慌てて、二人のあとに続く。


　　　幼女の足は早かった。しかし、ある程度、逃げると、行き止まりの壁がある


　　　場所で、彼女は立ち止まっていた。幼女は、追ってきた３人を待ち構えるか


　　　のごとく、壁を背に、超然と立っていて、やって来た３人の方を見つめてい


　　　た。


ゴン「観念しろ！子供でも容赦しないからな」


　　　ゴンは、飛び掛かる合図を出す。


チビ「（泣いて）ボク、もうやだよ！」


ゴン「じゃあ、勝手にしろ！マキー、行くぜ」


　　　ゴンとマキーは、うなずきあったあと、同時に、幼女目がけて、飛び掛かっ


　　　てゆく。


　　　次の瞬間、二人の姿は空に消えてしまった。いや、違う、落とし穴にひっか


　　　かってしまったのである。全ては、幼女の罠だったのだ。


　　　穴の中には、竹槍よろしく鋭い鉄柱が地面の方から沢山突き立てられていた。


　　　その上に落ちたのだから、たまらない。ゴンは右腕をモロに刺され、マキー


　　　の方も、腹部をくし刺しにされて、即死のようだった。


　　　この地獄の展開に、チビは、しりもちをついて、青ざめていた。


幼女「（つぶやくように）じこでしょう、これは。じぶんからおちたのよ、ふたり


　は」


　　　最後の力を振り絞って、チビは、何とか立ち上がる。


チビ「（大泣きして）うわあああーーーーーっ！」


　　　半狂乱になって、チビは逃げ走り出す。


　　　そのあとを、弄ぶように、ゆっくりと幼女が追い始めた。
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　　　顔中を涙でグチャグチャにして、チビが工事現場の中を走っている。


　　　つい、石につまづいて、てっ転んでしまう。


　　　その先には、大きな水たまりがあり、彼は、その中に飛び込んでしまう。


　　　もはや、走る気力も尽きてしまったのか、チビは、濡れ鼠の状態で、水たま


　　　りの中に座り込んでしまい、そのまま、わあわあ泣き続けている。
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　　　夜の道端で、中村が通行人相手に聞き込みを続けていた。


　　　あまり成果は得られてないようである。


　　　それでも、根をあげずに、道を歩き続けていると、どこからか、子供の泣き


　　　声が聞こえてくる。近くにあるビルの工事現場の方からである。


　　　ハッとした中村は、慌てて、声の方へと走り出す。
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　　　工事現場にまで、中村はやって来る。


　　　泣き声の聞こえる方へと近づくと、そこでは、水たまりにはまったチビがわ


　　　んわんと泣いている。


　　　それを見つけた中村は、走って、彼のそばへと向かう。


中村「君！大丈夫かい！もう心配ないよ」


　　　中村は、しゃがみこんでいたチビを急いで立たせると、水たまりの中で、し


　　　っかりと抱きしめてやる。チビは、中村の腕の中で、さらに泣き続ける。


チビ「（泣きながら）お巡りさん、ごめんなさい！全部、ボクたちが悪いんだ。ほ


　んとは、ユカリちゃん、自分で丘から落ちちゃったんじゃないんだ。ボクたちが


　先に殺しちゃったんだよ。それで、丘から落として、事故のように見せかけちゃ


　ったんだ。今まで、嘘ついてて、ごめんなさい！本当にごめんなさい！」


中村「（優しく）いいんだよ、君。おじさんはね、そうやって、君が本当の事を話


　してくれただけでも嬉しいんだよ。だから、もう、泣かなくても、いいんだよ」


チビ「ボク、死刑になっちゃうの？死んじゃうの？そうじゃないと、許してもらえ


　ないの？」


中村「（チビの頭をなでながら）そんな事ないよ。君みたいないい子を誰が死刑に


　なんかしたりするもんか。素直な子になってさえくれれば、誰も責めたりなんか


　はしないよ」


　　　中村は、泣きじゃくるチビの事を、慈愛に満ちた態度で、抱きしめてやって


　　　いる。


　　　その時、またもや、車の走行音が聞こえてくる。二人の姿を、強い車のライ


　　　トが照らし出す。


　　　ハッとした中村が目を向けると、そこには、あの無人ワゴンがやって来てい


　　　る。


　　　それに搭乗していた幼女が、運転席より、ゆっくりと外に降りてきた。背丈


　　　の無い彼女は、アクセルを踏む事を優先して、体を下の方へ寄せ、かなりム


　　　リな姿勢をとって、運転をしていたのであり、それゆえに、車の窓からは彼


　　　女の姿は見えなかったのである。そして、車内のあちこちに鏡を取り付けて


　　　おり、視線の届かない部分は、それでカバーしていたのだ。


チビ「（怯えて）殺される！ボク、あの車に殺されちゃうよ！」


　　　チビの言葉を耳にした中村は、さらに強くチビの事を抱きしめてやり、激し


　　　く車の方を敵視した。


　　　一方、車から降りた幼女は、太くて長いコードの端を握っており、中村の方


　　　を睨みつけながら、ゆっくりと近づいてくる。


中村「（幼女へ）き、君は、葉崎ユカリのお母さんなのか？そうだね？やっぱり、


　そうなんだね！」


　　　幼女は、じっと中村の事を見つめている。


中村「い、一体、どうやって、その姿に・・・？いや、そんな事はどうでもいい。


　もう、こんなバカげた復讐なんて止めてしまうんだ。分からないのかい？たとえ、


　子供たちを殺したとしても、君の娘さんは、もう帰ってはこないんだよ。君には


　君の幸せがあるはずだ。もっと、前を見つめて、生きなくちゃいけないんだ」


幼女「（平坦に）ころさなくても、ゆかりはもどってはこない」


　　　幼女の冷たい一言に、中村は言葉を失う。


幼女「いつだって、そうよ。きれいなことばだけなら、いくらでもいえる。でも、


　あなたたちは、うばっていくだけで、なにもしてはくれない。それが、びとく？


　それが、せいぎだというの？あなたたちには、わたしのきもちはわからない。さ


　あ、これも、じこよ。ひとごろしじゃない、じこなのよ」


中村「（叫ぶ）ま、間違ってる！そんな考え方をしちゃいけない！」


　　　幼女は、中村を無視して、コードの先端を水たまりにつける。


　　　途端に、水たまりに激しい電流が発生する。当然、その中にいた中村とチビ


　　　の体にも高圧電流が襲い掛かる。身を焦がされた二人は、悶え苦しんだが、


　　　中村は、最後の力を振り絞って、チビを水たまりの外へ突き飛ばす。


　　　腰を抜かし、座り込んでいるチビの目の前で、中村が一人、しびれ続けてい


　　　る。その残酷な光景を、あっけにとられたチビは、涙目で傍観していた。


　　　そんな彼の元に、ゆっくりと幼女が歩み寄る。ハッとして、チビは、彼女の


　　　方へ顔を向けたが、幼女は、すかさずチビの首を両手で覆った。


チビ「（ぼろぼろ泣きながら）お願い、もう、こんな事やめてよ。怖いよ、怖いよ」


　　　無情にも、幼女はチビの首を締め上げ始める。


　　　ブルブル震え続けているチビの口からは、やがて、声も出なくなる。
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　　　車のクラクションの音が、夜の工事現場に鳴り響く。


　　　落とし穴の中から、失神から目覚めたゴンが、ゆっくりと這い出てくる。そ


　　　の右腕には、鉄柱を引き抜いた酷い傷がある。


ゴン「（泣きべそをかきながら）マキーが、死んじゃった。とっても、いい奴だっ


　たのに。死んじゃった・・・」


　　　車のクラクションの音に気付いたゴンは、まるで導かれるかのごとく、その


　　　方向へとフラフラと目指す。


　　　そこには、あの無人ワゴンが停車していた。そして、そのヘッドライトの光


　　　の先には、中村が浸かっている水たまりと、そばに、紋殺されたチビの死体


　　　が倒れていた。


　　　ゴンは、急いで、チビの元に走り寄り、その体をゆする。


ゴン「（叫ぶ）チビー！チビー！」


　　　その死を確認したゴンは、わんわん泣き出す。


　　　次の瞬間、車のクラクションが鳴り止んだ。


　　　ハッとしたゴンが、車の方へ目を向けると、そこのは、あの幼女がたたずん


　　　でいて、ゴンと目があうなり、逃げ走り出した。


ゴン「（泣きながら）きさまあ！全部、きさまのせいなんだな！殺してやる！ぶっ


　殺してやる！サブの分も、マキーの分も、チビの分も、まとめて、お前をズタズ


　タにしてやるぅ！」


　　　ゴンは、すぐ幼女を追いかけようとしたが、はたと思い付いたらしく、水た


　　　まりの中の中村の元へと歩み寄る。ゴンが、乱暴に押しのけると、まだ生き


　　　ていたらしく、中村の体がピクピクと動く。


　　　しかし、ゴンは、中村の生死に対しては、全くの無関心であり、勝手に彼の


　　　上着をがさがさ漁り出すと、そこからバッと拳銃を抜き出した。


ゴン「これだ！化け物め！頭を撃ち抜いてやる！」


　　　ゴンは、幼女のあとを追い始めたが、幼女はと言えば、建築中のビルに上が


　　　る為のはしごを登り始めている。


　　　ゴンは、拳銃を構えてみたものの、すでに幼女はかなり上まで登ってしまっ


　　　ており、遠すぎて、ビギナーのゴンでは狙いがうまく定まらない。


　　　やむなく、ゴンも、幼女をつけて、はしごを登りだす。


　　　残された中村は、ようやく、気を取り戻し、体が動くようになり始めたのか、


　　　のろのろと立ち上がる。


中村「（つぶやき）い、いけない。あの子たちを止めなくては、あの子たちを・・」
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　　　一方、幼女は、ついに、まだ鉄筋の骨格しかない頂上部にまで登りきってし


　　　まう。追っかけてきたゴンも、そこまでやって来た。


　　　二人は、綱渡りのように、鉄柱の骨格の上で、追い掛けっこをしだす。小さ


　　　な分、幼女の方が細い鉄柱の上では移動が楽かに見えたが、反面、上空では、


　　　強い風も吹いていて、体が激しく揺さぶられる。


　　　幼女は、じょじょに追い詰められているかのようにも見えた。


　　　やがて、彼女は立ち止まって、５メートルほどの距離にまで追い付いてきて


　　　いたゴンの方へ、振り返った。毅然とした態度の彼女は、もはや逃げようと


　　　はせず、しっかりと体をゴンの方へと向けている。


ゴン「（震えながら）よーし、殺してやる！」


　　　高所とたて続く緊張からブルブル震えていたゴンは、ようやく、拳銃を構え、


　　　幼女に狙いを定めたが、引き金をひいても、なぜか弾は出ない。


ゴン「（悲痛に）な、何でだよ！」


　　　ゴンは、何度も引き金をひいてみたが、結果は同じである。


ゴン「（焦って）く、くそ！出ろよ！どうしてだよ！」


　　　いくら、ゴンが試しても、弾は出て来ない。


中村「ムリだよ。その拳銃は、水に浸かって、湿ってしまっている。乾くまで時間


　を置かないと、点火はしないよ」


　　　その声にハッとしたゴンが振り向くと、二人を追いかけてきた中村が、すぐ


　　　後ろにまでやって来ている。


ゴン「（怒鳴る）ち、ちっくしょー！」


中村「さあ、その拳銃をこちらに渡して。君も、バカな事は、もう止めるんだ」


ゴン「うるさい！あんたなんかに、オレの気持ちが分かるかよ！皆の仇をとってや


　るんだ。あいつをぶっ殺してやるんだ」


中村「確かに、君の味わっている辛い気持ちは私には分からない。でもね、いがみ


　合っているだけでは、何も良い事は学べないんだよ。君は、まだまだ若いんだ。


　その辛さを乗り越えて、生きていかなくてはいけないんだ」


　　　中村の説得を、幼女も、無表情に聞いている。


中村「さあ、その拳銃を返して！」


　　　中村は、ゴンに掴み掛かり、その拳銃を無理やり奪い取ろうとする。


ゴン「いやだ！そんな事、知ったもんか！」


　　　ゴンは、思いっきり、中村の体を突き飛ばす。まだ体力の回復していなかっ


　　　た中村は、よろめいてしまい、バランスを崩して、鉄柱の上から、足を踏み


　　　外してしまった！


　　　息を呑んだゴンの目の前で、中村は地上へ落下しかけたが、かろうじて、両


　　　手で足場の鉄柱を握る事に成功し、ゴンの手前の位置でぶらさがった。


　　　戸惑うゴンは、危機一髪の中村の姿を、うろたえながら、眺めていた。


　　　その矢先に。


幼女「ばああん！」


　　　その声にビクリとしたゴンも、足を滑らせて、あやうく鉄柱から下へ落ちか


　　　ける。彼の緊張が高まってゆく。


　　　そんな彼の事を弄ぶかのように、幼女が一歩近づいてくる。


幼女「ばああん！」


　　　無感情に、幼女がまた叫ぶ。


ゴン「（うろたえて）や、やめろよ！」


　　　しかし、幼女は、少しづつ間を縮めてゆく。


幼女「ばああん！」


ゴン「う、う、う、うわああああーーーーっ！」


　　　ゴンは、狂ったように、拳銃の引き金をひき続ける。しかし、なかなか、点


　　　火はしない。


　　　ついに、幼女は、ゴンのすぐ目の前にまで、やって来た。この近距離なら、


　　　初心者のゴンでも、必ず的に当てられるはずである。


　　　その時、鉄柱にぶらさがっていた中村が、自力でようやく上に登り戻り、急


　　　いで、ゴンと幼女の間に割り入った。


中村「あぶなーい！」


　　　次の瞬間、ついに、本物の銃声があたりに響いた。乾いてきたのか、やっと、


　　　点火できたのである。


　　　幼女に当たるべき弾丸は、それをかばった中村の背中にと直撃した！


　　　そして、本物の拳銃は、子供が扱うには、あまりにも重すぎた。しかも、ゴ


　　　ンは極度の恐怖で震えていたし、右手をけがしていた。さらに、上空の激し


　　　い強風も災いした。強い反動が、ゴンの全身を襲う。バランスを崩したゴン


　　　は、あっさり鉄柱から足を踏み外してしまい、悲鳴をあげながら、地上へと


　　　転落していった。この高さでは、ひとたまりもなさそうだった。


中村「（苦しそうな笑顔で）葉崎さん・・・大丈夫だったね、良かった・・・」


　　　幼女の見ている目の前で、中村は息絶えて、ぐったりする。


　　　無表情な幼女は、少し考え込んだ末、その遺体を静かに鉄柱の上に寝そべら


　　　せてやり、腕を胸の上に組ませ、安らかな姿勢にする。


　　　そして、全てが終わった時、幼女は涼しい表情になる。それは、大仕事をや


　　　り遂げたあとの大人の満足げな表情にも似ていた。


　　　その時、子を呼ぶ母の声が聞こえてくる。


女の声「みっちゃーん！どこにいるのー？みっちゃーん」


幼女「（つぶやき）ママ！」


　　　今まで、笑った事のなかった幼女。彼女が、この時、はじめて、笑顔を見せ


　　　る。それも、天使のような無垢な微笑みを。


　　　まるで、これまでの惨劇がなかったかのようだった。


幼女「（大声で）ママー！」


　　　幼女は、地上で、シルエットになって見える母親の方へ、顔を向ける。彼女


　　　は、すぐはしごを降り始めた。愛してくれる、優しい母の元へ向かうために。
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登校


 


教室の窓から、望遠鏡で校門の方を観察している男子生徒・戸燈。


 「おお！」


と戸燈が大声を出したものだから、


近くにいたガリ勉男子の所田が、すかさず戸燈のそばに寄ってくる。


 


所田「どうした、戸燈？」


 


戸燈の望遠鏡の先には、


帽子をかぶったキュートな美少女（ミーちゃん）が、


今、まさに、この学校の校門をくぐらんとしている。


 


戸燈「かわい子ちゃん発見！」


 


所田「ほほう、この高校にも、秀才の私に釣り合いそうな女子がいたか」


 


そこで、口をはさんできたのが、女ったらしのナンパ男子の球異くん（シルクハット付き）。


 


球異「ほざくな、所田！かわい子ちゃんは、みんな、おいらのもんだい！」


 


ところが、その時、運悪く、近くを、球異の恋人の令子が通りがかった。


令子は、球異の耳をつかんで、引っ張ってゆく。


 


令子「球異には私がいるでしょ。うわきはダメよ」


 


そんな2Bのクラスの面々の内に、また一人、ぐんと大きな体の男子が姿を現した。


このクラスのガキ大将の米田だ！


 


米田「清水のヤツ、おそいな！あいつにカバンを持たせると、いつも遅れてきやがる！」


 


 


出会い


 


その頃、ミーちゃんは、校門をくぐったばかりのところでオロオロしていた。


しかし、「あっ」と彼女の顔が明るくなる。


彼女が走り寄った場所には、


いっぱいカバンを持たされて、ふらふら歩いている清水くんがいた！


 


ミーちゃん「ネームプレート発見！キミは2Bの清水くん！2Bの生徒ね！」


 


清水くん「ごめん、今、取り込み中なんで、話しかけないで」


 


そりゃあそうだ。皆のカバン持ちやらされてるんだから。


しかし、全然空気の読めないミーちゃんは、平気で明るく話しかけてくる。


 


ミーちゃん「職員室まで案内して」


 


清水くん「今、忙しいんだってば！」


 


いらついた清水くんがどなると、ミーちゃんは突然うるうると泣き出した。


 


ミーちゃん「エコがチビデブだから、冷たくするの？」


 


清水くん「え〜い、分かった、分かった」


 


とゆー訳で、重い荷物を持った清水くんは、


ミーちゃんの職員室までの道案内までさせられてしまったのだった。


 


清水くん「はい、ここが職員室」


 


ミーちゃん「ありがとう、清水くん。また、あとで会おうね」


 


満身の笑顔を浮かべたミーちゃんは、職員室の中へ消えていったのだった。


 


なんだ、この子は？、と思った清水くんだったが、


まさか、あんな展開になるとは・・・


 


 


転校生


 


その日の2Bのクラスの朝のホームルーム。


 いきなり、担任の太田先生が転入生を紹介する。


 


太田先生「えー、今日から新しい転入生がくる事になった。


　三上影子（みかみえいこ）くんだ」


 


太田先生が紹介した女生徒は、まぎれもなく、あのミーちゃんである。


彼女は、このクラスに配置されるのを知ってたから、


わざと2Bの一員である清水くんに職員室までの道案内をさせたのだ。


 


びっくりしたのは清水くんである。


「え」と驚いて、ズルッと椅子からこけかけた。


それを見た、隣の席の男子・下子が、


「どした、清水？」と声をかけてくれる。
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太田先生「さて、君（ミーちゃん）の席だけど、クラス委員の静子くんの隣はどうかな。


　いろいろ教えてもらえると思うし・・・」


 


と、太田先生は、いろいろ面倒見のいい事を考えていたようなのだが、


ミーちゃんはいきなり勝手に歩き出した。


 


そして、清水くんのそばにまでやって来ると、


隣の下子を押しのけて、強引に席を奪ってしまった。


これには、清水くんも下子も太田先生もびっくり苦笑い。


 


ミーちゃん「エコ、ここにしまーす」


 


かわいい子のわがままには誰もかなわない。


 


太田先生「じゃあ、下子くんが静子くんの横に移るってことで」


 


ミーちゃんは、清水くんの隣に座る事になったのであった。


 


ミーちゃん「よろしく。ミーちゃんって呼んでね」


 


あらためて、満身の笑みで自己紹介するミーちゃんを見ながら、


清水くんはぽかんとしてしまったのだった。


 


 


昼休み


 


昼休みのベルが鳴って、昼食の時間がやって来た。


 さっそく、ガキ大将の米田が清水くんに命令する。


 


米田「よーし、昼だ！清水、購買行って、オレの弁当買ってこい！」


 


「はい、はいっ」と返事をして、


おたおたと米田のもとへ駆け寄ろうとする清水くん。


 


ところが、そんな清水くんと米田の間に、ばっとミーちゃんが立ちはだかった！


 


ミーちゃん「清水くんにカバン持たせたり、買い物行かせたりしているのは、あなたね！


　ダメよ！自分の事は自分でやりなさい」


 


米田「うるせえ！言いなりになってる清水が悪いんだろ。


　イヤだったら、自分でさからってみやがれ！」


 


米田のそのひと言に、ミーちゃんもさすがにむっとした！


 


ミーちゃん「ざけんじゃねえよ。地球だって、いくら汚しても、さからいはしないわ！


　でも、だからと言って、汚していいわけじゃない。


　あんたみたいな人が地球をダメにしたのよ！


　いじめられっ子一人助けられない人間に地球が救えるかよ！


　皆まとめて、地獄におちろ！」


 


ミ、ミーちゃん、ちょっと、言葉遣いが〜。


 


米田「ナマイキな転校生め！じゃあ、どうするつもりだ！」


 


ミーちゃん「こうするわ」


 


言うなり、


ミーちゃんは、清水くんの手を持って、ダッシュで教室の外へ連れていってしまった。


 あとに、ポツンと米田だけが残された。


 


米田「こ、こら！オレの昼めしはどうなるんだよ！」
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ミーちゃんの正体


 


校舎の隅っこの廊下にまで、ミーちゃんと清水くんは逃れてきていた。


 


ミーちゃん「ここまで逃げれば、もう安心よ」


 


清水くん「君はなにものなんだい。


　なぜ、ボクみたいな、つまらない人間に目をかけてくれるの？」


 


清水くんに聞かれて、くすっと微笑んだミーちゃんは、


帽子を脱いで、左手首をめくってみせた。


彼女の髪の毛は、紫外線防止のヘアスプレーでキラキラ光り、


左手首には未来型の腕電話がはめられていた。


 


ミーちゃん「エコはヨミノから来たの。


　ヨミノは、ハイテクエコロジー製品のテストタウンなのよ。


　エコはね、ヨミノのすてきなエコロジーグッズを世界中に広めたいと考えてるんだ」


 


さらに、ミーちゃんが清水くんにささやきかける。


 


ミーちゃん「キミがいじめられてばかりなのはね、他人にやさしすぎるから。


　でも、これからの地球には、キミみたいな人の方が必要なの。


　エコがキミを守ってあげる。


　だから、代わりに、いっしょに、地球にやさしくなろうね」


 


と、二人が何となく、いい雰囲気の途中、


廊下の一方から、3年の永山先輩が歩いて、やって来た。


 


永山「お、清水じゃねえか」


 


清水「あ、永山先パイ」


 


永山「ちょうどよかった。オレに昼めし買ってきてくれないか」


 


と、永山が1000円札を出してみせた途端、


ミーちゃんは、清水くんの手をとって、だっ！と走り出したのだった。


 


 


スクール内逃避行


 


ミーちゃんと清水くんが逃げ込んだ場所は、放送室。


 


ミーちゃん「部屋の中に逃げ込めば、もう大丈夫」


 


清水くん「でも、ここ、放送室だよ」


 


案の定、お昼の校内放送中の戸燈が、いっぱい機材をかかえて、現われた。


 


戸燈「あ、清水。いいとこにきてくれた。


　今日、人手が足りないんだ。昼の校内放送、手伝ってくれよ」


 


ミーちゃんは、清水くんの手をとって、ばっ！と逃げ出した。


 続いて、ミーちゃんと清水くんの二人がやって来た場所は、職員室。


 


ミーちゃん「さあ、ここなら」


 


清水くん「あの、ここって、職員室なんだけど」


 


清水くんの不安どおり、机に座っていた太田先生が声をかけてくる。


 


太田先生「よ、そこの二人。ちょっと、仕事たのんでもいいか。


　放課後にくばる、このプリント、コピーしてきてくれ」


 


ミーちゃんは、清水くんの首根っこをつかんで、


ぴゆーっ！と職員室から逃げ出してしまう。


廊下に飛び出したミーちゃんと清水くんの前に、突然、球異が出現！


 


球異「見つけたぞ！


　清水！かわい子ちゃんの転校生、独り占めなんてズルいぞ！


　おいらもまぜろ！」


 


ミーちゃんたちのそばへ、球異がずうずうしく寄ってくる。


 


令子「浮気はダメって言ってるでしょ」


 


球異は、突然現われた令子に、あっけなく連れていかれてしまった。


清水くんが、ミーちゃんの方へ顔を向ける。


 


清水くん「ねえ、ミーちゃん。逃げてばかりじゃ、何の解決にもならないよ」


 


ミーちゃん「そうね。正面から戦うべきなのかしら」


 


 


ヨミノの秘密道具！


 


ミーちゃんと清水くんは、自分の教室に戻ってきた。


 待ち構えていたのが、いじめっ子の米田である。


 


米田「お、清水に、転校生。


　よく、しゃあしゃあと戻ってきやがったな」


 


ミーちゃん「自分の教室に帰ってきて、何が悪いの？」


 


ミーちゃんが、サッと左手を頭上に伸ばすと、


手首につけた腕電話のカバーがパカ！と開く。


「もしもし、一個、しきゅう届けてね」


と、腕電話に話しかけるミーちゃん。


 


「え、そのブレスレット、ケータイ電話だったの？」


と、はじめて気が付いた清水くんも驚いている。
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米田「このやろう！


　剣道部のオレに、そんなオモチャの剣でケンカをいどむつもりか！」


 


米田も、竹刀を手に取って、ぐんと乗り出してくる。


 


ところが、勝負は一瞬についてしまった。


 ミーちゃんが、自分の剣の先で、米田にちょんと触っただけで、


米田はしびれてしまって、どたっと倒れてしまったのである。


 


清水くん「え、え、え？何がおきたの？」


 


ミーちゃん「これ、ヨミノで売ってるチカン撃退グッズなの。


　先端に電気が流れてるけど、全然切れないから、とっても安全よ」


 


清水くん「めちゃくちゃ危ないよ！」


 


ミーちゃん「清水くんに命令するような奴は、皆、これで追っ払ってやる」


 


ミーちゃんは宣言した！


 


 


結末


 


そのあとのミーちゃんがやる事は、もうめっちゃくちゃ！


 


「清水くん、ちょっと宿題おしえてくれない？」


と寄って来た、クラスのアイドル女子・京子ちゃんも、剣で追っ払っちゃうし、


 


「清水！いっしょにトランプやろうぜ」


と近づいてきた仲良しの男子の下子や戸燈たちも、剣で追いかけ回してしまう。


 


そんなドサクサに紛れて、


しょうこりもなく、またミーちゃんに接近しようとした球異は、


令子の木づちで、あえなく叩き伏せられた。


 


清水くん「ミーちゃん、もう止めようよ！」


 


清水くんの絶叫で、ミーちゃんもようやく我にかえった。


 


清水くん「すっかり、クラスの皆は、おびえちゃってるよ」


 


清水くんの言う通り、


下子も戸燈も、所田も、静子や京子に、米田さえ、球異と彼を押さえつける令子まで、


皆が、距離をおいて、ミーちゃんと清水くんの事を取り囲んでいる。


 


清水くん「こんな状態でいじめられなくなっても、ボク、あんまり嬉しくないよ」


 


清水くんの思いを知って、ミーちゃんはしんみりする。


しかし、すぐ笑顔を取り戻した。


 


ミーちゃん「それなら、エコが、清水くんのいじめられっ子友達になってあげる！


　清水くんがいじめられる時は、エコもいっしょにいじめられる事にする。


　そしたら、清水くんもだいぶラクになるでしょ？」


 


清水くん「え」


 


そんな事言われるとは思ってもいなかったので、清水くんもびっくり。


しかし、それだけじゃなかった！


 


ミーちゃん「これからも仲良くしてこうね」


 


そう言って、ミーちゃんは清水くんにちゅっとキスしてくれたのだった。


 ミーちゃんの大胆な行動に周囲からは歓声があがる。
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    Dr.MSの研究室
    ＜作品解説＞


 


　ホームページの作り方を覚えたての頃に、同タイトルで公開していたミニ読み物シリーズです。JavaScriptで動くカラクリ小説だったのですが、インターネットの進化とともに、最新のブラウザでは、肝心のJavaScriptが機能しなくなってしまいましたので、ネット上からは引っ込めました。こちらでは、JavaScriptと関係ない読み物部分だけを再録させていただきます。


　主役のDr.MS（甲里）と助手（所田）以外にも、けっこう多数の旧レギュラーキャラが出演しています。
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Dr.MS


測定不能の知能指数を誇る、謎の天才老博士。


その大発明、超研究の数々は、人知を超えたものばかりであり、


周囲にいる人々を驚異の世界へといざなう。


でも、ネはいい人なんですヨ。


 


助手


Dr.MSの事を尊敬し、つき従う、ただ一人の弟子。


とてもマジメな青年だが、


博士の研究のおかげで、いつも、ヒドい目に会わされる。


現在、恋人募集中。


 


オールマイティドラゴン


Dr.MSの傑作発明品。


普段は、浮遊する水晶玉の形をとっているが、


博士の掛け声一つで、ロケットだろうと攻撃用レーザー砲だろうと、


何にでも変形する万能メカニック。













    タイムマシンのおけいこ
    助手が研究室にやって来ると、博士が、またまた何かをやらかし始めているところだった。


 


助手「博士。何してるんですか」


 


Dr.MS「おお、助手くん！ちょうどいいところに来てくれた。


　ちょっと手伝ってくれたまえ」


 


博士は、何やら、赤いロープみたいなものを引っ張っていた。


そのロープの一端が、実は空中にと浮かんでいて、


博士は、その浮かんでいる方の先端をたぐり寄せていたのだが、


なぜか、それは、ちっとも博士の方へは寄ってきていないのだった。


 


助手「そのホースみたいなものは、一体、なんですか？」


 


Dr.MS「おお。実はだな、ちょうど今、タイムトンネルを作ってみたのだ。


　それで、試しに、すぐそこの空間を５分後の世界へとつなげてみたのだが、


　そこへ手を突っ込んでみたところ、この変なロープを掴んでしまったのだ。


　今、一生懸命、こっちの世界にたぐり寄せておるのだが、やたらと長くてな」


 


助手「博士。あんまりムチャしないで下さいよ」


 


呆れながらも、助手も、博士に手伝って、赤いロープを引っ張り始めたのだった。


 


数分後、ロープをこちらの世界へと完全に取り寄せる事に成功したが、


それは20メートルはありそうな長い代物だった。


それを見て、博士も助手もあっけにとられていた。


 


Dr.MS 「こんなものが、なぜ、わしの研究室の中にとあったのじゃろう・・」


 


その時だった。


突如、空間に穴があき、そこからヌッと腕が出現した。


その腕はムンズと赤いロープの一端を握ると、


それを引っ張りながら、穴の中へと戻っていったのだった。


 


（おしまい）













    瞬間移動術
    浮かれている博士が、助手の元へとやって来た。


 


Dr.MS「助手くん！画期的な移動方法を開発したぞ。ぜひ、実験につきあってくれたまえ！」


 


助手「なんか、いやな予感・・。


　一体、何をすればいいんですか」


 


Dr.MS 「そこでだな、ちょっと片手を横へ伸ばしてくれたまえ」


 


助手「こうですか」


 


Dr.MS「うん、そうそう」


 


そこで、博士は、助手の手に、急成長促進剤をふりかけた。


 


助手「どひぇ〜〜〜っっ！」


 


助手の腕は、ぐうーーんと長く伸びたのだった。


そのあと、助手の体はグーンと腕の先の方へと縮まってしまった。


 


Dr.MS「どうじゃね」


 


オールマイティドラゴンに乗って、博士が、移動した助手の前にまでやって来た。


 


助手「は、博士！恐ろしい事しないで下さい！」


 


（おしまい）













    ▲x;x;x;x◎＿
    研究室に閉じ篭もっている博士の元へ、助手がやって来た。


 


助手「博士。何やってるんですか？」


 


Dr.MS「おお、助手くん！ちょうどいいところに来てくれた。


　実は、おかしなものを発見したのだよ」


 


助手「おかしなものって・・


　このタイトル部分にあるものの事ですか」


 


Dr.MS「そうじゃ。


　インターネットの最中、偶然、回線の中から捕まえたのじゃよ」


 


助手「は、博士・・


　あんまりヘンなもの、捕まえないでくださいよ」


 


Dr.MS「わっはっは。すまん、すまん。


　君は、これ、何だと思うかね」


 


助手「博士にも分からないような物、ボクに分かる訳ありませんよ」


 


Dr.MS「おお、それもそうじゃな。


　よし！ここは、試しにアルファ光線を当てて、調べてみよう」


 


博士たちは、ここで、アルファ光線を謎の物体へと照射してみた。


 


Dr.MS「おお、大きくなりおったぞ！」


 


助手「し、しかも、色まで付きましたよ！」


 


Dr.MS「よーし！こうなれば、今度は、ベータ光線を当ててみよう」


 


博士たちは、今度は、ベータ光線を謎の物体へと照射してみた。


 


Dr.MS「おおお、動きだしたぞ！」


 


助手「ち、違いますよ！点滅してますよ！」


 


Dr.MS「ううう、なんと恐ろしい生き物なんじゃ。


　かくなる上は、シグマ光線を使ってみよう。


　これで、何かが判明するはずじゃ」


 


博士は、シグマ光線を謎の物体へとぶつけてみた。


 


助手「博士。生き物の下に何か文字が出て来ましたよ」


 


Dr.MS 「おお、ほんとじゃ。


　なに。どれ、どれ・・」


 


　


<!--これは、文字の属性で遊んだサンプルです-->


　


 


説明文を読んだ博士と助手は、すっかり、呆れかえってしまった。


 


（おしまい）













    ロボット侵略
    博士の研究所に、一人の科学者がやって来た。


それは、博士の元・同僚で、博士にも劣らぬ大天才博士の山井教授だった。


 


山井「MSくん。私と手を組まんかね？


　実は、私は、このたび、


　ナノロボット（細菌サイズのミニロボット）を開発したのだ。


　これを、脳みそに取り付かせれば、その人間は私の操り人形となる。


　そこで、日本の重要人物を全て、我が奴隷にしてしまい、


　この国を征服してしまおうではないか」


 


博士に協力を求める山井は、３日後に返事を聞くと言って、帰ってしまった。


さて、博士と助手は、一体、どうすればいいかで、相談を始めた。


 


助手「博士。どうしましょう。


　あの男は、本気で日本を征服するつもりですよ」


 


Dr.MS「うむ。そうみたいじゃな。困ったヤツだ」


 


助手「博士。あいつの企みを阻止できるような、


　なにか、いいアイディアでもありませんか」


 


Dr.MS「う〜〜む。あっ、そうだ！


　ヤツより先に、ロボットで日本を占領してしまえばいいんじゃ！」


 


助手「は、博士。それはちょっと・・」


 


と、言う事で、博士は、さっそく侵略ロボットの製作を始めたのだった。


 



 


３日後、約束どおり、山井が研究所へとやって来た。


博士は、20メートルほどの大きさのロボットを庭に置き、待ち構えていた。


 


山井「MSくん。返事は決まったか？


　それに、そのロボットは何なのだ？」


 


Dr.MS「はっはっは！山井くん、返事はノーじゃよ。


　なぜなら、わしの方が先に、


　このロボットで日本を征服してしまうからじゃ！」


 


山井「なんだと〜〜っ？


　バーカめ！今どき、巨大ロボットなんて、流行らないんだゾ！」


 


Dr.MS「ほっほっほ！どうかな。


　ロボットくん、巨大化したまえ」


 


博士が、横たわっているロボットへと指令を出した。


博士の命令を受けたロボットは、ぐんぐん大きくなり


ついには日本全土と同じ大きさになってしまった。


 


Dr.MS「どうじゃね。日本を占領したぞ」


 


山井「お、おのれ〜〜っ。Dr.MSめっ！」


 


勝ち誇っている博士の目の前で、


山井はロボットの足の指の先にと押しつぶされていた。


 


（おしまい）













    ハチャメチャ宇宙旅行
    ついに、博士の宇宙ロケットが完成した。


 


Dr.MS「助手くん。とうとう、念願の宇宙船を開発したぞ。


　これに乗って、未知の大宇宙へと乗り出そうではないか！」


 


助手「は、博士。やりましたね！感激です！」


 


Dr.MS「そして、宇宙のお宝を全て、かっさらってくるのだ。わっはっは！」


 


助手はずっこけた。


 


Dr.MS「なお、この宇宙船は、節約の為、動力源が石炭なのだ」


 


助手「は、博士。・・あの、それで大丈夫ですか」


 


助手の不安をよそに、かくて、ロケットは、宇宙へと飛び立ったのだった。


 



 


それから、数ヶ月。


さまざまな星を冒険してみたが、ついに、お宝らしきものは、何も手に入らなかった。


 


Dr.MS「とほほ。これほど苦労したのに、収穫は何も無いのか」


 


助手「残念です、博士」


 


Dr.MS「まあ、仕方あるまい。


　助手くん、帰りの分の燃料が残っているかどうか、ちょっと見てくれんかね」


 


博士の命令で、燃料タンクを開いた助手は、思わず、びっくりした。


 


助手「は、博士！こっちに来てください！」


 


Dr.MS「なに、なに。どうかしたのかね」


 


燃料タンクをのぞいた博士も、びっくりした。


何と、積んできた石炭が、全部、美しいダイヤモンドに変わってしまっていたのである。


 


助手「博士。一体、これは、どういう事なのでしょう？」


 


Dr.MS「う〜〜む。


　どうやら、超スピードの宇宙航行で、激しい高圧力がかかった為、


　原子構造に変化が生じ、高純度のダイヤになってしまったらしい。


　・・とにかく、これで、我々は大金持ちじゃ！」


 


博士と助手は、バンザイをした。


 


Dr.MS「さて、石炭がダイヤになって、燃料が使えなくなった事だし、


　帰りは、ロケットの後尾部にオールマイティドラゴンを取り付けて、


　これの動力源で帰る事にするか。


　オールマイティドラゴンは、わずかな光のエネルギーでも動き、


　半永久的に活動できるのじゃ」


 


助手「あ、あの、博士。そんな凄い動力装置を開発済みならば、


　始めっから、このロケットにも付けておけば良かったのに・・」


 


かくて、ロケットは、地球へと進路を向けた。


 



 


地球へ戻ってきた博士たちは、


さっそく、喜び勇んで、ロケットの燃料タンクをのぞいてみた。


ところが、帰りの旅で、またまた高圧力がかけられた為、


ダイヤモンドは、全て、石炭にと戻ってしまっていたのだった。


 


（おしまい）













    暗黒の星の探検
    博士と助手は、ロケットで、ブラック星にやって来た。


 


Dr.MS「ここはまた、やけに暗い星じゃな」


ブラック星人Ａ「バカな地球人め」


助手「は、博士。なんか、不気味ですよ」


ブラック星人Ｂ「我々の存在にまだ気付いてないようだ」


Dr.MS「これ、助手くん。びくつくんじゃない！」


ブラック星人Ｃ「ふっふっふ。皆殺しにしてやる」


助手「で、でも・・ヘンですよ。怪しい気配が・・」


ブラック星人Ｄ「合図をしたら、いっせいに飛び掛かるぞ」


Dr.MS「気のせいじゃよ」


ブラック星人Ｅ「オーケー！」


助手「し、しかし・・」


ブラック星人Ｆ「さあ、行くぞ！」


Dr.MS「分った！それほど言うなら、太陽電燈をつけてみよう」


 


博士は太陽電燈をつけた。


 


ブラック星人たち「ひえ〜〜っ！光だぁ！」


 


博士たちを取り囲んでいた宇宙人たちの姿は、たちまち、白昼の元にとさらされ、


彼らは、慌てて逃げ出してしまった。


 


（おしまい）


 


 


＜全文をドラッグして、文字を反転させると、隠れていたブラック星人も出てきます。


　ただし、書類データの環境によっては、うまく出てこないかもしれません＞













    盗まれた爆弾
    博士の研究室から、スーパー時限爆弾を盗んだ泥棒が、


銀行強盗をして、そのまま、銀行にと立て篭もった。


 


強盗「15分後に、このスーパー時限爆弾が爆発するようにセットしてやったぞ。


　解除してほしければ、包囲網を解くんだ！」


 


そこへ、助手を連れた博士が、さっそうとやって来た。


 


警官「は、博士。あの爆弾を無効にする良い手は無いのですか！」


 


Dr.MS「まあ、まあ、落ち着きたまえ」


 


余裕の博士は、銀行の方むけて、光線らしきものを放射した。


 


助手「あの、博士。今、なにをやりました？」


 


Dr.MS「わっはっは。銀行全体を電磁バリヤで覆ってやったのだよ。


　これで、爆弾が爆発しても、銀行の外の場所は安全じゃ」


 


助手「根本的な解決には、なってないような・・」


 


Dr.MS「ちなみに、あの爆弾には、解除装置はついていない」


 


強盗「バ、バッカ野郎！それを先に言え！」


 


強盗は、バリヤの中で、じたばたしだした。


 


警官「は、博士！この際、人命が一番、大事です！


　とりあえず、バリヤを解除して下さい！」


 


Dr.MS「チッチッ！このバリヤにも、解除装置はついてないじゃ」


 


警官「おい、おい！じゃあ、どうするんですか！」


 


博士たちがドタバタしている間にも、運命の時間は、刻々と近づいていた。


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


ドッカーーン！！！


 


 













    コンピュータの反乱
    博士の作った巨大コンピュータが、突如、狂い出した。


 


コンピュータ「愚かな人類は、私の奴隷となるのだ」


 


助手「は、博士！どうするんですか！」


 


Dr.MS「う〜む。困ったなあ。


　おい、コンピュータ！どうしたら、元に戻ってくれる？」


 


コンピュータ「私の出すＴＶゲーム・クイズ10問に正解できたら、


　人類征服の野望はあきらめてあげよう。


　しかし、もしクイズに間違えたら、ハンマーでぶん殴るぞ」


 


Dr.MS「おお、そうか！


　そう言えば、こいつは、ファミコンを改造して、作ったのじゃった」


 


助手「なーんだ！そんな事なら、ボクに任せてください！


　こう見えても、スーパーマリオは得意だったんですよ」


 


Dr.MS「ちなみに、このコンピュータ、


　ファミコンのマイナー・ゲーム専門じゃから、よろしくな」


 


助手「え？え？え？ちょっと、待って下さいよ・・」


 


[image: ]


クイズに間違えるたびに、助手は頭を叩かれます。


 


 


こうして、助手の尊い犠牲により、


人類はクイズ・コンピュータの魔手より救われたのであった。


 


めでたし、めでたし


 


助手 「う、う、う、う、う〜〜〜！


　コンピュータなんて、もう、大っきらいだ〜〜っ！」


 


（おしまい）













    助手のデート
    これから、初デートをすると言う事で、助手が悩んでいた。


 


助手「は、博士〜〜。どうしましょう！


　ボク、女の子の前に立ったら、緊張して、


　ついつい、心にも無いヘンな事を話しちゃうんです。


　今日のデートでも、そのクセが出たら、


　せっかくデートに応じてくれた京子ちゃんに嫌われちゃう！」


 


Dr.MS「ほう、それは困った話じゃな。


　よし！わしの発明した、この装置を持っていきたまえ」


 


助手「は、博士。それは？」


 


Dr.MS 「ふふふ。じゃんじゃじゃ〜〜ん！うそ訂正機じゃ。


　これを身に付けた者は、いっさい、うそをつけなくなるのだ」


 


助手「博士！素晴らしい発明です！


　つまらない事は口にせず、本心だけを語れるんですね！ 


　それさえあれば、京子ちゃんにプロポーズだって、できますね！ 」


 


Dr.MS 「その通りじゃ、助手くん。頑張りたまえ。


　さあ。わし自ら、絶対に外れないように、


　この装置を君に取り付けてあげよう 」


 


こうして、うそ訂正機を、背中にと貼り付けた助手は、


喜び勇んで、デートへと出発したのだった。


 



 


＜助手のセリフの次の行が、助手の本心です＞


 


助手が、京子ちゃんの待っている公園へとやって来た。


 


助手「やあ、京子さん、待たせましたね」


　　　おお、あいかわらず、大きな胸！


 


助手と京子ちゃんは、並んで、歩き始めた。


 


助手「京子さん、寒くないですか」


　　　うふふ。抱きつきたいなあ


 


二人は、予約していたレストランへと入っていった。


 


助手「京子さん、何を食べますか？」


　　　ボクは京子たんを食べたい！


 


さあ、ついに、助手は京子ちゃんにプロポーズする事にした！


 


助手「京子さん！結婚を前提に、おつきあいを！」


　　　そのナイスバディ、早く、しゃぶらせて！


 


そして、デートが終わり、別れる時間が訪れた。


 


助手「夜道は危ないから、気を付けてね」


　　　ボクんち、連れ込み、いっひっひ


 


パチーーン！


 


助手が、京子ちゃんにふられてしまったのは、言うまでもない。


 



 


助手「あ〜〜ん！は〜っかせ〜〜！」


 


助手くん、現在も恋人募集中。


 


（おしまい）













    不死身の博士（博士は永遠に不滅です）
    土砂降りの雨の夜、博士の研究所にひそかに訪れる者の姿があった。


黒い高級車に乗り、秘書を連れ、 


その人物は、疑わしげな表情で、博士の研究所を眺めていた。


 


郷「郡山くん。ほんとうに、この研究所の主が例の研究に成功したと言うのかね」


 


秘書「間違いありません。昼間、そのように連絡があったのです」


 


この人物は、悪名高き灰色高官の郷代議士だった。 


彼は、Dr.MSに何か研究を依頼していたのである。


研究所の玄関にと立ち、到着した事を告げた郷と秘書の二人は、


助手の応対を受け、研究所の応接室の方へと案内された。


そこで待つ二人の前に、Dr.MSが姿を現わした。


 


郷「さっそくだが、博士、例の研究が成功したというのは本当かね」


 


Dr.MS「もちろんじゃとも。わしはウソはつかん」


 


郷「しかし、人間ではどうなのだ。


　下等動物ならともかく、人体には適応できまい」


 


Dr.MS「わしを誰だと思っておる。


　そんな不完全な研究ならば、依頼主に報告したりはせんよ」


 


郷「では、この研究の被験者がすでに存在すると？」


 


Dr.MS「そのとおり。君たちの目の前にいるわしがそうじゃよ」


 


郷「博士自らがこの夢の研究を実証したと？」


 


Dr.MS「なんなら、試してみるかね？


　首を切り落とされようが、心臓に杭を刺されようが、全く平気だ。


　わしはもう永遠に死にはしないのだ」


 


郷と秘書は言葉を失っていた。 


彼らが博士に依頼した研究とは「不老不死」だったのである。


そして、博士自らがその第一号になったと言うのだ。


 


郷「博士。すまんが、ちょっと席を外しててもらえないだろうか。


　秘書と少し話をしたいのだ」


 


Dr.MS「よかろう。 


　望んでた永遠の生命が手に入るとは言っても、


　すぐには決心もできかねるだろうからな」


 


博士は応接室から出ていった。


残された郷と秘書はさっそく相談を開始した。


 


秘書「先生。よかったですね、本当に不死身になれるみたいですよ。


　先生は永遠にこの国を支配し続けられるのです」


 


郷「君、何をバカな事を言ってるのかね。


　私はそんな事を本気で望んではおらん」


 


秘書「では、なぜ、こんな研究をあの博士に依頼したのですか」


 


郷「絶対ムリだと思っていたからだ。 


　でも、事実だとすれば恐ろしい事になる。


　私の政敵まで不死身になってしまったら、一体どうするのだ。


　この研究は完全に抹殺してしまわなくてはならん」


 


秘書「しかし、あの博士はもう自分は不死身になってしまったと言っています」


 


郷「だからこそ、どんな方法を使ってでも奴を始末しろ。


　不老不死なぞ不可能である事を証明するんだ。


　同時に、あの博士と共に、この研究も永遠に葬ってしまう」


 


秘書「殺すのですか」


 


郷「そうだ。郡山くん、君の裏の腕前を生かす時が来たのだよ」


 


その時、博士が応接室へと戻ってきた。


 


Dr.MS「どうだね。話はすんだかね」


 


郷「博士、先に聞きたい事がある。 


　この研究が成功した事は他にも誰かに話したのかね」


 


Dr.MS「いいや。知ってるの君たちだけじゃ。


　助手にすら、わしが被験した事は知らせておらんよ」


 


郷「それは良かった」


 


次の瞬間、博士の背後にまわった秘書が、博士の口にハンカチを押し付けた。 


そのハンカチには眠り薬が塗られており、


不死身の体でも眠り薬は効果があるようだった。 


ぐったりと倒れた博士の体を、郷と秘書の二人は乱暴に持ち抱えると、


すぐに応接室の外へと連れだしてしまった。


それから、しばらくしてから、助手がこの部屋へとやって来た。


 


助手「博士、ここに居ますか。あれ、変だな。どこ行っちゃったんだろう。


　お客さんもいつの間にか帰っちゃったみたいだし」


 



 


このあと、博士を自分たちの秘密のアジトに連れ込んだ郷と秘書は、


眠れる博士にさまざまな乱暴を試してみたのだった。


しかし、恐ろしい事に、博士の言葉は真実だった。 


どんな暴力を受けても、博士はまるで息絶える気配を見せなかったのだ。


刃物で切っても、ヤケドをさせても、すぐに傷は治ってしまう。


潰してみても、骨を砕いてみても、同じである。 


切断した指すらもが、まだ生き続けているのを見て、


郷たちもさすがに恐ろしくなってきたのだった。 


彼らはついに決心して、不死身の博士を完全に消滅させる事を思い立った。


彼らの向かった場所はゴミ焼却炉だった。


燃え上がる炎の中に、博士の体をくべてしまったのだ。 


灼熱の火炎によって、博士は骨すら残さずに燃え尽きてしまったはずだった。


郷たちは、念の為に、ゴミ焼却炉の中を再確認したが、 


間違いなく、博士の姿は完全に消え去ってしまっていた。


不死身のはずの博士を確かに葬ってみせたのだ。


ようやく安心した郷たちは、 自分たちの拠点である豪華マンションの一室へと戻った。


 


郷「これで、やっと枕を高くして寝れるというものだ」


 


秘書「でも、あの博士の助手を残しておいて大丈夫だったでしょうかね」


 


郷「君、あのボッとした男に何かできるとでも思うかね」


 


秘書「それもそうですね」


 


二人は高らかに大笑いした。しかし、その時だった。


 


郷「うっ。お前は、博士。まさか、まだ生きてたと言うのか」


 


秘書「先生。どうしました？」


 


郷「博士だ。博士の奴がまだ生きてるぞ」


 


秘書「そんな、まさか。


　髪一本残さず燃え尽くしたのは、先生だって見たじゃありませんか」


 


郷「でも、生きている。私には感じるのだ。 


　そうか、博士は粉々になっても、まだ生きてるのだ。


　原子の粒と化しても、その一つ一つが博士として生きてるのだ。 


　これが、博士の実現した完全な不死不老だったのか。


　信じられん。なんて恐ろしい」


 


秘書「先生、気を確かに。ありえませんよ、そんな事」


 


郷「おお。博士が私の事を責めている。


　焼却されて、無数の原子になった博士が私を憎んでいる。 


　ひいーっ、許してくれ」


 


狂乱状態となった郷は、いきなり窓の方へと走っていき、


窓をぶち破ると、外へと転落していった。 


ここは地上数十メートルなので、まずは即死である。


異常な現象は、今度は秘書にも襲い掛かってきた。


 


秘書「ああ。先生が言ってたのは、この事か。


　私も博士の気配を感じる。


　今、博士は、空気となり、一面に広がって、生き続けてるんだ。 


　自分を殺そうとした私たちに復讐しようとしている。


　おお、なんて事だ」


 


次の瞬間、秘書は苦しそうに自分ののど元を押さえると、そのまま床に倒れてしまった。 


どうやら窒息死してしまったようだった。


 



 


さて、その頃、 研究所では、助手が、残された細胞から博士をクローン再生していた。


 


助手「博士、お帰りなさい。ご気分はどうです？」


 


Dr.MS「おお、助手くん。何やら、長い眠りについてたような気分じゃよ」


 


助手「今、生き返ったばかりですもの」


 


Dr.MS「まあ、これでまた元の生活に戻れるというものだ。


　だが、助手くん、おかしな話だがね、 


　なんだか、今、わしは世界中が分かるような気持ちなのだよ。


　神というのは、あるいは、こういう感覚なのだろうかね」


 


助手「博士。相変わらず、スケールが大きいお話で」


 


二人は、明るく笑いあったのだった。


 


（おしまい）
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    死霊のえじわた（前編）
     


　〜君は狂気の雄たけびを聞け！〜


 


　　　　　　○街道　　（夜）


　　　真っ暗。ほとんど人通りがない。


　　　二人の男が駆けてゆく。荒い息の音。


 


　　　　　　○裏路地　　（夜）


　　　二人の男が走って、やって来る。立ち止まる。荒い息。


男A「（荒く）ポリの野郎に姿を見られてねえだろうな？」


男B「兄貴。その点は大丈夫さ。あれほど念入りに事を進めたんだから」


男A「ヘン。それならいいが・・・」


　　　よく見ると、男Aは大きなツボの土器を抱えている。


男B「兄貴。そろそろ教えてくれよ。そのツボは何なんだい？


　そんなもの、なんで危険を冒してまで、出品展から盗み出してきたんだい？」


男A「（ツボを持ち上げ）ヘッ、これかい。これは、いわくのあるツボなのさ。


　おめえ、『エクソシスト』や『ゾンビ』と言ったホラー映画が、


　実話に基づいて作られている事を、何かしらで聞いた事があるだろう？


　実は、あの『死霊のはらわた』にも、元ネタとなる話があったのさ」


男B「まさかでしょう？」


男A「本当さ。このツボの中に入っているものがソレだ！


　・・・と、依頼人の奴は言うんだがな」


　　　その時、二人の前に黒い影が立ちふさがる。


　　　二人、ハッとそちらを振り向く。


男A「（愛想笑いで）旦那。いつ来たんです？ははは」


　　　影の正体。カウボーイハットにマントをつけた、妖しげな怪人。


　　　彼は無言。


男A「これが旦那の言っていた、例のツボですぜ」


　　　男A、怪人へとツボを手渡す。


男A「あのお、旦那。残りの報酬を・・・。へっへっへ」


　　　その時、怪人のマントから、いきなり光るものが飛び出す。


　　　鉄の爪だ！


　　　男A、顔を引き裂かれ、悲鳴をあげて、倒れる。


男B「ヒィ！助けてくれ！オレは誰にもこの事を言わんから・・・！」


　　　尻込みする男Bに迫る怪人。


　　　またもや、鉄の爪が光る。


　　　男B、叫ぶ。彼の首筋から鮮血が噴き出す。


　　　男Bもまた。路地に伏す。


　　　一人残った怪人は、ツボを抱えたまま、妖しい笑い声を立て続ける。エコー。


 


　　　　　　○タイトル


　　　「ゴーラズ」（揺れてる）


　　　オープニング・ソング。キャスト、スタッフロール。


 


　　　　　　○廊下　　（警視庁）


　　　響く足音とともに、カメラがまっすぐ移動。


 


　　　　　　○署長室


　　　ドアが開く。


　　　中では、署長が机に座っている。


所田「失礼します」


　　　今入って来た男、所田。中年の知的なムードの部長刑事である。


署長「来たかね。待っていたよ」


所田「一体、何の事件です？こんなに突然・・・」


署長「敏腕デカの君にしか任せられそうにない事件が起こったのだ」


所田「（つぶやき）ほう。面白い」


署長「先日、ガシャラ国古代文明展に出品されていたツボが一つ、


　何者かの手によって盗まれた話は、すでに聞いておるね？」


所田「はあ。いちおう・・・」


署長「その犯人が判明したのだ」


所田「（大声で）署長！僕の所轄は盗難事件ではありませんよ！」


署長「話は最後まで聞きたまえ。


　その犯人と言うのは、ある暴力団組織のチンピラだったのだ。


　彼は、以前から、組織内では爪弾きのはぐれ者だったらしい」


所田「そんな奴が、なぜツボを・・・？」


署長「分からん。問題はそのあとなのだ。


　ついさっき、彼とその義弟関係にあった男の死体が見つかったのだ。それも、殺人だ」


所田「お！僕の専門ですね。・・・で、ツボは？」


署長「彼らは持っていなかった」


所田「殺人犯が盗んでいったとも考えられますね」


署長「それが、我が署の捜査班の極秘捜索によって、ツボもすぐ見つける事に成功したのだ。


　ところが、不思議な事に、ツボは粉々に壊されて、裏路地にと捨てられていた」


所田「なぜ、また？」


署長「おかしな事はそれだけじゃない。


　ツボのそばには、首をかっ切られたオンドリが置かれており、


　そのオンドリの血で、地面に星印が書かれていた。五芒星と呼ばれるヤツだ。


　ついでに言うと、殺された男たちも、どうやらオンドリと同じ凶器で殺害されている」


所田「その星印って、マジナイか何かですかね？


　犯罪者には、異常信仰を持つ人が多いですから」


署長「分からん。さっぱり分からん。


　少なくとも、我が署のリストには、


　そんなルーティンを持つ犯罪者は一人も登録されていない。


　さてとだ、出品展のオーナーは、この事をすぐガシャラ国の代表へと伝えたのだ。


　すると、相手は過剰な反応を示した。


　そして、大使館の者をすぐここに遣わす、と伝えてきたのだ」


所田「大げさですね。たかがツボの一つぐらいで・・・」


署長「わしもそう思うのだが・・・。そこまで大事なツボではなかったと聞いておるし・・・」


　　　その時、机の上のインターホンが鳴る。署長、ボタンを押す。


インターホンの声「署長。ガシャラ国大使館の代表の方が到着しました」


署長「ちょうど良かった。ここに通したまえ」


　　　署長、ボタンを押して、インターホンを切る。


所田「・・・で、この不可解な事件を、僕が担当すると言う事でいいのですね？」


　　　署長、うなづく。


　　　そこで、ドアのノックの音。


署長「入りたまえ」


　　　ドアを開けて、二人の男が入ってくる。ガシャラ国の代表と、その通訳だ。


　　　民族服を着た、神秘的ムードのガシャラ国代表の老人。


通訳「挨拶はいいから、早くツボの正体について説明したい、と申しております」


署長「構わん。喋らせたまえ」


　　　興奮して、ガシャラ国語を喋りまくる代表。


通訳「あのツボは、ゴーラの壺と呼ばれている代物で、


　ガシャラ国に古くから伝わっていた魔除けのツボだったそうです。


　なぜ魔除けかと言うと、怪物を閉じ込める力があったからだそうで・・・」


代表「（叫ぶ）ゴーラ！ゴーラ！」


所田「そんなの伝説だろう」


通訳「いえ、必ずしも、そうとは言い切れないらしいのです。


　ガシャラ国には、怪物解放の秘儀とともにツボの蓋を開いたばかりに、


　30年近くも怪物に悩まされた、と言う記録も残っているそうです。


　秘儀が忘れ去られた現在、ゴーラの壺は無害な骨董品と化していましたが、


　もし今回、秘儀を再現して、ツボが壊されたのだとしたら、


　この国で何が起きるか分からないと・・・」


所田「おいおい。冗談がキツイぜ」


通訳「記録によると、ツボに封印される怪物とはタチの悪い悪霊で、人に取り憑くそうです。


　こいつに取り憑かれたら、一巻の終わりで、


　そのまま被害者は悪霊の傀儡になって、殺されてしまうとの事。


　その被害者が死ねば、悪霊は新しい寄生主を求めて、再び彷徨います。


　これを繰り返されたら、日本は地上の地獄と化すであろうと・・・」


所田「（引きつって）本当かよ？」


通訳「秘儀が完全だったのであれば、もはや後戻りはできません。悪霊は大地に放たれた。


　あのツボに封じ込められていたと伝えられる悪霊は全部で三匹・・・」


所田「そ、そんな話、信じられるかよ」


通訳「悪霊に取り憑かれた者は、身も心も変化してしまうので、一目で分かるらしいです。


　ガシャラ国としても、この災厄回避のための協力は惜しまない、と言っています」


所田「帰ってもらってください！手助けなんて要りませんよ」


署長「でも、君・・・ちょっと・・・」


所田「いいんです。さあ、早く！」


　　　代表と通訳、すごすごと出てゆく。


　　　再び、二人っきりとなる署長と所田。


所田「今の話、まさか、信じるおつもりですか？」


署長「まだ結論は出せん」


所田「血迷われましたか？この科学時代に悪霊だなんて、バカバカしい」


署長「しかし、あの老人の話が、もし本当ならば、大変な事態になる」


所田「何をおっしゃるんです！？


　あんなタワゴトに真剣に耳を傾けるよりも、もっとマトモに考えて、


　ツボを壊した殺人犯を捕まえる事の方が先ですよ」


署長「ウム。・・・そちらの捜査は、他の人材に任せる事にする」


所田「では、僕には、意地でも悪霊探しをしろ、と言うのですか？」


署長「すまない。・・・君しか頼れそうな者がいないのだ。


　極秘裏に調査ができるように、全面的に取り計らうから」


所田「分かりましたよ！（アップで）こんな下らない仕事は初めてだ！」


 


　　　　　　○マンションの全景


　　　効果音。人ゴミのざわめき。


 


　　　　　　○マンションの廊下


　　　関係者以外は全て追い出されている。


　　　数人の警官を連れた所田が歩いている。


所田「（つぶやき）まさか、夫婦ゲンカの仲裁役をやらされる羽目になるとはな・・・」


　　　所田がしばらく歩くと、若い人妻がハッとして、走り寄ってくる。


人妻「（動揺しながら）警察の方ですね。夫が・・・夫が・・・」


所田「奥さん、落ち着いて。何が起きたのですか？」


人妻「（泣きながら）夫が急に性格も顔も変わって・・・。


　私、怖くなって、夫を部屋の中に閉じ込めてきましたの・・・」


所田「心配なさらないで。きっと、旦那さんも少し錯乱してしまっただけです。


　顔が変わって見えたのも、奥さんの錯覚でしょう。僕が旦那さんをなだめてみせますよ」


人妻「お願いします」


　　　所田一行、問題の人妻の部屋の前へとやって来る。


　　　ドアの向こうで、夫がドアを叩いている。


夫の声「なあ、静子。オレが悪かったよ。きっと、オレ、どうかしてたんだ。


　な、だからさ、戻ってきてくれよ」


所田「（人妻の方に微笑みかけ）ねっ、奥さん」


　　　所田、ドアのそばへ寄る。


人妻「気を付けてください」


　　　所田、ドアの鍵をあける。


　　　いきなりドアが開き、


　　　中から、物凄い醜悪な形相（特殊メイクで表現）をした男が出てきて、


　　　所田の首を締め上げ、襲いかかってくる。（効果音）


怪物男「ワーハハハハ！」


　　　人妻、手で自分の顔を覆う。


　　　警官の一人、慌てて怪物男に体当たりする。


　　　怪物男は、部屋の中に押し飛ばされる。


 


　　　　　　○マンション・部屋の中


　　　所田、警官らも慌てて飛び込んでゆく。


　　　怪物男、笑いながら、コードがついたままの電気釜を持ち上げる。


　　　それを投げる！


　　　釜は、所田のすぐ横の壁にぶつかり、大破する。


　　　警官の一人が、再度、怪物男への体当たりを試みるが、


　　　軽く手で弾き飛ばされてしまう。


　　　思わず、所田が発砲！


　　　銃声とともに、怪物男の頭部から血と肉片が吹っ飛ぶ。


　　　一瞬、沈黙。


　　　しかし、怪物男は死んではいない。


　　　それどころか、笑い続けながら、頭部のえぐられた部分を指でほじくってみせる。


　　　さらには、それでも物足りないとばかりに、頭を壁に叩きつけ続け、


　　　グチャグチャに変形させてしまう。


　　　（要するに、撃たれた部分がかゆくて、歯がゆいのだ）


　　　呆然とする所田たち。


　　　怪物男は、頭部がグチャグチャになっても、いぜん弱まりもせず、


　　　笑いながら、所田の方を睨みつけている。


所田「こ、こいつ、一体、何なんだ！？」


　　　所田、動転して、連続発砲！


　　　怪物男の体が、ズブズブと血に染まっていく。


　　　怪物男、さらに笑いながら、両手を自分の顎へとかける。


　　　そして、上下に思いっきり引っ張ってみせる！


　　　男の顎から上が、鈍い音とともにもげてしまう！（効果音）


　　　所田たち、いっせいに恐怖の悲鳴。


　　　怪物男は、自分の生首を砲丸のように振り回しながら、走り出す。


　　　そして、警官の一人にすがりつく。


その警官「（半泣きの悲鳴）グガーッ！ヒガーッ！」


　　　呆気にとられて、立ちすくんでいる所田たち。


　　　襲われている警官は、バタバタともがき、怪物男の生首をはね飛ばす。


　　　生首は、壁に叩きつけられて、床にゴロリと転がり落ちる。


　　　狂乱している警官と、なおも体を押しつけてくる怪物男。


　　　やがて、怪物男は力が衰えてゆき、ズルズルと床に倒れてゆく。


　　　襲われていた警官は、精神に異常をきたしたようで、


　　　床に膝をついたまま、虚ろな目をしている。


　　　呆然としている所田たち。


　　　カメラが、怪物男の死体やその生首、血まみれの室内を舐めるように映す。無音状態。


　　　突如、悲鳴が！


　　　あの人妻が、部屋の入り口で立ちすくみ、この惨状を目にしてしまったのだ。


　　　相変わらず、所田は呆然としている。


 


　　　　　　○マンションの廊下


　　　いつまでも悲鳴が響き渡り続けている。


 


　　　　　　○警視庁の玄関


 


　　　　　　○警視庁の一室


　　　内勤の刑事たちが仕事に追われ、慌ただしく動き回っている。


　　　所田のみ、頭を抱え、じっと机に座り込んでいる。


　　　一人の婦警が、所田のそばに歩み寄る。


婦警「所田刑事。署長からのことづてです。


　二人のガイシャを殺した犯人の動向は、いぜん掴めてないそうです。


　それから、ガシャラ国の大使館からも伝言をいただいておりますが・・・


　こちらはお伝えしなくてもよろしいですね」


所田「（顔を上げ）いや、聞かせてくれ」


婦警「（ためらいながら）分かりました。


　・・・先方の話によりますと、あの犠牲者に憑依していた悪霊は、


　モズマと言う凶暴な奴だったのであろう、と。それから・・・」


所田「それから？」


婦警「悪霊を取り押さえる方法と言うのも、教えてくれたのですが・・・」


所田「ほんとか？」


婦警「（モジモジと）いえ・・・その・・・先方の話ですと、


　強いパワーを持った呪術者のみが悪霊と対等に戦えて、仕留める事ができるのだそうです。


　でも、そんな崇高な呪術者は、今ではガシャラ国にも存在しておらず、


　日本にも当然いないであろうと・・・。


　それでも、可能な限り、協力してくれるとは言っていましたが・・・」


　　　所田、苦笑いする。


所田「崇高な呪術者ね・・・」


婦警「本当に、ふざけた話をして、どうも済みませんでした」


所田「いや、いいんだよ」


　　　所田、ゆっくりと立ち上がる。


婦警「どうかしましたか？」


所田「ちょっと出かけてくる」


　　　所田、歩き出して、出口から出てゆく。


 


　　　　　　○こじんまりとした個人病院の全景


 


　　　　　　○その診療室


　　　女院長・新堂めぐみが、半裸の男の患者と向き合っている。


めぐみ「さあ、大きく呼吸をして、目を閉じて下さい」


　　　患者、言われた通りにする。めぐみ、彼の額に手を当てる。


　　　その時、入り口から所田が入ってきて、その様子を隅からジッと眺める。


　　　やがてーー


めぐみ「さあ、もういいですよ。・・・気分はいかがです？」


患者「（立ち上がり）何だか、スッキリしました。ありがとうございます」


　　　めぐみ、患者へと笑みを送る。


　　　服を着て、患者は、所田の横を通って、部屋から出てゆく。


　　　所田、めぐみのそばへ歩み寄る。


所田「めぐみぃ、いや、新堂さん。相変わらず、商売は繁盛しているみたいだね」


めぐみ「（ツンとして）嫌味はよしてよ。


　（出口の方を見て）今の患者を見た？彼は自殺ノイローゼだったのよ。


　今しがたも、服毒自殺を図ろうとしていたの。でも、もう大丈夫よ。心配ないわ」


所田「君の手にかかったからね」


めぐみ「何が言いたいのよ？私は、もう、警察への協力は辞めたのよ」


所田「そうだったね。あの頃は、本当にお世話になった」


めぐみ「もう二度と、私の力を警察の捜査では使わないと、きっぱりと告げておいたはずだわ」


所田「確かに、あの時はそう言ったね。どうだい？あれから、力はアップしたのかい？」


めぐみ「大して変わらないわよ」


所田「さあ、どうだかね。


　以前だって、100メートル先の他人の心を読んで、


　その中に溶け込み、相手の意思を操る事まで出来たんだからな」


めぐみ「私は、この力をきちんと役に立つ事に使いたいのよ。


　人を陥れるような仕事には乱用したくないの」


所田「だから、今は、テレパシーによる精神病治療を行なっているのかい」


めぐみ「そうよ。この診療所は金儲けが目的なんかじゃないわ」


所田「警察での犯人捜査の仕事も、十分、人助けになっていたと思うんだがな」


めぐみ「でも、犯人にだって心やプライバシーがあるのよ。


　私の力で、いくらでも覗き込んでもいい、と言うものでもないわ。


　ましてや、まだ被疑者の心の中にまで潜入するだなんて・・・」


所田「いいかい。黙って聞けよ。今回依頼したい事件はね、君にしか解決できそうにないんだ」


めぐみ「それでも、嫌よ！」


所田「事前に被害者を救えるかもしれない、と言ってもかい？」


　　　めぐみ、ハッとして、所田の顔を見つめる。


所田「やってくれるね？」


　　　二人、お互いの目を見つめ合う。


 


　　　　　　○診療室


　　　一人の老医師が、カメラの方へ向かって、話しかける。


老医師「例の死体の検死結果じゃが・・・


　死して、まだ動いていたなんて、とても信じられんね。


　血液をはじめ、体の全ての器官を調べてみたが、全くの普通の死体だったよ。


　え、顔面が変貌していた件については、どう説明するって？


　あれは一種のアレルギー反応じゃな。


　原因ではなく、何かの結果だ。その原因については、やはり、よく分かっておらん。


　・・・しかし、もし君たちの言う化け物憑依説が正しいのであれば、


　これらの疑問も説明できない事もないかもしれんな。


　つまり、あの死体の生前の肉体は、化け物の支配下にあったのじゃ。


　それゆえ、自分の体を平気で傷つけたり、死んでもなお動けた、


　と言う事になるんじゃろう。


　もちろん、非科学的な仮説に過ぎんのじゃがな。


　死体がしばらくしてから動かなくなったのは、


　化け物がそれ以上はその体の中に留まれなくなったからじゃ。


　死後10分ほど、首なし死体が動き続けていたと言うのは、


　死んでから完全に脳死状態になるリミットと、きれいに一致しておるな。


　・・・もう少し、関連するサンプルの分析を続けさせてはくれないだろうか。


　そうすれば、もっと色々な事が分かると思うのだが。


　・・・え、あの死体に絡まれた警官はどうなったかって！？


　彼なら、もう回復したよ。体力も戻ったし、精神状態も落ち着いている。


　しかし、今の任務を続けさせらるぐらいなら、警察をやめる、と訴えておったよ」


 


　　　　　　○ビルの屋上


　　　所田とめぐみが、手すりに寄りかかって、景色を眺めている。


めぐみ「まだ信じられないわ」


所田「僕だって最初はそうだったよ。でも、実物を見ちまったからな」


めぐみ「それほど恐ろしい相手なの？」


所田「お得意のテレパシーで、僕の心の中を覗いてみてごらん。同じ経験をさせてやるぜ」


めぐみ「それは出来ないわ。・・・と言っても、私が力不足だからじゃなくてよ。


　あなたが、心の奥で、その時の記憶をしきりに隠そうとしているからよ」


所田「確かにそうかもな。あの時のことは、もう思い出したくもねえ」


めぐみ「私は一体、何をすればいいの？」


所田「被害者の精神の中に飛び込んでくれればいい。


　そこで、被害者の心を蝕んでいる害虫を駆除するのさ」


めぐみ「私にできるかしら？」


所田「大丈夫さ。君だったら、必ずできる。


　（間を置き）なあ。あの頃と比べて、少しは幸せになれたのかい？


　理想の恋人は見つけられたのかい？」


めぐみ「（かすかに笑い）いいえ。・・・こんな時、人の心が読めるのは、逆に不便よね。


　この能力は、私自身の事は、ちっとも幸せにしてくれないわ」


所田「そう落ち込むな。今に、いい彼氏が見つかるさ」


 


　　　　　　○警視庁の一室


　　　内勤の刑事たちが、ざわめき溢れている。


　　　所田が、彼らをかき分けて、出口へ向かおうとする。


　　　と、出口には、一人のがっしりした男がつっ立っていて、道を阻んでいる。


所田「誰ですか、あなた？どちらから、ここへ？」


男「あなたが殺人課の所田刑事ですね。私は、こういう者です」


　　　男、所田へ名刺を差し出す。


所田「（名刺を読む）芸能プロのマネージャー・・・？それが私に何の用ですか？


　失踪タレントの捜索とかでしたら、担当の課が違いますよ」


マネージャー「そんな、ありふれた事件ではありません」


所田「と、言うと？」


マネージャー「ゴーラズ問題のいっさいの責任者は、あなたですな」


所田「（ハッとして）どこで、それを？この話は、おおやけには公開してませんよ」


マネージャー「芸能界の情報網と言うものを、甘く考えませんようにね。


　で、ゴーラズへの対策はすでに万善なんでしょうかな？」


所田「ええ・・・まあ・・・」


マネージャー「それなら、よろしい！すぐ、うちの事務所へと来てくれませんか」


所田「さては、ガイシャがいるのですね？誰ですか？」


マネージャー「（背を向け）それは言えません」


 


　　　　　　○めぐみの病院の院長室


　　　机の上の電話が、けたたましく鳴る。


　　　椅子に座っためぐみ、受話器を取る。


めぐみ「はい。新堂精神科病院ですが・・・」


 


　　　　　　○警視庁の一室


　　　所田が電話をかけている。


所田「めぐみか。すぐ来てくれ！第一の患者が見つかった」


 


　　　　　　○再び、院長室


　　　受話器を耳に当てているめぐみが、ハッとする。


 


　　　　　　○芸能プロの一室


　　　暗くて、殺風景。静か。


　　　椅子がいくつか有り、その二つに所田とめぐみが黙って座っている。


　　　その時、ドアを開けて、あのマネージャーが入ってくる。


マネージャー「お待たせしました」


所田「（体を乗り出し）被害者は？」


マネージャー「その前に、これから交わす話の内容は、全て極秘でお願いします」


所田「もちろんです。その方が、こちらとしても望ましいです」


マネージャー「（椅子に座りながら）それは良かった。


　芸能界と言うのは、何かとスキャンダルで悩まされやすい場所ですからな。はっはっは」


めぐみ「それより、被害者と言うのは？」


マネージャー「うちの売り出し中の若い子です。


　まさか、こんな事になるとは思ってもいなかった。


　このような厄介なトラブルは、さすがに初めてですよ。


　（ドアの方へ）君、入りなさい」


　　　ドアを開けて、若い女性が入ってくる。


　　　オドオドしており、帽子から垂れたベールで顔がよく見えない。


マネージャー「名前その他については触れないでいただきたい」


　　　女性タレント、マネージャーのそばにつっ立っている。


　　　黙って、彼女を眺めている所田といずみ。


マネージャー「真昼間から、寝言のように男の声で喋り出したのが、最初の異常でした。


　その時は、ふざけているのか、精神の病気のたぐいなのかと思ったのですが、


　最近、もっと奇怪な現象が増えてきましてね。


　トリックなしで宙に浮かんだり、物を動かしてみせたり・・・。


　ポルターガイストって奴ですよ」


所田「今はどうなってるんですか？」


マネージャー「悪霊が現われるのは、いつも、ほんの僅かな時間です。


　今は、元のこの子に戻っています。


　ただ、近頃は、悪霊になっている時間が長くなり始めているようでしてな」


所田「それは、危険な状態ですね」


マネージャー「ガシャラ国の古い文献も調べてみました。


　この子に取り憑いている悪霊は、どうやらマンティゴアと呼ばれているものらしい」


所田「おやおや。研究熱心ですね」


マネージャー「大切な商品の為ですからな。さて、どうやって悪霊を祓ってくださるんで？」


所田「超能力を使って、この子の精神の中に飛び込みます。


　そこで、じかに悪霊を退治します」


マネージャー「なるほど。それは確実な手段だ。


　・・・その処置は、すぐに行なって下さるんですよね？」


めぐみ「（いきなり）はい。でも、その為には、まず患者の顔をはっきりと見せてください」


マネージャー「それは出来ない。最初に約束したはずですよ」


めぐみ「心霊治療を行なうには、患者との完全なシンクロが必要なんです。


　顔も分からない患者相手では、心を通じ合わせる事は絶対に出来ません」


マネージャー「ムリを言わないでくれ。患者の素性までは、はっきりとは教えられんよ。


　外科手術だって、患者の顔を隠したままでも執刀はできるもんだろう？」


所田「ムリを言ってるのは、あなたの方ですよ。無条件で、こちらの指示に従ってください。


　そうじゃないと、悪霊退散は出来ないと言ってるんですよ」


マネージャー「我々にだってプライバシーがある。


　誰が悪霊に取り憑かれたのかまでは、部外者には知られたくないのだ！」


めぐみ「待ってください。


　それって、マネージャーのあなたじゃなくて、


　患者である、この子が決める問題じゃありませんか」


マネージャー「いいや。この子は我が社の商品だ。彼女の事は私が決めさせてもらう！」


所田「でも、悪霊はどうするつもりですか？」


マネージャー「（椅子から立ち上がり）今回の相談は、いったん白紙に戻す事にします。


　忘れてくれたまえ。（女性タレントへ）さ、行くぞ！」


　　　マネージャー、女性タレントを引っ張って、


　　　ふてくされながら、出口から急いで出てゆく。


　　　あとには、所田とめぐみだけが残される。


 


　　　　　　○街中


　　　小さな店屋の前で、オシャレしためぐみが佇み、雑誌を見ている。


　　　そこへ、所田が走って、やって来る。


所田「すまん、すまん。仕事が長引いちゃってね。さ、昼食に行くか」


　　　めぐみ、本を閉じる。


所田「何を読んでたんだい」


めぐみ「（歩き始めながら）芸能情報よ。


　たとえ隠していても、調べれば、患者が誰かなんて、すぐ分かっちゃうのにね。


　最近、恋人関係でスキャンダルを起こしたパール京子よ」


所田「根拠は？」


めぐみ「彼女のイベントやテレビ出演が、片っ端からキャンセルになっているわ。


　きっと、悪霊化している時間が急速に増えだしているのよ。


　完全に表舞台に出られなくなってしまうのも、もう時間の問題だわ。


　それだったら、私の治療を素直に受けてくれた方が良かったのにね」


　　　二人は、黙って歩き出す。


　　　そして、大きなレストランへ入ってゆく。


 


　　　　　　○レストラン内


　　　所田とめぐみが、テーブルの一つについている。


　　　ボーイがやって来る。


所田「今日は、僕たちの捜査チームが復活した事を祝った、僕のおごりだ。


　好きなものを頼んでいいぜ」


めぐみ「（メニューを見ながら）じゃあ、これと・・・これ」


所田「（めぐみからメニューを受け取り）僕は・・・これ」


ボーイ「かしこまりました」


　　　ボーイ、去ってゆく。


　　　少したって、放送が流れる。


放送の声「3番テーブルの所田さま。所田さま。お電話が来ております。


　至急、カウンターまでいらして下さい」


　（注・この作品は、まだケータイもポケベルも普及していない1980年代半ばの物語）


所田「（椅子を立ち）やれやれ。


　こんな所にいても、仕事からは解放してもらえないみたいだぜ」


　　　所田、カウンターに向かうと、電話を取る。


所田「はい、所田です。・・・あ、あなたは」


 


　　　　　　○芸能プロの一室


　　　あのマネージャーが電話をかけている。


　　　そばには、顔を隠した例の女性タレントもつっ立っている。


マネージャー「やはり、診ていただけないもんですかな」


 


　　　　　　○レストラン　　所田のシーン


　　　　　　○芸能プロ　　　マネジャーのシーン


所田「こないだも言ったでしょう。被害者の素顔を見せてくれない限り、無理ですね」


マネージャー「そこを何とか・・・。最近、悪霊憑きの症状も激しくて・・・。


　悪霊ときたら、我々を脅すんですよ。他人が見ている前でも現われてやる、って」


所田「治療にわがままな注文をつけたりするからだ。自業自得ってもんでしょう？」


マネージャー「このままでは、この子は使い物にならない。どうすればいいんです？」


所田「それより、彼女の意見はどうなってるんです？


　助けてほしいとは口にしてないんですか？」


マネージャー「そんな事、関係ないよ。


　彼女は、この件については、全てを会社の判断に任せると言ってるんだ」


所田「なんて、投げやりな！これは命に関わる問題なんですよ。


　彼女に代わって下さい。彼女の本当の気持ちを聞きたいんです」


マネージャー「その必要はない！


　どうしても診てくれないと言うのなら、我々も、諦めるまでだ」


 


　　　　　　○レストラン


所田「じゃあ、勝手にして下さい！人殺しめ！」


　　　所田、ガチャンと電話を切る。


 


　　　　　　○芸能プロ


　　　受話器を下ろすマネージャー。


マネージャー「（荒く）クズめ！こちらの苦労も知らないで！」


　　　カメラ、女性タレントの姿をゆっくりと写す。哀愁が漂っている。


 


　　　　　　○レストラン


　　　カウンターの電話の前で、荒く息をつき、佇んでいる所田。


　　　後ろから、一人の男が近づいてくる。


男「やあ。警視庁一のスゴ腕刑事の所田さんですね」


所田「（振り向き）あなたは？」


男「一匹狼のルポライター・清水の名ぐらいは聞いた事がありますよね？」


　　　所田、ギョッとする。


所田「（つぶやき）こいつが、ハゲタカの異名を持つ清水か」


清水「最近、奇妙な事件が増えているようでしてね。


　まず、あるマンションで、夫婦ゲンカがきっかけで、夫の方が変死した。


　ところが、マンションの住民は、この件について取材してみても、


　誰も話したがらないのですよ。


　どうも、上からの圧力がかかっているのではないかと考えられる。


　たとえば、警察とかのね」


　　　黙り込んだままの所田。


清水「この夫婦ゲンカの裏には、一体、何があったのか？


　実は、この出来事の数日前に、外国の古代文明展からツボが一つ、盗まれていました。


　それも、怪しいいわくのあるツボだ。


　一見、何の関係もないような二つの事件ですが、本当は裏で繋がっていたりして・・・


　そうでしょう、所田さん？」


所田「知らないね、そんな話は」


清水「じゃあ、あなたは今、何の事件に取り組んでいるというんですか？


　この二つの事件の捜査に当たっていたのは、あなたでしょう？」


所田「そんな事、軽々しく教えたりはできんよ」


清水「ははは。まあ、いいでしょう。


　あちらにいる女性は、あなたの今のパートナーですよね？


　確か、以前に、迷宮入りだった殺人事件を解決してみせたサイコメトラーだ。


　そこまで分かれば、もう十分です」


所田「デタラメな推測はやめてほしいな！」


清水「（背を向け）いいや。こちとら、おおよその真相は突き止めてるんです。


　あとは、決定的瞬間をスクープするだけだ。


　久々の特ダネを得られるのを楽しみにしてますよ。ははは」


　　　清水、去ってゆく。


　　　所田、不愉快げにテーブルの元へ帰る。


 


　　　　　　○めぐみの病院の診療室


　　　まずは、天井。それから、患者を診察しているめぐみの姿へ。


　　　ふと入り口に、所田がひょっこりと現われる。


　　　それに気付くめぐみ。顔をしかめる。


　　　ニンマリと笑いながら、めぐみの仕事ぶりを眺めている所田。


　　　めぐみは気が散って、手先がおぼつかない。


めぐみ「（患者へ）はい、いいわよ」


　　　患者、所田のいるドアとは反対側の出口から去ってゆく。


　　　所田の元へ、めぐみが走り寄る。


めぐみ「今は仕事中よ。勝手に入ってこないでよ」


所田「（へっちゃらで）君の方には、その後、例の芸能プロから、何か連絡はあったかい？」


めぐみ「ぜんぜん。そちらは？」


所田「おんなじさ」


めぐみ「あの人たち、一体、何を考えているのかしらね。


　とうとう、パール京子の長期休養が発表されたわ。


　どうせ、そうなるのは分かってたんだから、さっさと私に診させてくれれば良かったのに。


　頭にきちゃう」


所田「君が、何でそんなに怒ってるんだい？」


めぐみ「私、命を大切にしないのを見ていると、腹が立ってくるのよ。


　パール京子もパール京子だわ。自分の命なのに、なぜ真剣に考えようとしないのかしら」


所田「君らしいね。でも、仕方がないさ。ゴーラズ被害者は彼女だけでは終わらないだろう。


　そのうち、別の犠牲者だって見つかるはずだ。


　その時こそ、いよいよ、君に活躍してもらう事になるかもな」


　　　所田、きちんとサヨナラも言わずに出てゆく。


　　　それを見送っているめぐみ。


　　　と、そばの机の電話が鳴り出す。


　　　ハッとして、めぐみは机のそばに走り寄り、受話器を取る。


めぐみ「はい。新堂精神科病院です」


　　　返事はない。沈黙が続く。


めぐみ「あの。もしもし。どちら様でしょうか」


 


　　　　　　○どこかの一室


　　　受話器を持った手と口元だけが見える。


めぐみの声「（受話器から）すみません。応えてくださらなければ、切りますよ。


　・・・もしもし！イタズラ電話ですか？え？・・・もしかすると、京子さん？


　そうじゃない？ねえ、そうでしょう？もしもし！あなた、パール京子さんですよね？」


　　　手が静かに受話器を下ろす。


 


　　　　　　○再び、診療室


　　　めぐみが必死に受話器にすがっている。


めぐみ「もしもし！もしもし！・・・」


 


　　　　　　○警視庁の一室


　　　ざわめきだっている内勤の刑事たち。


　　　彼らをかき分けて、めぐみが所田の机の元へやって来る。


めぐみ「一体、どうしたの？急に呼び出したりして」


所田「喜んでくれ！ついに、あの芸能プロが折れやがったよ」


めぐみ「ほんと！」


　　　感激するめぐみ。


 


　　　　　　○芸能プロの全景


　　　玄関の前に急停車する覆面パトカー。


 


　　　　　　○その廊下


　　　白く、清潔な（ゆえに冷たく見える）長い廊下。


　　　そこを、所田とめぐみが、真剣な顔で歩いている。急ぎ気味で、足音が響く。


 


　　　　　　○その一室


　　　勢いよくドアを開けて、所田とめぐみが入ってくる。


　　　一見、病室風の小部屋。


　　　マネージャーとパール京子（相変わらず、顔は隠している）が椅子に座って、


　　　待っている。


マネージャー「（オロオロと）良かった。来てくれましたね」


所田「よく、決断を変えてくれましたね」


マネージャー「これ以上は隠しきれなくなってしまいましてね。


　もう、あなた方だけが頼りなんです」


所田「患者の顔を、今度こそ見せてもらいますよ」


マネージャー「こうなったら、やむを得ません」


　　　優しい表情のめぐみ、パール京子の元へ歩み寄る。


マネージャー「（めぐみへ）先生。彼女は、今、トランス状態になっています。


　話しかけても、答えはしません。悪霊が現われる前は、いつも、この症状になるのです」


　　　めぐみ、京子の顔に手をやる。


めぐみ「（微笑み）ありがとう。やっと分かってくれたのね」


マネージャー「（汗を拭きながら）さあ、手っ取り早く、終わらせてくれませんか。


　二時間後に、この子の記者会見があるんですよ。


　この子の事を長期休養にしたら、とんでもないデマが流れてしまいましてね。


　変なゴシップはさっさと揉み消さなくちゃいけません。よろしくお願いします」


所田「（顔をしかめ）結局は、この子の事より、商品価値の方が心配だったって訳かい。


　まぁ、いいでしょう。（めぐみへ）めぐみ、頼んだぞ」


めぐみ「いよいよ、初仕事ね」


　　　めぐみ、京子の帽子のベールをめくり上げる。


　　　そして、京子のおでこに自分のおでこを静かに重ねて、目をつぶる。　　（FO）


　　　（注・京子の顔は常に死角になっていて、画面には写らない）


 


　　　　　　○京子の精神内


　　　上がり坂になった、広いアスファルトの道路。


　　　向こうの方から、ゾンビの大群が群がって、手前の方へとズンズンやって来る。


 


　　　　　　○同じく、京子の精神内


　　　（FI）


　　　大都市のど真ん中。ただし、無人。


　　　そこに、めぐみ一人がポツンとつっ立っている。


　　　めぐみ、ゆっくりと歩き始める。


めぐみ「（つぶやき）人間の心の中なんて、一つ一つが独立した都会みたいなものよ。


　その都会の住民の状態によって、その人の表面上の性質や人格も決まるのよ」


　　　めぐみ、ふと立ち止まり、足元を見る。


　　　地面。突如、土ボコリを跳ね上げて、


　　　魚の化け物（サラマンダ）が飛び出てきて、襲いかかってくる。


　　　伏せるめぐみ。


　　　次々に現われて、飛びかかってくるサラマンダ。


　　　めぐみ、地面に放置されていたスコップを拾い上げると、


　　　それで片っ端からサラマンダを叩き落としてゆく。


　　　両者の攻防は、なかなか終わらない。


めぐみ「もう！きりがないわ」


　　　たまらず、めぐみは走りだす。


　　　が、いきなり立ち止まる。


　　　目の前の地面から、またもや突然、一匹のサラマンダが飛び出してきたのだ。


　　　めぐみは、すでにスコップを手放している。


　　　彼女は、近くにあったマンホールの蓋をすかさず持ち上げると、


　　　それでサラマンダの頭を思いっきり叩く。


　　　サラマンダは、マンホールの中へと落ちていく。


　　　マンホールの蓋を下ろし、ホッと一息つくめぐみ。


めぐみ「（愕然と）この都会、明らかにおかしいわ」


　　　めぐみ、前方を凝視する。


　　　一人の男が、遠くの方で、ヨロヨロと歩いている。ゾンビだ。


めぐみ「いけない。すでにゴーラの支配下にと落ちかけてるんだわ。急がなくちゃ！」


　　　めぐみ、走りだす。


 


　　　　　　○再び、芸能プロの一室


　　　おでこをくっつけ合わせたまま、深い催眠状態におちいっているめぐみと京子。


　　　じっとしている所田。イライラと歩き回っているマネージャー。


マネージャー「（イライラと）早いレポーターだったら、もう会見場に来てるかもしれない。


　私は、心配なので、ちょっと見てきます」


　　　マネージャー、ドアを開けて、廊下へ出てゆく。


　　　所田は、静かに、めぐみと京子の方を見守っている。


 


　　　　　　○京子の精神内


　　　都市の大通り。


　　　ゾンビ集団によるモブ・シーン。


　　　その集団の中央を必死にかき分けて、めぐみが歩いている。


めぐみ「（叫ぶ）お願い！通して！私は、あなた方を救うために、悪者を探しているのよ。


　ねえ、お願い！」


　　　BGM。ロックがバンバン流れている。


 


　　　　　　○芸能プロの廊下


　　　ドアを開けて、所田が出てくる。


　　　所田は、ハッとして、立ちすくむ。


　　　目の前に、清水が立っていたのだ。


清水「（薄笑いを浮かべ）おや、奇遇ですね。こんな所で出会うなんて」


所田「あんたこそ、ここに何の用だ？」


清水「もちろん、パール京子の記者会見に立ち会いにきたんですよ。


　彼女も大変ですな。とんだウワサが派手に流れたりして。


　まさか、この前の恋人騒動の話が蒸し返して、


　その恋人の子供を妊娠中じゃないかと疑われてしまうとはね。


　・・・ま、仕方がない話でしょうけど。


　こんな、いきなり長期休暇を取って、表舞台から姿を消したと言う事は、


　妊娠でもしたか、それ以上の困った事態しか考えられませんからね」


　　　所田、清水の胸ぐらを掴む。


所田「さては、そんなデマを世間に流したのは、あんただな！」


　　　清水、所田の手を振り払う。


清水「刑事さん。乱暴はいけませんよ。


　私は、しがないルポライターに過ぎません。真実を追求しているだけです。


　（所田の方に背を向け）まあ、まずは、会見を楽しみにしています。


　あとでまた会いましょうや。どうやら、刑事さんにも取材する展開になりそうなんでね」


　　　清水、廊下を去ってゆく。


　　　所田、その方角をずっと睨み続けている。


 


　　　　　　○京子の精神内


　　　都市の大通りに、ゾンビたちがひしめき合っている。まさに悪夢。


 


　　　　　　○同・別の路地


　　　めぐみが一人で勇敢に歩いている。他に人はいない。


　　　めぐみ、立ち止まり、呆気にとられる。


　　　目の前の、路地のど真ん中には、


　　　建物並みの大きさの赤いボールがずっしりと置かれてあるのだ。


　　　そのそばの路上には、サラマンダが一匹もがいており、


　　　海岸に打ち上げられた魚のように、ヒレをバタバタさせている。


　　　と、いきなり猫が一匹スタスタとやって来ると、


　　　そのサラマンダをくわえて、いずこかへと去っていってしまう。


　　　めぐみ、そっとボールに寄ってみて、手をつけてみる。


　　　すると、手が中へと吸い込まれていく。ハッとするめぐみ。


　　　めぐみは、そのまま、ボールの中へと入っていく。
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　　　　　　○同・ボール内


　　　悪役マンティゴア、ご登場。


　　　ボールの中は、一見ステージ風で、


　　　マンティゴアが台の中央に立ち、沢山の等身大人形にと取り囲まれている。


　　　マンティゴア自身の容姿は、覆面をした黒ミサ主催者のスタイルに似ている。


　　　このボールの中には、他にも、大きなテレビと、


　　　天井から突き出たビデオカメラ（常に動いていて、このボール内を写し続けている）


　　　があり、テレビには都市内のゾンビたちの様子が映し出されている。


　　　マンティゴアの前に、スタスタと歩み寄るめぐみ。


めぐみ「（きつく）あなたが、マンティゴアね」


マンティゴア「さよう。よく、ここまでたどり着けたな」


めぐみ「あなたみたいな存在は許せない！必ず倒してやる！」


　　　めぐみ、ふところから銃を取り出す。


マンティゴア「ムダな事だ。しょせん、人間に我らゴーラを倒せるはずがない」


めぐみ「やってみなくちゃ、分からないじゃない！」


マンティゴア「我々は超精神的存在なのだ。


　常に姿を変え続ける我々の本性すら、お前には見抜く事ができぬに違いあるまい。


　たかが人間ごときに、どう立ち向かえると言うのだね。


　おとなしく物質世界に帰るがよい。私だって、無益な殺生はしたくないのだ」


めぐみ「でも、私だって、


　あなたの宿主になっている、この女の人を、どうしても救いたいのよ」


マンティゴア「よく聞け。


　人によっては、我らゴーラに身を任せた方が、本人のためになる者もおるのだ。


　そこまで考えた事はあるのかね？」


めぐみ「そんなの屁理屈よ！」


マンティゴア「よかろう。そこまで言い張るのであれば、相手をしてやろう。


　（大声で）行け！」


　　　途端に、人形たちが、口をパクパクさせながら、めぐみの方めがけて歩き出す。


　　　この人形たちは、マンティゴアのボディガードなのだ。


　　　驚き、尻込みするめぐみ。


　　　彼女は、銃を乱射するが、弾丸が当たっても、


　　　マンティゴアも人形も全くビクともしない。


　　　（弾丸が当たると、人形は、破損しながらも、そのまま、まだ向かって来るし、


　　　　マンティゴアに至っては、弾丸が体を貫通してしまい、傷すら付かない）


　　　この様子を、ビデオカメラは激しく写しまくり、


　　　写された光景は即モンタージュとなって、テレビの画面に映し出される。


　　　笑い続けるマンティゴア。


　　　めぐみ、絶体絶命の危機！


　　　その時、彼女は、ハッと、ビデオカメラとテレビに目をとめる。


めぐみ「これだわ！」


　　　めぐみ、テレビ目がけて乱射する。


　　　テレビは、穴だらけになって、ショートしてしまう。


　　　すると、人形たちは動かなくなり、ガシャガシャと倒れてゆく。


　　　マンティゴアは、いつの間にか穴だらけになっており、台の中でよろめいている。


めぐみ「なるほど。あなたの本体は、そのテレビデッキだったのね。


　カメラを通して、そこから宿主の精気を吸い取っていたと言う訳か」


マンティゴア「（倒れつつ）よくぞ、私の正体を見破った。私の負けを素直に認めよう。


　しかし、私は、決して自分が害悪だったと認めた訳ではないぞ。


　我らゴーラは、そもそも、寄生先の人間の無意識とうまく結び合えてこそ、


　はじめて取り憑くものなのだ。


　これ以上、無駄な殺し合いはして欲しくない。どうか、考え直してくれたまえ」


　　　マンティゴア、床に伏す。


　　　そのままジュッと溶けて、ペチャンコになった外皮だけが、そこに残る事となる。


　　　その断末魔を、めぐみは静かにジッと見届ける。


 


　　　　　　○再び、芸能プロの一室


　　　マネージャーが、押さえつけているかのように、ドアに寄りかかっている。


　　　ドアの外では、集まったレポーターたちがざわめいているのだ。


マネージャー「（焦って）まだなんですか！こっちは、もう時間いっぱいです。


　早く、会見場の方へ、この子を連れて行かないと！」


所田「落ち着いて。信じるんです！」


マネージャー「そんな事、言われても・・・。ああ、全て、おしまいだ！」


　　　ジッと、めぐみと京子の姿を見守る所田。


　　　ドアの外のざわめきが、さらに激しくなる。


　　　その時、めぐみが静かに目を開き、ヨロヨロと起き上がる。


所田「めぐみ！」


めぐみ「（か弱く）終わったわ」


　　　そのまま、めぐみは、所田の胸へと倒れ込み、抱かれつく。


所田「やった！」


　　　同時に、ドアがバタンと開き、レポーターたちがなだれ込んでくる。


　　　時間が遅れている会見が待ちきれず、抜け駆けしてスクープをもぎ取ろうと、


　　　この控え室にまで押し寄せてきたのだ。


　　　彼らは、パール京子の事を取り囲み、すぐさま質問責めを始める。


マネージャー「（愛想笑いで）まあまあ、皆さん、そう焦らないで！


　今、会見場の方へ移動しますから！ほら、見てくださいよ。


　この子のお腹は、別に膨らんではいないでしょう？」


　　　マネージャー、目覚めたばかりの京子とレポーターたちを引き連れて、


　　　ドアの外へ出てゆく。


　　　あとには、めぐみを抱いた所田と、不満げな表情の清水だけが残っている。


所田「あんた、残念だったな。すっかり、アテが外れちまって」


清水「チッ。あと少しだったのに！


　・・・ま、いいさ。チャンスは今回だけじゃないだろうからね。


　また今度の機会を楽しみにする事にしますよ。フフフ」


　　　清水、ドアをくぐって、去ってゆく。


 


　　　　　　○警視庁の一室　　（夜）


　　　所田、めぐみ、署長をはじめ、警官たちが、それぞれグラスを片手に、立っている。


署長「ひとまず、ゴーラの退治の成功を祝って、乾杯といこうではないか」


　　　皆は、ワーッとグラスを傾け合う。楽しそうなムード。


　　　所田とめぐみ、微笑みあって、グラスをカチンと当てる。


署長「（めぐみのそばに近寄り）今日の一番の功労者は君だ。


　一言、皆に述べてくれないかね」


　　　辺りは静かになり、皆はめぐみの方を向く。


めぐみ「（微笑み）私、今、とっても嬉しいんです。


　私の力が、今回、100パーセント、人助けに使えたのだと思うと。


　これも、全ては、私の事を心から信じてくださった皆さんのおかげです。


　本当にありがとうございました」


　　　めぐみ、頭を下げる。拍手喝采に。


署長「さあ、さあ、今日は無礼講だ。皆、ガンガン飲もうではないか」


　　　所田とめぐみが、寄り合う。


所田「何よりも、君の身が無事で良かったよ」


めぐみ「残るゴーラは、あと二匹ね」


所田「大丈夫さ。君なら、きっと倒せるよ」


めぐみ「えへん。そうね。（クスリと微笑む）」


　　　その時、一人の婦警が慌てて入ってくる。


婦警「大変です！あのパール京子さんが自殺したって！


　ビルの屋上から飛び降りたんだそうです！」


　　　この場にいた皆は、いっせいに驚きの声を上げる。


所田「（婦警の方を睨み）一体、どうして！ゴーラはきちんと取り除いたはずだぞ！」


婦警「（動揺しつつ）遺書が見つかったそうです。そこには


　『今の生活に疲れました。これ以上、私に干渉しないで下さい』と書かれていたとか」


 


　　　　　　○回想シーン　　（白黒）


　　　ビルの屋上に立った、白いドレス姿のパール京子。彼女は、バッと飛び降りる。


　　　彼女の体は路上に落ち、グチャリという、嫌な、潰れた音とともに、


　　　血が一面にはね散る。（屋上から見たカット）


　　　このシーンは、妙に迫力がある。


 


　　　　　　○再び、警視庁の一室　　（夜）


　　　ブルブル震えていためぐみが、たまらなくなって、走ってドアから飛び出す。


　　　所田が、そのあとを、慌てて追いかける。


 


　　　　　　○警視庁の屋上　　（夜）


　　　めぐみが、走って、手すりの前にまでやって来る。


　　　そして、星の輝く夜空むけて、大声で怒鳴りちらす。


めぐみ「ゴーラさん！あなたは残酷だわ！


　なぜ、せっかく救ってあげたのに、京子さんは自殺してしまったのよ？


　これじゃ、私のやった事は、一体、何だったの？」


　　　そこへ、所田がやって来る。


所田「めぐみ！仕方ないじゃないか。事実を受け入れるんだ」


めぐみ「（泣きながら）でも・・・でも・・・私たちの努力は間違いだったの？」


所田「（あえて、答えず）さあ、行こう。皆も心配している」


　　　泣いて、手で顔を覆うめぐみを連れて、所田は屋内へ帰ってゆく。













    死霊のえじわた（後編）
     


　　　　　　○大都会


　　　真っ昼間の大通り。ものすごい人ごみ。


　　　いきなり、凄まじい叫び声が響き渡る。


　　　通りのど真ん中に、大きなヤジ馬の輪が出来上がっている。


　　　パトカーのサイレン。


　　　間もなく、ヤジ馬の輪の元へ、パトカーがやって来て、停車する。


　　　パトカーのドアを開けて、中から所田が登場。


　　　所田、ヤジ馬をかき分けて、その中心地へと入っていく。


　　　そこでは、チンピラ風の若い男が、苦しそうに転がっている。


所田「（チンピラの前にしゃがみ）おい、大丈夫か」


チンピラ「（所田へ）た、助けてくれ！体が割れそうなんだ。死にたくねえよぉ！」


所田「しっかりしろ。今、救急車も到着する」


　　　新たなサイレンが聞こえてくる。救急車がやって来たのだ。


　　　停車した救急車の中から、救急隊員らとめぐみが降車。


　　　彼女らは、チンピラの元に駆け寄る。


　　　チンピラの前でしゃがみこむ所田とめぐみ。


めぐみ「この症状は、もしかすると・・・」


所田「（真剣な顔で）モズマの時と同じだ」


 


　　　　　　○停車している救急車内


　　　担架に乗せられて、トランス状態になっているチンピラのそばに、


　　　所田とめぐみ、救急隊員らが寄り添っている。


めぐみ「病院に運んでからだと、手遅れになるかもしれない。ここで治療を開始するわ」


所田「おい、大丈夫なのか？」


めぐみ「これ以上、犠牲者を増やす訳にはいかないもの」


 


　　　　　　○救急車外


　　　通りのど真ん中に停まった救急車の周りを、沢山のヤジ馬が取り囲んでいる。


　　　救急車の中から、所田が出てくる。


所田「皆さん。今の男性は、どうやら伝染病にかかっていた可能性があります。


　特に危険なものではありませんが、


　念のために、この救急車のそばには、近づかないようにしてください」


　　　たちまち、ヤジ馬が四方に散らばり出す。


 


　　　　　　○再び、救急車内


　　　担架の上のチンピラの額に、めぐみが顔を近づける。


　　　そして、自分の額を重ね合わせると、静かに目を閉じてゆく。


 


　　　　　　○チンピラの精神内


　　　夜の大都会。人の気配はなく、霧が濃い。


　　　一人の男が、ビクビクしながら、裏路地を歩いている。


　　　いきなり、彼は、パンク・ファッションの男（モズマ）に、


　　　右腕で、首を締め上げられる。


　　　もがいている男の首を、モズマは楽しげに、左手でへし折ってしまう。


　　　男の死体が、路上に倒れ伏す。


　　　モズマ、いずこへ去ってゆく。
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　　　　　　○同・別の路地


　　　霧が濃い。


　　　めぐみが、一人でつっ立っている。彼女は、ゆっくりと歩き出す。


めぐみ「（辺りを見回して）ここも、もう手遅れなのかしら・・・」


　　　ふと、彼女は立ち止まり、前方を見入る。


　　　大通りを、巨大なトカゲ・ゴモラ（人形アニメで表現）がのし歩いているのだ。


めぐみ「あの怪物は・・・麻薬患者の精神の中でも見た事があるわ。


　さては、この男も薬をやっていたのね」


　　　めぐみ、気を取り直して、また歩き出す。


　　　と、地面がいきなり割れ、またもやサラマンダが現われて、飛びかかってくる。


　　　めぐみは、手で顔をガードし、サラマンダを地面へ払い落とす。


　　　途端に、ビルの影に隠れていた人々が、ワッと飛び出してくる。


　　　彼らは、喚声をあげて、怯んでいるサラマンダに襲い掛かり、


　　　持っていた棒でメチャクチャに叩き出す。


　　　めぐみは、その様子を、呆気にとられて、眺めている。


民衆の一人「こっちにも居るぞお！」


　　　人々は、その声に従って、


　　　いっせいに、新たに出没したサラマンダの方へ向かってゆき、


　　　騒がしく、やっつけ出す。


　　　めぐみは、その様子を傍観している。


めぐみ「（つぶやき）ここの人たちは、まだ諦めずに、必死に災厄と戦っているんだわ」


 


　　　　　　○同・別の路地


　　　霧が、道の上を、生き物のように進行している。


 


　　　　　　○同・先の路地


　　　相変わらず、サラマンダ退治をしている民衆と、それを眺めているめぐみ。


　　　その時、空をつんざくような悲鳴が！


　　　一同は、いっせいに一方向へ目を向ける。


　　　めぐみは、その方角へ向かって、走り出す。


 


　　　　　　○同・別の路地


　　　血に染まった男の死体が、うつ伏せになって、路上に倒れている。


　　　そこへ、めぐみが走る寄ってくる。


めぐみ「（つぶやき）なんて無惨な・・・」


　　　めぐみ、しゃがみ込んで、死体に触れようとする。


男の声「触っちゃダメだ！」（これは、少し遅れて駆けつけた民衆の一人からの忠告である）


　　　めぐみ、ハッとして、死体のそばから後ずさる。


　　　死体が、急に変化してゆく。皮膚が変色し、爪が伸び・・・。


　　　そして、死体はゆっくりと立ち上がる。


　　　化け物（特殊メイクで表現）となっているのだ。（BGMと効果音）


　　　集まっていた民衆は、いっせいに走って逃げ出す。


　　　その中に、めぐみの姿も混ざっている。


 


　　　　　　○同・別の路地


　　　霧深い通りの上に、マンホールがある。


　　　その蓋が、ガタガタと動き出す。


　　　やがて、蓋を押し上げて、化け物男の群れが、


　　　マンホールの中からゾロゾロと這い上がってくる。


 


　　　　　　○同・別の路地


　　　めぐみや民衆が佇んでいる。


　　　突然、そこへ、霧が押し寄せてくる。


　　　めぐみは、皆が震えているのに気が付く。


めぐみ「皆、一体、何を怯えているの？」


　　　その時、不気味な呻り声が聞こえてくる。


めぐみ「あの声は・・・？」


　　　そして、路地の向こう側に、化け物男たちが、群がって現われる。


　　　こちらに向かってくるのだ。


　　　人々は、おののき慌てて、パニックとなる！


　　　襲いかかってくる化け物男の集団！それに、逃げ腰でも立ち向かう民衆！


　　　壮絶な大乱闘が始まる！


　　　次々に仕留められてゆく化け物男たち。


　　　一方で、化け物男に傷つけられてしまう人々も少なくなく、そのうちの一人が


　　　「オレは、あいつらにはなりたくない！一思いに殺してくれ！」と叫んでいる。


　　　戸惑いながらも、この交戦に巻き込まれるめぐみ。


　　　彼女も、果敢に、怪物男をやっつけている。


　　　やがてーー


　　　両陣営は全滅し、路地には死体だけが散らばる事となった。


　　　運よく、一人だけ最後まで生き残っためぐみは、


　　　呆然としながら、路上に立ち尽くしている。


　　　しばらく経ってから、彼女は思わず叫ぶ。


めぐみ「もう！一体、どうなってるのよ！どこかに元凶がいるはずだわ！出てらっしゃい！」


　　　その時、かん高い笑い声が響き渡る。


　　　そして、めぐみのずっと目の前を、怪しい人影が走り去ってゆく。


　　　めぐみも、ハッとして、走り出す。


 


　　　　　　○同・都市内


　　　めぐみと怪しい人影の追いかけっこ。


　　　さまざまな場所を走り、通過した末にーー


 


　　　　　　○同・墓地


　　　めぐみがやって来る。そこで立ち止まる。


　　　彼女はハッとする。


　　　雑草だらけの空き地なのかと思いきや、あちこちに古びた墓石があるのだ。


　　　ここは、廃れた墓地なのである。


　　　めぐみ、恐る恐る、歩き出す。


　　　その時！草むらに隠れていた毛むくじゃらの手足が、


　　　ガサガサと地を這って、めぐみ目がけて、襲いかかってくる！（効果音）


　　　めぐみ、おののくが、すでに手遅れだ。不気味な手足に捕まってしまう。


　　　めぐみの事を押さえつけた手足は、さらに頭や胴体と合体して、


　　　まるで狼男のような姿になる。


　　　これこそ、モズマの本体だ！


　　　めぐみは必死にもがき、肘打ちで、どうにかモズマを突き放す。


　　　そして、そばに落ちていた墓掘り用スコップを拾い上げると、


　　　それで、怯んでいたモズマを、思いっきり、ぶっ叩く！


　　　スコップは折れ、先端のシャベルの部分が吹っ飛ぶ！


めぐみ「（感情的に）さあ、覚悟しなさい！」


　　　めぐみ、スコップの折れた先を、モズマの方へ突きつける。


　　　倒れていたモズマが、ヨロヨロと立ち上がる。


モズマの声「めぐみよ。何を勘違いしているのだ。わしの姿をよく見てごらん」


　　　モズマの姿が、優しそうな初老の男性の姿とオーバーラップしていく。


めぐみ「（小さく）パパ・・・」


モズマの声「そうだ。お前のパパだ。


　お前の力は人のために役立てなさい、といつも教えていたのは、


　このパパだった事を忘れたのかい？」


　　　狼男だったモズマは、完全に初老の男性にと変わっていて、


　　　その手をめぐみの方へ差し伸べている。


　　　めぐみも、スコップを下ろしてしまい、


　　　完全に無防備な態度になって、ゆっくりと初老の男性のそばへ歩み寄っていく。


声「（どこからともなく）危ない！騙されるな！」


　　　めぐみ、ハッと、初老の男性の前から飛びのく。


　　　次の瞬間、初老の男性の姿がパッとモズマに戻る。


　　　モズマがガーッと大きく口を開け、牙をむき出しにする！


　　　おののくめぐみは、反射的に、モズマの胸めがけて、スコップを突き刺す！


　　　モズマの凄まじい悲鳴。


　　　彼の狼男の姿が、一瞬、あのパンク男の姿に変わり、


　　　それから、一気に朽ち果て始めて、肉片がボロボロと崩れ落ちてゆく。


　　　あとには、地に刺さったステッキ


　　　（先端が大きな水晶玉になっており、その水晶球とモズマの頭部の位置が同じである）


　　　のみが残される。


　　　呆気にとられているめぐみ。


めぐみ「（悲しげに）そうよ、パパはもう、この世には居なかったんだわ。


　異質な力を持ってしまった私の、一番の理解者だったパパは・・・」


　　　めぐみに声をかけた青年を先頭に、この都会の生存者たちが、


　　　ゾロゾロと、めぐみのそばに歩み寄る。


青年「モズマの正体は、その魔法のステッキだったんだ。


　特に実体はなく、相手の心を読み取って、さまざまな形に姿を変えていたんだ」


　　　めぐみたちは、ステッキを眺め続けている。　　（FO）


 


　　　　　　○めぐみの病院の院長室


　　　めぐみが、立ったまま、棚の整理をしている。


　　　その最中に、机の上の電話が鳴る。


　　　めぐみ、机のそばに歩み寄り、受話器を取る。


めぐみ「はい。新堂精神科病院です」


受話器からの声「めぐみか？僕だ、所田だ」


めぐみ「どうしたの、急に・・・」


所田「この前、助けたゴーラズ患者がいただろう。あの男が人を殺した・・・」


めぐみ「（驚いて）何ですって！」


所田「ゴーラズ治療を終えてから、すぐだ。


　会ったばかりの男とケンカして、逆上し、そのままナイフで刺しちゃったらしい。


　奴は今、ここの取調室にいるんだが、全然、反省の色は見せてないよ」


めぐみ「私は、何のために、彼を助けた事になるのよ！」


所田の声「君は悪くない。よくやってくれたさ」


めぐみ「なだめてくれなくても、いいわよ！


　モズマは、あの男の本性を写したゴーラだったのね・・・」


所田の声「何の事だい？」


めぐみ「何でもない。ねえ、あと患者は一人ね」


所田の声「そうだな」


めぐみ「その人ぐらいは、きちんと救ってあげたいわね」


 


　　　　　　○診療室


　　　前にも登場した老医師が、


　　　レントゲン写真（人間の頭部）を教鞭で指しながら、カメラの方に説明している。


老医師「三人目の被害者を調べる事によって、ゴーラ憑きについて、新しい事が判明したよ。


　この写真を見たまえ。脳の前頭葉の部分が光っておるだろう？


　これじゃよ！ゴーラに取り憑かれた脳は、このように、レントゲンにかけさえすれば、


　一発で見分ける事ができるのじゃよ。


　・・・なぜ、脳が光るのかまでは、解明できてはおらんがな」


 


　　　　　　○豪邸


　　　ベランダ。空は曇っていて、風が強い。


　　　愛らしい幼女（あや子）が、手すりに掴まって、広い庭園を眺めている。


　　　そばには、執事（じいや）もついている。


あや子「じいや。お外は、いつ見ても綺麗ね」


じいや「そうですね。お嬢さま」


あや子「不思議ね。あたしは、なぜ、こんな美しい世界へ飛び出す事が出来ないのかしら。


　おうちの中よりも、ずっと安全そうなのに」


じいや「お嬢さま、それは仕方がないのです。さあ、おうちの中に戻りましょう。


　これ以上、ベランダに出ていると、体に毒です」


あや子「分かってるわよ、じいや」


　　　あや子、寂しげにうつむく。


 


　　　　　　○新宿


　　　軽快なBGM。


　　　大きなデパートの前でおち合う所田とめぐみ。


　　　そのデパートでショッピングを楽しむめぐみ。


　　　彼女の付き添い役として、買ったものを沢山持たされてしまい、閉口気味の所田。


　　　買い物を終え、道を歩く二人。


　　　休憩。公園でアイスクリームを食べている二人。


　　　　　etc


 


　　　　　　○めぐみの病院の院長室


　　　無人。机の上の電話が鳴っている。


　　　ドアを開けて、街から帰ってきたばかりのめぐみが入ってくる。


　　　彼女は、慌てて机に走り寄り、受話器を取る。


受話器からの声「あ、新堂さんですか・・・」


　　　遅れて、所田もドアから入ってくる。


めぐみ「（受話器へ）はい。新堂精神科病院ですが、どちら様でしょうか」


受話器からの声「すみません。警察です。


　そちらに、うちの所田部長が伺っていると聞いたのですが」


めぐみ「はあ。ちょっと、私の私用に付き合わせちゃいましたが・・・


　あの、何か、ありましたか？」


受話器からの声「最後の患者らしき人物が見つかったのです」


めぐみ「ほんと？分かったわ。すぐ、二人で、その人の元へ向かいます。住所はどこ？」


受話器からの声「中川経輔氏の東京での住宅です」


めぐみ「（驚き）え！中川経輔って、あの中川コンツェルンの！？」


 


　　　　　　○豪邸前


　　　大きな門の前に、所田とめぐみが乗った乗用車が停車する。


 


　　　　　　○豪邸・廊下


　　　広い廊下を、所田とめぐみが歩いている。


所田「（嫌味に）豪勢なブルジョア趣味の屋敷だこと・・・。


　オレだって、同じぐらい働いてるはずなんだけどな」


　　　めぐみ、所田をたしなめるように、キッと睨む。


　　　そこへ、じいやがやって来る。


じいや「よく来てくださいました。こちらでございます」


　　　所田とめぐみは、じいやのあとをついて、歩き出す。


 


　　　　　　○同・個室


　　　ドアを開いて、じいやが入ってくる。


じいや「この子が、お話した患者です」


　　　所田とめぐみも入ってくる。二人は、ハッと目を見開く。


めぐみ「そんな・・・嘘でしょ？こんな小さな子が・・・」


　　　三人の目の前には、ベッドがある。そこには、あや子が眠っている。


　　　腕には、輸血用の点滴の針を刺している。


所田「（冷静に）どのような状況なのですか？」


じいや「この子は、中川家の末娘のあや子さまです。


　お嬢さまは、生まれた時から血液病に冒されていて、


　定期的に輸血をしないと、命を維持できない体でした。


　しかし、この治療法にも限界がありまして、もはや、これ以上は運に任せるしかないと、


　主治医もサジを投げていたのです。


　そんな時、お嬢さまの体は、なぜか、自力で血液を浄化し始めました。


　最初こそ、私どもも奇跡が起きたのだと喜んだのですが、どうも不思議なのです。


　そこで、お嬢さまの事をずっと見張っていますと、お嬢さまの異常行動が判明しました。


　お嬢さまは、真夜中、夢遊病状態で動き回り、


　近辺にいるノラ犬や動物の血を吸って、自分の血液を回復させていたのです！」


　　　驚く所田とめぐみ。


所田「（おののきながら）確かに、それは、


　ゴーラに憑かれた事による症状なのかもしれませんね」


じいや「お嬢さまのご両親であるご主人夫妻をはじめ、中川家の一族は、全員、外遊中で、


　今、この屋敷には、私ども使用人しかいません。


　留守を任せられていながら、こんな非常事態になってしまって、


　私たちは一体、どうすればいいのでしょうか。（さめざめと泣く）」


　　　困り果てる所田とめぐみ。


　　　その時、あや子が目を覚ます。


あや子「（天使のような可愛い声で）あれ。じいや、この人たちはだあれ？」


じいや「お目覚めですか。お嬢さまは気になさらなくてもいい人たちですよ」


　　　じいやは、あや子のベッドのずれた布団を直してやる。


あや子「じいや。おしっこしたい！」


じいや「これ。お客さまの前ですよ。点滴が終わるまで待ちなさい」


あや子「やだ。ここでする！ねえ、じいや！」


　　　あや子は、シビンで用を足したいと言っているのだ。


　　　その時、ドアを開けて、眼鏡をかけた、背の高い女性（光明寺）が入ってくる。


　　　彼女は、つかつかとあや子のそばに歩み寄る。


あや子「（パッと明るく）あ、光明寺先生！」


じいや「先生。見苦しいところを見せて、すみません」


光明寺「いえ、いいのよ。この子の教育は私の担当だし。


　（あや子へ）ねえ、あやちゃん。いい子だから、少しだけ我慢しましょうね」


あや子「やだ！我慢したくない！」


光明寺「（微笑み）仕方のない子ね。じゃあ、こうしましょうか」


　　　光明寺、点滴の瓶を持ち上げ、手にする。


　　　そして、あや子も、パジャマのまま、床に下りる。


光明寺「（あや子へ）お手洗いに行きましょう。終わったら、また横になるのよ」


　　　あや子、素直に頷く。光明寺が、点滴の瓶を持ってやり、二人は一緒に外へ出てゆく。


　　　所田、めぐみ、じいやが、それを見送る。


 


　　　　　　○同・寝室　　（夜）


　　　中川豪邸の一室。電燈は消している。


　　　ベッドの上には、めぐみが寝ている。


　　　隣の部屋では、所田が休んでいるらしく、間の壁が薄い為、会話ができるようだ。


　　　二人は、しばらく、この家に泊り込むのである。


　　　以降のシーンは、ずっと、豪邸内となる。


めぐみ「まだ信じられないわ。あんな愛らしい少女にゴーラが取り憑いただなんて」


所田の声「まだ決まった訳でもないさ。明日にでも、レントゲンで脳を調べてみよう。


　すぐ白黒がつくさ」


めぐみ「違ったらいいのにね。


　それにしても、娘の非常時だというのに、


　中川家の人たちは、なぜ、悠長に、屋敷の事を放っとけるのかしら」


所田の声「こういう一族の人間は、皆、そうさ。身内の事なんて、いちいち気にかけないよ。


　特に、あや子ちゃんは、生まれつき病弱で、厄介者扱いされている感じだしな。


　（嫌味に）連中は、お荷物の家族の事より、仕事や自分の事の方がずっと大切なんだ」


めぐみ「なんて人たちなのかしら・・・」


所田の声「いいから、もう寝ろよ。明日は忙しいぜ」


 


　　　　　　○別の寝室　　（夜）


　　　真っ暗。ベッドから、むっくりと人影が起き上がる。（実は、あや子）


 


　　　　　　○廊下　　（夜）


　　　真っ暗。小さく響き渡る足音。


　　　そして、ドアを開く音。


 


　　　　　　○寝室　　（夜）


　　　ベッドの上で眠っているめぐみ。その寝顔に、カメラが近づく。


　　　ハッと、めぐみが目を開く。そして、カメラの方を見て、悲鳴をあげる。


　　　なんと、そこには、パジャマ姿のあや子が立っていて、


　　　めぐみに咬みつこうとしていたのだ。


　　　次の瞬間、パッと部屋が明るくなり、


　　　ドタバタと駆けつけてきたじいやが、暴れるあや子を取り押さえる。


　　　続けて、入ってきた光明寺が、ためらわず、あや子の頬を軽くビンタする。


あや子「（寝ぼけながら）あ、光明寺先生・・・」


光明寺「（真剣に）目を覚ました？」


あや子「あたし、なんで、こんな所にいるの？」


光明寺「何でもないのよ。さあ、お部屋に戻りましょう」


　　　光明寺、申し訳なさそうに、めぐみへと一礼する。


　　　それから、部屋を出てゆくあや子と光明寺の姿を、


　　　めぐみと駆けつけた所田は、呆然と眺めている。


 


　　　　　　○居間


　　　外は雨。あや子、光明寺、所田、めぐみがいる。


　　　あや子は電話に出ていて、光明寺はそれに付き添っている。


あや子「（楽しそうに）ねえ、パパ！今、どこなの？え、ロンドン？


　いいなあ、あたしも行きたいな。ねえ、お土産、買ってきてね！絶対だよ。


　今度は、いつ帰ってくるの？そう、まだまだ先なの・・・」


　　　所田とめぐみは、その様子を、顔をしかめて、眺めている。


 


　　　　　　○寝室


　　　ベッドの上に、あや子が寝ている。


　　　機械が室内に持ち込まれていて、レントゲン技師が、あや子の写真を写している。


 


　　　　　　○廊下


　　　寝室のすぐ外。所田、めぐみ、じいや、光明寺らが立っていて、


　　　レントゲンの結果が出るのを待っている。冷静な光明寺以外は、イラつき気味。


　　　その時、寝室のドアが開き、レントゲン技師が顔を出す。


技師「どうぞ」


　　　四人は、寝室の中へ入っていく。


 


　　　　　　○再び、寝室


　　　レントゲン技師が、あや子の頭部写真を手にしている。


技師「間違いありませんね。これはゴーラ憑きです」


　　　所田ら四人は、ギョッと目を見開く。


 


　　　　　　○廊下　　（夜）


　　　パジャマ姿のあや子が彷徨い歩いている。


　　　慌てて駆けつけてきたじいや、所田、めぐみが、


　　　必死にあや子の事を取り押さえようとする。


じいや「（悲痛に）お嬢さま！どこに行くつもりなのです！」


あや子「（叫ぶ）血よ！血が欲しいよお！」


じいや「いけません！そんな事をおっしゃっては」


あや子「いや！いや！」


　　　そこへ、光明寺が駆けつけてくる。


光明寺「（真剣に）それほど吸いたいのなら、私の血を吸いなさい！」


　　　光明寺、あや子の目の前に、自分の右腕を突き出す。


あや子「（嬉しげに）あたしの血ぃ！」


　　　あや子、光明寺の腕に噛みつく。


　　　光明寺は、動かずに、あや子に自分の血を吸わせている。


　　　所田とめぐみは、その様子を、いたたまれぬ表情で眺めている。　　（FO）


 


　　　　　　○客間　　（夜）


　　　テーブルを囲んで、所田、めぐみ、じいやが座っている。


所田「ガシャラ国の大使館から、新しい連絡が届いたよ。


　大使館では、本国へと、別の無害な魔除けのツボを日本に送ってよこすように、


　要請をしたそうだ」


めぐみ「そう・・・」


　　　あまり、皆の会話は弾まない。


じいや「あのう。私からも話があるのですが・・・」


所田「は？」


じいや「すみませんが、お嬢さまから、あなた方は手を引いていただきたいのです」


めぐみ「（バッと乗り出し）なぜ！！」


じいや「お嬢さまは、飲む為の血を欲しがる以外、他に異常はないみたいです。


　だから、ヘタに悪霊を祓って、お嬢さまの寿命を縮めるよりも、


　現状を維持させてはどうかと思うのです。


　新鮮な血液だけでしたら、血統書付きの犬や類人猿などから、


　いくらでも、人体に悪影響のないものを、私どもの力で集められます。


　これでしたら、他人にも、いっさい迷惑はかけませんでしょうし」


所田「はあ・・・それで本当に構わないと言うのでしたら、


　こちらとしても、検討はしてみますが・・・」


めぐみ「（強く）ダメよ！そんな事！」


所田「どうして！？」


めぐみ「動物の血をすすってまでして生きて、


　それで、果たして、人間として生きていると言えるの！？そんなの、絶対にダメよ！」


　　　一同は黙り込む。暗いムード。


 


　　　　　　○寝室


　　　ベッドの上に、無理やり寝かされたあや子が暴れている。


　　　それを、じいや、所田、光明寺らが、必死に押さえつけている。


あや子「（泣き叫ぶ）苦しいよ！血が欲しいよ！血が飲みたいよう！」


光明寺「（真剣に）あやちゃん！我慢しなさい！ねっ、先生との約束でしょ？」


　　　その様子を、離れた場所から、めぐみが呆然と眺めている。


 


　　　　　　○夢


　　　真っ暗。時々、めぐみの顔にフラッシュが当たって、チラチラと映る。


バジリスクの声「めぐみよ！聞こえるか」


めぐみ「あなたは誰！？」


バジリスクの声「私はバジリスク。中川あや子に取り憑いているゴーラだ」


めぐみ「あなたが、今回の騒動の元凶なのね！！」


バジリスクの声「そうだ。めぐみよ、なぜ私の事を忌み嫌うのだ？


　私のおかげで、あの娘は、不治の病でありながらも、いまだに生き長らえているのだぞ」


めぐみ「あなたの力を借りて生きてるだなんて、それは、すでに死んでいるのと同然よ」


バジリスクの声「とんでもない誤解だ。今の人間の科学で、あの子を治せるのかね？


　生き続けさせる事ができるとでも言うのかね？」


めぐみ「おだまり！立ち去りなさい、地獄から来た精霊よ！


　あなたなんかと交わす言葉はないわ！」


　　　バジリスクの笑い声。そして、翼の羽ばたく音。


 


　　　　　　○寝室　　（夜）


　　　暗い。


　　　ベッドから、めぐみがガバッと起き上がる。


　　　そして、今のが夢だと分かって、ホッと息をつく。


 


　　　　　　○別の寝室


　　　ベッドに、あや子が寝ている。苦しそうな、荒い寝息。


　　　じいやと光明寺が、心配そうに、そばで見守っている。


　　　一緒にいためぐみは、ドアを開けて、ヨロヨロと廊下へ出てゆく。


 


　　　　　　○廊下


　　　所田が壁に寄りかかり、タバコを吸っている。


　　　そこへ、オロオロと、めぐみが寄ってくる。


　　　めぐみは、所田の胸もとに顔を伏せ、ワッと泣き出す。


めぐみ「所田さん。私は一体、どうすればいいの」


　　　所田、めぐみの体を優しく抱きしめる。


 


　　　　　　○豪邸前


　　　道路をスタスタと歩いて、清水がやって来る。


　　　そして、清水は、門の前で立ち止まると、豪邸を見上げる。


　　　彼はニヤリと笑う。


 


　　　　　　○寝室


　　　ベッドの上に寝たきりのあや子が、看病している光明寺と話をしている。


あや子「（苦しそうに）先生。あたしは、死ぬんじゃないものね。


　これから、ロンドンに行くんだよね。パパとママに会いに行くんだよね」


光明寺「（優しく）そうよ、あやちゃん！そうよ。怖がらなくていいのよ！」


　　　ドアのそばで、めぐみとじいやも話を交わしている。


めぐみ「あや子ちゃんのお父さんとお母さんは、まだ来ないの！？」


じいや「（オロオロと）すでにロンドンは発ったと、連絡はいただいたのですが・・・」


　　　めぐみは、いたたまれずに、廊下に飛び出す。


 


　　　　　　○廊下


　　　ドアの外で、ちょうど寝室に入ろうとしていた所田と出くわす。


所田「どうだ？あや子ちゃんの状態は？」


めぐみ「（ヒステリックに）もう限界よ！これ以上は、輸血しても持ちそうにないわ。


　息をひきとるのを待つだけよ！」


所田「とにかく、中で立ち会っていよう」


　　　二人、寝室の中へ入ってゆく。


 


　　　　　　○再び、寝室


　　　ベッドでは、あや子が静かに眠っている。死にかけてるとは思えない、ピュアな寝顔。


　　　光明寺、じいや、めぐみ、所田の四人が、椅子に座って、ジッと様子を見守っている。


　　　ノックの音。


　　　一同は、ハッとして、期待の表情で、ドアの方に目を向ける。


　　　あや子の両親が、ようやく帰ってきたのか？


　　　ところが、入ってきたのは、あのガシャラ国の代表と通訳である。


　　　皆は、あからさまにガッカリする。


通訳「お取り込み中とは存じておりましたが、


　本国からツボが到着しましたので、急いで届けにきました」


所田「わざわざ、ありがとう」


　　　こうして、ガシャラ国代表と通訳も、あや子の見舞いに加わる。


　　　沈黙の時間が続く。


　　　やがて、昏睡中のあや子が咳き込みだす。光明寺が、慌てて介護する。


光明寺「あやちゃん、しっかり！あやちゃん！」


　　　だが、あや子は、そのままグッタリと動かなくなってしまう。


　　　光明寺は、あや子の胸もとに耳を当てる。彼女は、暗く顔を上げると、頭を横に振る。


　　　じいやが、あや子の死体の上に覆いかぶさり、ワッと泣き出す。


　　　愕然としてベッドの方を見つめているめぐみ、所田たち。


　　　光明寺が起立して、めぐみたちへと礼をする。


光明寺「私たち、話し合って、決めていたんです。


　これ以上、無理に延命しても、あやちゃんを余計に苦しめるだけだから、


　心臓が止まった時は、そのまま静かに行かせてあげようと。


　今まで、いろいろとお世話になりました。


　このあとの事は身内の私たちだけに任せて、どうぞ、お引き取りください」


　　　めぐみが、スックと椅子から立ち上がる。


めぐみ「（泣くのを堪えつつ）まだ終わってないわ！これからでも、私はゴーラを倒す！


　完全な脳死までは、ゴーラも肉体からは離れていないはずだから。


　タイムリミットまでは、まだ10分間あるわ！きちんと浄化してあげなくちゃ。


　そうじゃないと、あや子ちゃんも浮かばれないわ！」


　　　めぐみは、ガシャラ国代表と所田の顔色をうかがう。


　　　代表は優しく頷き、所田も遅れて、真剣な顔で頷いて、めぐみに許可を与える。


　　　めぐみは、ベッドのそばへ歩み寄る。


　　　そして、あや子の額に、ゆっくりと自分の額をくっつける。


　　　精神感応が始まり、意識を失っていくめぐみ。


　　　その時、いきなり眩しいフラッシュが光る！


　　　所田、ハッとして、ドアの方に目をやる。


　　　そこには、清水が、カメラを構えて、勝ち誇った態度で立っている。


所田「清水！あんたが、なんで、ここに？」


清水「（ふてぶてしく笑い）私は、財界方面にも、


　頼もしい協力者や太いパイプを持ってましてね。


　こちらにも、そこそこに無理がきくんですよ。


　それよりも、フフフ、見てごらんなさいよ。


　ガシャラ国大使館の人間に、異様な心霊治療の現場！


　新しい魔除けのツボまで揃ってやがる。


　もう隠しようがありませんね。これぞ、現代の文明国に蘇ったエクソシスト！


　衝撃のゴーラズ事件の特ダネを、ついにモノにした訳だ！」


所田「（悔しげに）あんたって野郎は・・・。


　この事件をストレートに世間に発表すれば、


　恐怖からパニックが起きてしまうのが、分からないのか？」


清水「はいはい。記事にするのは、今の悪霊祓いが終わるまでは待ってあげますよ。


　勇敢な女エクソシストからも話を伺いたいのでね」


　　　所田、いまいましげに清水の事を睨みつける。


 


　　　　　　○あや子の精神内


　　　黄昏の大都会。無人。


　　　広い大通りに、めぐみ一人がポツンと立っている。


　　　めぐみ、足元に視線を向ける。サラマンダの死体が、あちこちに散乱している。


　　　ゆっくりと彼女は歩き出す。


めぐみ「（つぶやき）全てが死に絶えている。


　間もなく、この大都会は闇に包まれて、死の果てへと消えてゆくんだわ」


　　　めぐみのはるか前方に、


　　　マントで首から下を隠した、背の高い怪紳士が、超然と立っている。


　　　めぐみは、その紳士のそばまで歩み寄る。


めぐみ「あなたがバジリスクね？」


バジリスク「その通りだ。よく分かったな」


めぐみ「当たり前よ。


　この死の街の中で、まだ生きていられるのは、ゴーラぐらいなもんだわ」


バジリスク「それと、君もね」


めぐみ「（強く）黙れ！」


バジリスク「（薄笑いで）なぜ、この娘をあっさり死なせてしまったのだ？


　私が憑いている限りは、永遠の生命だって、夢ではなかったのだぞ」


めぐみ「そんなのは、正しい生き方への冒涜よ！」


バジリスク「フン。全く、人間の考え方は分からんわい」


めぐみ「バジリスクさん。間違っているのは、あなたの方よ。


　私は、あなたの事が憎い。絶対に逃がしはしないわ！」


バジリスク「（高笑い）愚かな。


　お前ごとき人間が、本当にゴーラに勝てると思っているのか！


　たわごとを言うな！」


　　　めぐみは、毎度恒例、なぜか路上に落ちているスコップを、素早く拾い上げ、


　　　それを振り回す！


　　　この奇襲で、スコップの先をぶつけられた途端、


　　　バジリスクの首が、いとも簡単に吹っ飛んでしまう！


　　　バジリスクの首なし死体が路上に倒れる。


　　　荒く息をつきながら、めぐみがスコップを地面に投げ捨てる。


　　　そして、彼女はゆっくりと道を歩き出す。彼方を見つめながら・・・。


めぐみ「もはや、私には、この街を救う事はできない。


　ゆっくりと死が訪れるのを待つだけよ」


　　　その時、めぐみの目の前に、またしてもバジリスクが現われる。


めぐみ「（叫ぶ）あなた！今、倒したはずよ！」


バジリスク「（大声で）バカもの！たかが、あの程度で、ゴーラが死ぬものか！」


　　　バジリスクは、自分の頭部を両手で掴み、力強く、左右に引き裂く！


　　　すると、内側からは、鳥の頭が飛び出す！（効果音）


　　　バジリスク、怪鳥の鳴き声を出す。


　　　さらに、バジリスクは、バッとマントを開く。


　　　その正体は、手に翼がついた鳥人である。バジリスク、サッと空に舞い上がる。


　　　驚くめぐみ。


　　　バジリスクが、空中からの攻撃を開始する！


　　　彼が翼をあおぐと、突風が起こり、風の直撃した地面が爆発を起こす！


　　　走ったり、伏せたりして、逃げ回るめぐみ。


　　　武器のピストルを取り出して、それでバジリスクを狙い撃ちしようとするものの、


　　　素早く飛び回るバジリスクには、弾丸を軽くかわされてしまう。


　　　余裕で襲いかかってくるバジリスク！


 


[image: ]


　　　　　　○再び、寝室


　　　ベッド上のあや子の死体に頭をくっつけて、自己催眠状態になっているめぐみが、


　　　うなされている。


　　　それを、ジッと見守っている所田。


所田「（心配そうに）きっと、苦戦しているんだ。くそう。僕も助けに行けたらな・・・」


　　　その時、所田へと、通訳がささやく。


通訳「彼が、それも決して不可能な事ではない、と言っております」


　　　所田は、ハッと、ガシャラ国代表の顔を見る。代表が、優しく微笑む。


通訳「こう言ってます。愛の力さえあれば、何事もできない事はない、と」


　　　所田、小さく頷くと、めぐみの上に、抱きしめるように覆いかぶさってみる。


　　　すると、所田は、次第に催眠状態に入ってゆく。


　　　この状況を、顔をしかめて、眺めている清水。


　　　（このシーンは、神秘的で、癒されるBGMが流れる）


 


　　　　　　○再び、あや子の精神内


　　　相変わらず、めぐみとバジリスクの激しい戦闘が続いている。


バジリスク「（熱くなって）何をしてる！そこだ！やれ！早く！今だ、殺せ！」


　（注・バジリスクは、真っ二つに割れた人間の頭の部分が、鳥の胴体部へと命令している）


　　　めぐみの方が、一方的に押され気味。


　　　そんな最中、バジリスクの左胸に五芒星のマークがある事に気が付き、


　　　めぐみはハッとする。


めぐみ「（つぶやき）あの印は・・・」（めぐみの心の中に、所田の声が思い出される。


　「ツボが壊された場所で、星型のマークが見つかったんだ」）


　「・・・ゴーラのシンボルだわ。もしかすると、あれが急所？」


　　　めぐみは、バジリスクの胸部へと銃口を合わせようとするが、


　　　敵は素早く飛び回っているので、なかなかロックオンできない。


　　　その時。


所田の声「（遠くから）めぐみー！」


　　　バジリスクは、ギョッとして、動きを止め、声の方に顔を向ける。


　　　ここには、自分たち以外に誰もいないはずなので、つい驚いたのだ。


めぐみ「今だ！」


　　　この機を逃さず、めぐみが発泡！


　　　弾丸がバジリスクの胸の五芒星にと命中する。バジリスクの、押し殺したような悲鳴。


　　　次の瞬間、バジリスクの体は爆発し、空中分解する。


　　　粉々になった肉片とともに、ちぎれた右手も、ボトリと路地に落ちる。


　　　最後に、マリみたいな白いビニールボールが、地面に落下してくる。


　　　遠くの方から、所田が駆けてくる。めぐみも、所田の方へ走り向かう。


　　　二人は、しっかりと抱きしめ合う。


めぐみ「（泣きながら）所田さん、ありがとう！助かったわ。でも、どうやって、ここへ？」


所田「導師が教えてくれたのさ。


　人間が持つ、もっとも偉大な力を使えば、どんな事だって出来るってね」


めぐみ「その偉大な力って、何なの？超能力より凄いものなの？」


所田「まあ、何だっていいじゃないか。それより、ゴーラはどうなった？」


めぐみ「たった今、やっつけたわ」


　　　めぐみ、バジリスクのボールの元へ歩み寄り、それを拾い上げる。


めぐみ「これが、ゴーラの本体よ。


　これで、マンティゴアのビデオカメラ、モズマのステッキ、バジリスクのボール、


　その全てが揃ったわ。まとめて、新しい魔除けのツボの中に納めて、


　二度と外の世界に飛び出さないようにしなくちゃ！」


所田「そうだな。さあ、現実の世界へ戻ろうぜ。


　こんな所にいつまでも居座っていたら、一緒に死の底へと飲み込まれてしまう」


めぐみ「ええ。夜はもう、すぐそこよ」


　　　めぐみ、微笑みながら、所田の胸にと抱かれる。　　（FO）


 


　　　　　　○再び、寝室


　　　まず、所田が先に、目をこすりながら、起き上がる。


所田「（ガシャラ国代表へ）安心してください。ゴーラは全て、捕獲しました。


　もう二度と、災厄が世に出る事はないでしょう」


　　　優しく微笑むガシャラ国代表。


通訳「これも、全ては、あなた方二人が信じ合っていたおかげだ、と言っています」


所田「（通訳へ）彼に、ありがとう、と伝えておいて下さい」


　　　そんな矢先、清水が、


　　　自分のカメラのフィルムを外に引っ張り出して、ダメにしてしまう。


所田「どうした、清水？それでスクープを書くつもりじゃなかったのか？」


清水「（苦笑して）フン。


　今どき、刑事と女のパートナーのラブ・ストーリーなんかを読まされたって、


　甘ったるすぎて、誰も喜んじゃくれねえや。書く気を無くしちまったよ。


　あばよ、所田のだんな。機会があれば、またお会いしましょうや」


　　　清水、ドアから出てゆく。


　　　所田も、ホッとして、笑顔になる。


　　　その時、彼の肩を、目覚めたばかりのめぐみが、後ろからポンと叩く。


めぐみ「どうしたの？何か、あったの？」


　　　振り返る所田。


所田「おや、起きたのか。


　まあ、お前も、今回はよくやってくれた方だよ。最後の仕事にふさわしくな」


めぐみ「あら、何よ。まるで、私が仕事を辞めるかのような言い方じゃない？」


所田「そうさ。女はな、結婚して、さっさと家庭に入っちまうのが一番なんだよ。


　お前も、ぐだぐだと理想ばかりを並べたりしないで、早く結婚しちまうんだな。


　売れ残っちまう前にね」


めぐみ「まあ、ひどい！私は、まだまだ引退しないもんね！


　大して働いてもいないくせに、安月給を嘆いてるような人なんかよりは、


　私の方が、ずっと優秀なんだから！（無邪気な笑い）」


　　　所田とめぐみ、微笑み合う。


　　　とっても幸せそうなハッピーエンド。


 


　　　　　　○再び、あや子の精神内


　　　ほとんど、真夜中になりかけている。


　　　その中で、路上に落ちたバジリスクの右手が、まだピクピクと動き続けている。


 


　　　ENDマーク。


　　　エンディング・ソング。キャスト、スタッフロール。













    BATTLE ON SPIRITS！
     


　　　　　　１


　　　近代ビル内の白く長い廊下。


　　　奥の方より、二人の白衣姿の美女（ラリーとカナン）がやって来る。


　　　それを、せかせかと一人の白衣の男が、迎えに現われる。


男「（年配の美女の方へ）ラリー博士。お待ちしていました。そちらの女性は・・・？」


ラリー「私の助手のカナンよ。堅苦しい挨拶は抜きよ。早く、川上博士の所へ案内して」


男「は、はあ」


　　　三人は、並んで歩き出す。


ラリー「（男へ）様子はどうなの？」


男「はい。メイスン教授が全力は尽くしましたが、


　それでも生体維持がやっとと言うところで・・・」


ラリー「それで、私が招かれた訳ね。なるほど」


男「ラリー博士。本当にうまくいくのですか？」


ラリー「（妖しく微笑み）ご心配なく。これが、私の専門分野ですもの」


 


　　　タイトル「BATTLE ON SPIRITS！」


　　　キャスト・スタッフロール。


 


　　　　　　２


　　　ゆっくりと、フェード・イン。


　　　白昼。大都会の雑踏。


　　　その一角に、ラリーとカナン、一団のサングラスの男たちが佇んでいる。


カナン「（ラリーへ）博士。この街は、一体どこなのでしょう？」


ラリー「多分、東京ね。川上博士は、半生の大部分を日本で過ごしていた訳だし。


　ここまで鮮明に、他の街を知っているはずはないわ」


カナン「では、完全に私たちが不利ですね。


　ただでさえ、ここは彼の街だと言うのに、私たちはその地理さえよく分からない」


ラリー「どうも、甘く見すぎたわね。これだけ広いと、探すのは一苦労だわ。


　一度引き返して、態勢を整え直す事にしましょう。


　カナン、悪いけど、あなたはまだ、ここに残って、様子を伺っていてくれる？」


カナン「はい、博士」


ラリー「もし、川上博士に出くわした時は、くれぐれも連絡を忘れないようにね」


カナン「はい。分かっております」


　　　ラリーは男たちを連れて、去ってゆく。


　　　見送るカナンは、周りの人ゴミを睨む。


カナン「（つぶやく）全く、うっとおしいわね。


　こいつらさえ居なければ、探すのはもっと楽だと言うのに」


　　　カナン、手にした写真をそっと見直す。


　　　そこに写っている日本人の好青年が、探し人の川上博士である。


　　　顔を上げたカナンが、いきなり大声を出す。


カナン「（強く）川上博士！！卑怯よ！！コソコソ隠れてないで、出てらっしゃいよ！！」


　　　不思議な事に、周りの群衆はまるでカナンに注意を示さない。


　　　まるで、空気のように無視している。


　　　カナンも、不服げに歩き出す。路上に停めてあったオープンカーの元へ歩み寄る。


　　　その運転席のドアを開けようとした時ーー


カナン「！」


　　　そこから、ヌッとピストルの先がカナンの方へ向けられた。


　　　運転席のところへ隠れていた川上が、ピストルを持ったまま、ゆっくりと立ち上がる。


カナン「（動揺しながら）こんな所に・・・」


川上「（ニヤリと）おっと、不審な行動は取るなよ。


　このピストルは、オレの愛用していたもののダミーだから、弾はしっかり出るんだぜ」


カナン「殺す事ができないと知っていて、そうやって脅すつもり？」


川上「死ねなくても、痛みは感じるんだろう？とにかく乗りな。


　この車は、てめえらが持ち込んだものだから、オレには運転できねえ」


　　　川上は助手席の方へ移り、カナンがノロノロと運転席につく。


カナン「何のつもり？用があるのは、私たちの方よ」


川上「オレの方にだってあるんだよ。


　いつまで、オレをこんな所に閉じ込めておくつもりなんだよ。


　いい加減、解放してくれたらどうなんだ？」


カナン「お生憎さま。悪いのはあなたよ。


　新エネルギーの理論を、誰にも教えず、自殺なんかしようとするからーー」


川上「だから、現実世界から、こんな所へまで、


　わざわざ、あんたらが乗り込んできた訳かい。


　あんたのリーダーらしきあの女、一体誰だい？」


カナン「心理学の大家スチュアート・ラリー博士。それだけじゃないわ。


　あなたの生身の体の方は、大医師メイスン教授が担当を任されているのよ」


川上「ヘン。世界中の大科学者が勢ぞろいだな。


　それで、あんたは？オレの心ん中には、今何人の人間が乗り込んできてるんだよ」


カナン「隠さない方がいいわね。私はカナン。ラリー博士の助手よ。


　あとの人たちは、皆ダミー。


　まだ機械のパワーが弱いので、二人までしか精神そのものは送り込めないの」


川上「正直でよろしい。では、その調子で、この車を走らせてもらおうか」


カナン「どこへ行くつもり？」


川上「（笑って）どこでもいいさ。


　あんたも、この周りの連中とずっと一緒にいたら、イライラしてくるだろう？」


カナン「（キッと）ひどい言い方ね。元は、あなたの一部じゃない」


 


　　　　　　３


　　　田舎の土手道を走るオープンカー。


カナンの声「あなたが、新エネルギーの開発に成功し、


　その副産物として、大量のオゾンを生産できると発表した時、


　世界中の人々は喜びに湧いたわ。


　これで、環境問題もエネルギー問題も解決できるから。


　それなのに、あなたは突然研究を投げ出し、全資料を始末し、焼身自殺を図った。


　まさに全人類に対する裏切り行為よ。


　ある人たちは、あなたは本当は世の中が嫌いだったんだと推理したわ」


　　　車の助手席の川上が大笑いする。


川上「オレがニヒリストだって？このオレが！？」


カナン「（運転しながら）そうよ。おかげで、皆、こんなに苦労する事になったのよ。


　かろうじて、あなたの命は救ったけど、全身やけどで生命維持がやっとだった。


　手も口も使えないから、新エネルギーの事を聞き出す事ができなかった。


　だから、私とラリー博士が、自ら、あなたの心の中へと潜り込む事にしたのよ」


川上「すっかり、迷惑をかけちまったみたいだな」


カナン「こちらの話は終わったわ。今度はあなたの番よ。


　新エネルギーのデータはどこにあるの？」


川上「（首のロケットを手にし）これさ。肌身離さず持ってるよ」


　　　カナンがすかさず手を伸ばすが、川上は素早く身をかわす。


川上「おっと、ダメだね。


　この中の資料は、オレといっしょに死の世界へ持って行く予定なんだから」


カナン「いじわる。それをくれない限り、あなたは死なせてもらえないのよ。


　こうして、外界からアルファ波を投入され、


　ずっと夢心地で自分の記憶の中を彷徨っていなきゃいけないのよ」


川上「全く、ひでえ拷問だよな」


カナン「ひどいのはあなたよ。なぜ、それほどまでにも新エネルギーを葬り去りたいの？」


川上「分からないのか？世の中を見てみろよ。


　なぜ、今、人々は突然平和を訴え始めたんだと思う？


　エネルギー資源が枯れ、地球環境がつぶれ、世界経済が破綻したからなんだ。


　切羽詰まったからこそ、ようやく平和に目覚めれたんだ。


　もし、ここにオレの新エネルギーを導入して、全てを丸く収めてみろよ。


　また元に戻っちまうぜ。


　国同士がいがみあい、誰もがエゴをむき出しにした不幸な時代によ」


カナン「（ワナワナと）そんな、まさか」


川上「そのマサカなんだよ。


　オレが新エネルギーの事を発表したら、いきなり大統領が極秘に会いに来やがった。


　新エネルギー製の武器を作ってくれって頼みにな。


　だから、オレは新エネルギーと心中する事にしたんだ」


　　　カナン、愕然としている。


川上「どうした？」


カナン「（ジッと車の前を見て）ねえ、川上博士。


　このまま、まっすぐ行けば、どこに着くか、生前行った事がある？」


川上「いや。オレは、自慢じゃないが、車で東京から離れた事はないんでね」


カナン「じゃあ、あなたをお望みの死の淵にまで連れてってあげるわ」


　　　カナン、車をダッシュで走らせる。


 


　　　　　　４


　　　治療室。


　　　ベッドの上のカナンと全身包帯巻きの（ミイラみたいな）川上の脳波計を、


　　　ラリーと老医師・メイスンがジッと見ている。


　　　その周りで、助手たちがバタバタと働いている。


ラリー「（微笑み）カナンと川上博士の脳波の揺れが完全に一致してるわ。


　どうやら二人は接触に成功したみたいね」


メイスン「まさに思惑通りじゃな。では、最後の仕上げにかかろうか」


ラリー「（楽しげに）とっときの小道具を送り込んであげましょうよ」


 


　　　　　　５


　　　走るオープンカー。周りの景色がボンヤリと薄れてくる。


川上「（驚き、キョロキョロしながら）こ、これはどういう事だよ」


カナン「（落ち着いて）ここら辺りから、あなたの記憶の範囲外の地帯なのよ。


　あなたの知らない場所だから、はっきり形を持っていないの」


　　　川上は、まだ合点のいかぬようだ。


　　　と、車の前方に突如、黒いモヤが円状に出没する。


　　　カナンが顔をしかめる。


カナン「（きつく）あれは、精神投入の穴だわ」


川上「ヘッ。また誰か、オレの心ん中に入ってくる訳かい」


　　　その時、ラリーの声が一帯にと響き渡る。


ラリーの声「（笑って）カナン。おとりの任務、無事果たしてくれて、ご苦労さま。


　さあ、川上博士。この先は行かせないわよ。おとなしく捕まってもらいましょうか」


　　　空を見上げながら、カナンがおののく。


カナン「（つぶやき）ひどい。ラリー博士。オトリだなんて・・・」


川上「（あざ笑い）哀れだな。平たく言えば、あんたは、オレを釣る為のエサだったんだよ」


カナン「（オロオロと）そんな。


　私は、博士のために、ずっと一生懸命尽くしてきたと言うのに・・・」


川上「あんたらの師弟愛なんざ、しょせん初めっから、この程度のものだったのさ」


　　　川上がゲラゲラと笑い続ける。


　　　さて、黒いモヤの中から、いきなり、凄まじい超未来型戦車が飛び出してくる。


カナン「（ギョッと）あれは、ミステリアンだわ」


川上「何だよ、それは？」


カナン「欧米が共同開発した最新型のウルトラ戦車なの。核攻撃でもビクともしない怪物よ。


　あんなものを持ち込んでくるだなんて。逃げれっこないわ！


　この世界じゃ死ねもしないし、あなた、これでは捕まってしまうわ！」


川上「（大笑いして）生憎だな。


　連中が秘蔵兵器で向かってくるなら、こちらも最強兵器で対抗してやるまでさ。


　実は、オレの頭ん中には、ある万能マシンの青写真がすでに出来上がってたんだが、


　予算がかかりすぎる為、製作させてもらえなかったんだ。


　そして、ここはオレの頭ん中なんだぜ」


　　　不安げなカナンの横で、川上がバッと右手をあげる。


川上「（大声で）バグリヤ号、出撃！」


　　　空に、まばゆい光とともに、奇怪な形の飛行メカが出没する。


　　　飛行メカは変則的に飛び、ミステリアン戦車を奇襲する。


　　　戦車も破壊光線で応戦するが、飛行メカが圧倒的なパワーで戦車を撃退する！！


 


　　　　　　６


　　　治療室。ベッドの川上とカナンの横に、ラリーが加わっている。


　　　ラリーの脳波計が激しく揺れているのを見て、メイスンらがおののいている。


メイスン「ラリーめ。ミステリアンまで持ち込んでおきながら、しくじりおったかな」


助手の一人「（メイスンへ）生命に危険は？呼び戻しましょうか？」


メイスン「（笑って）なに、心配するな。精神内じゃ、殺されたって死なん。


　ほっとけ。もう少し、ラリーの好きなようにやらせてみる事にしよう」


 


　　　　　　７


　　　爆破された戦車をあとに、オープンカーが走り出す。


川上「（楽しげに）さあ、先を急ごうぜ」


カナン「（不安げに）でも、あの中にラリー博士が・・・」


川上「バカ。ここじゃ死ねないんだろ。気にするこたぁねえさ。


　これで奴も、ちっとは懲りただろう」


カナン「あなたって、本当にひどい人ね」


川上「悪かったな。マ、こちらにはバクリヤ号がある事を見せつけてやったんだ。


　あんたの上司さんも、これで手荒いマネはやめて、おとなしく引き下がるだろうて」


 


　　　　　　８


　　　炎上する戦車の中から、ヨロヨロとラリーが出てくる。


ラリー「（つぶやき）まさか、彼があんな秘密兵器を持っていただなんて。計算外だった。


　でも、彼の行く先は分かってるわ。先回りして、必ず捕まえてやる！」


　　　フェード・アウト。


 


　　　　　　９


　　　曖昧な景色の中を走るオープンカー。


川上の声「全く、人間の心の中ってもんは不思議なものだよな。


　今まで貯めてきた記憶が、独自にこんな小さな世界を作ってやがるんだからな。


　しかも、その中をこうやって動き回る事ができるときたもんだ」


カナンの声「でも、この世界の住民は皆、記憶の中のダミーで、


　本当に心を持っているのは、今は私とあなたの二人だけなのよ」


川上の声「（笑って）さしずめ、ここはオレの私有地って事だな。


　デートコースにはピッタリの場所だって訳だ」


カナンの声「（ムキになり）なによ、その言い方は」


川上の声「だけどよ、オレにはそれ以上に、


　あんたの急な心変わりの方がずっと不思議に思えるよ」


カナンの声「まあ！」


川上の声「そろそろ、目的地を教えてくれたっていいんじゃないのかい？」


カナンの声「待って。もうじき、見えてくるはずよ」


　　　オープンカーの前方に、大きな断崖が現われてくる。


 


　　　　　　１０


　　　断崖の向こうに、どす黒い海が果てしなく広がっている。


　　　崖っぷちに、カナンと川上が立っている。


カナン「（微笑みながら）記憶の外にある境界地点、ここが＜忘却の海＞よ。


　あなたのお国の言葉じゃ＜三途の川＞って言ったかしら」


川上「（呆気にとられて）ここを通れば、死ねるのか」


カナン「そう。外部でいくら手を尽くそうと、関係ないわ」


川上「ありがとうよ。礼を言うぜ」


カナン「（照れながら）私は、ただ、あなたの言い分の方が正しいと思っただけよ」


川上「（笑って）さっきまで、人類の敵扱いしていたクセにかい？」


カナン「（同じく、笑い）また意地悪を言って！」


川上「まあ、いいさ。お世話になったな」


カナン「（じれながら）いえ、そんな事。私さ、博士・・・」


　　　ところが、その時、突如として、ピストルを手にしたラリーが姿を現わす。


カナン「（ハッとして）ラリー博士！」


ラリー「（きつく）カナン、何してるの？そんな奴とイチャイチャしたりして。


　こっちにいらっしゃい」


　　　カナン、戸惑っている。


川上「このやろう。まだ痛い目にあいたいのか！バグリヤ号！」


　　　しかし、何も出現はしない。


ラリー「（笑って）ここは記憶の番外地よ。


　空間が曖昧だから、直接自分で持ってきたもの以外は出現しないわ」


川上「（怒って）ちきしょう！」


カナン「（川上へ）さあ、早く海へ飛び込んで！逃げるのよ！


　ここで戦ってもケリはつかないわ。最後に捕まっちゃうのがオチよ」


ラリー「（冷ややかに）カナン。なぜ、そんな男に味方したりするの？


　その男は、超エネルギーを独り占めして、世界を見捨てようとしたエゴイストなのよ」


カナン「（大声で）違うわ！！皆、川上博士の事を誤解しているのよ！！」


ラリー「（あざ笑い）まあ、いいでしょう。それほど死にたければ、死ねばいいわ。


　私は、現実世界へカナンだけを連れて帰る事にする。


　もしかすると、その熱の入れようからして、なにか聞き出しているのかもしれないからね。


　それを、拷問にかけてでも、喋らせてやるわ」


　　　カナン、ギョッとする。


ラリー「（冷たく）それとも、カナン、


　その男といっしょに、その海の中へと心中する勇気でもある？」


　　　カナンと川上、顔を見合わせる。


　　　川上が突然、首のロケットに手を伸ばす。


カナン「（慌てて）ダメよ、博士！私の事はいいから、それは・・・」


川上「（ロケットを頭上にかかげ）あんたの望みの品はこん中だ。


　そんなに欲しいのなら、くれてやるさ」


　　　喜び顔のラリー。


川上「さあ、とってみろ！」


　　　川上、いきなりロケットを海へと放り投げる。


ラリー「（びっくりして）な、何て事を！」


　　　ラリー、慌てて崖っぷちへ走り、急いで飛び込んでしまう。


川上「（キョトンと）あら。本当に飛び込んじまいやがった」


 


　　　　　　１１


　　　治療室。


　　　突然、ラリーの脳波計の揺れがピタリと止まってしまう。


　　　メイスンはじめ、全員が大慌てになっている。


メイスン「（慌てて）そんな、まさか！ラリーの意識が消滅しおったぞ。


　こんな事、ありえないはずなのに。大変じゃ！カナンを起こして、事情を聞くんじゃ！」


 


　　　　　　１２


　　　川上とカナンが、ラリーの飛び降りた崖の方を見ている。


　　　突然、川上が大笑いし、自分の腕時計を外す。


川上「（カナンへ）本当の新エネルギーの資料はこの中さ」


カナン「（呆気にとられて）何ですって！」


川上「悪かったな。せっかくオレを信じてくれていたのに、あんたまで騙し続けていて。


　あのロケットは、ただの替え玉だったのさ」


　　　川上は、腕時計をカナンの方へ差し出す。


川上「これ、あんたにやるよ。持って帰りな」


カナン「（キョトンとして）でも、これは・・・」


川上「（ニヤリと）いいさ。もし、人類が真の意味で平和に目覚めた時には、


　あんたの手でこれを世界に発表してくれよ」


カナン「（パッと）本当にいいの？」


川上「ああ。オレも、ただ心変わりしただけさ」


　　　カナンもニッコリと微笑む。


川上「じゃあ、あばよ！」


　　　川上、バッと海へと飛び込んでゆく。


カナン「（静かに）さよなら。意地悪な大博士さま」


　　　穏やかなBGMとともに、エンド・マーク。













    秘密美少女ドクガール
    ＜作品解説＞


 


　本拠地のホームページの方で連載していた全13話の特撮ヒーローもののシナリオで、あちらでは、今でも、完全版が公開したままになっています。こちらには、全編マンガ形式だった第10話のみ転載していません。


　影子の代表的主演作の一つで、旧レギュラーキャラたちもたっぷり出演しています。


　本作は、現在では、北の果ての特撮資料館（http://anurito.genin.jp/dokuga/dokuga.html）でも無料閲覧が可能です。
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    第１話「死の霧」
    [image: ]


 


　　　　第１話「死の霧」　　THE MIST


 


 


　　　　　　○市内　　（真夜中）


　　　都市の町並みが、流れるように写される。


　　　時は十二月。こごえる空気に、小雪が静かに舞っている。


アナウンサーの声「皆さん！いよいよ、ミレニアムを迎えようとしています！


　世紀の瞬間まで、あと３分です！」


　　　人々が広場に集まり、中央にあるアナログの大時計を眺めている。


　　　時計の短針は、じょじょに「１２」へと近づいてゆく。


　　　そして、ついに、2000年の到来！大時計が、鐘を打ちだす。


　　　息を呑んでいた観衆たちが、ワーッと歓声をあげる。


 


　　　　　　○ひさお邸　　（同）


　　　場違いなほど、豪勢な洋館。


　　　妖艶な女主人・ひさおが、ベランダに立ち、


　　　大時計の鐘を聞きながら、町の方を眺めている。


ひさお「（ほくそえみ）コンピュータの誤作動ですって。バカな。何も起きはしなかった。


　そうよ！私たちが勝ったのよ！」


　　　ひさおは、サッと振り返り、部屋の方へ目を向ける。


ひさお「影子、いらっしゃい！一緒に新時代を祝いましょう！」


　　　しかし、部屋の方に人の姿はない。ひさおの顔色が曇る。


　　　老いた執事が現われ、ひさおのそばへ近づく。


執事「（申し訳なさそうに）お嬢さまは一人になりたいそうです。いつもの事ですが」


　　　ひさおは、きつい表情になる。


 


　　　　　　○路地裏　　（同）


　　　二人の酔っ払いが、肩を組んで、ヨロヨロ歩いている。


酔っ払いＡ「てやんでー！何が2000年だ！何も変わらないじゃねえか！」


酔っ払いＢ「そーだ！そーだ！景気でも回復してみやがれー！」


　　　その時、二人のそばのポリのゴミバケツが、ガサガサと音を立てる。


　　　二人は、ギョッとして、そちらへ目を向ける。


　　　そこでは、人間大のゴキブリと言う姿の、異形の者がいる。


ゴキブリ男「キキキ。ついに来たぞ。これからは、我々の時代だ」


　　　頭上からは、人間大の巨大バエと言った容姿の怪物も降りてくる。


ハエ男「ブブブブ！ようやく、我らが明るい太陽を拝める日が訪れたのだ！」


　　　酔っ払いたちの悲鳴が、あたりに響き渡る。


 


　　　タイトル「第１話　死の霧」


 


　　　　　　○ひさお邸・玄関　　（朝）


　　　春。庭の花々が、眩しい日光に照らされている。


　　　屋敷の入り口から、制服姿の女学生・影子がバッと飛び出してくる。


　　　険しい表情で、門をくぐると、さっと路地を駆け去ってしまう。


　　　そばに止まっていた黒の高級車の運転席には、執事が乗っていたが、


　　　彼は声を掛け損ねてしまう。


　　　遅れて、ハデに着飾ったひさおも入り口から出て来るが、


　　　彼女は高級車のそばへと歩み寄る。


執事「（ひさおへ）お、奥さま。申し訳ございません。


　呼び止めるつもりではございましたが、あまりにも早く駆け去ってしまったもので・・・」


ひさお「そう。仕方ないわね。学校まで、送ってあげたのに」


　　　ひさおは、車内へと乗り込む。


執事「奥さま。今日の予定ですが、午前は花巻コンツェルンの株主総会への特別出席、


　午後には、内閣の代表者を屋敷へ迎える事となっております。それから・・・」


ひさお「他にも、何か？」


執事「影子お嬢さまの事で、担任の教師が、ぜひ、お話をしたいと・・・。


　でも、そのようなお時間は作れませんよね」


ひさお「いえ、ちょっと待って！内閣の代表者は、多少待たせても、問題はないはずね」


　　　その時。


タナトス「それはないんじゃないかな、マダム」


　　　不気味な容姿の医師、ドクタータナトスが、車中をのぞき込んでいる。


ひさお「タナトス！いつ、ここへ？」


タナトス「同志よ。忘れないで欲しいな。


　今日の日本政府との密談は、私にとっても、ひどく大切な取引なんだ。


　邪険にされたら困るよ」


ひさお「それは分かってます。契約は必ず成功させます」


タナトス「（目を光らせ）頼むよ。


　政治の駆け引きは、全て、あなたに任せておるのだからね」


 


　　　　　　○高校・校庭　　（同）


　　　友人たちとともに、校門をくぐって、影子が入ってくる。影子は寡黙。


　　　ふと、影子の目が校庭の隅の方へ向き、きつくなる。


友人Ａ「エコ。どうしたの？」


　　　そこでは、数人の男子が、嫌がる女子をからかって、ふざけている。


友人Ｂ「あの男子たち、まただわ。エコ、関わらない方がいいわよ」


　　　友人の忠告を無視して、影子は、スタスタと男子たちの元へ向かう。


影子「嫌がってるじゃないの！止めなさいよ！」


　　　男子たちはムッとして、影子の方へ目を向ける。


男子Ａ「なんだと、おめえ！ナマイキだぞ！」


影子「なによ！あんたたちの方が悪いのよ！違う？なんとか言いなさいよ」


男子Ａ「こ、この野郎！」


影子「殴る気？やってごらんなさい、野蛮人！暴力しか振るえないの？」


　　　影子に睨まれた男子Ａがひるむ。


男子Ｂ「お、おい。こいつ、Ｃ組の三上影子だぜ。止めといた方がいいぜ」


男子Ａ「え？あの三上か？チエッ、くそう！」


　　　男子たちは急に態度を変え、すごすごと去っていってしまう。


　　　影子のそばに、友人たちが歩み寄る。


友人Ａ「大丈夫、エコ？」


影子「平気よ！でも・・・なぜ、皆、あんな奴らを見過ごすの！


　テッテー的に懲らしめてやるべきなのよ」


友人Ｂ「（優しく）駄目よ、エコ。もっと心を広く持たなくちゃ」


影子「（涙ぐみ）確かにそうね。・・・でも、くやしいのよ」


 


　　　　　　○高校・応接間　　（昼）


　　　ひさおと影子の担任教師が、テーブルを挟んで、座っている。


教師「（恐縮して）まさか、来ていただけるとは思いませんでした。


　お忙しい方だとお聞きしていたもので・・・」


ひさお「これでも、私は、あの子の保護者です。それで、また、影子が問題でも？」


教師「はあ、何と言いましょうか。私どもとしましても、お手上げなんです。


　他生徒のする些細な悪い事も、影子さんは絶対許せないみたいなんです。


　その事で、もめ事を起こす事も多く、一度、保護者の方のお話も伺いたいと思いまして」


ひさお「あの子の両親は、３年前、亡くなったんです」


教師「は？」


ひさお「忘れもしません。真冬の家族レジャーの最中でした」


 


　　　　　　○回想


　　　夜の山々の上空を飛ぶセスナ機。


　　　中には、影子と両親の３人家族が、楽しげに乗り込んでいる。


　　　突如、空に閃光が走る。光線がセスナ機を直撃する。


　　　燃え上がるセスナ機が落下してゆく。中では、両親が必死に影子の体を覆っている。


　　　ついに、セスナ機は、雪の山中へと不時着する。


ひさおの声「奇跡的に、あの子だけが生き残りました。


　妹の娘なので、私がひきとってあげましたが、


　あれ以来、あの子は、自分ばかりが不幸なのではないかと


　コンプレックスを抱くようになってしまったのです」


 


　　　　　　○研究室


　　　不気味な医術器具が並べられている中、タナトスと助手たち、


　　　そして、女子プロレスラー風の女性が立っている。


タナトス「（女性へ）では、君、心の準備は良いかね」


女性「はい！私は、人類の希望の為、喜んで、我が身を捧げます」


タナトス「よろしい。では、カプセルに入りたまえ」


　　　女性は、隅にある等身大のガラス・カプセルの中へと入ってゆく。


　　　蓋をしめると、内部に怪しいガスが蔓延する。


　　　次の瞬間、あがく女性の姿は、溶けて、消滅してしまう。


タナトス「（顔をしかめ）また失敗か。やはり、かの実験に望みをつなぐしかないのか」


　　　タナトスの元へ、助手の一人が走り寄る。


助手「博士！気象班よりデータが届きました。


　計画にふさわしい町と時期は、ここに記されてあるものです」


　　　助手から報告書を受け取ったタナトスが、ニヤリとほほえむ。


 


　　　　　　○ひさお邸・食堂　　（夜）


　　　豪勢なディナーが広げられたテーブルの前に、ひさおと影子が座っている。


ひさお「お食べなさい、影子。あなたの好きなものばかり用意したのよ」


　　　不機嫌そうな影子は、ろくに手も付けず、椅子から立ち上がる。


ひさお「（きつく）お待ち、影子！なぜ、そんな態度をとるの！」


影子「（怒鳴る）親切ぶるのは、もう止めてよ！同情なんて、もう沢山！


　お金も贅沢も、欲しくなんかない。


　パパも、会社の社長をしてたけど、ずっと慎ましくて、ずっと優しかったわ！」


　　　影子は、走って、出ていってしまう。不愉快げなひさお。


　　　入れ違い、携帯電話を持った執事が現われる。


執事「奥さま、お電話でございます」


　　　ひさおは電話を受け取ると、執事を下がらせる。


ひさお「（受話器へ）はい。間野ひさおです」


 


　　　　　　○研究室　　（同）


　　　タナトスが電話を掛けている。


タナトス「おお、ひさおくんか。私だ、闇十字のタナトスだ。


　昼間の政府との会談はご苦労だった。感謝しておるよ」


 


　　　　　　○ひさお邸・食堂　　（同）


ひさお「それが、私の担当ですからね。で、こんな夜中に何の用？」


 


　　　　　　○研究室　　（同）


タナトス「（可笑しげに）実験地が決まったよ。あんたのいるその町だ。


　実行日時は、明日の正午。よろしく頼んだよ」


 


　　　　　　○ひさお邸・食堂　　（同）


ひさお「（驚き）な、何ですって？」　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　　（ＣＭ）


 


　　　　　　○ひさお邸・居間　　（翌朝）


　　　こそこそと、制服姿の影子が階段を降りてくる。


　　　そして、人影が無い事を確認すると、逃げるように玄関の方へ出て行ってしまう。


　　　彼女が去ると、入れ違いに、ひさおとタナトスが奥の部屋から現われる。


ひさお「あの子と私の執事だけでも助けられないの？」


タナトス「駄目だね。


　この計画は、不特定多数を対象にして行なうからこそ、意義があるのだ。


　例外は許されないし、事前に計画が暴露されて、群衆に逃げられてしまっても困る。


　いいかね、海外における同志たちのプロジェクトは、全て、順調に進んでおるのだ。


　人類を他天体の植民地へ送り込む計画、


　機械の営みだけで人々が生きてゆける人工都市を建造する計画。


　その中で、我々の指揮するハデス・プロジェクトは、一番、遅れておるのだよ。


　今こそ、いっきに追いつかなくては！」


ひさお「全ては、人類の未来の為？」


タナトス「そう！我らフリーメンの栄光ある勝利の為！」


 


　　　　　　○高校・校庭　　（昼休み）


　　　影子が、友人たちと一緒に、ボール遊びをしている。


　　　彼女のそばへ、一人の女生徒が歩み寄る。


女生徒「すみません。三上影子さんですか」


　　　影子はキッと女生徒の方を見る。


女生徒「（モジモジと）実は、体育館の道具置場で


　タバコを吸っている人たちを見かけちゃったんです。


　先生に知らせたいけど、後の仕返しが怖いし、


　こういう事は三上さんに相談したらいいと友達が言っていたので・・・」


友人Ａ「（影子に寄り添い）エコ。関わらないほうがいいわヨ！」


　　　しかし、影子は、すでに走り出してしまっている。


 


　　　　　　○高校・道具置場　　（同）


　　　薄暗い部屋の中を影子がのぞき込む。


　　　静まり返っているので、影子は中へと足を踏み入れる。


　　　その途端に、入り口の戸がバタンと閉まってしまう。


　　　影子は、慌てて、入り口に歩み寄り、戸をドンドン叩く。


 


　　　　　　○高校・道具置場の外　　（同）


　　　先日、影子にからまれた男子生徒たちがいる。


男子Ａ「（あざ笑って）そこで、高慢ちきな頭を冷やせばいいんだ。


　ちょっと家が金持ちだからって、のぼせやがって！」


　　　道具置場の戸を叩く音を無視して、男子たちは去ってゆく。


 


　　　　　　○高校・道具置場　　（同）


　　　影子が戸を開けようと、必死に叩き続けている。


　　　高い位置にある窓には、小さな蛾がたかっている。


 


　　　　　　○郊外の道路　　（昼間）


　　　町の方を眺める形で、高級車が止まっている。


　　　中に乗っているのは、ひさおとタナトス。


ひさお「いよいよ、始めるのね」


タナトス「（笑いながら）お気の毒だな、マダム。


　しかし、これも人類の将来を考えたからこそだ。感傷は許されんぞ。


　この町は、危険地区に指定され、閉鎖される事だろう。


　そうなれば、君のあの屋敷は野民たちの宮殿にでも使えばよいさ」


 


　　　　　　○高校・校庭　　（同）


　　　地面に不気味な霧が漂いだす。


　　　続けて、生徒たちが苦しんで、バタバタと倒れだす。


　　　影子の友人たちが、影子を閉じ込めた男子生徒たちが。


　　　驚いて校舎から走り出てきた教師や生徒たちも倒れてゆく。


　　　彼らの体は、突如、蒸発して、服だけ残して、消え去ってゆく。


 


　　　　　　○町中の道路　　（同）


　　　モヤのような霧が立ちこめる中、完全に無人化している。


　　　あちこちに車が置き去りになり、衣服が散らばっている。


 


　　　　　　○高校・道具置場の外　　（同）


　　　戸をぶち壊した影子が出てくる。


　　　怒った表情で、あたりを見回すが、誰も居ない。


　　　彼女は、校庭の方むけて、すぐ走り出す。


 


　　　　　　○高校・校庭　　（同）


　　　影子がやって来るが、誰も居ない。地面に学校の制服だけが散らばっている。


影子「（おののき）どうしたの、これは？」


　　　校舎の方を見上げても、まるで静かである。


　　　影子は、思いきって、校門の方へと走り出す。


 


　　　　　　○町中の道路　　（同）


　　　ひさおが、完全密閉の車に乗って、ゆっくりと無人の市内を巡回している。


ひさお「（携帯電話へ）タナトス。町は全滅したみたいね。恐ろしい威力だわ。


　本当に、周辺地域は大丈夫なの？」


タナトスの声「（電話より）それを考慮した上で、この町を選択したのだ。心配はない。


　”霧”も、間もなく回収するつもりだ。


　政府も、奇怪な自然現象と見なして、片付けてくれるはずだろう。


　契約では、そう合意したのだろう」


ひさお「それは、そうだけど・・・」


　　　ひさおのずっと目の前の道路を、チラッと制服姿の少女が駆け抜ける。


ひさお「（ハッと）生存者？まさか。今の子、影子に見えたけど」


 


　　　　　　○町中の道路・別の場所　　（同）


　　　タナトスが、三人の不気味な男を連れて、無人の町を歩いている。


　　　手前に、あのゴキブリ男そっくりの怪物が悶え倒れているのを見つけ、立ち止まる。


タナトス「また、下等な虫系の野民か。やはり、男らしいな。


　おい、研究所に連れてってやれ。いちおう、大事な実験体には変わりないからな」


 


　　　　　　○ひさお邸・玄関　　（同）


　　　息を切らした影子が、走って、やって来る。


　　　屋敷の中から、執事が、よろけながら、飛び出してくる。


影子「（叫ぶ）じい！これは、一体、どういう事なの？おばさまは、大丈夫？」


執事「（途切れ途切れ）お、お嬢さま、危険です。早く、逃げて下さい」


　　　次の瞬間、執事の体は、粉になって、飛び散ってしまう。


　　　影子はがく然となる。


タナトスの声「（影子の後ろより）見つけたぞ！女性の生存者だ！」


　　　ハッとした影子が振り向くと、そこには、タナトスと３人の従者が立っている。


影子「（怒鳴る）あなたたちは、何者？全ての元凶は、あなたたちなの？」


タナトス「（笑って）落ち着け、娘よ。お前こそは選ばれしもの、人類の砦なのだ。


　野民族全ての強き母になる者として、誇りを持つがよい」


影子「何を言ってるの？分からない。どう言う事？」


タナトス「失礼、お嬢さん。自己紹介しよう。私はドクタータナトス。


　全世界を動かす黒い政府・フリーメンのエージェント、


　そして、闇十字医療機関の最高責任者だ。


　我々は、世界的環境破壊に憂い、自然が破滅しても、人類の血が絶えぬよう、


　突然変異の新人類、野民を作る研究を続けていた。


　私の開発した突然変異促進剤・・”霧”と呼んでいるが、


　これは、効果は抜群なのだが、副作用が強くてね、


　９割以上の人間は、薬に負けて、粉と化してしまう」


影子「そ、それを、町全体にばらまいたのね！なんて、ひどい事を」


タナトス「実は、この薬物、女性の成功例が、全くのゼロだったのだ。


　女性が居なければ、せっかく誕生させた野民たちも自力で繁殖する事ができない。


　我々は、最後の望みをかけて、この町全ての人間を実験対象に”霧”を散布してみたのだ。


　偶然でも、”霧”に順応する女性が見つかる事を期待してね」


　　　影子は、うろたえて、後ずさりする。


タナトス「（叫ぶ）さあ、イナゴの民、アバドンの３兄弟よ。


　この娘を捕らえよ、喰らえ、血をすすれ。お前たちの卑しい伴侶とするのだ！」


　　　３人の従者が、脱皮し、イナゴの怪人、アバドンにと化身して、影子に迫る。


影子「（うろたえながら）ち、違う！私は、こんな化け物なんかと一緒じゃない。


　道具置場に閉じ込められていたから、”霧”を浴びずにすんだだけ。私は、人間よ！」


タナトス「（笑って）愚かな！”霧”は、まだ町の中を漂っているのだよ。


　それでも、生きていると言う事は、お前が見事”霧”に耐えたからだ！


　さあ、本性を見せるがいい！」


　　　襲い掛かってくるアバドンから、半泣きの影子が走り逃げる。


　　　その姿にじょじょに剛毛が生えだす。


タナトス「見ろ！やはり、お前も野民なのだ！お前こそは、我らが夢、人類の希望！」


影子「（泣き訴える）あなたたちの夢ですって！希望ですって！


　それじゃ、私の気持ちはどうなるのよ？


　あなたたちなんか、夢に溺れて、地獄に落ちればいいのよ！」


　　　影子が、ついに完全脱皮する。


　　　しなやかな羽を持った蛾の怪物、ドクガールの登場である。


タナトス「（歓喜して）おお！蛾じゃないか！素晴らしい！」


　　　毒蛾とイナゴの激しい小競り合い。


　　　宙に舞ったドクガールが、地を跳ねるアバドン目がけて、鱗粉を振りかける。


　　　途端に、アバドンたちは、体が溶けだして、引っくり返ってしまう。


　　　その隙に、ドクガールは、羽ばたいて、飛び去ってしまう。


タナトス「しまった！あんな特殊能力を持っていたとは。


　しかし、まあ、よかろう。捕まえるのは、時間の問題だ。


　（携帯電話を取りだし、受話器へ）もしもし、ひさおくん。喜びたまえ。収穫があったぞ」


 


　　　　　　○郊外


　　　巨大な蛾、ドクガールが、町を離れようと、ひっそりと飛んでいる。


　　　その姿は、とてもか弱く、物悲しげである。


　　　つづく。


 


　　　次回予告「第２話　パンドラの街」


「タナトスたちの追跡を逃れ、さまよう影子は、牧村医学博士の医院に居候する事となった。


影子を慕う牧村の一人娘、アヤ。犬好きの少年、正一との出会い。


しかし、謎の組織、フリーメンの影子捜索の魔の手は決してゆるんではいなかった。


やがて、彼らは、恐ろしい計画を実行に移し、影子の悪夢は現実となった！」[image: ]
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　　　　第２話「パンドラの街」　　THE MOTH & THE DOG


 


 


　　　　　　○繁華街・路地裏　　（夜中）


　　　チーマー女学生たちに羽交い締めにされた影子が、無理やり、連れてこられる。


　　　薄暗く、他に人影はない。


チーマーＡ「（影子へ）あんた、どっから来たのさ！


　ここが、あたいらのシマだって分かってて、うろついてたのかよ！」


　　　影子は、おびえた表情で、チーマーたちを見回す。


チーマーＢ「見かけない制服だし、きっと、田舎からでも家出してきたんでしょ！


　そんな事、すぐばれちまうんだよ！」


　　　チーマーたちは、影子の体を壁の一角に押し付け、取り囲む。


　　　狼狽した状態の影子は、何も喋ろうとはしない。


チーマーＡ「（ドスをきかせて）さあ、金だしなよ。許してやるからよ。


　電車賃ぐらいなら残しといてやるからさ。それで、さっさと田舎に帰んな」


チーマーＣ「（笑って）なんか、こいつ、臭うぜ。


　この汚い服、ずっと着の身着のままなんだぜ。脱がしちゃわない？ひんむいちゃおうぜ」


チーマーＢ「そりゃあ、いいや」


　　　チーマーたちが、面白がって、無抵抗の影子の服を剥ぎ取りだす。


　　　その事で、ようやく影子が反応を示し、わなわなと震えだす。


　　　おびえる目の影子の脳裏に記憶がよみがえる。


　　　粉となる人間。笑うタナトス。襲い掛かるアバドン！（前話からの回想）


影子「（泣き叫ぶ）いやああーーっ！」


　　　びっくりしたチーマーたちが、慌てて飛びのく。


　　　急激な心の動揺で、影子がドクガールに脱皮してしまったのだ。


チーマーたち「（うろたえて）ば、化け物ーっ！」


　　　チーマーたちは、恐怖に駆られて、急いで走り逃げてしまう。


　　　一人残されたドクガールこと影子は、ぼう然と立ち尽くしている。


　　　やがて、グスグス泣きながら、脱がされた自分の服を一枚ずつ拾い始める。　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＦＯ）


 


　　　タイトル「第２話　パンドラの街」


 


　　　　　　○フリーメン・アジト


　　　どんよりと薄暗い、不気味な場所。


　　　ひさおとドクタータナトス及び助手たち、


　　　そして、彼らの目前には、


　　　悶え苦しみながら、床に転がされているアバドンの一人がいる。


タナトス「見たまえ。あの娘の溶解液にかかったら、このザマだ。


　さすがの野民でも、新陳代謝が追い付かず、こいつが溶けてしまうのも時間の問題だろう」


ひさお「（冷ややかに）”霧”を浴びた普通の人間の症状に似ているわね」


タナトス「マダム。多分、あなたの推測は正しい。


　恐らくは、”霧”の副作用で、


　あの娘の体はこんな恐ろしい毒物を加工できるようになったのだ。


　前例が無いので断定はできないが、


　この毒素の正体は女性ホルモンが異常変異を起こしたものだろう」


ひさお「女だけの武器って事？まさに悪いムシは付きようがないわけね。


　タナトス、どうするつもり？」


　　　タナトスは、思い出したようにバカ笑いする。


タナトス「カマキリのメスは、交尾中、不用心な亭主を食べてしまうと言う。


　ははは。面白いではないか！


　これぞ、自然の摂理。あの娘をモノにできた、強いオス野民のみが子孫を残し、


　生き続ける事ができる訳だ。理に適った話だよ！」


　　　笑い続けるタナトスに対し、ひさおは曇った表情をしている。


　　　ひさおが、１枚の写真を取り出し、見つめる。それには、影子が写っている。


ひさお「（つぶやき）影子。本当に、あなただったとはね」


 


　　　　　　○牧村邸・前庭　　（夜）


　　　きれいなガーディニングが施されていて、それなりに広い。


　　　幼いアヤが、懐中電灯を照らして、うろついている。


アヤ「（可愛い声で）猫ちゃん！出てらっしゃい！いじめないから！」


　　　アヤが、遠くを照らしながら、歩き続けている。


　　　突然、何かにつまづき、彼女は前のめりになってしまう。


　　　足もとを照らしてみて、アヤがハッとした表情になる。


　　　そこには、影子が倒れていたのだ。


　　　すぐに、彼女のもとに、使用人の下子がやって来る。


下子「アヤさん！駄目じゃないですか、夜中に外に出たら！


　お父さんにも、いつも言われているでしょう！


　また、野良猫でも見つけて、追い掛けてきたんですか」


　　　アヤは、困った表情で、足元を指さす。


　　　下に目を向けて、影子を見つけた下子も、ハッと驚く。


 


　　　　　　○牧村邸・寝室　　（同）


　　　一人用のベッドに、影子が寝かされている。ぐっすり眠っている。


　　　その様子を確認した下子と、主人の牧村博士が、電燈を消して、外へ出てゆく。


 


　　　　　　○牧村邸・寝室の外　　（同）


　　　牧村博士と下子が話しあっている。


牧村「ただの過労で倒れていただけらしい。明日になれば目を覚ますよ」


下子「でも、先生。きっと、家出か何かをしてきたんですよ。警察に届けた方が・・」


牧村「まあ、彼女の話を聞いてからでも遅くはあるまい。


　それに、アヤの奴が、すっかり気に入っちゃったみたいだし・・」


　　　アヤの名を出され、下子も口を閉ざす。牧村の表情も、なぜか暗い。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○牧村邸・食堂　　（朝）


　　　すでに、食卓には、牧村博士とアヤがついている。そばには、テレビもある。


　　　そこへ、下子に連れられて、影子もやって来る。


　　　影子は、警戒した態度で、むっつりと牧村親子の方を見回す。


牧村「（明るく）さあ、腰掛けて。君はね、私のうちの庭に倒れていたんだよ。


　それを、娘のアヤが見つけて、うちに連れてきたんだ。


　事情は知らないが、今は、私のうちのお客さんだ。


　ゆっくり、くつろいでいってくれ。自己紹介するよ。


　私は、ここの主人の牧村だ。この家で開業医をしている」


　　　影子は、合点のいかなさそうな表情のまま、席につく。


　　　その横へ、アヤがすかさず自分の椅子を持ってゆく。


アヤ「（楽しげに）アヤ、おねーちゃんと一緒に食べる！」


　　　不安げな下子が、慌てて、アヤを引き離そうとするが、


　　　すっかり場所を陣取ってしまっている。


　　　下子が、牧村の方へ目をやると、好きにさせてやれ、と言った表情。


　　　影子は、席にはついたものの、食卓の皿には、なかなか手を出そうとしない。


牧村「（明るく）遠慮しなくていいんだよ」


　　　なおも、手を出そうとしなかった影子だが、ひょっこり、お腹が鳴ってしまう。


　　　アヤが、パーッとほほえむ。牧村や下子も笑顔になる。


　　　気まずそうな表情になった影子は、思いきって、ガツガツとご飯を食べ始める。


　　　ようやく、場が和む。他の者も、食事を始める。


牧村「（さりげなく）君、名前を聞いていなかったね」


影子「（躊躇しながら）み・・・影子」


牧村「影子さんか。どんな事情があるのかは知らない。でも、私は君の味方だからね。


　もちろん、アヤや下子くんも。話したくなったら、話せばいいさ。


　それまで、このうちにいたらいい。私はかまわんからね」


アヤ「（陽気に）良かったね！おねーちゃん！」


　　　影子は、ご飯を食べてて、聞き流している。


　　　そんな時、つけっぱなしだったテレビの画面がニュースになる。


　　　そこには、全滅した影子の町を包囲する軍隊の姿が写される。


　　　それを目にした影子の表情がハッときつくなる。


牧村「（何気なく）五徳市関連のニュースか。全く、大変な事が起きたものだね。


　地下から未知の有害ガスが湧き出した為、立ち入り禁止区域に正式に指定されたらしい。


　きっと、これも本当の原因は公害だよ。


　地面に垂れ流した汚染物質が自然のガスを毒物に変えてしまったんだ。


　可哀相に、町にいた人は、皆、絶望的だって話だ」


影子「（つぶやき）フリーメン・・闇十字・・。


　（いきなり）牧村さん。フリーメンって、ご存知ですか。


　黒い世界政府、あるいは、闇十字機関とか」


牧村「フリーメン？さあね。あれはフリーメーソンだったかな。


　そんな団体の名前なら聞いた事はあるが、それが何か？」


影子「（口ごもり）いえ。いいんです」


牧村「ただ、闇の政府なんてものは、本当にあるのかもしれないね。


　君も知っているだろう、2000年問題。


　それまでは、対策は間に合わないだろうと言われていたのに、


　実際には、何も起きはしなかった。


　あるいは、何かの力が影から働いていたのかもしれない」


　　　牧村の話に、影子は眉をひそめる。


　　　また無口に戻ろうとした影子の目が、再び、テレビの画面に釘付けになる。


　　　話題が代わり、テレビ局のスタジオ内が写されている。


　　　しかし、そこでは、ひさおが司会者にインタビューを受けていたのだ。


　　　影子は、がく然としている。


影子「（つぶやき）おばさま・・。生きていたんだわ」


 


　　　　　　○夕日ビル　　（昼）


　　　街の中央にそびえ立つ、高層ビル。


　　　その三十八階。並ぶドアの一つに「球異名探偵事務所」の看板が掛けられている。


 


　　　　　　○夕日ビル・球異名探偵事務所内　　（同）


　　　小じんまりとした部屋の中で、


　　　ひさおと青年私立探偵・球異が、向きあう形でテーブルについている。


球異「（ニコニコと）間野ひさおさんみたいな、


　社交界の有名人に仕事を依頼されるなんて、おいら・・いや、私も探偵冥利です。


　で、仕事の内容は、人探し・・？」


ひさお「（クールに）内密に事を進めていただきたいのです。


　この子を探してもらえます？報酬は相応に用意しましょう」


　　　ひさおが球異に差し出した写真には、影子が写っている。


ひさお「名前は、影子。偽名を使っている可能性もあります。


　どこにいるのか手掛かりは皆無なのですが、あなたに任せて、本当によろしいかしら？」


球異「（胸を張り）もちろんですとも！


　こちとら、地元の生んだ名探偵、どんな事件でもお茶の子さいさいですよ！


　まあ、見ててください！」


 


　　　　　　　（ＣＭ）


 


　　　　　　○仁科市・公園　　（昼）


　　　影子がぼんやりと歩いている。他に、あまり人はいない。


牧村の声「この医院から数キロ離れた場所に、仁科市と言う町がある。


　気晴らしに遊びに行ってみたらいいよ。電車を使えば、すぐだ」


　　　突如、犬の吠え声が聞こえて、影子はハッと振り返る。


　　　首輪をした雑種犬が沢山いて、影子の方むけて、唸っている。


　　　影子がきついまなざしで睨みつけると、犬たちは急におとなしくなってしまう。


　　　犬の飼い主である正一が、慌てて、影子のそばへ走り寄る。


　　　影子と同年代ぐらいの優しそうな少年である。


正一「（爽やかに）ごめん、ごめん、大丈夫かい。普段は、吠えたりなんかしないんだけど」


　　　影子の方はうまく犬を手なずけてしまい、そのうちの一匹を撫でている。


正一「（感心して）すごいな。もう仲良くなっちゃったのかい」


影子「あなたこそ。これ、全部、あなたの犬？」


正一「（照れて）まあね。捨て犬を見てたら、ボク、ほっとけないんだ」


　　　二人は、相手の顔を見て、微笑みあう。


正一「ボク、正一。君は？」


影子「（小さな笑みを浮かべて）影子」


 


　　　　　　○フリーメン・研究室


　　　何かを実験中のタナトスのそばに助手の一人が走り寄る。


タナトス「（うるさげに）何事かね？」


　　　助手がタナトスに耳打ちする。


タナトス「（ハッと）なに！影子が見つかった？場所は・・」


助手「確実に捕獲できるよう、包囲網を固めた方がよいのでは？」


タナトス「（意地悪い笑みを浮かべ）いや、待てよ。仁科市と言ったな。


　あそこは、確か、”霧”の散布候補地の一つだったはずだ。データをよこせ」


　　　別の助手が、タナトスに書類を手渡す。


タナトス「（書類を見ながら）ふふふ。地形、気象など、まるで問題ない。


　よし、ひさおと連絡をとれ。


　すぐ、この町に”霧”をばらまけるよう、手続きをとらすのだ！」


 


　　　　　　○密室


　　　ひさおと政府の代表らしき人物が、極秘の会談を行なっている。


政府代表「（オロオロと）も、もう一度、”霧”をばらまきたいだなんて、


　困ります、そんな事を言われても」


ひさお「（ツンと）あら。最初の契約では、


　二か所で実験を行なう事が条件となっていたはずよ。


　契約書を読まなかったのかしら」


政府代表「し、しかし、ここまで、ひどい惨劇になるとは思わなかったし、


　五徳市の方だって、事実を隠すのが精一杯の状態なんです」


ひさお「（鋭く）いいこと！第二次大戦末期も、あなたの先人は、我々と契約したのよ。


　二か所での実験を承諾し、事実、広島と長崎の二か所に原爆は落とされた。


　確かにあの時も惨劇だったかもしれないけど、


　原子爆弾の存在は、その後の大戦勃発を防ぐ抑制力となってくれたのよ」


　　　代表は、困った様子で、ひさおの話を聞いている。


ひさお「我らフリーメンは、


　見返りとして、戦後の日本に豊かな経済成長を約束してやった。


　だから、今の裕福な日本があるんじゃなくて？


　そして、あなたたちは、また我々の契約に乗ってきてくれた。


　崩れ始めた経済を、我らの力で立て直すかわり、国土を”霧”の実験に使ってもよいとね。


　違ったかしら？」


政府代表「（辛そうに）・・すでに契約は結んでしまったんだ。


　じゃあ、好きなようにして下さい」


ひさお「（パッと嬉しそうに）物分かりがいいわ！


　そうよ。これで、あなたの大切な日本も、再びアジアの頂点に戻れるわ！


　ご安心なさい！世界を影から指揮する我らがバックアップしてあげるのですから。


　二つの町の犠牲なぞ、安いものよ」


　　　高笑いするひさおを、代表は憎らしげに睨んでいる。


ナレーション「今からおよそ百年前、


　戦争ばかりに熱中する愚かな人類の未来を憂いた世界各国の著名人、有力者たちは、


　秘かに集結して、無国籍で強大な闇の秘密結社を誕生させた。


　その名はフリーメン。


　彼らの目的は、人類の血を絶やさぬよう、影から指揮し続ける事である。


　その存在は、常に歴史の裏にと隠れており、表面に出る事はなかったが、


　彼らは人類の進むべき永続的未来を決定する為、


　現在も尚、その潜在的活動を続けていたのだ」


 


　　　　　　○仁科市・近郊　　（昼）


　　　人通りのまるでない国道を、影子が一人で歩いている。


　　　牧村邸まで歩いて帰るつもりらしい。


　　　影子は、正一に淡い恋心を抱いたのか、照れた笑みを浮かべている。


　　　


　　　　　　○仁科市・市内　　（同）


　　　町中をグルリと写し回す。


　　　その中には、犬たちを連れた正一の姿もある。


　　　不安感を煽り立てるＢＧＭが流れる。


 


　　　　　　○仁科市・近郊　　（同）


　　　再び、道を行く影子。


　　　一瞬、影子の笑顔が凍りつく。野民の本能で何かを感じたのだ。


　　　彼女は、ハッと仁科市の方を振り返る。


　　　遠くに見える町並みは、一見、平穏そうである。


　　　しかし、心が怯える影子は、バッと仁科市の方むけて走り出す。


 


　　　　　　○仁科市・別の近郊　　（同）


　　　影子より、やや仁科市に近い位置の国道。


　　　球異が、自分の小型車を後ろから押して、ノロノロと仁科市の方へ向かってる。


球異「（ブツブツと）くそう、なんで、こんな時にエンストするんだよ。


　すぐそこの町にお目当ての人物がいる事を、やっとつきとめたと言うのに！」


　　　そんな彼の横を、素早く、影子が走り追い抜かす。


球異「（慌てて）あ、天の助け！お、お嬢さん！ぜひとも、押すのを手伝って・・」


　　　球異にかまわず、影子はさっさと走り去ってしまう。


 


　　　　　　○仁科市・公園（同）


　　　影子がやって来る。人は誰も居ない。


影子「（不安げに）五徳市の時と全く同じだわ」


　　　その時、犬の唸り声が聞こえてくる。


　　　影子は、その鳴き声の方へと走り向かう。


　　　無事だったのか、芝生の上に、沢山の犬たちが群がっている。


　　　その中に、チラリと、先ほど会った正一の着ていた服の一端が見える。


　　　影子の顔に笑みがこぼれる。


　　　しかし！


　　　服の主がヌッと顔を見せる。犬そのものである。


　　　影子の顔が真っ青になる。さらに！


野犬人（正一）「影子。来るのを待ってたよ」


　　　その犬男が、正一の声で喋ったので、影子はさらにがく然とする。


野犬人「タナトスから、全て聞いたよ。オレも、もう普通の人間には戻れない。


　だったら、せめて、お前をモノにしてやるまでさ」


　　　野犬人が、服を裂き脱いで、けだものの全身を現わす。


影子「（後ずさりをしながら）正一くん。落ち着いて。


　間違ってるわ。そんなの、おかしいわよ！」


　　　しかし、野犬人は、影子の方めがけて、四つ足でバッと走り出す。


　　　影子も、泣き顔になって、ワッと走り逃げる。


タナトスの声「もっとも高き知能を保持し野民、野犬の民、野犬人よ。


　お前なら、大丈夫だ。行け！


　この娘を捕らえよ、喰らえ、血をすすれ。汝の卑しい伴侶とするのだ！」


　　　逃げる影子が、次第に脱皮しだす。


　　　その姿は、異様なドクガールへと変わっていく。


野犬人「そうだよ。正体をさらしな。オレもお前も化け物だ。


　もう誰も相手にはしてくれないんだ。


　化け物同志で仲良くしようぜ。けだものになろうぜ」


ドクガール「（泣きながら）なぜ、そんな考え方をするの！


　私もあなたも人間よ！分からないの！」


　　　敏速な野犬人に追い付かれそうになったドクガールが、華麗に飛翔しようとする。


　　　その瞬間を逃さず、野犬人もジャンプする。


　　　前足でドクガールをはたき、地面に叩き落としてしまう。


　　　仰向けに倒れたドクガールの両羽を、野犬人は両前足で踏み付けてしまう。


　　　ドクガールは、完全に捕われ状態となってしまう。


野犬人「（勝ち誇って）羽は押さえた。これで、殺人リンプンはばらまけまい。


　もう観念しな」


　　　絶体絶命のドクガールは、上にのしかかる野犬人を、怯えて睨んでいる。


野犬人「正直になれよ。お前だって、オレと寝たかったんだろ。


　その夢が実現するんだ。素直に喜べよ」


ドクガール「（泣き叫ぶ）違う！私、こんな事を望んでなんかはいない！


　あんたなんか、夢に溺れて、地獄に落ちろー！」


　　　ドクガールが暴れて、自分で両羽を付け根から引き破ってしまう！


　　　とりこから脱出したのだ。破れた傷口から、すかさず新しい羽が生えてくる。


　　　その羽を使って、ドクガールは華麗に舞い上がる。


　　　同時に、溶解リンプンを野犬人に振りかける。


　　　悲鳴をあげて、野犬人がぶっ倒れる。勝負はついたのだ。


　　　ドクガールは、少し空を遊泳したあと、地面に降りてくる。


　　　その姿は、脱皮し、元の影子にと戻る。


　　　そばで、野犬人は、ジュージュー音を立てて、溶け続けている。


　　　もはや、虫の息である。


野犬人「（苦しげに）え、影子ちゃん・・」


　　　その声に、影子は目を向ける。


野犬人「（泣き声で）君の言う通りだ。


　たとえ、どんな姿になったって、人間の誇りだけは無くしちゃ駄目だったんだ。


　ボクは、なんて事をしちゃったんだろう」


　　　野犬人こと正一の懺悔に、影子は動揺する。


野犬人「影子ちゃん、ごめん・・」


　　　野犬人は息絶えて、動かなくなる。


　　　そのそばに、影子は慌てて走り寄る。


　　　そして、涙をボロボロ流しながら、その溶けゆく体を抱きしめ、顔にほお擦りする。


　　　影子は、キッと、空のいずこかを睨みつける。


影子「（怒り叫ぶ）タナトスさん！どうせ、どこかで隠れて見ているんでしょう！


　あなたには分からないの？大切なのは、未来じゃないわ！現在よ！


　今を大事にしなくて、一体、どうして明日を得られると言うのよ！


　あなたには、なぜ、それが理解できないの！


　あなたなんて・・あなたなんて、夢に溺れて、地獄に落ちればいいのよ！」


　　　泣き続ける影子は、静かに野犬人の亡き骸の前から立ち上がる。


　　　死骸を後にして、彼女は、うなだれながら、歩き去ってゆく。


　　　つづく。


 


　　　次回予告「第３話　メサイアの娘」


「呪われた運命に弄ばれし影子。彼女にまつわる秘密とは何か？


そして、彼女の元に、次なるフリーメンの刺客が現れた。その名は、食人鬼ラットマン。


恐るべき人食い野民の攻撃は、影子を慕う無邪気な少女・アヤをも毒牙にかけようとしていた。


ついに影子の怒りは爆発した！」
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　　　　第３話「メサイアの娘」　　HOPE WITH THE GIRL


 


 


　　　　　　○夢


　　　暗い、ぼんやりした空間を、影子がオロオロとさまよっている。


　　　その目の前に、幻のように、第１話に出てきた友人たちの姿が現れる。


　　　彼女たちは、影子の方を見て、楽しそうに微笑んでいる。


　　　影子は、必死でその姿を追い掛ける。


影子「ユッコ・・・ミッちゃん・・」


　　　友人たちの姿は、影子が触れようとすると、投射映像のように消えてしまう。


　　　代わりに、路地裏のような場所になる。大きなゴミ用ポリバケツまである。


　　　腹をすかせた様子で、おなかに手をやった影子は、


　　　ポリバケツの中をのぞいてみようとする。その時。


声「お前は誰だ。そのゴミ箱は、我々のものだぞ」


　　　声に驚いた影子が、振り返ってみる。


　　　そこには、ゴキブリやハエの野民たちがいる。


　　　その醜悪な姿を見て、影子はうろたえ退く。


ゴキブリ男「それとも、我々と暮らしたいのか」


ハエ男「この闇の世界で。我々はかまわないのだぞ」


ゴキブリ男「人間の心を捨てろ。それだけだ」


ハエ男「さあ。共に生きるのだ」


　　　おびえる影子は、顔をひきつらせて、力の限り泣き叫ぶ。


　　　そこで、目が覚める。


 


　　　　　　○牧村邸・影子の寝室　　（真夜中）


　　　一人で寝ていた影子が、ガバッとベッドから上半身を起こす。


　　　汗だくである。涙もボロボロ流れている。


　　　全てが夢だと気付いたようだが、まだ合点のゆかぬ表情をしている。


 


　　　タイトル「第３話　メサイアの娘」


 


　　　　　　○フリーメン・アジト


　　　どんよりと薄暗い、不気味な場所。


　　　壁の一角がスクリーンとなり、


　　　前回のドクガールと野犬人の戦闘映像（ライブフィルム）が写し出されている。


　　　それを、ひさおやタナトスたちが観賞している。


タナトス「五徳市の人口が百万人、仁科市の人口が約三十万人。


　これほど大量の人間を犠牲にしておきながら、


　野民化した女性が、この娘一人だったとは、なんて不自然な話なのだ。


　あるいは、この娘の方に、なにか秘密でもあったのだろうか」


ひさお「（クールに）タナトス。嘆いている暇はないわ。


　野民の中では最高の知能を持った野犬の民ですら、


　影子の特殊能力の前には歯が立たなかった。次は、どんな手をうつつもりなの？」


タナトス「（薄笑いを浮かべ）マダム。


　あの野犬人は、娘と顔見知りだったと言う話ではないか。


　全ての失敗の理由は、そこにあったのだ。


　恐らく、感情に流されない別の野民で対抗すれば、同じミスは繰り返すまい」


ひさお「別の野民？」


タナトス「そう。血も涙もない、凶悪な野民だ」


ひさお「（妖しい笑み）それだったら、適任者を知っているわ」


 


　　　　　　○下水道内


　　　暗い、薄汚れた穴の中を、コートを着たひさおが一人で歩いている。


　　　長靴で、下水の上をビチャビチャと音を立てて、進んでいる。


　　　やがて、彼女は立ち止まる。


ひさお「（鋭い声で）ネズミ男、ラットマン。居るのなら、出てきなさい」


　　　壁の一端の暗がりが形を作りだす。


　　　それは、次第に人間大のネズミの姿に見え始め、


　　　ついに野民ラットマンとして、ひさおの前にその全身像を見せる。不気味な唸り声。


　　　ラットマンが、口にくわえていた肉片を、ひさおの足元へと投げつける。


　　　ひさおが目を向けると、それは人間の片腕である。


ひさお「（あきれた口調で）また、人間を食べてたの？」


ラットマン「（低い声で）ここは、オレの世界だ。迷い込んできた人間の方が悪い」


ひさお「可哀相に。ホームレスだったのかしら。


　・・まあ、いい。ラットマン、あなたに良い仕事を持ってきてあげたわよ」


ラットマン「なんだ？地上の明るい光でも見られるのか？」


ひさお「そうよ。しかも、あなたは全ての野民のボスにもなれるわ」


ラットマン「（下品な笑い）野民のボスだと？面白い。オレは地上に帰る。


　そして、地上の奴らを、皆、奴隷にしてやるんだ。それで、どうすればいいのだ？」


ひさお「（妖しく笑い）簡単な事よ。一人の娘をレイプしてくれたらいいの」


 


　　　　　　○仁科市・公園　　（昼）


　　　ゴーストタウンさながらに、誰も居ない。


　　　影子一人が、芝生の上にたたずんでいる。


　　　その両手には、しっかりとナイフが握られていて、


　　　影子はためらいながらも、その刃先を自分ののど元へと近付けてゆく。


　　　しかし、それ以上は手が進まない。


　　　ナイフを持つ手はブルブルと震え、思いきって、突き刺す事ができない。


　　　フッとため息をついた影子は、ナイフを投げ出してしまう。


　　　彼女は、ぼんやりと周りに目を向けてみる。


　　　遠くから、何かが飛んで、近づいてくる。コウモリに似た、小さな生き物。


　　　しかし、胴体は球のようだ。野民ならぬ野獣バルである。


　　　バルは、影子のそばまで寄ってきて、人なつっこく周りを飛び回る。


　　　その愛らしい姿に、驚きながらも、つい影子の顔にも笑みがこぼれる。


影子「驚いた。人間以外の野民なんて初めて見たわ。可愛い」


　　　バルが、慕うように、影子に体をなすり付けてくる。


　　　影子も、優しく、その体を愛撫してやる。


影子「私が同族だって、分かるのね。・・よし、私が飼ってあげる。


　きっと、一人じゃ生きてけないものね。良かったわね、おチビちゃん」


　　　バルを連れた影子が、ゆっくりと歩き出す。彼女も元気を取り戻し始めている。


影子「（つぶやくように）名前を付けてあげなくちゃね。


　風船みたいだから、バルーン・・そう、バルなんて、どうかしら」


 


　　　　　　○牧村邸・前庭　　（夕方）


　　　アヤが、弱っている下子相手に、無邪気にはしゃぎ、遊んでいる。


　　　牧村博士は、庭先から、遠方に見える仁科市の方を眺めている。


　　　そこへ、家の中から、表情を隠した影子が出てくる。


牧村「（影子の方を見て）あ、影子さん。体の調子は、もう大丈夫なのかい」


影子「（ためらいつつ）は、はい、おかげさまで」


牧村「君が仁科市の方へ出向いていたらしいと聞いたから、心配してたんだよ。


　ニュースで見ただろう。仁科市でも、五徳市と同じ有害ガスが湧き出したと言うんだ。


　町を閉鎖する為に、あたりでは軍隊が出動して、大騒ぎになっている。


　全く、世も末だよ。君はガスを浴びてない様子だから、何よりだった」


影子「ここは大丈夫なんですか」


牧村「町からは、だいぶ離れているからね。電気や水道も別のルートからひいているし」


影子「しかし、なぜ、こんな僻地で開業などを？患者もあまり来ないんじゃ」


牧村「（にっこりと）のんびりとした自然は嫌いかい？」


　　　影子は、少し考え込む。


影子「（ポツンと）アヤちゃんと何か関係あるんですか」


牧村「（困った感じで）あの子は、母親に早く死なれてね。


　私の妻の事だけど。きっと、淋しいんだよ。悪い子ではないんだけどね」


　　　影子は、無言のまま、微妙な表情を見せる。


牧村「しかし、世の中どうなってしまうんだろうね。


　公害、環境破壊、大気汚染、


　あげくは、有害ガスが湧き出るような事件まで起きてしまうようでは・・」


　　　その時、突然、遊んでいたアヤが、痛そうに苦しみだす。


　　　心配そうな下子もすぐアヤを抱きかかえるし、牧村も過敏に動き出す。


　　　二人の反応に、影子もあざとく何かを感じ取る。


牧村「（テキパキと）下子くん。すぐアヤを寝室の方へ！」


　　　牧村たちは、影子にかまわず、家の中へと戻ってしまう。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○牧村邸・影子の寝室　　（夜）


　　　ベッドの横で、こそっと影子がバルにミルクを飲ませている。


影子「ごめんね。あなたの事は、皆には内緒なの。


　窮屈かも知れないけど、しばらくは、ここで隠れていてね」


 


　　　　　　○牧村邸・食堂　　（同）


　　　牧村が、食卓について、くつろいでいる。


　　　そこへ、影子がやって来る。


影子「（牧村へ）アヤちゃんの様子はどうでしたか」


牧村「（優しく）ああ、心配かけちゃったね。


　なに、時々あるんだ。寝かせてやれば、すぐ治る。


　（笑って）それに、父親が名医だしね」


影子「でしたら、いいんですけど」


牧村「君も、様子を見にいってあげれば、きっと、あの子も喜ぶと思うよ」


影子「（ためらいつつ）あの・・牧村さん」


牧村「なんだい」


影子「さっきの話の続きなのですが、環境破壊とか大気汚染、


　やはり、もう地球って手遅れなんでしょうか。人類って、滅びちゃうんでしょうか」


牧村「さあ、どうだろうね」


　　　影子の顔が、不安で暗くなる。


牧村「しかし、これだけははっきりしている。


　別に、人間だって、自然破壊が目的で、


　これほどまでにも地球を汚してきた訳ではないと言う事だ。


　もし、皆が、その事さえ分かっているのなら、おのずと解答は出てくるんじゃないのかな」


　　　牧村が、にっこり笑んでみせる。つられて、影子も微笑む。


影子「（口ごもり）あの、私、アヤちゃんところ、行ってきます」


　　　影子が、踵をかえし、去ってしまう。


 


　　　　　　○牧村邸・アヤの寝室　　（同）


　　　ベッドに寝ているアヤの手を、横についた影子が、優しく握ってあげている。


　　　まるで、姉妹のようにも見える。


アヤ「（無邪気に）おねーちゃんって、ママみたいな匂いがする」


　　　アヤの素直な気持ちに、影子は戸惑っている。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　　（ＣＭ）


 


　　　　　　○牧村邸・前庭　　（昼）


　　　影子とアヤが、仲良く並んで歩いている。


　　　それを、近くの草むらに隠れた球異が、パシャパシャとカメラで撮っている。


球異「（ブツブツと）証拠写真だ。これで、裏付けもできたぞ。


　あとは、依頼人に正式な報告書を提出するだけだ。これで、報酬もどっさりだぞ！」


　　　その時、スタスタとアヤが走り出し、球異の目の前にまでやって来る。


　　　見つけられた球異は、びっくりしてしまう。


アヤ「（元気に）おじさん、何してるの？隠れんぼ？」


　　　動揺した球異は、バッと草むらから飛び出し、逃げ出そうとする。


　　　しかし、一瞬、立ち止まる。


球異「（独り言）待てよ。おいらは、地元が生んだ名探偵だぞ。


　なぜ、逃げる必要がある？


　この場で、探し人を捕まえて、依頼人のところまで連れてゆけば、手柄は独り占め」


　　　球異は、サッと影子の方へ振り返ってみる。


　　　すると、目の前では、怒った表情の下子がホウキを振り上げている。


下子「（怒鳴る）お前、なにしてる！怪しい奴め！ぶん殴るぞ！」


　　　真っ青になった球異は、一目散に逃げ出してしまう。


　　　残された影子、アヤたちは、きょとんとしている。


 


　　　　　　○牧村邸・食堂　　（夕方）


　　　食後。影子が、食器の後片付けを手伝っている。そばには、牧村もいる。


牧村「（慎重に）影子さん。昼間の不審な男だけどね、


　マヌケにも、庭に名刺を落としていたよ。私立探偵だった」


　　　影子は、ハッとして、片付けの手が鈍る。


牧村「きっと、君を探していたんだろうね。


　ここも、もう隠れ場所には使えないかもしれない。


　出てゆくかどうかは、君に任せるよ。


　アヤがあんなになついてるんだし、とても残念な話なんだけどね」


　　　影子は、固い表情で、無言のまま、片付けを続けている。


 


　　　　　　○牧村邸・影子の寝室　　（夜）


　　　影子が、考え事をしながら、窓の外を眺めている。


　　　彼女の周りを、バルが楽しそうに飛び回っている。


　　　その時、リビングルームの方から、下子の悲鳴が聞こえてくる。


　　　影子はギョッとする。


 


　　　　　　○牧村邸・リビングルーム　　（同）


　　　腰を抜かして倒れている下子のそばへ、影子と牧村が走り寄る。


牧村「（慌てて）どうした？」


下子「（震えながら）ば、化け物だ。きっと、仁科市の方からやって来たんだ。


　ネズミみたいに気味悪くて、いきなりヌッと・・」


影子「（力強く）そいつは、どこへ？」


下子「（外を指さし）で、出て行った・・」


　　　影子も急いで駆け出し、外へと飛び出す。


 


　　　　　　○牧村邸・外　　（同）


　　　真っ暗な中を、怒りの表情の影子がうろついている。


影子「（怒鳴る）出てらっしゃい！私が目的なんでしょう！


　コソコソするのは止めたらどうなの！」


　　　女の笑い声が聞こえてくる。


　　　影子がそちらへ向かうと、


　　　ひさおやタナトスたちがたたずんでいる場面にばったりと出くわす。


影子「（驚いて）おばさま。なぜ、ここに」


　　　影子に見つけられたひさおたちが、慌てて、逃げ出す。


　　　影子も、やみくもに、その後を追い掛ける。


 


　　　　　　○暗闇　　（同）


　　　ひさおが、暗がりに隠れたラットマンに急いで話しかけている。


ひさお「ラットマン。あとは、あなたに任せたわよ」


ラットマン「（いやらしい笑い）マダム、安心しな。これなら、負けやしねえ」


　　　甲冑のカシャカシャ擦れる音がする。


 


　　　　　　○牧村邸・外　　（同）


　　　ひさおらの姿を見失った影子が、まだうろついている。


　　　その時、牧村邸の方から、また悲鳴が聞こえてくる。


　　　今度は、アヤの悲鳴や牧村博士の悲痛な声である。


 


　　　　　　○牧村邸・庭　　（同）


　　　影子がやって来る。


　　　そこでは、ラットマンが待ち構えている。


　　　全身に鉄の鎧を身に付け、黄金の盾を持っている。


　　　そして、人質として、泣きぐずるアヤを抱えており、


　　　周りでは、牧村と下子が、動揺してオロオロしている。


影子「（果敢に）あなた！おばさまはどこ？どうするつもりだったの！


　それから、その子も放して！関係ないはずよ」


ラットマン「（いやらしく）おばさま？知らねえな、そんな奴。


　それと、こいつはエサだ。オレが喰う。お前は気が付かなかったのか。


　こいつからは、死臭が出てる。どうせ、長くは生きられないのだ。


　それなら、オレが喰ってやった方が、こいつにとっても幸せさ。


　オレの血と肉となって生き続けられる訳だからな」


　　　ラットマンに事実を言われた牧村が、狂わんばかりに泣き悶える。


　　　影子は、怒りを込めて、ラットマンを睨みつける。


ラットマン「（影子向けて）そして、お前はオレの子を産め。


　オレの子が、明るい世界を埋め尽くすんだ。


　今、地上にいる奴らなんか、皆、喰い殺してやる」


影子「（きっぱりと）絶対に許さない！」


　　　影子が、急激に脱皮し、ドクガールに化身する。


　　　目の当たりにした牧村、下子、アヤたちは驚愕している。


　　　かまわず、ドクガールが華麗に舞い上がる。


　　　ラットマン目がけて、溶解リンプンを降り注ぐ。


　　　しかし、ラットマンは盾と鎧で軽く防御してしまう。


ラットマン「（笑い）マダムが貸し与えてくれた、この鎧はさすがだな。


　お前の溶解液なぞ痛くもないわ。どうやら、金属までは溶かせなかったようだな」


　　　ドクガールは、うろたえながらも、地上に降りてくる。


ラットマン「勝ち目はないのだ、あきらめろ。


　（笑う）ひひ。この娘を捕らえよ、喰らえ、血をすすれ。我の卑しい伴侶とするのだ！」


　　　じわじわと寄ってくるラットマンから、ドクガールは後ずさりする。


ラットマン「逃げるな！運命を受け入れろ！タナトスから聞いたぞ。


　お前は、特別な人間だってな。３年前の飛行機事故で、一人だけ奇跡的に生き延びた。


　家族は皆、死んだと言うのに。なぜだか分かるか？


　それは、お前が、特に強靱な体を持っていたからだ。


　それで、”霧”にも、女性中、ただ一人だけ耐えれたのだ」


ドクガール「（震えながら）ち、違うわ！」


ラットマン「（せせら笑い）何が違うのだ？」


ドクガール「（涙を流し出す）私が、３年前の飛行機事故を生き延びれたのは・・」


 


　　　　　　○影子の回想


　　　山中の上空で、燃え上がるセスナ機が落下している。


　　　中には、影子と両親の３人家族が、乗り込んでいる。


　　　両親が必死に影子の体を覆って、炎から身を守ってやっている。


 


　　　　　　○牧村邸・庭　　（夜）


　　　先のシーンの続き。対峙するドクガールとラットマン。


ドクガール「（泣き叫ぶ）生き続けて欲しいと願ってくれた人がいたから！


　私の事を愛してて、命にかえて、守ってくれた人がいたからよ！


　私も、その子の事を助けたい！たとえ、短い命であっても！」


　　　ドクガールが、再び、ラットマンに飛び掛かってゆく。


ラットマン「（せせら笑い）ムダだと言うのに、分からんのか！」


ドクガール「（怒鳴る）私は、あなたの欲望の為に生きてるんじゃない！


　あなたなんか、夢に溺れて、地獄に落ちればいいのよ！」


　　　その時、後ろからバルもラットマンに奇襲をしかける。


　　　思わぬ伏兵にうろたえたラットマンが、手を振り回す。


　　　その鋭い爪が、抱えていたアヤの体を裂いてしまう。血がほとばしる。


　　　怒りのドクガールは、ラットマンに突っ込んでゆく。


　　　ラットマンは、思わずアヤを放してしまう。


　　　そのラットマンの片足をドクガールはしっかり掴み、


　　　そのか細い体で、グングン空へと持ち上げてゆく。


　　　うろたえ暴れるラットマン！ドクガールは、上空で、ついに手放してしまう。


　　　落下したラットマンは、地面に激突し、グシャッと音がする。


　　　ドクガールも、地上に舞い降りてくる。


ラットマン「（断末魔）い、嫌だ、死にたくない。オレは、優れた生物の野民だぞ。


　こんな死に方はしたくない」


ドクガール「腐って、シデ虫にでも喰われればいいわ。


　そうすれば、虫の中で、永遠に生きられるんでしょう。


　自分の主義に抱かれて、死ねばいいのよ」


　　　ドクガールは、ラットマンにかまわず、動かなくなったアヤの方へ向かう。


　　　アヤのそばで、牧村や下子が戸惑っているが、


　　　ドクガールは、すぐにアヤの体を抱きかかえる。


　　　その消えかけている命を目にして、ドクガールが涙を流す。


　　　それはこぼれ落ちて、アヤの体、特に、傷口にと降り掛かる。


　　　決心したドクガールは、アヤの体を下に置いて、静かに立ち上がる。


　　　そして、バッと空へと飛翔する。後に続いて、バルも飛び上がる。


　　　両者は、寄り添って、いずこかへと飛び去ってしまう。


　　　残された牧村たちが、慌てて、アヤの元へと走り寄る。


　　　牧村が、泣きながら、アヤを抱きかかえる。声を掛けながら、その体を揺さぶる。


　　　その時。動かなかったアヤが、身震いし、小さな声を出す。


　　　牧村はハッとする。


牧村「（驚きながら）傷口がふさがってる・・。助かるかもしれない」


下子「せ、先生！本当ですか！」


牧村「不思議だが、間違いない。なぜなんだ？


　もしかして、あの毒蛾・・いや、あの娘が奇跡を・・」


　　　牧村は、遠い目で、夜空を眺める。


牧村「（つぶやき）あの子は、一体・・」


 


　　　　　　○どこか


　　　霧深い場所に、影子とバルがたたずんでいる。影子は、悟りきった表情。


影子「世界は、こんなに広いのよ。


　いつかは、私たちを受け入れてくれる人たちとも、きっと、巡り会えるはずだわ。


　行きましょう、バル」


　　　両者は、優しく相手の事を見つめあい、いずこかへと向けて、歩き去ってゆく。


　　　つづく。


 


　　　次回予告「第４話　野民の王」


「影子を狙う、新たなる野民ガラズーン！


大空の霸王、天空の支配者を名乗るガラズーンの空からの奇襲の前には、


さしもの影子も危機にと直面した。


はたして、影子は、反撃のヒントを見出せれるのであろうか。


そして、影子を巡って、第二、第三の人物までもが現れた。激動の展開を迎える」
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　　　　第４話「野民の王」　　THE PRINCE OF THE DARKNESS


 


 


　　　　　　○町中　　（夜）


　　　新年を迎えたばかりの真冬。


　　　路上には降り積もった雪が散在し、


　　　その上を、厚着をした市民らが寒そうに闊歩している。


　　　誰もが、やや浮かれ気味で、楽しそうに見える。


　　　高層ビルのネオンに、「21世紀到来おめでとう！」の文字が浮かび上がる。


　　　そんな中を、分厚いジャンパーを着たスキンヘッドの大男・永山も歩いている。


　　　永山は、周囲の様子を不愉快げな表情で睨んでいる。


 


　　　　　　○郊外の森　　（同）


　　　いきなり、カラスの野民・ガラズーンの顔のアップ。


　　　ガラズーンは、引き裂くような鳴き声で叫ぶ。


 


　　　タイトル「第４話　野民の王」


 


　　　暗い森の中、木々の間をくぐり抜けて、影子が逃げ走っている。


　　　上空では、ガラズーンが飛行して、影子の事を追い掛け回している。


ナレーション「人間の遺伝子ヒトゲノムの中には、進化の途中で発達が止まってしまい、


　未使用となった細胞情報が大量に含まれている。


　闇十字団のドクタータナトスが開発した薬品”霧”は、


　そうした細胞情報を再活発化させる作用があり、


　人間を他の生命力の強い動物とのあいのこである野民にと強制進化させてしまえるのだ。


　こうして生まれた沢山の野民たちは、今では、研究所内に収容しきれず、


　研究所の外のあちこちへと放たれ、闇の世界に紛れて、暮らしているのである」


　　　ガラズーンは、影子を追跡し続ける。


　　　逃げ惑う影子は、ドクガールに化身する兆しを見せない。


　　　もし、化身しても、空中戦では、


　　　優雅に飛ぶガラズーンに対抗できない事が分かっているからである。


　　　影子は、木々の生えてない原っぱへと走り着く。


　　　その先には、小さな湖がある。


　　　影子は、急いで、その中へ飛び込み、潜り入ってしまう。


　　　寸でのところまで追い詰めていたガラズーンは、ここで停止し、たじろいでしまう。


　　　翼が濡れるので、水の中には入れなかったのである。


　　　弱り果てたガラズーンは、湖の上を、うろうろと旋回した末、


　　　諦めて、いずこかへと飛び去ってしまう。


　　　しばらくして、ずぶ濡れの影子が湖の中から上がってくる。


　　　水が冷たかったせいもあるかもしれないが、その表情は険しい。


影子「（つぶやき）武器・・・なにか、強力な武器が必要だわ」


 


　　　　　　○防衛庁・長官室


　　　窓際の机に、貫録のある長官が、どっしりと座っている。


　　　そこへ、ドアをノックして、永山が入ってくる。


永山「（敬礼して）失礼します」


長官「お、来たか。話とは何かね、永山二佐」


永山「（長官の元へ歩み寄り）ハッ。とても重要な話であります。


　我が国の未来にも関わる問題かもしれません」


長官「（少し驚き）ほう。それは、たいそうな」


永山「まずは、これを見て下さい」


　　　永山は、長官の机の上に、沢山の写真を並べる。


　　　それらには、町中や野外の隅にたたずむ野民の姿がぼんやりと写されている。


長官「これは、一体？」


永山「最初は、五徳市の閉鎖に立ちあった部下が、


　現地観察用に撮った写真の中に偶然写っていたのを見つけたのが、きっかけでありました。


　しかし、調査を進めてゆくうち、


　このような異形のものが、実は、各地に隠れ潜んでいるらしい事が判明したのであります。


　実物も、すでに何匹か、しとめました。本物の化け物です」


長官「まさか。何かの間違いではないのかね」


永山「いずれ、正式な報告書は提出いたします。


　このような連中が、なぜ、出現し始めたのかは分かりません。


　しかし、昨年末から、その活動がやたらと顕著になり始めているみたいなのです。


　考えてもみてください。


　我々の知らないところで、こんな生物たちが暗躍をしているのです。


　恐ろしいとは思いませんか。軍としては、すぐにでも手を打つべきであります。


　この生物たちの生態を調べ上げ、国民が危害を受ける前に、根絶するのです。


　それが、我々の為すべき任務であります」


長官「信じられん・・・」


永山「自分の申請、検討してくださいますね」


長官「しかし、君。これらの謎の生物を探し出す方法とかはあるのかね。


　闇雲に探し回っても、効果は見込めないはずだ」


永山「その点については、心当たりがございます」


　　　永山は、写真の中から、数枚を抜き出す。


　　　それらには、影子の姿が隠し撮りされている。


永山「謎の生物の目撃報告が多い場所では、


　なぜか、この女性の姿もよく目撃されています。


　恐らく、何らかの関わりがあるのではないかと」


長官「（微笑み）なんだ、普通の少女じゃないか。


　この写真に比べると、こちらのは妙に痩せているね。


　数カ月かけて、ダイエットでもしたのかな」


永山「その写真は、三日違いで写したものであります」


長官「（ギョッとする）バカな。三日で、こんなに変わるはずが・・・。


　まさか、この子も化け物の一人だと？」


永山「分かりません。しかし、捕らえてみれば、全ての真相は分かるはずでしょう」


長官「（狼狽しつつ）永山くん、貴重な話をありがとう。


　よく検討するよ。良い返事を期待していておくれ」


永山「ありがとうございます」


　　　永山はビシッと敬礼して、部屋から出てゆく。


　　　すると、入れ違いに、部屋の奥に隠れていたひさおが、影のように姿を現わす。


長官「間野くん。確かに、君の懸念していた通りだったよ。


　少しづつだが、秘密に勘づき出した者が現れたらしい」


ひさお「（妖しい笑み）あの男、危険だわ。排除して」


 


　　　　　　○牧村宅・玄関前　　（昼）


　　　元気そうなアヤが、リュックを背負い、はしゃぎながら、門の周りを行き来している。


　　　その様子を、玄関の入口のところに立った牧村と下子が眺めている。


　　　牧村は白衣だが、下子は外出着である。


下子「（牧村へ）アヤさん、すっかり良くなったみたいですね」


牧村「う・・ん。まさか、あの少女の涙が、


　傷口だけではなく、アヤの血液病に対してまで、治癒効果を見せるとは、意外だったよ。


　アヤが、これほどまでにも回復してしまうとは」


下子「しかし、ほんとに良かったんですか。アヤさんを旅に出すのを許可しても。


　いくら病気が治ったとは言っても、


　アヤさんの年齢で当てもない旅行は、あまりにも無謀すぎます。


　あの女の人、影子さんを探して、ここに連れ戻したい、だなんて、


　ムチャすぎる考えですよ」


牧村「確かにそうだ。


　でもね、今まで、私は病気を理由に、アヤには何の自由も与えてはこなかった。


　せめて、この程度の我がままを聞き入れてやるのは、親としての務めだよ。


　それに、私も、影子さんとは、あらためて会いたい気がする」


　　　牧村が、そっと影子の写っている写真を出し、眺める。


牧村「（つぶやき）それにしても、この子が、


　あの政財界の華、間野ひさお夫人の娘だったとは。


　五徳市の災害で死んだと聞いていたのだが」


　　　その時、はしゃぎ遊んでいたアヤが、二人のもとへ駆け寄ってくる。


下子「（アヤへ）さあ、アヤさん。そろそろ出かけますよ」


アヤ「（素直に）はーい」


牧村「（下子へ）じゃあ、下子くん、アヤの事を頼んだよ。困ったら、すぐ連絡をおくれ」


下子「はい。先生も、しばらく一人にしてしまいますが、お元気で」


アヤ「（明るく）パパ。絶対、おねーちゃんを見つけてくるからね！」


　　　牧村に見送られ、アヤと下子は門から外へ出てゆく。


 


　　　　　　○路地　　（同）


　　　塀に左右を囲まれた一本道。アヤと下子が歩いている。


　　　その後ろを、電柱に隠れながら、こそこそと球異が追い掛けている。


　　　下子が、ふとピタリと止まる。


下子「（振り返り）おい、探偵！出てこいよ。居るのは、バレバレなんだぞ」


　　　電柱の影で、球異がビクリとする。


下子「あんたの探し人も、あのお嬢さんで、


　見失っちゃったから、オレたちの事を付け回してるんだろ。


　目的は同じなんだ。今までのいきさつは忘れてやるから、一緒に探そうぜ。


　そうやって、隠れていられると、気になって、しょうがない」


　　　球異が、オロオロと電柱の後ろから現れ、下子たちのそばへ歩み寄る。


球異「（おたおたと）いいえ。おいらは、探偵などではなく、通りすがりの旅人でして・・」


下子「いいから、行くぞ！」


　　　球異も加わって、三人は、再び道を歩き出す。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○岩場　　（真昼）


　　　まぶしく太陽が照っている。


　　　岩だらけの場所で、


　　　探検服スタイルの老人・西森が、かなてこでしきりに岩壁を叩いている。


　　　他に人は居なかったが、そこへ、バルを連れた影子がひょっこりと現れる。


　　　影子は立ち止まり、冷めた様子で、西森の作業に目を向ける。


影子「何をしてるんですか」


西森「（作業しながら）古代の遺跡の発掘じゃ。分からんかね」


影子「この土地に、そのようなものがあると言う噂は聞きませんが」


西森「わしの勘で、ここを調べているのだ。かまわんでおくれ」


　　　うるさげな西森が、影子の方へと顔を向ける。


　　　奇怪なバルにも目をやるが、気にせず、再び作業に戻ってしまう。


影子「この動物を見て、何とも思わないんですか」


西森「わしは、世界中を旅してきた。世の中には、変った生き物が沢山いる。


　いちいち驚くには値しない」


　　　西森の返事に対して、影子はにっこりと微笑む。


 


　　　　　　　（ＣＭ）


 


　　　　　　○歩行者天国　　（日中）


　　　雑踏の中、球異が行き交う人々に声を掛けている。


　　　聞き込みをしているのだが、若い女性ばかり選んで声を掛けているので、


　　　一見、ナンパのように見えてしまう。


　　　その様子を、路地のはじの方で、下子とアヤが不安そうに眺めている。


下子「（つぶやき）あの探偵、本当に大丈夫なのかよ」


 


　　　　　　○歩行者天国・別の場所　　（同）


　　　聞き込み疲れした球異が、くつろぐ為、歩道の隅へ寄り、花壇の縁へと腰掛ける。


　　　隣には、誰か先客が座っている。


球異「（独り言）ああ、しんど。でも、収穫はあったぞ。おいらのかわい子ちゃん」


　　　球異は、手に持った影子の写真にと微笑みかける。


　　　その時、隣の先客が、いきなり球異の方へと体を乗り出す。


　　　球異はギョッと身をひくが、その先客とは、あの永山である。


永山「（球異へ）あれ、球異じゃねえか。どうした、その娘の写真は？」


球異「（きょとんと）へ？球異って・・・あら、永山先輩？なぜ、ここに？


　先輩は、確か、軍に入ったはずじゃ」


永山「あんなところ、やめちまったよ。分からず屋ばっかりだからな。


　でも、部下がまだ在籍しているから、武器はいくらでも闇ルートから調達できる。


　いや、こんな話はどうでもいいんだよ。それより、お前、その娘の事を知っているのか」


球異「あの、この子は、おいらの今の仕事の探し人でして」


永山「居場所は突き止めたのかよ」


球異「聞き込みだと、この町の郊外に住んでいる西森氏・・・


　ほら、日本考古学会の重鎮で、今は引退してしまった老人の家に、


　最近、新しい家政婦が居て、この子に似ているとか・・・」


永山「（バッと立ち上がり）よし！ありがとよ」


　　　永山は、さっさと駆け出してしまう。


　　　慌てた球異は、その後ろ姿向けて、声を掛け続ける。


球異「（うろたえながら）あの〜〜、先輩〜〜。ちょっと〜〜。


　この子は、おいらの探し人ですよ〜〜。横取りは嫌ですよ〜〜」


 


　　　　　　○西森宅・客間


　　　広い部屋で、沢山の写真が飾られている。


　　　そのいずれもが、発掘中の古代遺跡の前で、


　　　西森と仲間たちが並んで写っているものである。


　　　これらの写真に混ざって、発掘道具や武器類も掛けられている。


　　　それらを、影子が、興味深げに眺め回っている。


　　　そこへ、くつろいだ着物姿の西森老人もやって来る。


西森「（つぶやくように）世界中を旅した。どれも命がけの冒険じゃった。


　だからこそ、武器も欠かせなかった。こう見えても、わしの射撃の腕は一流じゃ」


　　　壁に掛けられた銀色のムチへと、影子の目が向く。西森も、それに気付く。


西森「そのムチは、わしのお気に入りじゃよ。


　武器だけじゃない。様々な使い方ができる。特別発注でね。


　素材は軽金属じゃ。皮のムチより、ずっと頑丈にできている。どれ」


　　　西森は、壁からムチを外すと、それを影子の方へと差し出す。


西森「君も、このムチが気に入ったようじゃな。持っているがいい。


　わしには、すでに無用のものじゃ。


　若い者にまた使ってもらった方が、このムチとても嬉しいじゃろう」


　　　影子は、口元をほころばし、ムチを受け取る。


影子「（無垢な表情で）先生」


　　　その時、不吉なカラスの鳴き声が聞こえてくる。


　　　影子の顔が、キッときつくなる。


 


　　　　　　○西森宅・玄関　　（夕方）


　　　出て行こうとする影子を、入口で西森が見送っている。


影子「（澄んだ声で）先生、今までお世話になりました。本当に助かりました」


西森「（ブツブツと）わしは、世界中を旅してきた。色んな事があった。


　色んな人と出会ってきた。しかし、どれも、過去の思い出に過ぎん」


影子「（優しく）先生でしたら、まだまだ新しい偉業は残せますわ。


　古代遺跡、見つけてくださいね」


　　　まだ独り言をつぶやき続けている西森に背を向け、影子が静かに歩き出す。


　　　バルが現われ、影子の後を追い掛けて、寄り沿う。


　　　その時、またカラスの叫びが聞こえてくる。再び、影子の表情が引き締まる。


 


　　　　　　○野外　　（日没後）


　　　ガラズーンが、上空を旋回している。薄暗い為、ほとんどシルエットである。


　　　タナトスの笑い声が、夜空にこだまする。


タナトスの声「行け、ガラズーン！大空の霸王、天空の支配者よ！


　今度こそ、娘を捕獲するのだ。上空から攻めれば、あの殺人リンプンもかけられまい。


　この娘を捕らえよ、喰らえ、血をすすれ。汝の卑しい伴侶とするのだ！」


　　　地上の草むらでは、影子が逃げ走っている。


　　　しかし、今度は逃げ惑っているだけではない。走りながら、服を脱ぎ捨て出す。


影子「（叫ぶ）エクディーシス！」


　　　影子の姿が、ドクガールに脱皮する。


　　　その手には、しっかりと西森に貰ったムチが握られている。


　　　上空から、ガラズーンが一直線に降下してくる。


　　　鋭い足の爪で、ドクガールを狙っている。


　　　だが、ドクガールは、逆にムチを振り回し、ガラズーンを威嚇する。


　　　怯んだガラズーンが、再び上昇しようとする。


　　　ドクガールも、バッと空に舞い上がる。


　　　飛行速度は明らかにガラズーンの方が早いが、


　　　ドクガールはすかさずムチを振り伸ばす。


　　　その先端は、ガラズーンの片足にからみつき、捕らえてしまう。


　　　それでも、飛び逃げ続けるガラズーン。


　　　ドクガールは、ムチにしがみつき、さらにはムチを巻き取ってゆく事で、


　　　飛行するガラズーンのそばへと、どんどん近づいてゆく。


　　　ついに、ドクガールはガラズーンの元にたどり着いてしまう。


　　　空中で、両者の体が重なり合う。


　　　ガラズーンはくちばしで攻撃しようとするが、


　　　その前に、ドクガールはバッとリンプンを一帯に撒き散らす。


　　　ガラズーンは悲鳴をあげ、そのまま地上へ落ちていってしまう。


　　　地面に叩き付けられたガラズーンのそばへ、華麗にドクガールが舞い降りてくる。


　　　ガラズーンは、溶解リンプンの為、翼が破けてしまい、


　　　弱って、ヨタヨタと腹ばいで、うめいている。


ドクガール「空の王者も、飛べなくなったら、もうおしまいね」


　　　ドクガールは、とどめを刺さず、背を向けて、この場を去っていこうとする。


　　　その時、凄まじい銃声が響き渡り、ガラズーンの頭が吹っ飛ぶ。


　　　ハッとしたドクガールは、振り返り、さらに銃声のした方へ目を向ける。


　　　そこでは、サングラスをした永山が重火器を両手に構え、標的を狙っている。


　　　ガラズーンに続く次の獲物は、ドクガールなのだ。


　　　それに素早く気が付いたドクガールは、サッと空に舞い上がる。


　　　永山の次の攻撃はかわされ、地面を直撃する。


　　　フワフワ飛ぶドクガールは、タイミングを崩して、


　　　永山の銃撃をことごとく紙一重でかわしてゆく。


　　　さらには、ムチで弾丸をはね返すと言う神業さえ見せたりもする。


　　　ついには、永山の重火器の弾倉が切れてしまう。


　　　舌打ちした永山は、重火器を放り投げ、別の武器に持ち替えようとする。


　　　その一瞬の隙をつき、ドクガールは永山目がけて突進する。両者は衝突する。


　　　動揺した永山は、ナイフを構えるのが僅かに遅れてしまい、


　　　ドクガールのペースで肉弾戦に持ち込まれてしまう。


　　　永山の体は地面に押し倒され、


　　　その上に、ムチを構えたドクガールが押さえ込んだ姿勢となる。


　　　勝負はついたのだ。


　　　その状態で、ドクガールはきつく足元の永山を睨み付けている。


永山「（憎悪を込めて）化け物め、貴様の勝ちだ。さあ、殺せ。好きにしろ。


　薄汚れた人殺しのケダモノ！地獄の底の汚い毒蛾め！」


　　　ドクガールは震えていて、躊躇しており、何もする事ができない。


　　　とうとう、うなだれて、構えていたムチさえ下ろしてしまう。


　　　そして、バッと空へと舞い上がる。そのまま、いずこかへと飛び去っていってしまう。


　　　ようやく解放された永山は、立ち上がって、ブルブルと体を震わせたあと、


　　　ドクガールの飛び去っていった方向を鋭く睨み付ける。


 


　　　　　　○森の中　　（同）


　　　ドクガールから人間の姿に戻った影子が、


　　　木の幹に顔を埋めて、悔しそうに、グスグスと泣き続けている。


　　　顔も目も真っ赤である。


　　　影子は、脱皮を繰り返したせいか、少し痩せて見える。


　　　その時、声がする。


プリンスの声「愛しのプリンセスよ、ようやく見つけたぞ」


　　　ハッとした影子が、声の方へ顔を向ける。


　　　そこには、西欧貴族風の衣装の美青年と、


　　　取り巻きの男たちが、寄り沿って、立っている。


　　　美青年は、余裕の表情をしている。


プリンス（美青年）「（キザっぽく）会えて、嬉しいよ、マイ・ダーリン。


　私は、プリンス。野民の王とも呼ばれている。


　私は最強の野民、全ての野民の絶対なる支配者だ。


　そして、君は私の妻となる女、だから、プリンセス」


　　　影子は、キッとプリンスを睨み付ける。


プリンス「嫌わないでおくれ。二人が結ばれるのは運命なのだ」


　　　影子は、サッとムチを構える。


影子「あんたなんて、夢に溺れて、地獄に落ちなさい！」


　　　影子は、怯まないプリンス目がけて、いきなりムチを振るう。


　　　逃げないプリンスは、その攻撃を正面から受けてしまい、


　　　ムチの当たった胸部が裂け、血が噴き出す。


　　　ところが、涼しい表情のプリンスの方は、まるで動じず、


　　　なんと、出血があっさりと止まってしまう。簡単に傷口がふさがってしまったのだ。


　　　影子は、がくぜんとした表情になる。


　　　プリンスの取り巻きたちが、急いで、プリンスへ点滴を施しだす。


プリンス「（冷たく微笑み）分かったかね。


　私は、野民の中でも、特に新陳代謝の速度が早いのだ。


　君の溶解リンプンを浴びても、死ぬ前に回復してしまえる。


　君の武器は、いっさい私には通用しないのだ。


　だからこそ、私だけが君を愛する事ができるのだ」


　　　弱った影子が、後じさりをする。


　　　その時、突然現れたバルが、プリンス目がけて、奇襲で飛び掛かる。


　　　プリンスはびっくりし、周りの取り巻き連中も動揺する。


　　　その隙をついて、バッと影子が逃げ走り出す。


　　　そのあとを、バルもすぐに飛び追い掛ける。


　　　慌てた取り巻きたちを、プリンスは余裕で鎮める。


プリンス「（クールに）まあ、急がなくてもよい。あの子は脱皮したばかりだ。


　続けて脱皮は出来ないから、蛾に化身して、空を飛んで逃げる事もあるまい。


　すぐに追いつくさ」


 


　　　　　　○森の中・別の場所　　（同）


　　　草むらの上を、バルを連れた影子が駈けている。


　　　その目には、悲しみで溢れ出る涙が光っている。


　　　つづく。


 


　　　次回予告「第５話　オニヒトデ」


「影子が次に訪れた場所、鬼頭村。


そこは、さびれた漁村に見えたが、実は、恐怖の野民オニヒトデによって、占拠された村だった。


とりこにされる下子、アヤ、球異の三人。


彼らの前に姿を見せる村の娘、令子の企みとは？恐るべきオニヒトデと影子の対決の時が迫る！」
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    第５話「オニヒトデ」
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　　　　第５話「オニヒトデ」　　SEA MONSTER


 


 


　　　　　　○研究所内


　　　闇十字団の研究所・秘密工場内。そこそこに広い。


　　　機嫌良く視察し回っているタナトスの目の前で、


　　　オートメーションの機械が”霧”の原液を次々に調合している。


　　　その配合過程にて、粗悪判定された原液は、


　　　廃液として、下水パイプの方へ送られている。


　　　下水パイプはぐんぐん伸び、屋外へつながっている。


 


　　　　　　○河


　　　下水口から、”霧”原液がジャバジャバと、河の中に流されている。


　　　鈍い色の原液は、水面に広がり、沈殿し、下流へと流れてゆく。


 


　　　　　　○海


　　　河から流れてきた”霧”原液は、広い海の表面にすら漂っている。


　　　やがて、海中に怪しい物陰が動き出す。


　　　それは、浜辺の方へと向かい、波に紛れて、砂浜へと上陸する。


　　　ヒトデ状の頭を持った野民・オニヒトデビトの出現である。


ナレーション「人間の遺伝子ヒトゲノムの中には、進化の途中で発達が止まってしまい、


　未使用となった細胞情報が大量に含まれている。


　闇十字団のドクタータナトスが開発した薬品”霧”は、


　そうした細胞情報を再活発化させる作用があり、


　人間を他の生命力の強い動物とのあいのこである野民にと強制進化させてしまえるのだ。


　こうして生まれた沢山の野民たちは、今では、研究所内に収容しきれず、


　研究所の外のあちこちへと放たれ、闇の世界に紛れて、暮らしているのである」


 


　　　タイトル「第５話　オニヒトデ」


 


　　　　　　○フリーメン・アジト


　　　どんよりと薄暗い、不気味な場所。


　　　側近たちに囲まれたひさおとタナトスが、


　　　線（影子の移動ルート）の引かれた地図を見ながら、会話をしている。


タナトス「（地図を杖で指しながら）見たまえ。これが、影子くんの今までの逃走ルートだ。


　私も、全国に散らばる野民たちには影子捕獲命令を出している。


　まあ、捕まるのも時間の問題だろう」


ひさお「さあ、当てにして良いのやら。私は、とりあえず、プリンスと接触してみるわ。


　せいぜい期待できる野民は、彼ぐらいなものですから」


タナトス「（冷ややかに）それもよかろう」


ひさお「（地図を見ながら）しかし、影子ったら、何か目的でもあるのかしら」


　　　ひさおは、地図の線の先を目で追ってみる。


ひさお「（ハッとして）まさか・・・」


 


　　　　　　○どこかの浜辺　　（昼）


　　　まだ遊泳禁止の季節なので、人影は何も無い。


　　　ただ一人、バルを連れた影子が、テトラポットの上に座って、休憩している。


　　　地図を開き、周囲を見渡しながら、方向を確認している。


影子「（バルへ微笑みかけ）よし、バル。そろそろ行くわよ」


 


　　　　　　○鬼頭村・近郊　　（同）


　　　浜辺を、アヤ、下子、球異の三人が歩いている。


　　　海を見れて、嬉しいのか、アヤは浮かれはしゃいでいる。


アヤ「（球異へ）ねえねえ、探偵さん。今度こそ、本当におねーちゃんに会えるの？」


球異「もちろん。おいらの推理に間違いはありません！


　影子ちゃんは、次に行く鬼頭村に必ず顔を出すはずです。


　だから、先回りして、待ち伏せするんです」


下子「（苦笑いして）おい、影子ちゃんって、馴れ馴れしいぞ、ヘボ探偵。


　で、それって、根拠のある話なのかよ」


球異「ヘボは余計ですよ。これまでの影子ちゃんの動向から推測したんです。


　彼女は、これまで、食糧調達や資金稼ぎの為、あちこちの町や村に顔を出しています。


　今までの彼女の移動ルートをたどると、


　今度、現れる場所が鬼頭村だと言うのは、ほぼ確実です」


下子「それで、その鬼頭村には、まだ着かないのか」


球異「（目の前を指さし）ほら、もうそこです。


　マップによると、さびれてはいるけど、のどかな漁村みたいですよ」


　　　目前には、点在する民家が見えてくる。


球異「田舎だから、きっと、人のいい連中ばかりですよ」


　　　球異の言葉に、アヤが嬉しそうに微笑む。


　　　三人は、どんどん村の方へ近づいてゆく。


　　　すると、村の方から


　　　「よそものだぞー！」「女もいるぞー！」


　　　と言う大声が聞こえてくる。


　　　不安になった三人の前に、まもなく、村民たちがゾロゾロと駆け寄ってくる。


　　　手には棒やモリを持ち、殺気だっていて、かなり物騒な雰囲気である。


　　　村民たちに囲まれ、下子たちは、うろたえて、立ち止まってしまう。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○小屋の中　　（夜）


　　　何も置かれてない小さな木造の物置小屋。


　　　小さな裸電球一つに照らされて、


　　　暗い中に、下子、アヤ、球異たちが閉じ込められている。


　　　縛られてはいないが、アヤは怖くてベソをかき続けている。


下子「（ブツブツと）何が、人のいい連中ばかりだよ。どうなってんだよ、これは」


球異「それは、こっちが知りたいですよ」


下子「アヤさん、泣かないで。絶対、助かりますからね」


　　　アヤは、泣きながらも、けなげにうなずく。


球異「そうだ！逃げ出そう！ほら、あそこに天窓があるでしょう。


　肩車をすれば、届きそうだ。逃げ出した人が、助けを呼びに行くんです」


　　　球異が指さした場所には、閉まってはいるが、確かに天窓がある。


下子「お前にしては、いいアイディアだな。それで、誰が逃げ出すんだ？


　もちろん、アヤさん優先だろうな」


球異「（慌てて）バ、バカを！こんな危険な任務、子供に押し付けられますか。


　探偵であるおいらが命を張って・・・」


下子「（意地悪く）とか言って、一人で逃げ出すつもりじゃないだろうな」


アヤ「（たどたどしく）探偵さんに行かせてあげて」


球異「（勝ち誇って）ほら！アヤちゃんも、そう言ってる事だし！」


　　　下子が不服げな表情の一方、球異はずるそうな笑みを浮かべている。


　　　そして、下子の肩に乗っかり、球異の脱出計画が、さっそく始まる。


　　　しかし、手際が悪いのか、なかなか進行せず、バタバタしている。


　　　その矢先、小屋の戸が開き、外から一人の女性が入ってくる。


　　　村の娘の令子、ちょっとセクシーな妙齢の少女である。


令子「（すかさず）何やってるの、あなたたち！


　その天窓は、外からつっかいをしているから、開かないわよ」


　　　ガクリときて、下子の肩車は崩れてしまう。


下子「こうなりゃ、ヤケだ！ヘボ探偵、その娘を人質にして、強行突破だ」


球異「よっしゃあー！」


　　　球異は、令子の方へ突進してゆく。


　　　しかし、令子の顔を見た途端、ハッとなり、赤くなって、立ち止まってしまう。


　　　その隙をついて、令子が逆に球異を両手で押し飛ばしてしまう。


　　　球異は、あっけなく床に倒されてしまう。


下子「（呆れて）役に立たない探偵・・・」


　　　令子は、入口の戸を閉め、三人の元へ歩み寄ってくる。


令子「（優しく）ごめんなさい。こんなところに閉じ込めたりして。


　でも、これには、事情があったのよ。本当は、村の皆にも、悪気は無いの」


　　　球異は、令子の方を見て、まだ赤い顔のまま、ボッとしている。


下子「あなたは、一体？それに、事情って？」


令子「私は、令子。この村の人間よ。


　実は、この村には、ほんの数日前に、怪物が現れたの。


　その怪物が、命令を出したのよ。


　この村に訪れる、ある女性を捕まえ、自分に差し出せ、って。


　私ぐらいの年齢の少女だと言っていたわ。


　それで、村の全員が、すっかり過敏になっちゃって・・・」


下子「怪物？」


令子「そう。海から現れたの。ヒトデに似ていて、人間ぐらいの大きさがあったわ」


下子「なぜ、そんな奴の言いなりに？」


令子「（ためらいながら）そいつは・・・そいつは殺したのよ、村の人を！」


 


　　　　　　○回想


　　　民家の中に、突然、乗り込んでくるオニヒトデ！


　　　その家の住人たちは、驚き怯え、全員で寄り添っている。


　　　彼ら目がけて、オニヒトデは、口から吐く毒液を浴びせる。


　　　その毒汁が体にかかった住人たちは、


　　　悶えながら、次々にバタバタと倒れていってしまう。


 


　　　　　　○小屋の中　　（夜）


　　　先のシーンの続き。会話を続ける令子と下子たち。


令子「怪物は言ったわ。


　自分は、四六時中、この村を見張っているから、裏切り行為をすれば、すぐ分かるって。


　もし、自分の命令に従わず、村の外へこの事をばらしたりすれば、


　村の全員を皆殺しにしてやるとも言ってたわ。


　村の全員を見張ってるだなんて、絶対ウソに決まってるのに。


　でも、皆は、すっかり怯えてしまって、言いなりになってしまったわ。


　それで、あなたたちにまで迷惑をかけてしまった。本当にごめんなさい」


下子「そうだったんですか」


令子「（アヤへ）怖かったでしょう。本当にごめんね。


　あなたみたいな小さなお嬢ちゃんが、


　怪物の探している女性じゃない事は、一目りょう然なのにね。


　皆、怖くて、何も分からなくなってしまっているのよ」


　　　アヤは、令子の優しい態度に安心したのか、ぐずるのを止めてしまう。


令子「何とかしなくちゃ。被害者が増えるばかりよ。


　怪物が探している女性の素性でも分かれば、彼女を事前に逃がしてあげる事もできるのに」


　　　その時、ようやく、球異が令子の前へ歩み出る。


球異「（元気に）おいら、令子ちゃんの考えに大賛成です！おいらも協力します」


下子「（嫌みに）何だよ、役立たずのくせに」


　　　


　　　　　　　（ＣＭ）


 


　　　　　　○浜辺　　（日中）


　　　波打ち際で、オニヒトデとプリンスが対峙している。


　　　プリンス側には、複数の側近の男たち以外に、ひさおの姿もある。


プリンス「（オニヒトデへ）どいてもらおうか。ここが、君の縄張りだと言うのは分かる。


　しかし、プリンセス捕獲の最優先権は私にあるのだ」


　　　無口なオニヒトデは、ただプリンスを睨み続けている。


プリンス「（冷ややかに）どうやら、野民の王である私の事を知らないみたいだな。


　とんだモグリの野民らしい」


オニヒトデ「（かたことで）海・・・温室効果・・・気温が上がり、


　やがて、南極の氷が溶けて、世界は海の底へと沈む・・・


　その時、助かるのは、わしだけ・・・海の野民だけが生き残る・・・」


　　　オニヒトデの話に、プリンスはギョッとするが、すぐ平静を取り戻す。


プリンス「どうやら、頭もいかれてるようだ。（側近へ）やってしまいなさい」


　　　側近たちが、懐より拳銃を取り出し、オニヒトデ向けて、いっせいに発砲する。


　　　ところが、オニヒトデの方は、


　　　頭部のヒトデ部分がスルスルと拡大し、体を覆い尽くしてしまう。


　　　このヒトデ部分は、そうとう固い表皮らしく、


　　　鎧となって、身を守り、拳銃の弾をことごとくはね返してしまう。


　　　この発展しない状況にしびれを切らしたプリンスが、


　　　マントの内に隠していた右手をバッと出す。


　　　右手だけが脱皮しており、鋭い爪の生えた爬虫類の手となっている。


　　　プリンスは、すたすたとオニヒトデの前にまで歩み寄ると、


　　　右手の鋭い爪をグサリとオニヒトデの体に突き刺す。


　　　鮮血が飛び、悲鳴をあげたオニヒトデは、


　　　慌てて跳ねて、海の中へと飛び込み、逃げ去ってしまう。


　　　プリンスのそばへ、すぐさま側近たちが寄り添い、点滴を始める。


側近の一人「大丈夫ですか、プリンスさま。あの野民はどういたしましょう」


プリンス「奴も、脱皮が出来るタイプの野民だ。死んではいないだろう。


　しかし、追う必要はない」


　　　プリンスのそばへ、冷ややかな態度のひさおが歩み寄る。


ひさお「とんだ道草だったわね。さあ、影子の追跡に戻りましょうか」


プリンス「（うるさげに）あんたに言われなくても、分かってる。


　プリンセスは、必ず、私が捕まえてみせる」


 


　　　　　　○鬼頭村・近郊　　（同）


　　　バルを肩にのせた影子が、てくてくと狭い一本道を歩いている。


　　　道の片側には海が広がっており、他に人影は無い。その時。


令子の声「あんた、影子さんでしょう」


　　　ハッとした影子が、声の方へ目を向ける。


　　　砂浜に、土砂でできた小山があり、


　　　その上に座っていた令子が、影子へと声を掛けたのである。


　　　令子は、手早く土砂の山から下りてくると、影子のそばへと歩み寄る。


令子「（爽やかに）驚かして、ごめんなさい。探偵さんに顔写真を見せてもらったのよ。


　一目で分かったわ。この先へは進まない方がいいわよ。


　怪物があなたの事を探しているの。殺されてしまうかもしれないわ」


影子「（微笑み）おしえてくれて、ありがとう。


　でも、そう言う事なら、尚さら行かなくちゃ」


令子「（きょとんと）でも、あなた、危ないわ！」


影子「だけど、あなたたちも困ってるんでしょう。大丈夫、私だったら」


　　　影子は、天使の笑顔を浮かべ、首を傾けてみせる。


 


　　　　　　○浜辺　　（同）


　　　側近に囲まれたプリンスが、携帯電話で何やら話をしている。


プリンス「（電話へ）タナトス！それでは、話が違うぞ」


タナトスの声「（電話より）君に影子くんを与えるとは一度も言ってはおらんはずだよ。


　一番強い野民ならば、誰が彼女を捕まえても、私はかまわんのだ。


　たとえ、知能の低い二流の野民だろうともね」


　　　怒ったプリンスは、電話を切ってしまう。


プリンス「（興奮して）プリンセスは、私のものだ。


　プリンセスをけがす奴がいたら、私が殺してやる！」


　　　取り乱したプリンスを、そばに居るひさおが、冷ややかに横目で見下している。


 


　　　　　　○鬼頭村　　（同）


　　　「影子が捕まったぞー」「オニヒトデさまに捧げるんだー！」


　　　と言った声が、村中に響き渡る。


　　　そして、浜辺には、地面に打ち込まれた大きな杭に、影子が縄で縛り付けられ、


　　　イケニエ状態で放置されている。


　　　その様子を、令子も含めた村民たちが、民家の影に隠れて、不安げに見守っている。


　　　やがて、海の方から、怪しい影が迫ってくる。


　　　それは、波と共に浜辺に上陸し、怪物オニヒトデの姿を現わす。


　　　オニヒトデは、影子のそばへと歩み寄る。


　　　無表情だった影子が、ニヤリと笑う。


影子「引っ掛かったのはあなたの方よ！」


　　　影子は、縄をバッと外して、とりこから抜け出してしまう。


　　　走り逃げながら、腰に巻いていたムチを取り出し、


　　　まずはオニヒトデに一撃をくらわす。


　　　オニヒトデは、傷を負うが、脱皮する事で、すぐに傷口を回復させてしまう。


　　　険しい顔つきになった影子は、服を脱ぎ捨て出す。


影子「（叫ぶ）エクディーシス！」


　　　影子の姿が、ドクガールに脱皮する。


　　　空に舞い上がり、上空からオニヒトデへと溶解リンプンを振りかける。


　　　オニヒトデは、悲鳴をあげながら、また脱皮し、海へと飛び込む。


ドクガール「逃がさないわ！」


　　　ドクガールも、海の方へと飛んでゆく。


 


　　　　　　○海　　（同）


　　　海面すれすれを潜水しているオニヒトデと、海上を飛ぶドクガールの攻防戦が続く。


　　　オニヒトデの吐く毒液をドクガールはムチのうねりではね返す一方、


　　　オニヒトデもドクガールの攻撃が僅かでも当たるたびに、


　　　すぐに脱皮して、傷を回復させてしまう。


　　　ドクガールの大技・毒蛾シューティングも初披露される。


　　　溶解リンプンをムチに塗りつけ、ムチの切れ味をアップさせる必殺技なのだ。


　　　しかし、一瞬の隙をつき、


　　　海中からジャンプしたオニヒトデが空飛ぶドクガールに飛びつく。


　　　抱きつかれたドクガールは、オニヒトデと共に海面に転落してしまう。


　　　オニヒトデは、得意の水中戦に持ち込むつもりなのだ。


　　　ところが、ドクガールの方も、瞬時に脱皮して、影子の姿に戻ってしまう。


影子「（厳しく）これが、あなたのオクの手ね。


　羽根さえ濡らして、飛べなくしてしまえば、勝てると思ったんでしょう。


　残念だったわね」


　　　海中でもみ合う両者は、波に流され、浜辺に打ち上げられてしまう。


　　　脱皮を繰り返した為、どちらも体力を消耗しきっている。


　　　特に、オニヒトデの方はガリガリに痩せてしまい、すでに戦える状態ではない。


ナレーション「脱皮型の野民同志が戦った場合、


　最終的に、その勝敗は、防御で行なった脱皮の回数が決める事になる。


　体内の予備栄養を使い果たしてしまう為、


　あまりにも短期間に脱皮を繰り返し過ぎると、体は痩せ細って、死にも至ってしまうのだ」


　　　浜辺に倒れたオニヒトデを、影子が見下ろしてる。


影子「（きつく）脱皮できる事を過信しすぎたみたいね。


　夢に溺れて、地獄に落ちるがいいわ！」


　　　影子は、オニヒトデを冷たく見放して、歩き去ってゆく。


　　　死にきっていないオニヒトデは、まだピクピク動いているが、


　　　そのそばに、別の人物の足が近づいてくる。


　　　そいつは、オニヒトデの前にまでやって来ると、


　　　いきなりオニヒトデの頭に銃口を突き付け、ズドンと撃ち殺してしまう。


　　　その人物とは、キッと顔をしかめた永山だった。


 


　　　　　　○鬼頭村　　（同）


　　　広場のような場所に、村人たちが集まって、ざわついている。


　　　そこへ、影子が、さっそうと歩いて、やってくる。


　　　令子だけが、パッと嬉しそうに微笑む。


影子「（勇ましく）皆さん、安心して下さい。怪物は退治しました。


　もう被害を受ける事はないでしょう」


　　　令子が、素早く影子のそばへ走り寄る。


令子「（感激して）ありがとう！本当にありがとう！」


　　　しかし、他の村民たちの反応は鈍い。


令子「（きょとんと）皆、どうしたの？なぜ、お礼を言わないの」


　　　村長らしき初老の男が、しぶしぶと前に歩み出る。


村長「影子さんとか言ったね。済まんが、君も出て行ってもらえんか」


　　　その言葉に、影子も令子もがく然とした表情になる。


村長「元はと言えば、君が目的で、あの怪物は現れたのだ。


　君さえ来なければ、この村は平和なはずじゃった。


　君に出て行ってもらいたいと言うのは、全員の一致した意見だ」


　　　村長の言葉に呼応して、村民たちがおのおのにうなずく。


令子「（うろたえて）ちょっと、待ってよ！なぜ、そんな事を言うの！


　影子さんに助けてもらったのよ！あまりにも、ひどい仕打ちじゃない？」


　　　目に悲しみの涙を浮かべる影子は、震えながら、村民たちに背を向け、


　　　ゆっくりと歩き去り出す。


　　　影子と村民の間に立った令子は、戸惑いうろたえる。


令子「（影子へ）影子さん、待ってよ。（村民へ）もう、皆、分からないの？


　影子さんが居なくたって、怪物は現われたわ！


　その時、自分たちだけで戦えたとでも言うの！


　必死に戦ってくれた影子さんを、なぜ悪者扱いしちゃうのよ！」


　　　令子の訴えもむなしく、影子は去ってゆき、姿も見えなくなってしまう。


　　　入れ違いに、監禁から解放された下子、アヤ、球異たちがやって来る。


下子「（慌てて）え、影子さんは来ましたか？き、来たんですね！」


アヤ「ねえ、おねーちゃんはー？」


　　　令子も村民たちも沈黙していて、重い空気が流れている。


　　　デレデレしている球異が、いきなり、令子の前へ歩み寄る。


球異「（元気に）令子さん！一目見た時から、あなたの事が好きになりました！


　もう絶対に浮気はしません！おいらと交際して下さい！」


　　　令子は、無反応で、球異にソッポを向けてしまう。


　　　あっけない失恋に、球異は涙目で肩を落としてしまうが、


　　　すぐに下子が慰めるように球異の肩を抱いてやる。


 


　　　　　　○道路　　（夜）


　　　アスファルトの広い道。時たま、車が走り抜けてゆく程度しか、人影はない。


　　　そんな中を、放心状態の影子が、ふらふらと歩いている。


　　　ガサガサと音がしたので、まるで無警戒の影子が振り返る。


　　　次の瞬間、彼女目がけて、冷凍液が勢いよく振りかかる。


　　　瞬時にして、影子の体は凍りつき、氷の塊となって、路上に倒れてしまう。


　　　奇怪な光線銃で影子を凍らせた、黒ずくめの謎の二人組が会話を始める。


謎の男Ａ「さあ、次はどうする」


謎の男Ｂ「命令どおり、氷の城へ運ぶのだ」


　　　二人の上では、主人を失ったバルが、弱って、うろうろと飛び回っている。


　　　つづく。


 


　　　次回予告「第６話　氷の城」


「冷凍銃で凍らされた影子が連れてこられた場所は、


地底に作られた巨大な要塞シェルターの中だった。


そこを支配するペンギンの極寒野民は、恐るべき計画を進行させつつあった。


アヤたちの前に現れた謎多き中村警部の真の狙いは何か？一方、プリンスも、影で暗躍する」
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　　　　第６話「氷の城」　　THE COLD WORLD


 


 


　　　　　　○道路　　（昼）


　　　平野の真っただ中に、高速道路風の一直線の道が伸びている。


　　　そこを、アヤ、下子、球異の三人がトボトボと歩いている。


下子「（ブツブツと）全く、役立たずの探偵だな。


　こんなに歩く羽目になるんだったら、最初からレンタカーでも準備しとけよ」


アヤ「（か弱げに）疲れちゃった〜」


球異「仕方ないじゃありませんか。


　聞き込みじゃ、影子ちゃんの最後の目撃場所がこのへんだと言う事だし、


　道の外は歩かないと調べられないでしょう。それに、駐車場も見当たらないし」


下子「偉そうな講釈は、彼女を見つけてから、言え。このヘボ探偵」


球異「（うろたえて）あ、あ、あ。また、ヘボって言ったぁ！」


下子「何度でも言ってやるよ。ヘボ、ヘボ、ヘボ！」


　　　二人のやり取りを見て、アヤの顔にも笑みがこぼれている。


　　　戯れている彼らのそばを、大きめの冷凍トラックが走り過ぎていく。


　　　三人には気付かれていないが、トラックの後ろからは、バルが必死に追っ掛けている。


　　　そして、トラックの運転手は、能面のような表情をしていて、


　　　妖しい笑みを浮かべている。


 


　　　タイトル「第６話　氷の城」


 


　　　　　　○フリーメン・アジト


　　　小じんまりとした会議室風の場所。


　　　ひさおとタナトスが、テーブルを囲み、ゆとりの様子で、ワインで乾杯なぞしている。


　　　そこへ、部下を引き連れたプリンスがドカドカとやって来る。


プリンス「（イライラと）マダム、何をのんびりしている！


　プリンセスの足取りが途絶えてから、もう数カ月近くたつのだぞ！心配じゃないのか」


ひさお「（涼しげに）おや、いらっしゃい。あなたも、一緒にどう？」


プリンス「話をそらすな！プリンセスは、あんたの姪だぞ！気にならないのか」


タナトス「（笑って）まあまあ、プリンスくん、落ち着きたまえ。


　彼女は、無事、捕獲されたよ。もう、捜索の必要はないのだ」


プリンス「（ギョッとして）何だって・・」


ひさお「（冷ややかに）ごめんね、黙ってて。


　ほんとは、一月以上前から、私たちの方では、この事を知っていたのよ」


プリンス「（うろたえながら）じゃあ、プリンセスは、今、どこに」


ひさお「（サラリと）氷の城。あなたも、会いに行ってみれば、いいわ」


タナトス「そう。ペギンジンの元だ」


プリンス「（顔が引きつり）氷の城・・」


 


　　　　　　○荒野　　（夕刻）


　　　とても、だだっ広い。草木もない、完全な荒れ地である。


　　　そのど真ん中に、アヤ、下子、球異がポツンと立っている。


下子「（かんしゃく気味に）おいおい、こんなところ、探して、どうなるんだよ！


　家一つ見つからないぞ！」


　　　下子が、そばのアヤに目をやると、アヤも不安げな表情をしている。


球異「で、でもですね。


　この周辺で、影子ちゃんの飼っていた、あのおかしな生き物、


　コウモリみたいな奴が目撃されたと言う報告があるんです。


　影子ちゃん本人の情報が全く得られない以上、


　こんな情報にだって頼るしかないじゃありませんか。


　それに、永山さんも、この地域が怪しいって言ってたし」


下子「（苦笑いし）誰だよ、その永山さんって」


　　　その時、パトカーのサイレンが聞こえてくる。


　　　三人がハッとして、サイレンの方へ目を向けると、


　　　道も無いところを走って、パトカーが彼らのそばへと向かってきている。


　　　パトカーは、すぐに三人の前にまでたどり着くと、


　　　停車して、中から制服警部の中村が降りてくる。


　　　温厚そうな中年の男である。


中村「（弱り顔で）困るねぇ、君たち。ここは私有地だよ。


　立ち入りは禁止になっていたはずだ。ピクニックでもしてたのかね」


下子「（おたおたと）あの、その、どうも、すみませんでした」


球異「（胸を張り）いやぁ、お構いなく。


　おいらは、地元が生んだ名探偵でして、今、重要任務を帯びて、ここで人探しを・・」


　　　下子が、慌てて、球異の口を押さえ込む。


下子「（ペコペコと）すぐ出て行きます。ほんとに、お手数おかけしました」


中村「（きつく）いや、悪いが、ちょっと署まで来てもらおうか。


　逮捕するわけではない。調書を取りたいのでね」


下子「（うろたえて）え、え！不法侵入しただけですよ」


　　　言い訳も聞かず、中村は、強引に下子たちをパトカーに乗せ出す。


球異「（わめく）ひえっ。


　おいらは、犯人をパトカーに乗っける方で、乗っかる方じゃないぞ〜」


　　　有無も言わさず、三人はパトカーに乗せられてしまい、


　　　中村も乗ったパトカーが再び走り出す。


　　　荒野より走り去ってゆくパトカーの姿を、上空から眺めると、


　　　なんと、この荒野の地面には、


　　　ナスカの地上絵さながらに、フリーメンのマークが、巨大に描かれていた！


 


　　　　　　○警察署・通路　　（夜）


　　　減なりした様子のアヤ、下子、球異らが歩いている。


下子「酷い目にあったな。でも、ほんとに事情聴取だけで済んでよかったよ。


　（アヤへ）アヤさん、疲れてませんか」


　　　やつれた感じのアヤが小さく頷く。


球異「（笑って）まあ、この程度ですんだのも、おいらが有名だったからであり・・」


下子「（顔をしかめ）うるさい！全部、お前が悪いんだろ。


　（ふと、微妙な表情になり）でも、変だな、あの中村って警部、


　たかが、不法侵入ぐらいで、なぜ、こんなに過敏になっていたんだろう」


 


　　　　　　○警察署・取調室　　（同）


　　　一人になった中村が、電話でコソコソと誰かと話をしている。


中村「（受話器へ）はい、無事、追い払いました。秘密には何も気付いてない様子でした。


　だから、彼らを処分するのは、どうか、許してやって下さい。


　責任は私が持ちます。はい、よろしく、お願いいたします」


 


　　　　　　○荒野　　（日中）


　　　鉄条網が張られていて、一部の区域が出入り禁止になっている。


　　　その入口のところへ、冒頭に出てきた冷凍トラックがやって来る。


　　　トラックは、入口でいったん停車する。


　　　入口の見張りも能面のような顔の男であり、


　　　チェックを済ますと、トラックを中へと通過させてしまう。


　　　その先にある地面の一部が浮かび上がり、地下への秘密の侵入口が出現する。


　　　トラックは、そこから内部へと入っていく。


 


　　　　　　○地下シェルター・通路


　　　近未来スタイルで、不気味な黒ずくめの男たちが行き来している。


　　　そこに、呼び出しの放送が流れる。


アナウンス「（スピーカーを通して）ご報告申し上げます。閣下。


　ただ今、例の品物が到着いたしました。冷凍庫にて保管しています。


　ご検察の方、お願いいたします」


 


　　　　　　○地下シェルター・冷凍庫


　　　冷えきった部屋の片隅に、他の冷凍物に混ざって、


　　　完全に氷の塊の中に閉じ込められた影子も、物のように、安置されている。


　　　そこに、黒ずくめの男たちを引き連れた、ペンギンの野民がやって来る。


　　　豪勢な服を身にまとい、ペンギン閣下と呼ばれている、


　　　このシェルターの支配人である。


　　　ペンギン閣下は、氷漬けの影子を見て、満足げに微笑む。


ペンギン閣下「（甲高い声で）ふふ。


　この娘を捕らえよ、喰らえ、血をすすれ。我の卑しい伴侶とせよ」


ナレーション「人間の遺伝子ヒトゲノムの中には、進化の途中で発達が止まってしまい、


　未使用となった細胞情報が大量に含まれている。


　闇十字団のドクタータナトスが開発した薬品”霧”は、


　そうした細胞情報を再活発化させる作用があり、


　人間を他の生命力の強い動物とのあいのこである野民にと強制進化させてしまえるのだ。


　こうして生まれた沢山の野民たちは、今では、研究所内に収容しきれず、


　研究所の外のあちこちへと放たれ、闇の世界に紛れて、暮らしているのである」


 


　　　　　　○町中　　（昼）


　　　雑踏の中、下子とアヤがたたずんでいる。


　　　そこへ、聞き込みを終えた球異が駆け戻ってくる。


下子「（球異へ）どうだった？」


球異「ダメですよぉ。収穫ゼロ。やっぱり、あの荒野が一番怪しいんじゃ」


下子「（顔をしかめ）でも、あそこに行ったら、今度こそ逮捕だぞ」


球異「でも、他に・・」


　　　その時、三人の前に、中村がいきなりヌッとやって来る。


中村「（ぼそりと）やあ、君たち、また会ったね」


下子「（おたおたと）あ、中村さん。この前は、どうも・・」


中村「何か、お困りでも？気ままな旅をしているのも、大変じゃろう」


下子「いえ、お構いなく。もう、ご迷惑はおかけしません」


中村「（頭を掻きながら）それなら、いいが。


　警察の仕事を長くやっていると、色々、気遣いたくなる事も増えてしまってね。


　それじゃあ、また」


　　　中村は、向きを変え、三人の元から去っていってしまう。


下子「（つぶやく）何だよ、あの警部」


　　　


　　　　　　　（ＣＭ）


 


　　　　　　○地下シェルター・司令室


　　　黒ずくめの部下たちに囲まれたペンギン閣下が、豪勢な椅子に座り、


　　　赤色の受話器で何か電話取引をしている。


ペンギン閣下「（受話器へ）そう、私の方は、もう、すでに準備は整っておるのだよ。


　あとは、君たちの実行次第だ。それで、君たちは永遠の平和を手に入れられるのだ。


　何を躊躇しているのかね？いい加減、心を決めたまえ。


　次に話す時は、良い返事を聞かせてもらいたいものだね」


　　　ペンギン閣下は、電話を切って、受話器を部下へ手渡す。


ペンギン閣下「（つぶやき）全く、大統領の優柔不断にも困ったものだ」


　　　その時、黒ずくめの部下の一人が、ペンギン閣下の前に進み出る。


部下「閣下！プリンスさまが来場いたしました」


ペンギン閣下「（ニヤリと笑い）ふん。来たか」


　　　


　　　　　　○地下シェルター・通路


　　　防寒具で丹念に身を覆ったプリンスが、


　　　同じく、防寒具を着た部下たちと共に、大人しく、たたずんでいる。


　　　そこへ、天井からドサリと落ちるように、不気味なミミズビトが現われる。


　　　人間大の大ミミズと言った出立ちの野民である。


ミミズビト「（低い声で）閣下がお会いになるそうだ。ついてきな」


　　　ズルズルと這いながら進むミミズビトのあとについて、プリンスたちも歩き出す。


　　　ミミズビトの異様な容姿ぶりに、プリンスたちも多少、嫌悪の態度を見せている。


　　　やがて、前方から、部下を連れたペンギン閣下が、余裕で歩いて、やって来る。


　　　両者は対峙して、立ち止まり、


　　　案内役を終えたミミズビトは、そそくさと、この場から離れていってしまう。


ペンギン閣下「（すまして）ようこそ、プリンスくん」


プリンス「こちらこそ、ミスター。


　この地下シェルターの話は、かねがねより聞いていたが、これ程のものだったとは」


ペンギン閣下「私の自慢の要塞だよ。


　最終戦争が勃発して、核の冬が来たとしても、


　このシェルターだったら、数万人の人口を養ってあげる事ができる。


　まさに、フリーメンの氷河期対策の要だ」


プリンス「（つぶやき）確かに、氷の城とは、よく言ったものだな」


　　　双方は、合流して、ともに通路を歩き出す。


ペンギン閣下「（プリンスへ）ところで、君のその重装備ぶりは何かね？


　この要塞の中がよほど寒いと？君は、冷血野民だったのと違ったのかね」


プリンス「（不愉快げに）よけいなお世話だ」


ペンギン閣下「（嘲笑して）野民の王なぞと名乗ってはいても、それじゃ生き残れないね。


　実は、私は、米ロの大統領に今すぐにでも核戦争を始めて、


　自分たちだけ、ここへ避難してしまうよう、提案している最中なのだ。


　彼らが実行に移せば、人類や野民で死なずに済むのは、


　私に服従して、ここでの居住を許された者だけだ。


　君が野民の王と呼ばれるなら、私は、さしずめ野民の神様ってところかな」


プリンス「（ふてくされて）そろそろ、本題に入ってもらおう」


ペンギン閣下「彼女なら、冷凍庫だ。ほら、そこだ」


 


　　　　　　○地下シェルター・冷凍庫


　　　プリンス、ペンギン閣下たちが入ってくる。


　　　彼らは、氷漬けの影子の前にまでやってくる。


プリンス「（驚愕して）おお！なんて事を！」


ペンギン閣下「（さらっと）心配するな。死んではおらんよ。


　私が開発させた、特殊な冷凍システムで凍らせてあるから、


　解凍すれば、すぐ息を吹き返す。必要になった時だけ溶かせば良いのだ」


プリンス「（怒鳴る）きさま！プリンセスは食べ物じゃないぞ！」


ペンギン閣下「（勝ち誇って）おっと。この娘は、今じゃ、私の所有物だ。


　その事を忘れんでほしいな」


　　　プリンスは、悔しげに唇を噛む。


 


　　　　　　○地下シェルター・通路


　　　一角に、プリンスの一行がたたずんでいる。


プリンス「（憤り）成り上がりのペンギン閣下め。本当に虫の好かん奴だ」


　　　プリンスの側近の一人が、プリンスの前に、小さな液晶モニターを向ける。


側近「プリンスさま。地上にいる仲間から、連絡です。


　現在、この基地の周辺を、野民ハンターがうろついているそうです」


　　　モニターには、荒野をうろついている永山の姿が映っている。


プリンス「（ずるい笑み）野民ハンターか。利用できそうだな。


　地上班と連絡を取れ。うまく誘導して、こいつに、ここの入口を見つけさせるんだ」


 


　　　　　　○ホテル・一室


　　　下子とアヤが、ベッドに座ったりして、くつろいでいる。


下子「（アヤへ）影子さん、なかなか、見つかりませんね。


　やっぱり、探偵の意見に従って、あの荒野を探してみた方がいいのかな」


　　　その時、ドアを開けて、球異が慌てて飛び込んでくる。


球異「（動揺して）おいおい、ビッグニュース！あの中村って警部が死んだって！」


下子「（驚いて）まさか。前会った時は、ピンピンしてたぞ」


球異「自殺したんだって。警官から聞いた話だから、間違いないですよ」


　　　アヤが、震えた表情で、下子に抱き寄る。


下子「（不安そうに）どう言う事なんだ。一体、何が・・。


　それとも、オレたちの知らないところで、何かが起きてるのか」


 


　　　　　　○警察署・取調室　　（数時間前）


　　　ボヤケが入った、回想風に。


　　　一人で、中村がコソコソと電話をかけている。


受話器より「（ペンギン閣下の声）あの荒野を一般人の目から隔離させるのが、君の任務だ。


　地下のシェルターの存在は知られる訳にはいかない。分かっておるのかね」


中村「（泣きそうな表情で）すみません。


　まだ、不法侵入者が居たのに気が付かなかったとは、全ては私の不手際でした。


　責任はとります」


　　　電話を切った中村は、おろおろと自分の拳銃を取り出し、


　　　その銃口を自分の頭にと突き付ける。


　　　初めはためらっていたが、ようやく、決心した表情になる。


　　　ズドンと銃声が響き渡る。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○地下シェルター・通路


　　　あちこちで爆発が起こり、黒ずくめの男たちが逃げ惑っている。


　　　この騒動の張本人である侵入者・永山が、機敏に通路を渡り歩き、


　　　手榴弾を投げたり、銃を撃ちまくったりして、破壊活動を展開している。


 


　　　　　　○地下シェルター・冷凍庫


　　　黒ずくめの部下を連れたミミズビトが、慌てて、飛び込んでくる。


ミミズビト「緊急事態だ。娘だけでも安全圏に連れ出すんだ」


　　　ミミズビトは、氷漬けの影子の前にまでやって来ると、


　　　部下に奇妙な機械を使わせて、影子の氷を溶かさせる。


　　　湯気を立てて、氷が消え始め、影子が復活し始める。


　　　ミミズビトたちが見守る中、目を覚まし、意識を取り戻した影子は、


　　　すぐに異常な現状を目にして、ハッとする。


ミミズビト「早く、取り押さえろ！連行するんだ」


　　　事態が分かった影子は、捕まる前に、いち早く、応戦を始める。


影子「（叫ぶ）エクディーシス！」


　　　影子がドクガールに脱皮し、ムチで次々に黒ずくめの男を倒してゆく。


　　　部下を失ったミミズビトが、自らドクガールに飛び掛かり、


　　　長い体を巻き付けて、締め上げ出す。


　　　苦しむドクガールだが、溶解リンプンの付いた羽をバッと広げて、


　　　鋭利な刃物のごとく、ミミズビトの体をズタズタに切り裂いて、危機を脱してしまう。


　　　ところが、四散したミミズビトの体は、


　　　それぞれがまだ生きていて、ピクピク動いている。


ミミズビトの頭「（笑って）オレは不死身だ」


　　　ドクガールは、冷静に構えている。


　　　ムチに溶解リンプンをこすりつけると、パーッと周囲へ撒き散らす。


　　　それは、周りを取り囲んでいたミミズビトの体にいっぺんに降り掛かり、


　　　その全てをあっさり溶かし滅ぼしてしまう。


 


　　　　　　○地下シェルター・司令室


　　　周囲で爆発音が響き渡り、この部屋も揺れている中、


　　　独りぼっちのペンギン閣下が、動揺しながら、また赤電話をかけている。


ペンギン閣下「（うろたえながら）だ、だから、もう、これが最後のチャンスだぞ。


　これ以上待つと、本当に手遅れになる。


　それでもいいのか、大統領？私の意見を聞き入れろ！早く！


　・・ううう、なぜ拒む？ええい、もう頼まん！」


　　　怒ったペンギン閣下は、赤い受話器を床に投げつけて、部屋の外へと走り飛び出す。


 


　　　　　　○地下シェルター・通路


　　　司令室から飛び出したペンギン閣下が、ハッと立ち止まる。


　　　通路のすぐ近くに、ドクガールから人間体に戻った影子が居たのである。


　　　ペンギン閣下は、影子と反対側の方向へ慌てて逃げ出すが、すぐに見つかってしまい、


　　　怒りの形相の影子が、走って、グングンとペンギン閣下の元に接近する。


　　　ついに追い付いた影子は、


　　　ムチでペンギン閣下の首を強く締め上げ、床にねじ倒してしまう。


　　　虫の息のペンギン閣下のそばに、覆い被さるように影子が寄り沿う。


ペンギン閣下「（泣き声で）なぜ、皆、私の言う事を聞かないのだ？


　いつでも、核の冬は起こせたと言うのに」


影子「（きつく）バカ。自分から進んで不幸になりたがる人間なんて居ないわよ」


　　　物言いたげで、悲しそうな表情のペンギン閣下は、ガクリと息をひきとる。


影子「（静かに）夢に溺れて、地獄に落ちなさい」


 


　　　　　　○荒野の近くの道路　　（夕）


　　　荒野の方では、爆発による炎と煙が噴き上がっている。


　　　それを、歩道にたたずんだプリンス、ひさお、側近たちが涼しげに眺めている。


側近「（プリンスへ）視察班より、


　プリンセスらしき人影が氷の城より脱出するのを確認したとの報告が入りました」


プリンス「（勇ましく）よし！では、再び追跡を始めるぞ」


ひさお「（いきなり）待って。次のあの子の行き先は村雨町よ」


プリンス「（きょとんと）なぜ、分かる？」


ひさお「（激しく）だって、あの子は、私の姪ですもの！


　あの子は、私に会いたがっていたのよ！


　私の邸宅がある秋山市向けて、旅を続けていたのよ！


　だとしたら、秋山市に着く前の途中の町と言えば、次は村雨町だわ！」


　　　プリンスは、不愉快げに、ひさおの話を聞き流そうとする。


ひさお「（しきりに）私のアドバイスを素直にお聞き！信じないの？」


　　　プリンスは、隠し持っていた冷凍銃を取り出すと、


　　　その銃口を素早くひさおの方へと向ける。


プリンス「（怒鳴る）うるさい！あんたは、もう黙ってろ！」


　　　プリンスが銃を発射する。冷凍液で、一瞬にひさおは凍り付いてしまう。


 


　　　　　　○どこかの都市部　　（昼間）


　　　雑踏。大きな交差横断歩道のど真ん中に、


　　　沢山の歩行者たちの中に混ざって、影子も立っている。


　　　一見、普通の人にしか見えないが、とても険しい表情をしている。


　　　影子は、さっと踵を返すと、人込みの中へと消えてゆく。


　　　つづく。


 


　　　次回予告「第７話　ギガントフラワー」


「秋山市に、突如、生えた巨大な花、ギガントフラワー。


それは、フリーメンが仕掛けた、恐るべき新たな事件の始まりでもあった！


闇に繁殖する恐怖の野民モスキーター。タナトスの目論む、真の狙いとは、一体、何か？


そして、影子とプリンスの対決の時も近づいていた！」
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    第７話「ギガントフラワー」
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　　　　第７話「ギガントフラワー」　　GIGANT FLOWER


 


 


　　　　　　○会議室


　　　小じんまりとした部屋で、窓にはカーテンを閉めて、暗くしている。


　　　テーブルには、政府高官らしきスーツ姿の長老たちが着席しており、


　　　彼らの見守る前で、移動黒板の横に立ったタナトスが喜々と熱弁をしている。


タナトス「（快活に）我が闇十字機関のハデス・プロジェクトも、


　いよいよ、第二段階へと突入する事となった。


　日本政府の同志諸君、協力する事に異存は無いはずだね」


　　　政府高官たちは、困惑した表情で、お互いの顔を見つめ合う。


タナトス「（嘲笑的に）君たちは、立場を分かっていないようだな。


　いいかね。アメリカが、ペギンジンの協力要請を拒んだばかりに、


　我が組織は地下シェルターを失うという甚大な被害を受けてしまった。


　その報復として、フリーメンは、


　アメリカで同時多発テロを勃発させ、見せしめにとしてやったのだ。


　我々の命令に背く事は許されない。君たちのこの国ででも、同じ事をしてもいいのかな。


　炭疸菌をばらまいてほしいのかね」


　　　政府高官たちはどよめき、すぐに静かになる。


タナトス「（楽しげに）よろしい、分かってくれたようだな。


　では、これより、ギガントフラワーの栽培を始める事にする。


　ふふふ。待ってたのだ、この日を！」


　　　嬉しそうなタナトスが、移動黒板に貼られた大きな写真をバンと叩く。


　　　その写真には、不気味な花（ギガントフラワー）が写っている。


 


　　　タイトル「第７話　ギガントフラワー」


 


　　　　　　○秋山市・路地　　（昼間）


　　　広い道路だが、人通りは、ほとんどない。


　　　コートを着た美人、光明寺が、にこやかな表情で歩いている。


　　　知り合いらしく、すれ違った母子連れに挨拶をしている。


　　　子どもの方は「クリスマスのプレゼント」のおねだりをしきりに母に持ちかけている。


光明寺「（手に息を吹きかけ）そっか。もうクリスマスなのね。寒いはずだわ」


　　　犬の唸り声が聞こえてくる。


　　　鳴き声の方に、光明寺が目を向けると、バルが大きな野良犬に襲われている。


　　　翼をかじられたり、爪で傷つけられたり、バルは悲惨な状態である。


　　　光明寺は、慌てて、バルたちの元へ走り寄る。


光明寺「（野良犬へ）こら！あっち、行きなさい！」


　　　強きの光明寺に怒鳴られた野良犬は、驚いて、バルを放して、逃げ出してしまう。


　　　解放されたバルは、涙目でふらふらと飛行する。


影子「バル！こっちにおいで！」


　　　影子の声に誘導され、バルがそちらへと向かう。


　　　光明寺も、そちらへ目を向けると、ノートパソコンを手にした影子がいる。


　　　寄ってきたバルを、影子は大事に抱擁してやる。


光明寺「（影子へ）あなたが飼ってるの？バルって言う名前なんだ。変わった生き物ね」


　　　影子は答えようとせず、光明寺をただ、きつく睨み付ける。


　　　そして、さっと背を向けると、バルを連れて、静かに歩き去ってしまう。


　　　残された光明寺は、きょとんとした表情になる。


 


　　　　　　○秋山市・公園　　（深夜）


　　　若いアベックが、イチャつきながら、池のそばを歩いている。


男「（ひやかし口調に）最近、この町にお化けが出るって話、知ってるかい」


女「（おどけて）何それ、こわーい！」


男「聞いた話によると、水の中に潜んでいて、夜あらわれるとか」


　　　その時、池の表面がバシャッと音を立てる。


　　　ギョッとしたアベックは、立ち止まり、池の方へ目を向ける。


男「（びくつきながら）何だよ、おどかすなよ」


　　　その時、二人の目の前に、空から黒い影が舞い降りてくる。


　　　不気味な蚊の野民、モスキーターである。


　　　その恐怖の姿を目の当たりにして、


　　　アベックは震え上がって、ほんとに立ちすくんでしまう。


　　　モスキーターは、いきなり、女の方へと襲いかかり、その首にとかじり付く。


　　　次の瞬間、女の姿は粉となり、消えてしまう。


モスキーター「ヤハリ、ダメカ」


　　　モスキーターは、血の気を失って、硬直している男の方へ体を向ける。


モスキーター「オ前ハドウダ？オ前ニ、永遠ノ命ヲサズケテヤロウ」


　　　モスキーターは、男に襲いかかり、首から血を吸いだす。


　　　悶える男は、地面に倒れてしまう。


　　　しばらく、倒れた状態で、ガクガクと大きく震えているが、


　　　やがて、男の表皮を破って、中からモスキーターそっくりの野民が出現する。


　　　二匹になったモスキーターは、


　　　お互いの顔を見ながら、気味悪く羽音のような声で笑いあう。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○秋山市・ひさお邸前　　（昼間）


　　　塀に囲まれた、豪勢な屋敷。


　　　門には「間野ひさお」の表札もかかっているが、鉄の扉は冷たく閉まっている。


　　　その前に、バルを連れた影子が来ていて、物欲しそうに門の内の方を眺めている。


光明寺「（笑って）そこの主人だったら、もう三カ月以上前から、お留守よ」


　　　影子が、声の方に振り返ると、すました光明寺が立っている。


光明寺「（優しく）私、この町に住んでいる人間だから、本当の話よ。


　光明寺と言うの、よろしくね。


　このお屋敷に住んでいた間野さんって人、そうとうな財産家だったらしいけど、


　蒸発したと言う噂もきくわ。


　あなたは、ここの人と、どんな関係だったの？


　知ってるわよ、前にも、ここに来て、中の様子を眺めていたでしょう」


　　　影子は、うるさそうに、光明寺の方へ背を向ける。


光明寺「（肩をすくめて）ごめんね、詮索しちゃって。


　最近ね、この町に変わった人が沢山集まってるらしいと言う話も聞いているから。


　例えば・・・」


　　　光明寺が、チラリと後ろに振り返ってみる。


　　　遠くの方に、アーマー服にサングラスの永山がいて、


　　　こちらの様子をそれとなく偵察している。


　　　光明寺に見られると、永山はさりげなく路地の奥へと隠れてしまう。


光明寺「他にも、夜な夜な、化け物が現れているとか。


　実際に、行方不明者も増えているらしいし」


影子「（ぶっきらぼうに）あんたも、エコには近づかない方が身のためだよ」


　　　反応に困った光明寺は、ふとバルに目を向ける。


光明寺「そう言えば、あなた、


　こないだ、バルが犬に襲われていた時、そばに居たのに助けてあげなかったわよね。


　どうして？バルの事が可愛くないの？」


影子「（強く）可愛いわよ。バルは、大切な友達だもの。


　でも、いつでも守ってあげられる訳ではないわ。


　いつかは、一人になってしまう時が来るかもしれない。


　エコの気持ち、あなたには分からないでしょうね」


　　　光明寺は、言葉につまって、黙ってしまう。


　　　その時、地面が大きくグラグラと揺れ出す。


光明寺「（動揺して）じ、地震？珍しいわ。この地域で、こんな大きな地震だなんて」


　　　影子とバルは、動じずに、寄り添って、ぐっと構えている。


　　　地震はすぐに止み、光明寺は安堵の表情になるが、


　　　影子は険しい表情で遠くの方を眺めている。


光明寺「（きょとんと）どうしたの？」


　　　光明寺も、影子が見ている方へ目を向け、すぐにがく然となる。


光明寺「（叫ぶ）なに、あれ？」


　　　なんと、その方向の町のど真ん中には、巨大な花のツボミが出現していたのだ。


 


　　　　　　○秋山市・ツボミの付近　　（昼間）


　　　巨大なツボミの周辺は、まさに被災地さながらの状況で、


　　　警官たちが、ツボミのそばから、ヤジ馬たちを追い払っている。


　　　状況を実況中継しているテレビ報道者もいる。


レポーター「（マイクへ）見てください！


　今、秋山市では信じられない事が現実に起きています。


　百メートルはあろうかと言う、巨大な花が、


　町のど真ん中の地面を割って、出現したのです。


　これも土壌汚染が原因の突然変異によるものなのでしょうか。


　大自然が、おごれる人類に対して警鐘を鳴らしているのでしょうか！」


　　　大勢集まっているヤジ馬たちの中には、実は、下子、アヤ、球異たちの姿もある。


　　　恐るべきツボミを前にして、三人ともおののいている。


下子「（わめく）おい、どうなってんだよ、この町は！


　来たばかりだと言うのに、いきなり、事件かよ」


 


　　　　　　○秋山市・ビルの屋上　　（昼間）


　　　プリンスと側近たちが立っていて、


　　　同じく、遠くの方に突如生えた巨大なツボミ、ギガントフラワーの姿を、


　　　涼しげに眺めている。


プリンス「（楽しげに）タナトスめ、始め出したな。


　なかなか美味そうな植物ではないか。


　あれは、闇十字の科学者たちが、我々の為に咲かせてくれたのだ。


　（側近へ）どれ、タナトスと連絡はついたかね」


側近「（申し訳なさそうに）すみません、まだです。


　さっきから交信は続けているのですが、うまくつながらないのです」


　　　プリンスは怪訝そうな表情になる。


　　　続けざま、プリンスの後ろに、羽音を立てて、モスキーターが舞い降りてくる。


プリンス「（クールに）吸血モスキーターか。


　この町での作戦は、お前に任せてある。期待しているぞ」


　　　気味の悪いモスキーターは、嬉しげに体を震わす。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　　（ＣＭ）


 


　　　　　　○秋山市・ラーメン屋内　　（昼間）


　　　テレビがあって、巨大ツボミのニュースを流している。


レポーター「（テレビより）科学者の調査によると、


　この巨大な植物は、全体がまんべんなく公害物質で汚染されている事が判明し、


　付近の住民には近づかないように注意が呼び掛けられています。・・・」


　　　店内を見ると、それなりにお客も来ていて、


　　　下子、アヤ、球異たちもテーブルについて、ラーメンを食べている。


下子「（きつく）おい、探偵！ほんとに、この町に影子さんは居るのかよ」


球異「おいらの調査に間違いはないですよ。


　今度こそ、ここで、影子ちゃんには会えますってば！ちょっとは信用してくださいよ」


下子「でも、お前、ヘボだからな」


球異「（おののいて）あ、あ、あ。また、ヘボって言う！」


　　　その時、入口の戸を開けて、外から光明寺が入ってくる。


　　　空席探しの為、そこで光明寺は足を止めるが、


　　　自然と騒がしい下子たちの方へ目が向いてしまう。


アヤ「（不安そうな表情で）ねえ、下子さん」


下子「（にっこりと）そうそう、アヤさん。


　今日は、イブでしたね。大丈夫、あとで欲しいものは買ってあげるから。


　奮発してあげるけど、お父さんには内緒ですよ」


　　　アヤは、嬉しそうな笑顔になる。


　　　その微笑ましい様子を見ていて、つい光明寺の方も笑みがこぼれてしまう。


 


　　　　　　○秋山市・路地　　（昼間）


　　　人通りの無い歩道の隅に、バルを連れた影子が座り込み、


　　　ノートパソコンを開いて、動かしている。


影子「（パソコンの画面を見ながら）案の定、あのツボミもフリーメンの仕業みたいね。


　花が開くとしたら・・・今日だわ」


　　　パソコンを閉じた影子が、さっと後ろに目を向ける。


　　　そこには、遠くから影子を監視している永山の姿がある。


　　　影子の表情はきつくなり、彼女はいきなりバッと走り出して、


　　　塀で隠れた曲がり角の奥へと姿をくらましてしまう。


　　　彼女を見張っていた永山も、ハッとして、急いで走って、あとを追いかける。


　　　同じく、曲がり角の奥へと永山もやって来たが、


　　　そこには影子の姿もなく、他に人影もない。


　　　立ち止まった永山は、周囲を見回す。


　　　その時、不気味な羽音のような鳴き声が聞こえてくる。


　　　ギョッとした永山が身構えると、


　　　周りから湧いて出たかのように、複数のモスキーターが出現し、


　　　永山目がけて襲いかかってくる。


　　　驚いた永山は、すぐに交戦するが、銃器を使ってない為、苦戦する。


　　　そんな矢先、空から別の羽音が。目を向けると、ドクガールが舞い降りてくる。


　　　思わぬ援軍に、永山もあっけにとられる。


　　　華麗なリンプン攻撃で、


　　　ドクガールは、瞬く間に、モスキーターの群れを撃退してゆく。


　　　不利と見たモスキーターたちは、慌てて、逃走してしまう。


　　　あとには、ドクガールと永山だけが残される。


　　　ドクガールもサッと飛び立とうとするが、その一瞬を狙って、永山が襲い掛かる！


　　　ナイフで、ドクガールの羽根を切り裂いてしまう。


　　　永山の顔に、一瞬、勝利を確信した笑みが。


　　　うろたえたドクガールは、すかさずムチで永山のナイフを叩き落とす。


　　　飛べなくなったので、ヨロヨロとドクガールが歩き逃げてゆく。


　　　そして、ドクガールは、道のそばの崖から下へと滑り落ちて、姿をくらましてしまう。


　　　永山も、急いで、崖のはじまで走り寄る。


　　　下を見下ろすと、脱皮後のドクガールの表皮が落ちているのが見える。


　　　顔をしかめた永山は、崖の下をさらに見渡すと、


　　　半裸の影子が遠くの方へ走り逃げていこうとする姿を発見する。


永山「（つぶやく）あの子か・・・」


　　　


　　　　　　○秋山市・ツボミの付近　　（夕方）


　　　立ち入り禁止の縄が張られている為、人影は何もない。


　　　ツボミがゆっくりと開きだす。


　　　妖しげなギガントフラワーの花が、ついに顔を見せる。


　　　大きく花びらを広げ、その巨大な花弁を空へとさらけ出す。


 


　　　　　　○秋山市・公園　　（夕方）


　　　池のそば。池の表面が激しく波立っている。


　　　やがて、池の中から、バシャバシャと、沢山のモスキーターが這い出てくる。


　　　水をしたたらせ、目を光らせた、この怪異の群は、唸り声をあげて、徘徊を始める。


 


　　　　　　○秋山市・都心　　（夕方）


　　　店のウィンドゥには、クリスマス商品なども飾られている。


　　　しかし、路上は、阿鼻叫喚の状態となっている。


　　　押し寄せる無数のモスキーターたちが、逃げ惑う市民たちを次々に襲っているのだ。


　　　モスキーターは凄まじい群であり、人間側には、まるで勝てそうな様子がない。


 


　　　　　　○秋山市・路地　　（夕方）


　　　他の市民とともに、光明寺も、モスキーターに追われて、走り逃げている。


　　　ふと、置き去りにされているジープの姿が、光明寺の目にとまる。


　　　彼女は、すかさず、そのジープに飛び乗る。


 


　　　　　　○秋山市・別の路地　　（夕方）


　　　モスキーターが通過したあとで、すっかり無人となっている。


　　　バルが、一匹で、気持ち良さげに飛んでいる。


　　　その時、犬の唸り声が聞こえてくる。見ると、あの野良犬がいる。


　　　バルは、慌てて、飛び逃げようとするが、そのあとを野良犬が追っ掛ける。


 


　　　　　　○秋山市・さらに別の路地　　（夕方）


　　　下子、アヤ、球異たちが、モスキーターの群に追いかけられている。


下子「（ぼやく）ほんとに、どうなってんだよ、この町は！」


球異「ひえ〜。おいらは追う方が仕事で、追われる方じゃないぞ」


アヤ「（泣きながら）怖ーい」


下子「（アヤを抱きかかえ）大丈夫、助かるから！」


　　　その時、三人の前に、光明寺が運転するジープが現れ、停車する。


光明寺「（テキパキと）生存者ね。早く、これに乗って！」


　　　言われるままに、下子たち三人はジープに乗ってしまう。


　　　四人が乗ったジープは、モスキーターたちを突き放して、走り去ってしまう。


 


　　　　　　○秋山市・ギガントフラワーの付近　　（夜）


　　　光明寺たちを乗せたジープが、走って、やって来る。


　　　ジープの前方には、不気味なギガントフラワーがそびえ立っている。


　　　花を見て、怯えているアヤが、下子に強く抱きついている。


下子「（光明寺へ）あの花は危険だ。別の逃げ道は無いのか？」


光明寺「ダメよ。あの花の横をくぐらないと、町の外へは出られないわ」


　　　しかし、花のすぐそばにまで来て、ギョッとした光明寺は、ジープを止めてしまう。


　　　ギガントフラワーの花や葉の上には、無数のモスキーターの目が光っているのだ。


　　　花はモスキーターたちの巣窟となっていたのである。


　　　進退極まり、狼狽している光明寺たちのジープの上に、


　　　空から、深紅の大きなモスキーターが舞い降りてくる。


　　　その恐怖の姿を目にして、光明寺たちは、身が凍り付く。


モスキーター「運ガ良ケレバ、我ラノ仲間ニナレルダロウ。


　ダガ、女子ドモハ無理ダ。霧ノ力ニ負ケテ、粉ニナルガイイ」


　　　近づくモスキーターの姿に怯えて、アヤがワンワンと泣きだす。


　　　下子も球異も光明寺も、アヤを囲むようにして、守っている。


　　　そこへ、ムチを持った影子が、怒りの表情で、さっそうと出現する。


　　　影子は、ムチで、ジープの上のモスキーターを地面へと叩き落とす。


　　　影子の姿を見て、アヤたちは、ハッと喜びの表情になる。


アヤ「（喜び叫ぶ）おねーちゃん！」


　　　アヤたちが見守る前で、影子とモスキーターが対峙する。


モスキーター「ブブブ。影子ヨ、ナゼ我ラノ事ヲ嫌ウ？醜イ怪物ダカラカ？


　シカシ、オ前モ、我ラト同ジ野民デハナイカ」


影子「（怒り叫ぶ）分からないの！この子は、こんなに怯えて泣いているのよ！


　その気持ちが、何故、理解できないのよ！


　その冷たい心ゆえ、あなたたちは怪物なのよ！


　貴様なんて、夢に溺れて、地獄に落ちろ！」


　　　影子は、素早く衣服を脱ぎ捨てる。


影子「（叫ぶ）エクディーシス！」


　　　影子がドクガールに脱皮して、バッと空へ舞い上がる。


　　　そのあとを追って、深紅のモスキーターも上空へと飛び上がる。


　　　空の一角にて、シルエットで、二匹の空中戦が展開される。


　　　光明寺たちは、それをジッと見守っていたが、


　　　やがて、二匹の飛行野民は、遠くの方へと飛び去ってしまう。


　　　躊躇する光明寺が、ふと、ギガントフラワーの方へ目を向ける。


光明寺「（ハッと）あれ、見て！」


　　　下子たちも花の方へ目を向ける。花からは火と煙が上がっている。


 


　　　　　　○ギガントフラワー　　（夜）


　　　ギガントフラワーの花からも茎からも、火が燃え上がっている。


　　　花に住みついていたモスキーターたちは、逃げようともせず、


　　　悲しい鳴き声をあげながら、炎と煙にと包まれている。


 


　　　　　　○ギガントフラワーの根茎そば　　（夜）


　　　火をつけた張本人である永山が立っている。


　　　燃え上がり、死滅してゆくギガントフラワーを、満足げに見上げている。


 


　　　　　　○秋山市・ビルの屋上　　（夜）


　　　たむろしているプリンスと側近たちが、


　　　燃え上がるギガントフラワーの最後を眺めている。


側近「（プリンスへ）すみません。やはり、タナトスさまとは連絡がとれません」


プリンス「（イライラと）一体、どういう事なのだ。


　なぜ、私と連絡を取ろうとしない？奴め、また何か秘密の企みをしているな。


　こうなれば、私の方からタナトスの元へと出向いてやる！」


 


　　　　　　○秋山市・別の路地　　（夜）


　　　バルを追いかけていた野良犬が、路上に倒れて、のびている。


　　　その上を、バルが楽しげに飛び回っている。バルの方が勝ったのである。


 


　　　　　　○秋山市・ギガントフラワーの付近　　（夜）


　　　燃え上がるギガントフラワーを、光明寺ら四人が不安げに眺めている。


下子「（つぶやく）影子さんはどうなったんだろう」


アヤ「（いきなり）皆！あれ！」


　　　アヤが、嬉しげに目を光らせて、近くの低いビルの屋上を指さす。


　　　他の三人も、そちらへと目を向ける。


　　　屋上には、超然と立っている影子の姿がある。


　　　彼女は、すぐに奥へと身を隠してしまう。


　　　それでも、アヤたち全員が笑顔となる。


　　　その矢先、静かに雪が降り出す。


アヤ「（嬉しそうに）あ、雪だわ」


　　　燃え盛るギガントフラワーをバックに、町は軽い雪にと包み込まれてゆく。


　　　つづく。


 


　　　次回予告「第８話　プリンスの最期」


「ギガントフラワーが生えた為、人々が放棄した町、羅呑町。


やって来た影子を、そこで出迎えたのは、恐るべき新人、ニューマンたちだった。


地球の未来の覇権をめぐって、三つ巴の戦いが展開される。


そして、影子とプリンスの関係にも、ついに終止符が打たれようとしていた。


果たして、影子の運命はいかに？」
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　　　　第８話「プリンスの最期」　　THE NEW MAN


 


 


　　　　　　○羅呑町・市街　　（昼間）


　　　快晴のもと、人も車も、路上に溢れている。


　　　ところが、いきなり、激しい地震が周囲を襲う。


　　　歩いていた人々は動揺し、停めた車から逃げ出す者もいる。


　　　そして、道路の中央部を突き破って、


　　　地面より巨大なギガントフラワーのつぼみが、ニョキニョキと伸びだす。


 


　　　　　　○高速道路　　（昼間）


　　　長い一本道を、一台のジープが走っている。


　　　部下に運転させ、後部座席には、険しい表情のプリンスが座っている。


プリンス「（つぶやく）今、行くぞ。待ってろよ、タナトスめ」


 


　　　タイトル「第８話　プリンスの最期」


 


　　　　　　○羅呑町・郊外　　（昼間）


　　　羅呑町へ続く一本道の道路が厳重に閉鎖されていて、


　　　警備の警官たちが、集まっているやじ馬達を、町の外側の方へと追い払っている。


　　　遠くに見える羅呑町の町並みの中には、


　　　うっすらとギガントフラワーが混ざっているのも確認できる。


　　　やじ馬たちの中には、下子とアヤの姿もある。


下子「（ぼやく）オレたちが行こうとする場所には、


　なんで、いつも、あの花が咲いてるんだろうな。


　あの町に、ほんとに、影子さん、来てるのかなぁ」


　　　アヤが、不安げに下子の服を引っ張り、下子はアヤの方を見る。


下子「アヤさん。どうしたの？」


アヤ「（困惑気味に）探偵さん、どこ？」


下子「（ハッとして）あっ！そう言えば、あの野郎、居ないぞ！


　どこ行きやがったんだ。


　さては、あいつ、影子さんのもう一つの姿を見て、びっくりして、逃げ出したな！」


　　　下子がキョロキョロと周囲を見渡す。


　　　そこから少し離れた、やじ馬の集団の中に、球異は紛れていて、


　　　下子たちの様子をこっそりと伺っている。


球異「（つぶやく）下子、アヤちゃん、ごめんよ。


　これは、おいらにとっては、遊びではなく、大事な仕事なんだ。


　この先は、一人で行かせてもらうよ。二人とも元気でね」


　　　球異は、下子たちの方に背を向け、スタスタと早足で去ってゆく。


 


　　　　　　○研究室　　（昼間）


　　　窓から明るい日差しがさしており、あちこちの研究機材を照らしている。


　　　政府高官らしきスーツ姿の長老たちが、目の前に立つタナトスの話を公聴している。


　　　タナトスの横には、人間大のひとさし指の化け物（ナタン）が立っている。


タナトス「（楽しげに）人間の体を構築する遺伝子ヒトゲノムは、


　基本的に、全部、同じものなのだが、


　細胞設計図の命令に従って、皮膚になる細胞、内臓になる細胞と言ったように、


　それぞれが異なる器官を形成してゆく事になる。


　この細胞設計図を書き換えれば、全ての細胞を一つの器官にしてしまう事も可能な訳だ。


　ムダな器官を無くして、わずかな器官だけで出来た人間を作れば、


　生体活動も効率的であり、環境破壊された世界でも、はるかに生き延びれやすくなる。


　そうした意図にもとづき、我が闇十字機関は新型の野民を開発した。


　これが、新人、通称ニューマンだ」


　　　タナトスがナタンの方へ、手を差しのべる。


　　　ナタンの指紋位置についた一つ目がギョロリと動き、政府高官たちを睨み付ける。


　　　その不気味さに、政府高官たちは、ざっとどよめく。


高官の一人「（おののき）タナトスくん。


　我々も、このような生物になって、環境破壊後の世界でも生き残れと言うのかね」


タナトス「（きっぱりと）その通り。


　”霧”で作る野民とは違い、このニューマンになら、誰でもなる事ができる。


　これまでの最大の悩みの種だった生殖問題もいっきに解消された訳だ。


　しかも、なりたい体の器官だって、


　目だろうが、口だろうが、自由に選ぶ事ができるのだよ」


　　　政府高官たちが、不安げに、お互いの顔を見合わす。


　　　その時、タナトスの元に、助手の一人が走り寄る。


助手「タナトスさま！影子が、こちらに接近しています！」


タナトス「（ほくそえむ）なに、あの小娘が！


　ちょうどいい。新人ズウォーミーの能力の実験台にしてやる！」


 


　　　　　　○羅呑町・近辺の丘の上　　（昼間）


　　　バルを連れた影子が、すっくと立っていて、双眼鏡で、羅呑町の方を見ている。


　　　双眼鏡を通せば、


　　　羅呑町中心部にどっしりと生えているギガントフラワーの姿が明白に見える。


　　　影子は、座り込むと、地面に置いたノートパソコンをカチャカチャと動かす。


影子「（つぶやく）第二次大戦における日本への原爆投下。


　野民を作る”霧”の散布実験。そして、今回のあの巨大花。


　同じ実験を二度、繰り返すのは、フリーメンのいつもの手口だわ」


　　　影子が、パタンとノートパソコンを閉じると、


　　　その上に、飛んでいたバルがヒラヒラと舞い降りてくる。


影子「（優しく）ここで、パソコンの番兵をしててね。今日は、エコ一人で行ってみるわ」


　　　影子がバルの頭を撫でてやると、バルは、頷いたような、物悲しげな鳴き声を出す。


　　　そして、影子は機敏に立ち上がると、素早く服を脱ぎ捨て出す。


影子「（叫ぶ）エクディーシス！」


　　　影子の姿が、ドクガールに脱皮する。


　　　ムチを手にしたドクガールは、軽やかに舞い上がると、


　　　ゆっくりと羅呑町の方に向かって、飛翔する。


 


　　　　　　○羅呑町・近郊　　（昼間）


　　　ドクガールが、アスファルトの道の上に沿って、空を飛んでいる。


　　　すでに閉鎖区域に入っているので、人影は何もない。


　　　道の左右に建っている家屋の数も、まだまばらである。


　　　やがて、道の前方に、高さ十メートルほどの巨大な物体が見えてくる。


　　　白いスライムのような体一面に、無数の目がついた怪物、ズウォーミーである。


　　　ズウォーミーは、体を揺すぶりながら、全ての目でドクガールを睨み付ける。


　　　この異様な怪物の姿をはっきりと確認したドクガールも、


　　　宙に浮いたまま、ムチを張って、身構える。


　　　先制攻撃を仕掛けたのは、ズウォーミーの方である。


　　　ズウォーミーの目の一つから、殺人光線が飛び出したのだ。


　　　照準が良くないのか、光線はドクガールから少しそれた場所に飛んでいき、


　　　ドクガールの方も軽くかわしてしまう。


　　　しかし、ズウォーミーの違う目から、


　　　次々に新しい殺人光線が、何筋にもなって、発射されだす。


　　　ドクガールは、飛びながら、光線の合間を器用にくぐり抜けて、


　　　徐々に、徐々に、ズウォーミーのそばへと近づいてゆく。


　　　ズウォーミーは、焦りの雰囲気を見せ始めているが、


　　　ドクガールが近づくほど、照準が合わなくなってくる。


　　　ついに、ズウォーミーに大接近したドクガールは、


　　　ムチを振り上げ、ズウォーミーの目を次々に叩き潰しだす。


　　　一つ潰されるごとに、ズウォーミーは身震いして、甲高い鳴き声をあげる。


　　　ズウォーミーの相当数の目が潰されてしまい、光線の発射量も鈍り、


　　　少し余裕を見せたドクガールが、ズウォーミーの上部へと移動する。


　　　その時、ズウォーミー頭頂部にあった目がパチリと開く。


　　　今まで、わざとつぶっていて、隠していたのだ。


　　　その目から発射された殺人光線が、


　　　油断していたドクガールの脇腹と片羽根を直撃する。


　　　苦痛に身悶えるドクガールが、ドサリとズウォーミーの真上に落下してしまう。


　　　ズウォーミーの上に乗っかった形になったドクガールは、


　　　怒りのムードで、よろよろと立ち上がると、バッとムチを振り上げ、


　　　ズウォーミーの頭頂部の目向けて、鋭く、そのムチを突き刺す。


　　　ズウォーミーが、断末魔の大きな鳴き声を出す。


　　　そして、その体がクタクタとよじれ始め、


　　　足場が傾いたドクガールも、


　　　ズウォーミーの上から、コロコロと地面の上に転がり落とされてしまう。


　　　地に立ったドクガールは、よろよろと立ち上がりながら、


　　　ズウォーミーの方をキッと睨む。


ドクガール「（吐き捨てるように）夢に溺れて、地獄に落ちな！」


　　　ズウォーミーは、潰された目から、粘液を出しながら、どんどんしおれだしている。


　　　一方のドクガールも、ズウォーミーのそばから少し離れると、


　　　今し方の傷を癒す為に、苦しげな声を出しながら、脱皮を始める。


　　　ドクガールの皮が取れ、少女の姿の影子に戻る。


　　　脱皮したばかりの半裸の影子が、


　　　観察するつもりで、ズウォーミーの亡き骸のそばに近づいてゆく。


　　　ズウォーミーは、見るからに気色の悪い化け物である。


　　　その時。


ズウォーミー「（女の声で）私も、あなたのような美しい姿になりたかった・・・」


影子「（ハッとして）あなた、女だったの！」


　　　今度こそ、完全に死んだのか、


　　　空気の抜けた浮き輪のように、ズウォーミーの体が急速にしぼみ出す。


　　　その哀れな断末魔を、影子は複雑な表情で見届ける。


　　　さらに、そんな影子の姿を、近くの家屋の影に隠れて、見張っている者がいる。


　　　サングラスをかけた、アーマー服の永山である！　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　　（ＣＭ）


 


　　　　　　○羅呑町・市内　　（昼間）


　　　無人の町を、（服を着た）影子が、あちこちを見回しながら、慎重に歩いている。


　　　その時、地面がグラグラと揺れ出す。


　　　影子は、すかさず、防御の姿勢をとる。


 


　　　　　　○研究室　　（昼間）


　　　政府高官たちと談笑しているタナトスの元に、助手の一人が走り寄る。


助手「タナトスさま。準備が整いました！」


タナトス「（機嫌良く）よし！では、収穫を始めるぞ！」


 


　　　　　　○暗闇


　　　真っ暗な中に、人間大の両の耳だけが、左右から合わさったような怪物、


　　　バキューンの姿が、ぼんやりと浮かび上がる。


タナトスの声「新人バキューンよ。この大役、お前に任せたぞ」


　　　バキューンの両耳のつなぎ目あたりにある、口と一つ目が薄ら笑いを浮かべる。


 


　　　　　　○羅呑町・市内　　（昼間）


　　　大きな倉庫のような建物がある。


　　　その屋根部分が、パカリと開く。


　　　そして、高さ六〇メートルはあろうかと思われる、


　　　アナログ調の巨大ロボットがヌッと姿を現わす。


　　　ロボットの両手は、パワーシャベル状である。


　　　巨大ロボットは、倉庫を壊さないように、器用に外へと足を踏み出すと、


　　　ゆっくりと歩き出す。


 


　　　　　　○ロボット内部・操縦室


　　　狭い場所で、壁一面に計器類が貼り付いている。


　　　数人のタナトスの助手が操縦を担当しており、


　　　彼らの背後でバキューンが楽しそうに指揮を取っている。


バキューン「行け！我らの食料、ギガントフラワーを採取するのだ！」


 


　　　　　　○羅呑町・ビルの屋上　　（昼間）


　　　低いビルの屋上の上に立った影子が、


　　　羅呑町内の向こう側でズシンズシンと歩いている巨大ロボットの姿を、


　　　険しい表情で、監視している。


　　　見回すと、巨大ロボットは、明らかにギガントフラワーの方むかって、進んでいる。


影子「（つぶやく）もしかしたら、あの中にタナトスが？


　侵入するとしたら、やはり、口からかしら」


　　　影子は、さらに周囲を見渡し、


　　　ギガントフラワーのすぐそばに、（風呂屋の？）高い煙突があるのを見つける。


　　　納得した表情になった彼女は、この屋上を下りる為、サッと走り出す。


 


　　　　　　○羅呑町・ギガントフラワー周辺　　（昼間）


　　　ようやく、ギガントフラワーのそばにまでやって来た巨大ロボットが、


　　　しゃがみこみ、その大きな両手シャベルでギガントフラワーを刈り始める。


　　　そのすぐそばに、ちょうどいい具合に、あの高い煙突が立っており、


　　　その煙突の上には、影子が力強く構えている。


　　　揺れ動く巨大ロボットの顔が、時々、影子の方へと大接近する。


　　　タイミングを図っている影子は、一瞬のチャンスを逃さず、


　　　ロボットの口に自分のムチの先端をひっかける。


　　　そして、ターザンさながらに、ムチを使って、


　　　上手に煙突からロボットの口へと飛び移り、その中へ潜り込んでしまう。


 


　　　　　　○ロボット内部・操縦室


　　　バキューンが、操縦席の助手たちに指示を与え続けている。


　　　その時、バタンと音がして、後部のハッチが開く。


　　　バキューンが振り返ると、ハッチから入ってきたのはプリンスである。


　　　プリンスは怒りの形相で、つかつかとバキューンの前に歩み寄る。


バキューン「（涼しげに）何者かね。ここは、旧野民の来る場所ではない」


プリンス「（怒って）この、耳たぶが！あの花は、私のものだ！」


　　　プリンスは、バキューンに掴み掛かり、壁へと叩き付ける。


　　　操縦していた助手たちが、バキューンの援護をしようとするが、


　　　プリンスの方も、みさかいなく暴れだす。


 


　　　　　　○ロボット内部・通路


　　　口から胴体部へつながる、縦長の細い通路。


　　　そこにある鉄パイプのはしごを、影子が慎重に下の方へと降りている。


　　　はしごの最後段にまでたどり着き、


　　　踊り場のような、やや広い空間にと影子は飛び降りる。


　　　床にしっかりと足をつけ、影子が周囲を見渡そうとした時、


　　　その後頭部に銃口が突き付けられる。


　　　影子は、動きを止めるが、驚いた表情でもない。


　　　影子に小銃を向け、バックをとったのは、永山である。


永山「今度こそ、お前もオダブツだな。どうした、蛾の化け物には変身しないのか。


　情けだ。お前にも、全力で戦わせてやるぜ」


影子「（ぶっきらぼうに）変身なんかしないわよ。これがエコの姿だもの」


　　　影子の言葉に、永山にも少し躊躇の表情が浮かび上がる。


　　　その時、この通路全体が、大きくグラリと揺れ、


　　　影子も永山もバランスを崩して、よろけてしまう。


 


　　　　　　○羅呑町・市内　　（昼間）


　　　胸元に刈り取ったばかりのギガントフラワーを抱えた巨大ロボットが、


　　　ギクシャクした感じで、よろけ歩いている。


 


　　　　　　○ロボット内部・通路


　　　今のロボットの揺れで、影子の後頭部に突き付けられていた銃の狙いも外れてしまう。


　　　この一瞬をつき、影子は、すかさずムチを振り上げようとする。


　　　しかし、永山も素早く体勢を整え直しており、


　　　影子のムチを持った手に鋭い蹴りを入れて、


　　　影子の手からムチを放り落とさせてしまう。


　　　そして、永山は再び銃口を影子の頭へと突き付ける。


永山「残念だったな、お嬢さん。遊びはもうおしまいだ」


　　　永山には隙が無いし、影子も観念した表情になっている。


　　　その時、バタンと大きな音がする。


　　　永山と影子が、音のした方向に目を向けると、


　　　そこには血まみれになったプリンスが立っている。


　　　プリンスの後ろの壁には、プリンスが今し方、開き壊したハッチがあり、


　　　その奥には操縦室があるのである。


　　　プリンスは、怖い表情で、永山を睨み付けている。


永山「（プリンスへ）きさまも、化け物だな。まとめて殺してやる」


　　　プリンスは、落ち着いた様子で、身構えている。


プリンス「（つぶやくように）今こそ、余のもう一つの姿をお見せしよう」


　　　プリンスは、服を着たまま、完全脱皮する。


　　　全身が鱗に覆われた爬虫類の野民、ヘビビト、ナーガへと化身する。


　　　毒蛇の顔と、鋭い牙と爪を持った、凶悪な野民である。


　　　影子は、その優雅かつ恐ろしい正体を知り、目を見開いている。


　　　永山は、プリンスがナーガに変わった途端、


　　　すぐさまナーガ目がけて、銃を何発も発砲する。


　　　着弾して、血が出ているにも関わらず、全く動じていないナーガは、


　　　時間差攻撃で、タイミングをずらして、永山に体当たりする。


　　　衝突して、張り飛ばされた永山の体を、


　　　そのまま両手で掴んでしまい、グイグイと締め上げる。


　　　圧倒的な強さを見せるナーガの前に、永山はまるで敵ではない。


　　　床に叩き付けられ、牙で噛まれ、爪で体を裂かれ、ボロボロにされた永山は、


　　　ついにはナーガに放り投げられ、壁にぶつかって、床の上にと落ち、


　　　そのままグッタリと動かなくなってしまう。


　　　ナーガは、静かに影子の方へと目を向ける。


　　　影子は、少しだけ不安げで動揺した表情になる。


ナーガ「（悲しげに）聞け、プリンセスよ。


　狡猾なタナトスは、我々”霧”の野民を見捨てる決断をしてしまった。


　我々が生き残るには、もはや、子孫を作るしかない。今こそ、私に身を捧げよ」


　　　ナーガがゆっくりと影子の方へ近づいてくる。


影子「（震えた声で）待って！あなたは爬虫類で、エコは蛾の野民よ。


　子どもなんて出来るの？」


ナーガ「自分が、すでに人間と蛾のハーフである事を忘れたのか」


　　　ナーガがまさに目の前にまで来たのを見計らい、


　　　影子は、すでに隠し握っていたムチをバッと振り上げようとする。


　　　しかし、ナーガの方も、実は、奥の手として、蛇革製のムチを隠し持っていて、


　　　それを素早く取り出すと、


　　　すかさず影子のムチにからめて、力づくで影子の方のムチを奪い取ってしまう。


　　　二人のムチを手に入れ、それをポイッと放り投げたナーガは、


　　　震えた目をした影子の頬を軽く平手打ちする。


ナーガ「選択の余地はない。運命を受け入れるのだ」


　　　影子は、これで完全にあきらめたのか、体の力を抜いてしまう。


　　　目を潤ませて、のしかかってくるナーガに身を任せようとする。


ナーガ「二人の愛に永遠あれ」


　　　悲しそうな表情の影子が目を閉じる。


　　　その時、鈍い銃声が響く。ナーガが凄まじい悲鳴をあげる。


　　　ハッとした影子が目を開くと、


　　　胸部を真っ赤な血で染めたナーガが、自分のそばから離れて、のたうち廻っている。


　　　そして、別の方向へと目を移すと、


　　　上半身だけ起こした永山が、大型拳銃を構えている。


　　　まだ死んではおらず、最後の気力で、ナーガ目がけて発砲したのである。


　　　影子と目が合うと、永山はニヤリと微笑んでみせ、そのままバタリと顔を伏せ、


　　　今度こそ本当に息をひきとってしまう。


　　　ナーガの方へ目を向けると、こちらも、もう虫の息であり、


　　　血まみれの胸を両手で押さえたまま、うつぶせになって、ぜいぜい息をしている。


　　　ゆっくりと立ち上がった影子が、ナーガの前へと歩み寄る。


影子「（ポツリと）あなた、不死身じゃなかったの？」


ナーガ「私だって、心臓をやられたら、終りだよ」


　　　ナーガの表皮がバリバリと破れ、中からプリンスの姿が現れる。


影子「（驚いて）何をするの。死期が早まるわよ」


プリンス「（苦しげに）私のプライドだ。


　お前にだけは、蛇の姿での亡き骸などは見られたくない。


　聞け、プリンセス。タナトスの本拠地は五徳市だ。そこへ行けば、全てが分かるはずだ」


影子「（ハッとして）五徳市ですって！エコの住んでた町よ。それって、本当の話なの！」


プリンス「（苦しそうな笑みで）プリンセス、愛してたよ」


　　　プリンスは目を閉じ、ガクリと顔を横に向けてしまう。死んだのである。


　　　影子は、そっとプリンスの上半身を抱えると、


　　　優しい表情で、涙を流しながら、プリンスの顔に口付けをする。


 


　　　　　　○羅呑町・市内　　（昼間）


　　　よろけていた巨大ロボットの動きがさらに緩慢になり、


　　　ついにバランスを崩して、倒れてしまう。


　　　いくつもの家屋を下敷きにして壊し、激しい砂ぼこりが舞い上がる。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○羅呑町・郊外　　（夕刻）


　　　バルを連れ、ノートパソコンを持った影子が、一本道の上に立っている。


　　　背後に小さく見える羅呑町の町並みを名残惜しげに眺めていたが、


　　　やがて、さっと背を向けると、反対方向へと歩き始める。


　　　その表情は、とても淋しげである。


　　　つづく。


 


　　　次回予告「第９話　神々の住処」


「プリンスの死に際の言葉をもとに、影子は、自分が暮らしていた町、五徳市にと戻ってきた。


そこで、彼女を待ち受けていたのは、


新人キャリバーが操る深紅のウルトラ戦車バイオレンス号と、ひさお兄妹だった。


五徳市で進行しているフリーメンの極秘の大計画とは、果たして、何なのか？」
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　　　　第９話「神々の住処」　　METATRON


 


 


　　　　　　○倉庫内


　　　薄暗い中に、埃をかぶった沢山の器具類が、所狭しと置かれている。


　　　ふと、静寂した空気に、足音が響き渡る。


　　　足音の主は、一つの大きな器具の前に立ち止まる。


　　　それは、人間大のカプセルである。中には、凍りついたひさおが収納されている。


山井の声「（嬉しげに）ふふ。見つけたぞ」


　　　足音の主、山井博士は、カプセルを軽くいじくって、パカリと蓋を開いてしまう。


　　　途端に、カプセルから蒸気が噴き出し、ひさおの解凍が始まる。


　　　すぐに作業は終了し、再生したひさおがゴホゴホと咳をする。


山井「妹よ。気が付いたか」


　　　山井博士は、白衣を着た、ひさおに似た顔の老学者である。


　　　彼の姿を見て、目覚めたばかりのひさおもハッとする。


ひさお「（笑顔になり）お兄さま！」


　　　ひさおは山井にすがりつき、山井もひさおを優しく抱きしめる。


山井「妹よ。長い間、辛かったろう」


ひさお「私、どれだけの間、凍っていたの？」


山井「10カ月だ。今は、もう2002年の春だよ」


ひさお「（淋しそうに）そう。


　じゃあ、ソルトレークのオリンピックも、もう終わっちゃったのね」


山井「妹よ。感傷的になっている時ではない。


　私がここに来たのは、栄光あるフリーメンの勝利、人類の未来の為だ。


　私の右腕となって、手伝ってくれるね？」


ひさお「（ニコリとほほえみ）ええ。喜んで」


山井「（勇ましく）では、いざ行くぞ。我らが町、五徳市へ！」


 


　　　タイトル「第９話　神々の住処」


 


　　　　　　○研究室


　　　質素に片付けられており、一人でくつろいでいるタナトスが、


　　　机について、ワインなぞ飲みながら、何かの設計図を眺めている。


　　　とてもリラックスしている様子。


山井「いい身分だね、タナトスくん」


　　　その声にギョッとして、タナトスが部屋の入り口の方を見る。


　　　ドアは開けっぱなしで、そこには、いつ来たのか、山井博士が立っている。


タナトス「（動揺して）や、山井くん。いつ、日本へ？


　確か、アメリカで活動中だったのでは？」


山井「わしだけじゃない。妹もいるよ」


　　　山井博士がスタスタと、部屋の中へ入ってくる。


　　　その後を追うように、ひさおも現われる。


　　　ひさおは、きつくタナトスを睨み付けている。


タナトス「（うろたえて）マダム！いつ復活を？」


ひさお「（タナトスへ）なぜ、すぐに氷を溶かしてくれなかったの？」


タナトス「（しどろもどろに）それは・・あの時は、プリンスの目も光っていたし・・」


山井「（大らかに）まあ、二人とも止めたまえ。


　今日は、喧嘩をさせたくて、ここへ訪れたのではない。


　タナトスくんに用事があってきたのだ」


タナトス「（きょとんと）私に？」


山井「そうだ。応じてくれるかね？」


 


　　　　　　○小さな個室


　　　薄暗くした中で、机を間に挟んで、タナトスと山井が向きあっている。


山井「ご存知のように、わしは、


　他天体に人類の植民地を作る計画、メタトロンプロジェクトを推し進めていた。


　ところが、土壇場で問題が浮上してしまったのだ」


タナトス「（眉をひそめ）問題ですと？」


山井「そう。人類を他天体に送るのはいいのだが、


　月とか火星と言った、近辺の星では、環境が過酷すぎて、


　普通の人間は住む事ができないのだよ。


　そこで、君が開発した野民を貸してもらえないかと思ってね」


タナトス「親愛なる博士の為なら喜んで、と言いたいところだが、


　私の野民にも、まだ色々と問題があってね。


　他天体に住ませるのなら、ニューマンは不向きじゃろう」


山井「それならば、旧野民でも構わない。そう言えば、影子の件は、どうなったのかね」


タナトス「（躊躇しながら）あの娘なら、今頃・・・」


 


　　　　　　○上空　　（昼間）


　　　一面、雲に覆われている。


　　　その中を、ドクガールに化身した影子が舞い、


　　　一方で、彼女を追い回すように、


　　　翼を持った、奇妙な形の、深紅の飛行戦車バイオレンス号が


　　　縦横無尽に飛び回っている。


 


　　　　　　○バイオレンス号内・操縦室


　　　体中、毛むくじゃらで、四肢が全て足で、頭の部分にコブのついたニューマン、


　　　キャリバーが提督を務めていて、


　　　操縦席についたパイロットたちに指示を出している。


キャリバー「（いやらしく）ヒヒヒ。旧野民め！今日こそ、仕留めてやるぞ！」


 


　　　　　　○上空　　（昼間）


　　　ドクガールとバイオレンス号の追い掛けっこが続いている。


　　　バイオレンス号は、光線砲からソルレーザーまで出して、攻撃を仕掛けてくる。


　　　対するドクガールは、この強力兵器に対して、あまりにも非力で、


　　　逃げ回るのが精一杯にも見える。


　　　ところが、バイオレンス号の動きが次第に鈍りだす。


 


　　　　　　○バイオレンス号内・操縦室


パイロット「キャリバーさま。バイオレンス号のエネルギーが切れかけています！」


キャリバー「（わめく）すぐ、太陽光線を補充しろ！


　せっかく、ここまで追い詰めたのだ。今、逃がす訳にはいかん！」


 


　　　　　　○上空　　（昼間）


　　　バイオレンス号が空中で急停止し、


　　　その上部の装甲の一部がスルスルとスライド状に開く。


　　　そして、中にあったガラス板、太陽光線吸収板が剥き出しになる。


　　　ずっと、押され気味だったドクガールは、目ざとく、それに注目する。


　　　ドクガールは、猛スピードで、バイオレンス号に向かってゆくと、


　　　鋼鉄のムチを取り出し、動かないバイオレンス号へ反撃を開始する！


　　　太陽光線吸収板を片っ端から叩き割ってゆく。


　　　エネルギー補充に失敗したバイオレンス号は、グラグラと揺れ始め、


　　　やがて、一直線に地面へ落下してゆく。


キャリバーの声「（悔しげに）くそう、覚えてろよ！このカタキは必ずとるからな！」


　　　空中の一点に停止したドクガールは、墜落するバイオレンス号を見届けると、


　　　別の方向の地上に目を向ける。


　　　そちらには、都市らしき建物群が見える。


　　　五徳市らしいのだが、上空から見ても、建物の雰囲気が、何となく、おかしい。


　　　ドクガールは微妙な表情をしている。


 


　　　　　　○フリーメン・司令室


　　　会議室風の場所で、山井、タナトス、ひさおらがくつろいでいる。


　　　そこへ、配下の一人が駆け込んでくる。


部下「（きびきびと）ご報告します！


　影子が、キャリバーさまの追跡を振り切ったそうです！」


ひさお「（涼しげに）と言う事は、きっと、ここに来るわね」


　　　その時、部屋の隅に控えていた美形外人、ビリヤが、話に割り込んでくる。


　　　ビリヤは、金髪で、黒のスーツに、サングラスと言う出立ち。


ビリヤ「（キザっぽく）私ノ出番カナ？」


山井「（すまして）いや。ビリヤくん。君は、まだ控えていてくれたまえ」


　　　ビリヤは、残念そうにほほえむ。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○五徳市・近郊　　（昼間）


　　　町のそばなので、それなりに民家も点在している。


　　　ただし、立入り禁止区域の為、今は無人の様子。


　　　五徳市の方に続く、幅広のアスファルトの道を、


　　　バルを連れ、ノートパソコンを持った影子が、堂々と歩いている。


　　　影子は、時々、後ろの方をチラチラ見ているが、


　　　実は、球異が隠れて、影子を尾行しているのが、バレバレに見えている。


　　　球異は、電柱やら家屋の影に隠れて、影子のあとを追っているのだが、


　　　ベテラン探偵らしくもなく、妙にソワソワしている。


　　　突如、目の前の影子が、バッと頭上へと右手を突き出し、天を指さす。


　　　きょとんとした球異は、つい空を見上げてしまうが、


　　　別に変わったところは何もない。


　　　球異が、影子の居た場所に目を戻すと、そこには、もう誰の姿もない。


　　　慌てた球異は、つい隠れていた物陰から、身を乗り出してしまう。


球異「（動揺して）しまった！影子ちゃんに逃げられちゃったよ〜」


　　　その時、球異の背後に、険しい表情の影子がヌッと現われる。


影子「（球異へ、きつく）誰に頼まれて、あとをつけてるの？白状しなさい」


球異「（影子の方へ振り返り、うろたえながら）いえ。つけてるなぞ、滅相もありません！


　おいらは、ただの通りすがりの名探偵でして・・」


影子「（厳しく）ごまかすのは止めなさい！エコに関わり過ぎると、酷い目に遭うわよ！」


球異「（にやけて）奇麗なバラにはトゲがある？」


影子「（呆れて）もう、バカ！」


　　　その時、不気味な機械音が聞こえてくる。影子の表情がハッとなる。


影子「（叫ぶ）危ない！」


　　　影子は、球異を突き飛ばし、自分も飛びのく。


　　　次の瞬間、二人が居た場所の地面にポカリと丸い穴が開く。


球異「（きょとんと）な、なんだぁ？」


影子「（早口に）侵入者探しのトラップよ！（ハッとして）ほら、まただわ！」


　　　影子が、再び、球異を突き飛ばす。


　　　途端に、その下の地面に、また丸い穴があく。


　　　影子は、すっぽりと、その中へ落ちてしまう。同時に、穴はスッと消え去る。


球異「（慌てて）あ、あ、あ。影子ちゃーん！」


　　　かくて、球異とバルだけが、そこに取り残されてしまう。


　　　球異は、困り果てて、その周辺をうろうろと歩き回る。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　　（ＣＭ）


 


　　　　　　○寝室


　　　簡素で、壁が白い、小じんまりとした部屋。


　　　そこに置かれていたベッドの上で、静かに影子が目を覚ます。


　　　最初はボンヤリしていたが、意識がハッキリしてきた影子は、


　　　慌ててガバリと起き上がる。


　　　そして、まず衣服を身に付けたままである事を確認する。


ひさおの声「（優しく）影子、目が覚めたのね。


　少しは疲れもとれた？三日も眠り続けていたのよ」


　　　声の方へ、影子が目を向ける。


　　　そこには、ひさおが居て、


　　　衣装ダンス内の服を自分の体にあてがって、ドレス選びを楽しんでいる。


影子「（驚いて）おばさま！」


ひさお「（無邪気に）この服、どうかしら？


　スポーツ観賞用としては、派手すぎないかな？


　ワールドカップは、一緒に見に行きましょうね」


影子「それより、なぜ、おばさまが、ここに？一体、ここは、どこなの？」


　　　その時、ドアを開けて、この部屋に山井博士が入ってくる。


山井「（爽やかに）影子くん。ようやく、目を覚ましてくれたようだね」


ひさお「（山井の方へ手を差し伸べ）紹介するわ。私の実の兄、ドクター山井よ。


　ほんとは、あなたのママと私は義姉妹で、血はつながっていなかったの。


　だから、山井の事は、これまで、あなたも知らなかったでしょう。


　彼は、偉大な天文学者なのよ」


　　　影子は、いぶかしげな表情をしている。


山井「まあ、こんな場所で長話もなんだ。


　影子くんも起きた事だし、話の続きはランチを食べながらにしないかね」


　　　戸惑いながらも、影子は、ゆっくり、ベッドから床へと足を踏み下ろす。


 


　　　　　　○食堂


　　　それほど大きな場所ではないが、妙に豪勢な装飾がなされている。


　　　テーブルの上には、沢山のご馳走が並べられていて、


　　　席についているのは、影子、ひさお、山井の三人だけ。


　　　影子は、最初、警戒していたが、ひさおと山井が遠慮なく食べているのを見ると、


　　　やがて、自分もガツガツとご馳走を食べ始める。


　　　その様子を見て、ひさおたちも満足げな表情になる。


山井「（自慢げに）なかなか、住みよい場所だろう。


　ここは、未来都市アガルタの地下居住区だ。


　この町は、自然に頼らず、機械の力だけで、運営されているのだよ」


ひさお「滅びた五徳市の上に、新たに建設したの。すごいでしょう」


　　　影子は、話を無視して、食事を取り続けている。


ひさお「今まで、教えなくて、ごめんね。


　実は、私たち、フリーメンの最高幹部会のメンバーだったのよ。


　さまざまな特権も持ってるわ」


　　　影子は、ハッとして、ひさおの顔を見つめる。


ひさお「そう。この五徳市に”霧”をばらまいたのも、私たちの指示によるものだった。


　人類の未来の為には、やむを得なかったのよ」


　　　影子は、食べるのを止め、憎悪の表情になってゆく。


ひさお「（冷たく笑み）怒ってる？でも、影子、あなたに選択の余地はないわ。


　実は、妹とは、約束をかわしていたの。


　あなたが成人したら、私の後継者にする為、養女として、私に譲ってくれるようにって。


　あなたの『影子』と言う名前も、実は、私が命名したものだったのよ」


　　　影子が、憤慨して、バッと椅子から立ち上がる。


影子「（叫ぶ）ふざけないで！私は、あなたたちのおもちゃじゃないわ！」


　　　怒った影子は、そのまま、駆け出して、この部屋から走って、出ていってしまう。


ひさお「（戸惑って）お、お兄さま」


山井「妹よ、落ち着け。ビリヤに追わせよう」


 


　　　　　　○五徳市・地表部　　（昼間）


　　　快晴の下、奇妙な形の建物が、一帯に並んでいる。アガルタの未来都市である。


　　　影子は、周囲に目を奪われつつも、その中を逃走している。


　　　ふと、影子は、あっけにとられて、立ち止まる。


　　　目の前の建物の狭間にギガントフラワーがあるのだが、


　　　腐って、しおれているのである。


　　　別の建物の壁には、巨大なハチの巣もかかっているが、こちらも、朽ち果てている。


アリの野民「（か細い声で）全ては失敗だった」


　　　その声にハッとした影子が、声の方に目を向ける。


　　　そこには、アリをイメージさせる黒い昆虫野民が、壁に寄り掛かっている。


アリの野民「機械の力だけで運営されている都市なぞ、初めからムリだったのだ。


　生き物は、やはり、自然無しでは、生きてはいけないのだ」


　　　言い終えると、アリの野民は、よろけて、そのまま倒れてしまう。


　　　影子は、ぼうぜんと、それを見届ける。


　　　その時、ガヤガヤと遠くから声が聞こえてくる。追っ手の声だ。


　　　「娘はどこだ！」「早く、捕まえろ！」


　　　影子は、すぐ、引き締まった表情に戻り、バッと走り出す。


 


　　　　　　○五徳市・ビルの屋上　　（昼間）


　　　それほど高くないビルの屋上。


　　　そのはじっこに立った球異が、双眼鏡で、周囲を見渡している。


球異「（つぶやく）全く、ここは、おかしな都市だな。


　影子ちゃん、一体、どこに行っちゃったんだろう」


　　　その時、球異の後頭部に銃口が突き付けられる。球異はギョッとする。


　　　小銃を突き付けているのは、ビリヤである。


ビリヤ「（笑みを浮かべ）ドウヤッテ、コノ都市ニ入ッタ？


　命令ダカラ、不審人物ハ全員殺ス」


球異「（ひきつり笑いで）いえ。おいらは、ただの地元の生んだ名探偵ですよ〜」


　　　と、すかざず、球異は、油断したビリヤを、後ろ向きで蹴りあげる。


　　　そして、振り向くと、ビリヤに強力パンチを連打して、張り倒すが、


　　　自分もバランスを崩して、よろけてしまう。


球異「おっとっと！」


　　　そのまま、球異は、屋上のはしから、足を滑らせてしまい、


　　　落っこちて、両手だけで屋上からぶら下がっている状態になってしまう。


球異「（泣きわめく）ひえ〜、助けて！」


　　　すると、球異の手を引っ張って、屋上に持ち上げてくれる者が現われる。


　　　醒めた表情をした影子である。助けられた球異も、きょとんとしてる。


影子「（つぶやき）バカね。あなた、まだ、ここにいたの？」


　　　その時、そばに倒れていたビリヤが目を覚まし、


　　　転がったまま、銃の照準を影子たちの方に定める。


　　　その事に、すかさず気が付いた影子が、サッとムチを取り出し、


　　　振り向きざま、一撃でビリヤをのしてしまう。


球異「（うろたえながら）こ、こいつ、アメリカのビリヤ・ファミリーだ。


　こんなギャングが、なぜ、ここに？」


　　　すぐに、今度は、ものすごい轟音が聞こえてきて、影子たちはハッとする。


 


　　　　　　○五徳市・地表部　　（昼間）


　　　アスファルトの地面を突き破って、


　　　地中から、地底戦車型に変形したバイオレンス号が出現する！


キャリバーの声「（楽しげに）マグマのエネルギーをたっぷりと蓄えてやった。


　今度は、負けはしないぞ！」


 


　　　　　　○五徳市・ビルの屋上　　（昼間）


　　　あせった影子が、球異を屋上の中央の方へと押しやる。


影子「（ビシリと）早く、逃げて！あとは、エコが何とかするわ！」


　　　グズグズしている球異をよそに、走りながら、影子は服を脱ぎ捨てる。


影子「（叫ぶ）エクディーシス！」


　　　あっけにとられる球異の目の前で、華麗にドクガールに脱皮した影子が、


　　　そのまま、空へと舞い上がる。


 


　　　　　　○フリーメン・司令室


　　　地表部で、ドクガールとバイオレンス号の激戦が行なわれているせいか、


　　　全体的にグラグラ揺れてて、天井からは瓦礫も落ち始めている。


　　　その中央で、うろたえた山井とひさおが抱きあっている。


ひさお「（悲しげに）お兄さまぁ」


山井「（無念そうに）もはや、この都市も、これまでか」


 


　　　　　　○五徳市・上空　　（昼間）


　　　晴れた空の中、飛行戦車に戻ったバイオレンス号とドクガールが、


　　　互いに飛行しながら、死闘を展開している。


　　　バイオレンス号は、機体先端の回転ドリルとソルレーザー砲で、


　　　ドクガールに迫ってくる！


キャリバーの声「出来損ないの旧野民め！死ねえ！」


　　　バイオレンス号から、ドクガール向けて、ソルレーザーが発射される。


　　　身構えたドクガールは、軽金属のムチをぶんぶん振り回し、回転させる。


　　　ムチがトグロを巻き始め、ドクガールの前方で、鏡の盾のようになる。


　　　そのムチの盾に当たったソルレーザーが、


　　　そのまま、バイオレンス号の方目がけて、一直線に反射される。


　　　ソルレーザーは、バイオレンス号に直撃し、機体を大破させる。


　　　破損し、火を噴くバイオレンス号は、そのまま、五徳市の中へと墜落してゆく。


キャリバーの声「（叫び）ぎえええっ！」


　　　五徳市の未来の建物のど真ん中に落ちたバイオレンス号は、大爆発を起こし、


　　　都市全体にも火災が広がる。


ドクガール「（クールに）魔都は滅びよ。夢に溺れて、地獄に落ちればいいわ」


 


　　　　　　○ロケット発射場　　（夜）


　　　五徳市の近郊にある施設。


　　　昔ながらの、鉛筆風のロケットが設置されており、


　　　今まさに、ひさおと山井が乗り込まんとしている。


　　　そこへ、急いで、バルを連れた影子が駆け付けてくる。


影子「（ひさおへ）待って！どこに行くの！」


　　　ひさおたちは、落ち着いた様子で、影子の方へ目を向ける。


ひさお「（冷めた笑みで）私たちは、旅立つ事にしたわ。どこか、遠い星へね」


山井「そうだ。人間の住める楽園が、きっと、どこかにあるはずだ」


　　　それだけ言うと、山井たちは、すぐにロケットに乗り込んでしまう。


影子「（慌てて）待って！」


　　　追いかけようとした影子の前で、ロケットのハッチが無情に閉まってしまう。


　　　続けて、ロケットのエンジン音が聞こえだしたので、


　　　影子は、急いで、ロケットのそばから走り遠のく。


　　　影子の目の前で、ついにロケットは発射し、ぐんぐん夜空を昇ってゆき、


　　　姿が小さくなり、見えなくなってゆく。


影子「（悲しげに）なぜ？どうして、この星で、精一杯、生きようと考えないの？」


　　　影子の目が潤み、涙が光る。


　　　同じく、ロケットが去っていった夜空の一点もピカリとまばやく光る。


　　　つづく。


 


　　　次回予告「第11話　まぼろしの大公」


「プリンスは滅び、ひさお兄妹も失脚した。


かくて、闇の世界政府フリーメンも崩壊したかに思われた。


しかし、影子に休息の時はなく、早くも新たなる敵が現れたのだ！


台頭するネオ・フリーメン。まぼろしの大公とは、一体、何者なのか？


そして、彼らが進める、恐怖の野民狩り政策とは？タナトスの最後の反撃が始まる！」
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　　　　第11話「まぼろしの大公」　　NEO FREEMEN


 


 


　　　　　　○フリーメン・アジト


　　　どんよりと薄暗い、不気味な場所。


　　　その中央に、タナトスが一人で立っていて、うつむき加減に、微笑んでいる。


タナトス「（嬉しそうに）今や、フリーメンの中に、私と並ぶ有力者はいない。


　ついに、私が、この組織の全実権を握ったのだ」


　　　タナトスが高笑いを始めた時。


魔人の声「何かの冗談ですか」


　　　その声にギクッとしたタナトスが、声のした方向に目を向ける。


　　　そこには、白衣を着た中年男、魔人が立っている。


　　　飄々とした感じで、一目で科学者だと分かる人物である。


タナトス「（魔人へ）誰だね？君は」


魔人「（さらりと）私の名前は、魔人。フリーメンの最高委員会の一人です」


タナトス「（眉をひそめ）聞かない名前だな。私に用でも？」


魔人「どうも、まだ何も知らされてないご様子みたいですね。


　フリーメンの最高会議では、この度、新しい方針が打ち出されたのです。


　以後、フリーメンは、全て、この方針に基づいて、行動をとらせていただきます。


　あなたが指揮していたハデス計画は、今回の会議で廃止が決定しました。


　あなたは、もうフリーメンには用済みなのです」


タナトス「（動揺して）何を言う？私は、フリーメンの最重要人物のはずだぞ！


　その私抜きで、どこで最高会議が開かれたのだ？


　それに、ハデス計画無しで、環境破壊から人類をどう救うつもりだ？」


魔人「気の毒ですが、フリーメンの体制は、全て、変わったのです。


　あなたたちとは別に、


　環境破壊の悪化をギリギリで回避しようと言う方向での人類救済計画も


　極秘に進められていたのです。


　そして、この度、データが揃い、そちらの計画が最優先される事となりました。


　その他の計画は、もう不要どころか、邪魔な金喰い虫でしかないのです。


　今頃、ヨーロッパでアガルタ計画を進めていたラストーロ研究団にも


　中止勧告が出されているはずでしょう」


タナトス「（わめく）お、横暴だ！そんな勝手な事を誰が決めた？


　なぜ、担当者の我々に、何一つ、相談が無い？」


魔人「（冷たく笑い）本当に何も聞かされてないみたいですね。


　でも、ウロコと言う名前でしたら、ご存知なのではありませんか」


タナトス「（ギョッとして）ウロコ？まさか！その名前は、ただの噂のはずだぞ。


　フリーメン内に、そんな大物実力者は実在なんかしていないはずだ」


　　　妖しい笑みを浮かべる魔人の横に、一人の人間がスッと影のように現われる。


　　　ベレー帽をかぶった美形の青年、宇呂子である。無表情で、喋ろうとはしない。


　　　宇呂子の姿を見て、タナトスはがく然とした表情になる。


タナトス「（つぶやき）まさか。


　まぼろしの大公の話は、フリーメン発祥の時からあったと聞いているが・・」


　　　魔人は、勝ち誇った表情になる。


魔人「（あざ笑いながら）これまでの筆頭責任者たちが、


　見苦しい権力争いを続けてきたせいで、


　栄光あるフリーメンは、イラク戦争さえ防げないほどに弱体化してしまいました。


　でも、これからのフリーメンは、偉大なる宇呂子さま中心に新たによみがえるのです。


　世界は全て変わります。人類の未来は永遠のものとなるのです」


　　　楽しげに語る魔人の前で、タナトスはぼう然としている。


 


　　　タイトル「第11話　まぼろしの大公」


 


　　　　　　○国会議事堂・議事堂内　　（昼間）


　　　会議が始まるところで、議員たちで席は埋まっている。


　　　議長席に、すっと宇呂子と魔人が姿を現わす。


　　　彼らの後ろには、警備服姿の宇呂子秘密警察員（ＵＳＰ）がズラリと並んでおり、


　　　そのうちの一人は、フェニックスの絵柄がついた旗を掲げている。


魔人「（マイクを通し）この国の政治は、本日付をもって、我々黒蛇党が担当いたします。


　新たな首相は、こちらにいらっしゃる宇呂子さまで、


　政策は全てマザーコンピューターが決定します」


　　　議員たちの間に、ざわめきがあがる。


魔人「（力強く）落ち着きなさい。これは、この国だけの話ではないのです。


　これからは、世界の全ての国家が、同じ方針で運営されてゆきます。


　環境破壊の脅威は、全人類が等しく省エネを実行すれば、


　かろうじて乗り越えれる事が分かりました。


　だから、今は、個々の利害は捨て、優れたコンピューターの的確な計算のもと、


　皆が一丸となって、協力しあわなくてはいけないのです」


　　　議員たちのざわめきがおさまり始める。


魔人「（妖しく微笑み）ただし、その為には、障害になる連中も存在します」


　　　魔人が目配せすると、背後のＵＳＰたちがバッと走り出し、


　　　座っていた議員の一人に鋭く銃を突き付ける。


魔人「（大声で）射殺せよ！」


　　　再び、議員たちがざわめく中、銃を向けられた議員が、慌てて、走り逃げ出す。


　　　その後ろ姿に、ＵＳＰは発砲するが、


　　　その瞬間、その議員は、バッとハエの野民に化身して、空中へと飛び上がる！


　　　しかし、何も動揺していないＵＳＰは、


　　　空を舞うハエ野民にも銃撃を続け、あっさりと撃ち落としてしまう。


　　　床の上に、ハエ野民の死骸が横たわる。


　　　この異常事態に、議員たちは、さらにどよめく。


魔人「（大声で）見ましたか！


　このような怪物が、これまで、我々の間には、沢山混ざっていたのです！


　愚かな科学者がいて、その人物は、このような怪物を作って、


　人類と入れ変えようとしていたのです。


　こんな恐ろしい計画には断固として立ち向かわなくてはいけません！


　このような化け物を全て根絶やしにするのです！」


 


　　　　　　○どこかの街・路地　　（昼間）


　　　普通の通行人もいる中、一匹のゴキブリの野民が走り逃げている。


　　　その後ろを、ＵＳＰの一群が追い掛けている。


　　　行き止まりにまで追い詰められて、ゴキブリの野民が立ち止まったところで、


　　　ＵＳＰは発砲し、ゴキブリの野民を蜂の巣にして、殺してしまう。


 


　　　　　　○森林地帯・上空　　（昼間）


　　　カラスの野民が、逃げるように飛んでいる。


　　　事実、後ろからは、ＵＳＰが乗ったヘリコプターが追跡をしていて、


　　　時々、機銃で攻撃している。


 


　　　　　　○どこかの街・下水道内


　　　ＵＳＰの追跡班が、声を掛けあいながら、走り回っている。


　　　彼らに見つからないように、ネズミの野民が、脅えながら、壁の影に隠れている。


 


　　　　　　○どこかの街・大通り　　（昼間）


　　　沢山の人が歩いている中、


　　　リュックを背負い、ノートパソコンを手に持った影子も、さりげなく歩いている。


　　　リュックのすき間から、中にいる動物の目がキョロキョロ動いているのが見える。


　　　実は、影子は、リュックの中にバルを隠して、連れ歩いているのである。


　　　高層ビルの壁に設置された巨大なテレビスクリーンでニュースをやっている。


ニュースキャスター「（テレビ画面内で）政府の新方針により、駆除された野民の数は、


　我が国だけでも、すでに百匹を超えました。


　政府は、野民の絶滅も間もなくであろうと言う正式見解を発表しました」


　　　影子は、嫌そうな表情で、そのニュースを聞いている。


　　　その時、影子の前に、ニコニコした青年、戸燈がバッと立ちふさがる。


戸燈「（影子へ）あなた、影子さんでしょう！ほら、そうだ！


　わーい、やっぱり、本当にいたんだ。すごいなあ、感激しちゃうな」


影子「（戸惑いながら）あなた、誰？」


戸燈「（名刺を差し出しながら）おっと、ごめんなさい。


　私、ＳＣＵＭ放送局の専属レポーターで、戸燈と言います。


　あなたの事をずっと探してたんですよ。あなたこそは、日本のモスマンなんです」


影子「モスマン？」


戸燈「ご自分も蛾の野民でありながら、


　恐るべき野民の駆除に協力していると言う、都市伝説的存在。


　実際にいたからには、あなたの事を、ぜひ、取材させてください！


　テレビのドキュメンタリーにして、その偉業を全国に紹介したいんです！」


影子「（慌てて）待ってよ！何の話？私、知らないわ！」


　　　そこで、戸燈の横に、スッと魔人が姿を現わす。


魔人「（ほくそ笑み）隠さなくてもいいのですよ、影子さん。


　彼に情報を流したのは私です。決して、悪い話ではないんですけどね」


影子「（警戒気味に）あなたは・・」


魔人「（意味あり気に）まあ、こんな道端で立ち話もなんです。場所を移しませんか」


 


　　　　　　　（ＣＭ）


 


　　　　　　○野民博物館・陳列室　　（昼間）


　　　白い壁に囲まれた、大きな広間。


　　　そのあちこちに、等身大の透明カプセルがあり、


　　　その内部には、ハエやゴキブリを始め、


　　　イナゴ、カラス、ネズミ、オニヒトデ、ミミズ、蚊などの、


　　　さまざまな種類の野民が、アルコール漬けの標本のようにおさめられている。


　　　ペンギン閣下のような珍しい野民まで混じっている。


　　　これらのカプセルを眺めながら、その間を、影子と魔人が歩いている。


影子「（ぶっきらぼうに）ここは？」


魔人「（自慢げに）野民博物館です。


　無作為に狩る一方で、採取した野民たちの細胞からクローンも作って、


　それを生きた状態で眠らせて、ここに陳列してたのです。


　素晴らしい生物博物館でしょう。何しろ、野民は、近々、絶滅する種ですしね」


　　　影子は不愉快げな表情になる。


影子「で、エコに何の話があるの？あなたは、エコの敵ではなかったの？」


魔人「状況が変わりました。


　新編成されたフリーメンの方針では、野民の事など、もう、どうでもいいのです。


　現在の我々は、マザーコンピューターの決定に基づいた、徹底した管理体制の下、


　自然環境の急速な再生活動を推進しています。


　この強引な政策に不平を示し、反発しそうな者たちも居ますので、


　私たちは、他方で、野民狩りを提案し、皆の関心をそちらの方に向かせる事にしたのです」


影子「スケープゴーツね」


魔人「しかし、難航している部分もあります。


　実は、野民製造プロジェクトの責任者であるドクタータナトスが


　行方をくらましてしまいまして、


　現在、その動向がまるで掴めない状態なのです。


　彼を処分しない事には、野民狩りは完遂しません」


影子「（つぶやき）あのタナトスが・・」


魔人「（影子の顔を見て）あなたにとっても、タナトスは憎き仇でしょう。


　どうでしょう？あなたの手でタナトスを見つけだして、しとめてもらえませんか」


影子「タナトスが死ねば、野民を作れる人間も居なくなる。


　そして、最後の野民として、エコもこのカプセルに閉じ込めてしまうつもり？」


魔人「（慌てて）と、とんでもない。


　タナトスを倒して、皆のヒーローになられる方を、標本になぞ出来ないじゃありませんか。


　つまり、この任務遂行は、あなた自身の命の保証にも結びつくものなのですよ」


　　　影子は、複雑な表情になる。


魔人「悪い話じゃないと思いますよ」


　　　考え込んでいた影子が、突然、ハッとして、一つのカプセルの元に走り寄る。


　　　そのカプセルの中には、野犬人がおさめられている。


　　　影子は、がく然として、カプセル内の野犬人に話しかける。


影子「（取り乱して）正一くん！正一くん！」


　　　涙目で訴え続ける影子の姿を、呆れた感じで、魔人は眺めている。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○野民博物館・控え室　　（昼間）


　　　小じんまりとした個室。簡易なテーブルと椅子がいくつかある程度。


　　　ドアを開けて、無表情な影子が入ってくる。


　　　中には、すでに二人の先客がいて、一人は戸燈。


　　　もう一人は、ビシッとスーツを着た中年男、太田。


　　　大柄で、いかにも真面目そうな感じである。


　　　戸燈は、テーブルの上にいたバル相手に遊んでいたが、


　　　影子の姿を見ると、すぐ彼女の方へ走り寄る。


戸燈「（元気に）影子さん！もちろん、魔人さんからのご依頼は引き受けたのでしょう。


　何たって、政府直々のご依頼ですもんね。


　さあ、さっそく、悪い博士退治に出かけましょう！


　もちろん、私もお共しますよ。全てを漏らさず取材させていただきまーす！」


　　　影子は、うるさげに戸燈から目をそらし、太田の方を見る。


影子「（太田へ）あなたは？」


　　　太田はすかさず、影子へ名刺を差し出す。


太田「（影子へ）はじめまして。弁護士の太田と言います。あなたが影子さんですね。


　あなたは、これまでも、独自の判断で、多数の野民を殺してきたそうで。


　でも、本来、それは非合法な行為なのです。


　この度、私は、魔人氏の許可を得て、


　今回のあなたの野民狩りには同行させていただく事にしました。


　法的に問題が無いか、調べさせていただきますので、どうか、ご了解ください」


　　　影子は、どうでもよさそうな様子で、サッと二人に背を向けてしまう。


影子「（ドアをあけて）さあ、バル、行くわよ」


　　　部屋から出てゆく影子のあとを、飛びながら、バルもついてゆく。


　　　戸燈と太田も、その後ろを追いかける。


戸燈「（慌てて）わあ、待ってくださいよ〜」


 


　　　　　　○街・路地　　（昼間）


　　　影子が、戸燈と太田をお共に、歩いている。


　　　周囲にも、他の通行人がいるが、バルも隠れずに、堂々と影子のそばを飛んでいる。


　　　政府とマスコミの後ろ盾があるゆえの、安心しての大胆行為である。


　　　ただし、周囲の反応は、奇妙な生物バルを見ても、


　　　機械マスコットのたぐいと勘違いしているのか、それほど驚いていない。


戸燈「（ワクワクと）わあ。これから、どこへ行くんだろう。楽しみだな」


　　　戸燈が一人ではしゃいでいる一方、


　　　影子と太田は、真面目な表情で、もくもくと歩いている。


戸燈「（突然）ねえ！影子さん。誰か、つけてきていますよ」


　　　言われて、影子が後ろに目を向けると、慌てて、電柱の影に隠れた人物がいる。


　　　隠れ方が下手で、すぐ、球異だと分かる。


影子「（そっけなく）前からエコを尾行してる探偵よ。ほっといてもいいわ」


戸燈「そりゃあ、取材しなくっちゃ！」


　　　影子が止める間もなく、戸燈は、球異の元へ走り向かってしまう。


　　　尾行がばれたと分かった球異は、慌てて逃げ出すが、


　　　そのあとをしつこく戸燈が追いかける。


　　　二人は、追いかけっこをしながら、どんどん、今、来た道を引き返してゆく。


影子「（呆れて）先に行きましょう」


 


　　　　　　○街・周辺地域　　（昼間）


　　　街の中心部から離れた場所で、建物こそ多いが、人通りは全くない。


　　　戸燈が欠けて、影子と太田とバルだけで、道を進んでいる。


太田「（影子へ）なぜ、こんなところへ？


　あなたには、タナトス博士の居場所が分かるのですか」


影子「（無感情に）野民の臭いがするのよ」


太田「このへんは、政府の新政策で、居住区域から外され、


　取り壊しが決まったばかりの地域。


　そうか。だから、


　野民や指名手配のタナトス博士らが隠れるには持ってこいの場所でもある訳ですね」


　　　影子がキッと太田の方に顔を向ける。


影子「（真剣に）いい事？私たちは、これから、殺し合いに行くのよ。覚悟はいいわね」


　　　影子の剣幕に、太田は、声も出せずに、つい頭だけでうなづく。


 


　　　　　　○街・裏路地　　（夕刻）


　　　いりくんだ狭い路地裏の道を、さらに、影子と太田、バルが前進している。


　　　太陽の光が差し込まない為、周囲はかなり薄暗い。


　　　完全に非居住区域に侵入したらしく、影子たち以外の人の姿はいっさい見当たらない。


　　　代わりに、あちこちに動物の死骸の断片みたいなものが散らばっていて、


　　　その数が、どんどん増えてゆく。


　　　太田は、怯えながら、それをキョロキョロ見ている。


太田「（恐る恐る）もしかしたら、これは、野民の死体ですか」


影子「（冷静に）そうかもね。食い残しみたいだわ」


太田「（がく然と）共食い？」


　　　影子が平然としている一方、太田は、すっかり狼狽している。


　　　そして、影子が、突然、ピタリと立ち止まる。


影子「着いたわ」


太田「（おろおろと）この先にタナトス博士がいるのですか？」


影子「（落ち着いて）多分ね。太田さん、あなたは、ここで、バルと一緒に待っていて。


　命が大切なら、これ以上はついてこないようにね」


　　　それだけ言うと、影子は、一人で路地の先へ歩き去ってしまう。


　　　ぼう然としている太田の胸元に、飛んでいたバルが抱かれ飛び込んでくる。


太田「（つぶやき）私は、知らない方がいい事を見てしまったのかもしれない」


 


　　　　　　○街・袋小路　　（夕刻）


　　　影子が、ぐんぐんと突き進んでゆく。


　　　その一番奥に、不気味にタナトスが座り込んでいる。弱っているようにも見える。


　　　対峙できるところまで来ると、影子は立ち止まる。


　　　タナトスも、近づいてくる影子をじっと睨みつけている。


影子「（タナトスへ）博士。これで、あなたも、もうおしまいよ」


タナトス「（弱々しく）よく来た、影子。待ってたぞ」


影子「強がりは止めなさい。


　あなたの研究と実験のせいで、これまで、沢山の人が不幸になったわ。


　これから、あなたは、その報いを受けるのです」


タナトス「うるさい！悪いのは、全て、お前だ。


　お前さえ、もっと早く、野民の子孫を作ってくれていたら、


　私だって、こんな失脚をしないで済んだのだ」


影子「それは違うわ。あなたの考えが、最初から間違っていたのよ。


　化け物になってまで、生き続けたいと思う人は、本当は一人もいない。


　あなたの計画は、すでに失敗だったのよ」


タナトス「黙れ！私は、今度こそ、自分の目的を実現してみせる。


　お前に子供を産ませて、再び、野民を繁殖させるのだ。


　さあ、影子よ、化身してみろ！お前も、私を殺すつもりで、ここに来たのだろう。


　それなら、野民の姿に戻れ。その隠した本性を私に見せてみるのだ！」


　　　少しムッとした感じの影子が、バッと服を脱ぎ捨てる。


影子「（叫ぶ）エクディーシス！」


　　　ドクガールに脱皮した影子が、ヒラリと宙に舞い上がる。


タナトス「（喜々と叫ぶ）バカめ！この時を待っていたのだ！」


　　　タナトスも、瞬時に脱皮して、真っ黒いクモの野民、デススパイダーに化身する。


　　　デススパイダーは、口からバッと粘着糸を吐き、


　　　飛行するドクガールを糸でからめて、捕獲してしまう。


デススパイダー「（歓喜して）逃げられまい！ついに、影子を捕まえたぞ！」


　　　ところが、ドクガールは、さらに脱皮して、影子の姿に戻ってしまう。


　　　粘着糸のとりこから、あっさり抜け出た影子は、


　　　デススパイダーのそばに詰め寄り、その腹部に満身のムチの一撃をおみまいする。


　　　ムチの先端は、デススパイダーの体を突き刺さり、致命傷となる。


デススパイダー「（叫ぶ）ギエエッ！」


影子「（すまして）喋り過ぎよ。


　会話の最中に、二重脱皮する為の準備の時間を十分に稼げたわ。


　これまでの罪を悔いながら、夢に溺れて、地獄に落ちなさい」


　　　瀕死のデススパイダーにとどめを刺そうともせず、


　　　影子はサッと背を向けると、来た道を歩き去ってしまう。


　　　デススパイダーの方は、最後の気力を振り絞って、


　　　もう一度、脱皮し、タナトスの姿に戻る。


　　　床に伏せ、体を震わすのが精一杯のタナトスの右手には、


　　　小さな薬のビンが握り締められている。


　　　そこへ、いずこからか、


　　　顔の左半分を長い髪で隠した、謎の美女（シオンの聖女）がやって来る。


　　　彼女は、倒れているタナトスを見下ろし、妖しく微笑む。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○野民博物館・陳列室　　（夜）


　　　沢山の野民のカプセルに囲まれた中、影子と魔人が対峙している。


影子「（ぶっきらぼうに）タナトスはしとめたわ。エコの方の任務は果たしたわよ」


魔人「（笑って）さすが、影子くん。信じてましたよ。


　では、私も約束を守る事にしましょう。あなたはカプセルでは保存しません。


　その代わり、檻に閉じ込めて、動ける状態で、ここで飼う事にしましょう。


　これでも、命は保証した事にはなりますよね」


　　　影子がクスクスと笑いだす。


影子「（冷たく微笑み）どうせ、そんな事だろうと思ったわ。


　実はね、マザーコンピューターに、


　ドクターモアが作ったかくれんぼを侵入させておいたのよ。


　強力なコンピューターウィルスよ。


　これで、あなたたちの大事なコンピューターはダメになったはずだわ。


　そして、ここの管理システムもね」


魔人「（ギョッとして）なに！」


　　　次の瞬間、眠っていた野民たちが次々に目を覚まし、


　　　カプセルを破って、外に出てくる。


　　　彼らは、憎しみの視線で、魔人を睨み、そのまわりをじょじょに取り囲む。


　　　影子は、サッと魔人たちに背を向けると、ゆっくりと歩き出す。


　　　その背後から、魔人の悲鳴が上がる。


　　　つづく。


 


　　　次回予告「第12話　地球の征服者」


「街に暗躍し、破壊活動を繰り広げる謎の影子。


それは、影子に計画を潰された宇呂子の一味の復讐でもあった。


そして、影子は、人類の自由の為に、巨大なネオフリーメンを相手に立ち上がる！


宇呂子の豪邸に忍び込んだ影子たちを待ち受けているものは何か？


いよいよ、未来を賭けた最大の戦いが始まる」
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    第12話「地球の征服者」
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　　　　第12話「地球の征服者」　　RETURN OF ROYAL


 


 


　　　　　　○上空　　（昼間）


　　　雲間を、大きな旅客機が優雅に飛んでいる。


　　　ところが、旅客機は、突然、大爆発し、空中で粉みじんと化す。


　　　少女（影子のニセモノ）の楽しげな笑い声がオーバーラップする。


 


　　　　　　○ＪＲ駅　　（早朝）


　　　都市圏の大きな駅。ゴールドラッシュで、人込みで混雑している。


　　　プラットホームに電車が到着するが、これもまた、突如として、大爆発する。


　　　駅内は混乱し、あちこちで火災が発生し、おののく乗客たちが逃げ惑う。


魔人の声「（あざ笑いながら）ざまみろ、影子め！


　全ての事件の原因は、お前のせいにされるのだ。


　我ら『まぼろしの大公』に楯突いた愚かさを思い知るがいい！」


 


　　　タイトル「第12話　地球の征服者」


 


　　　　　　○どこかの都市の大通り　　（昼間）


　　　人や車であふれている。


　　　高層ビルの壁の一つが巨大スクリーンになっており、ニュースが流れている。


　　　アナウンサーの戸燈と、影子の顔写真が写しだされている。


戸燈「（テレビより）悪質な連続テロ犯人・影子が起こした破壊活動の為、


　昨夜は七十名もの負傷者が出ました。これ以上、彼女の暴挙を許してはいけません！


　彼女を見つけた方は、すぐ警察までご一報ください。


　以上、ＳＣＵＭ放送局よりお伝えしました」


　　　歩道の一角を、実は、大きなふち付き帽子で顔を隠した影子も歩いている。


　　　ノートパソコンと、ガバガバのボストンバッグも抱え、


　　　その中に隠れたバルの姿が、鞄のすき間から、わずかに見える。


　　　影子は、テレビ放送を耳にして、苦々しそうに顔をしかめている。


　　　そして、そんな影子のあとを、


　　　影子と同年齢ぐらいの好少年、法鬼高二郎が、渋い表情をして、つけている。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○ビルの一室


　　　小じんまりとして、何も置かれていない。


　　　その中央に、まるで、閉じ込められたかのように、アヤと下子がたたずんでいる。


　　　二人は、不安げな表情で、抱きあっている。


　　　そこへ、ドアを開けて、ＵＳＰに連れられた牧村博士と球異が入ってくる。


球異「（わめく）こら、放せ！おいらは、地元が生んだ名探偵だぞ」


アヤ「（牧村の姿を見て、パッと）パパ！」


下子「（驚いて）先生！」


牧村「（嬉しそうに）二人とも元気そうで良かった。人探しごっこは、もうおしまいだ。


　これからは、また私と一緒に暮らそう」


下子「（牧村へ）でも、なぜ、いきなり？


　私たちを、ここに連れて来て、閉じ込めた連中と、先生はどういう関係なんですか」


牧村「（ＵＳＰの姿を見ながら）失礼な事を言っちゃいけないよ。


　この人たちは、政府の直属の警察の皆さんだ。


　実は、私は、政府首脳の宇呂子さんに自宅への招待を受けたんだよ。


　これは、とても名誉な話だ。お前たちも、ぜひ、一緒に連れていきたくてね。


　それで、この人たちに、お前たちの捜索をお願いしたんだ。


　（球異の姿を見て、苦笑いしながら）まぁ、一人、


　関係ない奴も混じっているみたいだがね・・。


　それと、影子さんは、現在、凶悪な犯罪者として指名手配中だ。


　彼女の保護者である間野ひさおさんも行方不明の今、これ以上、深入りするべきではない」


球異「（驚いて）ちょ、ちょっと、それほんと？


　影子ちゃんの保護者って、ひさおさんだったの？


　おいら、彼女に頼まれて、影子ちゃんを探してたんだよ！


　それに、ひさおさんが行方不明だと言うなら、報酬の方はどうなっちゃうの？」


下子「（やじる）なんだ、お前。何も知らないで、影子さんを追っ掛けてたのかよ」


牧村「（アヤたちへ）それじゃ、パパと一緒に来てくれるね」


　　　アヤが、嬉しそうに、コクリとうなずく。


 


　　　　　　○避暑地・宇呂子邸そば　　（夕刻）


　　　大きな湖のそばに、宇呂子の巨大な豪邸がポツンと立っている。


　　　完全に彼らの私有地らしく、他に建物は無く、周囲は自然環境に包まれている。


　　　その宇呂子邸を、やや離れた場所（身を隠せる所）から、


　　　影子と法鬼が、じっと偵察している。バルも、そばを飛んでいる。


法鬼「（鋭く）あの屋敷に忍び込むのは、かなり難しそうだな」


影子「（冷静に）でも、奴らを倒さないと、人々に自由は戻ってこないわ。


　末端で抵抗しているだけでは、奴らはまるでダメージを受けやしない。


　誰かがやらなくちゃいけないのよ。


　それにしても、あなたは、よく、エコの事を信じてくれたわね」


法鬼「（つぶやくように）当たり前だ。俺は、京子ねえちゃんの仇をうちたいんだ」


　　　法鬼の手に、一枚の写真が握られていて、


　　　それには、法鬼と、彼の美しい姉・京子の姿が写っている。


 


　　　　　　○法鬼の回想


　　　夜の町。大きなビルの一つが、火災で燃え上がっている。


　　　そのビルの最上階の窓の一つから、取り残された京子が身を乗り出し、


　　　助けを求めて、手を振っている。


　　　すでにビルの回りには、ロープが張られて、立入禁止で、


　　　最前列で踏ん張っている法鬼が、泣きながら、京子の名を連呼している。


男の声「（どこからともなく）おーい！放火犯人の影子がいたぞぉ！」


　　　法鬼は、ハッと、声の方に目を向ける。


　　　遠くの方へ走り逃げてゆく影子の姿がチラリと見える。


　　　冷たく笑っている影子の顔は、微妙に本物とは違う。


 


　　　　　　○避暑地・宇呂子邸そば　　（夕刻）


　　　先のシーンの続き。会話する影子と法鬼。


法鬼「あの時、かすかに見た犯人の顔は、似てはいたけど、確かに、あんたではなかった。


　だとすれば、本当の犯人は別にいて、今、一番信用できるのは、


　むしろ、犯人に罪をなすりつけられようとしているあんたの方なんだ。


　だから、俺は、あんたについていく」


影子「（ほほえみ）ありがとう。それならば、一緒に仇をとりましょう」


 


　　　　　　○宇呂子邸内・ホール　　（夜）


　　　たいへん広い場所で、夕食会が開かれている。


　　　主催者の宇呂子と魔人。


　　　招待されたのは、牧村博士を筆頭とした、アヤ、下子、球異たち。


　　　他にも、宇呂子の友人らしき人々やＵＳＰの警備員で、ごったがえしている。


　　　なお、魔人は、前話のラストで負傷したらしく、右目に黒い眼帯をしている。


牧村「（魔人へ、礼儀正しく）今日は、私たちのようなものをお招き、


　本当にありがとうございました。何と、お礼を言ったらいいものやら・・」


魔人「（冷ややかに）いえいえ。


　私の方こそ、貴重なお話を聞かせていただき、感謝しております。


　あなたの娘さんの体に、影子、すなわち、野民の血が混じっていたとはね。


　しかも、野民化する事もなく、こうして、人間の姿のままで生き続けている」


　　　魔人の話に、牧村やアヤたちは、不安げな表情になる。


魔人「ご存知のはずですが、政府の方針で、全ての野民は駆逐対象となっています。


　あなたの娘さんとても例外ではありません。


　たった今より、我々は、あなたたちの身柄を拘束させていただく事にします。


　非常に特殊なケースである、あなたの娘さんの体の仕組みについては、


　まもなく、この屋敷に到着する、


　西洋の三博士の一人である天才医学者メイスン教授に調査解明させたいと思います」


　　　魔人の言葉が終わると共に、


　　　ＵＳＰが、おののく牧村、アヤ、下子、球異たちの周りをグルリと取り囲んでしまう。


　　　魔人は、楽しそうに冷笑している。


 


　　　　　　○宇呂子邸・玄関　　（夜）


　　　屋敷同様、とても広く、門から屋敷までの間も大きな庭園となっている。


　　　門のところで車から降りた高齢のメイスン医師と一人の側近が、


　　　屋敷の方むかって、暗い庭園の道をゆっくりと歩いている。


　　　突然、二つの人影がメイスンたちに襲いかかり、


　　　メイスンを草むらの中にと引きずり込んでしまう。


　　　間もなく、草むらの中から、


　　　メイスンのコートを身に付け、ヘタな変装をした法鬼と、看護婦姿の影子が現れる。


　　　影子と法鬼は、うまく入れ替われた事に満足し、お互いに目配せすると、


　　　そのまま、屋敷の方へと歩き出す。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　　（ＣＭ）


 


　　　　　　○宇呂子邸内・廊下　　（夜）


　　　横幅があり、左右の壁には、いくつものドアが並んでいる。


　　　メイスン一行に化けた影子たちが、警戒しながら、慎重に歩いている。


　　　突然、あたりに魔人の笑い声が響き渡り、影子たちはハッと立ち止まる。


　　　そして、パッと電燈が消えて、真っ暗になるが、すぐ明るくなり、


　　　いつの間にか、魔人、宇呂子、ＵＳＰたちが、影子たちの周りを取り囲んでいる。


魔人「（勝ち誇って）ようこそ、影子くん。


　あなたが、変装して、この屋敷に潜り込むであろう事は、最初から分かってましたよ」


　　　影子と法鬼は、舌打ちして、衣装を脱ぎ捨て、正体を見せる。


魔人「（余裕で）まあ、ケンカは止めませんか。


　私たちも、本当は、あなたの才能を認めているのですよ。


　できれば、仲間にしたいぐらいなのです」


影子「（きつく）ふざけないで」


魔人「（笑って）いえいえ、ほんとの話です。世界を見てごらんなさい。


　自分勝手な人間が、これまで、地球や自然をどれほど蝕んできた事か。


　我らフリーメンは、


　今まで、ずっと、そんな人間の犯してきた罪の尻ぬぐいをしてきたのです。


　人間でない影子くんならば、私たちの気持ちは分かるでしょう」


　　　影子は、顔をしかめながらも、魔人の話に耳を傾けている。


魔人「人間のような、自己中心的な生き物は、自然界には、実際は不要な存在なのです。


　地球にとっては、迷惑な病原菌にすぎなかったのですよ。


　やがては、他の生物や自然も巻き込んで、自滅するのがオチでしょう。


　しかし、慈愛深きフリーメンは、そんな人間どもにも、


　生かし続けてあげるべく、優しい手を差し伸べてあげているのです」


影子「（叫ぶ）違うわ！」


　　　影子の反応に、魔人はギョッとする。


影子「（力強く）本当に要らない生き物ならば、最初から生まれたりするはずがない。


　生命とは、生きている事それ自体が存在意義なのよ！


　どんなに悪い事をしていようとも、人間だって尊い生命の一つ。


　それなのに、同じ命あるものでありながら、


　他の生物の生死さえも我がものにしようとする、あなたたちフリーメンの方が、


　ずっと邪悪きわまりないわ！


　エコは、あなたたちを許せない！」


　　　動揺している魔人たちの前で、影子がバッと服を脱ぎ捨てる。


影子「（叫ぶ）エクディーシス！」


　　　影子がドクガールに脱皮して、ムチを振り回して、ＵＳＰ相手に大乱闘を開始する。


　　　法鬼も、微力ながら、ＵＳＰ相手に飛び掛かってゆく。


　　　怒れるドクガールを前にしては、ＵＳＰではまるで歯が立たない。


　　　魔人は、宇呂子をかばい連れながら、慌てて逃げ出す。


 


　　　　　　○宇呂子邸内・収納庫　　（夜）


　　　真っ暗だが、ドアを開けて、うろたえながら、入って来た魔人が電燈をつける。


　　　停止した５体の軍服姿の戦闘ロボット、五人衆だけが収納された小さな部屋。


　　　五人衆は、人間大で、いずれも、奇妙な形の頭部をしている。


魔人「（つぶやく）こうなったら、こいつらを使ってやる！」


　　　魔人は、部屋の中にある五人衆の起動スイッチをテキパキと入れる。


魔人「（あざ笑いながら）行け、五人衆！これで、もう、影子の奴もおしまいだ！」


 


　　　　　　○宇呂子邸内・廊下　　（夜）


　　　ＵＳＰ相手に、ドクガールと法鬼が交戦を続けている。


　　　宇呂子も、ＵＳＰに守られながらも、隅の方に追い詰められている。


　　　そこへ、五人衆を連れた魔人がやって来る。


魔人「（叫ぶ）宇呂子さま！さあ、今のうちに逃げてください」


　　　宇呂子は魔人の元へ走り寄り、二人は連れだって、逃げ出す。


　　　代わりに、五人衆がドクガールたちの方へ歩み寄ってくる。


　　　この奇怪な姿の新手を前にして、ドクガールも身構える。


　　　五人衆の一番手、ファイヤーが動き出す。


　　　火の玉状の頭部が、胴体より抜け出し、本物の光球となる。


　　　頭の無くなった胴体部はしぼんでしまい、


　　　火の玉の頭だけが自在に宙を飛びまわって、周囲に体当たり攻撃を行う。


　　　ドクガールや法鬼は間一髪で、その攻撃を避けているが、


　　　代わりに、ＵＳＰがどんどん犠牲になっている。


　　　五人衆の二番手、ウォーターも動き出し、口から高圧水流を吐いて、周囲を襲う。


　　　これまた、ドクガールや法鬼は、うまく攻撃をかわしていて、


　　　ＵＳＰばかりが犠牲になっている。


　　　冷酷なロボットの五人衆は、


　　　宇呂子護衛と言う目的遂行の為なら、敵味方の区別なく攻撃しているのだ。


　　　続いて、五人衆のメテオも攻撃を開始する。


　　　ファイヤー同様に、隕石状の頭部だけが宙を飛び、


　　　周囲に体当たりをしかけながら、空中を旋回している。


 


　　　　　　○宇呂子邸内・個室　　（夜）


　　　薄暗く、小じんまりとした部屋に、


　　　牧村、アヤ、下子、球異が監禁されていて、怯えながら、身を寄せ合っている。


　　　ドクガールとＵＳＰの乱闘が始まったらしく、


　　　外の方からは激しい物音が聞こえてくる。


牧村「（つぶやく）何かあったんだろうか」


　　　次の瞬間、吹っ飛ばされたＵＳＰの一人が、ドアをぶち破って、


　　　この部屋の中に飛び込んでくる。


　　　最初は驚いた牧村たちだが、すぐに脱出のチャンスだと気付き、


　　　急いで、破かれた入り口から廊下へと走り出る。


 


　　　　　　○宇呂子邸内・廊下　　（夜）


　　　牧村たちが、監禁されていた部屋から出てくると、


　　　廊下の少し離れた場所で、ドクガールとＵＳＰたちが戦っている姿が見える。


アヤ「（ドクガールの姿を見て）あ！おねーちゃんだ！」


牧村「（厳しく）ほっときなさい！」


　　　牧村たちは、ドクガールたちが居る場所と反対の方角へと走り逃げ出す。


　　　球異だけは、ポカンとドクガールの方を見て、立ちすくんでいる。


下子「（球異へ）何やってんだ、ヘボ探偵！早く逃げるぞ！」


　　　球異が動きそうにないので、ほっといて、下子もさっさと逃げ出してしまう。


　　　一方、激戦が続くドクガール対五人衆は、


　　　ひらひらと宙を舞うドクガール目がけて、ファイヤーとメテオが同時に突進してゆく。


　　　間一髪でドクガールが、両者の体当たりをよけた為、


　　　ファイヤーとメテオは同士打ちとなって、衝突し、空中で爆散してしまう。


　　　しかし、ドクガールの方も、完全には避けきれず、負傷したらしく、


　　　よろよろと床の上に降りると、


　　　脱皮して影子の姿に戻る事によって、今受けた傷を回復させる。


　　　五人衆の方も、新手が動き出す。


　　　両手をブレス機に変形させた五人衆の一人、アースが、


　　　そのブレス機で床を叩く事で、強い振動を発生させる。


　　　屋敷全体がグラグラと激しく揺れ始め、さすがの影子も動揺する。


 


　　　　　　○宇呂子邸内・廊下の行き止まり　　（夜）


　　　牧村、アヤ、下子がやって来て、立ち止まる。


　　　後ろからは、魔人とＵＳＰたちがゆっくりと追っ掛けてきている。


　　　うろたえる牧村は、目の前の壁にダストシュートがあるの発見する。


牧村「（ダストシュートの蓋を開き）アヤの大きさなら、ここから中に入れるはずだ」


アヤ「（不安げに）でも、パパは・・」


牧村「いいから、お前一人だけでも、先に逃げるんだ」


　　　牧村は、アヤをダストシュートの中に押し込んでしまう。


　　　入れ違いに、魔人たちが牧村たちのそばにまでやって来る。


魔人「（勝ち誇って）牧村博士。見苦しい事は止めてください。


　なぜ、逃げ出したりしたのですか」


牧村「（きっぱりと）あなたたちのしている事は間違っている。


　科学者の良心にかけて、私は協力するわけにはいかない」


魔人「（あざ笑って）なら、死になさい」


　　　ＵＳＰが手にしていた銃を発砲して、牧村はあっさりと射殺されてしまう。


下子「（悲痛に）先生！」


魔人「（下子へ）君もどきなさい。貴重な実験データの娘を我々に返すのだ」


下子「（怒鳴る）うるさい！オレは、先生にお仕えするんだ。


　アヤさんの事はオレが絶対に守り抜くぞ」


　　　魔人は呆れた表情をして、ＵＳＰたちに発砲の合図をおくる。


　　　ＵＳＰたちは、ダストシュートの前に陣取る下子の方へいっせいに銃口を向ける。


　　　そして、あたりに銃声が響き渡る。


 


　　　　　　○宇呂子邸内・廊下　　（夜）


　　　影子と五人衆、ＵＳＰたちの戦いが続いている。


　　　アースの起こす振動の為、相変わらず、周囲は小刻みに揺れている。


　　　影子のふるったムチの先端が、ウォーターの頭部のガラス部分に命中し、


　　　その破壊に見事に成功する。


　　　壊れたウォーターは機能が停止し、バタリと床に倒れる。


　　　その時、宙を舞い、やって来たバルが、


　　　この邸宅の武器庫からでもくすねてきたのか、


　　　多数の手榴弾を、影子のそばに、バラバラと落とす。


影子「（元気よく）でかしたわ、バル！」


　　　だが、その一方で、五人衆最後の一人、ダークも動き出す。


　　　不気味な笑い声を発するダークの黒いモヤ状の頭部が、四方に急速に広がりだす。


　　　そのモヤに触れたＵＳＰたちが、次々にバタバタと倒れてゆく。


影子「（ハッとして）毒ガスだわ！法鬼くん、バル、気を付けて！」


　　　ところが、手榴弾を手にした法鬼だけは、


　　　ダークのそばに居座ったまま、動こうとしない。


法鬼「（ニヒルに）影子さん。あんたに会えて、良かったよ。


　俺も、これで、安心して、京子ねえちゃんの元に行ける」


影子「（慌てて）なに言ってるの！早まっちゃダメ！」


　　　しかし、法鬼の持っていた手榴弾は爆発し、


　　　ダークを巻き込んで、法鬼も爆死してしまう。


　　　影子はがっくりと肩をおろす。


 


　　　　　　○宇呂子邸内・裏口　　（夜）


　　　廊下を走って、宇呂子を連れた魔人が逃げてくる。


　　　出口のところには、ＵＳＰの最後の一団が身構えていて、


　　　彼らと合流した魔人は、ようやく、安心した表情になる。


　　　魔人たちを後ろから追ってきていた影子も、間を置かず、やって来る。


魔人「（宇呂子へ）宇呂子さま。


　さあ、あとは、警備のものに任せて、早く、この屋敷から避難しましょう」


　　　宇呂子と魔人は、出口から外へさっさと出ていってしまい、


　　　そのあと、すぐ、出口の前を、ＵＳＰの残党が立ちふさがる。


　　　影子も立ち止まり、きつい表情で、ムチを構える。


　　　その時、廊下の向こうから走って、やって来た球異が、


　　　ＵＳＰの方へと突っ込んでゆく。


　　　その手には、しっかりと手榴弾が握られている。


球異「（叫ぶ）影子ちゃん！ここは、おいらに任せて！早く、親玉たちを追い掛けて！」


影子「（驚いて）な、何をするつもり？」


球異「（泣きながら）だって、おいら、影子ちゃんの事が好きなんだもん。


　役に立ちたいから」


　　　球異が特攻して、ＵＳＰ全員を巻き込んで、爆死する。


　　　爆煙が巻き上がる中、出口前の障害物は、全て、無くなる。


影子「（泣き声で）バカ！一体、どうしてよ！」


 


　　　　　　○宇呂子邸内・廊下　　（夜）


　　　ＵＳＰも全滅し、ただ一人とり残されたアースが、


　　　手のブレス機で、相変わらず、地震を起こし続けている。


　　　揺れは激しくなる一方で、壁にも大きな亀裂がはいり始め、


　　　ついに屋敷全体が崩壊しだす。


 


　　　　　　○宇呂子邸・裏庭　　（夜）


　　　屋敷を出ると、そこは、湖畔に直結している。


　　　裏口から影子が飛び出してくると、湖のそばにポツンと宇呂子一人が立っている。


　　　影子が、宇呂子を捕まえようとした途端、


　　　宇呂子の体は分解して、地面にバラバラと崩れ落ちてしまう。


　　　なんと、宇呂子の正体は、精巧にできた人形だったのである。


　　　今まで、何者かが、本物の人間かのように動かしていたのである。


　　　その事実を知った影子は、がく然とした表情になる。


　　　次の瞬間、そばの湖から、大きな水柱を立てて、まばゆい巨大な光球が出現する。


　　　その謎の光の玉は、影子の目の前で、ぐんぐんと空に上昇し、


　　　かなたへ飛び立ってゆく。


　　　その光の玉を見た影子は、ぼうぜんとなる。


 


　　　　　　○影子の回想


　　　雪山の上空を飛ぶセスナ機。中には、家族旅行中の影子とその両親が乗っている。


　　　突如、天から現われた巨大な光球がセスナ機に衝突し、撃墜してしまう。


　　　その光球とは、まさに、今、影子が目にしたものである。


　　　つづく。


 


　　　次回予告「最終話　終わりの始まり」


「長きに渡った影子の放浪の日々も、ついに終わりを迎える時が来た。


沢山の友やライバルたちを失い、影子の心中に浮かぶものは何か？


そして、シベリアの寒冷地帯の奥地で、人類最大の戦いが始まる！


ツングースの闇の中に潜む、フリーメンの支配者キリストブトマスの驚愕の正体とは？


影子は、はたして、普通の人間に戻れるか？」
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    最終話「終わりの始まり」
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　　　　最終話「終わりの始まり」　　END IS BIGINING


 


 


　　　　　　○宇呂子邸・裏庭　　（夜）


　　　前話ラストシーンの続き。


　　　宇呂子邸すぐ裏の大きな湖。


　　　そこから、水柱を立てて現れた巨大な光球が、


　　　影子の目の前で、ぐんぐんと空に上昇し、かなたへ飛び立ってゆく。


　　　その光の玉が去ってゆくのを、影子はぼうぜんと眺めている。


　　　そして、影子の背後では、鈍い音を響かせ、大量のほこりを巻き上げて、


　　　宇呂子の豪邸が崩れ落ちてゆく。


 


　　　タイトル「最終話　終わりの始まり」


 


　　　　　　○宇呂子邸跡　　（夜明け）


　　　殺し合いの一夜も過ぎ、東の地平線からは太陽の光も射しかけ、


　　　周囲も肉眼で見える程度に明るくなっている。


　　　ただし、あの巨大な宇呂子邸自体は完全に崩壊してしまい、


　　　一面が瓦礫の山と化している。


　　　その中に、唯一の生き残りである影子が一人超然と立ち尽くしている。


影子「（がく然と）皆、死んでしまった。こんな未来、誰も望んでなかったはずなのに。


　なぜ、こんな事になってしまったの？」


　　　その時、もう一つの小さな人影が現われ、ゆっくりと影子の方へと近づいてくる。


　　　もう一人の生き残り、アヤである。アヤは、影子以上にうろたえている。


アヤ「（泣きながら）パパも下子さんも探偵さんもどこにも居ない。


　アヤ、独りぼっちになっちゃった。これから、どうすればいいの」


　　　影子とアヤの視線があう。アヤは、すがるような目で影子を見つめる。


アヤ「（怯えながら）アヤ一人じゃ生きていけない。誰か、アヤを助けて。


　おねーちゃん、お願い」


　　　逆に、影子はクールにアヤを見下している。


影子「（厳しく）助けてですって？世の中は甘くないのよ。


　面倒をみてあげる代わり、あなたは私に何をしてくれる？


　あなたみたいな足手まといの子供に何ができると言うの？」


アヤ「（戸惑いながら）アヤにできる事は・・・アヤは・・・


　おねーちゃんの事をいっぱい愛してあげる。だから、アヤも一緒に連れてって」


　　　アヤの返答を聞いた影子がドライに大声で笑いだす。


影子「（冷たく）エコは命をかけて守ってあげると言うのに、


　その代償は愛してくれるだけですって。それがあなたにできる精一杯のお返しなのね」


　　　影子の態度を見て、アヤもどうしたらいいか困って、立ちすくんでいる。


　　　その時、ヘリコプターの爆音が聞こえてくる。


　　　影子とアヤが上を見上げると、大型の軍用ヘリが接近してきており、


　　　そのヘリは二人のすぐそばにと着陸する。


　　　影子とアヤは逃げようともせず、成り行きに身を任せている。


　　　着地したヘリから、白衣を着た外人の青年、ゴーシュが降りてくる。


　　　ゴーシュは、すました表情でつかつかと影子のそばへと歩み寄る。


ゴーシュ「（影子へ）あなたが、間野影子さんですね。はじめまして。


　私はロシア科学局より派遣された科学者で、ゴーシュと言います」


影子「（平然と）ロシア科学局？


　世界的重要人物、宇呂子を暗殺しようとした件で、エコを捕まえにきたのと違うのかしら」


ゴーシュ「ご安心ください。私はあなたの味方です。逮捕ではなく、保護に来たのです」


影子「どう言う風の吹き回しかしら。


　宇呂子について言えば、悪いけど、エコは殺しちゃいないわ。


　彼の正体は、ただの人形だったのよ。


　何かとてつもない存在が念力か何かで遠くから操っていたのね」


ゴーシュ「存じてます。とりあえず、私についてきていただけないでしょうか」


影子「（あっさり）分かったわ」


　　　どこかに隠れていたらしきバルがばっと飛んできて、影子の肩に止まる。


　　　取り残されたアヤだけがうろたえているが、彼女へも影子が目で合図を送ってくれる。


　　　安心したアヤが、こそこそと影子の方へと走り寄る。


　　　影子、ゴーシュ、アヤ、バルが乗り込むと、ヘリはすぐに離陸し、


　　　再び空へと飛び去ってゆく。　　　（ＦＯ　）


 


　　　　　　○ロシア科学局・廊下　　（夜）


　　　大きな建物内らしく、小ぎれいな廊下が前後に長く続いている。


　　　科学局なのに、警備の兵隊があちこちに立って、番をしている。


 


　　　　　　○ロシア科学局・個室　　（夜）


　　　寝室を兼ねており、隅にベッドがある。


　　　明かりは消されており、


　　　ベッドの上では、疲れきったアヤとバルがお互いを抱きあって、


　　　安心してグッスリと眠っている。


 


　　　　　　○ロシア科学局・会議室　　（夜）


　　　狭い部屋で、明かりも暗くして、


　　　影子とゴーシュ二人っきりで向きあって、落ち着いて話をしている。


ゴーシュ「（淡々と）全ての話の始まりは、1908年にまでさかのぼります。


　この年、我が国ロシアのツングース地方へ、


　一つのミニ彗星が落下して、世界に衝撃を与えました。


　これが現在、ツングースの大爆発と呼ばれている天体クラス大事件です。


　ところが、この時、地球に落ちてきたのは彗星だけではなかったのです」


　　　影子は、ゴーシュの話を、興味深げに、静かに聞いている。


ゴーシュ「この彗星に乗って、一匹の宇宙生物も地球に飛来しました。


　人智をはるかに超えた、この超生命体は、


　当時の戦争に明け暮れる地球人の姿を見て、激しく哀れみ、


　地球人を導くべく、自らをキリストブトマスと名付け、地球にとどまる事にしました。


　彼が結成した組織こそフリーメンだったのです」


影子「（怪訝そうに）なぜ、あなたがそんな話を知っているの？」


ゴーシュ「フリーメンの秘密会員は、


　皆、ブトマスから与えられたという教典、シオンの聖典を持っています。


　その中に、フリーメンの真実やブトマスの指令などが全て書かれていたのです。


　私たちは、その奪取に成功したのです」


影子「なるほど」


ゴーシュ「さて、問題のブトマスですが、この怪生物は水中に棲む性癖があり、


　実は、７年前、日本の赤面山へと移動してからは、


　ずっと宇呂子邸の裏にある湖に潜んでました。


　それが、先ほど、また移動を行ない、ツングースへ戻った事が確認されました」


影子「（ハッとして）７年前の赤面山ですって！」


　　　影子の脳裏にまた、家族旅行中の事故のイメージが思い浮かぶ。


影子「（つぶやく）じゃあ、あの光の玉がブトマスだったんだわ。なんて事・・・」


ゴーシュ「世界連合は、この百年間、各国を踏みにじってきたフリーメンと決別し、


　戦う決意を固めました。


　ツングースには、フリーメンがブトマスを祀っている疑似古代神殿があります。


　オペレーションブトマスと呼び、私たちはそこへ総攻撃をしかける予定です。


　影子さんも協力してくれますね」


影子「相手がフリーメンなら、たとえ、それが身内でも戦うだけの決心はできてる？」


ゴーシュ「（真剣に）もちろんです」


　　　影子が、嬉しそうに、静かにうなずく。


 


　　　　　　○ツングース古代神殿・参謀室


　　　フリーメンのマークが大きく壁に刻まれた、広くて薄暗い部屋に、


　　　アイマスクをつけた長髪の美女、シオンの聖女と、


　　　仮面とガウンで体全体を覆った魔人が、


　　　ひっそりとくつろいでいる。


魔人「情報によると、影子がここに来るみたいですね」


シオンの聖女「（冷ややかに）親愛なる同志よ。


　全ては、宇呂子の秘密を隠し切れなかったあなたの責任です。忘れてませんね」


魔人「シオンの聖女、分かってます。彼女の事は任せておきなさい」


　　　魔人は、不愉快そうに、この部屋から出てゆく。


　　　残されたシオンの聖女は、ボケットから、液体の入ったガラスの小瓶を取り出すと、


　　　それを見ながら、妖しく微笑む。　　　（ＦＯ）


　　　


　　　　　　○ツングース・平地　　（昼）


　　　地面一帯に、世界連合の軍隊が陣取っており、


　　　遠方の地平線には石造りの巨大な建物、ツングース古代神殿の姿が見える。


　　　空より、爆音を立てて、軍用ヘリが飛んでくる。


　　　ヘリは、軍の司令部テントのそばへと着地する。


　　　ヘリの中からは、ゴーシュ、影子、アヤ、バルが降りてきて、司令部の方へと向かう。


　　　影子は、片手にノートパソコンを持っている。


ゴーシュ「（影子たちへ）あれが、ブトマスの古代神殿です。


　ロシア軍部にもフリーメンのメンバーがいた事が発覚し、


　その女将校は自分の配下の軍を引き連れると、


　ブトマス親衛隊と称して、反乱を始めました。


　彼女たちは、あの神殿の中にたてこもっています」


影子「（落ち着いて）戦況は？」


ゴーシュ「各地の敵軍は一掃できました。あの本拠地の陥落も間近です」


　　　その時、一人の兵士が慌てて司令部へ駆け込んでくる。


兵士「（動揺しながら）大変です。敵軍は、神殿内に怪しい毒ガスを放出した模様です。


　神殿内に侵入した我が軍兵士は、皆、急に体が粉になって、死んでしまいます。


　これでは、神殿への突入及び制圧が不可能です」


影子「（ハッとして）”霧”だわ。まだ、そんなものが」


ゴーシュ「追い詰められた敵軍の奥の手か。


　ミサイル攻撃で神殿を破壊すれば、そのガスが外部に溢れ出るかもしれないし、


　今もたもたしていたら、またブトマスに逃げられるだろう」


影子「（一歩前に出て）私が神殿に入ります。そのガスは野民には効きません」


ゴーシュ「（きょとんと）大丈夫ですか」


影子「（きりっと）自分の戦いは、自分でけりをつけます」


　　　アヤが心配そうに影子の方を見ている。


　　　そんなアヤに影子は優しい目を向け、手招きして自分のそばへ寄らせると、


　　　強く抱きしめてあげる。


　　　そして、アヤを下がらすと、今度はバルの方へ顔を向ける。


影子「（元気に）さあ、バル。あなたも一緒に行くわよ！」


　　　空を舞うバルを連れた影子は、古代神殿の方むかって、さっそうと歩き出す。


 


　　　　　　　（ＣＭ）


 


　　　　　　○ツングース古代神殿・通路


　　　石造りの広い通路を、バルを連れた影子が堂々と歩いている。


　　　他に人影は全く無い。


影子「（つぶやく）神殿の中にまんべんなく”霧”が充満してるわ。


　これじゃ、敵さんも皆おだぶつね」


　　　影子は、通路に座り込み、ノートパソコンを開いて、てきぱきと動かしだす。


影子「（つぶやく）衛星が透視撮影した、この神殿の見取り図だと・・・」


　　　影子はサッと立ち上がると、素早く歩き出す。


 


　　　　　　○ツングース古代神殿・機関室


　　　石造建築物には不似合いな機器類が壁一面に並べられている。


　　　それらの機械につながったパイプの一つから、


　　　音を立てて、今なお”霧”が噴き出し続けている。


　　　この部屋に入ってきた影子とバルが、その機械を見上げる。


影子「（つぶやく）やっぱり、ここね。まず、これを止めなくちゃ」


　　　影子は、機械の計器盤をいじったり、バルブを回したりする。


　　　すると、機械の音が微妙に変化する。


影子「（ホッと息をついて）機械を逆流させたわ。


　これで”霧”が外に漏れる心配は無くなったはずよ」


 


　　　　　　○ツングース古代神殿・大広間


　　　天井も高く、かなり広い部屋。


　　　横切る為に、険しい表情の影子とバルが入ってくる。


　　　その時。


魔人「待ってましたよ」


　　　声がした方にハッと影子が顔を向けると、


　　　部屋の奥の方にたたずんでいた魔人がゆっくりと影子の方に近づいてくる。


　　　魔人は、相変わらず、仮面とガウンで体全体を隠している。


影子「（怒鳴る）その声は魔人！あなた、まだ生きてたの！」


魔人「（クールに）私は、ブトマスさまの使徒です。


　ブトマスさまとともに生き、ブトマスさまの為に身を捧げます」


影子「黙れ！あなたなんか、ブトマスと一緒に、夢に溺れて、地獄に落ちなさい」


　　　よゆうの魔人がバッと仮面とガウンを脱ぎ捨てる。


　　　中から現れたのは、大きな翼を持つ純白の鳥の野民、バトルビトである。


　　　その正体を目にして、影子もやや動揺する。


バトルビト「（叫ぶ）見よ！このおぞましく優雅な姿を！


　ブトマスさまのもとにお前を行かせやしない！」


影子「（つぶやく）あなた、あれほど野民を嫌ってたはずなのに」


　　　バトルビトが華麗に宙へと飛び上がる。


　　　対するする影子も、服を脱ぎ捨て出す。


影子「（叫ぶ）エクディーシス！」


　　　影子もドクガールに脱皮し、バトルビトを追って、宙に飛ぶ。


　　　二匹の野民による空中戦が始まる。


　　　素早さでバトルビトの方が勝っているが、


　　　バトルビトはなかなか攻撃をしかけてこない。


　　　ドクガールも、敵の動きに合わせるのに忙しく、


　　　うまく攻撃のチャンスをつかめないでいる。


バトルビト「（あざ笑う）影子くん。君には私を倒せはしない！


　なぜなら、私は愛するものを守る為に戦っているからだ。


　自分の為に生き、自分の命が惜しいお前になぞ、私の強さの秘密なぞ分かるはずも無い！」


　　　突如、空中上で、バトルビトがドクガールにきつく抱きついてくる。


　　　バトルビトの手には小型爆弾が握られており、


　　　それに気付いたドクガールもハッとする。


バトルビト「（爽やかに）さらばだ、罪深き小娘よ。私とともに無に返るのです」


　　　バトルビトの爆弾が炸裂して、


　　　二匹の野民がいた空中上に、花火のような爆発が起こる。


　　　しかし、その爆発の瞬間、


　　　ドクガールは、ぎりぎり再脱皮する事によってバトルビトの拘束を外したらしく、


　　　影子の姿に戻って、空中上の爆煙のかたまりから下方へと落下してゆく。


　　　影子は早いスピードで落ちていたが、


　　　床に激突する前に、急いでバルが駆け付けてきて、


　　　影子を持ち上げようとしてくれたので、落下スピードが落ち、


　　　影子は床にはぶつかったものの、墜落死はまのがれる。


　　　バトルビトの方は、もろに爆発に呑み込まれたらしく、影も形もない。


　　　よろよろと立ち上がった影子が、バルの持ってきてくれた自分の服を着だす。


影子「（力強く）誰が、あなたなんかに負けるもんですか。


　だって、エコには、愛してくれる人がいるんですもの。生きて、帰らなくちゃ！」


　　　影子は、ゆっくりと歩き出し、バルとともに、この広間から出てゆく。


 


　　　　　　○ツングース古代神殿・参謀室


　　　奥の方の座席に、シオンの聖女がくつろいで座っている。


　　　そこへ、入り口から影子とバルがはいってくる。


　　　シオンの聖女の姿を見つけて、影子はキッと身を引き締めて、立ち止まる。


シオンの聖女「（穏やかに）ようこそ、影子さん。会いたかったわ。


　私の名はシオンの聖女。ブトマス親衛隊の隊長にして、フリーメン最後の幹部よ」


影子「ゴーシュが言ってた、反乱したロシア軍将校さんね。


　あなたのように、魅力的で、地位もある人が、なぜ、フリーメンなんかに？」


シオンの聖女「（自嘲的に）私が魅力的ですって！私は人間なんて嫌いよ！


　平気で他人を犠牲にするし、裏切ったりもする。


　私は、そんな醜い人間よりも、全知全能なるブトマスさまこそ、


　神であり、地球の指導者にふさわしいと判断したまでよ」


影子「（キリッと）そのブトマスに会わせなさい。この部屋の奥に潜んでいるのでしょう。


　妨害するのならば、容赦はしないわよ」


　　　影子が、ビシッと愛用のムチを構える。


シオンの聖女「（落ち着いて）まあまあ、そんな物騒なものはしまいなさい。


　あなたに私は殺せはしないわ。これから、いいものを見せてあげる。


　その奇妙な動物を、ちょっと、こちらによこしてくれないかしら」


　　　影子たちは困惑しているが、とりあえず影子はバルへとあごで指示する。


　　　バルは、警戒しつつも、シオンの聖女のそばへと寄っていく。


　　　すると、シオンの聖女は、あのガラスの小瓶を取り出し、


　　　その中身の液体をいきなりバルにふりかける。


　　　影子が慌てたのも間に合わず、


　　　飛んでいたバルがけいれんを起こして、床に落ちてしまう。


　　　そして、バルの体に急激な変化が起こり、瞬く間にその姿が可愛い子犬にと変身する。


　　　子犬となったバルは、すぐ元気を取り戻すと、


　　　驚いている影子のもとに、嬉しそうに飛びついてゆく。


シオンの聖女「（大笑いして）タナトスは、


　野民の遺伝子を元の動物に戻してしまう免疫剤を開発済みだったのよ。


　失脚後、追っ手の目をくらます為、自分で使うつもりだったんでしょうね。


　死に際の彼の体から、調合法の書かれた資料を私が発見してね、


　代わりに作ってみたのよ。今、その動物にかけたのはサンプルにすぎない。


　資料そのものは焼き捨てたから、私が死ねば、この薬はもう誰にも作れないわよ」


　　　影子が鋭くシオンの聖女を睨みつける。


シオンの聖女「（勝ち誇って）あなたも普通の人間に戻りたいでしょう？


　だったら、私に従う事ね。おとなしくブトマスさまに降伏しなさい」


　　　しかし、まるで応じる様子もなく、


　　　影子は、ムチを構えたまま、じりじりとシオンの聖女の方へ近づいてゆく。


　　　危険を感じたシオンの聖女が、慌てて胸元から銃を取り出す。


　　　しかし、影子のムチの方が素早く、


　　　シオンの聖女の銃を持った手をムチの先ではじくと、


　　　銃口はシオンの聖女の方を向いてしまい、


　　　発砲された弾はシオンの聖女自身に当たってしまう。


　　　致命傷を受け、シオンの聖女はバタリと床に倒れる。


シオンの聖女「（ぼう然と）な、なぜなの？」


影子「（しっかりと）エコは、人間に戻れなくてもいい。


　人間と野民が仲良く暮らせる世の中を作ってゆけばいいだけの話よ」


シオンの聖女「（虫の息で）そうか。


　私も、あなたのように強い心があれば、悪魔に魂を売らなかったかもしれない」


　　　シオンの聖女の目から涙がこぼれ、アイマスクが外れる。


　　　戦場で受けた傷なのか、


　　　片目の周囲にケロイド状の醜いアザがあるのが剥き出しになる。


　　　影子は、そんなシオンの聖女の最後を、無表情に見届けてから、


　　　ゆっくりと、部屋の奥のフリーメンのマークの元へと向かう。


　　　影子がマークの中央を押すと、大きな音を立てて、壁が二つに割れだす。


　　　秘密の間につながる隠し扉なのだ。


 


　　　　　　○ツングース古代神殿・最深部


　　　石造建築物の内部で、ここだけが手付かずの自然状態で放置されており、


　　　薄暗い洞窟のようになっている。その中心部に、やや小さな湖がある。


　　　影子と子犬のバルが、ついに、その湖のそばにまでやって来る。


影子「（怒鳴る）招かざる災厄、ブトマスよ！おとなしく姿を現わしなさい！


　あなたが、この湖の中に潜んでいる事は分かっているわ。


　あなたを支持する者は、この地上にはもう誰もいない。


　完全にあなたの負けよ！この星の人間はあなたの事を必要としない。


　地球の生物を哀れむなぞ、あなたの勝手な思い上がりにすぎないのよ。


　いい加減、その事に気付いたら、どうなの！」


　　　すると、地面がグラグラと揺れ出し、湖の表面が泡立ち始める。


　　　動揺した影子と子犬のバルは、お互いに支えあい、倒れないように踏ん張りながら、


　　　しっかりと湖の方を凝視し続ける。


　　　大地の揺れと湖の泡立ちはますます激しくなり、


　　　古代神殿そのものも崩れだし、天井からは瓦礫も落ちだす。


　　　そして、ついに、奇怪な音を立てながら、


　　　湖の中から、あの巨大な光球、ブトマスが飛び出す。


　　　光球は、影子らの事を全く無視して、そのまま急速に上昇してゆく。


　　　真っ直ぐ天井をぶち破り、そのまま空へと飛んでゆく。


　　　しかし、その飛行音は、まるでバカにした笑い声のように聞こえる。


影子「（叫ぶ）何よ！何が可笑しいの？


　自分がいなければ、人間はすぐ自滅してしまうとでも言いたいの？


　そんな事には絶対にならないわよ！あなたなんか、さっさと宇宙へ帰ってしまいなさい！


　私たちは、自分たちの力だけで何とかやっていける！


　だって、私たちは愛しあう事を知っているもの」


　　　光球が天井を壊した事で、古代神殿の崩壊がますます激しくなる。


　　　降ってくる瓦礫やほこりにまみれながら、


　　　子犬のバルを抱きしめた影子は、


　　　ブトマスの光球が去っていたあとを、涙目できつく睨み続けている。　　　（ＦＯ）


 


　　　　　　○ツングース・平地　　（昼）


　　　ゴーシュやアヤたちがいる、世界連合軍の陣営からも、


　　　遠方のツングース古代神殿がどんどん崩壊してゆくのが見える。


　　　古代神殿周辺の地平線は、古代神殿倒壊で発生した土ぼこりが一面に舞っている為、


　　　濁って、よく見えなくなっている。


　　　ゴーシュもアヤも、不安そうに、古代神殿の方向を見守っている。


　　　古代神殿が完全に崩れきった頃、


　　　古代神殿の方から一つの人影がゆっくり、


　　　ゴーシュらのいる方角むけて、歩いてきている事も判明する。


　　　子犬のバルを抱いた影子である。影子は厳しい表情をしている。


　　　その事に気付いたアヤもゴーシュも笑顔になり、嬉しそうに抱き付きあう。


　　　オペレーションが完了した事を察知し、兵士たちの間でも歓声があがる。


　　　おわり。
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